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•マジカル パワー MAKO の 

コンピュータミュージック •セミナー 

ソフト レビ: L- 
#パイ パニック •わんぱく アスレチック ほか 
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可能。 将来、 シンセ 步 f ザ ー機 能な どの カートリッジ 

三 まれる 予定。 共通言語 MSX ベーシックを 使いな 

；> 拡張 性を 満足させる、 ナショナ^の 技術力です。 

ド/パーソナル コンピュータ CF- 2000 橋 準 価格 54,800円 
法 （高さ x 椹 x 奥行 >=72X430X232™1_  ■置 =3.6kg 別売 周辺機器/力 

P レビ TH15-M1VR 標準価格 77.000円 .プ □グラム レコーダ RO- 8300 標準 

18.000円 ■ジョイスティック CF-2201 携準 fl 格 3.500円 （1 基）. カラー プロッタ 

' 夕 CF-231 1 摞準 価格 69.800 円 •プリンタ インター フェイス カートリ ッジ CF- 

W 準® 格 8.000円 ，32锒 器の 接統 には 別 充の辱 用 コードが 必要で す> 籲ナ 

ル クレジット. B  — ンも ご 利用く ださい ••ぉ問い 合 わせ、 カタログの ご# 

⑽ ，住所 •氏名 •年齢 •職龙 を ぉ » きの 卜..〒 571 人阪府 n 真 市人 WmiM 

* 1006 洛地 松 ド； E » 帝 突㈱ 悄 報檎 益 部 M X 係まで。 MSX  \MjSjLX 

7 のはい つた ものは 互換性が あります •ソフトウェア も ハードウ エア IfflBl 
ヨに 使う ことができます。 は マイク ロソフ ト 社の 商 樺です • 
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マニア ライクな キー ボート： 基本に 徹した ナ シヨ iy 
僕らの コングが 復活した。 パソコン という、 時代を 

呼吸す る 新い 、生き物と なって。 共通言語 MSX 

ベーシックを しゃべり、 MSX の 基本 思想に 徹して、 

ムダを 省 c 、た 設計 >  侍って たんだ、 僕らの 王者よ。 

MSX は パソコンの 未来 規格です >  ノ 、ー ドと ソフト 

の 互換性が 実現され た 力 も、 msp —クの u いつ 

たもの なら、 プログラム も 周辺機器 も 自由に 使え 

ます 0  MSX を マスターして おけば、 将来 も 有望。 

さあ、 コングと 共に 無限の 可能性を 追い かけよう。 

未来を 考えた、 基本 忠実 設計です >  パソコンの 

流れを 変える MSX。 だから、 キングコングは その 

基本 思想に 忠実な のです。 例えば、 キーボードは 
ビジネス にも 使える マニア ライク 仕様。 うち やすい 大 

型 キーが 魅力で す>  長い か 、だ 使って いただく た 

めの 堅ろう なボデ T、 あきの こな L 、カラー リンク ミ プリ 

ンタ などめ 周辺機器 も 統一 性 ある デザインに 仕上 

{ f られて I* 、ます 0 ナショナ^ MSX は エキス ノ 、。ー ト にも 
ビギナー にも、 MSXt 龍ん CV たた X 好機です 0 

手 ごた え 充分 ノ 《ワフ /レな 32KB ベーシックで 一 

14 桁の 倍精度 関数 や 強力な ェラー ハンドリン 

命令な どを 持った ノ 、。ワ 刀 レな ベー シックが、 君の 
ャ レンジに 銳 (応えます >  高度な プログラム づ くりは も 

ろん のこと、 基本 I/O シスガ^^ が 公開され てい ま 

から、 高速な 機械語 プログラム も 効率よ く 作れ ま マ 

君の！: 達に 合わせて 進化す^ 、ダカ レス ロット 設言 
2 っの スロット t 二抵融 AM や ROM、 様々 な ィンタ 

フェイス カー トリ ッジを 差し込めば、 自由 { こ シス テ M 



® SANYO 

「ひとり ほち ち」 に 反対！ 

みんなで、 仲良く、 MSXo 
楽しい こと や 便利な ことは、 みんなが 同 じように でき' るの がいい。 
誰かが ひとり だけで こっそり 楽 しんじゃ うの も 良くない し、 どんな 

に 一所懸命がん ばっても、 中々、 自分の ものに できない、 なんての 

も 良くない よね。 だから、 MSX0 たとえば 英語 や 算数の パソコン 

学習なん かで も、 みんなが 同じ ソフトで 勉強 すれば、 同じように、 

できるようになる じ ゃない。 ゲームを して 遊 ぶん だって、 みんなで 

同じ ゲームが 楽しめたら、 同じ 話題で 盛り上がれる もんね。 そう、 

MSX には、 仲間は ずれ や 落ちこぼれなん て、 全然 いないんだ から！ 

►ライトペンが おもしろい： みんなで 楽しむ MSXoWAVY10 な 

ら 、ライ ト ペンで、 画用紙に 絵を 描 〈みたい に、 ブラウン管に、 力 

ラー グラフィックスが 描け ちゃう。 キーボードで 入力す る 代わりに、 

ブラウン管に 直接 ペンタッチして 入力で きる ソフト も、 続々 登場 中！ 

ソ ナル]:; 

圓 —10 MPC-10 標準価格: 74,800円  ラィト ベン •ライトペン ソフト 付属） 

… 住な 仕 •み 80A コン ハチ プル 參 ROM … 32KB(MSX-8ASC)#RAM  .32KB+VMM15KB# 表示 能力… テ. キ スト 表示: 32 文字 X24 行、 40 文字 X24 行： グラフィック 表示: 256X192 卜.' 卜 .彳6色 ス ブライ 面 •ギー ポート •.英 致 字. ひらがな カタ?} ナ グラフ 
E 号， アイ ウ: PTK ル 73 キー •サウンド 慊能…財 クター ブ、 3靈 和畜 +丨効果 音 ♦ライト ベン ««!• ， 付属 （ライト ベン + ライトペン ソフト) 出力… RHS 号 •コンボ ジン ト ビデオ 13 号# カセット インター フェース… FSK 方式. 1200  ?400 ボー镛 ブリン タイン ター フ t_ ス… 8 ビフ | 

i. レ ル (セント a ニ クス 社 仕气に 準 SS) •ジョイスティック… 2 谋子 •力ートリ ソジス a ット数 …1 悃 (MSWt 格). G 拡* バス •"50PIN ♦鬈 凍 •消費 電力… AC100V(50  60Hz)、 12W •寸法.®  ■… 385(W)  x62 ⑻ x242(D)_.22h 

< 巧 > (卜 ✓^ン テレビが きみたちの キャン^ス だ!！ 
-   . ^  ■あて 先 ★グランプリ 貪： 2 名 賞品 薦 ソフト 5 巻^! 

初めての 人で も、 ラ仆 ペンを 使って、 すぐに 力 L て 郵送して ください 。俺 秀作 品には 赏 品を プ  ラ ィ》=ミン^2  * 優秀 貧：6 名 …… 貧 品： MSX ソフト 3 巻 

ラー グラフィックスが 描ける WAVY で、 すてきな レ ゼン トします 。住所 •氏名 •年-令 •職業 (学年}.  ■応募 期間: 叫 和 5i) 年5 刖 川まで (消 印 効 >  ★特別 實 :〗〇 名 . 貫 品: msx ソフト1 巻 

絵が 描けたら、 カセットテープに セーブ (記録） ■番号を 明記して、 どんどん _ してく ださい。 J 

LIGHT  PEN 
• 「MSX| マーク^ ̂ マイク □ソフト 社の 商標です， ■鋅 しい 資料の ご 謂求丄 三洋 雩惙 株式会社 営業 本部 PA 企画 部瞻 〒570 大阪莳 守 口 市 大日 柬 町〗 〇〇番 地 TEL06(9m) 丨⑴ （代表） まで どうぞ 3 





スーパーインポーズを 楽しむ には、 別売の RGB ケー フ) レ 

( HC-C611R) 標準価格 ¥  6,000 ま たは、 コンポジット 

ケーブル (HOC612C) 標嵊 価格 ¥4, 000 が 必要です。 

お問い合わせ、 カタログ 站求は 〶 100 東京都 丁 •代 田 

区 霜が 関 3-2- 4 跤山 ビル H 本ビ クター㈱ インフォ メー 
シ ヨン センター PCM マ 係 TEL()3(580>2861 



テレビ 画面に コンピ^ータ •アニメを 合成。 今、 オー テ材と ビジュアルの 新世界が 始まった。 

ついに 正体を 現した、 ビクターの MSX-BASIC 採用の パソコン。 ドキッ とさ 

せる 第 1 の 特長が く スーパーインポーズ 機能〉 です n ご覧の ように コン ピュ 

ータで 描いた UFO を、 テレビ や ビデオな どの シーンと 合成で きる 0 スーパ 

ー イン ポーズ ア ダフ。 ターを 使った 離れ ワ ザです。 く アナログ RGB 対応〉 

だから、 もちろん 色は 鮮やか。 しかも 電子 楽器な どと 組合わせて、 すごい サウ 

ンドも 創造で きる。 さすが 音と 映像の ビクターとう なず ける 期待の AV パソコン、 

新登場です AV パーソナルコンピュータ HC-6¥64,800 スーパー イ 

ン ポーズ アダプター HC-A602S ¥20,000 システム カラー テレビ AV- 

MT15  (鮮明 2000 文字 表示） ¥115, 000  デー ターレ コーダー HC- 

R105  ¥19,800  •… システム 合計 ¥219,600 1 ニュー メデ (ァ カ* らゲ ニムまで'」 



m 



A 未来を 開発す る = 菱罨捞 

あなたの プログラミングの 才能を、 「おもしろ •ソフト コンテスト 」 で 試し 

てみ ません か。 三菱 MSX パソコンの かわいい キャラクターを 使った MSX 

標準 仕様の ム ー ビング •プログラム 又は、 ゲーム プログラムを 大 募集 

いたします。 ご 応募いた だいた 作品の 中から、 傑作 賞と して、 DIATONE 

音楽 ロボット 「ロボ ティ」 Z-IO 形、 SS-ZIO 形を I 名 様、 佳作 賞と して、 三菱 

テレビ プリンター SCT-P 50 形を 2 名 様に、 そして ご 応募いた だいた 

方 全員に 記念品を 進呈。 クリエ イ ティブな、 オリジナル 性 あふれた 愉 

快な 作品を 待って います。 ふるって ご 応募 下さい。 

把 募为法 
プログラムを 収録した カセットテープ (MSX 標準 システム -RAM32KB 以内 •補助 入出力 装置は 

データ レコーダ） に、 あなたの お 名前、 年齢、 住所、 郵便番号、 

窀 話 番号を ご 記入のう え、 下記の あて 先へ お送り 下さい。 

あて 先 

亍 100 乘 京都 千代 田 区 丸の 内 2-2-3 三菱 電機㈱ 電子 商品 事業部 

おもしろ •ソフト •コンテスト 係 電話 03-218-3134 

疫蟇歸 切 
昭和 59 年 3 月 31 日出 当日 消印 有効 

審査と 発表 
ご 応募 t 、ただ L 、た 作品の 中 か k 厳正な 審査のう え、 賞品 送付 時に 

直接 ご 本人に ご 通知 致します。 （4 月 上旬 頃） 

ご 注 

他人の プログラムの 全部 又は 一部を コピーし たもの や、 2 重 投稿は 

固く お断り 致します。 入赏 作品の 著作権は 三菱 電機㈱ に 帰属す る 

ものと 致します。 応募 作品は 返却 致しません ので ご了承 願います > 

鲁 P 
貝 ロロ  _ 

傑作 賞 —— ロボ ティー Z-10 形 •  SS-Z10 形 （1 名 様) 

佳作 賞 —— テ レビ プリ ン ター S  CT-P50 形 (2 名 様） 

■ロボ ティー Z-10 形 .SS-Z10 形  ■テレビ プリンター SCT-P50 形 

: カタ □グ HI 求 券； ■商品に 闓 する、 お問い合わせ'  および カタログを ご 

: ML- 8000  : 希望の 方は、 ハ ガキに カタログ 請求 券を 貼り、 T370-04 
i  MSX マガジン 丨 群馬県 新田 郡 尾 島 町 岩 松 800 三菱 電機 群 馬 製作所 

8404^ j  ML- 8000 係へ。 _M い 8000 形には 保証 害が ついて 
: あなたの 電 e 番号 丨 います。 ご 購入の 探は 必ず K 入 事項を 確 K のうん お 

: を ご c 入く ださい。 | 受取りに なり、 大切に 保管 じ r 下さ m 至 is 



($)YAMAHA 
MSX マークは マイク a ソフト 社の 商標です。 MSX マークの ついている ソフト や 周辺機器を 使えます， I 

いろいろな 方向 i 拡張 できる MSX。 

キが
 ある

。 多
’〆
 

:緣ユ
 800 

•%< 

ホ! 
於 

00 

多彩な 拡張 性と ポテンシャルを 秘めた YIS503、 目で 見て 判る 3 つの 特徴 

〇3 種類の 拡張 用 スロットを 装備 —— 通常の ROM カートリッジ スロット J 各種 ユニットを 収納す る 独自 

の サイド スロット。 将来に 備えた リアス ロット (専用 アダプタで ROM カートリッジが 使用可能)。 B 抜群の 

高 画質 •鮮明 画面 一 上位 バージョン VDP  (TMS-9928A) による、 ニ ジミの ない 鮮明 画面。 RGB 

ユニットの 使用で、 RGB マルチ 対応 CRT の ドライブ も 可能。 HRAM は 必要 十分の 32KB —— これ 

は、 MSX-BASIC の サポート する 最大 メモリ。 ユーザー エリアは、 64K 実装 時と 同じ 28815  Bytes  free。 

SU3 ¥64,800 

手鞋に 楽しめる フレンド リー パソコン 

Y IS 303  ¥49,800 
111111 11111111111 lltlltlillllllllllll! 11111111111  !  I  I 

- - 

.強力な 拡張 性で 本格的 ミュージック • システムへ/ ― 一 -  r  ~ : ~ ~ — ~  !  ^ - : - - : - - - - - 

音楽 機能 桩 張の 「核 J は、 FM サウンド シンセサイザ ユニット。 

「FM 音源」 方式で 自然な リアル サウンド。 同時 発音 数は 最 

大 8 音 r 各 音 個別に 音色 設定が 可能です。 豊富な ゾフト 

や 周辺機器と 組合せれば、 自動 演奏は もち 論、 新しい 音 作り • 

曲 作りから 音声 合成まで、 様々 な 楽しみ 方が 思いのままです。 

$4 ■州 f 舟艇 

(] プレイ カード セ
ット 

L(ZPA- 〇〇  ¥12.800 

1^> 

㈣ |  | 

FM ミュージック コン ボーザ 

YRM-I5 
楽譜 入力に より、 8 パートの 自動 演奏, 音楽 K 
号の ほとんどが 使用で き、 楽 雄 プリント も 可 液， 

I j 

FM ミユ ージツ 

クマ^  口  (YRM -II)  ¥7,800 

FM 音色 プ a 

グラム (YRM 

-12)  ¥7,800 

B FM サ ウン 

サイ ザ ユニット (SFG -01)  ¥19.800 

i ユー ンッ 7 キ ー ポ ー ド 

(YK-0I)  ¥17,800 

■資料 通 求は〒 430-91 浜 松 布 浜 松 鄄便局 私齐箱 3 ゆ H 本 楽器 裂 造 株式会社 AY-XH 係まで 



特集 MSX マシン 大 集合 
•カーソル キーに も 個性が ある ネ •いろんな 顔が 揃った ゾ 

•周辺機器 も いろいろ ある ヨ #MSX を パック アップす る 仲間たち 

•  CRT と キーボードに だって 相性が ある# MSX で 遊ぼう 

ソフト  マン 養成 講座 

MSX ソフト •書籍 取扱 店 一覧 

未不商 dp 研究 奎  ~  40 

ラジオ •パソコン 番組 レビ；! - - 42 
•番組 レビュー •理想の パソコン 番組とは •番組 採点表 ほか 

シネマ レビ; I - —— - 勒 
•トワイライト ゾーン 

ブック レビ:！ 一 
•ニュー メデ <  ア時 代の 流通 戦略 ほか 

MSX  Disk なんでも 講座 - 

MSX-BASIC 入鬥 講座     —— —— 

ソフト レビュー 
參 パイ パニック 參 わんぱく アスレチック ほか 

CONTE 
MAKO’S  CCC 
鲁 マジカル パワー MAKO の コンピュータミュージック *セミナー 

マイコン タウン 
•海外 雑誌 ひろい 読み# 面白 情報 ほか 

テ f スクレ ビュ - 

MSX ROOM 

45 

47 

52 
57 

77 

82 

87 

88 

発行 •編集 人 

塚 本 麽 一郎 

钃集人 

田 a 旬 一 

钃集 
高 播純子 中島 新 吾 

當川 H 

表紙 テ ザイン 

日 高 違 11 

デ イン 

藤 瀬 典 夫 
シド •フ T イナ ル ヴ 

想* 淳子 

表紙 イラスト 

本 田 年 一 

イラスト 

鈴 木 真 由 美 

山 本 9 

佐 蘼 氬彦 

明日 敏子 
ft 集 協力 

橘 川 幸 夫 寧務所 

シド •ファイナル •了 一1 ソ 

MA6 

t 株‘ コミュ ニ カ 

野 村圭子 

Photography 
石 井宏明 

石 川正膊 
森 山 成 雄 

広告 

佐 驂敏明 

竹 村 仁 志 

営 儀 

浜 田義史 

場 弁敏行 

猶務 

貿川裕 子 

鈴 木 三 患 子 
印刷 大日 本 印刷 株 

今月の 占い コーナ - 93 

よい 子の マン ガ スノウ チサ ト ル - - 二 - 94 

用語を 知れば 恐くない一 - -     S6 

八 _ ド ニュース & レビ： L -   97 
•パイオニア PX-7 •富士通 FM-X •ゼネ ラル PCT-50 

ソフト イン フ オメー シ ヨン ー - ^106 
•にこに こぶん ファミリーゲーム •クラシック 名曲 集 

•マッ ビー# パックマン •おみくじ 



ね
ぇ
〜
 

M 
s 

x 
 

に 

ま
た
ま
た
 

_
 

新
し
い
 

仲
間
が
 

か
で
 

き
た
ん
だ
 

つ
て
 

10 
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一ー ュ
ー
フ
 

X イ
ス
 
も
 
登
場
し
て
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
に
 
ま
た
ま
た
 
忡
間
が
 
登
場
し
た
。
 

新
し
い
 

メ
 
I 

力
 
I 

の
 
マ
シ
ン
 
も
 
加
わ
つ
 
て
 

デ
ザ
ィ
ン
 
も
 
色
 も
い
 
ろ
い
 
ろ
 
揃
つ
 
て
い
る
。
 

ど
の
 
マ
シ
ン
を
 
選
ん
だ
ら
 
い
い
の
 
か
 迷
つ
 
ち
 
や
ぅ
け
 
ど
 

ご
に
 
か
く
 
僕
ら
は
 
カ
 
セ
ツ
 
ト
デ
 
ツ
キ
を
 
買
ぅ
 
ご
き
み
 
た
 

小
型
で
 
シ
ン
プ
ル
な
 
も
の
が
 
い
い
と
 
か
 

ろ
ん
 
な
 
顔
が
 
揃
つ
 
た
 
ゾ
 

テ
—
 

プ
は
二
 

本
 

セ
ッ
ト
で
 

き
る
 

の
が
い
 

い
と
 

か
 

そ
ん
な
 

カ
ン
 

カ
ク
で
 

パ
ソ
コ
ン
 

も 
選
べ
る
 

よ
う
に
な
つ
 

た
ん
だ
。
 

こ
れ
は
 
ひ
ご
 
言
で
 
い
つ
て
、
、
 っ 

•
れ
 
•
し
 
•
い
。
 

そ
こ
で
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
を
 

大
集
 

合
さ
せ
て
 

M
S
X
 

大
好
き
 

少
年
、
 

大
好
き
 

少
女
に
 

よ
る
 

マ
シ
ン
 

ft
 

論
 

会
と
 

い
っ
て
 

み
よ
う
。
 

ひ
ろ
し
 
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
に
 

い
ろ
ん
な
 

顔
が
 

揃
つ
 

て
 

僕
ら
は
 

ご 
つ
て
も
 

喜
ん
で
 

る
ん
だ
 

け
ど
、
 

こ
で
個
人
的
に
2
5
>
<
を
い
ろ
い
ろ
ど
批
評
し
て
み
た
い
ど
思
う
ん
だ
。
 

よ
し
こ
 

あ
た
し
ね
、
 

キ
ヤ
ノ
ン
の
 

マ
シ
ン
が
 

デ
ザ
イ
ン
 

的
に
は
 

す
ご
く
 

気
に
入
つ
 

て
る
の
 

0 

オ
フ
 

ホ
ワ
イ
ト
に
 

グ
レ
 

ー
ご
 

オ
レ
ン
ジ
の
 

カ
ラ
—
 

つ
て
 

カ
ッ
コ
 

イ
イ
で
 

し
よ
。
 

大
人
の
 

女
の
 

イ
メ
 

ー
ジ
で
 

、
オ
フ
 

イ
ス
に
 

似
合
う
 

カ
ン
ジ
が
 

す
る
 

の
よ
 

ね
。
 

じ
 

ゆ
ん
一
 

確
か
に
 

キ
ヤ
ノ
ン
は
 

ス
ロ
ッ
ト
 

も
 

二
つ
つ
 

い
て
い
る
 

し、
 

デ
ザ
イ
ン
 

的
に
 

も
い
 

い
 

線
い
 

つ
て
る
 

と 
思
う
な
。
 

ツ
 

ー 
ス
ロ
ッ
ト
と
 

い
う
の
は
 

こ
れ
か
ら
 

ワ
 

ー 
ブ
ロ
と
 

し
て
 

使
う
 

ご 

き
な
ん
 

か
 

重
要
な
 

フ
ァ
ク
タ
 

ー
ど
な
 

つ
て
く
 

る
と
 

思
う
 

し
ね
。
 

ひ
ろ
し
—
 

た
だ
、
 

こ
れ
は
 

キ
ヤ
ノ
ン
に
 

限
つ
 

た
こ
 

ど 

で
は
な
い
 

け
ど
、
 

闪
<
い
容
量
が
 

|6
 

に
バ
イ
ト
ご
い
 

_
 

う
の
が
 

ね
。
 

僕
な
ん
 

か
は
 

自
分
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

作
る
 

,
ご
き
に
 

32
 

<
バ
イ
ト
は
ほ
し
い
と
思
う
よ
。
確
か
に
 

1
 

2
 

拡
張
 

R
A
M
 

ス
ロ
ッ
ト
を
 

使
え
ば
 

32
 

K
 

バ
イ
ト
に
は
 

J
I
 

な
る
 

け
ど
ね
。
 

よ
し
こ
—
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
 
キ
ン
グ
コ
ン
グ
 
も
ツ
 
ー
 
ス
 

ロ
ッ
ト
の
 I6 K

 バ
イ
ト
よ
 ね
。
 
イ
 メ  —

ジ
 は
ず
い
 ぶ
 

ん
達
 
う
け
 
ど
。
 
 

. 



じ
 

ゆ
ん
 

キ
ン
グ
コ
ン
グ
は
 

ス
ロ
ッ
ト
が
 

二
つ
 

ご
も
 

上
に
 

つ
い
て
い
る
 

か
ら
 

横
幅
 

も
 

広
い
 

し
、
 

シ
ル
バ
 

ー 
つ
て
い
 

う
の
が
 

い
か
に
も
 

メ
カ
ニ
ッ
ク
な
 

カ
 

ン
ジ
が
 

す
る
な
。
 

よ
し
こ
—
 

男
の
 

コ
む
 

き
よ
ね
。
 

た
だ
、
 

か
な
が
 

ア
イ
 

ウ
 

ヱ
 

オ
配
 

列
だ
っ
た
 

り
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
 

記
号
が
 

表
示
し
て
 

あ
っ
た
り
 

す
る
 

か
ら
、
 

む
し
ろ
 

初
心
者
に
 

ピ
ッ
 

タ
リ
 

ど
い
つ
た
 

方
が
 

い
 

い
か
し
ら
。
 

ひ
ろ
し
—
 
キ
ー
 
タ
ッ
 
チ
 
も
い
 
い
し
ね
。
 

よ
し
こ
—
 

ス
ロ
ッ
ト
が
 

二
つ
 

ど
い
 

う
ど
、
 

あ
ど
は
 

日
立
の
 

H 
 

— 
ね
。
 

じ
 

ゆ
ん
 
 

H 
 

— 
は
 

コ
ン
パ
ク
ト
 

だ
し
、
 

手
軽
に
 

持
ち
運
び
で
 

き
る
 

よ
う
に
し
た
 

つ
て
 

こ
ど
に
 

は
抬
 

手
を
 

送
り
た
い
 

よ
ね
。
 

電
源
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

も
 

着
脱
 

式
 

だ
し
。
 

そ
れ
か
ら
、
 

フ
ァ
ン
 

ク
 

シ
ヨ
 

ン
キ
 

ー 
の
 

表
示
が
 

で
て
 

い
る
つ
 

て
い
う
 

の
 

も
 

他
の
 

メ
ー
 

カ
—
 

に
比
べ
て
 

目
立
つ
 

て
い
る
。
 

よ
し
こ
ー
 

サ
ウ
ン
ド
 

ブ
レ
イ
と
 

ス
ケ
ッ
チ
が
 

内
 

載
さ
れ
 

て
い
る
 

つ
て
い
 

う
の
 

も
い
 

い
わ
よ
 

ね
 

0 

ひ
ろ
し
 

マ
シ
ン
 

語
 

モ
ニ
タ
が
 

つ
い
て
い
る
 

っ
て
い
 

う
の
 

も
 

僕
な
ん
 

か
に
は
 

あ
り
が
た
 

い
ね
。
 

じ
 

ゆ
ん
—
 

聖
 

子
ち
 

ゃ
ん
で
 

知
ら
れ
て
 

い
る
 

ソ
ニ
ー
 

の
 

H
I
T
B
I
T
 

も
、
 

あ
い
う
 

え
 

お
 

配
列
 

で
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
記
 

号
が
 

表
示
し
て
 

あ
る
け
 

ど
、
 

こ
れ
 

も
や
っ
 

ば
り
 

初
心
者
 

向
き
 

マ
シ
ン
と
 

い
う
 

こ
と
か
な
。
 

ひ
ろ
し
—
 

そ
う
だ
ね
。
 

文
字
 

も
 

大
き
く
 

書
い
て
 

あ
る
し
、
 

こ
れ
な
ら
 

初
め
て
の
 

人
に
 

も
大
文
 

夫
 

ど
い
 

う
 

カ
ン
ジ
 

だ
ね
。
 

よ
し
こ
 

東
芝
の
 

パ
ソ
 

ピ
ア
 

ー 
Q
 

は
ど
う
 

か
 

^ 
> ら
。
 

ひ
ろ
し
 

パ
 

ソ
 

ピ
ア
 
 

— 
Q
 

に
 

ii
 

R
A
 

M
 

g
 

*
 

^
 

l6
 

K
X
<
h
o
H
X
 

lo
 

S
X
J
 

64
 

K
X
 

の
 

H
X
 

|0
 

0
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
こ
の
 

|0
 

0|
の 

64
 

<
バ
イ
ト
ご
い
う
の
は
2
5
>
<
で
は
た
 

だ
 

ひ
ど
つ
 

だ
ね
。
 

じ
 

ゆ
ん
 

64
 

K
 

バ
イ
ト
に
 

ど
う
い
う
 

意
味
が
 

あ
る
ん
だ
 

い
。
 

M
S
X
は
 

32
 

K
バ
イ
ト
し
か
使
 

わ
な
い
 

わ
け
 

だ
ろ
。
 

ひ
ろ
し
—
 

そ
れ
は
 

M
s
x
 
 

D
O
S
 

を
 

使
う
 

と
き
に
、
 

拡
張
 

R
A
 

M
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
を
 

使
 

わ
な
く
て
も
 

そ
の
ま
ま
で
 

つ
な
げ
ら
れ
 

る
つ
 

て
い
う
 

こ
と
 

さ
。
 じ
 

ゆ
ん
 

あ
、
 

そ
う
か
。
 

そ
れ
は
 

便
利
 

だ
ね
。
 

よ
し
ニ
ー
 
次
に
 
ち
ょ
つ
 
と
 変
わ
つ
 
た
 
ご
こ
ろ
 
で
、
 

ゼ
ネ
 
ラ
ル
の
 
パ
ク
ソ
ン
に
 
い
つ
て
 
み
な
い
。
 

ひ
ろ
し
ー
 

パ
ク
ソ
ン
て
 

い
う
の
は
 

テ
レ
ビ
 

ど
 

一
体
 

型
に
 

な
つ
て
 

い
て
、
 

キ
 

—
ボ
ー
 

ド
は
 

才
 

ブ
シ
 

ヨ
ン
な
ん
 

だ
よ
 

ね
。
 

つ
ま
り
、
 

テ
レ
ビ
 

に
 

ス
ロ
ツ
 

ト
と
、
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

イ
ツ
 

ク
の
差
 

し
 

込
み
 

口
が
 

つ
い
て
い
て
、
 

こ
れ
 

だ
け
で
 

ゲ
 

マ
シ
ン
 
大
 
集
合
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ー 
ー
厶
を
 
楽
し
む
 
こ
ど
が
 
で
き
る
。
 
そ
し
て
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
を
 
作
り
た
い
 
と
き
は
 
キ
ー
ボ
 
ー
ド
 

〕 を 
新
た
に
 

買
え
ば
 

い
い
 

ご
い
う
 

わ
け
。
 

よ
し
こ
一
；
 
C も
し
ろ
 
い
わ
ね
。
 

じ
ゅ
ん
—
 

た
だ
、
 

値
段
が
 

十
万
 

円
 

以
上
 

も
す
 

る
か
ら
 

他
の
 

マ
シ
ン
を
 

買
う
 

ご
き
の
 

よ
う
な
 

わ
け
に
は
 

い
か
な
い
 

•ね
。 

だ
か
ら
 

テ
レ
ビ
を
 

今
度
 

買
い
 

替
え
る
 

ど
き
に
は
 

つ
て
 

カ
ン
ジ
 

か
 

な
。
 

画
面
は
 

も
の
す
ご
く
 

鮮
明
で
 

き
れ
い
だ
 

か
ら
ね
。
 

ひ
ろ
し
—
 

そ
れ
に
、
 

L
O
A
D
 

ど 
R
U
N
 

の
 

ボ
タ
ン
が
 

つ
い
て
い
る
 

ご
い
う
 

の
 

も
 

カ
 

ッ
キ
 

的
 

だ
し
ね
。
 

よ
し
こ
-
パ
ク
ソ
ン
は
 

特
別
 

だ
け
ど
、
 

そ
の
他
に
 

変
わ
つ
 

た
 

マ
シ
ン
つ
 

て
 

あ
る
？
 

ひ
ろ
し
 

唯
一
 
ご
い
う
 
こ
と
で
は
 
サ
ン
 
ヨ 

I 
の
 W
A
V
 
 
Y
 
IO か

な
。
 

よ
し
二
！
 
あ
つ
、
 
ラ
イ
ト
ペ
ン
が
 
つ
い
て
 
る
 
や
つ
で
し
 

よ
。
 
知
つ
 
て
る
。
 

じ
 
ゆ
ん
-
ラ
イ
ト
ペ
ン
は
 
人
気
が
 
あ
る
だ
ろ
う
 

ご 思
う
 
け
ど
、
 

W
 A
V
Y
 

IO は
ず
い
 
ぶ
ん
 
シ
 

ン プ
ル
 
ご
い
う
 
か
 目
立
た
な
い
 
デ
ザ
イ
ン
 
だ
よ
 
な
。
 

ひ
ろ
し
そ
う
い
う
意
味
で
は
三
菱
の
^
し
 
 
0
0
0
0
0
 
も
 
同
じ
 
だ
ね
。
 
デ
ザ
イ
ン
は
 
非
常
に
 

無
難
に
 
し
て
 
お
い
て
、
 
あ
と
で
 
周
迈
 
機
器
と
 
し
て
 
テ
ン
 
キ
ー
を
 
作
 9、 

他
の
 
マ
シ
ン
に
 
差
を
 

つ
け
る
。
 

よ
し
こ
 

あ
ら
、
 
あ
た
し
 
三
菱
の
 
あ
の
 
ブ
ル
 
ー
ど
 
グ
リ
 
ー
ン
て
 
か
な
り
 
目
立
つ
 

し、 
好
き
よ
 

0 

ひ
ろ
し
-
-
 
ご
に
 
か
く
、
 
僕
は
 
三
菱
の
 
テ
ン
 
キ
ー
 
に
は
 
期
待
し
て
 
い
る
ん
だ
。
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 

作
る
 
ご
き
に
 
テ
ン
 
キ
 ー 

が
 あ
る
 
ど 
非
常
に
 
便
利
 
だ
か
ら
ね
。
 

じ
 
ゅ
ん
 
i
 

一一  菱
は
 
ロ
ボ
 

T- ィ 
ど
接
繞
 
し
て
 
何
 か
で
 
き
る
 
つ
て
 
聞
い
 
た
ん
だ
け
 
ど
、
 
い
つ
た
い
 

何
が
 
で
き
 
る
ん
だ
 

い。 

ひ
ろ
し
 

一 
つ
ま
り
、
 

レ
コ
 

ー 
ド
 
や
 カ
セ
ッ
ト
 
テ
ー
 
プ
を
 
セ
ッ
ト
し
て
 
お
い
て
、
 

曲
の
 
頭
 出
し
 

や
、
 
イ
ン
ト
ロ
 
ク
イ
ズ
な
ん
 
て
こ
 
ど
が
 
で
き
る
よ
う
に
な
る
 

の
さ
。
 

じ
 
ゆ
ん
 

そ
い
つ
は
 
す
ご
い
 
な
。
 

よ
し
こ
そ
う
 

い
え
ば
、
 

ビ
 
ク
タ
 
ー
の
 
H
C
 
 
6 
も
な
ん
 
か
す
 
ご
い
 
こ
ご
で
 
き
 
る
ん
で
 
し
ょ
。
 

ひ
ろ
し
一
 
う
ん
。
 

ビ
 ク
タ
ー
 
は
 
ス
—
パ
 

ー 
イ
ン
ポ
—
 
ズ
 、
つ
ま
り
、
 
ビ
デ
オ
を
 
セ
ッ
ト
し
て
 

お
い
て
、
 

そ
の
 
画
面
に
 
文
字
を
 
入
れ
た
り
、
 

グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
を
 
入
れ
た
 〇 
で
き
る
 
よ
う
に
な
 

つ
て
い
 
る
ん
だ
。
 

よ
し
二
—
 
お
も
し
ろ
 
そ
う
ね
。
 
な
ん
か
 
楽
し
く
な
 
つ
ち
 
や
う
。
 

じ
 
ゆ
ん
-
と
こ
ろ
で
、
 
F
M
 
 
7 
を
 
持
つ
 
て
い
る
 
僕
と
 
し
て
は
、
 
な
ん
と
い
 
つ
て
も
 
富
士
通
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YAMAHA 

CX  -  5 32kbyte  59,800円 

ミ ュー ジック コン ビュー タと して 楽器 

屋 さんで 売って いる 唯一の マシン。 

YAMAHA 
YIS-503 

32kbyte  64,800円 

YIS-303 の 上位 衡 I  303 を 卒業 

したら 503 て 儒!^ 

の
 F
M
 
 
X
 を
 
買
い
た
い
 

ね
。
 
F
M
 
 —  X

 
は
 

F
 
M
 

-
 
 7
 
と
つ
な
 
ぐ
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
 
つ
て
い
 
う
 

し
ね
。
 

ひ
ろ
し
；
-
 
最
後
に
 
ヤ
マ
ハ
な
ん
 
だ
け
ど
、
 

ヤ
 

マ
 
ハ
は
 
シ
リ
—
 
ズ
で
、
 
Y
I
S
 

303 、 
W 

s
-
 

5
0
3
 、 
C
X
 
 
5
 
ご
 
出
し
て
 
い
る
け
 
ど
、
 

こ
れ
は
 
ど
う
か
な
。
 

じ
 
ゆ
ん
 
一 
う
ん
。
 
も
う
 
音
.
 楽
 
フ
ア
ン
、
 

パ
ソ
 

コ
ン
 
フ
ア
ン
に
は
 
た
ま
ら
な
 
い
つ
て
 
カ
ン
ジ
。
 

ひ
ろ
し
 
 
Y
I
S
 

303 が
 
|6 <

バ
イ
ト
で
 

503 と
0
<
 
 
5
が
 
32 に

バ
イ
ト
、
そ
し
て
、
丫
|
 

S
 

3
0
3
 ど
 
C
X
 
 
5
 
が
 
タ
ッ
 
チ
キ
ー
、
 

5
0
3
 が
 
フ
ル
 
キ
 
ー
 
ご
い
う
 
わ
け
 
だ
け
ど
。
 

よ
し
こ
—
 
タ
ッ
 
チ
キ
 
ー 
は
 
ヤ
マ
ハ
の
 
他
に
 
ソ
ニ
ー
 
だ
け
 
だ
し
、
 
Y
I
S
 

303 ご
 
C
X
 
 
5
 
は
 

カ
ー
 
ソ
ル
が
 
一
体
に
な
 
つ
て
い
 
る
し
、
 
そ
う
い
う
 
意
味
で
は
 
ヤ
マ
ハ
は
 
他
の
 
マ
シ
ン
と
 
達
つ
 

て
い
る
 
わ
ね
。
 
ブ
ラ
ッ
ク
 
や
 グ
レ
 
ー
の
ボ
 
デ
イ
つ
 
て
い
う
 
の
は
 
ど
う
も
 
女
の
 
コ
に
は
 
ピ
ー
ン
 

ど
こ
な
 
い
ん
だ
け
 
ど
。
 

じ
 
ゆ
ん
 

つ
ま
り
 
さ
、
 
ヤ
マ
ハ
の
 
マ
シ
ン
 
ご
い
う
 
の
は
 
も
ち
ろ
ん
 
パ
ソ
コ
ン
 
と
し
て
 
だ
け
で
 

も
 
使
え
る
 
け
ど
、
 
そ
れ
よ
り
も
 
い
ろ
ん
な
 
オ
ー
デ
 
イ
オ
 
ご 
組
み
合
わ
せ
た
 
と
き
に
、
 

一
番
 
ピ
 

ッ 
タ
リ
と
 
な
じ
む
 
わ
け
よ
。
 
わ
か
る
 
か
な
 
◊
だ
か
ら
 
ブ
ラ
ッ
ク
 
や
 グ
レ
 
ー
の
ボ
 
デ
イ
で
 
い
い
 

ゎ
け
。
 

ひ
ろ
し
—
 
特
に
 
C
X
 
 
5
 
の
 場
合
は
、
 

ホ
—
 
厶
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
と
 
い
う
 
こ
ど
で
は
 
な
く
、
 

ミ
 

ユ 
ー
ジ
ッ
 
ク
コ
 
ン
ピ
ユ
 

ー 
タ
と
 
い
う
 
こ
と
で
、
 

マ
イ
コ
ン
 
シ
ヨ
 
ッ
プ
 
で
は
な
く
、
 

楽
器
 
屋
さ
 

ん
で
壳
 
つ
て
い
 
る
し
 
ね
。
 

よ
し
こ
で
 

も
、
 
C
X
 
 
-  5

 
も
 
ふ
つ
う
の
 
パ
ソ
コ
ン
と
 
し
て
 
使
え
る
 
わ
け
で
 
し
ょ
。
 

ひ
ろ
し
—
 
う
ん
。
 
だ
か
ら
 
イ
メ
 
ー
ジ
の
 
問
題
な
ん
 
だ
よ
 
ね
。
 

じ
 
ゆ
ん
ー
 
ヤ
マ
ハ
の
 
マ
シ
ン
は
 
ど
れ
 
も
 
自
動
 
演
奏
 
や
 
ミ
 
ユ
ー
ジ
 
ッ
ク
キ
 
—
ボ
ー
 
ド
と
 
つ
な
い
 

で
 遊
ん
だ
り
 
で
き
る
 
か
ら
 
楽
し
み
な
ん
 
だ
よ
 

ね
。
 
よ
し
こ
ち
 
ゃ
ん
だ
 
つ
て
 
自
動
 
演
奏
と
 
か
 

や
つ
て
 
み
た
い
で
 
し
よ
。
 

よ
し
こ
一
 
う
ん
。
 
と
つ
て
も
 
や
つ
て
 
み
た
い
。
 

ひ
ろ
し
一
 
そ
う
い
う
 
意
味
で
、
 
ヤ
マ
ハ
に
は
 

ソ
フ
ト
の
 
供
給
を
 
ガ
ン
バ
 
つ
て
も
 
ら
い
た
い
 

ね
。
 

じ
 
ゆ
ん
一
 
そ
う
だ
ね
。
 
音
楽
と
の
 
ド
ッ
 
キ
ン
 

グ
 ご
い
う
 
の
 も、 

ひ
ど
つ
 
の
 ホ
 ー 

厶
ユ
 
ー 

ス
 

へ
の
 
道
と
 
い
う
 
気
が
す
る
 
か
ら
ね
。
 

マ
シ
ン
 
大
 
集
合
 



YAMAHA  YIS-503  YAMAHA 

一 

:
賺
.
 5 巧 

キ
 
I 
ボ
 
ー 
ド
の
 
中
で
 
も
、
 
僕
た
ち
 
か
 
一
番
 
頻
 

繁
に
 
使
う
 
し、 

一
番
 
注
目
し
た
い
 
の
が
 
カ
 
ー 

ソ
ル
 
4
 
I 
だ
。
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
作
る
 
ご
き
は
 

も
ち
ろ
ん
、
 
ゲ
ー
厶
 
を
 す
る
と
き
 
に
は
、
 

な
 

て
い
る
 
「
ハ
ィ
ウ
ェ
ィ
 
ス
タ
 
ー 

」 
ど
い
 
ぅ
ゲ
 

—
ム
 
は
、
 
ラ
リ
ー
 
の
 ゲ
—
ム
 
。
ト
マ
 
^
 号
と
 

い
う
 
ネ
 
I 
厶
の
 
車
が
、
 
画
面
 
右
の
 

口 
I 
ド
マ
 

ツ
プ
の
 
指
示
に
 
従
い
な
が
ら
、
 

白
旗
の
 
あ
る
 

ん
ご
 
い
っ
て
も
 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
 
ー 
が
 必
要
に
 
な
 

地
点
を
 
ク
リ
ア
 

ー 
し
て
い
く
。
 

ど
こ
ろ
 
が
 道
 

つ
て
く
 
る
。
 
た
と
え
ば
、
 

こ
こ
で
 
画
面
に
 
出
 

路
を
 
走
つ
 
て
い
る
 
と、 

黑
の
 
軍
団
 
ど
い
 
う
 
敵
 

ソ
ル
 ー キ^ — 

に
も
 
個
性
 
か
 あ
る
ね
 

の
 車
が
 
ト
マ
 
ト
 
号
を
 
め
が
け
て
 
突
進
し
て
 
き
 

し
て
、
 
黑
の
 
軍
団
を
 
か
わ
し
な
が
ら
 
白
旗
の
 

た
り
、
 

ド
ク
 
ロ
マ
 
ー
ク
 
(
こ
れ
に
ぶ
 
つ
か
る
 

地
点
を
 
通
過
す
 
る
。
 
こ
う
い
う
 
ゲ
ー
厶
 
に
は
 

号
は
 
死
ん
で
 
し
ま
う
)
 

が
 
落
ち
て
 

プ
レ
ィ
ヤ
 
ー
の
腕
 
は
も
ち
 
ろ
ん
 
の
こ
 
ご
だ
が
、
 

い
た
り
で
 
そ
う
 
簡
単
に
は
 
ゲ
ー
厶
 
は
 
進
ま
な
 

カ
 
ー
ソ
ル
 
キ
—
の
 
使
い
や
す
 
さ
も
 
ゲ
！
 -
厶
の
 

い
。
 
ガ
ソ
リ
ン
が
 
き
れ
る
 
前
に
、
 
カ
ー
 
ソ
ル
 

点
数
に
 
大
き
く
 
か
か
わ
っ
て
 
く
る
。
 

'？ 
r
 か
ら
 

キ
 
ー 
を
 
右
に
 
左
に
、
 
上
に
 
下
に
 
上
手
く
 
操
作
 

僕
ら
は
 
力
 
I 
ソ
ル
 
キ
 
ー 
に
か
 
か
わ
っ
 
て
み
た
い
。
 

よ
し
こ
 

わ
 
あ
一
、
 
こ
う
や
つ
 
て
み
 
る
 
ご
、
 
同
じ
 
力
 

丨
ソ
 
ル
キ
ー
 
で
も
い
 
ろ
ん
 
な
 
色
 
や
 型
の
 
も
の
が
 
あ
っ
 

て
 
楽
し
く
な
 
つ
ち
 
や
う
。
 

ひ
ろ
し
 

カ
 
ー
ソ
ル
 
キ
ー
は
 
大
き
く
 
分
け
て
、
 

一
体
 

型
の
 
も
の
 
ご 
分
割
の
 
も
の
が
 
あ
る
 
わ
け
 
だ
け
ど
、
 

一 

体
型
っ
て
い
う
の
は
ャ
マ
ハ
の
丫
 
 

—  s
 

303 ど 
C
X
 

5 
だ
け
 
だ
か
ら
ね
。
 

じ
ゅ
ん
 
 
一
体
 
型
の
 
カ
ー
 
ソ
ル
 
キ
 
ー 
は
 使
い
や
す
い
 

ご
い
う
 
意
見
と
 
使
い
に
 
く
い
 
ご
い
う
 
意
見
が
 
半
々
 
ど
 

い
う
 
カ
ン
ジ
で
、
 

こ
れ
は
 
や
っ
ぱ
り
 
個
人
個
人
の
 
趣
味
で
 
意
見
が
 
分
か
れ
る
 
み
た
い
だ
 
ょ
。
 

よ
し
こ
 

あ
た
し
は
 
ケ
ッ
 
コ
ウ
 
好
き
だ
け
 
ど
。
 

ひ
ろ
し
 

そ
の
他
に
 
分
類
す
 
る
 
ご
し
た
ら
、
 

他
の
 
キ
ー
の
 
中
に
 
カ
ー
 
ソ
ル
 
キ
ー
が
 
舍
 ま
れ
て
 

い
る
か
、
 

い
な
い
 
か
つ
て
い
 
う
こ
 
ご
だ
け
 
ど
、
 
こ
れ
 
も
舍
 
ま
れ
て
 
い
る
の
は
 
日
立
の
 
m
b
 

H
 
— 
だ
け
 
か
な
 

0 

L
 
ゆ
ん
一
 
日
立
は
 
や
っ
ぱ
り
 
マ
シ
ン
を
 
コ
ン
パ
ク
ト
な
 
デ
ザ
イ
ン
に
 
仕
上
げ
た
 
か
ら
こ
う
な
 

つ
ち
 
や
つ
た
ん
 
だ
と
 
思
う
 
け
ど
、
 
こ
れ
は
 
ゲ
ー
厶
 
を
 
す
る
と
き
 
使
い
ず
 
ら
い
ね
。
 

そ
う
ね
。
 

こ
れ
 
じ
ゃ
あ
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
を
 
使
つ
 
た
 
方
が
 
い
い
み
た
い
。
 

上
し
*
 

項
 

Q
 

Q
 

e
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じ
 
1
 k
t
 

ひ
ろ
し
—
2
 

5
 
>
<
は
ゲ
ー
厶
マ
 

•へ シ
ン
で
は
 
な
い
。
 
だ
か
ら
 
カ
ー
 

'
ソ
ル
 
キ
ー
は
 
ゲ
ー
厶
 
を
 
す
る
ど
 

き
に
 
使
い
や
す
い
 
よ
う
に
で
 
き
 

て
い
な
く
て
も
 
い
い
ん
だ
、
 

ど 

い
え
な
い
 
こ
ど
も
な
い
 
け
ど
ね
。
 

じ
ゅ
ん
 
一 で

も
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
 
作
る
 
ど
き
 
だ
つ
 
て
 
力
—
 
ソ
ル
 

キ
—
は
 
独
立
し
て
 
た
 
方
が
 
使
い
 

や
す
ぃ
ょ
。
 

よ
し
こ
-
デ
ザ
イ
ン
 
的
に
 
見
る
 
と
ど
う
 
か
し
ら
。
 
ず
い
ぶ
ん
 
考
え
て
 
作
つ
 
て
る
な
 

ご 
思
え
る
 

も
の
 
ど、 

目
立
た
な
い
 
も
の
'
 か
 あ
る
け
 
ど
。
 

ひ
ろ
し
ー
 
キ
ヤ
ノ
ン
 
V
 

1
0
 は
や
つ
 
ば
り
 
カ
 
ッ
コ
 
イ
イ
け
 
ど
、
 
こ
れ
は
 
ゲ
 
ー
 
厶
に
は
 
使
 
い
づ
 

ら
か
 
つ
た
な
。
 

キ
—
'
 か
 薄
す
 
ぎ
る
 
か
ら
か
な
 
あ。 

じ
 
ゅ
ん
-
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
 
キ
ン
グ
コ
ン
グ
は
 
デ
ザ
イ
ン
 
も
い
 
い
し
、
 
ゲ
ー
厶
 
に
も
 
使
い
や
す
 

い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

よ
し
こ
 

そ
う
ね
。
 
み
ん
な
 
同
じ
 
大
き
さ
の
 
方
が
 
使
い
や
す
い
 
み
た
い
。
 

ひ
ろ
し
-
ソ
ー
 

ー 1 
の
 H
I
T
 
B
I
T
 
も
 
同
じ
 
大
き
さ
で
 
デ
ザ
イ
ン
 
も
 考
え
て
 
あ
る
ん
だ
 
け
ど
 

こ
れ
 
も
 
キ
—
が
 
薄
す
 
ぎ
て
 
あ
ん
ま
 
〇
柙
 
し
た
 
感
じ
が
 
し
な
い
し
、
 

キ
 
—
ご
キ
 

ー 
の
 間
 も
け
 

つ 

う 
離
れ
て
 
い
る
か
ら
、
 

片
手
 
だ
け
 
だ
と
极
 
い
ク
ら
 
い 気

が
す
る
。
 

よ
し
こ
 

あ
ど
の
 
キ
—
は
 
わ
り
 
ご
み
ん
 
な
 
似
て
 
い
る
 
わ
ね
。
 
東
芝
の
 
パ
ソ
 
ピ
ア
 
I
Q
 
ど
ゼ
ネ
 

ラ
ル
の
 
パ
ク
ソ
ン
が
 
ブ
ル
ー
 
で
、
 
三
菱
の
 
M
L
 
 
0
0
0
0
0
 
が
 グ
リ
—
 

ン 。
ビ
 
ク
タ
 
ー
の
 
H
 

C
 
 
6
ご
サ
ン
ヨ
ー
の
い
0
-
〇
 

1
0
 

が
 黑
で
 
、
富
士
通
の
 

F M I
X
 ど
ヤ
 

マ
 
ハ
の
 
Y
I
S
 

503 が
 グ
レ
—
 
ご
い
 

つ
た
と
 
こ
ろ
 
か
し
ら
。
 

じ
 
ゆ
ん
ー
 
ヤ
マ
ハ
 
ご
ビ
 
ク
タ
 
ー
は
横
 

の
 サ
イ
ズ
が
 
大
き
く
な
 
つ
て
い
 
る
け
 

ど、 
僕
は
 
や
っ
ぱ
り
 
上
下
 
左
右
 
同
じ
 

大
き
さ
の
 
方
が
 
好
き
だ
な
。
 

ひ
ろ
し
 

溪
は
 
あ
ん
ま
り
 
気
に
な
ら
 

な
い
 
け
ど
。
 
ま
あ
、
 

J の
 
7
 
機
種
の
 

マ
シ
ン
の
 
カ
ー
 
ソ
ル
 
キ
ー
は
 
可
 も
な
 

く 
不
可
 
も
な
 
く、 

無
難
な
 
線
と
 
い
つ
 

た
ど
 
こ
ろ
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

マ
シ
ン
 
大
 集
合
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スペクト ラ 

ビデオ 1 

み 

ろ 
あ 

3 

分 嫌: 為 
ノ 

.
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
や
 
ト
ラ
ッ
ク
 
ボ
 
1 

ル
、
 
そ
れ
に
 

デ^  — 
タ
レ
 

コ^ — 
ダ
な
 
ど
、
 

M
s
 
X
 
の
周
迈
 
機
器
は
 
ま
す
ま
す
 
充
実
 

し
て
き
て
 
い
る
。
 
デ
ザ
イ
ン
 
的
に
 
洗
練
 

さ
れ
た
 
も
の
 
や
、
 
ま
る
で
 
ジ
ョ
 
—
ク
と
 

し
か
 
思
え
な
い
 
よ
ぅ
な
 
も
の
、
 
そ
し
て
 

ど
に
 
か
く
 
頑
 文
に
 
作
ら
れ
て
 
い
る
も
の
 

な
ど
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

製
品
の
 

顔
は
 

ご
に
 

か
く
い
ろ
 
い
ろ
 
だ
。
 
そ
こ
で
ち
 
よ
つ
 
と 

そ
れ
ぞ
れ
の
 
顇
を
 
見
比
べ
て
 
み
よ
ぅ
 
か
。
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知
っ
て
 

た
 

!?
 

知
ら
な
い
：
：
：
 

C
R
T
 

と
 M

S
X
 
を
 
使
つ
 
て
い
る
 
ど
き
、
 

キ
ミ
の
 
モ
ニ
タ
の
 
画
面
は
 

き
れ
い
に
 
文
字
 
や
 絵
を
 

映
し
出
し
て
 
い
る
か
な
。
 あ
ん
ま
り
き
 
れ
い
じ
 
や
な
い
 
け
ど
 

M
S
X
 
に
だ
っ
て
 
相
性
が
 
あ
る
 

テ
レ
ビ
が
 

惡
い
か
 

ら
な
ん
 

て
 

い
わ
な
い
で
 

ほ
し
い
。
 カ

ラ
—
 
調
整
し
て
 
や
れ
ば
 

今
よ
り
 
ず
っ
 
ど 
画
面
は
 

鮮
明
に
な
る
 
は
ず
 
だ
よ
。
 

こ
こ
で
ち
 
よ
つ
ご
 
M
S
X
 

ご 
モ
ニ
タ
に
 

つ
い
て
 
話
を
 
し
て
み
た
い
 

ど 
思
 ぅ
ん
だ
 
け
 

ど
、
ど
こ
ろ
で
、
キ
£
は
い
$
>
<
に
ど
ん
 

な
 
モ
ニ
タ
を
 
つ
な
げ
て
 
使
 

っ
て
い
 
る
の
 
か
な
。
 
ふ
つ
 

ぅ
の
カ
ラ
丨
テ
レ
ビ
に
〇
:
 

F
 
モ
ジ
 
ユ
レ
 
ー
タ
 
を
つ
 
け
 

て
つ
な
 
げ
て
 
い
る
か
、
 

二 
ュ
ー
 
メ
デ
ィ
ア
 
対
応
の
 
テ
 

レ
ビ
に
 
ケ
 
I 
ブ
ル
を
 
つ
か
 

っ
て
つ
な
 
If て

い
る
 
か
、
 

あ
る
い
は
 
R
F
 
モ
ジ
 
ユ
レ
 

I
 
夕
 
内
藏
 
^
 
の
 
M
S
X
 
で
 

ぁ
れ
ば
、
 ふ
つ
ぅ
の
 乃 ラ 

丨
テ
 
レ
ビ
で
 
も 

ニ 
ユ
ー
メ
 

デ
イ
 
ア
対
芘
 
の
 テ
レ
ビ
で
 

も
ケ
ー
 
ブ
ル
 
だ
け
で
 
つ
な
 

げ
ら
れ
 
る 
わ
け
 
だ
け
ど
、
 

キミの やつ
て
 いる 方 

法 
も
こ
の
ぅ
 

ちの 
どれ 

か 
だ 
ど 
思 
ぅんだ。 

さ
て
、
 

こ
こ
で
 

4 
つ 

の 
モ
ニ
タ
の
 

画
面
を
 

じ 

つ
く
り
 

見
比
べ
て
 

( $ 
し 

い。
 

ど
う
だ
い
、
 

画
面
 

の 
鮮
明
 

さ
に
 

差
が
 

あ
る
 

だ
ろ
う
，
 

右
上
の
 

画
面
 

は 
ご
つ
 

て
-
も
き
 

れ
い
に
 

映
し
出
さ
れ
て
 
い
る
ね
 

色
の
に
 
じ
み
 
も 

な
い
し
、
 

見
て
 い
て
 
一 #
 自
然
 だ
 ご 思

 
ん
だ
 
。
あ
ど
の
 

3 
つ
は
 
ど
う
だ
ろ
う
。
 

右
 

上
の
 
も
の
に
 
比
べ
る
 

ど 
色
 
や
 鲜
明
 
さ
も
 
少
 

し 
落
ち
て
 
い
る
よ
う
 

(: 見
え
る
 
だ
ろ
う
"
 

こ
の
 
画
面
を
 
映
し
出
し
て
 
い
る
 
モ
ニ
タ
を
 

解
説
し
て
 
A
 
る
と
、
 
右
上
が
 
ゼ
ネ
 
ラ
ル
の
 

パ
ク
ソ
ン
、
 

下
の
 

-2 つ
が
 
ニ 
ユ
ー
メ
 
デ
ィ
 

n 



ア
対
応
 
の
 テ
レ
ビ
で
 
三
菱
の
 
シ
テ
ィ
 
フ
エ
 

ス
ご
ソ
 
ニ
—
 
の
 ブ
ロ
 
フ
イ
 
ー
ル
フ
 
ア
イ
 

ン 
'
左
上
が
 

ふ
つ
う
の
 

テ
レ
ビ
で
 

R
F
 

モ
 

ジ
 

ユ
レ
 

ー 
タ
を
 

使
っ
 

て
つ
な
い
で
 

い
る
 

ソ 

ニ 
ー 

の
 

ト
リ
ニ
 

ト
ロ
ン
"
 

こ
の
 

中
で
 

一
番
 

右
上
の
 
画
面
が
 
ど
う
し
て
き
れ
 
い
か
と
 
い 

戈
 
ご、 

ゼ
ネ
 
ラ
ル
の
。
 
ハ
ク
 
ソ
ン
は
 
モ
ニ
タ
 

の
 中
に
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
ー
タ
の
 
本
体
が
 
組
み
，
 i/ 

ま
れ
て
 
い
る
た
 め
に
、
 
映
慄
 信
号
を
 そ
の
 

ま
ま
 
取
り
入
れ
る
 
こ
ど
が
 
で
き
る
 
か
ら
な
 

ん
だ
 
、
コ
ン
 
ピ
ュ
 
ー 

ク 
好
き
の
 
キ
：
 
、
な
ら
 

も
う
ょ
 

く 
知
っ
 
て
い
る
 

ど 思
う
 
け
ど
、
 

テ
 

レ
ビ
の
 
映
像
信
号
 

ど 
コ
ン
ビ
 
ュ
ー
タ
 
の
 映
 

懞
信
号
 
u
 it う 

も
の
な
ん
 
だ
。
 
だ
か
ら
 
僕
 

ら
は
 
M
S
X
 

ど 
モ
ニ
タ
 

を
つ
な
 
ぐ
 
ど
き
に
 
R
F
 

モ
ジ
 
ユ
レ
 
ー
タ
や
 
ケ
ー
 

ブ
ル
を
 
使
っ
 
て
 
コ
ン
 
ピ
 

ュ
ー
タ
 
の
 信
号
を
 
テ
 
レ 

ビ
の
 
信
号
に
 
変
換
 
さ
せ
 

て
い
る
 
わ
け
 
だ
け
ど
、
 

そ
う
す
る
 

ど 
画
面
の
 
鮮
 

明
 さ ii ど

う
し
て
も
 そ
 

こ
な
 
わ
れ
て
 
L
i
 
う。 

じ
 

や
 

あ
ど
う
 

一
 

> 
よ
う
 

も
 

な
い
じ
 

ゃ
な
い
 

か
 

だ
っ
 

て。
 

そ
ん
な
 

こ
ど
は
 

な
 

い
の
 

だ
ょ
。
 

ゼ
ネ
 

ラ
ル
 

の
バ
 

ク
ソ
ン
 

(i
 

ど
き
れ
 

い
に
 

画
面
を
 

映
し
出
す
 

こ
ど
は
 

て
き
な
く
て
も
、
 

調
節
を
 

す
れ
ば
、
 

そ
れ
 

に
 

近
い
 

状
態
に
 

す
る
 

こ 

ど 
(i
 

可
能
な
ん
 

だ
。
 

お
 
店
で
 
見
た
 

上
 

> 

ど
き
に
は
き
れ
い
な
画
面
だ
っ
た
の
に
、
 

家
に
持
っ
て
帰
っ
て
見
て
み
た
ら
な
ん
だ
 

か
よ
く
 
映
ら
な
い
。
 
ど
う
し
て
な
ん
 

だ
ろ
 

う
ど
 
か
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
の
 
映
し
出
す
 
文
 

字
は
 七
色
な
ん
 だ
な
ん
 て 思

っ
て
 い
る
 人
 

が
い
る
 
け
れ
ど
、
 
そ
れ
 

-(i テ
レ
ビ
を
 
よ
く
 

調
節
し
 
な
い
か
ら
 
い
け
な
 
い
ん
だ
。
 

テ
 
レ 

ビ
や
 
ビ
デ
オ
を
 
見
て
 
い
る
 
ど
き
 

ど
 
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
 
画
面
を
 
見
 

る 
ご
き
 
ど
で
 
[i 々

ラ
—
 
調
整
の
‘
 

方
法
が
 
遠
う
。
 
だ
か
ら
、
 

テ
レ
ビ
 
や
 ビ
デ
オ
を
 
見
 

た
 
あ
と
に
 
M
S
X
 
を
 
使
 

う 
場
合
に
は
 
、
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
の
た
 
め
の
々
 
ラ 

丨 
調
整
を
 
行
つ
 
て 
や
ら
 

な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

そ
の
 
方
法
 
ど
し
て
 
は
、
 

テ
レ
ビ
の
 

下.
 

の 
部
分
の
 

ふ
た
を
 

開
け
る
 

ど 
色 

あ 

いや
 

色の
 

濃
 

さ、
 

明
る
 

さ 
ピ 

7 
チヤ
 

丨
ど
い
 

っ
た
 

調
節
の
 

た
め
の
 

つ 

ま
み
が
 

つ
い
て
い
る
 

ご 

思
う
。
 

そ
こ
を
 

い
ろ
い
ろ
 

ど
 

■ 

じ
つ
て
 
い
た
だ
け
れ
ば
 
〇
 
K 

し 

ど
こ
を
 

ど
の
 

程
度
 

(: 
合
わ
せ
る
 

ど
い
つ
た
 

決
ま
り
は
 
特
に
な
い
 
か
ら
、
 
自
分
で
 
画
面
 

を
 
見
な
が
 
ら
 

一 #
 
画
面
が
 
き
れ
い
に
な
る
 

よ
う
に
 
調
節
し
て
 

(I し
い
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

tr
 

ち.
 

<j
 

む
に
し
て
も
 

ゲ
 

丨 
ム
を
や
 

る
に
 

^ 
^ て 

も 
画
面
 

か
き
れ
 

い 

じ 
や
な
け
れ
ば
 

楽
し
 

さ
も
 

半
減
し
て
 

し
ま
 

う
か
ら
ね
。
 

メン
^ 
 

—
 

く
さ
い
 

な
ん
て
い
 

わ
な
い
で
 
ガ
ン
バ
つ
 

て (I し
い
。
 

マ
シ
ン
 

大
 

集
合
 



奏
 

、
自
由
な
 

音
 

作
り
が
 

カ
ン
 
タ
ン
に
 
で
き
る
 
ヤ
マ
ハ
の
 
ソ
フ
ト
。
 

音
楽
 
人
間
を
 
大
い
に
 
喜
ば
せ
る
 
ゾ
。
 

ド 
I 力 

，
ね
 
忒
⑽
 

卩 
11  鱭
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„. 

:：
: 

C 
 

し
。
 

{ ̂
 

;u
 

:
f
 

，：
 

•- P
 

7:
 

l
 ll r l, 讀 

袖。 i4
 b .4  t  赞 

齊
發
 
M
 
W
 
 

: 
。
.
チ
，
 

•
ヤ
マ
ハ
か
ら
^
$
>
<
で
音
楽
を
楽
し
む
 

た
め
の
 
ソ
フ
ト
が
 
登
場
し
た
。
 

「
ブ
レ
イ
 

..ド 
セ
ッ
 
ト
」
 
「
F
d
 
ミ
ユ
 

丨 
ジ
ッ
ク
 
コ
ン
ポ
 
ー 

ザ
 ー
」
 
「
F
M
 
ボ
 

イ
シ
ン
 
グ
ブ
 
ロ
グ
 
ラ
 

ム
」
 

の
 
三
本
が
 
そ
れ
 

だ
が
、
 

ま
ず
 (i 

「
ブ
レ
 

•力 
I 

ド
 
セ
ッ
ト
」
 

か
ら
 

紹
介
し
 
よ
う
。
 

「
ブ
レ
イ
 

カ
 

ー
ド
 

セ
ッ
ト
-
 

を
 
 

使
う
 
 

ど
き
に
 
 

必
要
な
 
 

の
は
 

写
真
 

❶
 

の
よ
 

う
な
 

カ
 

ー 
ド
リ
 

ー 
ダ
 

I 
ど
 

ブ
レ
イ
々
 

1 
ド
 

そ
し
て
 

シ
ス
テ
ム
 

A
 

に
あ
る
 

よ
う
な
 

ミ
ユ
 

丨
ジ
 

ッ
ク
キ
 

ー 
ボ
 

ー 
ド
た
。
 

こ
れ
ら
を
 

全
 

部
つ
な
 

い
で
 

ス
イ
 

ッ
チ
を
 

〇
 

N
 

に
 

す
る
ど
'
 

写
真
 

❷
 

の
よ
う
 

な
 

画
面
が
 

表
わ
れ
る
。
 

こ
 

こ
で
、
 

音
量
 

や
 

テ
ン
ポ
、
 

調
な
 

ど
を
 

自
分
 

の
 

好
き
な
 

ど
こ
ろ
 

に
 

合
わ
せ
、
 

次
に
 

カ
 

ー 
ド
 

リ
ー
 

ダ
ー
に
 

ブ
レ
イ
 

カ
—
 

ド
を
 

読
み
込
ま
 

せ
る
、
 

す
る
ど
 

M
S
X
 

は
 

自
動
 

演
奏
 

を
 

開
 

始
 

し
て
 

く
れ
る
〕
 

こ
の
 

ど
き
に
 

セ
レ
ク
ト
 

キ
 
ー 

を
 
押
す
 
ど
、
 
写
真
 
❸
 

の
よ
う
に
 
画
面
 

(: 鍵
盤
が
 

表
れ
て
、
 
今
演
#
 
し
て
 

る
 
メ
ロ
 
デ
イ
を
 
鍵
盤
 
上
 

示
し
て
 
く
れ
る
 
の
で
 

、、、は 
画
面
を
 
見
な
が
 
ら
ミ
 

ユ
ー
ジ
 
ツ
ク
キ
 

ー 
ボ
ー
 
ド
を
 

ひ
け
ば
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
ど
 

合
奏
な
ん
 
て
こ
 
ど
が
 
で
き
ち
 
や
う
 
わ
け
。
 

さ
ら
に
、
 

も
う
 
一
度
 
セ
レ
ク
ト
 
キ
 
ー 

を
 
押
 

す
 
ど
、
 
シ
ス
テ
ム
の
 
中
の
 
画
面
に
 
映
っ
て
 

い
 

る
よ
う
 
な
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
が
 
表
わ
れ
て
 

く
る
の
で
 
音
楽
を
 
聽
き
な
 
が
ら
 
絵
を
 
楽
し
 

む
こ
 
ご
も
 
可
能
な
 
の
 
だ
。
 

X
 *  一 

「 F 
M
 : 、 ユ ー 

ジ
ツ
ク
 
コ
ン
ポ
—
 

ザ
 
ー
」
。
 •
こ
の
 
ソ
フ
ト
で
 
で
き
る
 
こ
ど
は
 
作
 

曲
ど
自
動
演
 
#
 。
ソ
フ
ト
を
入
れ
る
ど
シ
 

ス
テ
 
厶
 
B
U
 
映
っ
 
て
い
る
 
よ
う
な
 
画
面
が
 

出
て
 
く
る
の
で
、
 

キ
 
、
こ
は
 
下
の
 
メ
ニ
 
ユ
ー
 

か
ら
 
必
耍
な
 
音
符
を
 
選
び
出
し
て
 
き
て
 
五
 

線
符
の
 
中
に
 
入
れ
て
 
い
く
 

写
真
 
〇
 
の
よ
 

う
に
 
メ
ロ
 
デ
イ
が
 
作
れ
た
ら
、
 
あ
ど
は
 
自
 



システム B 

マ 

シ 

大 

集 
ム 

〇
 

作
曲
は
 

自
由
自
在
 

動
演
 

#
 

を
^
3
>
<
に
ま
か
せ
る
。
曲
を
聰
 

い
て
 

気
に
入
つ
 

た
ら
 

テ
—
 

プ
に
 

保
存
、
 

気
 

に
 

入
ら
な
 

か
つ
た
ら
 

も
う
 

一
度
 

作
り
直
し
 

だ
こ
の
ソ
フ
ト
で
は
'
最
大
8
つ
の
バ
 

—
卜
 

に
よ
る
 

自
動
 

;^
 

#
 

ど
、
 

パ
—
 

卜
ご
ど
 

の
 

音
色
 

設
定
が
 

で
き
、
 

さ
ら
に
、
 

ピ
ア
ノ
、
 フ
ル
 

ー 
ト
'
 
 

ト
 

ラ
ン
べ
 

ツ
ト
な
 

ど
い
 

ろ
い
 

ろ
な
 

楽
器
の
 

音
が
 

選
択
で
 

き
る
 

よ
う
に
な
 

つ
て
い
 

る
。
 

こ
れ
を
 

使
え
ば
、
 

キ
 

、
、
、
は
も
 

う
 

大
作
 

曲
 

家
 

ど
い
 

う
わ
け
。
 

最
後
に
 

「
F
 

M
 

ボ
ィ
 

シ
 

ン
グ
 

ブ
ロ
'
 

ク
ラ
ム
」
。
 

こ
の
 

.
ソ
フ
ト
で
 

(i
 

自
由
な
 

音
 

作
 

り
が
 

楽
し
め
る
 

よ
う
に
な
 

つ
て
い
て
、
 

そ
の
 

操
作
の
 

た
め
に
 

コ
マ
ン
ド
 

モ
 

ー 
ド
 

ど
 

エ
デ
ィ
ツ
 

ト
モ
—
 

ド
と
 

い
う
 

2
 

つ
の
 

モ
—
 

ド
を
 

持
 

つ
て
い
 

る
。
 

コ
マ
ン
ド
 

モ
 

—
ド
ど
ぃ
ぅ
の
は
字
真
❺
 

の
よ
う
に
 

音
 

作
り
を
 

助
け
 

る
 

機
能
 

や
 

音
色
 

デ
 

ー
タ
を
 

使
用
す
 

る
た
 

め
の
 

モ
ー
ド
 

F
 
t
 
s
 ̂
 k
s
J
 

r
 
tul ^

 k  多
.
 

I.  ̂
 

T
5
K
K
P
 
 

V 
 

N
 
 

S
&
 

K
 

K
 

R
 

::
 

. Jf
0 
 

0  
»
 
 

1 
4 

_ 

44M.we4 

i
,
t
 
 
i
.
 

1 

0 

J
 
 F
t
 
 e 

r l x> tt 

づ
 

T
 

b
 

七
 

-p. 幽
 

て
、
 

エ
デ
ィ
ッ
 

ト
モ
—
 

ド
 

(i
 

写
真
 

❻
 

の
よ
 

う
に
 

音
 

作
り
を
 

行
う
た
 

め
の
 

モ
ー
ド
 

ど
な
 

つ
て
い
 

る
。
 

さ
ら
 

■
に
 

写
真
 

©
の
よ
う
 

な
 

音
 

色
 

デ
—
 

夕
の
 

一
覧
表
を
 

ひ
き
 

出
せ
ば
 

48
 

の
 

音
色
か
ら
 

自
分
の
 

好
き
な
 

音
を
 

使
う
 

こ
ご
 

が
で
 

き
る
。
 

も
ち
ろ
ん
/
、
、
 

ユ 
！
 

ジ
 

ッ
ク
キ
 

ボ
ー
ド
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
を
 

呼
び
出
し
て
、
 

演
奏
し
た
 

〇
 

、 
音
を
 

比
較
し
て
 

み
る
 

こ
ご
 

だ
っ
 

て
 

可
能
。
 

fl
. 

に
 

入
 

P
 

た
 

音
を
 

ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
し
て
 

い
つ
て
 

テ
ー
 

ブ
に
 

保
存
し
て
；
 

C 
け
ば
、
 

「
F
M
 

ミ 
ユ
ー
ジ
 

ッ
ク
 

コ
ン
ポ
 

ー
 

ザ
 

丨
」
 

ど
つ
な
 

(
f
 

て
 

使
う
 

こ
ど
も
で
 

5
 

る
の
 

で
 

音
楽
の
 

楽
し
 

さ
も
 

倍
増
す
 

る
は
 

ず
 

だ
"
 

3
4
5
6
7
8
^
^
1
2
 

2 2 2 、
.
i
§
w
§
3
 

MM 
デ 

0X
 

: 

?5 
❼ 音色 データの 一！! 表 



?6 

_
 

s
x
 
の
 ド
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
 

家
族
み
 
ん
な
 
■
楽
し
め
る
 
イ
ン
ト
ロ
 
ク
イ
ズ
が
 

で
き
 
ち
ゃ
ぅ
の
 
だ
。
 

三
菱
の
 
ロ
ボ
 
テ
イ
 
ど M

S
X
 
を
つ
な
 
If 

る
 
ど 
面
白
い
 
こ
ど
が
 
で
き
る
 
ご
い
う
。
 

才
 

|
デ
イ
す
ど
^
$
>
<
の
ド
ッ
キ
ン
グ
ど
い
 

う
ど
、
 

つ
い
に
 

A
V
C
 
 (
才
 — 

デ
 
イ
オ
.
 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
 

•
コ
ン
 

ピ
ュ
 
ー
タ
)
 

時
代
が
 

来
た
の
 
か
ど
 
思
っ
て
 
思
わ
ず
 
う
れ
し
く
な
 

つ
て
し
 

ま
う
。
 

で
、
 い
つ
た
い
 

ロ
ボ
 
テ
イ
 

ど 
1^1 3

>
<
を
つ
な
げ
て
何
が
で
き
る
の
か
 

ど
い
 
う
こ
 
ど
に
な
る
 

の
 
だ
け
れ
 

ど
、
 
そ
の
 

前
に
 
ロ
ボ
 
テ
イ
に
 

〇
 
い
て
の
 
説
明
を
 
ち
ょ
 

つ
ど
し
て
 み
よ
う
。
 

ロ
ボ
 
テ
イ
に
は
 
A
M
/
F
M
 

の
 
7
 
蜀
ブ
 

リ
セ
ッ
ト
が
 
可
能
な
 
チ
 
ュ
ー
ナ
 
、
リ
ニ
ア
 

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
、
 

た
て
 
型
 ブ
 
レ
—
 
ヤ
ー
が
 

ー
ム
 D 、 

フ
ル
 
ロ
ジ
ッ
ク
の
 
テ
 
I 
ブ
 デ
ッ
キ
 

が
 二
 台
、
 そ
し
て
 ア
ン
プ
、
 ど
 こ
れ
ら
が
 

す
べ
て
 
一
台
の
 
中
に
 
入
つ
 
て
い
る
。
 

つ
ま
り
 

口' ホ
 
テ
イ
 
ご
い
 

う
の
は
 
ォ
ー
 
ル
イ
 

v 
タ
 
イ
ブ
の
 
才
 
ー
 
デ
 

イ
オ
 
ご
い
え
る
。
 

そ
 

し
て
 
こ
の
 
ロ
ボ
 
テ
イ
の
 

中
 
{: は

 
6
 
個
の
 
マ
イ
コ
ン
 

が
 内
藏
 
さ
れ
て
 
い
る
。
 

こ
の
 

ロ
ボ
 
テ
イ
が
 
今
ま
で
の
 

オ
 
ー 
デ
 

-
才
ど
 
達
う
 
の
は
 
人
間
が
 
そ
の
 

目
的
を
 
入
れ
て
 
や
る
 
だ
 

け
で
、
 
す
べ
て
の
 
操
作
 

を
 
行
つ
 
て
 
く
れ
る
 
匕
い
 

う
こ
 ど
 だ
。
 ど
う
い
う
 

こ
ど
 
か
ど
い
 
う
ど
、
 

従
 

来
の
 
才
—
デ
 
イ
オ
 
装
置
 

ご
い
う
 
の
は
、
 
そ
れ
ぞ
れ
 

の
 機
械
 
ご
 
ど
に
 
操
作
の
 

方
法
が
 
異
な
つ
 
て
い
た
。
 

た
ど
え
ば
 
レ
コ
 

ー
 
ド
を
 

か
け
て
 
い
て
 
テ
 
I 
ブ
を
 

聽
 
き
た
く
な
 
つ
た
 
場
合
 

に
は
、
 

レ
コ
ー
 

ド
を
 

止
 

め
て
、
 

そ
し
て
 

テ
 

I 
プ
 

を
 

セ
ッ
ト
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
な
 
か
つ
た
 
わ
け
 
だ
 

け
ど
、
 

こ
の
 

ロ
ボ
 

テ
イ
 

は
 
テ
ー
 
ブ
を
 
再
生
に
 
す
 

る だけで レコ.— ドは 

勝
手
に
 

停
止
し
て
 

く
れ
 

る
 
ど
い
 
う
わ
け
 
な
の
 
だ
。
 
も
ち
ろ
ん
 
曲
の
 

頭
 
出
し
 
も
 
ワ
ン
 
タ
ッ
 
チ
で
 
O
K
。
 

つ
ま
り
 

ロ
ボ
 
テ
イ
は
 
す
べ
て
の
 
操
作
が
 
キ
 
ー 

を
 

つ
柙
 
す
だ
け
 
で
で
 
5
 
て
し
 
ま
う
 
ど
い
 
う It 

に
で
 
も
 
カ
ン
 
タ
ン
に
 
使
え
る
 
才
—
デ
 
イ
オ
 

ど
い
 
え
る
。
 



VOL  i>OI« 

: REP 
□ホ ティ との 接続では 新しい MS 父の 

可能性を 見せて くれた 三菱 だけど、 こ 

れ に加えて、 三菱の もう ひとつの 新し 

L 'if 報を 教えち ゃおう。 三菱では ただ 

今 「5 赛 MS  X セミナー j の 会員を 募 

集して いるの だ。 この 「MS  X セミナ 

一』 というのは、 MS  X を 初めて 触る 

人の ための 通信講座- 会員に なると 情 

報 誌を 送って くれたり、 コンテストな 

ども 行って くれたり と いろいろ 楽しみ 

な ことがある， パソコン について 何に 

も わからない 人で も 大丈夫 だから、 ガ 

ン パって みよう n 

客 拿 掌: r 哀本家 

元 A 芒 5 し〜 啥ん し'' <*7  _ 

[t3p2<18>tl<20> 

r-t  i s start  h： snrcs5  j 

mm  mm  mm  wm  jk  mm  「 ⑽ -1 卜が 卿 「狐昨 •證 ：； TBPE13 酬顏 

そ
こ
で
 

M
S
X
 

が
 

登
場
す
 

る
 

わ
け
 

だ
け
 

ど
、
 

人
間
が
 

や
っ
て
も
 

カ
ン
 

タ
ン
な
 

操
作
 

ど
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
2
5
>
<
に
や
ら
 

せ
て
も
 

カ
ン
 

タ
ン
 

ご
い
う
 

こ
ど
な
 

の
 

だ
。
 

で
、
 

ロ
ボ
-
 

- T-
 

イ
ど
 

M
S
X
 

を
つ
な
 

い
で
 

何
 

が
で
 

5
 

る
か
 

ど
い
 

う
ご
、
 

基
本
的
に
 

(i
 

口 

ボ
 

テ
イ
の
 

才
べ
レ
 

ー 
シ
ヨ
 

ン
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
、
 

つ
ま
り
 

操
作
 

バ
ネ
ル
に
 

の
つ
 

て
い
る
 

こ
ど
 

が
す
べ
 

て
で
 

き
る
 

と
い
う
 

わ
け
。
 

こ
こ
で
 

上
の
 

一
番
 

右
の
 

写
真
を
 

見
て
も
 

ら
い
た
い
。
 

こ
れ
 

li
 

三
菱
の
 

八
 

止 
画
 

課
の
 

寺
 

本
 

氏
が
 

作
っ
 

た
 

ソ
フ
ト
の
 

画
面
 

だ
が
、
 

ま
ず
—
 

#
 

の
イ
 

ン
プ
ッ
 

ト
 

ど
い
 

う
の
 

(i
 

、 
レ
コ
—
 

ド
 

ま
た
 

は
 

テ
—
 

ブ
の
 

曲
名
、
 

タ
イ
ト
ル
の
 

入
 

^
 

。 

で
、
 

2
 

#
 

の
キ
ー
 

リ
ス
 

ト
 

(i
 

レ
コ
 

ー 
ド
、
 

テ
 

|
ブ
 

の
 

再
生
、
 

停
止
。
 

な
ん
だ
 

こ
れ
 

じ
 

や
 

あ
 

何
に
も
 

斩
し
 

い
と
こ
ろ
 

が
な
い
 

じ
 

や
な
 

い
か
な
ん
 

て
 

言
わ
な
い
で
 

II
 

し
い
。
 

こ
れ
 

か
ら
が
い
よ
 

い
よ
 

M
S
X
 

の
 

本
領
 

発
揮
 

ど
 

い
う
 

わ
け
で
、
 

3
 

番
の
 

ラ
ン
ダ
ム
。
.
 

こ
れ
 

は
 

レ
コ
—
 

ド
の
 

何
 

曲
目
、
 

テ
 

ー 
ブ
の
何
 

曲
 

目
 

ど
 

演
秦
順
 

序
を
 

入
力
し
て
 

お
く
 

ど
、
 

口
 

ボ
 

テ
イ
が
 

自
動
的
に
 

こ
れ
を
 

行
っ
て
 

く
れ
 

る
 

ど
い
 

う
 

も
の
で
、
 

た
だ
 

再
生
を
 

し
て
く
 

れ
る
 

だ
け
で
 

(J
t 

な
く
、
 

そ
の
 

時
間
、
 

1
0
 

秒
 

間
 

だ
け
 

演
奏
な
ん
 

て
 

入
れ
て
 

お
く
と
 

そ
れ
 

も
や
つ
 

て
 

く
れ
る
 

の
 

だ
。
 

そ
し
て
 

こ
の
 

ど
 

5
 

に
、
—
 

番
で
 

、
曲
名
を
 

イ
ン
 

ブ
ツ
 

ト
し
 

て
 

あ
る
 

ど
、
 

画
面
に
 

曲
名
 

も
 

表
示
 

L
 

て
く
 

れ
ち
 
や
う
 
ど
い
 
う
わ
 
it で

、
 
こ
れ
 

は
ち
ょ
 

つ
と
 

ス
ゴ
イ
 よ
ね
。
 

そ
し
 

て
 
さ
ら
に
、
 
こ
れ
ら
の
—
 
#
 

、 
2
 

#
 

、 
3
 
#
 
の. 機

能
を
 
ど
り
 
入
れ
て
 

で
き
る
 
の
が
 
4
 
畚
の
 
イ
ン
ト
ロ
 

ク
 

イ
ズ
 
。
キ
ミ
た
ち
 

も
よ
 
く 
知
っ
て
 

い
る
 
あ
の
 
テ
レ
ビ
で
 
や
つ
て
 
い
る
 

イ
ン
ト
ロ
 
ク
イ
ズ
が
 
M
 
S
X
 
T
 
T
 

き
ち
 
や
う
 
ど
い
 
う
わ
け
。
 
曲
名
を
 

あ
ら
か
じ
め
 
イ
ン
 
ブ
ッ
ト
し
て
；
 

C 

い
て
、
 

4
 
番
の
 

イ
ン
ト
ロ
 

ク
イ
ズ
 

ど
 

い
う
 
ど
こ
ろ
 
を
 
ii ぶ

 
ど
 
右
下
の
 
写
 

真
の
 

J: 
う
な
 

画
面
が
 

表
わ
れ
て
 

く 

る
。
 
頭
 
出
し
の
 
時
間
を
 
イ
—
ジ
 

I 

(
 10 秒

 間
)
、
 
ノ
ー
 
マ
ル
 
(
5
 
秒
 間
)
、
 

ス 
ー 
バ
 
I
 
 (
2
 
秒
 
間
)
 

の
 
中
か
ら
 

決
め
れ
ば
、
 

あ
ど
 

{i す
べ
て
 

M
s
 

X
 
ま
か
せ
。
 

メ
ロ
 

デ
ィ
が
 

聞
こ
え
 

て
き
て
*
 

ア
タ
リ
"
 

と
い
う
 

画
 

面
が
 
出
る
 
か
"
 
ハ
 ズ
レ
 
，
ど
い
 

う 
画
面
が
 
出
る
 
か
は
 
キ
ミ
の
 
腕
 

し
だ
い
。
 

こ
の
 
イ
ン
ト
ロ
 
ク
イ
ズ
 
ど
い
 

う
の
は
、
 
今
ま
で
に
 
な
い
 
全
く
 

斩
 
し
い
 
タ
 
イ
ブ
の
 
ゲ
ー
厶
 
ど
い
 

え
る
 
か
も
し
れ
 
な
い
。
 
家
族
が
 
#
 1 

つ
て
 
み
ん
な
で
 
楽
し
め
る
、
。
 
ハ
ソ
 

コ
ン
に
 
も
 
そ
ん
な
 
時
代
が
 
つ
い
に
 

来
た
ん
だ
 
ね
。
 

マ
シ
ン
 

大
 

集
合
 



つ
い
に
 
来
た
。
 

ス^ ~  ノ
ー
 
イ
ン
ポ
 

ー 
ス
で
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 
ビ
デ
オ
 
作
り
 

〇 

A  V  C
 
 (
オ
 
ー 
デ
 
イ
オ
 
•
ビ
ジ
ュ
ア
ル
.
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
)
 
時
代
を
 
目
指
し
て
 
い
る
 

ビ
ク
 
タ
ー
が
 

、 
M
S
X
 
を
 
使
つ
 
て
 
提
案
し
 

た
の
が
、
 

こ
の
 
ビ
デ
オ
 

ご
 
M
 
 s  X

 
ど
 
モ
ニ
 

夕
 
を
つ
な
 
い
で
の
 

ス
 
ー 

。ハ ー 
イ
ン
ポ
 

I  •ス. 

ス
 
I 

。ハ ー 
イ
ン
ポ
 

I 
ズ
ど
 
い
つ
て
も
 
ち
ょ
 

っ
ど
 
聞
き
 
な
れ
な
い
 
言
葉
 
だ
 
ど
 
[i 思

う
 
け
 

ど
、
 
こ
れ
は
 i
 さ
に
 そ
の
 言
葉
 ど
お
り
、
 

ビ
デ
オ
の
 
中. に

ス
 
ー 

。ハ I
 
 (
文
字
)
 
を
 
イ
ン
 

ポ
—
ズ
 
、
つ
ま
り
 
入
れ
て
 
I
 
ま
 
^
 
う
ど
い
 

う
こ
 
ど
な
の
 
だ
。
 

や
り
方
は
 
簡
単
、
 
ま
ず
 
モ
ニ
タ
に
 
ビ
デ
 

オ
デ
イ
 
ス
ク
ど
 
M
S
X
 
を
つ
な
 
い
で
 
準
備
 

は
 
O  K

 
 
画
面
に
 
ビ
デ
オ
を
 

流
し
て
 

お
 

い
て
、
 
自
分
が
 
文
字
な
 
ど
を
 
入
れ
た
い
 

シ
 

丨 
ン
か
 
出
て
 
き
た
ら
 

画
面
を
 

ス
 
ト
ツ
フ
 

さ
せ
て
、
 

そ
こ
で
 

M
S
X
 

を
つ
 
か
つ
て
 

メ
 
ツ
セ
—
 

ジ
を
 打
ち
.
 

一
/
む
。
 

そ
う
す
れ
ば
 

右
 

の
 
写
真
の
 
よ
う
な
 
画
面
の
 
出
来
上
が
り
。
 

そ
し
て
 

そ
の
 

画
面
を
 

そ
.
 

の
ま
 

ま
 

残
 

L
 

て
 

^
 

き
た
い
 

場
合
 

{:
 

は
 

そ
の
 

ビ
デ
オ
 

テ
ー
 

ブ
を
 

錄
 

画
す
る
-
こ
れ
で
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
 

ビ
デ
 

才
が
 

作
れ
て
 

し
ま
う
 

ご
い
う
 

わ
け
な
の
 

だ
。
 

も
ち
ろ
ん
 
イ
ン
ポ
—
 
ズ
 

で
き
る
 
の
は
.
 
文
字
 
だ
け
 

で
は
な
い
。
 

左
の
 
写
真
 

の
よ
う
に
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 

ク
ス
 
だ
つ
 
て
な
ん
 
だ
つ
 

て
 
可
能
。
 

自
分
で
 

ビ
デ
オ
を
 

撮
 

つ
て
、
 

作
品
の
 

タ
イ
ト
 

ル
 

や
 

日
付
を
 

入
れ
た
り
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
を
 

作
つ
 

て
 

画
面
を
 

再
構
成
し
た
 

り
す
れ
ば
、
 

自
分
 

だ
け
の
 

ビ
デ
オ
 

テ
—
 

プ
 

が
 

作
れ
る
。
 

な
ん
だ
か
 

楽
し
く
な
 

つ
て
 

5
 

•
そ
う
だ
ね
。
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もう おなじみの 「日本語 ワードプロセッサ J の メニュー 画面 

( 凍 字 君ぐ T 

〇 ♦文書で 作宋 

♦に靈，' 
, 

♦1 辦 

♦ク; 省 ヮ 
H 市’’ 

a  r«  7：^：^ 

M
S
X
 
で
 遊
ぼ
ぅ
 
【Part4】 

ハ ガ
キ
の
 
宛
名
 
書
き
 
も
 

M  s  X
 
に
 ま
か
せ
よ
ぅ
。
 

シ
ー
 
ル
を
 
貼
る
 
だ
け
で
 
キ
ミ
は
 
O
K
。
 

乘
芝
が
 

「
日
本
語
 

ヮ
—
ド
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
」
 

に
 

5|
 
き
繞
い
て
「
宛
名
書
き
」
ソ
フ
ト
を
発
 

壳
し
 

た
。
 

こ
の
 

「
宛
名
 

書
き
」
 

ソ
フ
ト
で
 

出
 

来
る
こ
ど
は
、
往
所
録
の
作
成
、
宛
名
印
 

刷
、
 

注
 

所
録
の
 

印
 

刹
な
 

ど
 

そ
れ
で
は
 

ま
 

ず
、
 

こ
の
 

「
宛
名
 

書
 

5
 

」 
ソ
フ
ト
を
 

使
う
 

ど
き
に
 

用
意
す
 

る
 

も
の
か
ら
 

説
明
し
 

よう
.’
- 

A
 

^
 

4-
 

0
 

(J
t 

M
S
X
 
 

モ
ニ
タ
 

テ
 

ー
 

タ
 

レ
コ
ー
 

ダ
、
 

拡
張
 

ス
ロ
ッ
ト
、
 

漢
字
 

R
O
 

M
 

カ
ー
 

ト
 

リ
ツ
 

ジ
，
 

そ
し
て
 

プ
リ
ン
タ
 
 

こ 

れ
ら
を
 

全
部
つ
な
 

ぐ
 

ど
 

準
 

fi
 

は
 

O
K
 

そ
れ
で
は
 

「
宛
名
 

書
き
」
 

ソ
フ
ト
を
 

ス
ロ
ッ
 

卜
に
差
 

し.
 

<
」
ん
 

で
み
 

よ
う
そ
う
 

す
る
ど
 

右
下
 

の
画
面
の
ょ
う
に
，
「
作
成
\
変
更
」
(
注
所
録
 

の
 

#
 

規
作
成
 

'
変
更
、
 

削
除
)
 

「
宛
名
 

印
刷
」
 

(
宛
名
 

シ
—
 

ル
へ
の
 

住
所
録
の
 

印
刷
)
 

「
住
 

.
所
 

録
の
印
 

刹
」
 

(
連
続
 

用
紙
へ
の
 

住
所
録
の
 

印
刷
)
 

「
既
往
 

所
録
の
 

入
力
」
 

(
カ
セ
ッ
ト
 

テ
 

—
プ
 

か
ら
 

既
に
 

登
録
さ
れ
 

て
い
る
 

往
所
録
 

の
 

本
体
へ
の
 

入
力
)
 

「
住
所
録
の
 

登
録
」
 

(
作
 

成
 

ま
た
 

(i
 

変
更
し
た
 

住
所
録
の
 

カ
セ
ッ
ト
 

テ
 

ー 
ブ
 

へ
の
 

登
録
)
 

「
熟
語
 

機
能
」
 

(
熟
語
 

辞
 

書
の
 

カ
セ
ッ
ト
 

テ
—
 

プ
 

へ
の
 

登
録
、
 

ま
た
 

は
 

本
体
へ
の
 

入
力
、
 

プ
リ
ン
タ
へ
の
 

印
 

刹
)
 

の
 

6
 

つ
の
 

メ
ニ
ュ
 

ー 
が
 

表
示
さ
れ
 

る
'
 
 

住
 

所
 

録
の
 

作
成
を
 

#
 

い
た
い
 

キ
 

、
こ
は
 

「
作
成
 

\
変
雯
」
の
ど
こ
ろ
を
選
べ
ば
ぃ
ぃ
=
す
 

る
と
 

左
下
の
 

写
真
の
 

よ
う
な
 

画
面
が
 

表
わ
れ
 

る
の
で
、
 

そ
こ
 

1:
 

文
字
、
 

を
 

tr
 

ち
，
 

一/
 

ん
で
 

い
く
。
 

漢
字
を
 

使
い
た
い
 

ご
き
は
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ョ 

ン
キ
ー
 

の
 

2
を
柙
し
て
漢
字
辞
書
を
引
5
 

出
す
 

登
録
番
号
 

や
 

コ
ー
 

ド
 

(i
 

自
分
の
 

好
 

5
 

な
 

#
 

号
で
 
 

こ
れ
は
 

あ
ど
で
 

fi
 

所
を
 

51
 

き
 

出
す
 

ど
き
に
 

役
に
立
つ
 

か
ら
ね
 

次
に
 

「
宛
名
 

印
 

刹
」
 

を
す
 

る
 

場
合
に
は
、
 

宛
名
 

シ
—
 

ル
を
 

プ
リ
ン
タ
に
 

セ
ッ
 
 

卜
 

す
る
、
 

そ
 

う
す
れ
ば
あ
ど
は
^
5
>
<
が
自
動
的
に
印
 

刹
を
 

行
っ
て
 

く
れ
る
 

か
ら
 

キ
ミ
は
 

何
の
 

心
 

配
 

も
 

い
ら
な
い
 

よ
-
 

年
 

貿
状
や
 

暑
中
 

見
 

舞
い
の
 

ハ.
 

ガ
キ
を
 

出
す
 

ご
 

5
は
、
 

そ
の
 

量
 

も
す
 

い
ふ
ぐ
 

岁
く
な
 

っ
て
く
 

る
か
ら
'
 
 

f c_
 

う
い
う
ご
き
に
こ
そ
い
5
>
<
 

(:
 

ま
か
せ
た
 

い
ね
 

キ
 

、、
、は
 

ハ
ガ
キ
 

に
 

シ
ー
 

ル
を
 

貼
る
 

だ
け
 

ご
い
う
 

こ
ど
に
 

な
っ
た
ら
、
 

ず
い
 

ぶ
 

ん
 

楽
に
な
る
 

か
ら
ね
。
 

最
後
 

(:
 

ち
ょ
っ
/
 

「
熟
語
 

機
能
」
 

の
 

話
 

を
し
 

よ
う
こ
の
 

「
熟
語
 

機
能
」
 

で
は
よ
 

く 
使
う
 

漢
字
、
 

た
ど
え
ば
 

地
名
な
 

ど
を
 

登
 

録
 

し
て
 

^
 

(t
 

る
ん
だ
"
 

登
録
で
 

5
 

る
の
 

(i
 

丨
 

つ
の
 

熟
語
で
 

9
 

文
字
ま
で
、
 

総
数
に
 

し
 

て
 

一
万
 

字
ま
で
 

が
 

登
録
で
 

き
る
 

よ
う
に
な
 

つ
て
い
 

る-
 

こ
れ
は
乙
っ
て
も
便
利
な
機
 

能
 

だ
か
ら
 

上
手
 

{:
 

使
つ
 

て
 

ほ
し
い
な
」
 

マ
シ
ン
 
大
 
集
合
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■ 

列 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
 

る
忡
 

間
た
ち
 

M
S
X
 

は
 

今
や
 

様
 

マ
な
 

期
待
を
 

背
負
つ
 

て
、
 

こ
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
 

社
会
で
 

活
躍
を
 

始
め
よ
ぅ
 

ご
し
て
 

い
る
 

0 

僕
ら
の
 

身
近
な
 

と
こ
ろ
で
は
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

人
が
 

M
S
X
 

の
 

活
躍
を
 

願
っ
て
 

ガ
ン
バ
つ
 

て
い
る
 

の
 

だ
。
 

こ
こ
で
は
 

そ
の
 

M
S
X
 

を
 

応
援
し
て
 

い
る
 

忡
間
 

た
ち
と
 

い
う
 

こ
と
で
、
 

M
S
X
 

に
関
す
る
 

本
 

や
お
 

店
を
 

#
 

S 
介
し
 

よ
う
。
 

マ
—
 

ル
 

社
 

9
8
0
円
 

メ
ロ
 

デ
ィ
 

や
 

ア
ニ
メ
 
 

— 
シ
ョ
 

ン 
作
り
の
 

た
 

め
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

解
説
を
 

中
心
に
 

し
な
 

が
ら
2
5
>
<
の
使
い
方
に
つ
い
て
教
ぇ
て
 

い
く
こ
の
 

本
は
、
 

全
く
の
 

初
心
者
 

向
き
の
 

本
，
 

か
わ
い
い
 

ィ
ラ
ス
ト
が
 

つ
い
て
、
 

漢
字
に
は
 

す
べ
て
 

か
な
が
 

ふ
っ
て
 

ぁ
る
の
で
、
 

小
学
 

校
の
 

一
年
生
に
 

だ
つ
 

て
 

読
め
て
 

し
ま
ぅ
 

の
 

だ
。
 

漢
字
の
 

読
め
な
い
 

子
供
 

だ
っ
て
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
を
 

使
ぅ
 

時
代
が
 

来
た
ん
だ
 

ね
し
 

M
S
X
 
ホ
 ー 

厶
 
•
パ
ソ
コ
ン
 
活
用
 
法
 

M
s
x
 

(
:
 関
す
る
 
百
科
事
典
 
ど
い
 
ぅ
こ
 
ど
 

で
 
出
さ
れ
た
 
こ
の
 
本
は
、
 
ホ
ー
厶
 

• 

コ
ン
 
•
シ
リ
 
ー
ズ
の
 
第
一
 
弾
。
 
こ
こ
で
は
 

M
 
S
X
 
の
 •
生
い
立
ち
か
ら
 
M
S
X
 
の
 
ハ
ー
 

ド
ウ
 
エ
ア
 
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
 
そ
し
て
 

CB 《 

辺
機
器
'
さ
ら
に
グ
ラ
フ
ィ
.
ッ
ク
ス
ゃ
ミ
 

ュ ー 
ジ
ッ
グ
に
 
つ
い
て
 
ま
で
の
 
解
説
が
 
し
て
 

あ
り
 
用
語
 
解
説
 
集
 
も
つ
 
ぃ
て
ぃ
る
：
 

朝
日
 
新
聞
社
 
2
、
 
7
0
0
円
 

エ
厶
 
エ
ス
 
エ
ツ
 ク
ス
 
パ
 ソ
 

.
,
—
I
L
 

西
 

東
 

社
 

1
、
 

0
0
0
円
 

こ
の
 
本
は
 
M
S
X
 
の
 
B
A
S
I
C
 
か
ら
 
ハ
 

I
 
ド
ウ
 
エ
ア
、
 
そ
し
て
 
M
S
X
 
の
 
最
大
の
 

特
長
で
 
も
 
あ
る
 
音
 
ど
 
図
形
の
 
使
い
方
な
 
ど
 

の
話
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
^
5
>
<
の
全
 

般
に
 
わ
た
つ
 

て
 
解
説
を
 
し
て
い
る
。
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
の
 
例
題
 
集
 
も
つ
 
い
て
、
 

こ
れ
 
一
冊
で
 

M
S
X
 
の
す
 
ベ
て
 
が
わ
 
か
つ
て
し
 
ま
う
 
M
 

S
X
 
ま
る
 
か
じ
り
 
事
典
 
だ
。
 

一
般
 
コ
マ
ン
ド
 
や
 
一
役
 
ス
テ
ー
 
ト
メ
ン
 

ト
、
 

%, 

'
ク
ラ
 

フ
ィ
ッ
ク
 

ス
テ
 

ー 
ト
メ
 

ン
ト
 

、
サ
ウ
 

ン
ド
 

ス
テ
 

1
ト
メ
ン
ト
な
ど
の
；
^
5
>
<
の
 

B
A
S
I
C
 

言
語
の
 

解
説
 

ど
 

ど
も
に
、
 

そ
 

の
 

使
い
方
を
 

実
際
に
 

プ
ロ
 

グ
 

ラ，
 

厶
 

を
 

tr
 

ち
 

い/
 

A
 

な
か
ら
 

覚
え
る
 

よ
う
 

{:
 

な
つ
て
 

い
る
 

こ
の
本
は
、
ブ
ロ
グ
ラ
厶
作
り
を
マ
ス
タ
 

丨
し
 
た
い
 
人
に
 
ピ
 

••/ タ
リ
-
'
 



^
0
3
1
5
3
5
1
3
3
8
1
 

銀
座
に
 
あ
る
 
マ
ィ
コ
ン
べ
—
 
ス
 
(1 、 

一
階
 
か
 

ら
 
5
 
階
ま
で
 
が
す
べ
 

て
 
パ
ソ
コ
ン
 
と
い
ぅ
 

お
店
。
^
5
>
<
が
置
い
て
あ
る
の
は
一
階
 

の
 奥
で
、
 
ソ
フ
ト
 
も
ズ
 
ラ
—
.
 
ッ
ど
 
す
べ
て
 
揃
 

つ
て
い
 

る
。
 

こ
の
 

マ
ィ
コ
ン
べ
 

ー
ス
 

で
は
、
 

去
年
の
 

12
 

月
か
ら
 

M
S
X
 

ク
ラ
ブ
と
 

い
ぅ
 

の
を
 

開
設
し
て
 

い
る
。
 

M
S
X
 

ク
ラ
ブ
の
 

内
容
は
、
 

機
関
誌
の
 

発
行
、
 

M
S
X
 

の
 

学
 

習
、
 

作
品
の
 

発
表
、
 

展
示
、
 

コ
ン
 

テ
ス
 

ト
 

ど
い
つ
た
 

ど
こ
ろ
 

で
、
 

M
S
X
U
 

よ
る
 

新
 

し
い
 

輪
の
 

広
が
り
を
 

目
指
し
て
 

い
る
。
 

現
 

在
 

会
員
は
 

4 
 

6 
 

0
 

名
。
 

3
n
 

t:
 

M
S
X
7
 

エ
ア
を
 

や
る
 

ど
の
 

こ
ど
で
、
 

こ
の
 

ど
き
に
 

;
^
5
>
<
を
買
っ
た
ぉ
客
さ
ん
は
、
2
5
>
<
 

ク
ラ
ブ
へ
は
 

入
会
金
な
 

し
で
 

入
れ
 

る
ん
だ
 

つ
て
。
 

T
d
 

o
 
 

3
 
 

6
3
5
 
 

1
0
1
0
 

T
e
l
 

0
3
 

—
9
8
1
 

0
1
1
1
 

西
武
浊
袋
店
で
は
：
^
5
>
<
は
.
も
ち
ろ
ん
の
 

こ
ど
 

ジ
ョ
ィ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
 

な
ど
の
 

周
辺
 

機
 

器
 

や
-
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

も
た
く
 

さ
ん
 

揃
つ
 

て
い
 

る
。
 

こ
こ
で
 

も
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

ク
ラ
ブ
が
 

あ
り
、
 

パ
ソ
コ
ン
、
 

の
 

ホ
 

ー
厶
ユ
 

ー
ス
を
 

目
指
し
て
 

ガ
ン
バ
っ
て
ぃ
る
が
、
 

^
 

5
>
<
の
ク
ラ
ブ
 

は
ま
 

だ
な
い
 

と
の
こ
と
。
 

こ
れ
か
ら
に
 

期
 

待
し
た
い
 
ど
こ
ろ
 
だ
ね
。
 

マ
シ
ン
 
大
 
集
合
 

錦
 
糸
 
町
の
 
丸
 井
は
 
秋
 葉
 
原
が
 
近
い
 
r: 

も
 
か
 

か
わ
ら
ず
 
ガ
ン
バ
 

ッ 
て
い
る
；
 
c 店

の
 

一 

つ
。
 
M
S
X
 
に
関
し
て
 
も
ゲ
 
ー 
厶
だ
け
 
で
 

は
な
く
、
 

教
育
 
用
の
 
ソ
フ
ト
を
 
豊
富
に
 
揃
 

え
て
 
そ
の
 
方
面
で
の
 
充
実
を
 

(i か
つ
て
い
 

る
。
 
丸
并
 
で
は
 
今
 
パ
ソ
コ
ン
 
ク
ラ
ブ
を
 
開
 

い
て
。
 ハ
 ソ
 
コ
ン
の
 
講
義
を
 
行
つ
 
て
い
る
。
 

こ
れ
は
 
パ
ソ
コ
ン
 
全
般
に
つ
 
い
て
の
 
学
習
 

だ
が
'
 
 
こ
の
 
春
に
は
 
M
S
X
 
だ
け
の
 
ク
ラ
 

ブ
も
 
開
く
 
于
定
だ
 
ど
か
。
 
待
ち
遠
し
い
 

ね
。
 

j
 

T
e
l
 

0
3
 
 

3
9
3
 

西
 

友
の
 

荻
 

窪
 

店
で
は
、
 

M
s
x
 

li
 

ゲ
 

ー 
厶
 

を
す
 

る
た
 

め
だ
け
 

の
 

マ
シ
ン
で
は
 

な
い
ど
 

い
ぅ
 

こ
と
を
 

強
く
 

ア
ピ
ー
 

ル
し
て
 

い
る
 

店
内
 

(:
 

デ
ィ
ス
ブ
レ
ィ
し
て
あ
る
^
5
>
<
 

に
は
、
 

な
る
べ
く
 

ゲ
ー
厶
 

ソ
フ
ト
を
 

入
れ
 

て
；
 

^
か
な
い
よ
ぅ
に
し
て
、
^
5
>
<
を
見
 

に
 

来
た
 

お
 

店
さ
ん
 

が
 

自
由
に
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

を
 

打
ち
込
め
る
 

よ
う
に
し
て
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

か
ら
 

も
こ
の
 

方
向
で
 

ガ
ン
バ
 

つ
て
も
 

ら
い
 

た
い
ね
。
 

8 I 
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HITACHI 富士通 VICTOR 
ゼネ ラル 

SANYO 

MB-HI  MB-HIE  FM-X  HC-6 

麵 = 

32Kbyte 32Kbyte 16Kbyte 32Kbyte 16  Kbyte 32Kbyte 

2 個 
2 個 

1 個 1 個 
1 個 

1 個 

2 個 
2 個 

2 個 
2 個 2 個 

2 個 

有 無 有 無 無 有 

フル キー 
フル キ_ 

フル キー 

フル キー フル キー 

ォプシ 3 ン 

フル キー 
分割 分割 分割 分割 分割 

分割 

50 音 配列 50 音 配列 JIS 規格 配列 50 音 配列 JIS 規格 配列 50 音 配列 

無 無 無 無 有 有 

無 無 無 無 無 無 

/ 7 5〇 60 / 50 

有 有 無 有 有 有 

520X305X50 320X305X50 380X245X80 423X208X68 418x388x369 385X242X62 

アイ ポリ- 
レッド 

アイボリ- 

ブラック 

シル バ- 

レ ツド 

ブ テン クとシ ルバ- の ツー  トンカラ ー 

62,800円 54,800円 •  49,800円 64,800円 128,000円 74,800円 

発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 

ライト ベン 

7 シン 語 モニタ 内蔵 リフトな し 
FM-7 と 
接続 可能 テレビと 一体 型 

よ
リ
 

ど
り
 

み
ど
り
の
 

M
s
x
 

さ
あ
 

キ
ミ
は
 

ど
れ
を
 

選
ぶ
 

か
な
 

M
S
X
 
ホ
ッ
ト
 
ニ
ユ
 1 

ス
ハ
 

1 



32Kbyte 16Kbyte 16Kbyte 16Kbyte 32Kbyte 32Kbyte 64Kbyte 16Kbyte 
16Kbyte 

1 個 2 個 2 個 

1 個 

1 個 1 個 
1 個 

1 個 1 個 

2 個 
2 個 

2 個 
2 個 2 個 

2 個 
2 個 

2 個 
2 個 

有 有 無 無 無 無 有 有 有 

フル キー 
フル キー 

フル キー タッチ キー 
タッチ キー 

フル キ_ 

フル キー フル キ- タッチ キー 

分割 分割 
分割 

一体 

一体 

分割 
分割 

分割 分割 

JIS 規格 配列 JIS 規格 配列 50 音 配列 50 音 配列 50 音 配列 50 音 配列 JIS 規格 配列 JIS 規格 配列 50 音 配列 

有 無 無 無 無 無 無 無 有 

無 無 有 有 無 無 無 無 有 

/ 60 60 60 50 50 

50 

有 有 無 k 有 有 無 無 有 

370X270X70 402X2185(62 430X232X72 423X208X68 423X208X68 423X208X68 370X245X60 370X245X60 405X245X6 

シルバ— アイボリ- 

シルバー 

グレー
 

ブラック ブラック ブラック 
レッド ブラック 

レッド 

レッド 

シルバー
 

59,800円 54,800円 54,800円 49,800円 59,800円 64,800円 65,800円 55,800円 54,800円 

発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 発売中 

カセッ ト ケーブル 同軸ケーブル ⑵ 

グラフィックス > •ル 

カ セッ ト ケーブル 同 軸 ケーブル f2) 

グラフィックス シ H レ 

データ 
力-ト リッジ j 

ソフト 内蔵 



ソフト マン 養成 講座 
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M  S  X 的 家庭 電脳 登場 

—— 仲間 増殖 是嬉楽 ——  ̂  

►  MS  X  B AS  I  C 家庭 電脳 共通言語 是 未来 規格 的 標準化 

統一 仕様 以実现 互換性。 遊戯、 作曲、 図表 作成、 商 的 労働 等 
広範囲 的 対応。 無限 的 可能性 追求 之 好機。 

►入門 者 最適 基本 忠実 設計。 熱狂者 向 仕様 鍵盤。 美麗 色 意匠 

設計 親愛 必至。 

►  ROM 的 薬 筒 差込 拡張 R  0  M 又 R  A  M 因 機能 構成 拡張 自由 

自在 。 

►別売 周辺機器/高品質 天然色 操作 画板 点描 的 印字 方式 印 

字 卓 (普及 型） 小 筘 的磁帶 駆動装置 等 続々 登場 問 近。 

大熊猫 号 
CS3 家庭 電脳 (新発売) 〇

ム
 

は
'
-
 B
-
@
 製
の
 
M
S
X
 
の
 
マ
ニ
 
ュ
 

ア
ル
を
 
見
つ
け
て
 
き
ま
し
た
 
の
で
、
 
こ
れ
 

を
 紹
介
し
た
い
。
 

•
エ
 

•
ッ
、
 
ゥ
ソ
ォ
 

✓
、
ホ
ン
 
ト
ォ
 

?• 

〇
ゥ
ソ
 
で
す
。
 

•
こ
ら
 
こ
ら
 
こ
ら
/
 

〇
 い
や
—
。
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 
見
つ
け
た
 
の
 

は
$
 
な
ん
だ
 
け
ど
、
 
M
S
X
 
の
じ
 
ゃ
な
 

い
の
で
ね
。
 
だ
か
ら
、
 
そ
れ
な
ら
 
M
S
X
 

用
の
 
-
M
 
語
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 
つ
く
つ
 
て
し
 

ま
お
う
と
 
思
っ
 
た
ん
だ
。
 

•
 -
M
 
語
 知
っ
て
い
 
る
の
？
.
 

〇
 我
欲
 
美
味
 
的
 夕
^
 
—
 

〇 

•
そ
れ
 
じ
 
や
 
あ
、
 
パ
 
タ
リ
 
ロ
 
じ
 
や
な
い
 
か
。
 

Q
 
っ
ん
。
 
で
も
、
—
 
に
 旅
行
し
て
 
み
て
、
 

実
際
 
意
味
 
だ
け
は
 
読
め
た
ん
 
だ
よ
 
ね
。
 

だか
ら、
 

ぼ
く
ら
な
 

りの
 

遊
び
の
 

中国
 

をつ
 

くっ
て、
 

漢
字
の
 

意味
 

だ
け
で
 

コン
 

ピ
ユ
—
 

夕
し
て
 

み
よ
う
と
。
 

f
 

然
 
、
い
ん
ち
き
 

な
 
造
語
 

も
 
あ
る
 

わ
け
 

だね
。 

〇
 本
物
 
も
 入
っ
て
 
い
る
よ
。
 
例
え
ば
、
 

レ
 

I
 
ザ
—
 
•
プ
リ
ン
タ
は
 
何
て
 
言
う
 
か
？
 

•
 え
.
™
 

っ。 
う
—
 
ん
、
 
わ
か
ん
な
 
い
な
。
 

〇
ジ
 ャ
—
ン
 。
こ
れ
は
 ね
 
「
激
光
 印
字
 机
」
 

と
な
る
 
の
で
す
。
 

•
 冗
談
み
た
い
 
だ
ね
。
 

〇
 で
し
ょ
。
 
だ
か
ら
 
こ
れ
は
、
 
自
分
で
 
言
 

葉
を
 
考
え
る
 
の
 も
 面
白
い
 
な
と
 
思
っ
 
た
の
 

で
す
。
 

•
じ
ゃ
あ
、
 
み
な
さ
ん
 
に
も
'
 
 読
み
な
 
が
 

ら
 、
そ
の
 
意
味
を
 
考
又
 
た
り
'
 
新
し
い
 
「
漢
 

字
 ジ
ャ
—
 
ゴ
ン
」
 
を
つ
 
く
つ
て
も
 
ら
い
 
ま
 

し
よ
、
 つ
。
 

〇
 ホ
ン
 
ト
に
、
 
そ
れ
で
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
が
で
 

き
る
 
と
 
楽
し
 
い
ん
だ
 
け
れ
ど
ね
。
 

•
そ
う
い
え
ば
、
 
i
 
で
、
 
ア
ラ
レ
ち
 
ゃ 

ん
の
 
マ
ン
 
ガ
 買
い
ま
し
た
 
よ
、
 
私
。
 

〇
 ア
ラ
レ
ち
 
ゃ
ん
 
て
 何
て
い
 
う
の
？
.
 

•
則
卷
 
小
 雲
っ
て
 
言
 う
ん
だ
 
ぜ
。
 

〇
 そ
—
 
い
え
ば
 

「
有
 型
呀
」
 

っ
て
、
 
ア
ラ
 

レ
ち
 
や
ん
 
が
し
 
ゃ
べ
 
つ
て
た
 
な。. 

•
ハ
ィ
。
 
皆
さ
ん
 
「
有
 型
呀
 」 

っ
て
 何
 だ
 

と 
思
い
ま
す
 
か
な
？
 



★電胞 操 法大図 解 

集成 電路 装 集成 電路 的 
插 件® 

ROM 的 薬 筒 
•  ROM 的 薬 筒 中 LS  I 的 

電脳 文 件 保持。 ROM 的 薬 

@以 電脳 起動 電脳 遊戯 実行。 

記憶装置 
中央 処 
理 装置 

小箱 的磁帯 

駆動装置 
•小箱 的磁帯 磁気 媒体 一番 的 

普及 一般大衆 的 活躍。 是小筘 

的磁帯 入出力 電子 的悄 •報 又 其 
記録 保存。 

•特徴 的 性質。 大容 M 記録 保 

存可但 入出力 実行 速度 遅及認 

意 記録 番地 人出 力 不可能 以安 

価 0 

•CIS  (Chinese  Industrial  Stand- 

ard) 規格 配列 採用 鍵盤。 释快 感触 

人間工学 的 設計 思想 以 疲労 释減感 

謝 感激 艷 姿。 見鉍 抜群 初心者 向電 

脳 操作 環境 好 野 好 野。 是 使用 W 鍵 

盤 又 電脳 拒否 症即 解消 一転 対 電脳 

友好的 閲係 成立 必 

至。 御 試す/。 

•電脳 的 機記惚 装 誇 及 中央 処理 装 

置以 成立。 記憶装置 之 種類 ROM 

及 RAM 有。 ROM 読 出 専用 記憶 

装置 是中 32 Kbyte 容 MM  S  X  -  B 
AS  I  C 存在。 RAM 読 出 害込両 

方 可能 記憶装置。 

•  MS  X 的 家庭 電脳 美 国 座 位 露 具 

社 製 Z  80  A 中央処理装置 採用 足 •  8 
bit 級 集成 電路。 

P-  _[ 1 

1. 軽薄 磁盤 
駆動装置 

•軽薄 磁盤 磁気 媒体 M  S  X 的 家庭 電脳 用 

近々 登場 予定。 型 体 寸法 三 时乂三 •五 吋 

何 有力。 W 時 的 登場 MS  X  —  DO  S 是磁 

盤 駆動装置 電子 文 件 当然 強力 機能 満載。 

爆発的 能力 拡大。 

•特徴 的 性質。 小 乂中容 S 記録 保存 但人 

出力 実行 速度 感動 的 高速 及 任意 記録 番地 

人出 力 可能。 少 々 高価。 大変 便利。 
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戲 遊 月 電 的 好 愛 民 人 

•
電
脳
 

図
版
 

描
画
 

用
 

電
子
 

道
具
 好
 

野
 

好
 

野
。
 

豪
華
絢
爛
。
 

何
人
 

簡
単
 

操
 

作
。
 

但
 

必
要
 

光
学
 

的
 

座
標
 

指
示
 

筆
是
 

別
売
 

発
壳
 

光
学
 

的
 

座
標
 

指
示
 

筆
 

及
 

電
脳
 

図
版
 

描
画
 

用
 

電
子
 

道
具
 

使
用
 

因
 

絵
心
 

拡
大
 

美
麗
 

表
現
 

可
。
 

操
作
 

画
板
 

上
 

万
華
鏡
 

的
 

変
化
。
 

点
描
 

毎
 

的
 

微
妙
 

陰
影
 

及
—
 

色
釈
 

表
現
 

可
能
。
 

映
像
 

表
現
 

意
志
 

通
 

自
由
自
在
 

変
化
 

修
正
 

作
業
。
 

感
動
 

的
色
模
 

i
 

姿
 

約
束
 

可
。
 

I
 例
 左
 
画
板
 
図
版
 
大
熊
猫
 
之
 図
。
 

★
ワ
ン
 
ポ
イ
ン
ト
 
解
説
：
 
ラ
イ
ト
ペ
ン
 
用
 

の
 グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
 
ツ
—
 
ル
。
 
画
面
の
 
イ
ラ
 

ス
ト
は
、
 

こ
れ
を
 

使
つ
 

て
つ
く
 

つた
、 

パ
 

ン
 

ダ
の
 

絵
。
 

こ
れ
で
つ
 

く
つ
た
 

キ
ャ
 

ラ
ク
 

夕
を
、
 

そ
の
ま
ま
 

使
え
る
 

ゲ
—
厶
 

ソ
フ
ト
 

も
 

ま
も
な
く
 

登
場
 

す
る
と
い
 

ぅ
こ
と
 

だ
。
 

13
1 

1
1
 

•
小
赭
 

功
夫
 

大
 

活
躍
 

日
！
^
 

戯
美
国
 

之
 

道
路
 

走
—
 

戯
 

的
延
々
 

展
開
 

功
夫
 

対
 

異
種
 

格
闘
技
 

戦
。
 

日
^
^
 H 手

 家
、
！
^
 一
蹴
 拳
闘
、
 
美
 国
大
 

巨
人
 
等
 勿
論
 

少
林
 
寺
 拳
法
 
有
 激
突
 
必
 

至
。
 

是
 

遊
戯
 

格
闘
技
 

武
術
 

之
 

塔
 

I
 

階
 

登
 

毎
 

世
 

界
中
 

集
合
的
 

強
者
 

之
 

部
屋
 

i
 
 

(
打
倒
 

的
 

勝
 

抜
 

最
上
 

階
 

目
指
。
 

最
上
 

階
—
 

W
G
P
 

的
 

意
 

美
 

現
在
 

世
界
 

実
力
 

|
 

的
 

証
明
 

黄
金
 

f
 

其
 

手
^
®
 

得
是
 

王
者
 

在
位
 

也
。
 

★
ワ
ン
 

ポ
イ
ン
ト
 

解
説
：
 

カ
ン
 

フ
—
の
 

使
 

い
 

手
が
 

武
術
の
 

王
者
た
 

ら
ん
と
、
 

塔
を
 

I
 

¥
 

つ
 

戦
い
な
が
ら
 

登
っ
て
 

行
く
 

ア
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

•
ゲ
 

I 
ム
 

。
ゲ
 

—
 

^ 
 

•
チ
ヤ
 

I 
卜 

九
 

週
 

連
続
 

第
 

|
 

位
。
 

•
北
京
 

冒
^
^
 

於
 北
 京
大
 
冒
険
 
S
 
実
験
的
 
遊
戯
。
 
超
 

次
元
 
的
 摩
訶
不
思
議
 
事
件
 
渦
 多
数
 
勃
発
。
 

火
_
 
殺
人
^
^
 
国
 間
諜
 
報
 戦
 有
 革
命
 
有
 

女
難
 
有
大
儲
 
S
 
 (
他
 色
々
。
 

要
 冷
静
 沈
着
 正
確
 的
 迅
速
！
^
。
 
運
命
 

選
択
 
的
 先
見
 
力
 養
成
 
及
 激
動
 
的
 世
間
 
状
勢
 

見
 極
力
 
強
化
 
至
 世
 渡
 上
手
 
的
 動
物
 
的
 勘
。
 

出
世
 

成
金
 

成
功
 

冒
険
 

的
 

人
生
 

希
望
者
 

是
 

即
 

実
行
 

大
変
 

良
。
 

遊
戯
 

中
 

被
 

不
幸
 

的
 

運
命
 

然
 

大
丈
夫
 

我
 

友
 

是
非
 

現
実
 

空
想
的
 

世
界
中
 

出
来
事
。
 

北
京
^
 
{
情
 丙
 込
 登
場
。
 

★
ワ
ン
 

ポ
ィ
ン
ト
 

解
説
：
 

北
京
を
 

舞
台
と
 

し
た
 

シ
ミ
 

ユ
レ
 

I 
シ
 

ヨ
ン
 

•
ゲ
 

—
 

^ 
ら
し
 

い
が
 

ど
の
 

程
度
の
 

も
の
 

か
に
つ
 

い
て
は
 

定
 

か
で
 

な
い
。
 

当
局
の
 

お
 

達
し
に
 

よ
っ
て
 

か
、
 

内
容
は
 

い
さ
さ
か
 

才
カ
 

タ
イ
よ
ぅ
 

で
あ
る
。
 

過 

[〇
 

•
毛
 
語
録
 
電
子
辞
書
 

毛
 沢
 東
 全
 語
録
 
初
 公
開
 
其
 全
日
 
記
。
 
人
 

民
 解
放
 
運
動
 
及
 新
民
丰
 
王
義
 革
命
運
動
 
中
 

折
 有
事
 
毛
 的
 見
解
 
及
 3
 
之
 集
約
的
 
語
録
。
 

是
 
I
 冊
 所
持
 
人
生
 
教
本
。
 
革
 <
-
i
 志
望
者
 

最
高
指
導
者
 
志
望
者
 
必
読
 
感
銘
 
必
至
 
的
聖
 

典
 的窨
物
 

也
。
 

丸
 苦 西 主義

 
的
 秀逸
 

実
践
 

者
 戈
弓
 成
 読
書
 
利
用
 
大
変
 
適
切
。
 

毛
 思
想
 
及
 電
脳
 
知
識
 
並
列
 
処
理
 
的
 学
習
 

可
。
 
好
 企
画
 
是
 世
界
的
 
歴
史
的
 
財
産
。
 
全
 

世
界
 
在
 毛
 思
想
 
研
究
家
 
向
 輸
出
 
計
画
 
近
々
 

開
始
。
 
人
民
 
之
 人
民
 
因
 人
民
 
為
 的
 革
命
。
 

★
ワ
ン
 
ポ
ィ
ン
ト
 
解
説
：
 
毛
 沢
 東
の
 
全
 語
 

録
を
 集
録
し
た
 
も
の
で
、
 
革
 八
 1: 豕

の
 集
会
 

な
ど
に
 
用
い
る
 
と
と
て
も
 
よ
い
 
精
神
 
教
女
目
 

に
な
る
 
よ
ぅ
で
 
あ
る
。
 
日
本
の
 
企
業
が
 
採
 

用
し
て
 
い
る
 
鈴
 木
 健
 二
の
 
気
配
 
リ
^
^
テ
 

—
プ
の
 
影
響
を
 
受
け
た
、
 

と
 制
作
 
者
は
 
語
 

つ
て
い
 
る。 

OJ 

1
 

i
 

_
 地
理
 
及
 歴
史
学
 
習
 

美
麗
 
的
 図
版
 
及
 細
述
的
 
史
実
 
以
 共
通
 
一
 

次
 試
験
 
楽
勝
 
突
破
 
的
 実
力
 
付
加
。
 
我
国
 
情
 

現
在
 
各
地
 
的
 事
情
 
把
 提
及
我
 
民
族
 
歴
史
的
 

In p- ru s
 n
K
 重
 9 l> "P  そ

 
〇 

葛
 
 

j
 ヒ
 >
 

読害是 問答 方式。 解答 者 不理 解 時 

何回 
操 
返 
利用 
可能。 

続
々
 
登
場
 
予
定
 
世
界
 
之
 地
理
 
及
 歴
史
学
 

習
。
 
資
料
 
的
 価
値
 
十
分
 
有
 実
戦
 
的
 役
立
 
知
 

識
満
 載
。
 

★
ワ
ン
 
ポ
イ
ン
ト
 
解
説
：
 
地
理
 
や
 歴
史
の
 

勉
強
に
 
役
立
つ
-
 
M
 
の
 C
A
I
 
プ
ロ
 
グ
ラ
 

厶
 で
あ
る
。
 

_
の
 
目
的
か
ら
は
 
外
れ
る
 
が
、
 
M
 

•
の
 名
所
を
 
見
て
 
回
る
 
ゲ
 I 

ム
 と
し
て
も
 
使
 

え
る
 
だ
ろ
ぅ
と
 
の
 声
 も
 あ
り
、
 
日
本
の
 
旅
 

行
 会
社
が
 
近
く
 
導
入
す
 
る
と
の
 
ウ
ワ
サ
 
も
 

あ
る
と
 
い
ぅ
。
 近
日
 
発
壳
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★電脳 操作 其 禁止 的 注意事項 

落下 等激的 衝撃 

不可 至 不動 作 

籲 落下 等激的 衝^ 不可 至 不動 作 。 電脳 是非 常 精密 精 

巧 的 故 落下 等衝擊 被是良 無事 也。 電路 系統 含 金物 的 

組織 破損 及 動作 不良 招 回復 不能 的 致命的 故障。 生 意 一秒 健一^。 

►ワン ポ イン ト 解説： チョモランマから 落ちた よう 

な 衝擊を 受ける と 人間で さ え 動けな く なる の だから、 

パソコン も 取扱いには 気をつける のがよ ろし。 丈夫 

につ くられて はいる あるが、 故障して しまう あるよ。 

禁 重量 物 電脳 上 

積載 

鲁禁 重量 物 電脳 上 積載 C 重量 物 積 上 禁物。 植木鉢、 

教科 害 操 法 帳 類 山積、 茶碗 及 急須 等不 許可 也 〇又腰 

掛的 使用 座席 的 利用 勉強机 的 代用 当然 厳禁。 

►ワン ボイ ント 解説： パソコン や デイ ス プレイの 上 

に 重い 物を 置いたり、 本を 横み 重ねる のは 悪い こと 

あるね。 イス や 机の 代わりに イ吏 うの も もっと 良くな 

いこと よ。 パソコン、 アーム 筆入れと 違う ね。 象が 

踏んだら 壊れる ある。 

要 電脳 仕事 優良 

環境 

籲要 電脳 仕事 優良 環境。 水気 多 所 又 熱 地獄 的 所 埃 混 

在所 的 潭境下 使用 大変 不安 也。 大程 電脳 防水 耐火 加 

エ 不備 故 至 故障。 其 故 電脳 使用 環境 何 因 人間的 快敞 

環境 最良 。 

►ワン ポイント 解説： 世界 最速 大型 コンピュータ 
『 クレイ lj の 特許は その 冷却 装置に あるね。 コン 

ピュー タ とても デリケートよ。 MS  X パソコン、 フ 

ァンが ついて な いのも 普通に 使う 分には これで 0  K 

だからね。 普通の 生活の 中なら これで 0K。 普通 じ 

ゃない 人は 生活環境 変える のがよ ろし。 

I 意 強力 磁力 接 
擊生 意 強力 磁力 接近。 電^中 電気回路 上 走行 零 又 一 
選択 的 表現 方式 電子 信号 及 報 記録 磁気 的 方式 故 強 

力 磁気 及 電気 的 雑音 大変 弱、 是 誤動作 原因 也。 

►ワン ポイント 解説： コンピュータは、 磁気 やノイ 

ズに 弱い ね。 デジタル 信号に ノイズが 入る と、 デー 

夕 や プログラム か 震 質す る ある。 これが コン ピュー 
夕の 誤動作 や 暴走の 原因になる よ。 蛍光灯の チカ チ 

力 点滅、 モーターの 振動な ど 注意 必要ね。 磁気 ネッ 

クレスで も フロッピー だめに なること あるよ。 

磁気 記録 媒体 要 

整理 整頓 

籲^気 記録 媒体 要 整理^。 小箱 的 磁帯及 軽薄 磁盤 

取扱 気配 M 要。 酿 日光、 操作 画板 上 S 音響 機器 上 

放置 等 不可 的 行為 也。 其 不実 行 天罰 的 事件 必至'  保 

存隋報 消失、 媒体 不良化 帶 衾々 滅々。 

►ワン ポイント 解説： カ セッ ト テープ や フロッピー 

ディスクの 取扱いは 十分 注意 するよろし。 テ ーフ面 
や ディスク 面に 直接 触れる の も 事故の もと ある。 人 

間の手の 油 や タバコの 煙、 糸く ず 毛髪な どは、 ディ 

スク 面と ヘッドの 間隔よ り も 大きい こと あるね。 整 

理 整頓 大切 あるよ 0 



MSX ソフト •親' 

職 ms- 覧 •こに 掲載され ている 各 書店で、 MSX ソフト •書籍を 取扱って います。 
札 供 

旭 屋畲店 札幌店  〇〇  11-241-3007 
新 宿 紀伊 8 屋窨店  〇 03-354-0131 / 大津 

大津 西武 ブ ック センタ -00775-25-01 II 
札 桃 リーブル なにわ 窨房 011-221-3800 

新 宿 三省堂 窬店 新 宿 西口 店 03-343-4871 . 彦根 

天驀堂 ギン ザ 店 07492 -4-21 15 
札幌 紀伊 ■屋窨 店 札 帳 店 0II-23I-2I3I 

新 宿 
京 王 百貨店 音響 売場 03-342-211! 

窗山 瀬 川窨店  〇0764-24-4566  ^ 

草津 
村 岡 光文 堂 07756 -2-2261 

札幌 ダイヤ 窨房 西 店 011-665-6223 离田 馬場 未来 堂 03-209-0656 

富 山 

清明 堂 
0764-24-4166 

守 山 

平和 香 房 07758 -3-26 II 
札幌 紀伊國屋 書店 琴 似 店 01  卜 24 卜 7251 

五反田 
明 屋窨店 五反田 店 03-492-3881 

横 田 

文苑 金 横 田 店 0766-21-0431 

京都 

大垣 書店 

075-44 卜 3721 

旭川 三省堂 窨店 旭川 店 0166-22-6411 目黑 アイ ブック ス目熏 店 03-473-4791 

金 沢 
北国 書林 片町店 0762-23-0534 

京都 

オーム ̂ 社窨 店 M 西 075-221-0280 

旭川 ブック ス 平和 マル カツ 店 0166-23-6211 
蒲 田 

栄松 堂窬店 蒲 田 店 03-73 卜 2241 

金 沢 

うつのみや 片町店 0762-21-6136 京都 ブック ス トア談 075-255-0654 

帚 広 價正堂 藤 九 店 0155-27-2816 
蒲 田 

ヤ マト サン カマ タ 店 03-735-1551 

弇沢 

王様の 本 入江 店 0762-91-6504 

京都 

パピルス 窨房 

075-312-2562 

幂広 ザ 本屋さん 0155-33-5020 蒲 田 
K0A  (コア） 03-735-2586 

石 川 
王様の 本 0762-46-5325 

京都 

光文 堂 いずみ や 店 
075-641-4892 

北 見 福 村窨店 0157-23-3330 祖師 ケ谷 アイ ブック ス 祖師 ケ谷店 03-483-0871 

福并 

勝 木窬店 0776-24-0428 

ma 

坂 本屋 ショッピング プラザ 店 

美幌 大丸 屋窨店 01527-3-3040 世 田 谷 
パル キルン 堂 

03-427-4411 
甲府 

拂正堂 セント ラル 店 0552-35-2202 
0796-52-4131 

背 森 成 田 本店 0177-23-2431 渋 谷 紀伊國屋 害 店 渋 谷 店 03-463-3241 甲府 朗月堂 貫 川 店 0552-28-7356 大阪 旭 屋窨店 本店 06-313-1191 

靑 森 今 泉 本店 0172-32-2231 
渋 谷 

旭 屋窨店 渋 谷 店 
03-476-3971 甲府 朗月堂 0552-32-2200 

大阪 

紀伊 B 屋窨店 梅 田 店 
06-372-5821 

八 戸 伊吉 書院 0178 -44-1917 渋 谷 5 省 堂睿店 渋 谷 店 03-407-4545 長 野 平安 金 長 野 店 0262-26-4545 
大阪 

オーム 社 

06-345-0641 

盛 岡 柬山 堂窨店 0196-23-7121 渋 谷 大盛堂 03-463-0511 松 本 ブック ス □クサ ン 0263-35-5555 大阪 
» 々 堂 京 橋 店 06-354-2413 

仙 台 金 港 堂 0222-25-6521 渋 谷 

西武 ブック センター 

03-462-01 1 1 松 本 
a 林 堂畲店 0263-32-5340 

大阪 

_ 波 ブック センター 

06-644-5501 

仙 台 宝 文 堂 本店 0222-22-4181 笹塚 
紀伊國屋 窨店 笹塚店 03-485-0131 

松 本 
中 信金 0263-26-7255 

大阪 

较 々 堂 書店 心 蒼 橋 店 06-251-0881 

仙 台 いずみ 香 房 0222-95-2375 中 野 

_ 明 屋害店 

03-387-8451 

岡 谷 

交 新 堂 

02662-2-3244 
大阪 

旭屋 害 店 難 波 店 
06-644-2551 

仙 台 水 野 香* 0222-41-5437 
获窪 

ブック センター 获窪 
03-393-5571 

玥訪 

ブック ス インカ サハラ 02665 -3-7073 
大阪 

大阪 工業大学 学園 厚生 会 給 品 部 

石 巻 ヤ マト ヤ害店 中 里 店 0225-93-3323 

池 袋 

芳林堂 書店 本店 03-984-1101 

飯 田 

平安 金 本店 
0265-24-4545 

06-954-4801 

古川 高山 書店 古川 支店 02292 -3- 1050 

池 袋 

旭 屋窨店 池 袋 店 03-986-0311 佐久 大阪屋 害 店 
02676-7-4024 

阿倍野 

旭 屋窨店 アぺノ 店 

06-631-6051 

秋 田 
秋 田 ブック センター 0188-32-9942 

池 袋 

池 袋 西武 ブック センター 

03-981-0111 
岐单 自由 害 房 

0582-65-4301 
豊 中 

耕 文 堂 06-854-3316 

横手 金 喜窨店 01823 -2-3450 

板 橋 

磯島 窨店 
03-965-4005 

岐阜 

自 由窨房 ブック センター 

0582-75-0208 

豊中 

佐々 木 書店 06-856-0856 

山形 八文字 屋 0236-22-2150 綾瀬 
近代 害 店 

03-60 卜 5721 

岐皁 

大衆 害 房 
0582-62-2525 

瑩中 

大阪大学 豊中 生協 
06-841-3326 

柬根 あすなろ 窨店 02374 -7-0099 葛 飾 平安 堂畲店 03-655-5988 大垣 東 文 堂 駅前 店 0584-75-3536 

茨木 

ミ テ カ 0726-33-5182 

福 島 コルニエ いわせ 窨店 0245 -2 卜 2101 

八 王子 

くま ざ わ窨店 本店 0426-25-1201 大垣 

三味 •房 

0584-75-5605 
枚 方 

旭 屋窨店 枚 方 近鉄 店 0720 -46-31 II 

福 島 博 向 堂窨店 0245-2 卜  1161 吉祥 寺 弘栄 堂窨店 吉祥 寺 店 0422-22-1031 

瑀浪 

明文 堂 
0572-67-1185 枚 方 

水 嶋窨房 デパート 店 

0720-51-3432 

いわき ヤマニ 窨房 本店 0246-23-3481 阿佐ヶ谷 双葉 北口 店 03-334-4628 

静岡 
静岡 谷島屋 0542-54-1301 寝 屋川 

不二 香 店 

0720-31-4314 
水 戸 川 又 書店 駅前 店 0292-31-0102 府中 啓 文 堂 0423-66-3151 

静岡 
吉見窨 店 0542-52-0157 

東大 阪 
近畿 大学 生協 

06-725-3311 

水 戸 ツル ヤ ブック センター 0292-25-2711 明 布 真 光窨店 0424-87-2222 撇 谷島屋 楽器 部 0534-53-9121 神 戸 
かもめ 本店 

078-576-7878 

日立 田 所 書店 0294-22-5537 町 田 
久美堂 小 田 急 店 0427-23-7088 

沼津 

吉野屋 0559-23-5676 
神 戸 

海 文 堂 
078-331-6501 

土 浦 共栄 金 0298-21-6134 
国分寺 

三 成 堂 

0423-32-321 1 

沼津 マル サン 宝 塚 店 

0559-63-0350 

奈良 

南部 図 香 0742-22-5191 

神栖 マル エス 神栖店 02999 -2- 1233 国立 
柬西窨 店 0425-75-5061 

沼津 

柬海 プラザ 
0559-66-4129 和歌 山 津田窨 店 0734-28-3074 

神栖 なみき 害 店 02999 -6- 1855 多 摩 くま ざ わ 永 山 店 
0423-73-6040 

清水 
戸田 害 店 0543-65-2345 

烏 取 

窗士窨 店 
0857-23-7271 

鹿 島 茨城 博 文 堂 02998 -3- 1246 多 摩 
< まざ わ 丘の 上 プラザ 店 0423-71-3221 

富士 

サン ワ ブック ス 0545-53-8871 
米 子 今 井 本通り 店 0859-32-1151 

高 萩 忠雲堂 田 所窨店 02932 -2-3020 横 浜 有 » 愛 横 浜 東 ロ ルミネ 店 045-453-0811 駿柬 

マエ ダ 事務器 

0559-87-5551 

岡 山 

紀伊國屋 害 店 岡 山 店 
0862-32-3411 

石 岡 秋 山 書店 02992 -6-3439 
横 浜 有® 堂 橫浜 西ロ トー ヨ 

一 店 

御殿場 
アサ ヒ堂 

0550-3-9730 

岡 山 

丸蕃 岡 山 支店 0862 -3 卜 2261 

宇都 宮 岩 下 駅ビル 店 0286-33-2334 045-311-6265 
名古屋 

三省堂 害 店 名 古屋店 052-562-0077 

広 島 

フタバ えびす 店 
0822-48-3888 

足 利 岩 下窨店 0284-41-2175 横 浜 
丸蕃 ブック メ イツ 

045-453-6811 
名古屋 九蕃 ブック メ イツ 

052-97 卜  1231 

広 島 

金 正 堂 

0822-47-5533 

足 利 プック ス アミー カ 足 利 0284-4 卜 4  III 横 浜 栄松 堂窖店 横 浜 ジョイ ナス 店 名古屋 丸蕃 名古屋 支店 052-261-2251 

広鏖 

紀伊國屋 書店 広 島 店 
0822-25-3232 

真 岡 福田屋 百貨店 真 岡 店 書籍 部 045-321-6831 
名古屋 日 進 堂窨店 上前 漳店 052-263-0550 

広 島 

広 文 堂 本 通 店 
0822-46-9581 

02858 -4-01 II 
横 浜 

有!® 堂 伊勢崎 店 045-26 卜  1231 名古屋 白 沢 書店 052-793-6864 

福 山 

ブック シティ ー 啓 文 社 0849-25-0050 

高 崎 学 陽窨房 0273-23-4055 

横 浜 

文教 堂 育 葉 台 店 045-983-5150 名古屋 水 野 書店 052-822-6244 
福 山 

辰 文 館 ブック センター 

0849-25-2200 

裹嵴 サカ ヰ窨店 0273-62-1500 
川 崎 

文学 堂 本店 044-244-1251 

名古屋 

ブック ス村瀬 
052-802-8161 

宇 部 
京 屋窨店 

0836-31-2323 

太 田 曾 根窨店 0276-45-1228 

川 崎 
有 明 堂 川 崎 店 044-21 卜  1851 

名古屋 
池 下 三洋 堂 052-762-2345 

宇 部 

末広 •店 
0836-3 卜 0086 

川 越 黑田窨 店 0492-25-3138 

川 崎 

文教 堂 宮前平 店 044-855-2583 
名古屋 

四軒屋 三洋 堂 
052-773-7722 萩 白 石 書店 0838-22-0084 

川 越 紀伊國屋 窨店 川 越 店 0492-24-1111 

溝 ノロ 

ブック センター 文教 堂 
044-811-5557 

名古屋 
小轜 5 洋金 052-795-1128 

山 口 

文栄堂 
0839-22-561 1 

浦 和 須原屋 0488-22-5321 

溝 ノロ 

文教 堂 溝 ノロ 店 
044-811-8258 

名古屋 
ブック ス 金山 神宮 店 052-682-2869 

高 松 

宮脇窨 店 0878-51-3733 

所 沢 凌雲 堂 書店 0429-22-2279 
横須賀 

平 坂畲房 0468-63-3413 名古屋 入 中 三洋 堂 052-832-8202 离松 宮脇窨 店 屋島店 0878-43-8571 

飯 能 田 中 一誠 堂 04297-4-11 II 平 塚 サクラ 窨店 駅ビル 店 0463-23-2751 名古屋 アイ ブック ス サン ヨー 外商部 
松 山 

紀伊國屋 害 店 松 山 店 0899-32-0005 

深 谷 ブック ス アミー カ 深 谷 0485-73-61 1 1 平 塚 サクラ 害 店 紅 谷 町 店 0463-23-5666 052-762-0034 松 山 アカ デミ ア明屋 

0899-41-4141 
セント ラル プラザ 多田屋 0472-24-1333 

大船 かまく ら窨店 0467-46-2619 
愛知 

東郷 三洋 堂 
05613-8-0010 

松 山 

明屋  大 街道 店 0899-41-4242 

千 葉 キ デイ ランド 第二 千 葉 店 0472-25-201 1 
鎌 倉 

島 森 書店 
0467-22-0266 

豊撟 

精 文 館 0532-54-2345 
松 山 

アテネ 窨店 竹 原 店 
0899-32-0880 

船橋 旭 屋窨店 船 橘 店 0474-24-7331 小 田 原 八 小 堂窨店 
0465-22-7111 

岡 崎 サン 香 房 

0564-21-1101 
福 岡 

寿屋 博 多 店 窨籍部 092-281-4411 

津田沼 芳林 堂窨店 津田沼 店 0474-78-3737 小 田 原 
伊勢治 窨店 0465-22-1366 

尾 張 旭 
森林 堂 

05615-4-6885 

福 岡 

紀伊國屋 書店 福 岡 店 
092-72 卜 7755 

木更津 ブック ス 松田屋 0438-23-4210 
相棋原 

文教 堂 里 ヶ丘店 0427-58-6121 美 濃 加 茂丸圭 書店 
05742-5-2281 

福 岡 九州 大学生 協 農学部 店 092-65 卜 6781 
東 金 サン ビア 多田屋 04755-2-3663 

相棋厣 
アイ ブック ス 相 模原店 0427-42-6771 

蜃明 才カ ジマ 害 店 
0562-92-1980 

福 岡 ブック シティ 092-522-2685 

松 戸 堀江 良 文 堂 0473-65-5121 伊勢崎 有瞵堂 伊勢崎 店 045-261-1231 小牧 小牧 三洋 堂 0568-73-3462 福 岡 

福 岡 金 文 堂 アニマ ート原 092-844-0088 
柏 新星 堂 柏 店 0471-64-8551 新渴 紀伊 a 屋窨店 新 潟 店 0252-4 卜 5281 

春日并 
* 蔵 寺 三洋 堂 0568-51-6766 

福 岡 
プック センター ほんだ 

092-58 卜 9558 

神 田 5 省 堂窨店 本店 03-233-3315 

新 潟 

北光 社 
0252-28-2321 

刈 谷 
刈 谷 三洋 堂 

0566-24-1 134 

小 倉 
ナガ リ窨店 

093-521-4744 

神 田 東京 堂窨店 03-291-5181 

白 根 

ブック ス デイ トナ 0253-77-6794 

岩 倉 
キト ウ窨店 

0587-66-7070 

畏崎 

メト ロ窨店 

0958-21-5453 
秋 葉 原 明 正 堂 秋 葉 原 店 03-251-2161 

長 岡 ブック センタ ー 長 岡 0258-36-1360 
安城 

日 新 堂 

05667-5-2028 

長 崎 

裼江 マルイ 09597 -2-4 105 
御茶ノ水 丸蕃 御茶ノ水 店 03-295-5581 長 岡 

覚張窨 店 0258-32-1 139 

知 多 
武豊軎 房 

05697 -3-43 15 
熊 本 紀伊國屋 窨店 熊 本店 

0963-22-5531 
八重 洲 

八重 洲 プック センター 03-28 卜  1811 
長 岡 

大阪屋 書店 0258-32-0332 津 
別 所窨店 第い ビル 店 0592-24-1014 

熊 本 

中 并窨店 柬窪店 0963 -38- 1085 

日本 橋 丸蕃 本店 03-272-7211 

新 井
 

' 

文栄堂 

02557 -2-5 135 

四日 市 

文化 センター 白播 0593-51-0711 
鹿 児 島 

山形 屋 

0992-24-641 1 
浜 松 町 丸蕃 滾松町 店 03-435-5451 

見附 
押 野 見 書店 

02586 -6-2207. 

四日 市 
シエ トワ 白播 

0593-54-0171 

39 



0 テレビ シール 

薄 型 パネル テレビが 進イ 匕したら こう なった？ 

フレキ シ ブルな 素^と ペー ノ 、。ー バッ テリ ーの M 
み 合わせで、 なんと 厚さ 2 ミ リ 。裏が シールに な 
っ ている ので、 好きな ところに ぺッ タン コ / 

一
^
 

未来 商品 研究室 

な
 使
い
方
が
 
で
き
る
。
 

■  ロ
ボ
ッ
ト
 
テ
レ
ビ
 
(
ト
レ
—
 
サ
 —
T
V
)
 

リ
モ
コ
ン
 
付
の
 
テ
レ
ビ
が
、
 
最
近
 
多
く
 

な
っ
た
 
が
、
 
そ
の
上
を
 
行
く
 
の
が
 
こ
れ
。
 

あ
ま
り
 
大
型
の
 
テ
レ
ビ
は
 
必
要
と
 
し
な
い
 

が
、
 
い
つ
も
 
最
適
な
 
コ
ン
デ
 
ィ
シ
 
ョ
ン
で
 

テ
レ
ビ
 
画
面
を
 
楽
し
み
た
い
 
人
 向
き
。
 
最
 

新
の
 
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
技
術
と
 
テ
レ
ビ
を
 

結
び
つ
け
た
 
も
の
で
、
 
テ
レ
ビ
を
 
見
て
 
い
 

る
 人
間
の
 
命
令
を
 
聞
き
分
け
 
音
 置
 調
節
 
や
 

チ
ャ
ン
 
ネ
ル
 
変
更
を
 
行
っ
て
 
く
れ
る
。
 

そ
し
て
 
さ
ら
に
 
テ
レ
ビ
 
画
面
を
 
見
て
 
い
る
 

人
間
の
 
方
向
に
 
向
け
て
 
く
れ
る
。
 
こ
れ
な
 

ら
ば
 
立
っ
 
て
い
よ
ぅ
が
、
 
座
っ
て
 
い
よ
ぅ
 

が
、
 
は
た
ま
た
 
箱
 そ
べ
 
つ
て
い
て
も
 
テ
 レ
 

ビ
が
 
勝
手
に
 
こ
ち
ら
を
 
向
い
て
 
く
れ
る
 
の
 

で
、
 
も
の
ぐ
さ
な
 
人
に
は
 
喜
ば
れ
 
そ
う
で
 

あ
る
 

0 

体
 テ
レ
ビ
 

す
で
に
、
 
い
く
つ
か
の
 方
式
で
 立
体
 テ
 

レ
ビ
が
 
試
作
さ
れ
 
て
い
る
 
が、 

完
全
な
 
立
 

§
 
と
い
ぅ
と
 

ま
だ
 
十
分
な
 

も
の
は
 

な
い
。
 

立
体
写
真
で
は
 

レ
—
 
ザ
—
 
ホ
ロ
グ
ラ
ム
な
 

ど
も
 
あ
る
が
 
電
子
 
機
器
と
の
 
連
結
、
 
連
続
 

動
画
の
 
表
現
な
 
ど
は
 
今
の
 
技
術
で
は
 

不
可
 

能
。
 
し
か
し
、
 

こ
れ
ら
の
 

概
念
を
 

打
ち
破
 

る。 
ま
つ
た
 
く 新

し
い
 
表
示
 
素
子
が
 
開
発
 

さ
れ
れ
ば
 
話
は
 
別。 

ひ
と
つ
の
 
点
が
 
見
る
 
角
度
に
 
よ
つ
 
て
 違
 

ぅ
 情
報
を
 
伝
え
て
 
く
れ
る
、
 
仮
に
 
ホ
 ロ
グ
 

ラ
ム
 
表
示
 
素
子
と
 
名
 づ
け
た
 
こ
の
 
素
子
を
 

使
え
ば
、
 

い
と
も
簡
単
に
 

立
^
^
 

像
の
 

再
 

現
が
 
で
き
る
。
 
立
 i
 
と
は
 
人
間
の
 
2 •つ 

の
 目
が
 
左
右
で
 
少
し
ず
つ
 
違
っ
た
 
絵
を
 
と
 

ら
 え
、
 
こ
れ
を
 
頭
の
 
中
で
 

成
し
た
 
も
の
。
 

だ
か
ら
、
 
左
右
の
 
目
の
 
間
隔
で
、
 
ず
れ
た
 

田
ス
 

今
で
は
、
 

一
家
に
 
2、 

3 台
は
、
 
あ
た
り
ま
え
と
 
な
っ
た
 
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
 
セ
ッ
 

卜〇 
人
類
の
 
歴
史
の
 
中
で
、
 
こ
れ
ほ
ど
ま
で
 
広
く
、
 
早
く
 発
達
し
た
 
メ
デ
ィ
ア
 
(
人
 

と
 人
と
の
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 
ー 
シ
 
ヨ
ン
の
^
 
w
)
 
 
I
 
し
い
。
 
テ
レ
ビ
、
 
T
V
 
の
 略
称
 

で
 親
し
ま
れ
、
 
現
在
の
 
生
活
と
 
切
っ
て
も
 
切
れ
な
い
®
®
 
に
な
っ
 
て
い
る
。
 

1
、
 
津
 々
浦
々
 
に
 張
り
め
 
ぐ
ら
さ
れ
 
た
 放
送
網
の
 
規
模
を
 
み
て
も
、
 
す
っ
 
か
 

り
 成
熟
し
た
 
感
が
 
あ
る
。
 
し
か
し
、
 
今
年
の
 

1 月
 23 日

の
 
放
送
 衛
§
 
ち
^
^
 

見
て
も
 
わ
か
る
 
よ
ぅ
に
、
 
新
た
-
^
 
送
：
^
 
が
 次
々
 
と
 開
発
さ
れ
 
て
い
る
。
 
「
ニ
 
ュ 

1 
メ
デ
ィ
ア
」
 

の
 
一
翼
を
 
に
な
 
ラ
 近
 _
テ
レ
 
ビ
の
 
姿
を
 
通
し
て
、
 
今
回
は
 
21 世

 

紀
の
 
テ
レ
ビ
を
 
考
え
て
 
み
よ
ぅ
。
 

近
未
来
の
 

ニ
ユ
 
I 
メ テ

ィ
ア
 

テ
レ
ビ
の
 
放
送
が
 
始
ま
っ
 
て
か
ら
 
30 年

 

が
 過
ぎ
た
。
 
た
だ
た
だ
、
 
見
る
 
だ
け
と
 
思
 

わ
れ
て
 
い
た
 
テ
レ
ビ
 
も
'
 
 大
き
く
 
変
わ
ろ
 

ぅ
と
し
て
 
い
る
。
—
 
9
7
8
 
年
に
 
始
め
ら
 

れ
た
 
音
声
多
重
放
送
 

(
2
 か
 国
語
 
放
送
、
 

ス
テ
レ
オ
 
放
送
で
 
お
な
じ
み
)
 

も
 普
及
し
 

た
 現
在
、
 
次
の
 
新
し
い
 
放
送
 
方
式
が
 
出
番
 

を
 待
っ
 
て
い
る
。
 

_
ス
|
 
パ
—
 
や
、
 
画
面
と
は
 
ま
つ
た
 

く 
別
の
 
ニ
 
ユ
—
ス
 
を
、
 
ひ
と
つ
の
 
チ
ャ
ン
 

ネ
ル
の
 
中
に
 
同
時
に
 
何
 本
 も
 組
み
込
め
る
 

文
字
多
重
放
送
。
 
動
き
を
 
あ
ら
わ
す
 
た
め
 

に
—
 
秒
 間
に
 
30 枚

の
 
動
画
を
 
送
っ
て
 
い
る
 

現
在
の
 
テ
レ
ビ
 
画
面
を
、
 
す
べ
て
 
静
止
画
 

で
 ぉ
き
か
ぇ
て
 
同
時
に
 
何
十
 
も
の
 
情
報
 
画
 

面
を
 
送
る
 
静
止
画
放
送
。
 

ヶ
—
 
ブ
ル
を
 
使
 

、っ こ
と
で
、
 
放
送
局
 
や
 他
の
 
視
聴
者
と
 
が
 

や
り
と
り
を
 
行
ぅ
 
双
方
 
向
 通
信
を
 
可
能
 

に
す
 
る
 C
A
T
V
 
 
(
ケ
 I ブ

ル
 
テ
レ
ビ
)
。
 

電
話
回
線
を
 
使
っ
て
、
 
情
報
 
セ
ン
タ
—
 
の
 

デ
—
 
タ
 バ
ン
ク
か
ら
 
欲
し
い
 
情
報
を
 
得
ら
 

れ
る
 
ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
 

(
日
本
で
 
開
発
 
さ
 

れ
 て
い
る
 
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
 
な
ど
が
 

有
名
)
。
 
赤
道
 
上
空
に
 
浮
か
ぶ
 
静
止
衛
星
 
か
 

ら
 
の
-
^
 
放
送
®
^
 
を
、
 
直
接
、
 
家
庭
 
用
 

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
で
 
受
信
す
 
る
 衛
星
 
放
 

送
。
 
現
在
の
 
テ
レ
ビ
よ
り
も
 
は
る
か
に
 
キ
 

メ
 細
か
く
 
迫
力
の
 
あ
る
 
画
像
を
 
楽
し
め
る
 

高
 品
位
 
テ
レ
ビ
放
送
 
な
ど
な
ど
。
 

特
に
 
高
 品
位
 
テ
レ
ビ
は
、
 

の
銀
資
 

源
を
 
使
う
 
映
画
 
フ
イ
ル
ム
に
 
と
っ
て
 
か
わ
 

る
 ど
も
 
評
さ
れ
る
。
 

あ
の
、
 

F  • 
コ 
ッ
ポ
 

ラ
 的
®
 
を
し
て
、
 
こ
れ
か
ら
の
 
映
画
 
製
作
 

に
 使
お
う
と
 
い
わ
せ
る
 
ほ
ど
 
将
来
が
 
注
目
 

さ
れ
て
 
い
る
。
 2
0
0
1
 
年
 

の
 テ
レ
ビ
 

さ
て
、
 
そ
れ
で
は
 
さ
ら
に
 
$
、
 
ど
ん
 

な
 テ
レ
ビ
が
 
登
場
し
て
 
く
る
の
 
か
？
 

S
F
 

映
画
 

「
2
0
0
I
.
H
K
 

于
宙
の
 

旅
」
 

で
は
、
 

主
人
公
の
 

ポ
—
 

マ
ン
 

船
長
は
、
 

宇
 

i
 

の
 

中
で
 

1
 

可
能
な
 

タ
テ
 

型
 

パ
ネ
ル
 

テ
レ
ビ
を
 

見
て
 

い
た
。
 

そ
う
'
 
 

あ
の
 

食
事
 

の
 

シ
—
ン
 

で
あ
る
。
 

現
在
で
は
、
 

も
う
 

液
 

晶
 

パ
ネ
ル
 

や
 

プ
ラ
ズ
マ
 

デ
 

イ
ス
 

ブ
レ
イ
で
 

薄
 

型
の
 

テ
レ
ビ
は
 

実
現
 

可
能
に
 

な
っ
て
 

い
 

る。
 

十
分
と
は
 

い
え
な
 

い
ま
で
も
、
 

現
実
 

が
 

空
想
を
 

追
い
抜
い
て
 

し
ま
っ
た
 

わ
け
 

だ
。
 

そ
ん
な
 

事
 

も
考
又
 

な
が
ら
 

棄
の
 

テ
レ
ビ
 

を
 

い
く
つ
か
 

紹
介
し
 

よ、
 

っ。
 

■
テ
レ
ビ
 
シ
—
ル
 

素
材
 
i
 

np が
 進
め
ば
、
 
超
 薄
 型
で
、
 
柔
 

ら
 か
い
 
(
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
)
 
表
 
不
 画
面
を
 

作
れ
る
 
よ
う
に
な
る
。
 

こ
れ
を
 
小
型
に
 
し
 

て
、
 
薄
 型
の
 
電
子
回
路
 
、
ベ
—
 
パ
—
 
バ
ッ
 

テ
リ
—
 
と
 組
み
合
わ
せ
れ
ば
 
厚
さ
 
2 
ミ
リ
 

の
 シ
—
ル
 
型
の
 
テ
レ
ビ
が
 
完
成
す
 
る
/
 

裏
面
に
は
 
ノ
リ
が
 
つ
い
て
い
て
 
ど
こ
で
も
 

好
き
な
 
と
こ
ろ
に
 
貼
れ
る
。
 
選
べ
る
 
チ
ャ
 

ン
 ネ
ル
は
 
機
能
を
 
し
ぼ
っ
て
 
ひ
と
つ
。
 

こ
 

れ
を
 
た
く
さ
ん
 
並
べ
て
 
壁
に
 
貼
る
、
 
あ
る
 

い
は
 
手
帳
に
 
貼
り
つ
 
け
る
な
 
ど
 自
由
自
在
 



MSX 

〇 立体 メガ ネ テレビ 

かける だけで テレビ 番組を 楽しめる 不思議な メ ガネ。 

小さいながら も、 なんと、 立体 映像 + ステレオ サ ウン 

ドな の だ。 テ レ ビを 見ない 時は ただの サングラスに 切 

り 換え 可能。 ただし くれぐれも 歩きな がらの 使用、 運 

転 中の 使用は 危険です ので おやめく ださい。 

1 j 面 多重 テ レビ 

「好きな アイ ドルは 好きな アングルで 見たい 

/j という 人に おス スメ。 テレビ局で いくつ 

かの 画面を 同時に 送って く れ るので、 自分の 

好みの 撮影 アン グルで 番組を 楽 しめる。 時
に
 
見
な
が
ら
、
 

こ
 こ
ぞ
 
ア
ッ
プ
で
 
見
た
 

い
と
い
ぅ
 
画
面
を
 
メ
イ
ン
 
テ
レ
ビ
に
 
呼
び
 

出
す
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
 
の
 だ
。
 

■
壁
面
 
テ
レ
ビ
 

現
在
 
研
究
 
中
の
 
壁
 か
け
 
テ
レ
ビ
で
 
は
な
 

く、 
壁
 全
面
が
 テ
レ
ビ
 画
面
に
 な
っ
て
 い
 

る
。
 
ふ
だ
ん
、
 
テ
レ
ビ
と
 
し
て
 
使
わ
な
い
 

時
は
、
 
部
屋
の
 
照
明
と
 
し
て
 
役
に
立
つ
。
 

も
ち
ろ
ん
^
 i
^
 nT. 備も

 壁
に
 内
蔵
さ
れ
 
て
 

い
て
'
 
 迫
力
 あ
る
 立
体
 サ
ゥ
ン
ド
で
 大
画
 

面
を
 
楽
し
め
る
。
 

水
族
館
の
 
中
の
 
魚
、
 
海
、
 
暖
炉
の
 
火
な
 

ど
延
 
々
と
う
つ
 
し
 続
け
る
'
 
 
い
わ
ゆ
る
 
環
 

填
 ヒ
デ
 
オ
と
 
組
み
合
わ
せ
 
る
と
、
 
そ
の
 
環
 

境
の
 
な
か
に
 
溶
け
込
ん
だ
 
よ
う
な
 
錯
覚
を
 

経
験
で
 
き
る
。
 

G
B
 

対
応
、
 

マ
ル
チ
 

ビ
デ
オ
 

入
力
 

端
子
 

装
 

備 

とい
う 

やつ
 

だ。
 

液
晶
を
 

使っ
た、
 

ポ 

ケッ
ト 

テレ
ビ 

も 

夢
で
は
 

な
く
な
っ
 

た。
 

デ
ジ
タ
ル
 
技
術
の
 
応
用
で
 
走
査
線
を
 
倍
 

に
 増
や
し
て
 
画
面
の
 
密
度
を
 
上
げ
、
 
チ
ラ
 

ツ
キ
を
 少
な
く
 し
た
 デ
ジ
タ
ル
 

テ
 レ. ビも

 

近
々
 
発
売
さ
れ
 
る
 

疋
 。
テ
レ
ビ
 
画
面
を
 

そ
の
ま
ま
 
プ
リ
ン
タ
で
 
打
ち
 
だ
せ
る
 
テ
 
レ
 

ビ
 プ
リ
ン
タ
 
も
 手
軽
に
 
利
用
で
 
き
る
 
よ
う
 

に
な
つ
 
た
。
 

ニ
ユ
ー
 
メ
デ
ィ
ア
と
 
結
び
つ
い
て
、
 

映
 

像
は
 
よ
り
い
っ
 
そ
う
 
生
活
に
 
結
び
つ
い
た
 

も
の
と
 
な
つ
て
 
い
く
に
 
違
い
な
い
。
 
電
子
 

技
術
の
^
 
i
 に
よ
り
、
 
そ
れ
ほ
ど
 
遠
く
な
 

い
 将
来
に
、
 

考
え
た
 
テ
レ
ビ
た
ち
 
も
 

登
場
す
 
る
 
こ
と
に
な
る
 
だ
ろ
、
 つ。 

ほ
感
 

J 
寄
 

。
た
ビ
 

に
 

体
つ
 

レ
く
 

含
ぃ
 

テ
 

近
 

を
と
 

い
ら
 

ビ
ト
 

~ 
が
 

/ 
お
な
 

〇 
 

― 
' 

—
 
 
ん
振
 

抓
 愛
 * <
 を
 

技
 
可
 
ヒ
ナ
 

ビ
ス
 

〇
 
レ
 
テ
。
 

レ
ク
家
 

テ
ン
る
 

テ
 
ニ
 
1
 
ト
ア
れ
 

ト
ロ
 
 
s
 

ッ 
、
く
 

ッ
ト
负
 

ポ
 

ば
て
 

ボ
カ
と
 

口
べ
き
 

□
 
 

メ
ん
の
 

平
 

て
 

〇
 
 

と
じ
と
 

つ 

違
う
 
絵
を
 
見
せ
て
 
や
れ
ば
 
い
い
わ
け
 
だ
。
 

こ
れ
に
よ
り
 
メ
ガ
 
ネ
 な
ど
の
 
仲
介
物
な
 

し
に
—
 
に
 画
面
が
 
立
体
に
 
見
え
る
 
立
体
 

テ
レ
ビ
が
 
で
き
る
 
の
 だ
。
 

体
 メ
ガ
 
ネ
 テ
レ
ビ
 

メ
ガ
 
ネ
を
 
つ
け
な
け
れ
ば
 
い
け
な
い
 
と
 

い
う
 
不
便
 
さ
は
 
あ
る
が
、
 
両
方
の
 
目
に
 
直
 

接
、
 
左
右
の
 
絵
を
 
見
せ
る
 
と
い
う
 
方
法
で
 

比
較
的
、
 
簡
単
に
 
立
 i
 
を
 得
る
 
方
法
 
も
 

あ
る
。
 

超
 小
型
 
テ
レ
ビ
を
 
左
右
の
 
目
の
前
に
—
 

つ
ず
 
つ
、
 
ち
よ
う
 
ど
 
メ
ガ
 
ネ
 の
よ
う
に
 

お
い
て
 
や
れ
ば
 
い
い
わ
け
 
だ
。
 
た
だ
、
 
頭
 

を
 動
か
し
て
も
 
画
面
は
 
顔
に
 
く
っ
つ
 
い
て
 

い
る
の
で
'
 
 不
自
然
な
 
立
 i
 
に
な
っ
て
 

し
ま
う
。
 
さ
ら
に
 
首
の
 
角
度
、
 
回
転
 
方
向
 

を
 探
知
す
 
る
 セ
ン
サ
—
 
を
つ
 
け
て
'
 
 常
に
 

頭
を
 
動
か
し
た
 
通
り
に
 
絵
 も
 変
化
す
 
る
よ
 

、
っ
に
 
す
れ
ば
 
い
い
。
 
こ
う
な
る
 
と
、
 
画
面
 

を
 自
由
に
 
作
り
出
せ
る
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
タ
グ
 

ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
ス
を
 
使
わ
な
け
れ
ば
 
無
理
 
だ
 

ろ
う
が
、
 

実
現
 す
れ
ば
、
 

飛
行
機
 や
 車
の
 

シ
ミ
 
ユ
レ
—
 
夕
に
 
応
用
で
 
き
る
。
 

■
画
面
 
多
重
 
テ
レ
ビ
 

音
声
多
重
放
送
が
 
あ
る
な
ら
、
 
画
面
 
多
 

重
が
 
あ
っ
て
も
 
い
い
 
じ
 
や
な
い
 
か
と
い
 
う
 

の
で
で
 
き
た
の
 
が
 こ
 

れ
 。
ひ
と
つ
の
 
番
組
 

で
、
 
さ
ま
ざ
ま
に
 
違
 

う
 最
釤
尸
 
ン
グ
 
IU 7) 

て
 
 

0 
 

1 
つ
ム
カ
 

な
一
洎
 

と
 

ル
で
 

【
ヒ
ア
 

大
 

レ
ユ
の
 

テ
ジ
ら
 な
ビ
か
 

大
才
方
 

巨
ィ
 

八
。
 

が
 

デ
 

方
る
 

‘
部
-
 

四
め
 

ビ
全
才
 

を
し
 

レ
 

壁
 

{
組
 

楽
 

,
 
 

テ
の
 

V 
番
に
 

く
 

應.
 
i
 

画
面
を
 
自
由
に
 
選
び
 
楽
し
め
る
。
 

た
と
え
ば
、
 
§
 
で
は
、
 
巨
人
 
フ
ア
ン
 

は
 巨
人
 
ベ
ン
チ
、
 
広
 島
は
 
広
 島
 ベ
ン
チ
 
か
 

ら
の
 
画
面
で
 
ゲ
—
ム
 
が
 楽
し
め
る
。
 

ド
ラ
 

マ
で
は
 
主
人
公
の
 
男
優
 
中
心
、
 
女
優
 
中
心
 

と
い
ぅ
 
ふ
ぅ
に
、
 
そ
れ
ぞ
れ
 
自
分
の
 
好
み
 

の
 画
面
で
 
番
組
を
 
楽
し
め
る
。
 

い
わ
ば
 
テ
 

レ
ビ
 
局
の
 
調
整
 
室
の
 
ス
イ
ッ
チ
 

ヤ I 
(
画
 

面
 切
り
換
え
 
役
)
 
を
 自
分
の
 
好
み
で
 
で
き
 

る
と
 
い
う
 
わ
け
。
 
い
く
つ
か
の
 
画
面
を
 
同
 

進
化
す
 
る
 

テ
レ
ビ
 

先
に
の
 
ベ
た
、
 
ニ
ユ
—
 
メ
デ
ィ
ア
の
 
発
 

達
に
 
よ
り
 
現
在
の
 
テ
レ
ビ
 
も
 そ
れ
に
 
対
応
 

し
て
 
進
化
し
つ
つ
 
あ
る
 
〇
ニ
ユ
 

I 
メ
デ
ノ
 

ア
 対
応
 
型
と
 
い
ぅ
 
テ
レ
ビ
 
も
メ
—
 
力
—
 
か
 

ら
発
 
il TC さ

れ
る
 
よ
ぅ
に
な
つ
 
て
い
る
。
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コ
—
ナ
 
I が、 

単
に
 パ
ソ
コ
ン
を
 見
せ
る
 

だ
け
の
 
き
ら
い
が
 
な
き
に
 
し
も
 
あ
ら
ず
 
で
 

そ
こ
が
 
チ
 
ヨ
ッ
ト
 
残
念
。
 
番
組
 
テ
キ
ス
ト
 

も
も
ち
 
ろ
ん
 
出
て
 
い
ま
す
 
(
『
楽
し
く
 
学
べ
 

る
 パ
ソ
コ
ン
 
B
A
S
I
C
』
 

新
紀
元
 
社)。 

. 

こ
の
 
テ
キ
ス
 
ト
は
、
 

シ
 
ヤ
ー
プ
 
の
 B
A
S
 

1
C
 
言
語
 
用
な
 
の
で
、
 
M
S
X
 
の
 
ュ
—
ザ
 

I
 
に
は
、
 

ち
よ
つ
 

と
 
関
わ
り
は
 

薄
い
 

か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
 

ね。 

『
パ
ソ
コ
ン
 
サ
ン
 
デ
 I 』 

は
'
 
 シ
ャ
 
~ 07 

が
 提
供
し
て
 
い
る
 
番
組
。
 

■n コ
ン
 
ピ
ュ
—
 

卜
な
い
 
と
』
 
が
 深
夜
の
 
放
送
な
 
の
に
 
対
し
 

て
、
 
こ
ち
ら
は
 健
康
的
。
 

日
曜
の
 朝
 九
 時
 

三
〇
 
分
か
ら
 
一
〇
 時
ま
で
の
 
三
〇
分
 
間
に
 

放
 営
さ
れ
 
て
い
る
。
 
ど
ち
ら
 
か
と
い
、
 
っ
と
、
 

こ
っ
ち
 
は
 低
 年
 層
 向
け
の
 
感
じ
で
 
つ
く
ら
 

れ
 て
い
る
。
 
放
送
局
は
、
 
こ
れ
 
も
 テ
レ
ビ
 

惠
眾
 。
テ
レ
ビ
 
惠
眾
 
っ
て
 
エ
 ラ
イ
な
 
あ
。
 

宵
っ
ぱ
り
の
 
人
間
と
 
早
起
き
の
 
人
間
の
 
両
 

方
に
 
番
組
を
 
つ
く
っ
て
 
く
れ
て
い
 
る
の
 
だ
。
 

司
会
は
'
 
 

大
和
 

田
 

摸
さ
ん
 

と
斉
藤
 

と
も
子
 

ち やん。 番
組
の
 メ
ニ
ュ
 I は Dr. バソ

コ
 

ン
宮
永
 
好
 道
 氏
 
(
E
T
 
お
じ
さ
ん
！
)
 

の
 

「
パ
ソ
コ
ン
 

B
A
S
I
C
」
、
 

毎
回
い
 

ろ
い
 

ろ
な
 
絵
を
 
見
せ
て
 
く
れ
る
 
「
パ
ソ
コ
ン
 
グ
 

ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
ス
/
 
い
ろ
ん
な
 
デ
—
 
夕
を
 

分
析
し
た
 
リ
 
モ
ノ
ゴ
 
ト
^
 
A つ

た
 リ
の
 
「
パ
 

サ
 
コ
ン
 
サ
ィ
エ
ン
ス
」
、
 
さ
ま
ざ
ま
な
 
現
 

場
で
 
動
い
て
 
い
る
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
レ
ポ
—
 
卜 

す
る
 

「
パ
ソ
コ
ン
 

レ
ポ
 

ー 
ト
」
 

と
 

盛
り
 

沢
 

山
。
 

た
だ
、
 

盛
り
沢
山
す
 

ぎ
て
、
 

各
々
 

の
 

『
マ
イ
コ
ン
 
シ
テ
ィ
—
 
J 
は
'
 
 エ
プ
ソ
ン
 

が
 提
供
す
 
る
 ラ
ジ
オ
 
番
組
。
 
T
B
S
 
ラ
ジ
 

才
 か
ら
、
 
日
曜
日
の
 夕
方
 六
 時
 一
 五
分
 か
 

ら
三
〇
 
分
ま
で
の
 

I 五
分
 
間
 オ
ン
 
•
エ
ア
 

I
 
さ
れ
る
。
 
進
行
は
 
五
味
 
久
江
 
ア
ナ
、
 
技
 

術
 的
な
 相
談
役
 •は 宮

沢
岳
 雄
さ
ん
 と
い
う
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
 
。
ゲ
ス
ト
 

を
紹
 
い
て
の
 
楽
し
い
 
マ
イ
コ
ン
 
談
議
 
、
月
 

に
 
一
回
の
 
マ
イ
コ
ン
 
質
問
 
箱
、
 
番
組
 
最
後
 

の
 マ
イ
コ
ン
 
•
エ
ッ
セ
ー
 
は
 宇
田
川
 
和
彦
 

丙
 か
、
 
毎
回
 
タ
イ
ム
リ
ー
 
な
 話
題
に
 
つ
い
 

て
 語
っ
て
 く
れ
る
。
 

I
 応
 こ
の
 番
組
を
 聞
 

い
て
 
お
け
ば
、
 
マ
イ
コ
ン
 
に
関
す
る
 
情
報
 

を
 得ら
れ
る
。
 

そ
の
た
め
 

か
、
 
よ
く
は
 

わ
 

か
ら
な
い
 
け
れ
ど
、
 
マ
イ
コ
ン
 
、
バ
ソ
コ
 

ン
 に
つ
い
て
 
知
り
た
い
 
と
 思
つ
 
て
い
る
、
 

三
〇
歲
 
台
の
 
人
 や
 主
婦
 
も
 わ
り
と
 
多
く
 
聞
 

い
て
い
る
 よ
ぅ
 だ
。
 あ
る
 イ
ミ
で
は
 T
V
 

よ
り
も
 
ラ
ジ
オ
の
 
方
が
 
親
し
み
や
す
い
 

メ
 

デ
ィ
ア
と
 
い
え
る
 
か
も
 
知
れ
な
い
 
ネ
。
 

※
番
組
 
放
送
時
間
は
、
 
地
方
 
局
に
 
よ
っ
て
 

変
わ
る
 
場
合
が
 
あ
り
ま
す
。
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パ
ソ
コ
ン
 
番
組
と
は
 
ど
ん
な
 
も
の
？
 

•
ス
ポ
ン
サ
—
 
は
？
 

番
組
を
 
提
供
す
 
る
 
ス
ポ
ン
サ
—
 
は
、
 
当
 

然
 の
こ
と
 
な
が
ら
、
 
パ
ソ
コ
ン
 
•
メ
ー
 
カ
 

I
 
だ
。
 
唯
一
の
 

例
外
は
 

N
H
K
。
 

N
H
K
 

は
 国
営
 
放
送
 
だ
か
ら
 
だ
。
 
現
行
の
 
番
組
で
 

も、 
す
で
に
 
解
説
し
た
 
通
り
、
 
富
士
通
、
 

シ
 

ャ
—
プ
 

、
エ
プ
ソ
ン
の
 

3
 

つ
の
 

メ
—
力
 

I
 

が
 

ス
ポ
ン
サ
—
 

に
な
っ
て
 

番
組
を
 

つ
く
 

つ
て
い
 

る
。
 
 

• 

•
視
聴
者
は
？
 

①
 番
組
 
ス
ポ
ン
サ
 
I 
の
 パ
ソ
コ
ン
の
 
ユ
 

I
 
ザ
ー
 

の
メ
 
I
 
力
 
I
 
の
 
パ
ソ
コ
ン
.
 

ユ
—
 ザ
ー
®
 
パ
ソ
コ
ン
 
予
備
軍
 

(
バ
ソ
コ
 

ン
を
 
欲
し
い
 
人
 
•
興
味
の
 
あ
る
 
人
)
 
④
そ
 

の
 他
 
(
例
え
ば
、
 
斉
藤
 
と
も
子
 
ち
ゃ
ん
の
 

フ
ア
ン
の
 
人
と
 
か)。 年

齢
層
は
 
以
外
と
 
幅
 

広
く
て
、
 六
〇
歲
 、
七
〇
 歳
の
 オ
ジ
イ
 ち
 

や
ん
 
も
 入
つ
 
て
い
る
。
 
ナ
ウ
イ
ね
。
 

を
 置
き
去
り
 
に
し
て
 
ド
ン
ド
ン
 
進
ん
で
 
行
 

つ
て
し
 
ま
っ
た
 
.
 
と
い
う
 
評
判
が
 
多
く
 

聞
か
れ
た
。
 
高
度
な
 内
容
を
 つ
め
 込
み
す
 ぎ
た
ん
 
だ
ね
。
 
テ
レ
ビ
は
 
本
と
 
違
っ
て
 
プ
 

レ
イ
 
バ
ッ
ク
が
 

効
き
ま
せ
ん
 

か
ら
 
ナ
 。
そ
 

し
て
、
 
エ
プ
ソ
ン
の
 
ラ
ジ
オ
 
番
組
。
 

こ
れ
 

は、 
パ
ソ
コ
ン
に
 
つ
い
て
の
 
お
し
や
べ
 
り 

を
 聞
き
流
し
て
 

い
る
う
 
ち
に
、
 
何
と
な
く
 

わ
か
っ
 
て
き
た
 
ょ
う
な
 
気
に
さ
せ
て
 

く
れ
 

る、 
そ
ん
な
 
卜
—
 
ク 番

組
 
だ。 

こ
の
 

「わ 

か
っ
て
き
 
た
ょ
う
な
 
気
分
に
 
し
て
 
く
れ
る
」
 

と
い
う
 
点
が
 
大
切
 
だ
と
 
B. う

ん
だ
。
 

I 回
 

話
を
 
聞
い
た
 
だ
け
で
 
何
で
も
 
理
解
で
 
き
る
 

人
な
ん
 
て
い
な
い
し
、
 

T
V
、
 

ラ
ジ
オ
、
 

そ
れ
に
 
雑
誌
と
 
い
つ
た
 
メ
デ
ィ
ア
を
 

通
し
 

て
 伝
え
ら
れ
る
 

情
報
に
 
だ
っ
て
、
 

お
の
ず
 

と 限
界
が
 
あ
る
。
 
大
切
な
 
の
は
、
 
見
て
 
い 

る 人
間
の
 
興
味
を
 
か
き
た
て
て
 

く
れ
る
 

こ 

の
 内
容
で
す
 
が
、
 
B
A
S
I
C
 
の
 初
歩
 
か
 

ら
 始
ま
っ
 
て
、
 
中
級
 
ク
ラ
ス
に
 
進
み
、
 
現
 

在
は
、
 
注
目
の
 
L
O
G
O
 
や
'
 
 V
I
P
、
 

C
A
L
C
 
や
 
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
 
移
っ
 
て
い
る
。
 

(
個
人
的
な
 
感
想
で
す
 
が
、
 
こ
の
 
講
座
 
内
 

容
の
 
展
開
、
 
気
に
 
い
っ
て
ま
す
。
 

た
だ
、
 

講
座
の
 
時
間
が
、
 
も
ぅ
 
少
し
 
長
く
て
も
 
い
 

い
と
 
思
、
 っ。 

パ
ソ
コ
ン
 
番
号
な
ん
 
だ
か
ら
 

ネ
〇
)
 

と
こ
ろ
で
、
 
番
組
 
評
と
は
 
少
し
 
外
れ
る
 

け
れ
ど
も
、
 

こ
の
 
番
組
の
 
テ
キ
ス
 
ト 
(
『
C
 

P
U
J
 
工
学
 
社
刊
)
 

の
 
内
容
が
 
抜
群
で
す
。
 

以
前
に
 
『
パ
ソ
コ
ン
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
ス
 
入
 

•H J 
と
 -L て

 出
て
 
い
た
 
雑
誌
が
 
改
題
さ
れ
 

た
も
の
で
 
す
が
'
 
 現
在
'
 
 第
三
 
号
ま
で
 
出
 

版
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
 
タ
イ
ム
リ
—
 
な
 話
題
 

が
ま
と
 
ま
つ
て
 
い
ま
す
。
 
M
S
X
 
マ
ガ
 
ジ
 

ン
 同
様
 
タ
メ
に
な
る
 
で
し
よ
、
 
つ。 

ェ
 
へ
へ
。
 

•
番
組
 
1
 
は
？
 

司
会
 
役
の
 
女
性
と
、
 
男
性
の
 
講
師
の
 
ぺ
 

ア
が
 
番
組
を
 
進
行
す
 
る
 ケ
—
ス
 
が
 多
い
。
 

番
組
 
内
容
は
、
 
い
ろ
い
ろ
 
だ。' 

番
組
 
紹
介
の
と
 
こ
ろ
で
 
も
 書
い
た
 
が
、
 

-9 
コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
ト
な
い
 

と
』
 

は、
 

最
新
の
 

情
報
を
 

ユ
—
 

ザ
—
 

に
 

提
供
し
、
 

な
お
か
つ
 

多
彩
な
 

ゲ
ス
ト
 

あ
り
で
、
 

バ
ラ
 

エ
テ
ィ
ー
 

に
 

富
ん
で
 

い
る
し
、
 
 

『
パ
ソ
コ
ン
 
 

•
サ
ン
 

デ
 

I
 

J
 

は
、
 

B
 
 

A
 
 

s
 
 

I
 

C
 

の
 

お
 

勉
強
を
 

中
心
 

に
し
て
 

い
る
 

や
や
 

カ
 

タ
イ
 

内
容
 

だ
。
 

一
番
 

カ
タ
 

か
つ
た
 

の
は
、
 

N
H
K
 

の
 

『
た
の
し
 

い
 

マ
イ
コ
ン
』
 

で、
 

最
後
の
 

頃
は
 

視
聴
者
 

とだ。 あとの 勉強は、 パソコン 
にさ 

わりながら 

学べる 

もの。 

•
最
後
に
。
 
M
S
X
 
の
 パ
ソ
コ
ン
 
番
組
 
も
 

夢
 じ
 
や
な
い
 
つ
て
 
気
は
 
す
る
 
ょ
ね
。
 
そ
こ
 

で
 提
案
/
も
し
も
、
 

M
S
X
 
の
 バ
ソ
コ
 

ン
番
紕
 
を
つ
 
く
る
と
し
た
ら
、
 
ど
ん
な
 
内
 

容
 に
し
た
い
で
す
 
か
？
.
 
司
会
は
 
誰
で
、
 

ど
ん
な
 
講
座
 
や
コ
 
ー 
ナ
 ー 
が
い
い
 
か
。
 
並
 日 

段
 思
つ
 
て
い
る
 
こ
と
を
 
送
つ
 
て
 下
さ
い
。
 

た
く
さ
ん
 
集
ま
つ
 
た
ら
、
 
架
空
の
 
バ
ソ
コ
 

ン
 番
組
を
、
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 
誌
上
で
 
つ
 

く
つ
て
 
み
ま
し
 

ょ、 っ。 
で
は
。
 

『 
— ]| ンビユ . 

な
い
 

と
 

„ 

r コン ピユ— 卜ない と』 は、 F M シ 

リ—ズ 

の 
富士通が 

提供して 

いる 

番組。 

才— 

。フニン 

グの 

グラフ 

ィツ 

クス 

•  
n 

ラ— 

ジユが 

なかなか 

キ 
レィで 

楽しい。 

放送局は 

テレビ 

惠眾 

。毎週 

月曜日の 

夜 

I 
1 
時 

一 
五分から 

四 
五分までの 

三 

〇分 

間に 

放映され 

ている。 

パソコン 

• 

マニアなら、 

まあ、 

キ—ボ 

I 
ドに 

向 

かつてい 

る 
ことが 

多い 

時® 

, TTT 
だ。 

毎 回ユ 

ニ— 

クな 

ゲストを 

迎えて 

(例え 

ば
、
 
太
 田
 裕
美
や
 
レ
オ
ナ
ル
ド
 
熊
)
'
 
 石
 

田
晴
久
 
•
東
京
大
学
 
教
授
が
、
 
女
優
の
 
相
 

原
 友
 子
 嬢
を
 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
 
軽
—
 
い
お
 

話
を
 
し
た
 
後
に
、
 
コ
ン
ビ
 
ュ
ー
タ
 
講
座
が
 

始
ま
る
。
 

生
徒
 

役
の
 

三
 

遊
 

亭
円
丈
 

師
匠
 

も 

加
わ
る
 
楽
し
い
 
講
座
 
だ
。
 
そ
ぅ
い
え
ば
、
 

お
 正
月
の
 
特
別
番
組
で
は
、
 

円
 丈
 師
匠
の
 

〃
パ
ソ
コ
ン
 

落
語
，
 

が
 あ
っ
た
 

の
で
す
 

が
、
 

み
な
さ
ん
、
 
見
ま
し
た
 
か
 あ
？
.
 
番
組
の
 

ま
と
め
に
 
ワ
 ー *フ ロ  •

コ
 
I 
ナ
 ー 
が
 あ
る
 

な
ど
 
盛
り
沢
山
な
 
番
組
 
だ
。
 

と
こ
ろ
で
 

一
番
 

気
に
 

か
か
る
"
 

議
 

座
"
 

43 
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ClIWi/mA  H  i¥li W 

話題 満載の ホラ  ー & ファンタジー 

「ト ワイ ラ仆ソ ■ン 」 
ン ア フ さ し か 0 な は こ る あ た 0 ま i の 人 4 る \ 

TI 

0 ノ ち と 0 ち 

yj 

I ゾ テ ス ミ 
r の あ % る 甦 こ 初 

84 

9 
- ラ ホ な 2 る あ 

少
女
の
 
み
な
さ
ん
、
 
昔
 「
ミ
 

ス
 テ
リ
—
 ゾ
—
ン
 」 と

い
 

う
 怖
〜
 
い
 テ
レ
ビ
 
ド
ラ
マ
が
 
あ
っ
た
の
を
 

知
っ
て
ま
す
か
。
確
か
 60 #
の
初
め
な
 

の
で
、
 か
れ
こ
れ
 20 年 も 前

に
な
る
 

だ
ろ
 

う
か
、
 
怖
い
 
話
は
 
凄
く
 
怖
 い
ん
だ
け
 
ど
、
 

と
い
 
っ
て
も
 
驚
か
し
て
 
怖
が
ら
せ
 
る
の
で
 

は
な
く
、
 
未
知
な
る
 
も
の
、
 
不
思
議
な
 
も
 

の
へ
の
 
田 橋
を
 
か
き
た
て
る
'
 
 
$
 
に
よ
 

く
で
 
き
た
 
怪
奇
 
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
 

I
 回
 
完
結
の
 
シ
リ
—
 
ズ
 
だ
っ
た
 
け
ど
、
 

I
 

本
 
一
本
が
 
と
て
も
 
_
 
で
 、
今
で
も
 
か
な
 

り
の
 
数
を
 
記
憶
し
て
 
い
る
。
 
中
で
 
も、 忘

れ
 

よ
う
と
し
て
も
 
忘
れ
ら
れ
な
 
い
の
が
 

「
醜
 

い
 顔
」
。
 私
は
 
生
涯
、
 
こ
ん
な
 
怖
い
 
も
の
を
 

見
た
 
こ
と
が
な
い
/
.
 

ほ
と
ん
ど
 
パ
ニ
ツ
 

ク
 
の
よ
う
に
 
泣
き
 
わ
め
い
た
 
の
を
 
覚
え
て
 

い
る
。
 
m
r
 
い
っ
し
よ
 
に
 見
て
 
い
た
 
大
 

人
 も
ぶ
 
っ と

ん
だ
 
怖
 さ
だ
っ
た
 
か
ら
ね
。
 

そ
れ
以
来
、
 「
醜
い
 顔
」
 と
い
、
 っ 言
葉
 だ
け
 

で
 泣
き
叫
ぶ
 
幼
い
 
日
々
 
の
 私
だ
っ
た
 
の
 だ
。
 

(
か
わ
い
 
そ
)
 

後
で
 
知
っ
た
 
の
 だ
が
 
こ
の
 
番
組
、
 
ク
リ
 

ェ
 
ー 
タ
 
ー 
の
 
ロ
ッ
ド
 
•
サ
 
I 
リ
ン
グ
 
(
ホ
 

ス
ト
と
 
し
て
も
 
登
場
)
 
の
 他
に
、
.
 
リ
 
チ
ヤ
 

I
 
ド
 
•
マ
シ
 

ス
ン
 
(
「
ヘ
ル
 

ハ
ウ
ス
」
 

「
縮
 

み
 
ゆ
く
 
人
間
」
 

等
)
 
や
 
ロ
バ
—
 
卜
 
•
ブ
ロ
 

ツ
ク
 (
「
サ
イ
コ
」
 等
)
 な
ど
 も
 ラ
イ
タ
—
 

と
し
て
 
参
加
し
て
 
い
た
と
 
い
ぅ
。
 

そ
の
 
「
ミ
ス
テ
リ
—
 
ゾ
ー
ン
 
(
原
題
は
 

ト 
ワ
イ
 
ラ
イ
 
ト
ゾ
 
I 

ン
)
」
 を
 少
年
 
期
に
 
見
 

て
 感
動
し
て
 
い
た
 
人
た
ち
 
が
 欧
米
に
 
も
い
 

た
の
で
す
 
ね
。
 
そ
の
 
人
た
ち
 
は
、
 
大
人
に
 

な
つ
て
 
映
画
 
的
 譽
 
と
な
つ
 
て
 成
功
し
、
 

そ
 

し
て
 
考
え
た
 
わ
け
。
 
「
あ
の
 

『ト ワ
イ
 
ラ
イ
 

ト
ゾ
 
—
ン
』
 
を
 自
分
た
ち
 
の
 手
で
 
リ
メ
—
 

ク
 し
て
み
た
い
」
 

と。 
ま
ず
 
名
の
り
を
 
あ
 

げ
た
の
 が
、
 ご
存
知
、
 ス
 テ
イ
—
 ブ
ン
 •ス 

ピ
 
ル
バ
—
 
グ
 。
彼
の
 
呼
び
か
け
に
 

答
え
た
 

の
が
、
 
「
フ
ル
—
 
ス
 
•
ブ
ラ
 
ザ
—
 ズ
 」 「

狼
 男
 

ア
メ
リ
カ
ン
」
 

の
 ジ
ョ
ン
.
 
ラ
ン
デ
 
イ
ス
、
 

「
ハ
ウ
リ
ン
グ
」
 

の
 ジ
ョ
！
 
ダ
ン
テ
、
 

そ
し
て
 「
マ
ツ
 

ド マ
ツ
 ク
ス
」
 の
 ジ
ョ
ー
 

ジ
 
•
ミ
ラ
—
。
 
全
員
 30 代、

 
4
 逢
べ
 
る
最
 

高
の
 
監
督
た
ち
。
 

特
に
 
ジ
ョ
ン
 
•
ラ
ン
デ
 
イ
ス
は
、
 
最
近
 

T
 
 V
 
で
 
放
映
さ
れ
 
大
人
気
に
 
な
つ
て
 
い
る
 

マ
イ
ケ
ル
 •
ジ
ヤ
ク
ソ
ン
の
 

「
ス
 リ
ラ
—
」
 

の
 プ
ロ
 
モ
—
卜
 
用
 ビ
デ
オ
を
 
監
督
し
、
 
恐
 

怖
 映
画
 
作
り
の
う
 
ま
さ
を
 
見
せ
つ
 
け
て
 
く 

れ
 ま
し
た
。
 

こ
の
 
映
画
の
 
プ
ロ
 
 ロ
—
 
グ
も
 

ジ
ョ
ン
 
•
ラ
ン
デ
 
イ
ス
が
 
私
 眷
 
な
ん
だ
 
け
 

ラ
—
 

4 i
f
 

の 
第
 

4 
話
 

ど、
 

発
想
が
 

「ス
 

リ
ラ
—
」
 

と 
同
じ
、
 

と 
い
う
の
 

が
お
か
し
 

い。
 

い
や
 

あ、
 

ジ
ョ
ン
.
 

ラ
ン
デ
 

イ
ス
し
て
 

ま
す
つ
/
 

その
上、
 

この
 

映画
の 

話題
を 

いや
が 

上に
 

も 

高め
た 

のが
、 

撮影
 

中の
 

ビッ
ク.
 

モ
ロ
—
 

(
コ
ン
バ
ッ
ト
で
 

お
な
じ
み
)
 

の 

事
 

故 

死。
 

ジョ
ン 

•ラ
ンデ
 

イス
は、
 

現在
 

この
 

件で
 

公判
 

中で
、 

裁判
の 

_
 

とし
 

て 
提
出
さ
れ
 

た〃
 

その
 

瞬間
， 

の 
フイ
 

ル 

ム 

が、
 

最近
 

日本
の 

ニ 

ュ—
ス 

でも
 

放送
 

さ
れ
ま
し
た
 

ね。
 

子
ど
も
を
 

両手
に 

かか
 

え、
 

川の
 

中を
 

走る
 

モロ
— 

の 

上に
 

いき
 

なり
へ 

リコ
 

プタ
ー 

が 

落ち
て 

きた
と 

い 

う 

事
故
だ
っ
た
 

よう
です
。 

不遜
な 

言い
 

方を
 

許
さ
れ
る
な
ら
、
 

ま
さ
に
"
 

映画
み 

たい
， 

だっ
た 

(こ
の 

シ—
ン 

は 

映画
で 

は 

使
わ
れ
て
 

いま
せん
。 

念の
ため
)。
 

さ
て
、
 

さ
て
、
 

い
つ
も
 

前
置
き
が
 

長
く
 

て
す
 

い
ま
せ
ん
。
 

上
記
 

4 
人
の
 

監
督
が
 

各
 

各
 

30
 

分
 

弱
の
 

作
品
を
 

作
り
、
 

ま
と
め
た
 

の
 

が
 

こ
の
 

映
画
な
 

の
で
す
。
 

そ
し
て
、
 

そ
れ
 

に
 

先
 

だ
つ
 

プ
ロ
 
 

ロ
—
 

グ
の
 

シ
—
ン
 

を、
 

ち
 

よ
つ
 

と
 

紹
介
し
て
 

み
ま
し
 

よ、
 

っ
。
 

深
夜
の
 
一
本
道
、
 
車
を
 
走
ら
す
 
2 人

の
 

男
。
 
テ
—
 プ
も
 
ラ
ジ
オ
 
も
 壊
れ
、
 
お
 互
い
 

に
 テ
レ
ビ
 
番
組
の
 
主
題
歌
を
 
歌
い
、
 
あ
て
 

っ こ
す
る
 
ゲ
—
ム
 
を
 始
め
る
。
 

(
こ
れ
が
、
 

た
い
そ
う
 
お
か
し
い
)
 
そ
の
う
ち
 

「
ト
ワ
 

イ
ラ
 
イ
ト
 
ゾ
—
ン
 

」 
の
 主
題
歌
 
(
あ
の
 
有
 

名
な
)
 
が
で
 
て
、
 
「
い
や
—
、
 
あ
れ
は
 
怖
 か
 

っ
た
な
 
あ
」
 「
う
ん
、
 
怖
か
っ
た
 
」 …
…
 
「
へ
 • 

イ
 / もっ
 

と
 怖い
 

思
い
を
 

し
た
い
 

か
」
 

「
あ
あ
」
 「
じ
 や
、
 
ち
よ
っ
 と
だ
け
 車
を
 止
 

め
て
 
く
れ
」
 
「
何
 す
ん
だ
 
よ
/
 
2 秒

で
 
い
い
 

ん
 だ
」
 
…
…
 
「
ど
う
し
た
ん
だ
、
 
そ
つ
ち
 

向
い
て
。
 
早
く
 
や
れ
よ
」
 

…
…
 
「
ど
う
 だ
 

I
J
 
「
ギ
ャ
 .
 

」
 

と
に
か
く
、
 

|
 話
が
 
短
い
 
分
、
 
凝
縮
 
さ
 

れ
 て
る
っ
て
 
感
じ
で
 
全
然
 
あ
 f
 
せ
な
い
。
 

怪
奇
、
 
恐
怖
、
 
フ
ァ
ン
 
タ
ジ
—
 
と
 違
う
 
夕
 

イ
プ
の
 
話
 だ
し
'
 
 そ
れ
ぞ
れ
の
 
監
督
の
 
資
 

質
 も
よ
 
く
で
 
て
い
て
 
楽
し
め
る
 
の
で
す
。
 

ち
よ
う
 
ど
、
 
ベ
ス
 
ト 
怪
奇
小
説
—
 
9
8
 
 4 

と
か
い
う
 
た
ぐ
い
の
 
ア
ン
 
ソ
ロ
 
ジ
—
 
短
編
 

集
の
 
面
白
さ
 
に
似
て
る
 
ね
。
 個
人
的
に
は
、
 

第
 4 話

の
 
ジ
ヨ
 
—
ジ
 
•
ミ
ラ
—
 
作
品
が
 
面
 

白
か
っ
た
 

け
ど
、
 
こ
れ
は
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
 

や
た
ら
 
印
象
 
深
か
っ
た
 
も
の
だ
っ
た
 
せ
い
 も
 
あ
る
で
 
し
よ
う
。
 

映
画
っ
 

て、
 

子
ど
も
の
 

こ
ろ
は
 

も
っ
と
 

ワ
ク
 

ワ
ク
す
 

る
 

も
の
だ
っ
た
 

気
が
し
 

ま
せ
 

ん
 

か
。
 

$
 

は
 

別
に
し
て
も
'
 
 

な
ん
か
 

ダ
 

イ
ナ
 

ミ
ズ
 

ム
み
 

た
い
な
 

も
の
が
 

あ
っ
た
よ
 

う
に
 

思
 

う
ん
で
す
。
 

こ
の
 

映
画
を
 

観
て
'
 

久
し
ぶ
り
に
 

そ
ん
な
 

感
覚
を
 

味
わ
い
 

ま
し
 

た
ね
え
 

•
。
い
い
 

映
画
を
 

観
た
 

と
い
う
よ
り
、
 

い
い
 

時
間
を
 

過
ご
し
た
 

っ
て
 

感
じ
。
 

今
、
 

も
つ
 

と
も
 

ノ
 

つ
て
る
 

イ
キ
の
 

い
い
 

4 
人
の
 

監
督
の
 

作
品
が
 

一
挙
に
 

観
れ
 

て
、
 

な
お
、
 

映
画
 

_
 

が
 

持
っ
 

て
た
 

ワ
ク
 

ワ
ク
 

し
ち
や
う
 

部
分
を
 

残
し
て
 

い
る
 

こ
の
 

作
品
、
 

お
お
い
に
 

お
ス
 

ス
メ
し
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
 

企
画
を
 

考
え
た
 

ス
ピ
 

ル
バ
—
 

グ
 

と
い
う
 

男
、
 

や
っ
ぱ
り
 

オ
 

モ
シ
 

ロ
イ
 

存
在
 

で
す
 

ね
。
 

な
ん
か
、
 

お
い
し
い
 

と
こ
 

だ
け
 

食
べ
て
 

ご
め
ん
な
さ
い
、
 

そ
ん
な
 

映
画
で
し
た
。
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特
撮
 

C
M
 

—
—
 

S
F
X
 
 

(
ス
ペ
シ
ャ
ル
.
 

エ
フ
 

H 
ク
ト
)
 

と、
 

C
G
 
 

(
コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 

夕
 
 

•
グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
ス
)
 
 

を
 

駆
使
し
た
、
 

テ
レ
ビ
 

•
コ
マ
—
 

シ
ャ
ル
 

も、
 

お
茶
の
 

間
 

で
は
す
 

つ
か
り
 

お
な
じ
み
の
 

感
が
 

あ
る
。
 

た
と
え
ば
、
 

「
三
菱
 

ビ
—
バ
 

I 
エ
ア
コ
ン
」
 

の
 

水
中
の
 

家
 

—
—
 

天
井
が
 

プ
—
 

ル
に
 

な
つ
 

て
い
る
 

部
屋
。
 

•
い
 

水
着
の
 

女
性
が
、
 

ザ
 

ブ
ン
 

と
'
 
 

天
井
か
ら
 

水
中
の
 

部
屋
に
 

飛
び
 

込
ん
で
 

く
る
。
 

観
て
 

い
る
 

僕
ら
は
、
 

お
 

魚
 

に
で
 

も
な
 

つ
た
 

気
分
 

だ
。
 

S 尿 海上 火災の、 ピリヤ— ド— 

一寸法師の 

ような 

サ 
ラリ— 

マン 

氏が、 

I
N
S
、
 

キ
ャ
プ
テ
ン
 

T
V
、
 

C
A
T
 

V
、
 

e
t
c
 

.
 

。
ニ
 

ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
.
 

フ
イ
—
 

バ
—
 

は
と
 

ど
ま
る
 

と
こ
ろ
を
 

知
ら
 

ず
、
 

日
本
か
ら
の
 

視
察
 

団
も
 

、
ア
メ
リ
カ
 

や
 

カ
ナ
ダ
と
 

い
つ
た
 

ニ
ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
 

先
 

進
 

国
へ
、
 

毎
日
の
 

よ
う
に
 

押
し
寄
せ
 

て
い
 

る
よ
う
 

で
す
。
 

「ノ
  

— 
キ
ョ
—
 

さ
ん
」
 

以
来
 

日
本
人
の
 

団
 

f
 

行
と
 

い
う
の
は
、
 

筋
金
 

入
り
で
す
 

か
ら
ね
。
 

と
こ
ろ
が
 
大
挙
し
て
、
 

ニ
 
ユ
—
メ
 
デ
ィ
 

ア
の
 
本
場
に
'
 
 
我
 同
胞
が
 
ド
ッ
と
 
押
し
 
か
 

け
て
 
い
る
 
わ
り
に
は
、
 
何
と
い
 
う
か
、
 

ア
 

メ
リ
 
カ、 

カ
ナ
タ
て
の
 
ニ
ユ
 
ー 

メ
 テ
ィ
ア
 

の
 実
情
は
、
 
ほ
と
ん
ど
と
 
い
つ
て
 
い
い
く
 

科
 
子
の
 発
展
に
 
と
も
な
つ
 
て
 か
ど
ぅ
 
か
 

は
、
 
よ
く
 
わ
か
ら
な
い
 
の
で
^
 
H す
が
、
 

と
に
か
く
、
 
近
代
 人
は
 
い
ろ
ん
な
 
モ
ノ
 
ゴ
 

卜
を
 
調
査
 
分
析
し
て
、
 
そ
の
 
結
果
を
、
 

さ
 

ま
ざ
 
ま
な
 
数
字
で
 
表
現
し
て
 
き
た
の
で
 
あ
 

る
。
 
よ
く
 
ま
あ
 
こ
ん
な
に
、
 

と
 改
め
て
 
驚
 

く
に
 
値
す
る
 
ぐ
ら
い
の
'
 
 
凄
ま
じ
い
 
何
 か
 

を
、
 

わ
た
し
な
 

ど
は
 

感
じ
る
。
 

例
え
ば
、
 
野
球
で
 
あ
る
。
 
打
率
 
だ
の
、
 

セ
—
 
ブ
 
•
ポ
イ
ン
ト
 
だ
の
を
 
考
え
出
し
た
 

人
物
は
 
と
て
つ
も
な
い
 
天
才
で
は
 
な
か
ろ
 

う
か
。
 こ
う
い
つ
た
 

数
字
を
'
 
 

ゲ
—
ム
 に
 

投
入
す
 
る
 
こ
と
に
よ
 
つ
て
、
 
選
手
 
ひ
と
り
 

ひ
と
り
の
 
差
別
 
化
が
 
行
わ
れ
た
-
こ
う
し
 

ピ
リ
ヤ
—
 

ド
の
 

巨
大
な
 

球
が
 

こ
ろ
が
る
 

中
 

を
、
 

そ
れ
と
は
 

気
づ
か
ず
に
 

新
 

▲
聞
を
 

読
み
 

な
が
ら
 

歩
い
て
 

行
く
。
 

ぅ
わ
、
 

危
 

い/
. 

こ、
 

っ
し
た
、
 

特
撮
 

C
M
 

の
'
 
 

シ
カ
 

ケ
の
 

，
秘
密
 

や
 

撮
影
の
 

ウ
ラ
 

話
、
 

そ
し
て
、
 

こ
れ
 

ら
 

特
撮
 

C
M
 

を
つ
 

く
る
 

ク
リ
エ
 

イ
タ
—
 

た
 

ち
の
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
—
 

と、
 

制
作
 

作
業
の
 

実
 

際
を
 

取
材
し
て
、
 

コ
ン
 

パ
ク
 

ト
に
 

ま
と
め
 

た
の
が
、
 

こ
の
 

本
で
す
。
 

い
や
 

あ
、
 

面
白
 

い、
 

面
白
い
。
 

前
 

出
の
 

「
ビ
 

—
バ
—
 

エ
ア
コ
ン
」
 

は
、
 

ス
 

タ
 

ジ
オ
に
 

深
さ
—
 

メ
 

I 
ト
ル
の
 

プ
 

I 
ル
を
 

つ
く
り
 

宣
床
の
 

家
具
 

や
 

置
物
は
 

全
て
 

さ
か
 

ら
い
、
 

キ
 

レ
イ
 

さ
つ
 

ぱ
リ
 

聞
こ
え
て
 

き
ま
 

せ
ん
 

ネ
 

。
ど
う
し
て
 

か
し
ら
。
 

理
由
の
 
ひ
と
つ
に
、
 
語
学
力
の
 
モ
ン
 
ダ
 

ィ
が
 
あ
る
そ
う
 

で
す
。
 
ア
メ
リ
カ
へ
 

行
く
 

人
の
 全
員
が
、
 英
語
が
 で
き
る
、
 と
い
う
 

わ
け
で
は
 
な
い
 
の
で
、
 
そ
う
す
る
と
 
当
然
、
 

通
訳
の
 
人
に
 
た
よ
る
 
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

す
る
と
 
ど
う
な
る
 
か
。
 

例
え
ば
、
 

ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
の
 

会
社
へ
 

見
学
に
 

行
き
ま
す
。
 

ア
 

チ
ラ
の
 

会
社
の
 

人
 

が
 

説
明
を
 

し
て
 

く
れ
る
。
 

ペ
ラ
 

ペ
ラ
 

ペ
ラ
 

そ
う
す
る
と
、
 

ペ
ラ
 

ペ
ラ
は
 

い
い
ん
 

だ
け
ど
、
 

通
訳
さ
ん
 

を
 

通
し
て
の
 

説
明
 

だ
 

か
ら
、
 

え
ら
く
 

時
間
が
 

か
か
 

る
ん
で
 

す
ね
。
 

て、
 

露
は
、
 

試
合
の
 

勝
ち
負
け
の
 

下、
 

個
人
の
 

プ
レ
ィ
が
 

い
ち
い
ち
 

ド
ラ
マ
に
 

な
 

っ
て
し
 

ま
う
 

と
い
う
、
 

実
に
 

画
期
的
な
 

構
 

造
を
 

獲
得
し
た
 

の 
だ
と
 

思
う
 

の
で
 

あ
り
ま
 

す。
 

そ
ん
な
 
ワ
ケ
 
で、 

数
字
を
 
か
ら
め
て
 
モ
 

ノ
ゴ
 ト
を
 見
る
 の
は
、
 
な
か
な
か
 面
白
い
 

こ
と
な
の
 
で
は
な
い
 
か
と
 
考
え
た
 
の
で
 
あ
 

る。 
そ
し
て
、
 

こ
う
 

も
 
考
え
た
 

の
だ
っ
た
 

0 

い
ま
、
 
ど
ん
な
 
も
の
に
、
 
数
字
を
 
つ
け
て
 

見
た
ら
 
面
白
い
だ
 
ろ
う
か
'
 
 
と。 

そ
こ
で
、
 

こ
の
 

本
、
 

『
現
代
 

気
分
の
 

基
礎
 

知
識
』
。
 

こ
れ
は
、
〃
 

気
分
 

- ♦
 
に
、
 

点
数
を
 

つ
け
 

て
、
 

世
の
中
の
 

モ
ノ
 

ゴ
 

ト
を
 

透
か
し
て
 

見
 

さ
ま
に
 

つ
く
る
。
 

女
性
は
 

プ
—
 

ル
に
 

も
ぐ
 

つ
て
か
ら
 

飛
び
 

上
る
 

—
—
 

こ
れ
を
 

サ
カ
サ
 

マ
に
 

し
て
 

見
れ
ば
'
 
 

女
性
が
 

い
か
に
も
 

天
 

井
か
ら
 

飛
び
込
ん
で
 

き
た
よ
ぅ
 

に
 

見
え
る
、
 

と
い
ぅ
 

ワ
ケ
 

で
す
。
 

な
る
ほ
ど
ね
。
 

し
か
し
、
 

こ
の
 

本
で
 

も
 

解
明
さ
れ
 

な
い
 

ナ
ゾ
も
 

あ
る
。
 

置
い
て
 
あ
る
 
だ
け
の
 
ビ
ン
の
 
中
の
、
 
お
 

酒
 だ
け
が
 
何
枚
 
か
 波
立
つ
 
ロ
バ
—
 
ト ブ

ラ
 

ウ
ン
の
 

C
M
。
 

あ
れ
は
、
 

マ
ル
 

秘
 にな
つ
 

て
い
て
 
教
え
て
 
く
れ
な
い
そ
う
 
で
す
。
、
 
つ 

—
ん
 、
ど
う
や
つ
 

た
ん
だ
ろ
。
 

□ 

イ
ス
に
 
で
も
 
座
つ
 
て
い
よ
ぅ
 
も
の
な
ら
'
 

た
だ
で
さ
え
 
良
く
 
わ
か
ら
な
い
 
ニ
 ユ
—
メ
 
デ
 

ィ
ア
の
 
話
で
す
、
 
ね
む
く
 
な
っ
て
、
 
グ
—
グ
 

I
 
寝
ち
 
や
つ
て
も
 
仕
方
な
い
 
…
…
 
。
ま
あ
 

そ
ん
な
 
わ
け
で
、
 
海
外
の
 
事
情
は
 
伝
わ
ら
 

な
い
 
の
で
す
。
 

こ
の
 

本
は
'
 
 

日
経
 

流
通
 

新
聞
の
 

記
者
 

さ
 

ん
 

た
ち
が
 

世
界
を
 

股
に
 

取
材
を
 

し
た
 

|
 

冊
 

で
す
。
 

ビ
ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
と
は
 

何
 

か
〃
 

で
 

は
な
く
て
 

"
ニ
 

ュ
—
 

メ
デ
ィ
ア
で
 

何
が
 

行
 

わ
れ
て
 

い
る
か
〃
 

が
 

書
か
れ
て
 

い
ま
す
。
 

と
く
に
、
 

お
父
さ
ん
 

た
ち
に
 

オ
ス
 

ス
メ
。
 

□ 

よ
う
と
い
 
う
 試
み
の
 
本
な
 
の
で
あ
り
ま
す
。
 

〃ム
 

7
 

の
 

時
代
を
 

表
わ
す
 

I
 

五
〇
の
 

ア
ィ
 

テ
ム
に
 

対
す
る
、
 

の
べ
 

三
 

〇
〇
〇
 

人
の
 

気
 

分
 

度
と
 

コ
メ
ン
ト
が
 

集
ま
っ
 

た
。
 

「
愛
人
 

バ
 

ン
ク
 

j か
ら
 

「 
I
 

〇
〇
 

円
 

ラ
イ
タ
—
」
 

「
戸
塚
 

宏
」
 

「
ホ
 

カ
ホ
 

カ
 

弁
当
」
 

…
…
 

「
ワ
レ
サ
」
。
 

こ
 

れ
 

に
よ
る
と
'
 
 

気
分
 

ベ
ス
 

ト
—
 

は
 

「
ご
は
 

ん
」
 

、
ワ
—
 

ス
ト
ー
 

は
 

「
徴
兵
制
」
 

で
、
 

う
 

ん
 

'
納
得
で
す
。
 

面
白
い
 

の
は
、
 

男
女
で
 

全
く
 

評
価
 

(
気
分
)
 

が
異
る
 

も
の
が
 

実
に
 

た
く
さ
ん
 

あ
る
の
 

だ
。
 

モ
ノ
の
 

見
方
を
 

変
 

え
る
 

と
 

違
っ
た
 

コ 
ト
が
 

見
え
て
 

く
る
の
で
 

あ
り
ま
し
た
。
 

□ 



DISK-BASIC 
なんでも 論途 
Disk-Basic の 勉強から 活用 法 アラカルト イ

ン
 
ト
 ロ
 ダ
ク
 
シ
 ヨ
ン
 

3 月
 号
で
は
、
 
M
S
X
 
の
 D
I
S
K
 
 
B 

A
s
 
1
C
 
と
 
D
O
S
 
に
つ
い
て
 
紹
介
し
 
ま
 

し
た
。
 

4 月
 号
か
ら
は
、
 
D
I
S
K
 
に
 関
 

す
る
 
全
て
の
 
情
報
を
 
読
者
の
 
皆
様
に
 
紹
介
 

す
る
 
こ
と
に
い
た
 
し
ま
し
 
ょ
う
。
 
D
I
S
 

K
 
を
う
 
ま
く
 
使
う
た
 
め
の
 
プ
ロ
 
グ
 
ラ
ミ
ン
 

グ
 '  D

I
S
K
 
専
用
の
 
市
販
 
ソ
フ
ト
 
情
報
 

な
ど
、
 M
S
X
 

に
と
 っ
て
 D
I
S
K
 

が
 ど
 

れ
 だ
け
 
役
に
立
つ
 
か
を
 
御
 紹
介
し
 
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
 
今
回
は
、
 
D
I
S
K
 に
つ
 

い
て
の
 
基
礎
知
識
か
ら
 

や
つ
て
 
い
こ
う
と
 

思
い
ま
す
。
 

何
 
ご
と
 
も 最

初
が
 
肝
心
で
す
、
 

ガ
ン
バ
 
ツ
テ
 
く
だ
さ
い
。
 

D
I
S
K
 
 
は
 

外
部
醫
 
装
置
 

外
部
 
記
憶
装
置
 
と
い
う
と
 
ず
い
ぶ
ん
 
堅
 

く 
聞
こ
え
 
ま
す
が
、
 
よ
う
す
る
に
、
 

コ
ン
 

ピ
 
ユ
—
夕
 
(
M
S
X
)
 

の
 外
に
 
出
た
 
デ
—
 

夕
を
 
記
憶
す
 
る
た
 
め
の
 
機
械
と
 
い
う
 
こ
と
 

な
ん
で
す
：
 ス
テ
レ
オ
を
 

比
べ
て
 見
る
 

と
 良
く
 
わ
か
る
 
の
で
す
 
が
、
 
M
S
X
 
本
体
 

が
 ア
ン
プ
で
、
 
外
部
 記
憶
装
置
 
で
あ
る
 
デ
 

ィ
ス
 ク
 は
、
 カ
 セ
ッ
 ト デ

 ッ
キ
に
 あ
た
り
 

ま
す
。
 た
だ
し
、
 

カ
セ
ッ
ト
 

デ
 ッ
キ
と
 

違
 

う
と
 
こ
ろ
は
、
 
音
楽
で
 
あ
る
か
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
の
 デ
—
 
夕
で
 
あ
る
か
と
 
い
う
 
こ
と
 

で
す
。
 記
憶
の
 保
存
と
 い
う
 こ
と
 だ
け
で
 

デ
ィ
ス
ク
と
 
カ
 セ
ッ
 
ト 
デ
 
ッ
キ
を
 
比
べ
て
 

み
ま
し
た
 
が
、
 
機
能
的
に
は
'
 
 
ま
つ
た
 
く 

異
な
つ
 
て
い
ま
す
 
の
で
、
 
誤
解
し
 
な
い
で
 

く
だ
さ
い
。
 

デ
ィ
ス
ク
は
、
 
コ
ン
 ピ
ユ
—
 夕
に
 関
係
 

す
る
 
全
て
の
 
デ
—
 
夕
を
 
記
憶
 
保
存
す
 
る
 
こ 

と
が
で
 
き
ま
す
。
 
数
字
 
デ
 ー 

タ、 
文
字
 
デ
 

I
 
夕
、
 
漢
字
 
デ
 I
 
夕
な
 
ど
 
多
く
の
 

テ
 ー
 
タ
 

を
 扱
え
ま
す
 

し
か
し
、
 

こ
れ
は
、
 
デ
ィ
 

ス
ク
に
 
保
存
さ
れ
 
た
 デ
—
 
夕
を
 
ど
の
よ
う
 

な
 目
的
で
 
使
う
 
の
か
に
 
よ
っ
て
、
 
扱
い
方
 

が
 変
わ
っ
 
て
き
ま
す
。
 
漢
字
 
デ
—
 
夕、 

文
 

字
 デ
—
 
夕
で
 
あ
れ
ば
、
 
ヮ
—
ド
 
プ
ロ
 
セ
ッ
 

サ
が
 
中
心
に
な
り
ま
す
 
し、 

今
、
 
流
行
の
 

簡
易
 
計
算
 
シ
ス
テ
ム
で
 
あ
れ
ば
'
 
 
数
字
 
デ
 

—
夕
 、
文
字
 デ
—
 夕
な
 ど
を
 総
合
的
に
 使
 う
こ
と
 
に
な
り
ま
す
 
。
デ
ィ
ス
ク
は
、
 

プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
を
 
記
憶
さ
せ
る
 
だ
け
で
な
く
、
 

合
理
的
に
 
使
え
ば
、
 
僕
ら
に
 
と
つ
て
、
 
(
M
 

S
X
 
に
と
 
つ
て
)
 
す
ば
ら
し
い
 
味
方
に
 
な
 

つ
て
 
く
れ
ま
す
"
 

デ
ィ
 
ス
ク
を
 
使
う
 
と 何

が
 
で
き
る
 
の
か
？
 

何
が
 
ffi 利

に
な
る
 
の
か
？
 

を
 こ
れ
か
ら
 
や
つ
て
 
い
こ
う
 

と 思
い
ま
す
。
 
D
I
S
K
-
B
A
S
I
C
 
を
 勉
強
す
 
る だ

け
で
な
く
、
 
D
I
S
K
 
を
 使
う
た
 
め
の
 
ノ
ウ
ハ
ウ
 

を
說
 
者
の
 

に 紹
介
し
て
 
い
く
の
が
 
こ
の
べ
 

ー ジ
 で
す
。
 
ま
た
、
 
読
者
の
^
*
 
か
ら
 
も、 

D
I
S
K
 
を
 

「
こ
^
®
 
え
 ば
 便
利
に
 
利
用
で
 
き
る
」
 
と
か
、
 
「
こ
ん
な
 
使
い
方
は
 
で
き
な
い
 
の
で
す
 
か
？
」
 
と
い
つ
 
た
お
 

た
よ
り
を
 
お
待
ち
し
て
 
お
り
ま
す
。
 
D
I
S
K
 
の
 使
い
方
は
 
色
々
 
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
 
講
座
で
 
D
I
S
K
 
を
 

勉
強
し
て
、
 

M
S
X
 
を
よ
り
 
身
近
な
 
パ
 ー ト

ナ
 
ー 
に
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 

で
は
 
実
際
に
 
ど
う
 
す
れ
ば
 
デ
ィ
ス
ク
を
 

合
理
的
に
 
使
う
 
こ
と
が
で
き
 
る
の
で
 
し
よ
 

う
。
 
そ
れ
を
 こ
れ
か
ら
'
 
 読
者
の
 方
と
 
|
 

緒
に
 
考
え
て
 
い
き
た
い
と
 
思
い
ま
す
。
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 
近
頃
は
、
 
小
さ
い
 
方
が
 
持
 

ち
 運
び
 
や
 耐
久
性
に
 
す
ぐ
れ
て
 
い
ま
す
。
 

M
S
X
 
に
と
 
つ
て
 
ど
の
 
大
き
さ
が
 

|
 番
 

合
っ
て
 
い
る
か
は
 
今
の
 
段
階
で
は
 
'
ハ
ツ
 

キ
リ
し
 
ま
せ
ん
 
が
、
 
使
う
 
方
に
 
と
つ
て
 
は
 

な
る
べ
く
 
シ
ン
プ
ル
に
 
使
え
る
 
も
の
が
 
い
 

い
で
し
 
よ
う
。
 

デ
ィ
ス
ク
 
ド
ラ
イ
ブ
と
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
 

が
 あ
つ
て
、
 
デ
ィ
ス
ク
と
 
呼
び
ま
す
。
 

レ
コ
ー
 
ド プ

レ
イ
ヤ
—
 
だ
け
 
あ
つ
て
 
レ
コ
 

、 
I
 
ド
が
な
け
れ
ば
 

な
に
も
 
な
ら
な
い
 
の
と
 

I
 諸
で
す
 

(
た
だ
し
'
 
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
は
 

レ
コ
—
 
ド プ
レ
イ
ヤ
—
 
に
は
 
か
か
り
 
ま
せ
 

ん
 /
r
 

デ
ィ
ス
ク
の
 
メ
 リ
ッ
 
ト
は
 
デ
—
 
夕
の
 
出
 

し
 入
れ
が
 
自
由
に
で
 
き
る
 
と
こ
ろ
に
 
あ
リ
 

ま
す
。
 

デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
は
、
 

3 イ
ン
チ
、
 

3.5 イ
 

ン チ、 
5 イ
ン
チ
の
 
3 種
類
に
 
な
つ
て
 
い 

ま
す
。
 (PIH1KI) 

大きい、 小さいで、 
性能 (記憶 容 

量な 

ど) 

が 
特別に 

違う 

という 

ことは 

M
S
X
 
と
 デ
イ
 
ス
ク
 

M
S
X
 
で
 
デ
ィ
ス
ク
を
 
使
う
 
に
は
 
ど
う
 

す
れ
ば
 
い
い
の
で
 
し
ょ
、
 っ。 

これ
が'
  

I 番 気に
なる
 

こと だと 思 

うの
です
 

が…。
 

M
S
X
 
に
 
デ
 
ィ
ス
 
ク
を
接
 
続
 
す
る
と
す
 

ぐ
 そ
の
 
瞬
間
か
ら
 
D
I
S
K
 
 

-  B
A
S
I
C
 

が
 起
動
す
 
る
ょ
う
 
に
な
つ
 
て
い
ま
す
。
 
今
 

ま
で
の
 
パ
ソ
コ
ン
は
、
 
シ
ス
テ
ム
 
デ
 ィ
ス
 

ケ
ッ
ト
と
 
い
う
 
特
別
の
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
が
 

必
要
だ
っ
た
 
の
で
す
 
が
、
 
M
S
X
 
で
は
'
 

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
は
、
 
デ
ィ
ス
ク
 

の
 使
い
方
を
 
な
る
べ
く
 
シ
ン
プ
ル
な
 
も
の
 

に
し
た
い
 
と
い
う
 
こ
と
か
ら
 
、
シ
ス
テ
ム
 

デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
な
 
ど
な
く
て
も
 
デ
ィ
ス
ク
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DISK  BASIC 命令 表 ステー トメ ント (* ここに ある 命令は、 ほんの 一部分です。） 

関数 
3> 

能 

X 

入門  DISK  BASIC 

=S^!^f B 邪 所 ネツ全-ュン; :っい 卜“  r  BB 

:ギ次 /b;， ” かン办; かず/ 罷 

アスキー. ラーニング 

システム 

入門 DISK  BASIC 

本格的 パ ー ソ ナル •コ 
ン ピュー タへの 手引き 

著者： 戸内 順_ 
発行： ア スキー 出 _ 

定価： 1600円 

☆  DSKF ディスクの 情報を 与える。 DSKF*  く ファイル スペック ゾ ディスクの 残り 容量を クラスタ 単位で 返す。 

☆  LOC ファイル 中での 論理的な 現在 位置を 与える。 LOC  く ファィル 番号〉 

く ファイル 番号〉 で 指定され た ファイルが ラ 
ン ダム ファイル にあった とき、 その ランダム 

ファ イ ルに 対し 最後に 読み書き された レコ ー ド 番号を 返す a 

☆  LOF ファイルの 大きさを 与える。 し OF  く ファイル 番号〉 ファイルの 大きさを セクタ 数て 返す C 

.☆  CALL  BACKUP ディスクの バックアップ ディスク を 作る r CALL  BACKUP 
大切な プログラム や データ、 システム デ ィス 
ケットの バックアップを 取って おく こと、 対 

言 挪 式で 行われます。 

☆  CALL  FORMAT ディスクを フォー マッ トする。 CALL  FORMAT 

ディスクを フォーマット （初期化) する， 対話 

形式に なって いて、 どの ドライブ のどの ディ 

スケットを フォーマット します か、 などと 聞 
いてく るよう になって いる。 

☆  CALL  SYSTEM BASIC から DOS へ もどります 0ALL  SYSTEM 
DOS 上の BASIC が 制御を DOS へ 渡す， 

Disk-BASIC では、 イリ ー ガル フ ァン クシ ヨン 
コ ールの エラ ーが 出力 されます c 

☆  COPY ファイルの 転送， COPY 、ファイル スペック パ [TCT  くフ ァイ ルス 

ペック〉”] 

ディスク にある ファイル （テ* ー タやプ ログ ラ 
ム） を 指定した ディスクに 新しく ファイルを 作り ます。 

☆  FILES 
必要な ディスクの ファイル 情報を リス ト アッ 
プ する‘ FILES'^ ファイル スペック〉〃 

指定した ディスクの フ ァイノ レ 倩 報を リストア 
ツブし 本 す 

☆  LSET,  RSET ファイル. バッファへ データを 窨き 込む： 
LSET く 文字 型 変数〉 二 〈文字 5U> 

RSET  く 文字 型 変数〉 =<  文字列〉 

Left  SET,  Right  SET の 意味で、 ランダム フ 
ァイ ルに ついて 使用す る。 FIELD 文で 指定し 

た 文字 変数に あたる 領域に デ ー ダを 格納す る 
ので、 FIELD 文がない とイ吏 用で きない。 

☆  NAME ディスク ファ イ ルの 名前を 変える。 
NAME*  く旧フ ァイ ル 名〉" AS”  フ ァイ ル 名〉" 

ディ ス ク上 にあ る ファ イ ルの 名前を 新 しい も 
のに 変える。 

☆  SAVE BASIC プログラムを ディスクに セーブす る。 SAVE ♦く ファ イ ルスべ ッ クパ [，A] 
ネ した ディ スクに プログラムを 書き込む。 

ファイル 名を 4 旨定 すると、 後で 口ー ドす る 場 
合に 便利.， 

が
 使
え
る
 
よ
ぅ
に
し
た
 
の
で
す
。
 

M
S
X
 

の
 

D
I
S
K
 
 

B
A
S
I
C
 

の
 

機
 能
 

性
は
 

高
く
、
 

ど
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

D 
丨 

S 

K
 
 

B
A
S
I
C
 

に
比
べ
て
も
 

な
ん
ら
 

問
題
 

は
あ
り
ま
せ
ん
-
か
 

え
っ
て
、
 

M
S
X
 

で
 

特
に
 

新
し
く
な
 

っ
た
 

<-
 

^.
 

F 
は
'
 
 

他
の
 

D 
 

— 
S
K
-
 

B
A
S
I
C
 

に
は
な
か
っ
た
 

も
の
が
 

あ
り
ま
す
。
 

要
は
'
 
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

何
に
 

利
用
す
 

る
か
 

に
よ
っ
 

て
 

多
大
な
 

威
力
を
 

発
揮
し
、
 

利
用
 

の
 
仕
方
が
 

悪
け
れ
ば
、
 

そ
れ
な
り
 

の
こ
と
 

し
か
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

M
S
X
 

が
、
 

ゲ
—
ム
 

性
の
 

強
い
 

マ
シ
ン
 

か
ら
、
 

ホ
 

ー 
ム
 

パ
ー
 

ソ 
ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
 

夕
と
 

し
て
の
 

棄
の
 

姿
に
な
る
 

の
は
、
 

デ
 

イ
ス
 

ク
が
 

鍵
に
な
る
 

で
し
よ
う
。
 

_
 

は、
 

ア 
ス
キ
！
 

ラ—
 

ニン
 

グ
シ
 

ステ
 

ムシ
 

リ
—
ズ
 

で、
 

D
I
S
K
-
 

B 
As
 

I
 
 

C
 

を
 

学
ぶ
 

た
め
の
、
 

D
 

丨
 

s
 

K
 
 

t 
 

B
 
 

A
 

S
 

I 
 

C
 

解
説
書
で
す
。
 

D
I
S
K
-
 
 

B
A
S
 
 

—
 

c
 

と
は
 

ど
の
よ
う
な
 

も
の
 

か
、
 

使
う
た
 

め
 

の 
基
礎
知
識
 

な
ど
を
 

具
体
的
に
 

解
説
し
て
 

い
ま
す
。
 

D
I
S
K
 
 
B
A
S
I
C
 
に
つ
い
て
 
全
く
 

知
ら
な
か
っ
た
 
方
で
 
も、 

本
書
に
 
よ
っ
て
 

D
 
I
 
S
K
 
 
B
 
A
 
s
 
I
 
C
 
の
 
概
要
を
 
理
解
で
 

き
る
 
よ
う
に
な
つ
 
て
い
ま
す
。
 

奎
 
日
の
 内
容
は
 
次
の
 
通
り
で
す
。
 
(
目
次
 

抜
粋
)
 

•
 
 D
I
S
K
-
B
A
S
I
C
 
と
の
 
出
合
い
 

•
 
D
I
S
K
 
 
B
 
 A
 
 s
 
 I
 
C
 
を
 
使
う
 
前
に
 
•
 

プ
ロ
グ
ラ
厶
を
扱
う
フ
ァ
イ
ル
壽
フ
ァ
イ
 

ル
に
 
共
通
す
 
る
 八- 叩 令

 •
 デ
—
 
夕
を
 
扱
う
 
フ
 

ァ
イ
 ル
 (!) • デ

—
 夕
を
 扱
う
 フ
ァ
イ
ル
 ⑵
 •
 プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
結
合
 
•
 機
械
語
を
 
扱
う
 

フ
ァ
イ
ル
 
•
デ
ィ
ス
ク
に
 
記
録
す
 
る
 形
式
 

_
 物
理
 
ア
ド
レ
ス
 
に
よ
る
 
読
み
書
き
 
#
A
 

P
P
E
N
D
 

丨
 
X
 
 
(
 付
録
)
。
 

マ
イ
ク
 
ロ
ソ
フ
 
ト 社

 系
の
 
D
I
S
K
-
B
 

<
0
0
|
0
の
入
門
書
で
あ
る
た
め
、
2
0
0
 

X
—
D
I
S
K
 
 
B
A
S
I
C
 
に
も
、
-
 
1411111 

の
 基
本
 
部
分
を
 
使
う
 
こ
と
が
で
き
ま
す
 

D
I
S
K
B
 
A
S
I
C
 
を
 
本
格
的
に
 
使
い
 

た
い
、
 
D
I
S
K
 
を
 使
っ
た
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

の
 作
り
方
 
含
 覚
え
た
い
 
と
い
う
 
方
に
 
と
つ
 

て
 最
適
の
 
書
で
す
。
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表黔算 がで 老 る。 英文 •カナ ワープロ になる。 

パソ カル ク® 
ROM  •  PACK ホ— ム 簡易 言語 16K.32K/ 価格 ¥9,800 
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M
S
X
 
パ
ソ
コ
ン
は
"
 

ゲ
—
ム
 
マ
シ
ン
 
じ
 や
 

な
い
 
の
 だ
よ
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

ー 
タ
は
 
ア
タ
マ
 
い
い
か
ら
、
 

い
ろ
ん
な
 
こ
と
に
 
使
え
る
。
 

そ
う
 
思
つ
 
て
 

M
S
X
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
買
つ
 
た
 
人
 
も
、
 
き
つ
 

と
い
る
 

と
 
思
う
。
 

で
、
 

今
の
と
こ
ろ
 

は
と
 

い
う
と
、
 
ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
に
 
う
ず
 
も
れ
る
 

日
々
、
 
と
い
う
 
人
が
 
ほ
と
ん
ど
 
の
は
ず
 
だ
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
ゲ
ー
ム
 
は
た
し
 
か
に
 
面
白
 

い
。
 
で
も
、
 
M
S
X
 
パ
ソ
コ
ン
は
、
 

も
つ
 

と
も
つ
 

と
 
い
ろ
ん
な
 
こ
と
が
で
き
る
 
と
い
 

う
の
 
も
 
事
実
な
ん
 
で
す
。
 
だ
か
ら
、
 
ゲ
—
 

ム
に
 飽
き
た
ら
、
 

M
S
X
 の
 優
れ
た
 

頭
脳
 

を
 他
の
 
こ
と
に
 
使
わ
せ
て
 
み
た
ら
、
 

ど
う
 

か
な
？
 
 
そ
こ
で
 
東
海
 
ク
リ
エ
 
ィ
ト
の
 

M
S
X
 
パ
ソ
 
カ
ル
 
ク
 
。
簡
易
 
表
 
計
算
機
 
能
 

に
 英
文
 
•
カ
ナ
 
ワ
—
 
プ
ロ
 
機
能
を
 
プ
ラ
ス
 

し
た
 
オ
 
ド
ロ
 
キ
 
ソ
フ
ト
な
 
の
 だ
。
 
こ
れ
 
さ
 

え
 あ
れ
ば
、
 

キ
 

ミ
の
 

M  s  X 
パ
 

ソ
 
コ
ン
が
、
 

ま
 

た
 
ひ
と
ま
わ
り
 

大
き
く
 
見
え
て
 

く
る
は
 
ず
 だ
よ
。
 

M
S
X
 
パ
 ソ カ

ル
 ク
は
 

表
 計
 II の

簡
 18 雷

 語
。
 

表
 計
 11 て

 ナ
ン
 だ
 ?
 

表
 計
算
で
 
い
っ
た
い
 
何
が
 
で
き
る
 
の
か
 

と
い
ぅ
と
。
 
た
と
え
ば
、
 

テ
ス
 
ト
の
 
成
績
 

集
計
が
 
で
き
る
。
 
家
計
簿
に
 
も
な
る
。
 

マ
 

イ
カ
ー
 
の
 燃
費
 
管
理
が
 
で
き
る
。
 
そ
れ
 
か
 

ら
 
住
所
録
、
 

カ
 
ロ
リ
—
 
計
算
、
 
売
上
 
管
理
、
 

在
庫
管
理
 
な
ど
な
ど
、
 

実
に
 
い
ろ
ん
な
 

こ
 

と
が
で
 
き
 
る
ん
だ
。
 
な
る
ほ
ど
、
 
そ
う
な
 

そ
れ
か
ら
、
，
，
 

S
E
A
R
C
H
 

，
(
検
索
)
 

と
い
 

ぅ
 

機
能
 

も
シ
 

ブ
ィ
。
 

た
と
え
ば
、
 

ヌ
キ
ゥ
 

チ
 

テ
ス
 

ト
の
 

成
績
 

だ
け
を
 

見
て
 

み
る
と
 

か
、
 

4
 

月
の
 

成
績
 

だ
 

け
を
 

見
つ
け
 

出
 

し
て
 

プ
リ
ン
ト
 

す
る
 

な
ん
て
い
 

う
"
 

複
合
 

ワ
 

ザ
〃
 

も
 
使
 う
ん
だ
 
ね
。
 

キ
 a
 の
 マ
シ
ン
が
 

英
文
 
•
カ
ナ
 
ワ
—
 ブ
ロ
 

に
な
る
。
 

と
い
う
 こ
と
は
、
 
宿
題
の
 英
作
文
を
 プ
 リ
ン
 
タ
で
 
打
ち
出
し
た
り
、
 

デ
ュ
ラ
ン
 

デ
ュ
 

ラ
ン
に
 
英
文
で
 

お
 
手
紙
 
出
し
ち
 
ゃ
つ
た
り
 

で
き
 
る
ん
だ
 

ね。 
英
語
が
 

ア
カ
 
テ
ン
の
 

人
 

は
 カ
ナ
で
 書
い
て
も
 い
い
け
 

ど、. 読
ん
で
 

く
れ
る
 
か
な
？
.
 ま

、
そ
う
い
う
わ
け
で
、
：
^
5
>
<
パ
ソ
 

カ
ル
 

ク
は
 

ま
だ
ま
だ
 

い
ろ
ん
な
 

こ
と
に
 

使
 

え
 

る
ん
だ
。
 

最
初
に
 

も
 

書
い
た
 

け
ど
、
 

お
 

父
さ
ん
の
 

マ
イ
カ
—
 

管
理
と
 

か
、
 

お
 

母
 

さ
 

ん
の
 

家
計
簿
と
 

か
、
 

年
賀
状
の
 

あ
て
 

名
 

書
 

き
と
 

か
。
 

こ、
 

っ
い
う
 

の
を
 

ホ
 

ー 
ム
オ
 

ー 
ト 

メ
ー
シ
 

ョ
ン
と
 

言
う
、
 

為
 

念
。
 

(
ま
だ
 

マ
シ
 

ン
を
 

持
っ
 

て
な
い
 

人
は
、
 

•
こ
の
 

話
を
 

お
 

父
 

さ
ん
に
 

し
て
、
 

買
 

つ
て
も
 

ら
お
う
)
 

で
、
 

こ
の
2
5
>
<
パ
ソ
カ
ル
ク
'
実
際
に
見
て
 

み
た
い
 

人
は
、
 

お
 

店
の
"
 

キ
ン
グ
コ
ン
グ
々
 

で
 

デ
モ
を
 

や
っ
て
 

る
か
ら
 

行
っ
 

て
み
 

て
ね
。
 

お
っ
と
 

「
こ
の
 

製
品
は
 

松
下
電
器
の
 

協
力
 

で
 

開
発
さ
れ
 

ま
し
た
」
 

発
売
は
 

4 
月
 

上
旬
。
 

詳
し
い
 

こ
と
は
 

東
海
 

ク
リ
エ
 

イ
 卜
ま
で
。
 

気
軽
 

に
 

資
料
 

請
求
し
 

ち
 

や
つ
て
 

ね
、
 

よ
ろ
し
く
つ
。
 

る
と
 
M
S
X
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
ゲ
 
ー 

厶
 
ソ
フ
ト
 

に
 
占
拠
 
さ
せ
と
 
く
こ
と
は
 
な
い
 
ね
。
 
M
s
 

X
 
パ
ソ
 
カ
ル
 
ク
 
で
、
 
も
つ
 
と
 
イ
キ
 
イ
キ
と
 

使
い
こ
な
し
て
 
欲
し
い
。
 

で
も
、
"
 

テ
ス
 

ト
の
 

成
績
 

集
計
な
ん
 

て
電
 

卓
 

だ
け
で
 

で
き
る
 

で
は
な
い
 

か
っ
 

ド
ン
 

ッ
々
 

な
ど
と
、
 

コ
ト
を
 

荒
 

だ
て
る
 

人
 

も
い
 

る
か
 

も
し
れ
 

な
い
か
ら
、
 

|
 

応
言
 

っ
て
 

お
こ
う
 

0 

M
S
X
 

パ
ソ
 

カ
ル
 

ク
の
 

ス
ル
 

ド
イ
 

と
こ
ろ
 

は
、
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ョ
ン
 

キ
—
 

一
発
で
'
 
 

い
 

く
つ
 

も
の
 

計
算
を
 

同
時
に
 

や
つ
ち
 

ゃ
う
 

こ 
と
な
ん
だ
。
 

テ
ス
 

ト
の
 

成
績
 

集
計
に
 

例
を
 

と
れ
ば
：
 

60
 

回
の
 

テ
ス
 

ト
の
 

平
均
点
を
 

出
 

す
，
 

計
算
 

も
*
 

A
V
E
,
 

(
ア
ベ
 

レ
—
ジ
 

)
 

を
 

使
え
ば
 

カ
ン
 

タ
ン
に
 

定
義
で
 

き
る
。
 

し
か
 

も
 

|
 

度
つ
 

く
っ
た
 

計
算
 

式
は
 

ど
こ
 

C
 

で
も
 

r
l
 

ピ
ー
 

し
て
 

使
え
る
 

か
ら
、
 

各
 

科
目
 

別
の
 

平
均
点
を
 

い
っ
ぺ
ん
に
 

計
算
す
 

る
な
ん
 

て
 

お
 

手
の
 

も
ん
だ
。
 

い
っ
た
ん
 

表
を
 

作
っ
て
 

.
数
値
を
 

入
力
し
て
 

し
ま
え
ば
、
 

ど
ん
な
 

複
 

雑
な
 

計
算
で
 

も
、
 

い
と
 

も
 

カ
ン
 

タ
ン
に
 

や
っ
 

て
の
 

け
る
 

か
ら
 

便
利
 

だ
ね
。
 

便
利
な
 
の
は
 
こ
れ
 
だ
け
 
じ
 
ゃ
な
い
。
 

並
 

ベ
 か
え
が
 

で
き
る
。
 

英
語
の
 

テ
ン
の
 

い
い
 

順
、
 
数
学
の
 
い
い
 
順
、
 
総
合
 
順
位
の
 
い
い
 

順
'
 こ
れ
 も
 フ
ア
ン
 ク
シ
 ョ
ン
 キ
ー
 ー
発
。
 

ア
カ
 
テ
ン
が
 
何
回
 
あ
っ
た
か
 
な
ん
て
す
 
ぐ
 

わ
か
っ
 
ち
ゃ
う
。
 

»MSX マークは マイク ロソフ トの 商標です 



いま 活 超の M  S  X ハゾ コン シリ ーズ 第— 弾“ M  S  X 

テレビ •  p  a  x  〇  は、 テレビ として 楽しめ るのは 

もちろん、 ジョ イス テイ ックを 接続す る だけで、 ゲー 

ムが 楽しめ、 キー ボー ドを 接統 すれば 本格的な バゾ 

コンに グレード アッ プ ，テ レ ビがハ ゾ コン 機能を 侍 
つ た： vis  X テレビ 

まさに“ タッチ •ザ •来 米”， 議 

胃 •"■■rn 

L  j 

C3 は マイク □ゾ 7M± の 商標です- 



'Zmam.  \4|| 

空母 •戦艦 •巡 

洋鑑な ど 雲霞 

のよう な 敵勢が 

見渡す かぎり 威 

わを 発揮。 3 機の 爆擊 機を 率いて さっそく 

£ 隊 に攻擎 開始/  BROM  PACK ⑦ 

敵 兵が 君の トー チカを めが (すて 

m  猛攻 擎分 wn 

__  _  くる。 敵 兵の 手 

榴弾で 爆破され ない うちに、 マシン •ガン 

で擎 退せ よ/  ■  ROM  PACK  © 

る 敵の 宇宙船を 破壊しながら、 エイリアンの 

たまごを 回収せ よ。  BROM  PACK ① 

実は ビルの 48 

階には ネ 陳 いつ 

ぱいの カバンが 

ある。 その お金 

は、 カノ マンを 手に入れた 人の もの ム かし ビル 

には 怪物が いる ぞ。  BROM  PACK® 

ノくソ コン 作曲家 - シック •ノト 

■-  a  -  -r  ；) 

MSX から 次々 に 

示される 色々 な 

^  曲。 その 
中から 

お気に入りの メ 

] ディ、 リズムを 選ぶ •だけで、 何と オリ ジナ 
レ 曲が 作れます。  _ROM  PACK 

心に 浮かんだ 自 

分 だけの メロ デ 

イーを この ハー 

モ ナイザーに 入 

れ てくだ さい。 伴奏つ きの 素敵な オリ ジナ 

ル 曲が 作れ ま to  _ROM  PACK 

^0 
コン ドリ 

君は 崖に 巣を 

作った コン ドリ。 

気球に 乗った 人 

間 どもが、 巣の 

E 子を 盗みに くる そ'; さあ、 巣に 近づく 気球 
k くちば じ C つつけ/  _ROM  PACK® 

ー キンク マン 

君は いたずら 大 

好き 少年。 監視 

員の ネコの 目を 

盗んで は 工場 

に 忍び込む。 作業 1^ボ ッ トが 点検の 際、 頭を だ 

したら/ 、ン マーで 叩け。 ■  ROM  PACK® 

CAR  RACE 

君は 迷 ドライバ 
一？ ハイテク ニ 

ックで 荒っぽい 

回りの 車を 追い 

越し、 走行距離を 伸ば じ r 欲 u 、。ガソリンは 

どんどん 減って いく そ;*  BROM  PACK® 

SUPER  DRINKER 

項  — 

■  ■  •_  rgaa 

酒の ためなら お 

巡りさん も 恐くな 

い/ボトルを 全 

て 飲み 尽じ C 隣 

の 街に 逃げよう。 ただ、 飲み過ぎたり 酔いが 

さめる と 大変 だ そ：  BROM  PACK® 

ブギウギ ジャン クン レ 
小太郎 くんは 何 

とかして ジャン 

クルで プレ ゼン 

卜を 集め、 あいち 

ゃん の 家へ。 はたして、 こわい 番人の 目を ど 

うかわす か？  _ROM  PACK ① 

スクランブルエッグ 
ポポ ロン 号は 今 

日 ものん び U、 ふ 

わ ふわ パ ト ロ ー 
ル 飛行を してい 

る。 ん？ 前方から 飛んで くるのは 何 だ。 夕、 夕 

マゴの 大群 だ あ/  _ROM  PACK  ® 

ファイナル 麻雀 ニヨ □ルス 

■持ち 点 30,
000 点か

ら 
スタ
-卜
。 

持ち 点 30,000 

点から スタート。 

裏 ドラ あり、 カン 

ドラな し、 喰い 

，ン ありの 一 翻 縛り ルール。 リアルな パイ 

0 表示で 迫力 も 満点。  _ROM  PACK 

西暦 2IXX 年。 

地上は 巨大な 

へビ _ROLS” 
桃 み 家と 化し 

人魂 まて 吸 b れ る。 君の 分身 能力で1 NYORO 

LS” と 人魂を 絶滅 させよ。 _ ROM  PACK® 

おてんば ベッキーの 大 冒険 

今日 も ベッキー 

は 秘密の 階段 

屋敷へ。 階段を 

昇ったり 降りた 

り、 穴を 堀ったり 落としたり。 彼女の 背後に 

ばェ イリ: T ノが 迫る。  _R0M  PACK ⑦ 

ウ オー リア 
君は 王女を 救 

うため、 竜の 支 

配す る 迷宮へ 

旅立つ 戦士。 待 

邊 (rr いる 切) {よ 何 か 纖を劫 、して、 見 

寡、 王女を 救 L 、だせ 0  BROM  PACK  ® 

戦鬪用 g ボット 
我らの SASA 君 0 

携帯 用 フェイ 

_  _ ザ ーの 反動を 
利用して 後ろ向き にして 後ろ 向きに 飛び 

回れ。  _R0M  PACK  ® 

ジグ ソー セツ ト 
アド ヘン •チュー 太 「コァラ 」 「 橋」 

「蝶」 「魚」 の 中 

から 好きな バズ 
ルを 楽しもう。 ピ 

-スは 最高 96 個。 レベルは、 実力に 応じて 4 

段 用意され てい も。  BROM  PACK  © 

ダイヤモンドを 

ねらって 悪魔の 

城に 忍び こんだ 

勇敢な チュー 

太。 悪魔の 手先の かえるを 避けて、 早く ダイ 

ヤを 見つけなければ。  _R0M  PACK 

BEE  &  FLOWER 
君の 操る 蜜蜂 

は 蜂の巣と 花を 

往復し 蜜を 集め 

る。 しかし その 
間、 ドノ 衣ガメ 蜂 ̂ 虫 取り 少年まで が 蜜蜂の 

邪魔を する から 注意。 _R0M  PACK ⑦ 



各 定価 4,800円 （〒500)Q) は ジョイスティック 使用 可® は パドル 使用 可 .RAM16K バイト 以上の 仕様の マシンなら すべて 

コン// フ ゲーノ 
MSX ダービー 

クレ — シーフ レツ ト 

ギャング マスター 
MSX カン ト リー 
ク ラブへ ようこ 

そ。 当 クラブは、 

バン カー はもち 

ろん、 ウ オーター ハ ザー ド あり、 立 木 ありの 

9 ホール。  _ROM  PACK  0 

コンピュータ；!^ 

発表す る オッズ 

と 各 出場 馬の 
データから 勝馬 

を 予想 投票。 はた UC 君の 予想 馬の 健闘ぶ 

り やい かに。 ■  ROM  PACK  ⑦ 

君は タンクを 操 
縦しつつ 誘導弾 

で 敞を擊 誘 

導 弾は 君の 操 
縦す る タンクの 方向に 飛んで いく。 2 人^べ 

ば 気分は 戦場。  IROM  PACK ① 

君は 各 場面て 
出される 難問、 
コマの 場所と 色 

当て ゲームに 桃 

戦。 ゲームを 解けた 者の みが 金庫 室に 迈 

づ くこと がで きる。  _ROM  PACK© 

3D テニス 
「来た/フォア 

だ。 やった リタ ー 
ン エース。」 手に 

汗に ぎる 興奮の 

本格的 スポーツ ゲーム 3D テニス。 MSX カツ 

プの 覇者は 誰？  ■ROM  PACK  © 

マリンバ ト ル 
駆逐艦 MSX 号 

を 中心に 繰リ 

広げられる 一大 スぺク タク/レ。 空 

か ら 海上、 海上から 海中への 大死閼 。さて、 

君は 生き残れ るか ̂   _ROM  PACK  0 

ムーン ラン テ イング _ 

■  君は お
ん ぼろ 月 

着陸
 
船の
 
パイ
 
ロ ッ ト。 完全

 
手動
に 

よる
 
希 lj 御と

 
ロゲ
 

ット
 
噴射
 
だけ
で 

目的
地に
 

軟着
陸さ
せる
 

の 

が 君の
 
任
務
。
 
 

■R
OM
  

PAC
K  

0 

スター: j マン y 

これ ぞ スタート 

レック 型 ゲーム 
の 決定版。 リア 

ルタ イムの 戦い 

の 中で、 宇宙船を 操り、 宿敵 クリムゾンを 

全滅 させよ。  _ROM  PACK  Q： 

ブレーク アウ ト MOLE 
MSX-21 

ザ •ブレイン 

ただの ブロック 

崩しと 思って な 

めたら ダメ 。ブ 

ロックの パター 
ンは 何と  120  面 も あり、  重大な 秘密が 隠さ 

れ ている。  BROM  PACK ⑦ p 

穴: から 顔を 出す 

8 色の もぐらを、 

8 色に 変化す る 
ハン マー て仰く〇 

しかし、 ハンマーと 同じ 色の もぐらを 叩く と 

大ピ >^。  _R0M  PACK© 

叫：: 腻 編 

ブラック ジャック 

と ポーカーで、 

君 も ギ ャン ブラ 

一の 気分を 味 

わって みない か。 コンピュータとの 駆け引きは 

スリル 満点。  _R0M  PACK ⑦ 

君の 記憶力に 

コンピュータが 

挑む 。 コン ピュー 

夕が 指定す る セ 
ルを、 音と 光を 頼りに 君は どこまで 覚える こ 

とがで きる か。  BROM  PACK® 

ライ ズ アウ ト 
ハス ボール 

3 次元 2 人制バ 
レ ー ポ ー ル。 コ 

一 卜に 映る ポー 

ルの 影を 見て、 

レシ ー フン アタック/上 達すれば 時間 差攻擊 

もで きる。  BROM  PACK  0 

コメット テイル 

宇宙を 飛び 続 

けなければ なら 

ない 彗星 コメッ 

卜。 自分と 同じ 色 

の 宇宙塵を 食べる と 尾が 伸び、 ある 程度 伸び 

ると 脱出 口が 開く。  BROM  PACK ① 

君は 大阪 城の 
地下 (1) る 巨大 

な 迷宮に 落とさ 
れ た。 しかし、 忍 

者と 戦いながら、 登り 続けなければ ならない。 

迷路 ば 20 面 re ある。 _R0M  PACK0 

リアルタイム 神 

経 衰弱、 さあ お 
ばけに 捕まらな 

いよう カードを め 

くれ。 相手の カードで も 自分ので も、 ペアを 作 

つた 方の 勝ち。  _R0M  PACK  ® 

エ クス チェン シャフ 

■  お互い
^ 宙に 出現 じ r し 

まった 宇宙人た 

ち ̂ かれ喊 ブラ 

.ック ホールと ホワイトホールを 通じても との 世 

界へ 戻す のが 任務。  _ROM  PACK  ® 

ラダー ビル ティング 

君の 武器は 消 

化 器た だ一 つ。 
スパイ ガ ー ドから 

身を かわし、 部 

屋に 隠され r いる 書類を 集め 屋上に たど u 着 

かなければ ならない。 BROM  PACK© 

イ リーガス Episode  IV 

M  君
を 待ち受けて 

いる
もの
は 

何 か 。 

超 高速
 

3 次元
 

迷路
。 

時間
と 

太 

陽の
 
位置
から
 

方角
を 

割出
し、
 
夜ま
でに
 

赤外
線 

ビ □ワ ーを
 
見つ
 
W ごせ

 
0 
 
_R
0M
  

PAC
K 

⑦ 

ノ\ イン \ ニック マージャン がで 

きる 人なら どな/こ 
でも… 。 しかし 世 

の 中そう 甘くな 

い。 手役を 揃える だ (ぬ' ら あたりまえ。 君の 

頭は もう パニック。  BROM  PACK® 

ここで 紹介す る ソフトの 販売元は㈱ アスキーです。 ■全国 有名 害 店、 マイコン ショップで お求めく ださい。 



FOR  1=1  TO  5 
READ  A$,B$ 

PRINT  'モン タ V  ';A$ INPUT  C$ 

IF  B$=C$  THEN  PRINT  カイ！！ •  ELSE  PRINT  'tT ンネ ゾ 
NEXT  I 
DATA  ツク I, DESK 

DATA エン ヒ0 ツ， PENCIL 
DATA  ト ケイ， CLOCK 
DATA  ホン, BOOK 
DATA  イス， CHAIR 
END 

0
 
 0
 
 0
 
 0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
3
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
 

ス 

こ
の
2
5
>
<
-
日
<
0
0
|
〇
入
門
講
 

座
 も
も
う
 
4 回

目
。
 
そ
ろ
そ
ろ
 
キ
—
ポ
 

I
 
ド
が
 
自
分
の
 
指
に
 
な
じ
ん
で
 
き
た
 
頃
 

か
な
 
(
中
に
は
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
の
 

操
作
 
だ
け
 
素
早
く
な
 
つ
た
 
人
 も
い
 
る
と
 

か
 

.
 

)
 

。
ゲ
 

ー 
ム
の
 

や
り
す
ぎ
で
 

目
を
 

ま
つ
 
赤
に
 
し
て
い
る
 
の
 も
 困
り
 
も
の
 
だ
 

け
ど
、
 
で
き
る
だ
け
 
愛
機
に
 
触
れ
る
 
こ 

と
も
 
大
切
な
ん
 
だ
。
 

さて
、 

前
回
ま
で
に
 

四
角
形
 

や 
円
を
 

描
い
て
 

き
た
け
 

ど、
 

む
つ
と
 

役
に
立
つ
 

こ
と
を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

や
ら
せ
て
 

み
 

た
く
て
、
 

っず
、 

っ
ず
 

し
て
い
る
 

人
 

も 
多
い
 

だろ
、 

つ。
 

も
と
も
と
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

と 

い
う
 

も
の
は
、
 

人
間
の
 

生
活
に
 

役
立
つ
 
方
向
へ
 

と 
発
展
し
て
 

き
た
ん
だ
。
 

も
ち
ろ
ん
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
 ら
し
く
 
そ
 

れ
な
リ
 
の
こ
と
 
を
 や
ら
せ
よ
う
 
と
す
る
 

と、 
新
し
い
 
命
令
 
も
で
 
て
く
 
る
し
 プ
ロ
 

グ
ラ
ム
 
も
 長
く
な
る
。
 

で
も
 
怖
が
る
 
必
 

要
は
な
 
い
ん
だ
。
 
今
ま
で
 
ど
お
り
に
 
順
 

番
 に
—
 
ス
テ
ッ
プ
 
ず
つ
 
理
解
し
て
 
い
け
 

ば
、
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
は
 
キ
ミ
が
 
望
む
 
と
 

お
り
に
 
動
い
て
 
く
れ
る
。
 
だ
か
ら
 
あ
せ
 

ら
 ず
に
 
勉
強
し
て
 
い
こ
、
 っ。 

n ンビ ユ—夕 が 
先生
 

!? 

今
回
の
 
講
座
は
 
少
し
 
急
が
し
 
い
か
ら
 

覚
悟
し
て
 
く
れ
。
 
リ
ス
 
ト
—
 
を
 見
て
、
 

何
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
か
わ
か
る
 
か
な
。
 

こ
 

れ
は
 

、
「
英
単
語
 

レ
ッ
ス
ン
」
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

厶
 な
ん
だ
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
が
 
日
本
語
 

で
 問
題
を
 
出
題
し
て
 
く
る
か
ら
、
 
英
単
 

語
に
 
直
し
て
 
み
よ
、
 っ。 

正
解
 
•
な
ら
ば
、
 

「
セ
イ
 
カ
イ
 
!! 」 と

 表
示
さ
れ
、
 
間
違
い
 

な
ら
ば
 
「
ザ
ン
 
ネ
ン
」
 

と
 表
示
さ
れ
 
正
 

し
い
 
答
え
 
も
 表
示
さ
れ
 
る
。
 
お
つ
と
、
 

も
う
 
恐
れ
を
 
な
し
た
 
人
 も
い
 
る
か
な
？
.
 

ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
 
る
に
は
 
ま
だ
ま
だ
 
早
い
 

ゾ
！
 

M
S
X
I
 

入
門
 講
座
 



写真 I 

図丨 

READ  A$ 、B$ 

i  t  I  対 綱 系 
DATA  MSX、 BASIC 

図 2 

(ア） PRINT  A 0 

(イ） PRINT ，コ タエ、 A コ タエ  0 

mu  I 
8  UkJT  fi 
0  PRINT  C ; 

IF  B$  =C$  THEN 

もし B$ と C$ の 値 力 < 等 しけれは’ 
PRINT  ''セイ カイ！ r 
"セイ カイ！！" と 表示 

ELSE  PRINT  ''、ザ ン ネン〃 等しく なければ' ̂  ザ ンネン 〃と 表示 

図 4 

^desk*  キ 、t>ESK" 

文
字
 
型
 変
数
つ
 
て
 

な
〜
 
に
 ?
 

この プログラムを 
作る には、 ま 

ず 
文字 
型 
変数って 

ものを 

理解し 

な 

くち 

やい 
けない。 

今までに 

扱っ 

て 

きた。 

F
0
 
刀
 
 
I
 
 =
 

1
 
 T
O
 
 
3
0
 

の
 

I の
ょ
う
 

な
 変数
を
'
 
 

数
値
 

変
数
と
 

い、 っ。 

を
 見
て
 ほ
し
い
。
 

A £e 

f
 タ
ラ
 
I
 
)
 
と
い
、
 

{
数
が
 
目
に
つ
く
 

だ
ろ
、
 っ。 

こ
の
 
a  e

 が
 文
字
 
型
 変
数
と
 

い
わ
れ
る
 
も
の
な
ん
 
だ
。
 
つ
ま
り
 
「
A
J
 

の
う
し
ろ
 
に
 「
$
」
 マ
—
 
ク
を
 
つ
け
て
、
 

数
値
 変
数
と
 
区
別
し
て
 
い
る
 訳
な
ん
だ
。
 

さ
て
、
 

そ
れ
で
は
 

頫
を
 

追
っ
 

て
 

リ
ス
 

卜 
1 

の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

な
が
め
て
 

い
こ
 

う
。
 

10
 

、 
20
 

行
 

目
の
 

命
令
は
 

も
う
 

知
っ
 

て
い
る
 

ょ
ね
。
 

見
慣
れ
な
 

い
の
が
 

30
 

行
 

目
の
 

命
令
 

だ
。
 F

E
A
D
i
D
A
T
A
 

文
に
 

つ
い
て
 

刀 E
A
D
 
と
い
う
 
命
令
が
 
で
て
 
き
た
ね
。
 

文
字
 

ど
お
り
 

解
釈
 

す
れ
ば
、
 

「
読
め
」
 

と
 

い
う
 

だ
。
 
そ
う
、
 

3 
0 

刀 
 

BA
D 
 

A$
, 
 

S
 

の
 意
味
は
、
 
文
字
 型
 変
数
 
A
$
、
 
B
$
 

の
 値
を
 
「
読
め
」
 と
い
う
 
こ
と
な
ん
だ
。
 

で
は
 ど
こ
か
ら
 読
ん
で
 く
る
ん
だ
 ラ
っ
。
 

気
付
い
た
 
人
 も
い
 
る
と
 
思
う
 
け
ど
、
 

80 

行
 以
降
の
 

D  A  T  A 文
が
 
そ
れ
に
 
あ
た
 

る。 
図
 1 

に
 ま
と
め
て
 
お
い
た
 
か
ら
 
見
 

て
お
い
て
 
V
 れ
。
 

注
意
す
 

る
の
は
、
 

読
み
込
む
 

デ
—
 

夕
 

の
 

型
と
 

変
数
の
 

型
を
 

I 
致
さ
せ
る
 

っ
て
 

こ
と
。
 

つ
ま
り
、
 

文
字
 

型
の
 

デ
—
 

夕
を
 

読
ま
せ
る
 

に
は
、
 

文
字
 

型
の
 

変
数
を
 

指
 

定
 

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
 

い
け
な
い
。
 

こ 

れ
を
 

間
違
え
る
 

と
 

T
y
p
e
 
 

m
i
s
m
a
t
c
h
 

と
い
う
 
エ
ラ
 
I が

 出
る
 
ゾ
！
 

80
 

行
 

目
の
 

D
A
T
 
 

A 
文
を
 

読
み
終
え
 

た
ら
 

次
は
 

ど
う
な
る
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

こ
の
 

30
 

行
 

目
の
 

R
E
A
D
 

文
は
'
 

20
 

1 
70
 

行
の
 

F
O
R
 

〜
 

N
E
X
T
 

ル
—
 

プ
の
 

中
に
 

あ
 

る
の
で
、
 

デ
 

I 
夕
を
 

5 
回
読
み
 

に
い
く
 

こ
と
に
な
る
。
 

も
ち
ろ
ん
 

2 
回
目
 

も
 

同
 

じ
 

80
 

行
の
 

デ
 

ー 
タ
を
 

読
み
込
む
 

ほ
ど
、
 

n
 

ン
ピ
ユ
 

I
 

夕
は
 

バ
カ
 

じ
 

や
な
い
。
 

ち
 

や
ん
 

と
 

90
 

行
 

目
の
 

デ
—
 

夕
を
 

読
み
に
 

い
 

っ
て
 

く
れ
 

る
ん
だ
。
 

4
0
 

行
で
は
'
 

3
0
 

行
で
 

読
み
込
ん
だ
 

2
 

つ
の
 

デ
—
 

夕
の
う
 

ち、
 

問
題
に
 

あ
た
る
 

A
$
 

を
 

表
示
 

さ
せ
て
 

い
る
 

(
B
$
 

に
は
 

答
え
が
 

入
っ
 

て
い
る
)
。
 こ

こ
で
 
P
R
I
N
T
 
文
に
 
つ
い
て
、
 詳
し
く
 説
明
し
て
 

お
こ
う
。
 図
 2 を

 参
 

照
し
て
 
く
れ
。
 

(7) は
た
 
だ
 A と

い
、
 つ 変

 

数
の
 値
を
 表
示
さ
せ
る
 だ
け
、
 
こ
れ
は
 

も、 つ 知
つ
 
て
る
ね
。
 
⑷
 の
よ
う
 
な
 使
い
 

方
を
 

す
る
と
、
 

「
コ
 

タ
エ
」
 

と
 

表
示
し
た
 

後
に
、
 

A 
の
 

値
を
 

表
示
し
て
 

く
れ
 

る
ん
 

だ
。
*
 
 

(
ダ
ブ
ル
 

•コ
 

ー 
テ
 

I 
シ
 

ョ
ン
 

•マ
 

ト
 

ク
)
 

の
 

間
の
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ
は
 

何
で
も
 

か
ま
わ
な
い
。
 

た
だ
 

結
果
を
 

表
示
す
 

る
 

だ
け
の
 

E
 

と
く
ら
べ
、
 

見
や
す
 

い
 

画
面
 

に
な
つ
 

て
い
る
 

ね
。
 

「
；
」
 

の
 

マ
ー
 

ク
は
 

「
セ
ミ
コ
ロ
ン
」
 

と
い
っ
 

て
、
 

独
特
な
 

働
き
を
 

す
る
 

も
の
 

な
ん
だ
。
 

を
 

み
れ
ば
 

|
 

目
 

瞭
然
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

つ
ま
り
、
 

P
R
I
N
T
 
 

A
 

;
 

と
は
 
A 
の
 値
を
 
一
つ
 表
示
し
た
 
後
、
 
続
 

け
て
 
次
の
 
値
を
 
表
示
す
 
る
つ
 
て
こ
と
 
な
 

ん
 だ
。
 
W
：
 
的
に
 
い
え
ば
、
 
キ
ャ
 
リ
ッ
 

ジ
 
リ
タ
ー
 
ン
を
 
無
視
す
 
る
 
こ
と
に
な
る
。
 

50
 

行
の
—
 

N
P
U
T
 

文
は
 

前
回
 

も
で
 

て
き
た
 

け
ど
、
 

今
回
は
 

文
字
列
を
 

キ
—
 

ボ
—
 

ド
か
ら
 

入
力
す
 

る。
 

変
数
に
 

「
$
」
 

マ
—
 

ク
が
 

付
い
て
い
る
 

か
ら
す
ぐ
 

わ
か
 

る
ね
。
 

何
を
 

入
力
す
 

る
の
 

か
っ
て
？
 

4
0
 

行
で
 

出
題
さ
れ
 

た
 

問
題
に
 

対
す
る
 

解
 

答
 

さ
。
 

例
え
ば
 

「
ツ
ク
 

ェ
」
 

と
 

出
題
 

さ
 

れ
 

た
な
ら
、
 

E
i
i
H
S
E
m
j
 

と
い
 

う
ょ
う
に
 

答
え
れ
ば
 

い
い
ん
だ
。
 

60 行
の
 
I
F
 
文
に
 
つ
い
て
は
、
 
前
回
 

勉
強
し
た
 
ば
か
り
 
だ
か
ら
 
覚
え
て
 
い
る
 

ね
。
 
で
も
、
 
ち
ょ
っ
 
と
 待
っ
 
て
 く
れ
。
 

「
E
L
S
E
J
 

な
ん
て
 

訳
の
 
わ
か
ら
な
い
 

単
語
が
 使
わ
れ
て
 
い
る
 ゾ
 。
英
語
を
 習
 

つ
た
 
人
な
ら
 
知
つ
 
て
る
と
 
思
う
 
け
ど
'
 

「
E
L
S
E
」
 

は' 
「
そ
れ
 
以
外
は
 
…
…
 

J 

と
い
ぅ
 

意
味
な
ん
 

だ
。
 

図
 

3 
を
 

見
て
 

く 

れ
。
 

60
 

行
を
 

日
本
語
訳
 

⑺
 

し
た
 

も
の
な
 

ん
 

だ
け
ど
、
 

「
E
L
S
E
J
 

の
 

使
い
方
が
 

わ
か
っ
た
 

か
な
。
 

B
$
 

は
 

3
0
 

行
で
 

D
A
T
 
 

A
 

文
か
ら
 

読
 

み
 

込
ん
だ
 

正
解
の
 

こ
と
 

だ
し
'
 
 

c
$
 

は
 

キ
ミ
が
 

キ
 

I 
ボ
—
 

ド
か
ら
 

打
ち
込
ん
だ
 

解
答
だ
っ
た
 

ね
。
 

だ
か
ら
、
 

60
  

IF
 

00
 

供
 

=
C
$
 
 

T
H
E
N
 
 

.
 

は
 

正
解
と
 

キ
ミ
の
 

解
答
が
 

等
し
い
 

か
を
 

く
ら
べ
て
 

い
る
 

わ
け
な
ん
だ
。
 

そ
し
て
 

変
数
の
 

内
容
が
、
 

I
 

致
し
た
な
ら
 

rt- A a- A !! 

と
 

表
示
し
、
 

間
違
つ
 

て
い
た
ら
 

4
 

V
 

4I
- 

V
 

と
 

表
示
さ
れ
 

る
ん
だ
。
 

も
ち
ろ
ん
*
 

で
 

囲
ま
れ
た
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ
を
 

変
更
す
 

る
 

こ 

と
も
で
 

き
る
。
 

例
え
ば
 

「
サ
ン
 

ネ
ン
 

」 

と
い
ぅ
 

か
わ
り
に
 

「
コ
 

レ
グ
ラ
 

イ
ワ
 

カ
 

ラ
ン
 

ノ
カ
 

、
ボ
ケ
 

！ 
J 

に
 

変
え
て
 

み
る
 

と
か
ね
。
 

70
 

行
は
 

「
こ
こ
ま
で
 

が
 

F
O
R
 

〜 
N 

E
X
T
 

ル
—
プ
 

の
 

範
囲
 

だ
ょ
」
 

と
 

ル
—
 

プ
の
 

終
わ
り
を
 

示
す
 

I 
は
 

一 
か
ら
 

5 
ま
で
 

変
化
す
 

る
か
ら
'
 
 

F
O
R
 

〜 
N 

E
X
T
 

ル
—
 

プ
は
 

5
 

回
 

ま
わ
る
 

こ
と
に
 

な
る
 

ね
。
 

も
ち
ろ
ん
 

8
0
 

行
 

以
降
の
 

D
A
T
 
 

A
 

文
 

の
 

個
数
を
 

増
や
せ
ば
、
 

そ
れ
に
 

伴
っ
て
 

I
 

の
 

値
 

も
 

増
や
さ
な
 

く
ち
 

や
い
 

け
な
い
。
 

• 

Q
 

A
 
 

T
 
 

A
 

文
が
 

7
 

つ
な
ら
、
 

2 
0
 
 

F
O
R
 
 

I 
 

= 
1
 
 

T
O
 
 

7 

と
い
っ
た
 

具
合
に
 

ね
。
 

D
A
T
A
 

文
の
 

個
数
と
 

変
数
 

I 
の
 

最
大
値
が
 

違
ぅ
 

と、
 

O
u
t
 
 

of
  

da
ta
 

と
い
ぅ
 
エ
ラ
 
I が

 出
る
 
こ
ど
が
 
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
 
R
E
A
D
 
命
令
に
 
出
会
つ
 
た
 

か
ら
 
デ
—
 
夕
を
 
読
み
に
 
い
つ
た
け
 
ど、 

読
む
べ
き
 
デ
—
 
夕
が
 
な
か
つ
 
た
と
 
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
が
 
抗
議
し
て
 
き
た
ん
だ
。
 

D
A
T
A
 

80
 

行
 

以
降
が
 

何
度
も
い
 

っ
た
よ
ぅ
 

に
 

D
A
T
A
 

文
 

だ
。
 

2
 

つ
の
 

デ
—
 

夕
を
 

1
 

組
に
 

し
て
、
 

1 
つ
の
 

D
A
T
A
 

文
に
 

お
 

さ
め
て
 

い
る
。
 

見
れ
ば
 

わ
か
る
 

け
ど
、
 

「
問
題
」
—
 

「
正
解
」
 

の
 

組
み
合
わ
せ
 

に
な
 

つ
て
い
 

る
ね
。
 

D
A
T
A
 

文
を
 

I
 

つ
に
 

ま
と
め
て
、
 

8
0
 
 D
A
T
A
 
 'y N^ H

,
 
 D
E
S
K
Z
H
V
 

n; 

/
,
F
>
E
N
C
I
 
r
 . .
 

の
よ
ぅ
 
な
 使
い
方
 
も
で
 
き
る
 
け
ど
、
 
慣
 

53 
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写真 3 

DIM  N$(10),TEL$(10) 
FOR  1=1  TO 10 

READ  N$(I),TE し $(1) 
NEXT  I 

INPUT  ■ナ マエ  B；NA$ 
FOR  1=1  TO 10 

IF  N$(I)=NA$  THEN  PRINT  _ テレホン  No._;TE し $(I〉：GOTO  50 NEXT  I 

PRINT  •トウ □ク サレ テ イマ セゾ 
DATA ス: T キ ケン デ， 12 - 8976 
DATA  ナカ Y  111 - 1278 
DATA  卜 卜 5^11,34-9997 
DATA  オクヤ 7  +  , 999-5343 
DATA  t7 ナカ 2 タカ， 99-8884 
DATA サトウ タク， 49 一 9939 
DATA チ ハ" マモル， 910-9191 
DATA  サ イタ 7] 卜， 31-8743 
DATA ト チキ''  ゲン， 10-4181 
DATA  33 ウナ：/  夕 □ウ ，55-5558 
END 

0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
 

厶
」
 
を
 作
っ
 
て
み
 
ょ、 っ。 

名
前
を
 
ィ
ン
 

プ
ッ
ト
す
 
る
と
 
電
話
番
号
が
 
で
て
 
く
る
 

や
つ
 だ
。
 難
し
く
 考
え
る
 こ
と
は
 な
い
、
 

今
ま
で
 
ど
お
り
 
一
歩
 
|
 歩
し
 
っ
か
り
と
 

理
解
し
て
 
い
っ
て
 
く
れ
。
 

さ
っ
そ
く
 
だ
が
 
リ
ス
 
ト
 
2
 
の
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
を
 
見
て
 く
れ
。
 
こ
れ
が
 
今
か
ら
 
作
 

ろ
ぅ
と
し
 
て
い
る
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
だ
？
 

基
本
的
に
は
 
先
 ほ
ど
の
 
「
英
単
語
 
レ
 

ツ
 
ス
ン
」
 

と
同
じ
よ
う
に
 

R
E
A
D
 

〜
 

D
 
 A
 
 T
 
 A
 
命
令
を
 
使
っ
て
 
い
る
ん
だ
、
 

そ
し
て
 
新
し
く
 
出
て
 
き
た
 
概
念
が
 

「
配
 

列
」
 
な
ん
だ
。
 

配
列
 

つ
て
な
〜
 

に
 

?
 

リ
ス
ト
 
2
 
の
 
10- 行

 目
を
 
見
て
 
く
れ
。
 

to  D
I
M
 
 m
 
 
(
1
0
K
T
E
L
$
 
 
(10) 

今
ま
で
 
扱
っ
 
て
き
た
 
変
数
は
、
 
数
値
 
変
 

数
と
 
文
 { S
 戈
 数
の
 
2 種

類
。
 

で
も
、
 

こ 

れ
ら
の
 
変
数
に
は
、
 

デ
—
 
夕
を
 

1 
つ
し
 

か
 入
れ
る
 
こ
と
が
で
き
な
 
か
つ
た
 

(
N
 

=  3 の
よ
う
に
)
。
 
と
こ
ろ
が
 
今
回
 
使
、
 つ 

s
e
 列
 
変
数
は
、
 
複
数
の
 
デ
—
 
夕
を
 
扱
え
 

る
ん
だ
。
 
ち
よ
つ
 と
 難
し
い
 か
な
？
 

(10 

A M 

DI 

図
 
 

A 

図
 5 を

 見
て
 
く
れ
。
 
ま
ず
、
 
D
I
M
 

と
い
う
 
文
で
 

A( 
o )

 
と
い
う
 
配
列
 
変
 

数
を
 
使
い
ま
す
 
と
 宣
言
す
 
る
ん
だ
。
 

す
 

る
と
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 
メ
モ
リ
 
内
に
、
 

A(o) 〜 
A  (10) 

の
 11 個

の
 要
素
の
 場
 

所
が
 
獲
 保
さ
れ
 
る。 

こ
の
 
A(o)  — 

A 

(10) 
の
 そ
れ
ぞ
れ
の
 
要
素
が
、
 
今
ま
で
 

使
っ
 
た
 変
数
と
 
同
じ
 
働
き
を
 
し
て
 
く
れ
 

る。 つ
ま
り
 
配
列
っ
 

て
い
う
 

の
は
、
 変
 数
の
 
倉
庫
み
 
た
い
な
 
も
の
な
ん
 
だ
。
 

デ
—
 
夕
を
 
き
ち
ん
と
 
整
理
し
て
 
配
列
 

に
お
 
さ
め
て
 
お
け
ば
、
 
必
要
な
 
時
に
 
す
 

ぐ
 
デ
 I 

夕
 を
取
リ
 
出
し
て
 
く
る
 

一 ) と
が
 

で
き
る
。
 
配
列
 
変
数
の
 
ヵ
ッ
コ
の
 
中
の
 

数
字
は
 

「
添
字
」
 

と
 呼
ん
で
 
い
て
。
 
数
 

字
 だ
け
に
 限
ら
ず
 ぶ
 I 々

や
"
-
^
 な
ど
 

の
 変
数
で
 
代
用
す
 
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
。
 

後
で
 
説
明
す
 
る
け
 
ど
、
 
R
E
A
D
 
文
で
 

配
列
 
変
数
に
 
デ
—
 
夕
を
 
読
み
込
む
 
時
な
 

ど
 と
て
も
 
便
利
な
ん
 
だ
。
 

10 行
 目
の
 
配
列
 
変
数
を
 
見
る
 
と、 

ど
 

ち
ら
 
も
「
$
」
 
マ
 
I
 
ク
が
 
つ
い
て
い
る
。
 

ど
う
い
う
 
こ
と
か
 
わ
か
る
 
か
な
？
 

そ
 

う、 
配
列
 
変
数
に
 
も
 文
字
 
型
の
 
配
列
 変
 

数
 と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
だ
。
 

こ
の
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
で
は
 
N
$
(
1
0
)
 を
 名
前
の
 
読
 

み
 込
み
 用
、
 
T
E
L
$
 
 (10) を

 電
話
番
号
 

の
 デ
—
 
夕
の
 
読
み
込
み
 
用
と
 
し
て
 
使
っ
 

て
い
る
"
 
「
電
話
番
号
は
 
数
字
な
ん
 
だ
か
 

ら
 、
文
字
 
型
 変
数
を
 
使
う
 
必
要
は
 
な
い
」
 

だ
つ
 
て
？
 

ま
だ
ま
だ
 
甘
い
 
ゾ
！
 

電
 

話
 番
号
の
 
か
た
ち
を
 
よ
く
 
見
て
 
ご
ら
ん
。
 

(
0
3
)
9
9
-
9
9
9
9
 

「
(
)
」
(
 

カ
ツ
コ
)
 

や
 

「 
」 
(
ハ
イ
フ
ン
)
 

が
 

含
ま
れ
て
 

い
る
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

こ
れ
ら
の
 

記
号
は
、
 

数
字
と
 

し
て
 

扱
え
な
 

い
ん
だ
。
 

20 〜 40 行
を
 見
て
 く
れ
。
 こ
れ
が
 配
 

列 
変
数
の
 

便
利
な
 

と
こ
ろ
な
ん
 

だ。 
F 

O
R
 
—
N
E
X
T
 

ル
—
 

プ
の
 

間
に
 

R
E
 

A  
D 
文
が
 
含
ま
れ
て
 

い
て
、
 

文
字
 
型
 
配
 

列 
変
数
 
5
 
 
(IKTEL 

供 
(I) 

を 
読
 

み 
込
ん
で
 

いるね。 

こ
の
よ
う
に
 

FO 

R 
〜 
N
E
X
T
 

文
と
 

組
み
合
わ
せ
て
 

使
 

うと、 

R
E
A
D
 

文
を
 
多
用
す
 

る 
必
要
 

が 
な
く
な
り
、
 

簡
単
に
 

配
列
 
変
数
の
 

中 

に 
デ I 

夕
を
 
入
れ
る
 

こ
と
が
で
き
 

るん 

だ。 
よく 

ワカ 
ラ
ナ
 
イツて？. 

よ一 

し'  もつ  と 詳
し
く
 説
明
し
 よう。 

ま
ず
 
I が

 
1 
の
と
き
 
に
は
、
 
R
E
A
 

D 
文
に
 
よ
っ
て
 
配
列
 
変
数
 

N
$
(
1
)
 

TEL  $  (
 1 )

 に
 デ
—
 
夕
が
 
読
み
込
ま
れ
 

る
よ
 
ね
。
 
デ
—
 
夕
の
 
読
み
込
み
 
先
は
、
 

当
然
 

100 行
 以
下
の
 
D
A
T
 
 
A 文

か
ら
；
^
 

I
 
が
 
1
 
か
ら
 
2
 
に
 変
わ
る
 
と
、
 
R
E
A
 

D
 
文
に
 
よ
っ
て
 
今
度
は
 

n
$
(
2
k
t
e
l
 

切
 (2) に

 
デ
 ー 

タ
が
 
読
み
込
ま
れ
る
。
 

こ
う
し
て
 
 
N  $  (1 )

 ~
5
 
 
(1 S

 X
T
E
L
 

$
 
 (1) 

丨 
T
E
L
$
 
 (10) 

に
 そ
れ
ぞ
れ
 

デ
—
 
夕
が
 
入
る
 
こ
と
に
な
る
ん
だ
。
 

も
 

ち
 ろ
ん
 
デ
 I 

夕
を
 
読
み
込
む
 
回
数
と
'
 

デ
—
 
夕
の
 
数
は
 

I
 致
さ
せ
な
け
れ
ば
 
い
 

け
な
い
。
 

デ
—
 夕
を
 読
も
う
と
 し
て
 
デ
 

I
 
夕
が
 
な
か
っ
 
た
ら
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 

も
ア
 
セ
ツ
ち
 
や
う
か
ら
 
ね
。
 

も
う
 
わ
か
つ
 
て
る
と
 
思
う
 
け
ど
"
 

N 

$( 
1— 1 )

 に
は
 
人
名
の
 
デ
—
 
夕
を
'
 
 
TEL 

供
 (
 I )

 に
は
 
電
話
番
号
を
 
そ
 

' n ぞ
れ
読
 

み
 込む
。
 

変
数
 
名
に
は
 

わ
か
り
や
す
い
 

名
前
を
 
つ
け
て
 
お
く
と
 
便
利
 
だ
ゾ
 

(
で
 

も
 変
数
 
名
の
 
区
別
は
 
最
初
の
 
2 文

字
で
 

さ
れ
る
 
か
ら
 
要
注
意
。
 
M
S
X
 
と
 
M
s
 

Y
 
で
は
 
同
じ
 
変
数
と
 
し
て
 
扱
わ
れ
て
 
し
 

ま
う
)
 0 

50 行は、 電話番号を 調べたい 相 

手の 

名前を 

入力す 

ると 

ころ。 

NA$ 

という 

文字 

変数に 

入力す 

る 

わけ 

だ 

から、 

カタ 

カナで 

スズキ 

tuTU^ 

gl 

としても、 

口— 

マ 
字で 

SUZUKI 

i 1 

54 

れる ま
て
は
 い
く
つ
か
の
 DA
T
 A 文 

に 
分
け
た
 

方
が
 
間
違
い
が
な
い
。
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

も 
見
や
す
 

いしね。 

さ
て
、
 

実
際
に
 

R
U
N
 

す
る
 

前
に
 

注
 

意
し
て
 

お
き
た
い
 

こ
と
が
あ
る
。
 

D
A
 

T 
A 

文
中
の
 

英
単
語
を
 

よ
〜
 

く 
見
て
 

く 

れ
 
。
み
ん
な
 

大
文
字
に
 

な
つ
て
 

い
る
ね
 

= 

だ
か
ら
 

キ
ミ
'
 

か
 

答
え
を
 

打
ち
込
む
 

と
き
 

も、
 

大
文
字
に
 

し
て
や
ら
 

な
く
ち
 

や
い
 

け
な
い
。
 

図
 

4 
を
 

見
て
 

く
れ
。
 

同
じ
 

単
 

語
で
 

も、
 

大
文
字
で
 

誊
 

か
れ
た
 

も
の
と
 

小
文
字
で
 

書
か
れ
た
 

も
の
で
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
 

違
う
 

も
の
と
 

し
て
 

扱
つ
 て
し
 

ま
う
。
 

だ
か
ら
 

〖
合
え
を
 

入
力
す
 

る
 

前
 

に、
 

ま
ず
 

キ
 

ー 
を
 

押
し
 

て
 

大
文
字
に
 

変
換
す
 

る
の
を
 

忘
れ
な
い
 

で
 

く
れ
。
 

「
答
え
は
 

あ
つ
て
 

い
る
の
に
」
 

な
ん
て
 

激
怒
し
て
、
 

愛
機
を
 

こ 
七
 

さ
な
 

い
よ
う
に
 

ね
。
 

さ
あ
'
 
 

こ
れ
で
 

「
英
単
語
 

レ
ッ
ス
ン
」
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

完
成
し
た
 

わ
け
 

だ
。
 

D 

A
 
 

T
 
 

A
 

文
に
 

自
分
の
 

苦
手
な
 

単
語
を
 

入
 

れ
て
 

楽
し
ん
で
く
れ
 

(
f
K
3
)
o
 9
&
カ
 

ラ 
 

p
 

JI
 

I
r
c
f
:
 

ラ 
 

B
f
:
，
c
 
 

ン
 

ン
 
 >• -/ 

<• -/ 
>
 •ノ  /

ノ
 
 J  k

 
X 
 
ク
 
 

7
 

t
 

f
 

?
 

t
 

f
 

?
 

，
o
_
 

電
話
番
号
 
検
索
 

ブ
 □
グ
ラ
ム
 

こ
こ
ま
で
 
で
も
ぅ
 
息
切
れ
し
た
 
人
 も
 

い
る
か
な
？
.
 

な
に
、
 
ま
だ
ま
だ
 
だ
つ
 

て
？
 

よ
し
、
 
そ
の
 意
気
で
 次
の
課
 題
 

に
と
 
け
く
 
も
ぅ
。
 

ム
 產
 
は
 
「
電
話
番
号
 
検
索
％
 フ
ロ
 
グ
ラ
 



今月の 命令 

READ - DATA 文と 組み合わせて 使う。 行 番号の 小さし ヽ DATA 文の 中 

の データから、 順番に 1 つず つ 変数に 代入して いく。 

IF 〜 THEN 〜 ELSE4 件 分岐 命令。 条件が 成立す るなら THEN 以下 力 、 成立し な 

いなら ELSE 以下が 実行され る。 • 

DIM - 配列 変数を 定義し、 メモリ 領域に 割り当てる。 

P  R  IN  T 、、 A  " ;  A - （ダブル コーテ ー シ ョン） で 囲ま れた メッセージを 表示し 
た 後、 ； （セ ミコ ロ ン) 以下の 文字列 や 数値を 表示す る。 

A$ - - 文字 型 変数を 表わす。 

:( コロン） - : —— : で 区切る ことによ り、 マルチ ステー トメン トを 可能に する。 

次回は いよいよ グラフ イ ック 画面に 文字を 出す ゾ！ お楽しみに 

じ
 
(
？
)
 
の
 
D
 
 A
 
 T
 
 A
 
文
が
 
ズ
 
ラ
—
 
つ
と
 

10 個
 ほ
ど
 並
ん
で
 
い
る
。
 
も
ち
ろ
ん
 
デ
 

I
 
夕
の
 
数
を
 
増
や
す
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
 
け
 

ど、 
増
や
し
た
 
数
に
 
応
じ
て
 
20 行

と
 
60 

行
の
、
 

F0 刀
 
 I  = 

1
T
0
 

10 

の
 I 

の
 最
大
値
 
も
 変
え
る
 
こ
と
を
 
忘
れ
 

ず
に
 

。 

今
回
は
 
か
な
り
 
テ
ン
ポ
が
 
早
か
っ
た
 

け
ど
'
 
 

ど、
 

つ
た
 

か
な
？
 

密
度
は
 

か
な
 

リ
濃
 

い
け
ど
、
 

1 
ス
テ
ッ
プ
 

ず
つ
 

確
実
に
 

理
解
し
て
 

い
け
ば
、
 

そ
ん
な
に
 

難
し
く
な
 

い
は
ず
 

だ
。
 

も
し
 

わ
か
ら
な
 

く
な
 

つ
た
な
ら
、
 

第
 

1
 

回
の
 

講
座
か
ら
 

も
ぅ
 

一
度
 

読
み
直
し
て
 

ほ
し
い
。
 

何
を
 

や
る
 

に
も
 

初
め
は
 

何
度
も
 

ア
タ
ッ
ク
し
、
 

体
で
 

覚
ぇ
な
け
れ
ば
 

身
に
 

つ
か
な
い
。
 

と
に
か
く
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
に
 

少
し
で
 

も
 

長
 

<-
 

触
れ
る
 

こ
と
 
 

こ
れ
が
 

基
本
：
^
 

一
 RE
T
U
R
N
 
一  と 入

力
し
て
も
 
受
け
つ
 
け
 

て
 く
れ
る
。
 
た
だ
し
、
 
D
A
T
A
 
文
中
 

で
 人
名
を
 
カ
タ
 
カ
ナ
で
 
扱
っ
 
て
い
る
な
 

ら
 、
も
ち
ろ
ん
 
カ
タ
 
カ
ナ
で
 
入
力
し
 
な
 

く
ち
 
や
い
 
け
な
い
。
 
で
も
 
友
 だ
ち
 
の
 名
 

前
を
 
暗
号
み
 
た
い
に
 
「
f
.
!
%
」
 
な
 

ど
と
 
変
え
て
も
 
面
白
い
 
か
も
ね
 
!? 

検
索
 
—
—
 

み
つ
か
る
 

か
な
 !? 

60 行
〜
 80 行

で
は
、
 「
検
索
」
 
と
い
う
 

こ
と
を
 
行
つ
 
て
い
る
。
 

簡
単
に
 
い
う
と
 

キ
ミ
が
 
入
力
し
た
 
名
前
と
 

I
 致
す
 
る
 名
 前
を
 
捜
し
、
 
も
し
み
 
つ
か
っ
 
た
ら
 
そ
の
 

人
の
 
電
話
 
誉
一
 T を

 表
示
す
 
る
ん
だ
。
 

こ
 

こ
で
 
重
要
な
 
働
き
を
 
し
て
 
く
れ
る
 
の
が
 

F
O
R
 

〜
 
N
E
X
T
 
文
と
 
I
F
 
文
。
 

F
 

O
R
 

〜
 
N
E
X
T
 
ル
—
。
 
フ
で
 
、
名
前
の
 

デ
ー
 
タ
の
 
入
っ
て
 
い
る
 
配
列
 
変
数
 
N 供

 

(I S
 か
ら
 
順
番
に
 

一 
つ
ず
 
つ
 デ
—
 
夕
を
 

取
り
出
し
、
 

入
力
し
た
 名
前
と
 等
し
い
 

か
ど
う
 か
を
 I
F
 文
で
 判
断
し
て
 い
る
 

わ
け
 
だ
 
(
図
 6 参

照
)
。
 
そ
し
て
 
等
し
い
 

場
合
に
は
'
 
 
T
E
L
$
(
1
)
 
か
ら
 
そ
の
 
人
 

の
 電
話
番
号
を
 
抜
き
出
し
て
 
表
示
 
さ
せ
 

る
ん
だ
。
 

と
こ
ろ
で
'
 

70
 

行
の
う
 

し
ろ
の
 

方
に
 

70 
.
 

:  GO
T
O
 
 5 0 

と
 
G
O
T
O
 
文
が
 
つ
い
て
い
 
る
ね
。
 
「： 

•
(
コ
ロ
ン
)
」
 
の
 記
号
は
 
マ
ル
チ
 
ス
テ
—
 

ト
メ
ン
 
ト
と
 
い
つ
て
、
 

こ
の
 
記
号
で
 
△
叩
 

令
と
 
命
令
の
 
間
を
 
区
切
る
 
こ
と
で
、
 

I
 

つ
の
 
文
に
 
複
数
の
 
命
令
を
 
続
け
て
 
書
く
 

こ
と
が
で
き
 
る
ん
だ
。
 
例
え
ば
、
 

1
0
F
O
R
 
 

1
=
 

1
T
0
 
 

50
 

: 
 

P
R
I
N
r
 

n
 

::
 

N
E
X
T
 
 

一 

と
い
っ
 
た
よ
う
に
 
ね。 

な
か
な
か
 
便
利
 

な
 も
の
 
だ
ろ
、
 っ。 

こ
の
 
マ
ル
チ
 

ス
テ
—
 

ト
メ
ン
 
ト
で
 
つ
な
げ
ら
れ
た
 

G
O
T
O
 

文
が
 
あ
る
 
こ
と
に
よ
 

っ
て
、
 
電
話
番
号
 

が
み
つ
 か
っ
た
 場
合
に
は
 

50 行へ
 実
行
 

が
 移
っ
て
、
 

別
の
 
人
の
 
電
話
番
号
の
 

検
 

索
に
 
と
り
か
か
 
る
ん
だ
。
 

も
し
 

残
念
な
 

こ
と
に
み
 

つ
か
ら
な
 

か
 

っ
た
ら
 

70
 

行
の
 

T
H
E
N
 

… 
以
下
は
 

実
 

行
さ
れ
 

な
い
か
ら
、
 

当
然
 

G
O
T
O
 

文
 

も
 

実
行
さ
れ
 

な
い
。
 

だ
か
ら
 

80
 

行
の
 

N 
E
X
T
 
文
へ
 
と
た
 
ど
リ
 
つ
き
、
 
今
度
は
'
 

N$(2) 
と
 
5
$
 
と
の
 
比
較
に
 
入
る
 

わ
け
 

だ
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 

F
O
R
I
N
 

E
X
T
 

ル
 

ー
 

^
フ
で
 

全
て
の
 

デ
 

I
 

夕
と
 

比
 

較
 し
て
も
 み
つ
か
ら
な
 か
っ
た
 場
合
は
 

9
0
 

行
で
 

「
ト
ウ
 

ロ
 

ク
サ
 

レ
 

テ
ィ
 

マ
 

セ
ン
」
 

と
い
う
 

メ
ッ
セ
 

ー 
ジ
が
 

表
示
さ
れ
 

る
 

こ 

と
に
な
る
。
 

つま
. 

り、
 

D
A
T
 
 

A 
文
中
 

に
は
 

キ
ミ
が
 

入
力
し
た
 

名
前
と
 

同
じ
 

名
 

前
の
 

人
は
 

い
な
い
っ
て
 

ヮ
ヶ
。
 

10
0 

行
 

以
降
に
は
、
 

も
う
 

見
 

あ
き
た
 

感
 

MSXBASIC 



夜空に 輝 〈宇宙船、 ナスカの 地上 絵、 ソロモンの 秘宝。 

いくつに なっても、 どんな 時で も 

興奮 させ て くれる モノなら 大歓迎 0 

そんな 敏感な ココ d が FM ス ピソ ッツ。 

參 RF コンバータを 内蔵、 家庭 用 テレビの が 実現 0 

画面 力す そのまま デ、 イ スプ レイに 早が わり 0  1^1
 msx マ-クは マイク。 ソフト 鑛 揉です」 

今、 話題の MSX 規格に 対応。 操作は カン 

タン、 ROM カートリッジを スロットへ 入れる だ 

け。 手に した その EJ から ゲームを はじめ、 学 

習、 家事に と 幅広く 友 だち づき か 、のでき る 

ノ 、。ソ コンて’ す。 

•多彩な 16 色の カラー グラフ イ ック 表示。 

•  8 オ クタ ーブ 3 重 和 音の サ ウン ド 機能。 

•  FM-7 と 接続す る ことにより、 MSX だけで 

は 味わえない スピード 感 あふれる グラフ イッ 

ク、 そして ダブル PSG による マルチ サウンド 
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f さあ、 ここから スタート。 I 周 
してく ると、 また ここに もどって 
くる。 左上は 得点、 中央に 表示 さ 

れ ている q  r は ハイス コア だ。 
棒グラフで 示されて いる 残り 時間 
が ゼロになる までに I 周して こな 
いと ダメ。 ここから 右、 左 どちら 

へ 向かって スター トしても 0K。 

■  ■ 

体力に 自信の ある キミ、 
楽しい アスレチックの 

世界へ 出発 だ •グ 

I  Love 体育 

わんぱく アスレチック 
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編
 
 

轉 ま 

の  1984 
SCEN 
m 

物
で
す
 
か
ら
 
ジ
ャ
ン
プ
し
て
 
避
け
て
 
下
さ
 

い。 
喷
 水
の
 
上
を
 
渡
っ
た
り
、
 

口
—
 プ
に
 

飛
び
移
る
 
な
ど
 
上
手
に
 
わ
ん
ぱ
く
 
坊
や
を
 

_
 
し
て
、
 
無
事
 
ゴ
—
 
ル
に
 
た
ど
り
 
着
い
 

て
 下
さ
い
。
 

制
限
時
間
 
内
に
、
 
ス
テ
—
 
ジ
の
全
 
画
面
 

を
 通
過
す
 
る
 事
が
 
条
件
で
す
。
 
途
中
の
 
様
 

様
な
 
障
害
物
を
 
ク
リ
ア
し
 
な
け
れ
ば
 
通
過
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

タ
ィ
マ
 
ー が

 ゼ
ロ
に
 * 4' つ 

て
 も、 

ゲ
 I 

ム
は
 
続
け
ら
れ
 
ま
す
が
、
 
残
 

り
 時
間
は
 
ボ
—
 
ナ
ス
 
点
が
 
な
く
な
り
ま
す
。
 

操
作
の
 
ポ
ィ
ン
ト
は
、
 
口
—
 ブ
 か
ら
 
口
—
 人 

ぶ 

♦
体
力
に
 

自
信
が
 

な
く
な
つ
 

た
 

•
な
ん
て
 

ボ
ャ
ク
 

人
に
は
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

の
 

主
人
公
 

♦
わ
ん
ぱ
く
 

坊
や
 

♦
を
 

見
習
つ
 

て 
ほ
し
い
。
 

広
い
 

フ
ィ
—
 

ル
ド
の
 

中、
 

障
害
物
を
 

次
 

か
 

ら
次
 

へ
と
 

ク
リ
ア
し
、
 

わ
ん
 

ば
く
ぶ
 

り
を
 

披
 

U5
 

す
る
 

ゾ
 

/ 
ゲ
—
ム
 

の 
後
は
、
 

ぜ
ひ
 

外
へ
 

出
か
け
て
、
 

ト 
レ
—
 

ニ
ン
 

グ
し
て
 

ほ
 

し
い
な
。
 

そ
ん
な
 

思
い
が
 

秘
め
ら
れ
て
 

い 

る 
ソ
フ
ト
な
 

の
 

だ。
 

©
び
 
方
 

パ
ソ
コ
ン
 
本
体
の
 
数
字
 
ボ
タ
ン
 
—
〜
 
4 

を
 選
択
し
て
、
 
キ
—
ポ
 
I ド

 か
 ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 
ッ
ク
を
 
決
め
て
 
下
さ
い
。
 
ゲ
—
厶
 
が
 

ス
タ
 
ー 
ト
し
ま
す
 
。
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
 

の
 レ
バ
—
、
 
ま
た
は
 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
で
 
主
 

人
 公
の
"
 
わ
ん
ぱ
く
 
坊
や
，
 
を
 左
右
に
 
動
 

か
し
て
 
下
さ
い
。
 
ゲ
 I 

ム
 中
に
、
 
ジ
ョ
イ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 
ポ
タ
ン
 
か
、
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
 

— 
を
 押
す
 
と
 
ジ
ャ
ン
プ
し
 
ま
す
。
 

こ
こ
は
：
^
 
な
 ア
ス
レ
チ
ッ
ク
 
公
 岡
 

奥
へ
 
奧
 
へ
と
 
進
ん
で
 
行
つ
 
て
く
だ
 
さ
い
。
 

わ
ん
ぱ
く
 
坊
や
の
 
進
行
に
 
従
っ
て
 
色
々
 
な
 

運
動
 
器
具
、
 
遊
技
 
器
具
が
 
登
場
し
 
ま
す
。
 

転
が
つ
 
て
 来
る
 
ポ
—
ル
 
や
 石
こ
ろ
は
 
障
害
 

プ
へ
 
連
続
し
て
 
飛
び
移
る
 
時
、
 
ま
た
、
 

卜 

ラ
ン
ポ
 
リ
ン
か
ら
 
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
へ
 
飛
び
 

移
る
 
時
は
、
 
ジ
ャ
ン
プ
と
 
方
向
 
レ
バ
—
 
を
 

同
時
に
 
操
作
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
'
 
 
卜 

ラ
ン
ポ
 
リ
ン
の
 
上
の
 
ポ
—
 
ナ
ス
 
ポ
イ
ン
ト
 

を
 取
る
 
時
は
、
 
ジ
ャ
ン
プ
 
ポ
タ
ン
 
だ
け
 
押
 

し
て
 
下
さ
い
。
 

得
点
は
'
 
 

リ
ン
ゴ
を
 

取
つ
 

た
り
、
 

噴
水
 

の
 

上
を
 

渡
る
、
 

ハ
ス
の
 

葉
'
 
 

口
—
 

プ
へ
飛
 び
 

移
る
な
 

ど
 

難
易
度
の
 

高
い
 

動
作
に
は
 

20
0 

点
 

加
算
さ
れ
 

ま
す
。
 

ボ
ー
 

ル
を
 

飛
び
越
え
 

た
り
、
 

く
ぐ
り
 

抜
け
る
 

と 
50
 

点、
 

そ
の
他
 

の
 

障
害
物
の
 

ク
リ
ア
は
 

20
0 

点
の
 

得
点
と
 

な
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
 

ス
テ
ー
 

ジ
 

ク
リ
ア
 

ご
と
 

に
 

2 
千
 

点、
 

各
 

ス
テ
—
 

ジ
の
 

残
り
 

タ
イ
マ
 

I
 
に
は
 

残
リ
 

時
間
 

X
 

2
0
0
 

点
の
 

ポ
—
 

ナ
ス
 

点
 

が
 

加
算
さ
れ
 

ま
す
。
 

わ
ん
ぱ
く
 

坊
や
は
 

最
 

初
 3 人

で
す
 
が
、
 

一
万
 点
で
—
 
人
 増
え
'
 

以
降
 
2 万

点
 
ご
と
に
—
 
<  す

つ
 
増
え
て
 
い
 

き
ま
す
。
 

©イス|"1ア の 手
引
 
さ
 

反
^
:
 
経
を
 
試
す
 
ゲ
—
ム
 
で
す
 
の
で
 
当
 

然
 、
素
早
い
 動
き
が
 要
求
さ
れ
 

ま
す
。
 ま
 

た
、
 
ハ
ス
の
 
葉
 や
 口
—
 プ
へ
 
飛
び
移
る
 
際
 

に
は
 
踏
み
切
り
の
 
タ
ィ
ミ
ン
グ
 
と
：
*
 
に
 

注
意
し
て
 下
さ
い
。
 

難
易
度
の
 高
い
 
S
C
 

E
N
E
 
で
は
 
状
況
判
断
 
か
 
大
切
で
す
。
 
噴
 

水
の
 
上
を
 
渡
っ
 
た
り
、
 
ィ
ガ
 
グ
リ
を
 
避
け
 

て
 通
る
 
場
合
に
は
 
タ
ィ
マ
—
 
は
 あ
ま
り
 
気
 

に
し
な
い
 
こ
と
で
す
。
 
む
や
み
に
 
i
 刖 進
せ
 

ず
に
、
 
障
害
物
の
 
動
き
を
 
把
握
 
k
 
し
ょ
ぅ
。
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會 ここは トランポリン。 リンゴを 取れば 得点 アップ， 會 水たまり。 落ちる とずぶ ぬれ だ。 

■ 

瘳 わんぱく 坊や 一 体を 動かす の 
が 大好きな イタ ズラ 少年。 特に ジ ヤン プ カは 抜群。 

•障害物  ゎんぱく 坊やの 行く 
手に 現れて は、 色々 と 邪魔を し 

てきます。 石ころ や ボール、 上 力、 ら 落ちて くる イガ グリ。 大勢で 襲 

つ てく る ハチの 群れ や 燃えさ かる 

たき 火 等々。 難敵/) I 杯です。 
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か
な
 
か
 困
っ
た
 
ゲ
—
厶
 
な
ん
だ
 
よ
ね
。
 

|
 

応
 

、
単
純
と
 

み
え
る
 

第
一
 

段
階
は
 

ル
 

ン
 

ル
ン
 

こ
え
ち
 

や
う
ん
だ
 

け
ど
、
 

第
二
 

段
 

階
に
 

ふ
み
こ
ん
だ
 

途
端
、
 

ィ
ガ
 

グ
リ
は
 

降
 

っ
て
く
 

る
し
'
 
 

ボ
—
 

ル
は
 

追
っ
 

か
け
て
 

く
 

る
し
、
 

他
に
 

も
 

い
っ
ぱ
い
 

障
害
物
が
 

い
く
 

つ
も
 

鬼
の
 

よ
う
に
 

か
さ
な
っ
 

て
、
 

最
後
 

ま
 

で
な
ん
 

て
 

簡
^
 

f
 

に
 

た
ど
り
つ
け
な
 

い
の
 

だ
。
 

実
は
、
：
 

ケ
—
ム
 

に
ち
 

よ
つ
 

と
お
 

も
し
ろ
 

さ
を
 

感
じ
 

は
じ
め
た
 

頃
な
 

の
で
 

(
本
当
は
 

ゲ
—
ム
 

が
 

不
得
手
で
 

あ
ん
ま
り
 

や
ら
な
 

か
 

っ
た
の
 

だ
け
ど
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
の
 

登
場
 

で
 

手
軽
 

さ
が
 

僕
に
は
 

ぴ
っ
た
り
で
 

好
き
に
 

な
り
 

は
じ
め
て
い
た
 

の
で
す
。
 

こ
れ
 

本
当
)
。
 

ガ
 

ビ
—
ン
 

と
め
げ
 

て
し
 

ま
う
 

一
作
で
.
 

で
も
、
 

『
僕
は
 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
 

ゲ
—
ム
 

の
 

プ
ロ
 

だ
』
 

と
 

自
負
し
て
 

い
る
 

人
に
は
 

き
つ
 

と
や
り
 

が
い
の
 

あ
る
 

ゲ
 

I 
厶
 

で
す
。
 

し
て
く
 

る
 

中
、
 

飛
ん
で
 

く
る
 

ポ
ー
 

ル
を
 

よ
 

け
'
 
 

向
こ
う
側
に
 

行
か
な
く
て
 

は
な
ら
 

な
 

い
と
い
う
 

苦
難
が
 

待
ち
 

う
け
て
い
 

る
の
で
 

す
よ
。
 

そ
れ
に
し
て
 

も
こ
の
 

ゲ
—
ム
 

を
 

作
 

っ
た
 

人
は
、
 

す
ば
ら
し
い
 

人
で
す
 

ね
。
 

I
 

度
 

あ
っ
て
 

二、
 

三
回
ぶ
 

っ
て
 

や
り
た
い
 

で
 

す
よ
、
 

私
は
、
 

ス
テ
—
 

ジ
 

3 
の
 

始
め
ま
で
 

し
か
で
 

き
な
い
の
 

だ
、
 

く
や
し
い
/
 

反
 

経
 

だ
け
で
 

で
き
る
 

ゲ
—
厶
 

で
は
 

な
い
し
、
 

か
と
い
 

つ
て
も
 

た
も
た
し
 

て
い
 

る
と
 

時
間
が
 

な
く
な
つ
 

て
し
 

ま、
 

っ。
 

運
動
 

神
経
と
 

知
恵
を
絞
 

つ
て
 

フ
ィ
—
 

ル
ド
を
 

制
 

霸
 

し
て
 

ほ
し
い
。
 

★ 
 

★
★
★
★
 

0 
) 

アスレチック ゲ—ム の 中では 上級 

者 
向けなん 

だろう 

ね。 

チヤ— 

リ— 

• 

ブラウンに 

似た 

かわいい 

キヤ 

ラ 
クタ 

に 
まどわされ 

ては 

ダメ 

。これが、 

な 

場
合
に
ょ
 
っ
て
は
 
逆
 も
ど
り
す
 
る
の
 
も、 

ひ
と
つ
の
 
手
で
す
 
し、 

ど
う
し
て
も
 

う
ま
 

く
い
か
な
い
 時
に
は
、
 ス
タ
—
 卜
を
 そ
れ
 

ま
で
と
 
反
対
の
 
方
向
に
 
向
か
っ
 
て
 切
る
、
 

な
ん
て
い
 
う
の
 
も
 良
い
で
 
し
ょ
う
。
 

〇 

や
し
 
 <  て

 

お
ち
し
 
ろ
い
 

★  ★
★
★
 
 

?
)
 

テ
レ
ビ
は
 

見
る
 

も
の
 

だ
と
 

思
い
 

こ
ん
で
 

る
 

お
じ
さ
ん
の
 

世
代
と
 

し
て
は
、
 

こ
の
 

ゲ
 

—
厶
 

に
よ
っ
て
、
 

テ
レ
ビ
の
 

中
に
 

ワ
—
プ
 

で
き
る
 

っ
て
い
 

う
か
ら
 

ス
ゴ
イ
 

で
す
 

ね
。
 

か
わ
い
い
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
に
 

な
り
き
つ
 

て
ア
 

ス
レ
 

チ
ッ
ク
を
 

始
め
る
 

の
で
〜
 

す
。
 

つ
ぎ
 

か
ら
つ
 

ぎ
へ
 

と
 

出
て
 

く
る
 

障
 

物
、
 

こ
れ
 

が
 

な
か
な
か
の
 

出
来
 

ば
え
 

で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
 

今
の
 

世
の
中
 

思
い
が
け
な
 

い
 

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
 

起
こ
り
う
る
 

可
能
性
 

は
 

多
い
 

に
あ
る
 

の
で
す
。
 

あ
な
た
 

も
 

以
^
"
 

ち
よ
つ
 

と
し
た
 

タ
イ
 

ミ
ン
 

グ
で
ラ
 

ッ
キ
 

I 
チ
 

ヤ
ン
ス
を
 

の
が
し
 

た
と
 

か
'
 
 

反
対
に
 

ケ
ガ
 

を
し
た
 

と
か
の
 

経
 

験
が
な
い
 

で
し
よ
う
 

か
。
 

そ
ん
な
 

人
に
 

お
 

す
す
め
し
た
い
。
 

ま
た
、
 

歌
の
 

出
 

だ
し
の
 

タ
イ
ミ
ン
グ
が
 

が
わ
か
ら
 

ず
 

困
っ
 

て
い
る
 

あ
な
た
に
 

も、
 

い
う
 

な
れ
ば
 

タ
イ
ミ
ン
グ
 

訓
練
 

ゲ
 

ー 
厶
 

と
し
て
 

I
 

家
に
 

一
本
 

お
す
す
 

め
し
ま
す
。
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 お
も
し
ろ
さ
で
 
す
が
'
 
実
 

際
 青
空
の
 
下
で
 
や
る
 
フ
ィ
—
 
ル
ド
 
ア
ス
レ
 

チ
ッ
ク
と
 
は
ち
が
つ
た
 
楽
し
い
 
要
素
が
 
も
 

リ
 
こ
ま
れ
て
 
お
り
、
 
音
楽
の
 
良
さ
と
 
ビ
ジ
 

■
ユ
ア
 
ル
の
 
完
成
 
度
、
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
の
 
動
き
 

な
ど
、
 
ど
れ
 も
 推
薦
で
 き
ま
す
。
 

★
 
 ★
★
★
★
 
 

(
T
)
 

こ
れ
 
以
上
 
楽
し
め
る
 
ゲ
ー
厶
 
は
 他
に
 
な
 

い
と
い
う
、
 
絶
品
で
す
 
ゾ
 、
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
 

は
ヵ
ワ
 
イ
イ
、
 
グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
ス
 
も
キ
レ
 

イ
 、
ス
ト
 I リ

 I が
 楽
し
い
 と
 111 拍

子
 そ
 

ろ
っ
 
て
い
る
。
 

ワ
ン
 
パ
ク
 
坊
や
が
 
池
を
 
越
 

え
、
 
ボ
ー
 
ル
を
 
か
わ
し
、
 
フ
ィ
—
 
ル
ド
を
 

|
 周
し
て
 
く
る
と
 
い
う
 
ス
ト
—
 
リ
—
 
に
な
 

つ
て
い
 
る
の
 
だ
が
、
 
ス
テ
—
 
ジ
が
 
進
む
 
に
 

つ
れ
、
 
段
々
 
む
ず
か
し
く
 
な
つ
て
 
く
る
。
 

ス
テ
—
 
ジ
 3 

で
は
、
 
上
か
ら
 
栗
が
 
落
下
 

3 一〕 
V
U
V
H
〕
 

大
人
 
も
 盂
も
 

シ
ン
 

キ
ン
グ
 

& 
ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
—
ム
 

と
い
う
と
 

こ
ろ
 

か
な
。
 

こ
こ
の
と
こ
ろ
は
や
リ
始
め
た
2
€
/
>
 

X
 
ゲ
 
I
 
厶
の
 
傾
向
と
 
で
も
い
 
え
る
 
の
が
、
 

こ
ん
な
 
感
じ
の
 
ホ
ノ
ポ
 
ノ
ア
 
ク
シ
 
ョ
ン
 
ゲ
—
ム
 
な
ん
だ
 
よ
ね
。
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
の
 

動
き
が
 
や
た
ら
に
 
早
い
 
と
か
、
 
反
^
 f: 

経
が
 
す
べ
て
と
 
い
う
よ
う
 
な
 形
の
 
も
の
 

も、 
ま
だ
ま
だ
 
少
な
く
 
は
な
い
け
れ
 
XT 

や
っ
ぱ
り
、
 
ゲ
—
ム
 
の
 世
界
で
 
も
 M
s
 

X
 
は
 
ホ
 
I
 
厶
ユ
 
I
 
ス
を
 
立
思
識
 
し
て
い
る
 

ん
 だ
ろ
う
 
な
。
 
キ
—
を
 
押
す
 
タ
イ
 
ミ
ン
 

グ
 と
か
、
 
キ
ヤ
 
ラ
ク
 
タ
の
 
動
き
の
 
ク
セ
 

を
 ど
こ
ま
で
 
把
握
し
て
 
い
る
か
 
な
ん
て
 

い
う
 
あ
た
り
が
 
、
こ
の
 
ゲ
—
厶
 
の
キ
メ
 

手
 だ
か
ら
、
 
大
人
と
 
か
 子
供
と
 
か
 関
係
 

な
く
 
遊
べ
そ
う
 
だ
よ
。
 

そ
れ
に
、
 

こ
の
 

ゲ
—
 

ム、
 

M
S
X
 

の
 

特
性
を
 

う
ま
く
 

生
か
し
て
 

い
る
の
 

が
う
 

れ
 

し
い
ね
。
 

バ
ッ
ク
の
 

風
景
な
ん
 

か
も
 

う
ま
く
 

I
®
 

気
を
 

出
し
て
 

い
る
し
、
 

ス
 

。
フ
ラ
イ
 

ト
を
 

う
ま
く
 

使
つ
 

て
 

色
々
 

な
 

小
 

道
具
を
 

登
場
 

さ
せ
て
 

い
る
か
ら
、
 

あ
き
 

ず
に
 

楽
し
め
る
 

よ
。
 

ス
—
 
パ
—
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 
や
 迷
路
 
ケ
ー
 

ム
に
 
あ
き
た
 
人
に
 
も
、
 
 き
つ
と
 
楽
し
ん
 

で
も
ら
 
え
る
 
ゲ
—
ム
 
だ
と
 
思
う
な
。
 

キ
ヤ
 ラ ク
タ
の
 少
年
 も、 そ

の
 動
き
 

も
な
か
な
 

か
の
 

もの。 

コ
ケ
た
 

と
き
の
 

泣
き
顔
 

も
ヵ
ワ
 

イ
ク
て
 

グ
—
 
だ
よ
。
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パ イノ 仁 

CORPORATION  PRESENTS 

ド
ラ
は
 
画
面
 
上
に
 
表
示
さ
れ
、
 

場
 ご
と
 

に
 当
然
 
変
わ
り
ま
す
。
 
パ
ィ
を
 

14 枚
 叩
き
 

落
と
し
、
 
役
が
 
完
成
し
た
 
時
点
で
 
画
面
 
左
 

の
 「
ロ
ン
」
 
ポ
タ
ン
を
 
叩
い
て
 
く
だ
さ
い
。
 

見
事
に
 
上
が
る
 
と、 

役
の
 
名
前
と
 
点
数
が
 

画
面
に
 
表
示
さ
れ
 
ま
す
。
 
た
だ
し
、
 
間
違
つ
 

て
 「
ロ
ン
」
 
ボ
タ
ン
を
 
叩
く
 
と
 
「
チ
ョ
ン
ボ
」
 

が
 上
か
ら
 
落
ち
て
 
来
て
 
ハ
ン
 
マ
—
 
を
 失
ぅ
 

事
に
な
り
ま
す
。
 

画
面
 
上
に
は
 
持
ち
時
間
 

も
 表
示
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
 
ゲ
—
厶
 
進
行
 
中
 

に
 減
つ
 
て
 ゆ
き
ま
す
。
 

こ
の
 
持
ち
時
間
が
 

な
く
な
つ
 
た
り
、
 
流
れ
て
 
く
る
 
パ
イ
で
 
役
 

を
 完
成
で
 
き
な
い
と
 
流
 局
と
 
な
り
ま
す
。
 

々
ジ
ャ
ン
 
吉
 く
ん
〃
 
の
 ハ
ン
 
マ
 ー 

は
 全
部
で
 

5 個
で
す
。
 
す
べ
て
 
失
ぅ
 
と
ゲ
 
I 
厶
オ
 
ー 

パ
—
 
に
な
り
ま
す
。
 
パ
イ
を
 
打
ち
落
と
し
 

て
い
る
 
最
中
に
 
障
害
物
 
(
サ
イ
コ
ロ
 
や
 点
 

棒
)
 が
 ！
 
し
て
き
ま
す
。
 
当
た
る
 
と
 
ハ
ン
 

マ
|
を
失
い
 

.? ン
ャ
ン
吉
く
ん
々
が
立
ち
上
 

が
る
ま
で
の
 
時
間
が
 
ロ
ス
さ
れ
 
ま
す
。
 
サ
 

イ
コ
 
ロ
は
 
左
右
 
移
動
で
、
 
平
行
に
^
 
K
 し
 

て
く
 
る
 点
 棒
は
 
ジ
ャ
ン
プ
で
 
か
わ
し
て
 
下
 

さ
い
。
 
レ
ベ
ル
に
 
よ
っ
て
 
障
害
物
が
 
増
え
 

ま
す
。
 
最
初
は
 
サ
イ
コ
ロ
が
—
 

つ。 
レ
べ
 

ル
 2 
で
は
 
サ
イ
コ
ロ
が
 

2 
つ
に
 
な
り
、
 

レ
 

ベ
ル
 
3 
で
は
 
サ
イ
コ
ロ
と
 
占
 〖
棒
が
 
登
場
し
 

ま
す
。
 

/ ジャ
ン 

吉 くん
" 

を 上手
に 

n ント □ 

I 
ル
し
て
、
 

役
づ
 

く
り
に
 

必
要
な
 

パ
イ
を
 

叩
き
落
と
せ
/
 

ウ
 
カ
ウ
カ
し
 
て
る
と
 
サ
 

イ
コ
 
ロ
 
や
 点
 
棒
に
 
ぶ
ち
 
当
た
る
 
ゾ
 
。
右
に
 

左
に
 
パ
イ
を
 
追
い
求
め
、
 
目
指
す
 
は
 起
死
 

回
生
の
大
役
満
 
// :
フ
ッ
|
の
麻
雀
ゲ
|
1
 

ム
 と
は
 
ひ
と
 
味
 も
 ふ
た
 
味
 も
 違
う
、
 
可
愛
 
d
 

く
て
、
 
も
ど
か
し
い
 
ス
ピ
—
 
ド
 
麻
雀
 
だ
。
 

び
 方
 

タ
イ
ト
ル
 
画
面
が
 
表
わ
れ
た
 
後
に
 
ゲ
—
 

ム
 条
件
を
 
選
択
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 
ゲ
—
ム
 

は、 
キ
—
 
ポ
ー
ド
 
ま
た
は
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 イソ 

ク
で
 
操
作
で
 
き
ま
す
。
 
レ
ベ
ル
は
 
上
に
 
行
 

く ほ
 XT 飛

ん
で
 
来
る
 
障
害
物
が
 
多
く
な
 
り
 

ま
す
。
 
選
択
の
 
後
、
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
—
 
ま
た
 

は
 ト
リ
ガ
 
I 
ボ
タ
ン
を
 
押
す
 
と
ゲ
 
I 
ム
の
 

ス
タ
—
 
卜
で
す
。
 
開
始
と
 
同
時
に
 
画
面
 
左
 

よ
り
 
次
々
 
に
 麻
雀
 
パ
イ
が
 
流
れ
て
 
き
ま
す
。
 

"
ジ
ャ
ン
 
吉
 く
ん
々
 
を
 自
分
の
 
希
望
す
 
る
 パ
 

イ
の
 
上
ま
で
 
移
動
 
さ
せ
、
 

ハ
ン
 
マ
—
 
で
 打
 

ち
 落
と
し
て
 
下
さ
い
。
 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
の
 

場
合
、
 
移
動
は
 
B
 日
で
 
左
右
に
、
 
打
ち
落
 

と
す
 
際
に
は
 
ス
 ベ
—
 
ス
キ
—
 
を
 叩
い
て
 
ぐ
 

だ
さ
い
。
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 
場
合
は
 

ト
リ
ガ
 
ー ポ

タ
ン
に
な
り
ま
す
。
 

す
で
に
 

パ
イ
を
 
落
と
し
た
 
所
に
 
新
し
い
 
パ
イ
を
 
落
 

と
す
 
事
で
、
 
手
 牌
の
 
交
換
が
 
で
き
ま
す
。
 

パ
イ
を
 
並
べ
 
変
え
る
 
時
に
は
、
"
 
ジ
ャ
ン
 

吉
 く
ん
〃
 
を
 画
面
 
右
は
 
し
の
 

「
並
べ
 
か
え
」
 

ボ
タ
ン
の
 
上
ま
で
 
移
動
 
さ
せ
 
叩
い
て
 
下
さ
 

い。 
自
動
的
に
 
並
べ
 
変
え
が
 
行
わ
れ
ま
す
。
 

£
i
)
V
H
V
5
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/
 
 
の
手
引
き
 

障
害
物
に
 
当
た
る
 
と
 
ハ
ン
 
マ
—
 
を
 失
い
、
 

時
間
 
ロ
ス
と
 
な
り
ま
す
 
の
で
 
絶
対
に
 
避
け
 

る
 こ
と
が
 
肝
心
で
す
。
 

ま
た
、
 
や
た
ら
に
 

パ
イ
を
 
打
ち
落
と
 
す
と
 
後
半
に
 
希
望
の
 
パ
 

イ
を
 
入
れ
に
 
く
く
な
り
ま
す
。
 

こ
の
 
ゲ
 I 

厶
 で
は
 
高
い
〃
 
手
 •
を
 目
指
す
 
ょ
り
、
 
ま
ず
 

流
れ
て
 
く
る
 
バ
イ
を
 
素
早
く
 
見
き
 
わ
め
て
、
 

柔
軟
に
 
対
処
し
て
 
い
く
こ
と
 
が
 大
切
で
す
。
 

瞬
時
の
 
判
断
が
 
ゲ
—
ム
 
の
 成
否
を
 
決
定
す
 

る
と
 
い
え
ま
す
 
。
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
ょ
 

リ
キ
—
 
ボ
—
 
ド
の
 
方
が
 
動
き
は
 
正
確
に
 
行
 

え
る
 
と
 思
い
ま
す
。
 

二. あ
 和
 了
し
た
い
 

★
 
 ★
 
 ★
 
 ★
 
 

(
〇
)
 

ダ
レ
 
だ
/
.
 
こ
の
 
ゲ
ー
ム
 
作
っ
た
 
人
は
、
 

ゆ
っ
 
く
り
と
 
麻
雀
が
 
で
き
な
い
 
で
は
な
い
 

か
/
か
ろ
や
か
な
 
メ
ロ
 
デ
ィ
に
 
の
っ
て
、
 

左
か
ら
 
牌
が
 右
に
 
進
ん
で
 
い
く
'
 
そ
れ
を
 

ハ
ン
 マ
—
 を
 持
つ
 た
々
 ジ
ャ
ン
 吉
 ，
が
'
 

た
た
き
 
落
と
し
て
'
 
 
配
 牌
す
 
る
ん
だ
 
け
ど
、
 

牌
に
 夢
中
に
 
な
つ
て
 
い
る
と
、
 
サ
イ
コ
ロ
 

や
 点
 棒
が
、
 
ジ
ャ
ン
 
吉
 め
が
け
て
 
飛
ん
で
 

く
る
、
 
ぶ
つ
か
る
 

と 
ハ
ン
 
マ
—
 
が
 無
く
な
 

っ
て
し
 
ま
い
 
配
 牌
で
 
き
な
い
の
 
だ
、
 

ま
た
、
 

ゆ
っ
 

く
り
と
 

牌
を
 

選
ん
で
 

い
る
 

と
 

右
へ
 

流
れ
て
 

し
ま
っ
て
、
 

牌
が
 

な
く
な
 

っ
て
し
 

ま、
 

っ、
 

わ
が
 

輩
は
、
 

こ
の
よ
う
な
 

i
 

な
 

条
件
 

下
で
 

役
満
に
 

挑
戦
し
た
 

の
 

だ
。
 

"
で
き
る
 

わ
け
な
い
だ
ろ
う
"
 

こ
の
 
ゲ
—
厶
 
作
っ
た
 
人
は
'
 
 
き
っ
と
 
麻
雀
 

で
 痛
い
目
に
 
あ
っ
た
 
人
だ
ろ
う
 
な
 あ
 

I
 度
で
 
い
い
か
ら
、
 

あ
が
っ
 

て
み
た
い
 わ
が
 
輩
の
 
さ
さ
や
か
な
 
お
願
い
き
 
い
て
。
 

ァ
 
 
く
や
し
い
。
 

(
編
集
部
 
注
 
•
こ
の
 
〇 氏

の
 
麻
雀
の
 
ゥ
 

デ
に
 つい
て
は
、
 

だ
れ
も
 

知
ら
な
い
 

と
い
 

う
の
が
 
真
相
ら
 
し
い
)
 

★
 
 ★
 
 ★
 
 ★
 

1 )
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
 

I 
ム
と
田
 

心
考
ゲ
 

ー 
ム
の
 

合
体
し
た
 

新
し
い
 

タ
イ
プ
の
 

ゲ
—
厶
 

で
、
 

な
れ
な
い
 

と
 

難
し
；
 

> 。
役
を
 

考
え
て
 

い
る
 

と
 

サ
イ
コ
ロ
が
 

当
り
、
 

サ
イ
コ
ロ
を
 

よ
け
 

て
い
る
 

と
 

手
が
 

ム
 

チ
ャ
 

ク
チ
ャ
に
な
る
。
 左
脳
と
 

右
脳
を
 

別
々
 

に
 

使
っ
て
 

二
重
人
格
 

に
な
 

b 
な
い
 

と
 

上
達
し
 

な
い
 

ゲ
ー
ム
 

だ
 

S
 

子
 

座
の
 

人
が
 

上
手
 

だ
と
い
 

う
 

話
 

も
 

あ
る
)
。
 

そ
れ
に
 

パ
イ
の
 

数
が
 

^
 

し
か
 

出
て
 

こ
な
い
 

の
で
 
国
士
無
双
が
 
で
き
な
か
っ
た
 
り
し
て
 

• 
普
通
の
 
麻
雀
と
は
 
違
っ
 
た
 手
 づ
く
リ
 
を
し
 

な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

暗
 刻
な
 
ど
が
 
作
り
 

¥
 
い
の
 
^
 
麻
雀
は
 
あ
ま
 
リ
 知
ら
な
く
て
 

も
 ア
ク
シ
ョ
ン
 
ゲ
—
ム
 
の
 得
意
な
 
人
の
 
方
 

が
 高
い
 
得
点
が
 
出
る
 
よ
ぅ
 
だ
。
 

こ
の
 

手
の
 

思
考
と
 

ア
ク
シ
ョ
ン
の
 

ク
ロ
 

ス
オ
 

I 
バ
 

I 
フ
ユ
 

I 
ジ
 

ョ
ン
ゲ
 

ー 
厶
 

を
ち
 

よ
つ
 

と
 

安
易
に
 

考
え
て
 

み
る
と
 

例
え
ば
 

オ
セ
ロ
 

盤
の
 

上
を
 

パ
ッ
ク
マ
ン
 

が
 

走
り
 

ま
わ
り
 

コ
マ
を
 

ひ
つ
く
 

り
 

返
し
て
 

ジ
ヤ
 

マ
す
 

る
ゲ
 

I 
ム
や
 

イ
ン
べ
 

I 
ダ
 

I 
を
 

避
け
 
攻
撃
し
な
が
ら
 
手
を
 
つ
く
る
 
ポ
—
力
 

I
。
 
ど
こ
か
の
 
安
易
な
 
発
想
の
 
ソ
フ
ト
 
メ
 

I
 
力
—
 
さ
ん
 
作
っ
 
て
み
 
ま
せ
ん
 
か
？
 

★
 
 ★
 
 ★
 
 ★
 
 ★
 
 

(
J
)
 

は
っ
き
り
 

い
っ
て
'
 
 

私
は
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

が
 

大
好
き
 

だ
。
 

な
ぜ
な
ら
、
"
 

麻
 

声
は
 

生
 

涯
 

お
つ
き
あ
い
し
た
い
 

大
切
な
 

趣
味
の
—
 

つ
 

だ
か
ら
。
 

今
ま
で
の
 

麻
雀
 

ゲ
—
厶
 

と
 

s
a
 け
^
^
 
囫
と
零
 

g
p
 
を
 
パ
 
シ
パ
シ
 
落
と
し
 
メ
ン
ツ
 
を
 
作
 

を
っ
 て
い
く
 
の
で
 あ
る
。
 

に
ぶ
つ
 

か
る
 

と
 
 

n 
キ
—
ン
 

と
 音
が
 

嘴
.
 .
を
と
 
り
あ
げ
て
 
し
ま
、
 
っ。 

し
て
'
 
 
ね
ら
っ
 
て
い
た
 
牌
 も
 落
と
 

せ
な
く
な
る
 

可
能
性
が
 

あ
る
。
 

そ
の
 

タ
イ
 

ミ
ン
 
グ
が
 
ポ
イ
ン
ト
 
な
の
 
だ
。
 

麻
雀
の
 

苦
手
な
 

人
は
、
 

チ
—
 

ト
イ
 

(
同
じ
 

牌
を
 

2 
コ 

ず
つ
 

集
め
る
)
 

を
ね
 

ら
ぅ
と
 

良
 

い。
 

ド
ラ
が
 

か
ら
む
 

と
'
 
 

点
数
が
 

高
く
な
 

る
し
、
 

わ
か
り
や
す
い
 

か
ら
だ
。
 

麻
雀
の
 

楽
し
 

さ
や
 

苦
し
 

さ
を
 

解
説
す
 

る
 

と
'
 
 

キ
リ
が
な
い
 

け
ど
、
 

あ
が
つ
 

た
と
 

き
 

の
 

感
激
が
、
 

つ
ぎ
の
 

活
力
に
な
る
 

の
で
す
。
 

た
だ
 

…
…
 

盲
 

牌
で
 

き
な
い
の
 

が
 

残
念
 

だ
 

な
 

あ
。
 

ぎ
が
 

0
 

ふ
 

忙
し
い
 

囊
だ
な
 

な
ん
と
 
ま
あ
 
忙
し
い
 
ゲ
—
ム
 
だ
ね
。
 

『
パ
イ
 
パ
ニ
ツ
 
ク
』
 
と
い
う
 
名
前
が
 
び
 

つ
た
り
 
だ
ね
。
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

に
は
 

色
々
 

な
 

タ
イ
プ
の
 

ゲ
 

ー 
ム
が
 

ミ
ツ
 

ク
ス
さ
れ
 

て
で
 

き
る
、
 

あ
る
 

種
の
 

デ
タ
 

ラ
メ
 

さ
と
い
 

う
か
、
 

す
 

さ
ま
 

じ
さ
と
 

い
う
か
、
 

ハ
チ
 

ヤ
メ
 

チ
ヤ
 

さ
と
で
 

も
い
 

う
の
 

か
'
 
 

そ
ん
な
 

も
の
が
 

ご
つ
 

た
 

煮
に
 

な
つ
た
 

よ
う
な
 

楽
し
 

さ
が
 

あ
る
ね
。
 

た
し
か
に
 

問
題
 

も
 

あ
る
。
 

な
に
し
ろ
 

基
本
的
に
は
 

麻
雀
の
 

ゲ
—
厶
 

だ
か
ら
'
 

役
づ
 

く
り
の
 

方
法
が
 

わ
か
ら
な
い
 

と
か
、
 

麻
雀
 

そ
の
も
の
を
 

ま
つ
た
 

く 
知
ら
な
い
 

と
い
う
 

人
に
 

と
つ
て
 

は、
 

あ
ま
 

リ
 

お
も
 

し
ろ
く
な
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

な
。
 

も
つ
 

と
も
、
 

た
だ
の
 

絵
 

あ
わ
せ
 

ゲ
—
厶
 

だ
と
 

考
え
れ
ば
'
 
 

七
 

対
 

子
 

や
 

三
 

暗
 

刻
な
ん
 

か
 

は
で
き
 

る
だ
ろ
う
 

し、
 

門
前
！
 

if
 

の
み
で
 

も
 

役
は
 

役
 

だ
か
ら
、
 

そ
れ
な
り
に
 

楽
し
 

め
る
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

ね
。
 

世
の
中
に
は
 
テ
—
 ブ
ル
 
ト
ッ
プ
 
ゲ
—
 

厶
 な
ど
と
 
呼
ば
れ
る
 
ゲ
—
厶
 
が
 何
 種
類
 

も
 あ
る
け
 
ど、 

麻
雀
つ
 
て
い
う
 
の
は
 
そ
 

の
 中
で
 
も
 非
常
に
 
ポ
ビ
 
ユ
ラ
ー
 
な
 部
類
 

に
 入
る
 よ
ね
。
 
そ
し
て
、
 

そ
れ
を
 パ
ソ
 

コ
ン
 
用
に
 
作
り
直
し
 
た
の
 
も
 多
い
。
 

こ
 

れ
は
 
4 
人
で
 
楽
し
む
 
麻
雀
を
 
ど
う
や
つ
 

て
—
 人
で
 やる
 か
つ
て
い
 

う
こ
ろ
 

を
う
 

ま
く
 
解
決
し
た
 
ゲ
—
厶
 
だ
と
 
思
う
よ
。
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2PI. 
AVERS  

Mifk  
KEYBOARD 

勉
強
 
も
 ゲ
—
ム
 
に
な
る
 
と
 面
白
い
。
 
遊
 

び
な
が
ら
 
自
然
に
 
覚
え
た
 
こ
と
は
、
 
絶
対
 

わ
す
れ
な
い
 
ゾ
 /
 

ま
ず
'
 
 計
算
し
て
 
答
 

を
 出
し
た
ら
'
 
 ど
こ
に
 隠
さ
れ
て
 い
る
か
 

捜
し
出
そ
ぅ
。
 

モ
ン
 
ス
タ
—
 
の
 攻
撃
を
 
か
 

わ
し
な
が
ら
、
 
見
事
 
正
解
を
 
見
つ
け
れ
ば
 

可
愛
い
 
ガ
—
ル
 
フ
レ
ン
ド
が
 
笑
顔
で
 
迎
え
 

て
 く
れ
る
。
 

ウ
 キ
ウ
キ
 
し
ち
や
ぅ
 
の
 だ
。
 

❿ び
 方
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
 ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
も
 

使
用
で
 
き
ま
す
 
の
で
、
 
タ
イ
ト
ル
が
 
消
え
 

た
 後
の
 
表
示
に
 
従
っ
て
 
選
択
し
て
 
下
さ
 

い。 
ゲ
—
ム
 
が
 ス
タ
—
 
卜
し
た
ら
、
 
問
題
 

レ
ベ
ル
を
 
一
〜
 
5 
か
ら
^
 
{疋 し

て
 
下
さ
い
。
 

画
面
に
 

問
題
が
 

出
ま
す
。
 

式
の
 
中
の
"
？
 

// 
• 

に
 当
て
は
ま
る
 
数
字
を
 
最
初
に
 
考
え
 
ま
し
 

ょ、 っ。〃 モ
ン
太
 君
〃
 
を
 動
か
し
て
、
 

答
を
 

捜
し
ま
す
。
 

天
井
に
 

巻
い
て
 

あ
る
 

ブ
ラ
イ
 

ン
 ド
に
 
ジ
ャ
ン
プ
し
て
 
引
き
 
お
ろ
し
て
 
下
 

さ
い
。
"
 
モ
ン
太
 
君
，
 
の
 移
動
は
 
力
—
ソ
 

ル
キ
—
 
で
、
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 
場
合
 

い
は
 
レ
バ
—
 
の
 操
作
で
 
行
っ
て
 
く
だ
さ
い
。
 

正
 祥
を
 
引
き
当
て
 

一 s  E  L
 
 
キ
—
を
 

押
す
 
と、 

黄
色
い
 
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
 
落
ち
て
 

き
ま
す
 
か
ら
 
上
に
 
待
つ
 
て
い
る
 
ガ
 
—
ル
フ
 

レ
ン
 
ド
に
 
渡
し
に
 
行
っ
て
 
下
さ
い
。
"
 
モ
ン
 

太
 君
，
 
の
 ジ
ャ
ン
プ
は
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
の
 
場
 

合
い
'
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
—
 
で
、
 ジ
ョ
イ
ス
，
 テ
イ
 

ツ
ク
の
 
時
は
、
 

ト リ
ガ
—
 
ボ
タ
ン
 
ra を

 押
 

し
て
 
下
さ
い
。
 
モ
ン
太
 
君
を
 
邪
魔
す
 
る
の
 

は
 モ
ン
ス
 
タ
—
 
で
す
。
 
タ
ツ
 
チ
さ
れ
 
る
と
 

ア
ウ
 
ト
で
す
 
が
、
 
天
井
の
 
リ
ン
ゴ
 
や
バ
ナ
 

ナ
を
 
取
っ
て
 
投
げ
つ
 
け
る
 
と
 逆
に
 
得
点
と
 

な
り
ま
す
。
 
時
間
 
内
に
 
3 問

 正
解
す
 
る
と
 

ス
テ
—
 
ジ
 ク
リ
ア
し
て
、
 

別
の
 
問
題
 
レ
べ
 

ル
を
 
選
択
す
 
る
 事
が
 
で
き
ま
す
。
 

"
モ
ン
太
 
君
，
 
は
 最
初
 
3 匹

で
す
 
が
、
 

ス
 

コ
ア
 
2
 
万
点
 
ご
と
に
—
 
匹
 増
え
ま
す
。
 

モ
 

ン
 ス
タ
—
 
に
 タ
ツ
 
チ
さ
れ
 
た
り
、
 
モ
ン
ス
 

夕
—
 
の
 投
げ
た
 
も
の
に
 
当
た
る
 
と
 
ア
ウ
 
ト 

で
す
。
 
ま
た
 
定
時
 
間
 内
に
 
3 
問
 正
解
で
 
き
 

な
い
 
と
 
ア
ウ
 
ト
に
な
り
ま
す
。
 
同
様
に
 
同
 

じ
 

を
 3 問

 間
違
え
る
 
と
'
 
 正
解
は
 
出
 

ま
す
が
 
モ
ン
太
 
君
は
 
や
は
り
 
ア
ウ
ト
で
す
。
 

得
点
は
 
正
解
で
 

500 点、
 
ガ
—
ル
 
フ
レ
ン
ド
 

に
 正
解
の
 
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
 
渡
し
た
 
時
 も、 

5
0
0
 点
が
 
加
算
さ
れ
 
ま
す
。
 
各
 
ス
テ
—
 
ジ
の
 

残
り
 
タ
イ
マ
—
 
の
 計
算
は
、
 
残
り
 
秒
 X IO 

点
と
 
な
っ
て
 
い
ま
す
。
 
フ
ル
—
 
ツ
 な
ど
を
 

取
っ
 
た
と
 
き
は
 
100 点、

 
モ
ン
 
ス
タ
—
 
に
投
 

げ
 つ
け
て
も
 
や
は
り
 
得
点
が
 
加
算
さ
れ
 
ま
 

す
。
 

e ィ
ス
|
1
ァ
 

の
 手
引
 
さ
 

画
面
に
は
 
算
数
の
 
足
し
算
、
 
引
き
算
、
 
わ
 

り
算
 

、
か
け
 

算
 等が
 

現
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
 

問
題
を
 
素
早
く
.
 解
答
す
 
る
 事
が
 
何
よ
り
 
必
 

要
で
す
：
 
の
ん
び
り
 
考
え
て
 
い
る
と
、
 
上
 

か
ら
 
モ
ン
 
ス
タ
—
 
た
ち
が
々
 
モ
ン
太
 
君
，
 
を
 

つ
か
ま
え
に
 
降
り
て
 
来
ま
す
。
 

ハ
ィ
ス
 
コ 

ア
 の
コ
ツ
 は
、
 
正
解
の
 ブ
ラ
ィ
ン
ド
を
 引
 

き
 降
ろ
し
て
も
、
 

-r c
j
-
^
I
I
n
J
E
C
H
 

キ
—
を
 
押
さ
ず
、
 

モ
ン
 
ス
タ
—
 
を
 や
り
 
過
 

ご
す
 
こ
と
で
す
。
 

フ
ル
 
I 
ツ
を
 
取
っ
て
、
 

モ
ン
 
ス
タ
—
 
に
 投
げ
つ
 
け
る
 
事
 も
 高
 得
点
 

に
 結
び
つ
き
ま
す
。
 

ゲ
 I 

ム
が
 
ス
タ
 
I 
卜
す
る
 
ま
で
の
 
秒
 誌
 nyL 

み
の
 
間
に
、
 
ど
の
く
ら
い
 
計
算
が
 
で
き
る
 

か
と
い
 
う
こ
と
 
が
、
 
ひ
と
つ
の
 
カ
ギ
 
で
す
。
 

そ
れ
ほ
ど
 
複
雑
な
 
計
算
は
あ
り
ま
せ
ん
 

し、 
筆
算
で
 
も
 十
分
に
 
計
算
す
 
る
 時
間
は
 

あ
る
は
 
ず
で
す
。
 

あ
せ
ら
な
い
で
 
、
し
か
も
！
 
W
 
 く 計

算
 

し
て
し
 
ま
う
 
こ
と
で
す
。
 

〇
数
 + 
祕
ヵ
ニ
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
、
 
サ
ル
 
カ
 
ニ
 合
戦
を
 
ヒ
 

ン
ト
に
 
ス
ト
—
 
リ
—
が
 
考
え
ら
れ
 
た
と
 
思
 

う
ん
で
す
 
が
'
 
 と
に
か
く
、
 
お
も
し
ろ
い
。
 

但
し
、
 
教
育
 
性
に
 
関
し
て
は
、
 
す
こ
し
 
疑
 

問
が
 
残
り
ま
す
 
ね
。
 
と
い
う
の
 
も、 

画
面
 

に
 出
た
 
計
羡
の
 
答
を
 
見
つ
け
 
出
す
 
こ
と
 

に
 気
を
取
ら
れ
て
'
—
 
つ
の
 
問
題
が
 
終
わ
 

っ
た
 
後
'
 
 式
の
 
内
容
な
ん
 
て
 覚
え
て
 
い
な
 

W
 
の
で
す
。
 
よ
う
す
る
に
 
ゲ
—
ム
 
に
 
熱
中
 

し
て
し
 
ま
う
 
の
で
す
。
 
子
ど
も
と
 

I
 緒
に
 

62 



•さあ、 これから 

スタート。 中央の 

数字が 0 になる ま 

では 考えて いる こ 
と 力 < できる。 もち 

ろん 時計 もとまる。 

峰 これが 問題の レ 
ベルを 選択す る 画 

面。 数字 キーを 押 
すと、 プログラム 
が 始まる。 

. モン太' くん  ジャンプ カは 抜群の モ 
ン キー。 キミの 手と なり 足と なって 正解 

を ひき 当てて くれます よ。 

。モンスターたち  力 二君 や サ カナ 君: 
■"モン太 君 ★を 狙って 上から 次々 に 降りて 

来ます。 時々 物 も 投げて くるから 要注意。 

熱
い
 
声
援
を
 
送
り
 
ま
し
よ
、
 
つ 

や
た
ら
に
 
根
暗
く
 
机
に
 
向
う
 
だ
け
が
 
勉
 

強
で
 
も
な
い
で
 
し
よ
う
し
、
 
や
た
ら
に
は
 

し
や
ぐ
 
だ
け
な
 
の
 も
 考
え
 
も
の
。
 

き
 
7
 と
 

こ
の
く
 
ら
い
が
い
 
い
ん
で
 
し
よ
う
ね
。
 

★  ★
★
 
 

E
 

よ
く
 
出
し
て
 
く
れ
ま
し
た
。
 
教
育
 
ソ
フ
 

卜
と
 
い
う
 
名
の
 
頭
脳
 
軟
化
 
ゲ
—
ム
 
。
あ
ち
 

ら
を
 
見
れ
ば
 
こ
ち
ら
、
 
こ
ち
ら
で
 
計
算
 
あ
 

ち
ら
で
 
行
動
、
 
つ
ま
り
い
 
そ
い
で
 
計
算
し
 

て
 答
を
 
即
座
に
 
探
し
、
 
三
階
で
 
待
っ
て
 
る
 

ガ
—
ル
 

フ
レ
ン
ド
に
 

答
を
 手
渡
す
 と
'
 

彼
女
は
 
急
い
で
 
走
っ
て
 
い
っ
て
 
数
式
の
 
た
 

り
な
い
 
部
分
に
は
 
め
る
 
の
で
す
。
 
こ
こ
で
 

注
目
/
う
ま
く
 
出
来
る
 
と
ガ
—
 
ル
フ
レ
 

ン
 ド
と
 

I 緒
に
 
バ
ン
 
ザ
ィ
を
 
三
唱
す
 
る
ん
 

で
す
 
よ
。
 
お
も
わ
ず
 
お
じ
さ
ん
 
も
 バ
ン
 
ザ
 

ィ
 

/ 実に
の
 

せ
 
方
が
 

う
ま
い
。
 

さ
て
、
 

よ
く
 
酒
の
 
席
で
 
食
べ
な
が
ら
 
飲
み
な
が
ら
 

ち
ゃ
ん
と
 
お
金
を
 
計
算
し
て
 
い
る
 
人
が
 
い
 

る
ね
。
 
そ
う
い
、
 
っ 人

は
、
 

こ
つ
 
そ
り
 
こ
の
 

ゲ
 I 

ム
を
 
や
っ
て
 
い
る
ん
で
 
す
。
 
そ
 I 

で
 

す
、
 
こ
れ
は
 

食
べ
な
が
ら
 

計
算
を
 

す
る
、
 

つ
ま
り
 
4'* がら

 
族
 *
 成
 ソ
フ
ト
な
ん
 

で
す
。
 

医
学
 
的
に
 
い
う
と
、
 
右
脳
と
 
左
脳
と
 
が
 同
 

時
に
 
使
え
る
 
よ
う
に
な
 
る
ん
で
 
す
。
 

す
ば
ら
し
い
で
 

す
ね
。
 

で
も
 

有
効
に
 

使
 

う
か
 

使
わ
な
い
 

か
は
 

あ
な
た
し
 

だ
い
、
 

ま
 

あ
、
 

ど
ん
な
 

ゲ
—
ム
 

で
も
 

そ
の
 

人
に
 

よ
っ
 

て
 

感
じ
る
 

部
分
が
 

ち
が
う
 

し、
 

楽
し
み
 

方
 

も
ち
が
 

っ
て
く
 

る
の
は
 

当
然
な
 

の
 

だ
が
、
 

ゲ
—
ム
 

を
 

作
る
 

側
 

も、
 

何
 

か
の
 

も
の
ま
ね
 

の
み
で
な
 

く、
 

ゲ
—
厶
 

の
 

中
に
 

夢
を
 

た
く
 

し
て
 

ほ
し
い
と
 

思
い
ま
す
 

ね
。
 

特
に
 

こ
ん
 な
 

ゲ
—
ム
 

の
 

場
合
い
。
 ★
 
 

★
 
 

★
 
 
★
 
 

(
 

J
)
 

さ
す
が
 
コ
ナ
ミ
で
 
す
ね
。
 
た
だ
、
 
た
し
 

算
 、
ひ
き
 
算
を
 
や
っ
 
て
れ
ば
 
ィ
ィ
っ
て
も
 

ん
じ
 
ゃ
な
い
。
 
答
を
 
出
し
て
 
い
る
 
間
に
、
 

_
 
さ
ん
が
 
ヒ
ヨ
 
コ
^
^
を
 
邪
魔
す
 

—
 ヒ
ヨ
 n お
り
て
^
^
 

る
の
 だ
。
 

ぶ
つ
か
る
 
と
 
ア
ウ
 
ト だ

か
ら
 
計
算
す
 
る
 速
 

度
が
 

に
な
る
。
 

頭
が
 
良
い
だ
 
け
で
 
も
ダ
メ
 
だ
し
、
 
ア
ク
 

シ
 
ヨ
ン
ゲ
—
 
ム
が
 
得
意
と
 
い
う
 
だ
け
で
 
も
 

点
数
を
 
か
せ
ぐ
 
こ
と
は
 
で
き
な
い
。
 
す
な
 

わ
ち
、
 
優
秀
な
 
頭
脳
と
 
反
射
神
経
を
 
必
要
 

と
す
る
、
 

高
度
な
 

ソ
フ
ト
と
 

い
え
そ
う
。
 

と
こ
ろ
が
'
 
 
楽
し
 
い
ん
で
す
 
ね
。
 
キ
ヤ
 

ラ
 ク
タ
 
も
 
可
愛
い
 
し
、
 
答
え
が
 
正
解
す
 

る
と
^
^
 
を
す
 
る
ん
だ
 
も
ん
ね
。
 

騰 
^
 が
つ
 

に
 

E
 

、 
と 

1
 
を
る
 

の
 
取
 

る
け
 

ド
れ
 
受
 

ン
 
く
を
 

レ
て
 
風
 L 

ル
 

当
。
^
!
 

ガ !!s く # 
を 

女で 

ゲ
—
厶
 
を
 楽
し
ん
で
、
 

そ
の
 
中
か
ら
、
 
算
 

数
を
 
学
ぶ
 
よ
う
に
 
す
れ
ば
、
 
ベ
ス
ト
で
 
し
 

よ
う
。
 
そ
れ
に
し
て
も
、
 

主
人
公
の
 
モ
ン
 

太
 君
は
、
 
ヵ
ワ
 
イ
イ
し
、
 
ゲ
—
ム
 
性
 も
 あ
 

る
し
、
 
教
育
 
性
が
 
い
ま
い
ち
 
な
の
を
 
の
ぞ
 

け
ば
 
墨
 局
で
す
 
ね
。
 

こ
れ
か
ら
の
 
教
育
 
用
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
は
、
 

エ
ン
 
タ
—
 
テ
イ
 
メ
ン
ト
 

性
と
 
教
育
 

性
を
 

ミ 

ッ ク
ス
し
た
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
多
く
な
る
 
こ
 

と
で
し
 
よ
う
。
 
モ
ン
太
 
君
の
 
次
に
 
来
る
 
教
 

育
 用
 プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 
大
い
に
 
期
待
で
 
き
ま
 

す
ね
。
 
こ
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
作
つ
 
た
 人
に
 

で
す
。
 

個
人
的
に
 

気
に
入
つ
 

て
い
 

一 

る
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
と
 

し
て
は
、
 

問
題
が
 

出
て
 

く
る
と
 

き
に
 

登
場
す
 

る
ん
 

だ
け
ど
、
 

あ
の
 

ア
イ
デ
ア
は
 

バ
ツ
 

グ
ン
 

だ
 

ね
。
 

以
前
に
 

出
し
た
 

「
I
 
 

L
O
V
E
 

地
 

理
 

J 
に
 

続
い
て
、
 

コ
ナ
ミ
の
 

ヒ
ッ
ト
 

作
に
 

な
り
そ
う
 

で
す
 

巧
.
 

U 
 

3 
一)

 
V
H
V
H
)
 

安 

算
数
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

I
n
 

: 

ま
ず
'
 
 な
ん
と
い
 
つ
て
も
、
 
算
数
と
 

ゲ
—
ム
 

を
 
ド
ッ
キ
ン
グ
 

さ
せ
ょ
う
 

と
い
 

う 発
想
。
 し
か
も
、
 ど
ち
ら
 か
と
い
 え
 

ば
 考
え
込
む
 

タ
イ
プ
の
 

ゲ
—
ム
 
で
は
な
 

く
て
、
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

タ
イ
プ
の
 

ゲ
 I 

ム 

と 
一
緒
に
し
て
 

し
ま
つ
た
 

と
い
う
、
 

教
 

育
 ソ
フ
ト
。
 
な
ん
と
も
 
忙
し
い
 
算
数
 
も 

あ
っ
た
 
も
ん
だ
 
ね。 

並
 1
 
の
 ア
ク
シ
ョ
ン
 
ゲ
—
ム
 
で
、
 
宝
 

モ
ノ
を
 
探
す
 
み
た
い
 
に
、
 
ブ
ラ
イ
ン
ド
 

を
 ひ
き
ず
り
 
降
ろ
し
て
、
 
回
答
を
 
探
す
 

と
い
う
の
 
も
な
か
な
 
か
お
 
も
し
ろ
 
い
し
、
 

そ
れ
を
 
じ
 
や
ま
し
に
 
出
て
 
く
る
の
 
が
、
 

カ
 
ニ
と
 
い
う
の
 
も
 単
純
な
 
発
想
 
だ
け
れ
 

ど
、
 
こ
れ
 
ま
た
 
お
も
し
ろ
い
。
 
つ
ま
り
 

サ
ル
 
カ
 
ニ
 合
戦
の
 
シ
チ
 
ユ
エ
—
 
シ
ョ
 
ン
 

な
ん
だ
 
ょ
ね
。
 
こ
れ
は
。
 

で
も
、
 

カ
 

ニ
に
 

フ
ル
ー
 

ツ
を
 

ぶ
つ
け
 

て
 

や
つ
つ
 

け
る
 

と
い
う
の
は
 

問
題
 

だ
な
 

= 
な
に
し
ろ
、
 

こ
れ
は
 

|
 

応
教
育
 

ソ
フ
ト
 

な
ん
だ
か
ら
、
 

食
物
を
 

投
げ
る
 

な
ん
て
 

い
う
の
は
、
 

い
く
ら
な
ん
で
も
 

ぉ
行
義
 

が
 

悪
す
 

ぎ
 

る
ん
 

じ
 

や
な
い
 

の
か
な
。
 

投
 

げ
方
も
 

乱
暴
 

だ
し
。
 

暗
算
の
 
力
は
 
た
し
か
に
 
つ
く
。
 

計
算
 
も
 
2 
ケ
タ
か
ら
 
始
ま
っ
 
て
 カ
ッ
 

コ
で
 
く
く
っ
 
た
か
け
 
算
 ま
で
 
用
意
し
て
 

あ
る
か
ら
、
 
レ
ベ
ル
に
 
合
わ
せ
て
 
楽
し
 

み
な
が
ら
 
計
算
 
力
 も
つ
 
く。 

小
学
生
で
 

も
こ
の
 
程
度
の
 
暗
算
は
 
で
き
 
な
き
や
ね
。
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ついに 出た。 

これ さえ やれば、 
明日は 100 点。 

■ 
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日本史 年表 

た
と
え
ば
 
歴
代
の
 

「I0KJ 
が
 成
立
し
た
 

年
、
 
倒
れ
た
 年
な
 ど
を
 調
べ
た
い
 時
な
 ど
 

に
も
 
使
え
ま
す
。
 
操
作
 
方
法
は
、
 
ま
ず
 
キ
 

|
ボ
|
ド
を
ひ
ら
が
な
モ
|
ド
に
 

5/4. 聲疋
し
、
 

検
索
し
た
い
—
 
 
(
こ
の
場
合
は
〃
 
ば
く
 

ふ
"
)
 
を
 ひ
ら
が
な
で
 
打
ち
込
み
、
 
B
 を
 

押
す
 
だ
け
で
す
。
 

#
 
別
 検
索
は
、
 
逆
に
^
^
か
ら
 出
来
 

事
を
 
調
べ
た
い
 
時
に
 
使
い
ま
す
。
 

操
作
 
法
 

は
 画
面
の
 
質
問
に
 
従
っ
て
 
検
索
し
た
い
 
年
 

»
1
•
1
 
 

*
•
•
•
•
•
 
 •••••  •

•
•
•
1
►
 

代
の
 
_
 
 
(
何
年
〜
 
何
年
)
 
を
 打
ち
込
み
 

□
 を
 押
す
 
だ
け
で
す
。
 

ま
た
、
 

日
 i
 
 
I 

覧
 表
は
 
大
和
時
代
か
ら
 
現
代
に
 
至
る
 
歴
史
 

的
 事
件
が
 
年
代
順
に
 
春
 
不
 さ
れ
ま
す
。
 

デ
 

I
 
夕
は
 
次
々
 
に
 
表
わ
れ
、
 
最
初
の
 
デ
—
 
夕
 

が
 最
上
 
部
に
 
来
た
と
 
こ
ろ
で
 
一
度
 停
止
し
 

ま
す
の
で
、
 続
け
る
 場
合
に
は
 ス
 ぺ
—
ス
 

キ
 I 

を
 押
し
て
 
下
さ
い
。
 
引
き
続
き
 
デ
 ー 

夕
が
 
出
て
 
来
ま
す
。
 
移
動
し
 
始
め
た
 
プ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 
途
中
で
 
停
止
し
た
い
 
場
合
 
も
ス
 

ベ
—
 
ス
キ
—
 
を
 使
用
し
 
ま
す
。
 

検
索
が
 
終
了
し
、
 
テ
ス
 
ト
に
 
移
り
た
い
 

場
合
は
 
F
5
 
の
 キ
—
を
 
押
し
ま
す
。
 
目
次
 

I
 
に
 
画
面
が
 
変
わ
り
ま
す
 
か
ら
、
 
そ
こ
で
 

改
め
て
 
テ
ス
 
ト
の
 
項
目
を
 
選
ん
で
 
下
さ
い
。
 

テ
ス
ト
は
 
大
和
 
•
奈
良
 

• 戈
 女
な
 ど
の
 
各
 

#
 
別
、
 
ま
た
は
す
 
ベ
て
の
^
^
 

か
ら
 選
 

ぶ
こ
と
 
が
で
 
き
ま
す
。
 

テ
ス
 
ト
の
 
形
式
は
 

#
 
か
ら
 
出
来
事
を
、
 
逆
に
 
出
来
事
か
ら
 

表
を
 
答
え
る
 
よ
ぅ
に
^
 
{疋 さ

れ
て
 
い
ま
 

す
。
 
ま
た
、
 
問
題
の
 
設
問
に
 
対
し
て
も
 
年
 

代
 順
、
 
順
 不
同
の
 ど
ち
ら
で
 も
 選
べ
ま
す
 

の
で
、
 
そ
れ
ぞ
れ
の
 
好
み
で
 
設
定
の
 
後
に
 

ふ
ら
れ
た
 
数
字
を
 
打
ち
込
ん
で
 
下
さ
い
。
 

テ
ス
 
ト
に
は
 
時
間
 
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 
が
、
 

の
 ス
テ
ッ
プ
に
 
進
み
ま
す
。
 

検
索
を
 
選
択
し
た
 
場
合
、
 
目
次
—
 
に
 次
 

い
で
 
目
次
 
2 が

 表
わ
れ
ま
す
。
 

こ
こ
で
は
 

「
出
来
事
 

別
の
 
検
索
」
 

と
 
「
表
 
別
の
 
検
 

索
」
 
「
日
奎
 
| 覧
 表
」
 
の
 3 つ

の
 中
 か
 

ら
 好
き
な
 
項
目
を
 
選
択
で
 
き
ま
す
。
 

こ
の
 

選
択
 
法
 も
 項
目
に
 
ふ
ら
れ
て
 
い
る
 
_
 
を
 

打
ち
込
み
 
y
 を
 押
す
 
こ
と
で
 
O
K
 
で
す
。
 

出
来
事
 
別
 検
索
は
 
歴
史
上
の
 
出
来
事
 
や
 

起
き
た
#
 
を
 調
べ
る
 
時
に
 
使
い
ま
す
 
が
、
 

g
 
を
 暗
記
す
 
る
に
は
 
も
つ
 
て
こ
い
 
の
 

ソ
フ
ト
。
 
出
裘
 
別
、
 
年
代
 
別
な
 
ご
か
ら
 

検
索
が
 
で
き
、
 
テ
ス
ト
 
も
 O
K
。
 
間
違
つ
 

た
 問
 e
 は
 プ
リ
ン
ト
 
ア
ウ
 
ト
し
て
、
 

シ
ッ
 

カ
リ
 
覚
え
る
 
こ
ど
も
で
 
き
る
 
。
日
本
史
の
 

家
庭
 学
習
に
 
パ
 ワ
—
を
 
発
揮
す
 
る
ゾ
 
/. 

参
考
 
窨
 と 問

題
 
集
が
 
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
 
賢
 

，フ トな のです。 

い
 

ソ
フ
^
;
 參 

い
 

方
 

こ
の
 
ソ
フ
ト
は
 
-
M
I
H
H
 を
 対
象
に
 
し
た
 

日
本
史
の
 
C
W
i
 ソ
フ
ト
で
す
。
 
メ
イ
ン
.
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
は
 

「
検
索
」
 

と
 「
テ
ス
ト
」
 

か
ら
 
構
成
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
 
検
索
は
 
う
ろ
 

覚
え
の
 
年
表
を
 
検
索
す
 
る
 場
合
に
 
も
 使
え
 

る
ょ
う
 
に
 プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
 
出
来
 
f
 
の
 頭
文
字
を
 

I
 文
字
 

入
力
す
 
る
 だ
け
で
 
調
べ
た
い
 
出
来
事
と
、
 

そ
の
 
事
件
が
 
起
き
た
 
年
が
 
わ
か
る
 
^
 
い
う
 

わ
け
で
す
。
 

検
索
で
 

自
信
を
 

つ
け
た
と
 

こ
 

ろ
で
 
次
は
 
テ
ス
 
ト。 

テ
ス
ト
の
 
結
果
は
 
採
 

点
さ
れ
、
 

さ
ら
に
は
 間
違
つ
 た
 箇
所
を
 I
 

覧
 表
で
 
g
 
不
 し
て
 
く
れ
ま
す
 
の
で
、
 
ニ
ガ
 

テ
な
 
問
題
の
 
傾
向
 
も
つ
 
か
み
や
 
す
く
な
り
 

ま
す
。
 

尚
、
 テ
ス
ト
の
 

結
果
は
 

プ
リ
ン
ト
 

ア
ウ
 
ト
し
て
、
 
成
績
の
 
記
録
 
や
 保
存
 
も
で
 

き
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
 
_
 
に
 ソ
フ
ト
を
 
口
—
 
ド
し
 

て
み
 
ま
し
ょ
、
 
っ。 

こ
の
 
ソ
フ
ト
は
 
テ
—
 
プ
 

パ
—
 
ジ
ョ
ン
で
 
す
か
ら
 
レ
コ
—
 
ダ
を
 
用
意
 

し
て
く
 
だ
さ
い
。
 
C
L
O
A
D
 
0
 と
 押
し
、
 

レ
コ
—
 
ダ
を
 
P
L
A
Y
 
に
し
ま
す
。
 
や
が
 

て
 F
O
U
N
D
.
.
S
T
 
と
 表
 
不
 さ
れ
、
 

テ
 

—
プ
は
 
口
—
'
 ド
を
 開
始
し
 ま
す
。
 
〇
 ド
サ
 

イ
ン
が
 
出
た
ら
 
カ
 
セ
ツ
 
ト
を
 
止
め
、
 
R
U
 

N
o
 
と
 
押
す
 
と
 
タ
イ
ト
ル
 
画
面
が
 
表
わ
れ
 

ま
す
。
 

次
に
 

プ
リ
ン
タ
の
 

有
無
を
 

聞
い
て
 

き
ま
 

す
。
 

記
録
を
 

残
す
 

た
め
 

プ
リ
ン
タ
を
 

接
続
 

す
る
 

際
は
 

Y 
を
、
 

接
続
し
 

な
い
 

場
合
い
 

に
 

は
 

N 
を
 

押
し
て
 

下
さ
い
。
 

0
 

を
 

押
す
 

と、
 

目
次
—
 

が
 

表
わ
れ
ま
す
。
 

こ
こ
で
は
 

2 
つ
 

の
 

学
習
 

法
、
 

検
索
と
 

テ
ス
 

ト
の
 

別
を
 

選
択
 

し
ま
す
。
 

項
目
を
 

選
ん
だ
ら
、
 

そ
こ
に
 

ふ
 

ら
れ
 

て
い
る
 

打
ち
込
み
、
 

□
 

を
 

押
す
 

と
 

次
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デ
—
 

夕
 

文
を
 

入
れ
替
え
れ
ば
 

I6
 

K 
バ
イ
 

ト 

で
も
 

使
え
た
 

の
に
ね
。
 

ち
よ
っ
 

と
し
た
 

心
 

使
い
が
 

ほ
し
か
っ
た
 

今
日
 

こ
の
頃
で
す
。
 

★ 
 

★ 
 
★
 
 

S
 

小学校で I 回、 中学で I 回、 高校 

で 

I 
回'  

△許 

三回 

もやっ 

たのに、 

す 

つか リカ ラッポな、 この アタ マ。 い 

つ
ち
よ
 

お
 

勉
強
し
 

直
し
 

ま
し
よ
。
 

日
奎
 

一
覧
表
を
 

見
て
 

る
と
、
 

あ
る
 

わ
 

あ
る
 

わ
、
 

聞
い
た
 

よ
う
な
 

事
件
が
 

ズ
 

ラ
リ
。
 

こ
の
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
の
 

い
い
と
 

こ
ろ
は
、
 

ち
ゃ
ん
と
 

テ
ス
 

ト
し
て
 

く
れ
る
 

と
こ
ろ
。
 

得
意
な
 

年
 

号
か
ら
 

や
っ
ち
 

や
う
 

も
ん
ね
。
 

イ
イ
 

ク
ニ
 

作
る
^
^
 

と
い
う
 

具
合
で
 

チ
ョ
イ
 

チ
 

ョ
イ
 

。
イ
ヤ
 

デ
 

ゴ
ザ
 

ン
ス
 

ペ
リ
—
 

さ
ん
、
 

で
し
よ
。
 

う
う
、
 

も
う
 

い
き
づ
ま
 

つ
ち
 

や 

っ
た
。
 

こ
こ
か
ら
 

が
 

審
の
お
 

勉
強
。
 

結
 

果
 

は
五
〇
 

点
。
 

ま
っ
、
 

初
め
て
 

だ
か
ら
ね
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は
 

怒
っ
て
 

く
れ
な
い
 

で
し
 

よ。
 

あ
ん
ま
 

リ
デ
キ
 

が
 

悪
い
 

自
分
の
 

頭
を
 

ゴ
ツ
ン
/
 

•
な
ん
て
 

こ
と
に
 

な
れ
ば
 

歴
史
 

が
 

好
き
に
 

な
っ
た
 

証
拠
。
 

こ
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
で
 

f
i
r
 

を
 

頭
に
 

入
れ
 

た
ら
、
 

歴
史
小
説
 

な
ん
て
 

読
ん
で
も
 

お
も
 

し
ろ
い
だ
 

ろ
う
な
。
 

一
夜
 

*
 

け
の
 

日
_
 

に
は
 

バ
イ
 

バ
イ
。
 

「日
- 

は
 

一
日
に
 

し
 

て
 

成
ら
ず
」
 

で
す
。
 

ハ
イ
。
 

I
 

問
に
 

つ
き
 

2
 

回
し
 

か
苓
又
 

ら
れ
 

ま
せ
ん
 

0 

I
 

回
目
に
 

間
違
う
 

と
 

ヒ
ン
ト
が
 

表
不
 

さ
れ
 

ま
す
の
で
、
 

こ
の
 

ヒ
ン
ト
を
 

参
考
の
う
 

え
 

よ
く
 

考
え
て
 

解
答
し
て
 

下
さ
い
。
 

2 
回
目
 

も
 

間
違
え
る
 

と
、
 

正
解
が
 

袤
 

不
 

さ
れ
ま
す
。
 

テ
ス
 

ト
を
 

終
了
し
、
 

そ
の
 

i
 

を
 

知
り
た
 

い
 

時
は
 

F
5
 

の
 

キ
—
を
 

押
し
ま
す
。
 

全
 

問
 

正
解
の
 

時
に
は
 

成
績
 

だ
け
が
 

表
不
 

さ
れ
 

ま
 

す
が
、
 

間
違
い
の
 

あ
っ
た
 

場
合
は
 

そ
の
 

問
 

違
っ
た
 

箇
所
の
 

I
 

覧
 

t
r
 

か
 

表
 

不
 

さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
を
 

も
と
に
、
 

今
後
の
 

学
習
 

計
画
を
 

た
 

て
 

日
^
^
の
 

学
力
を
 

I
 

層
 

向
上
さ
せ
る
 

よ
 

う
に
 

努
力
し
 

ま
し
よ
う
。
 

天
は
 
自
ら
た
 
す
く
る
 
者
を
 
た
す
く
。
 

\ヴ rj t 

e 

ン
ピ
ユ
 

I 
夕
 

の
 

勝
ち
 

★
 
 

★
 
 
★
 
 

(
S
)
 

私
、
 

日
查
 

だ
め
な
ん
 

で
す
 

ょ
—
。
 

困
つ
 
ち
 
や
つ
た
 
な
。
 

覚
え
て
 
い
る
の
は
 
六
 四
 五
 年
、
 
大
 化
の
 

_
 
だ
け
な
ん
 
だ
 も
ん
。
 

で
も
ね
、
 

受
験
の
 

時
に
 

こ
ん
な
の
 

が
 

あ
 

つ
た
ら
、
 

少
し
は
 

日
$
 

や
る
 

気
に
な
つ
 

た
か
 

も
ね
。
 

と
に
か
く
 

日
 

i
 

つ
て
 

年
号
と
 

出
来
事
 

が
 

バ
ラ
 

バ
ラ
に
 

で
て
 

き
た
り
し
て
、
 

な
ん
 

か
 

頭
が
 

こ
ん
 

が
ら
が
 

つ
ち
 

や
う
で
 

し
ょ
。
 

こ
れ
な
ら
、
 

年
代
順
 

に
 

見
て
 

い
く
こ
と
 

も
 

で
き
る
 

し、
 

テ
ス
 

ト 

な
ん
か
 

も
 

ク
ィ
ズ
み
 

た
い
で
、
 

お
も
し
ろ
 

い
も
ん
ね
。
 

そ
れ
に
、
 

忠口
 

が
 

間
違
っ
て
 

い
て
 

も
、
 

も
う
 

I
 

度
 

や
れ
 

る
っ
 て
い
う
 の
が
い
 

い。 
$
 

の テ
ス
ト
 

も
こ
う
な
 

ら
い
い
の
 

に
な
—
。
 

さ
て
さ
て
、
 
次
は
 

「
一
覧
表
」
 

で
す
。
 

ス
ゴ
イ
 

。
今
の
 

受
験
生
っ
 

て
、
 

こ
ん
な
に
 

い
っ
 

ぱ
い
 

覚
え
て
 

る
 

ワ
ケ
？
 

感
心
し
 

ち
 

ゃ
う
な
 

私
。
 

な
に
し
ろ
 
推
薦
 
入
学
だ
っ
た
 
私
に
は
'
 

受
験
の
 
苦
労
は
 
ょ
く
 
わ
か
り
ま
せ
ん
 
け
ど
'
 

皆
さ
ん
 
ガ
ン
バ
 
ツ
テ
 
下
さ
い
ね
。
 

★
 
 

★
 
 
★
 
 

(
K
)
 

「
ち
ょ
っ
 

と
 

待
っ
 

て
ョ
 

。
年
号
が
 

覚
え
ら
 

れ
 

な
く
て
 

共
通
 

|
 

次
を
 

諦
め
た
 

ポ
ク
が
、
 

な
ん
の
 

因
果
で
"
 

日
奎
雲
 

，
を
 

評
価
 

し
な
く
 

ち
 

ゃ
い
 

け
な
い
 

ワ
ケ
 

…
…
 

T?
 

:J
 

な
ど
と
 

不
平
を
 

言
い
な
が
ら
 

も
 

勉
強
を
 

始
め
た
ら
、
 

こ
れ
が
 

結
構
 

ォ
 

モ
シ
 

ロ
イ
。
 

ム
 

®
 

は
 

「
テ
ス
ト
」
 

に
 

挑
戦
し
て
 

み
た
け
 

ど
'
 
 

問
題
が
 

4 
択
で
 

出
題
さ
れ
 

る
の
で
、
 

消
去
法
で
 

も
ど
う
 

に
か
な
る
。
 

高
校
 

時
代
 

の
う
ろ
 

覚
え
の
 

知
識
を
 

総
動
員
し
て
、
 

4 

分
の
—
 

の
 

S
 

に
 

賭
け
ま
し
た
。
 

純
粋
な
 
教
 11 局
 
ソ
フ
ト
と
 
し
て
は
、
 
か
 

な
り
 
上
質
な
 
部
類
に
 
入
る
 
と
 思
う
 
け
ど
、
 

グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
が
 

|
 種
類
し
 
か
な
い
の
 

が
 残
念
。
 
各
 時
代
に
 
合
っ
た
 
絵
を
、
 
数
 種
 

類
 用
意
し
て
 
ほ
し
 
か
っ
た
 
ね
。
 

そ
れ
と
、
 

テ
—
プ
 

バ
—
ジ
 

ョ
ン
は
 

比
較
 

的
 

{
一
^
で
 

手
に
入
っ
 

て
 

ウ
レ
 

シ
イ
 

け
ど
、
 

32
 

K 
バ
イ
ト
の
 

R
A
M
 

が
 

必
要
っ
て
 

の
は
 

ど
う
か
な
 

あ。
 

時
代
 

ご
と
に
 

区
切
っ
 

て、
 

W 
—
—
 

歴
史
 
デ
—
 
夕
べ
—
 
ス
 ?
 

つ
い
に
 

登
場
し
た
 

歴
史
 

デ
—
 

夕
べ
—
 

ス
 

。
と
い
う
 

ほ
ど
で
 

も
な
い
 

け
ど
、
 

か
 

な
り
の
 

デ
—
 

夕
が
 

盛
り
込
ま
れ
 

て
い
る
 

ソ
フ
ト
 

だ
ね
。
’
 

何
し
ろ
 

縄
文
時
代
か
ら
 

昭
和
ま
で
の
 

主
な
 

で
き
ご
と
 

と
そ
の
 

年
号
が
 

ほ
 

と
ん
 

ど
 

入
っ
て
 

い
る
の
 

だ
か
ら
す
 

ご
い
。
 

テ
 

ス
 

ト
し
た
り
 

検
索
し
た
り
 

す
る
と
き
 

も
、
 

f
i
r
 

か
ら
 

出
来
事
、
 

出
_
 

か
ら
 

年
号
 

と、
 

自
由
自
在
。
 

な
か
な
か
 

使
え
る
 

ソ
 

フ
ト
 

だ
ょ
。
 

テス トを するとき も、 おおむね 

どの 

時代 

か、 

たとえば 

江戸時代と 

か、 

昭和と 

かを 

缉疋 

できる 

から、 

覚えに 

くいと 

ころを 

中 
七に 

勉強す 

る 
こと 

もで 

きる 

し、 

回^! 

も 
一回の 

みの 

チ 
ャンス 

だけ 

じ 
やなくて、 

ヒ 

ン 
トを 

もらっ 

てもう 

| 
回つ 

ていう 

感じ 

だから、 

なかなか 

回^！ 

する 

側 

の 
心理を 

つかんで 

いるっ 

てい、 

っ感 

じだな。 

た
だ
、
 

残
^
^
な
 

の
は
、
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ッ
 

ク
ス
が
 

ほ
と
ん
ど
な
 

い
こ
と
。
 

テ
ス
 

ト 

を
 

す
る
と
き
 

の
 

バ
ッ
ク
の
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ッ
 

ク
ス
が
 

な
か
な
か
 

き
れ
い
な
 

だ
け
に
、
 

せ
め
て
 

時
代
 

ご
と
に
 

バ
ッ
ク
の
 

風
景
く
 

ら
い
 

と
り
か
え
て
 

ほ
し
 

か
っ
た
 

な。
 

'
こ
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
 

内
容
は
 

か
な
り
 

充
実
し
て
 

い
る
し
、
 

取
扱
 

説
明
 

窨
 

も
し
 

っ
か
り
し
て
 

い
る
か
ら
 

買
い
 

得
 

か
も
。
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育い ボクサー ー コンピュータ 相手に 試合す る 

際は、 あなたの 分身と なって 動き回ります。 ジョ 

イ スティック や キーボードの 操作で、 自由自在の 

フットワークを 使い ましよう。 バン チは 顔と ボデ 

ィを 狙う 上下の ノ 、•ン チ を 繰り出します 0 

赤い ボ クサ - 1 プレイヤーで 試合す る 場合 

の コンピュータ 側です。 フットワークに 関しては、 

打たれて も 前へ 前へ と 出て く る猛牛 型です。 ダッ 

キングは あま り 使わない 攻翠 タイプの ポク サ ー。 

會 相手の バン チに 青い ボクサーが 思わず ダウン c 左の”  r は カウント だ。 

■ 

キミは 何 ラウンドで 
敵を 倒せる か？ 激しい 
ファ イトが 始まる/ 

2
 G
 VHVH) 

法
は
、
 

パ
ン
チ
が
 

当
た
る
 

と
—
 

ポ
イ
ン
ト
 

加
算
さ
れ
 

ま
す
。
 

闘
つ
 

て
い
る
 

間
は
、
 

そ
 

の
 

ラ
ウ
ン
ド
の
 

お
 

互
い
の
 

ポ
イ
ン
ト
が
、
 

休
憩
 

中
は
、
 

卜
—
 

タ
ル
 

ポ
イ
ン
ト
が
 

画
面
 

上
に
 

表
示
さ
れ
 

ま
す
。
 

こ
れ
で
 

試
合
の
 

状
 

況
を
 

把
握
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

の
 手
引
 
さ
 

試
合
は
 

の
 ポ
ク
 
シ
ン
グ
と
 
ほ
 と
ん
 

ど
 同
じ
で
す
。
 
左
右
 
•
上
下
の
 
フ
ッ
ト
 
ワ
 

—
ク
を
 
上
手
に
 
使
つ
 
て
く
だ
 
さ
い
。
 
相
手
 

ボ
 ク
サ
—
 
の
 正
面
に
 
回
り
 
込
ま
な
い
 
と、 

パ
ン
チ
は
 
当
た
り
ま
せ
ん
。
 
い
た
ず
ら
に
 

パ
ン
チ
の
 
数
を
 
出
す
 
と
 
エ
ネ
 
ル
 ギ
—
の
 
消
 

出
し
ま
す
。
 

ま
た
、
 

ス
ぺ
ー
 

ス
キ
ー
 

ま
た
 

は
 

ト
リ
ガ
ー
 

ボ
タ
ン
を
 

押
し
 

続
け
る
 

と
 

ダ
 

ツ 
キ
ン
グ
し
 

ま
す
。
 

2
P
L
A
Y
E
R
S
 

の
 

場
合
は
、
 

青
い
 

ポ
ク
 

サ
—
 

は
、
 

囡
 

II
 

回
 

®
 

、 
[I
3 

(A
] 

[
l
 

k
e
>
v
;
Q
 
 

よ
び
 
 

J
O
Y
—
 

で
 

操
作
す
 

る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

赤
い
 

ポ
ク
 

サ
|
は
、
 

0
 

〇
1
1
 

[1
] 

'
ス
ぺ
|
ス
キ
|
ぉ
 

よ
び
 

J
O
Y
 
 

2 
で
 

操
作
し
 

ま
す
。
 

得
点
 

方
 

い。 
2
P
L
A
Y
E
R
S
 の
 場
合
は
、
 
プ
 

レ
イ
ヤ
—
 
同
士
の
 
試
合
と
 
な
り
ま
す
。
 

画
 

面
の
 
下
に
 
表
示
さ
れ
 
る
の
 
が
、
 
プ
レ
イ
ヤ
 

I
 
の
 
エ
ネ
 
ル
 
ギ
—
残
 
置
で
す
。
—
 

ラ
 
ウ
ン
 

ド
は
一
 

分
 30 
秒
で
 

12 
ラ
ウ
ン
ド
 

制
と
 

な
つ
 

て
い
ま
す
。
 

試
合
の
 
時
間
 
経
過
 
も
 画
面
 
上
 

に
 現わ
れ
ま
す
。
 

ラ
ウ
ン
ド
 

間
に
は
 

10 秒 

の
 休
憩
が
 あ
り
、
 

こ
の
間
に
 

I 定
の
 
エ
ネ
 

ル
 ギ
—
が
 
補
充
さ
れ
 
ま
す
。
 
相
手
 
も
し
く
 

は
'
 
 自
分
の
 
操
作
す
 
る
ポ
 
ク
サ
—
 
が
 K
O
 

さ
れ
た
 

時
、
 
エ
ネ
 
ル
 ギ
—
が
 

な
く
な
つ
 

た
 

時、 
ま
た
、
 

12 ラ
ウ
ン
ド
ま
で
 

闘
い
 
終
え
 

た
 時
に
 
ゲ
ー
 
ム
オ
 
1 
パ
—
 
と
な
り
ま
す
。
 

エ
ネ
 
ル
ギ
—
 

は、 
相
手
に
 

パ
ン
チ
を
 当
て
 

る
と
 増
え
、
 
相
手
に
 
打
た
れ
た
り
、
 
空
 振
 

り'  ダ
ッ
 
キ
ン
グ
を
 

し
た
 
時
に
は
 
減
り
 
ま
 

す。 
ま
た
 
ダ
ウ
ン
す
 

る
と
、
 

エ
ネ
 
ル
ギ
 
I 

を
 大
幅
に
 
消
耗
し
 
ま
す
。
 
キ
—
ボ
 

I 
ド 上

 

の
 日
 [D 日

 [D ま
た
は
 [A3 ■

 回
 [XI お

よ
び
 
ジ
 

ョ
イ
 
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
 

ボ
 
ク
サ
—
 
の
 
移
動
が
 

で
き
ま
す
。
 

キ
—
ポ
 

I 
ド
の
 
B
S
 
11 、 

ス 

ベ
—
 
ス
キ
—
 
お
よ
び
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
 

の
 ト リ
ガ
 I ポ
タ
ン
を
 

押
す
 と パ
ン
チ
を
 

ヒ
ッ
ト
 
&
 
ア
ウ
 
エ
イ
で
 
n ン

ピ
 
ユ
—
夕
 

を
 K
O
 
だ
/
 

ひ
た
す
ら
 
前
へ
 
前
へ
 
e 出

 

て
 来
る
 
猛
牛
タ
 
イ
ブ
の
 
ボ
 ク
サ
—
 
を、 

キ
 

ミ
は
 
フ
ッ
 
ト
ワ
—
 
ク
を
 
生
か
し
て
 
攻
擊
し
 

よ
 一っ。 

た
だ
 
や
み
く
も
に
 
打
ち
合
っ
て
 
い
 

て
は
 
パ
ワ
 
ー
フ
ァ
 
イ
タ
—
 
に
 負
け
る
 
ゾ
。
.
 

I
-
 
<
 で
も
 
2
 
人
で
 
も
、
 
い
や
 
グ
ル
—
 
ブ
で
 

も
 
ワ
イ
 
ワ
\
-
€
 
し
め
る
 
ゲ
—
ム
 
だ
。
 

寺
 

ひ 
方 

最
初
に
 
タ
イ
ト
ル
 
画
面
が
 
現
わ
れ
た
 
後
、
 

ゲ
—
厶
 
条
件
を
 
►
印
の
 
移
動
で
 
選
択
し
て
 

下
さ
い
へ
 
H
I
G
H
、
 

L
o
w
、
 
I
P
L
 

A
Y
E
R
，
 
2
P
L
A
Y
E
R
S
 

の
 
S
I
J
 な
 

ど
)
。
 ゲ
—
ム
 
は
、
 
キ
—
 
ボ
ー
ド
 
ま
た
は
 
ジ
 

ョ
イ
 
ス
テ
 イ
ッ
 
ク
で
 
操
作
で
 
き
ま
す
。
 
選
択
 

の
 後
、
 
ス
ぺ
—
 ス
キ
—
 ま
た
は
 ト 
リ
ガ
—
 

ボ
タ
ン
を
 
押
す
 
と
 ゲ
—
厶
 
が
 始
ま
り
ま
す
。
 

—  P
L
A
Y
E
R
 
の
 場
合
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 

夕
 相
手
に
 
試
合
す
 
る  こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

青
い
 
ボ
 ク
サ
—
 
を
 操
作
し
て
 
赤
い
 
ボ
 ク
サ
 

I
 
 
(
 コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
側
)
 
と
閼
 
つ
て
 
下
さ
 

A A 

R 
r 

A
 

■ 
Go
 

I

 

 

A
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耗
が
 

激
し
く
な
 

り
ま
す
。
 

洼
意
 

し
て
 

下
さ
 

い。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

相
手
の
 

時
は
、
 

パ
ン
 

チ
が
 

ヒ
ッ
 

ト
し
た
ら
 

前
進
し
な
が
ら
 

連
打
 

す
る
 

事
。
 

ダ
ッ
 

キ
ン
グ
の
 

上
手
な
 

利
用
が
 

勝
利
の
 

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
 

で
し
ょ
'
 

っ。
 

分
は
 

『
ジ
ョ
 

I』
 

★ 
 
★
 
 

(K
) 

も
と
も
と
 

ボ
ク
シ
ン
グ
 

に
対
す
る
 

興
味
 

が
 薄
い
 
と
い
う
 
こ
と
を
 
割
り
引
い
て
も
、
 

あ
ま
り
 
楽
し
め
な
い
 
ソ
フ
ト
。
"
 
そ
も
そ
も
 

，
ス
ポ
 
—
ッ
は
 
自
分
で
 
体
を
 
動
か
し
て
 
や
る
 

も
の
 

だ
/
"
 

な
ん
て
 

言
っ
て
も
 

仕
方
な
い
 

け
ど
ぶ
 
リ
ア
ル
 
テ
ニ
ス
"
 
の
よ
う
に
"
 

思
 

わ
ず
 

コ
—
 

フ
ン
"
 

ソ
フ
ト
 

も
 
あ
る
の
 

だ
か
 

ら
 、
も
う
 
一
工
夫
 
ほ
し
 
か
っ
た
。
 

フ
ッ
ト
 
ワ
—
ク
 
が
 命
の
 
ボ
ク
シ
ン
グ
で
、
 

足
が
 
止
ま
っ
 
た
ら
 
負
け
て
 
し
ま
う
 
の
 だ
か
 

ら、 
ゲ
—
厶
 
で
も
 
i
 
に
 再
現
し
 
な
く
て
 

は
ウ
ソ
 

。
ボ
 

ク
サ
—
 

を
 

見
て
 

い
る
と
、
 

2 

人
し
て
 

す
り
 

足
を
 

し
な
が
ら
 

動
い
て
 

い
る
 

みたいで、 
笑つ てし まう。 

で
も
 笑
っ
て
 ば
か
り
い
 
る
と
、
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

側
は
 

着
々
 

と
 

パ
ン
チ
を
 

繰
り
出
し
 

て
く
 

る
の
で
、
 

あ
っ
さ
り
 

K
O
 

負
け
な
ん
 

て
こ
と
 

に
も
な
 

り
か
ね
 

な
い
 

の
で
 

注
意
は
 

必
要
。
 

全
体
に
 

緊
張
 

感
に
 

欠
け
た
 

ボ
ク
シ
ン
グ
 

ゲ
—
ム
 

だ
け
ど
、
 

こ
の
く
 

ら
い
の
 

方
が
 

殺
 

任
と
 
し
な
い
で
 
い
い
の
 
か
も
し
れ
 
な
い
。
 

あ〜 あ、 のどか だな〜。 

★ 
 

★ 
 

★ 
1 

) 

気
分
は
 
も
う
あ
し
 
た
の
 
ジ
ョ
 
I。 

打
倒
'
 

力
石
。
 

と
い
き
た
 

い
と
こ
ろ
 

だ
が
、
 

ま
ず
 

音
楽
で
 

気
分
が
 

そ
が
れ
る
。
 

軍
鑑
 

マ
—
 

チ
 

と
は
い
わ
な
い
 

け
れ
ど
も
う
 

す
こ
し
 

闘
争
 

心
を
 

あ
お
る
 

音
が
 

ほ
し
い
。
 

こ
れ
で
は
 

打
 

た
れ
て
 

汗
が
 

飛
び
散
る
 

に
く
い
 

演
出
 

も
シ
 

ラ
ケ
 

て
し
 

ま
う
 

じ
 

や
な
い
で
 

す
か
。
 

ト
リ
 

ガ
 

I 
ボ
タ
ン
が
—
 

つ
と
 

い
う
の
 

も
さ
み
 

し
 

い
。
 

わ
し
ゃ
 

自
分
の
 

意
志
で
 

ス
ト
 

レ
—
 

卜 

や
 

ア
ツ
 

パ
—
 

や
 

ク
ロ
ス
 

カ
ウ
ン
タ
ー
 

を
 

打
 

ち
た
い
の
 

だ
よ
。
 

操
作
が
 

き
に
な
っ
て
も
 

い
い
か
ら
 

キ
—
を
 

増
や
し
て
 

ほ
し
 

か
つ
た
。
 

つ
い
で
に
 

足
 

も
 

動
く
 

よ
う
に
し
て
 

キ
ッ
ク
 

ポ
ク
 

シ
ン
グ
に
 

で
も
 

す
れ
ば
 

よ
か
っ
た
ん
 

じ
 

や
な
い
で
 

す
か
ね
。
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
は
、
 

|
 

度
タ
コ
 

八
郎
に
 

弟
子
入
り
し
て
 

ポ
 

ク
シ
 

ン
グ
を
 

習
っ
た
 

方
が
 

い
い
 

か
も
ね
。
 

こ
の
 

ボ
ク
シ
ン
グ
を
 

楽
し
む
 

に
は
 

か
な
ら
ず
 

2 

人
で
 

ブ
レ
イ
す
 

る
 

こ
と
。
 

そ
れ
 

も
 

大
声
で
、
 

「
ジ
ャ
ブ
、
 

ス
ト
 

レ
—
 

卜、
 

フ
ッ
ク
 

//
 

"」
 

「
ア
ツ
、
 

力
石
 

倒
れ
た
。
 

カ
ウ
ン
ト
は
 

ェ
 

イ
ト
」
 

な
ど
と
 

や
れ
ば
、
 

エ
キ
サ
イ
ト
 

間
 

違
い
な
し
 
で
す
。
 

★ 
 

★
 

0 
) 

こ
ん
な
 

ゲ
—
ム
 

大
嫌
い
 

だ
 

あ
。
 

だ
い
た
 

い
 

人
間
は
 

ひ
と
つ
の
 

事
に
 

し
か
 

集
中
で
 

き
 

な
い
 

も
の
で
 

し
ょ
。
 

だ
か
ら
 

相
手
を
 

倒
す
 

こ
と
に
 

必
死
に
な
 

つ
て
、
 

や
た
ら
 

パ
ン
チ
 

を
く
 

り
 

出
す
 

と
 

パ
 

ワ
—
が
 

お
ち
て
 

ダ
ウ
ン
 

し
て
し
 

ま
う
 

し、
 

パ
ワ
—
 

な
ん
か
み
 

て
た
 

ら
 

相
手
に
 

な
ぐ
ら
れ
て
 

K
O
 

さ
れ
る
 

と
い
 

う
し
く
 

み
。
 

だ
い
た
い
 

音
響
効
果
が
 

い
ま
 

い
ち
だ
。
 

な
ぐ
っ
 

て
る
の
 

か
 

な
ぐ
ら
れ
て
 

る
の
 

か
は
 

っ
き
り
 

わ
か
ん
な
 

い
し
、
 

い
っ
 

ぱ
い
な
 

ぐ
っ
 

て
い
る
 

の
に
ち
 

っ
と
 

も
 

倒
れ
 

な
い
 

と
 

思
つ
 

て
い
る
 

と
 

|
 

思
 

味
 

も
な
 

く
キ
—
 

ボ
—
 

ド
た
 

た
い
て
 

る
と
 

突
然
 

倒
れ
た
り
。
 

も
う
、
 

ど
—
 

に
で
 

も
 

勝
手
に
 

せ
ん
か
い
 

//
 

: 

と
い
い
た
 

く
な
る
。
 

ド
 

シ
ロ
ウ
 

ト
う
 

け
は
 

絶
対
に
 

し
な
い
と
 

ド 
シ
ロ
ウ
 

ト 
か
く
の
 

た
 

ま
う
。
 

た
だ
し
 

2
、
 

3
 

回
で
 

あ
き
ら
め
ず
、
 

し
つ
こ
—
 

く
や
つ
 

て
る
と
 

倒
し
 

方
の
 

ノ
ウ
 

ハ
ウ
が
 

わ
か
っ
て
 

お
も
し
ろ
く
な
る
 

か
も
 

し
ん
な
い
 

け
ど
、
 

私
は
 

パ
ス
 

だ
な
 

あ
。
 

キ
 

ヤ
ラ
 

ク
タ
の
 

か
わ
ゆ
い
 

ゲ
—
厶
 

の
 

方
が
 

好
 

さ
 

0 

だ
い
た
い
、
 

ボ
ク
シ
ン
グ
 

な
ん
て
、
 

痛
 

そ
う
で
 

イ
ヤ
 

だ
。
 

—
 ^ -
 
上
 -
 1

 
げ
ん
か
の
 

時
に
 

、
っ
〜
 

ん
 

、
い
ま
 

イ
チ
 

だ
な
。
 

も
、
 

っ
少
 

し
で
い
 

い
か
ら
 

動
き
が
 

あ
る
と
 

い
い
ん
 

だ
け
ど
な
 

あ
。
 

人
間
の
 
大
き
さ
な
ん
 
か
も
 
大
き
い
 
し、 

汗
な
ん
 

か
も
 
飛
び
ち
 

っ
て
'
 
 

そ
れ
な
り
 

に
 迫
力
は
 
あ
る
ん
だ
 
け
れ
ど
、
 
ボ
 ク
サ
 

I
 
独
特
の
 
軽
快
な
 
フ
ッ
ト
 
ワ
—
ク
 
と
か
'
 

口
—
 
プ
ぎ
 
わ
で
 
ス
 
ル
リ
と
 
相
手
の
 
パ
ン
 

チ
を
 か
わ
す
 見
切
り
と
 か
、
 そ
う
い
う
 

§
 
で
の
 
ボ
ク
シ
ン
グ
ら
 
し
さ
が
 
か
け
 

て
い
る
 
よ
う
な
 
気
が
す
 
る
ん
だ
 
よ
ね
。
 

な
ん
か
 パ
ン
チ
 
も
 重
そ
う
 だ
—
、
 
ス
—
 

パ
—
 
へ
ビ
—
 
級
な
 
の
か
な
、
 
こ
の
 
2 人

 

そ
れ
と
も
う
—
 つ。 コン ピユ ー タ 

相
手
の
 時
な
ん
 だ
け
ど
、
 こ
れ
 少
し
 強
 

す
ぎ
 

る
ん
 

じ 
や
な
い
 

かな。 

何
回
 

やっ 

て 
も 
勝
て
な
い
 

よ。 

た
だ
し
、
 

だ
れ
か
と
 

2 
人
で
 

や
る
 

に
 

は
 

お
も
し
ろ
い
 

ゲ
ー
厶
 

だ
ろ
う
と
 

は
 

思
 

、
っ
よ
"
 

な
に
し
ろ
、
 

ポ
ク
 

シ
ン
グ
は
 

ス
 

ポ
！
 

ソ
だ
 

と
は
い
 

つ
て
も
、
 

も
と
も
と
 

は
殴
リ
 

あ
い
 

(
ボ
ク
シ
ン
グ
 

フ
ア
ン
の
 

人
に
は
 

申
し
 

わ
け
な
い
 

け
れ
ど
、
 

素
人
 

か
ら
 

見
た
 

場
合
の
 

話
で
す
)
 

み
た
い
 

な
 

も
の
 

だ
か
ら
、
 

恋
人
 

ど
う
し
で
 

や
る
 

ゲ
 

—
厶
 

で
は
な
い
 

に
し
て
も
、
 

男
 

2 人
で
 

お
お
さ
わ
ぎ
 

し
た
り
、
 

夫
婦
 

ゲ
ン
 

カ
の
 

決
着
を
 

つ
け
る
 

時
 

(
？
)
 

な
ん
か
に
は
 

ピ
ッ
 

タ
リ
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

な
。
 

69 



鋭く 狙って ミラクル 
ショット/ 心は すでに 

ハスラー 気分// 
ま
た
は
 
的
 球
が
—
 
つ
も
 
ポ
ケ
ッ
ト
に
 
落
ち
 

な
か
っ
た
 
場
合
で
す
 

各
面
の
 
最
初
の
、
 
ン
 

ヨ
ッ
ト
 
(
ブ
 
レ
—
 
ク
シ
 
ヨ
ッ
ト
)
 
な
ら
び
に
 

ス
ク
ラ
ッ
チ
 
後
の
 
シ
ヨ
 
ッ ト

で
は
、
 
プ
レ
 

イ
ス
 
•
キ
 
ユ
！
 
ボ
—
 
ル
を
—
 
に
 1
 
し
て
 

お
く
と
 
手
 球
を
 
ヘ
ッ
ド
 
ス
ポ
ッ
ト
の
 
右
側
 

の
 任
意
の
 
M
 
に
 置
く
 
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
 
手
 球
が
 
青
で
 
表
示
さ
れ
 
て
 

い
ま
す
の
で
 
手
 球
を
 
移
動
し
て
 
好
み
の
 
位
 

置
で
 
ボ
タ
ン
を
 
押
し
て
く
 
だ
さ
い
 

(
た
だ
 

し、
 

他
の
 

ボ
—
 

ル
と
 

重
な
る
ょ
 

ぅ
に
 

球
を
 

置
く
 
こ
と
は
 
で
き
ま
せ
ん
 
r
 そ
の
後
は
 
夕
 

I
 
ゲ
ッ
ト
の
 
指
定
と
 
な
り
ま
す
。
'
 
得
点
は
、
 

黄
色
 
ボ
—
 
ル
が
 
10 点

、
 
青
が
 
20 点

、
 
オ
レ
 

ン
ジ
 
30 点

、
 
水
色
 
40 点

、
 
緑
 50 点

、
 
ピ
ン
 

ク
 60 点

で
す
。
 
得
点
 
計
算
は
 

(
ボ
—
 
ル
の
 

得
点
の
 
ムロ 計

)
 
X
 
 (
 同
時
に
 
落
ち
た
 
ポ
—
 

手
 球
を
 
打
ち
出
し
、
 
的
 球
を
 
ポ
ケ
ッ
ト
 

に
 落
と
す
 
こ
と
を
 
目
的
と
 
す
る
 
ゲ
—
ム
 
で
 

す
。
 
手
 球
を
 
打
ち
出
す
 
に
は
ま
ず
 
'
夕
—
 

ゲ
ッ
ト
を
 
移
動
 
さ
せ
、
 
狙
い
 
至
疋
 
め
ま
す
。
 

次
に
 
画
面
 
左
下
の
 
キ
ュ
—
 
の
 動
き
に
 
合
わ
 

せ
て
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
—
 
 
(
ジ
ョ
ィ
ス
 
テ
 ィ
ツ
 

ク
の
 
場
合
は
 
ト 
リ
ガ
—
 
ポ
タ
ン
)
 
を
 押
し
'
 

打
ち
出
す
 
強
さ
を
 
i
 
し
ま
す
 

(
キ
ユ
 
ー 

と
ポ
—
 
ル
の
 
間
隔
が
 
大
き
い
 
ほ
ど
 
強
く
な
 

り
ま
す
)
。
 

も
し
、
 
誤
つ
 
て
 手
 球
を
 
ポ
ケ
ッ
ト
に
 
落
 

と
し
て
し
 
ま
ぅ
 
と
 的
 球
が
 
何
個
 
ポ
ケ
ツ
 
ト 

に
 落
ち
て
 
い
て
も
、
 
そ
の
 
シ
ョ
 
ッ ト

は
 
無
 

効
と
 
な
り
ま
す
。
 
落
ち
た
 
的
 球
は
 
フ
ツ
ト
 

ス
ポ
ッ
ト
か
ら
 
左
側
に
 
並
べ
て
 
置
か
れ
、
 

さ
ら
に
—
 
入
用
 
ゲ
—
ム
 
の
 場
合
—
 
fl t'J と 

な
り
ま
す
。
 
こ
れ
を
 
ス
ク
ラ
ッ
チ
 

(
S
C
 

R
A
T
C
H
)
 

と
 
呼
び
ま
す
。
 

I
 
人
 
用
 
ゲ
—
厶
 
の
 場
合
、
 

N
o
.
 
 
O
F
 

S
H
O
T
S
 
で
辑
疋
 
し
た
 
回
数
 
以
内
に
 
す
 

ベ
て
の
 
的
 球
を
 
ポ
ケ
ッ
ト
に
 
落
と
さ
な
 
け
 

れ
ば
ゲ
 
I 
厶
才
 
I バ

 I 
と
な
り
ま
す
。
 
す
べ
 

て
の
 
的
 球
を
 
落
と
し
 
終
わ
る
 
と
、
 
次
の
 
面
 

に
 進
み
、
 
N
o
.
 
 
O
F
 
 
S
H
O
T
S
 
が
 

—
 
 
つ
 減
ら
さ
れ
ま
す
。
 

2
 
人
 
用
の
 
ゲ
 
ー
 
ム
の
 
場
合
は
、
 

2
 
人
の
 

ぅ
ち
 
ど
ち
ら
 
か
が
、
 
S
C
O
R
E
 
 
T
o
 

W
I
N
 
で
^
 
{
疋
 し
た
 
得
点
に
な
る
 
ま
で
 
ゲ
 

—
ム
が
 
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
 
時
、
 
ど
ち
ら
 

の
 プ
レ
イ
ヤ
—
 
が
 球
を
 
打
つ
 
こ
と
が
で
き
 

る
か
は
、
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 
の
 ス
コ
ア
の
 
前
に
 

* 印
が
 
出
て
 
示
さ
れ
ま
す
。
 

プ
 
レ
—
 
ヤ
—
の
 
交
代
は
、
 
手
 球
が
 
ボ
ケ
 

ン
ト
 
こ
—
 
>
 
又
ン
 
ラ
-
 7
 
v
k
 
ヒ
 
 >
6
 
つ
ヒ
 
暴
へ
 
5
、
 

複雑
には
 

ね 返り
、 

ぶつ
か 

in
 

ぅ 7 

個の
 

ボ—
 

ル。
 

狙い
を 

定め
 

キュ
— 

を 
突 

け 

/ 

クッ
シ 

ョン
を 

利用
し、
 

ポケ
ッ 

卜に
的 

球を
 

落と
す 

と ポィ
ント
が 

加算
 

され
る。
 

知的
で 

大人
の 

ム—
 

ドに
 

あ 

ふ 

れた
 

ピリ
ヤ—
 

ドが
 

MS
X 

で 

楽し
める
。 

ハス
 

ラ—
 

気分
 

もな
かな
 

か'
  

仲間
と 

I 

緒に
 

プレ
ィし
て 

みよ
ぅ。
 

0
 

ひ
 

方
 

R
O
M
 
力
—
 
ト
 
リ
ッ
ジ
を
 
差
し
込
み
、
 

電
 

源
を
 
入
れ
る
 
と
 デ
モ
 
画
面
と
 
な
り
、
 
ポ
—
 

ル
が
 
動
い
て
 
い
る
 
時
に
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
—
、
 

ま
た
は
 
ト 
リ
ガ
—
 
ボ
タ
ン
を
 
押
せ
ば
、
 
各
 

値
の
 
設
定
 
画
面
 

(
メ
 ニ
ユ
—
 
画
面
)
 
が
 表
 

わ
れ
ま
す
。
 



ル
の
 
個
数
)
 

X
 
 (
 レ
ベ
ル
)
 

+
 
 (
 ラ 
ッ
キ
 

I
 
ポ
ケ
ッ
ト
の
 

点
数
 
h
 
?
0
0
 占
 〇
 
 X
 
 (
 レ
べ
 

ル
)
 
と
な
つ
 
て
い
ま
す
 

©イス|1ア 
の
 手
引
ぎ
 

ハ
ィ
ス
 
コ
ア
の
 
コ
ツ
 
は
、
 
実
際
の
 
ビ
リ
 

ヤ
—
 
ド
と
 
似
て
 
い
ま
す
。
 
ま
ず
 
ク
ツ
 
シ
ヨ
 

ン
の
 
利
用
を
 
考
え
る
事
で
す
。
 

は
ね
 
返
る
 

角
度
を
 
把
握
で
 
き
れ
ば
、
 
か
な
り
の
 
高
 得
 

点
が
 
期
待
で
 
き
ま
す
。
 
ボ
—
 
ル
を
 
ど
う
 
打
 

て
ば
、
 

ど
の
 

方
向
に
 

動
く
 

か
、
 
あ
る
い
は
 

ポ
—
 
ル
の
 
動
き
の
 
性
格
 
も
 考
え
て
 
下
さ
い
。
 

ボ
—
ル
 
同
士
の
は
 
ね
 返
り
の
 
角
度
は
 
非
常
 

に
 複
雑
で
す
 
が
、
 
慣
れ
る
 
こ
と
で
 
見
当
が
 

つ
く
ょ
う
 
に
な
り
ま
す
。
 

第
 
3
 
点
は
 
キ
ユ
 

I
 
を
 
突
く
 
方
向
、
 
強
弱
の
 
配
分
で
す
 

常
 

に
 薄
目
に
 
突
く
 
事
を
 
心
が
け
 
ま
し
ょ
う
。
 

A は ハス ラ— 

★ 
 

★
★
★
 

1 
) 

ま
た
ま
た
 
出
ま
し
た
 
ア
ツ
 
プ
ル
の
 
ゲ
—
 

厶
の
 
焼
き
直
し
。
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
 

『
P
O
 

O
L
 

よ
り
は
 
簡
略
 
化
さ
れ
て
 
は
い
る
け
 

れ
ど
 
な
か
な
か
 
よ
く
 
移
植
さ
れ
 
て
い
る
。
 

こ
の
 
手
の
 
ゲ
—
厶
 
は
 少
な
い
だ
 
け
に
 
貴
重
 

で
す
 
っ
キ
—
 
ボ
—
ド
 
や
 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 ィ
ッ
 

ク
で
 プ
レ
イ
し
 
て
い
る
 
間
は
 
そ
こ
そ
こ
の
 

面
白
さ
 
だ
が
 
H
A
L
 
研
の
 
ト 
ラ
ッ
ク
 
ボ
—
 

ル
を
 
使
ぅ
 
と
が
 
ぜ
ん
 
面
白
く
な
る
。
 

と
に
 

か
く
 
使
い
や
す
く
'
 
実
際
に
 
キ
ユ
—
 
を
 使
 

つ
て
 
突
い
て
 
い
る
 
様
な
 
気
分
に
な
る
 

3 
日
 前
に
 ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
で
 

ハ
ス
 ラ
ー
 

1 
を
 見
た
 
だ
け
に
 
ポ
—
ル
 

•
ニ
 
ユ
ー
 
マ
ン
に
 

な
つ
て
 

「
デ
ブ
 
勝
負
 
だ
」
 
と
 叫
び
た
 
く
な
 

る。 
B
G
M
 
は
な
い
 
け
れ
ど
 
玉
の
 
当
る
 
キ
 

ン
 と
い
う
 
音
が
 
よ
く
で
 
き
て
い
て
、
 

そ
の
 

気
を
 
そ
そ
る
。
 
し
か
し
こ
う
 
な
る
と
 
オ
リ
 

ジ
ナ
ル
 
『
P
O
O
L
』
 

の
さ
 
ま
ざ
 
ま
な
 
才
 

ブ
シ
 

3 
ン
が
 
欲
し
く
な
 
つ
て
く
 
る
。
 
ま
つ
 

す
ぐ
 
突
く
 
だ
け
で
は
 
ど
う
し
て
も
 
落
と
せ
 

な
い
 
玉
が
 
で
て
 
く
る
か
ら
 
だ
。
 
い
く
つ
か
 

.の テ
ク
ニ
ッ
ク
が
 
使
え
れ
ば
 
も
つ
 
と
 奥
の
 

深
い
 
ゲ
—
ム
 
に
な
る
 
の
 だ
け
れ
 
ど
。
 

★
 
 ★
 
 ★
 
 

(
S
)
 

う
わ
—
 

ピ
リ
ヤ
—
 
ド
な
ん
 
だ
"
 
や
つ
 

た
ネ
。
 

こ
れ
 
ポ
ケ
ッ
ト
つ
 
て
い
う
ん
 
で
し
ょ
。
 

ょ
く
硖
 
画
な
ん
 
か
に
 
出
て
 
く
る
 
じ
 
や
な
い
。
 

ギ
ャ
ン
グ
 
映
画
と
 
か
、
 
ほ
ら
、
 
ポ
—
 
ル
.
 

ニ
ュ
—
 
マ
ン
の
、
 
え
—
 
つ
と
、
 
名
前
 忘
れ
 

ち
 
や
つ
た
 
け
ど
 
あ
つ
た
で
 
し
よ
。
 

こ
れ
 
ど
う
 
す
ん
 
の
？
 •
あ
つ
、
 
そ
つ
 
か
、
 

こ
の
 
バ
ツ
印
 
動
か
し
て
 
ね
ら
 
う
ん
だ
。
 

あ
 

と
は
？
 

ど
う
や
つ
 
て
 打
つ
 
の
？
 

打
つ
 

ん
じ
 
や
な
く
て
 
突
く
 
つ
て
い
 
う
の
 
か
な
。
 

こ
の
 
長
い
の
 
(
編
集
部
 
注
 

I 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
 

I
 
の
こ
と
)
 
た
た
く
 
ワ
ケ
？
 

ヤ
ダ
 
、
ぜ
 

ん
 ぜ
ん
 ダ
メ
じ
 
や
な
い
。
 
う
ま
く
い
か
な
 

い
な
 ぁ
。
 

で
も
け
 
つ
こ
う
 
お
も
し
ろ
 
い
ね
。
 

え
い
つ
。
 

あ
—
 

あ、
 

ま
た
 

弱
す
 

ぎ
ち
 

や 

つた
。 

タ
イ
ミ
ン
グ
が
 

む
ず
か
し
 

い
ん
だ
 

ね。
 

こ
れ
 

0 

白
い
 
ポ
—
 
ル
が
 
落
ち
ち
 
や
つ
た
 
け
ど
、
 

だ
め
な
 
の？.。 私

に
 
も
 遊
べ
 
る
ん
だ
 
か
ら
、
 
M
S
X
 

つ 

て
 楽
し
い
 
の
ね
。
 
買
つ
 
ち
 
や
お
、
 っ
か
な
。
 

★
 
 ★
 
 ★
 
 

(
F
)
 

お
じ
さ
ん
は
 
ず
ば
り
い
 
い
ま
す
。
 
か
ぎ
 

リ
 な
く
 単
調
な
 中
に
 
ピ
リ
ヤ
—
 

ド
の
 奥
深
 

い
 何
 か
が
 
…
…
 
、
そ
う
、
 
何
 か
が
 
…
…
 

、 

あ
れ
、
 
ど
う
も
い
 
く
ら
 
や
つ
て
も
 
こ
の
 
ゲ
 

—
ム
の
 
コ
ン
セ
プ
ト
が
 
つ
た
わ
つ
 
て
こ
な
 

い。 
ど
う
し
て
だ
ろ
う
、
 

ま
ず
 
ビ
 リ
ヤ
ー
 

ド
が
 
持
つ
 
 て
い
る
 
 
ア
ダ
ル
ト
な
 
感
覚
が
 
感
 

じ
ら
れ
 
ず
、
 
や
け
に
 
暗
い
 
ゲ
—
ム
 
の
ょ
う
 

な
 

か
す
 
る
ん
で
 
す
'
 

ど
う
し
て
 
か
？
 •
 
 ハ
イ
 
お
 i 合え

し
 
ま
す
こ
 

ま
ず
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
ス
が
 
暗
い
、
 
玉
を
 
ポ
 

ケ
ツ
 
ト
に
 
入
れ
た
 
と
き
の
 
ス
 カ
ツ
と
 
し
た
 

感
じ
、
 
い
わ
ば
 
気
分
を
 
は
ず
ま
せ
て
 
く
れ
 

る
な
 
に
か
が
 
ほ
し
い
。
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

は
、
 

限
り
な
く
 

時
間
を
 

も
 

て
 

あ
ま
し
て
 

い
る
 

暇
な
 

人
に
 

お
す
す
め
し
 

た
い
 

•
雑
念
な
 

く 
ピ
リ
ヤ
ー
 

ド
に
 

専
念
で
 

き
ま
す
 

0 

渋
め
 
の
ゲ
 
—
ム
 

な
か
な
か
 
シ
 ブ
イ
ね
。
 
こ
の
 
ゲ
—
 
厶。 

こ
の
 
ソ
フ
ト
で
 
扱
っ
 
て
い
る
.
 
ボ
ケ
 
ッ
ト
 

も
'
 
 4 

っ
 玉， 一

と
が
 

3 
っ
 玉
 一 

と
か
 
も、 

ピ
リ
ヤ
—
 
ド
と
 
い
う
の
は
 
そ
 

も
 そ
 も
 物
理
の
 
法
則
に
 
従
っ
て
 
ボ
—
ル
 

が
 動
い
て
 
ゆ
く
 
ゲ
—
厶
 
だ
か
ら
'
 
 
バ
ソ
 

コ
ン
で
 
作
る
 
場
合
で
 
も
 比
較
的
 
作
り
 
や
 

す
い
こ
と
は
 
確
か
 
だ
な
。
 
た
だ
、
 
そ
れ
 

だ
け
に
、
 

台
に
 

張
っ
て
 

あ
る
-
 

-7* 
シ
ャ
の
 

具
合
 

や
、
 キ
ユ
—
 

の
 先
に
つ
 

い
て
い
る
 

チ
ョ
—
 
ク
の
 
量
な
ん
 
て
い
う
、
 
あ
る
 
種
 

の
 偶
然
 
性
み
た
い
 
な
 も
の
の
 
作
用
が
 
な
 

い
か
ら
、
 
単
調
に
 
な
つ
て
 
し
ま
う
 
か
も
 

し
れ
な
い
 
な
。
 
物
理
の
 
法
則
 
ゲ
—
厶
 
み
 

た
い
な
 
感
じ
で
 
…
…
 

〇 

こ
の
 
ゲ
—
厶
 
で
ね
 
ら
い
を
 
定
め
る
 
た
 

め
の
 
ク
ロ
ス
 
カ
—
 
ソ
ル
は
、
 
な
か
な
か
 

い
い
ね
。
 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
で
 
動
か
し
て
 

も、 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
 
動
か
し
て
 

も
ス
ム
 
—
ズ
に
 
動
い
て
'
 
 な
か
な
か
い
 

い
 操
作
 感
覚
 
だ
よ
。
 

あと
'—
 

氏 もい
 

つて
い 

るよ
う 

に、
 

ボ—
 

ルの
 

どこ
を 

突く
 

か 

選ぶ
 

こと
が 

でき
れば
、 

スピ
ン 

や 

押し
 

玉、
 

引き
 

玉な
ん 

てい
、 

っ 
高等
 

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
 

使 

え
て
も
う
 

少し
 

お
も
し
ろ
く
な
る
 

だろ
 

うし
、 

色に
 

もも
う 

少し
 

気
を
つ
か
っ
 

て 

く
れ
れ
ば
 

よ
か
っ
た
 

のに
な 

あ'
 

バ
—
 
ボ
ン
 
片
手
に
 
ピ
ン
 
ス
ト
ラ
イ
プ
 



£ 

< 

< 

S 

•白い 忍者 一一 この ゲームの 主人公が 持って t 汤 武器は 唯一、 岩を 溶 
かす ことができ る 銃 だけ。 あとは 足の 速さ と 頭の 良さ を 利用 して、 

迷路の あちこちに 隠された 千両箱を 深し 出す の ダ/ 

參 赤い 忍者 —— こちらが 敵。 白い 忍者に マ カれ ち ゃうと、 すぐに 自 

殺を する ク セが ある。 でも スグに 仲間が 現われる ので 気をつけ なけ 

れ ばなら ない。 もちろん、 こいつに つかまる と 死んで しまう。 

•千両箱た くさん 取れば ポイントが 上がる。 おまけに、 すべて 

の 千両箱を 取った 場合、 次の 面の コール •サイ ンが 出て 来る から 次 
に ブレイを する 時には コレを 使って 好きな 面を 呼び出す こと もで き 

る。 扉の 鏺 もこの 千両箱の いずれ かに 隠されて いる ゾ 〆 

大阪 城下の 迷路に 潜入 
した キミは いったい 
ドコ まで 進める か/ 敵

の
 
忍
者
の
 
追
擊
を
 
か
わ
し
、
 
千
両
箱
 

を
 奪
つ
 
て
大
阪
 
城
を
 攻
略
し
 
よ
ぅ
。
 
反
射
 

神
経
よ
り
 
知
略
が
 
要
求
さ
れ
 
る
 ゲ
—
ム
 
^
 

キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
の
 
特
性
を
 
把
捶
 
し、 

一
見
 不
 

可
能
 

ご 思
え
る
 

迷
路
を
 

走
破
せ
 

よ
/
 20 

面
を
 
攻
略
す
 
る
ま
で
 
ハ
ラ
ハ
ラ
 
ド
 
キ
ド
キ
 

0 

子
供
か
ら
 
大
人
ま
で
 
十
分
に
 
楽
し
め
る
。
 

ぜ
ひ
と
も
 
チ
ヤ
 
レ
ン
ジ
し
て
 
ほ
し
い
。
 

び
 

方
 

R
O
 
M
 
を
 
差
し
込
む
 
と
、
 
タ
イ
ト
ル
 
画
 

面
に
 
ゲ
—
ム
 
の
 進
行
 
速
度
 

(
3
 段
階
)
 
が
 

表
不
 
さ
れ
ま
す
。
 
►
印
で
 
選
択
し
て
 
く
だ
 

さ
い
。
 
次
に
 
ス
 ベ
—
 
ス
キ
—
 
 
(
ト
リ
ガ
—
 

ボ
タ
ン
)
 

を
 押
し
ま
す
。
 
こ
れ
で
 
ゲ
—
厶
 

ス
タ
 
I 
卜
で
す
。
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
大
阪
 
城
の
 
地
下
に
 
あ
る
 

迷
路
に
 
忍
び
込
み
、
 
千
両
箱
を
 
盗
み
な
 
が
 

ら
 次
々
 
と
 進
む
 
と
い
ぅ
 
ゲ
—
ム
 
で
す
。
 
各
 

面
と
 
も
 か
な
り
の
 
数
の
 
千
両
箱
が
 
隠
さ
れ
 

て
い
ま
す
 
が
、
 
も
ち
ろ
ん
 
全
部
の
 
千
両
箱
 

を
 取
ら
な
 
く
と
 
も
 次
の
 
面
に
 
進
め
ま
す
。
 

し
か
し
、
 
面
に
 
よ
つ
 
て
は
 
出
口
に
 
鍵
の
 
か
 

か
つ
た
 
扉
が
 あ
リ
 、
こ
れ
を
 
開
け
る
 
た
め
 

に
は
 
千
両
箱
の
 
中
に
 
隠
さ
れ
た
 
鍵
が
 
必
要
 

で
す
。
 

こ
の
 
ゲ
—
厶
 
で
 キ
ミ
は
 
I
 
で
あ
る
 
白
 

装
束
の
 
忍
者
を
 
操
作
し
 
な
け
れ
ば
 
な
り
 
ま
 

せ
ん
。
 
操
作
に
は
 
日
 ffl s

 m
 の
 力
—
 
ソ
ル
 

キ
 I、 

又
は
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 イ
ツ
 
ク
を
使
 
用
 

を
 脱
出
す
 
る
 
ス
リ
ル
が
 
味
わ
え
る
 
の
で
す
。
 

た
だ
し
、
 
ど
う
や
れ
ば
 
迷
路
か
ら
 
脱
出
で
 

き
る
 か
は
、
 
そ
う
 簡
単
に
 解
け
る
 よ
う
に
 

は
な
つ
 
て
い
ま
せ
ん
。
 

ち
よ
つ
 
と
 考
え
た
 

だ
け
で
は
 
脱
出
で
 
き
そ
う
に
 
な
い
 
迷
路
 
ば
 

か
り
な
の
 
で
す
。
 
し
か
し
、
 
か
な
ら
ず
 
脱
 

出
す
 
る
 方
法
が
 
あ
り
ま
す
。
 
そ
れ
を
 
見
つ
 

け
 出
し
た
 
と
き
に
は
、
 
す
で
に
 
ゲ
 —
ム
オ
 

I
 
バ
 
I
 
に
な
つ
 
て
い
る
 
と
い
う
 
こ
と
が
 
多
 

い
の
で
す
。
 

こ
れ
 
だ
け
 
楽
し
め
る
 
ゲ
—
ム
 
は
 他
に
 
類
 

を
 見
ま
せ
ん
。
 

I
 人
で
 
や
る
 
よ
り
は
、
 
何
 

人
 か
で
、
 
脱
出
 
方
法
を
 
考
え
な
が
ら
 
や
る
 

と
 楽
し
い
で
 
し
よ
う
ね
。
 
か
く
 
ゆ
う
 
私
は
 

2 時
間
 
か
け
て
、
 

4 面
目
ま
で
 
や
る
 
の
が
 

や
つ
と
の
 
こ
と
で
し
た
。
 

し
ま
す
。
 
こ
の
 
白
装
束
の
 
忍
者
を
 
赤
い
 
忍
 

者
が
 
追
っ
 
て
き
ま
す
。
 
赤
い
 
忍
者
に
 
つ
か
 

ま
る
と
 
死
ん
で
 
し
ま
い
ま
す
。
 
油
断
 
大
赖
 

で
す
 
よ
。
 
も
う
—
 
つ
 注
意
し
 
な
け
れ
ば
 
な
 

ら
な
 
い
の
は
'
 
 迷
路
の
 
あ
ち
こ
ち
に
 
点
在
 

す
る
 
池
で
す
。
 
こ
こ
に
 
落
ち
て
も
 
死
ん
で
 

し
ま
い
ま
す
。
 尚
、
 
面
は
 全
部
で
 20 面

で
 

す
。
 

こ
の
 
<
1
^
 に
 富
ん
だ
 
迷
路
を
 
探
検
す
 
る
 

キ
ミ
の
 
持
つ
 
武
器
は
 
た
だ
—
 
つ、 

岩
を
 
溶
 

か
す
 
銃
 だ
け
で
す
。
 
し
か
し
、
 
こ
れ
 
も
 溶
 

け
る
 
岩
 
(
キ
メ
 
が
 細
か
い
)
 

と、 
溶
け
な
 

い
 岩
 (
キ
メ
 
が
 荒
い
)
 
の
 2 
種
類
が
 
あ
り
ま
 

す
か
ら
 
注
意
が
 
必
要
で
す
。
 
銃
の
 
発
射
は
 

ス
ぺ
ー
 
ス
キ
—
 
(
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
使
 

用
 時
は
 
ト 
リ
ガ
—
 
ボ
タ
ン
)
 

で
 行
い
ま
す
。
 

迷
路
の
 
岩
と
 
岩
の
 
間
は
 
梯
子
と
 
橋
で
 
つ
 

な
げ
ら
れ
て
 
い
ま
す
が
、
 

こ
の
 
2 点

 も
 注
 

べ
き
 
こ
と
が
あ
 
り
ま
す
。
 

こ
の
 
ゲ
—
 

ム
の
 
進
行
 
時
、
 
上
か
ら
 
飛
び
降
り
る
 
時
'
 

ケ
ガ
—
 
つ
せ
 ず
に
 
降
り
ら
れ
る
 
の
で
す
 
が
、
 

橋
の
 
場
合
は
 
ち
よ
っ
 
と
 大
変
。
 
橋
か
ら
 
落
 

ち
て
 
し
ま
う
 
か
ら
で
す
。
 
そ
の
 
下
に
 
岩
が
 

あ
れ
ば
 
問
題
は
 
別
で
す
 
が
'
 
 橋
の
 
上
に
 
飛
 

び
 降
り
る
 
こ
と
は
 
4
^
 
だ
と
 
考
え
て
 
お
い
 

て
 間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

以
上
の
 
点
に
 
注
 

意
し
な
が
ら
 
ゲ
—
ム
 
を
 進
め
 
ま
し
よ
う
。
 

た
だ
し
、
 何
と
い
 つ
て
も
 基本
は
 迷路
 

ゲ
—
ム
 
で
す
か
ら
、
 

や
た
ら
に
 

岩
を
 
こわ 

し
た
り
、
 

と
び
 
降
り
た
り
、
 

走
り
回
つ
 

た 

り
す
る
 

だ
け
で
は
、
 

だ
め
で
す
 

よ。 v ス d ア 
の
 手
引
 
さ
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 徹
底
 
攻
略
 
法
は
、
 

2 月
 

号
に
 
詳
し
く
 
紹
介
さ
れ
 
て
い
ま
す
 
の
で
 
ご
 

参
照
 
下
さ
い
。
 
ポ
イ
ン
ト
は
 
た
だ
—
 
つ、 

敵
の
 
赤
い
 
忍
者
は
 
白
い
 
忍
者
よ
り
も
 
足
が
 

お
そ
く
、
 
そ
し
て
 
そ
の
 
動
き
は
 
白
い
 
忍
者
 

の
 動
き
に
 
対
応
し
て
 
動
く
 
と
い
^
^
で
す
。
 

つ
ま
り
、
 
白
い
 忍
者
を
 上
手
く
 操
作
 す
れ
 

ば
、
 赤
い
 
忍
者
 

も
 思
ぅ
 
が
ま
 
ま
に
 コ
ン
 

ト 

ロ ー 
ル
で
 
き
る
 
と
い
ぅ
 
わ
け
で
す
。
 

ま
た
、
 

千
両
箱
は
 
す
べ
て
 
取
る
 
必
要
は
 
あ
り
ま
せ
 

ん
 。
千
両
箱
を
 
取
る
 
こ
と
で
 
ポ
イ
ン
ト
を
 

稼
ぐ
 
よ
り
も
、
—
 
つ
で
 
も
 面
を
 進
め
て
 
ポ
 

I
 
ナ
ス
 
得
点
を
 
稼
ぎ
 
ま
し
よ
、
 
っ
 〇
カ
ギ
 
さ
 

え
 あ
れ
ば
 こ
っ
ち
の
 も
の
 // 

©
は
 
ガ
ン
ガ
ン
 

★
 
 ★
★
★
★
 
 

(
T
)
 

迷
路
の
 
中
に
 
い
る
 
忍
者
を
 
か
わ
し
な
 
が
 

ら
カ
ギ
 
を
 見
つ
け
、
 
目
指
す
 
出
口
へ
 
ま
つ
し
 

ぐ
ら
、
 

と
 簡
単
に
 
行
け
ば
 
い
い
の
 
だ
が
…
。
 

ち
よ
っ
 
と
や
 
そ
っ
と
 
で
は
 
こ
の
 
迷
路
は
 

解
け
な
い
 
の
で
す
。
 
パ
ズ
ル
-
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 

で
あ
る
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
'
 
 迷
路
を
 
解
い
て
 

い
く
 
楽
し
 
さ
と
 
敵
を
 
か
わ
し
な
が
ら
 
迷
路
 



會 これが 最後の 第 20® だ。 ここまで これる 人は、 

まず 相当な もの だ。 2 晒まで くると、 プレイヤー 
に ある 秘密 力墩 えられる。  その 秘密を 知れば、 ま 

た、 こめ ゲームの 新しい 楽しみ 方が 開発で きる は 

ず。 20® まで いったから 終わりと いう ゲームでは 
ない の だ。 

★
 
 ★
★
★
 
 

(
K
)
 

赤
の
 
忍
者
に
 
対
す
る
 
の
は
、
 
白
の
 
ス
—
 

ツ
に
 
身
を
 
固
め
た
 
正
義
の
 
味
方
。
 
0
0
7
 

に
な
れ
 
る
か
、
 
ス
バ
 
イ
ナ
—
 
高
校
の
 
〇
〇
 

4
9
、
 
0
0
8
9
 
に
 成
り
下
が
 
る
か
は
 
キ
 

ミ
の
 ゥ
デ
 次
第
。
 
_
 
で
 わ
か
ら
な
 く
な
 っ
て
、
 
人
の
 
ア
ド
バ
イ
ス
を
 
受
け
な
が
ら
 

最
終
 
画
面
に
 
た
ど
り
 
着
い
た
 
ポ
ク
は
、
 

〇 

〇 
—
—
 
つ
て
と
 
こ
か
な
。
 

と
に
か
く
 
や
っ
て
 
み
れ
ば
 
わ
グ
 
る
け
 
ど
、
 

迷
路
の
®
 
な
コ
 
ト
ツ
た
ら
 
な
い
。
 
同
じ
 

道
を
 
何
回
も
 
往
復
し
 
な
け
れ
ば
 
ク
リ
ア
で
 

き
な
い
 
面
と
 
か
、
 
決
死
の
 
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
 

敢
行
す
 
る
 面
と
 
か
、
 
あ
り
と
 
あ
ら
ゆ
る
 
パ
 

夕
—
ン
 
が
 揃
っ
 
て
い
る
。
 

こ
れ
を
 
作
っ
た
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
は
 
天
才
 

か
、
 
キ
チ
 
ガ
イ
 
か
、
 
は
た
ま
た
 
根
暗
ら
 
な
 

パ
ソ
コ
ン
 
少
年
 
か
？
.
 
キ
ミ
は
 
ど
れ
 
だ
と
 

思
ぅ
？
 

頭
と
 
指
と
 
体
力
と
、
 
そ
し
て
 
根
性
。
 

こ
 

の
 根
性
が
な
け
れ
ば
、
 

ラ
イ
 
ズ
 
ア
ウ
ト
は
 攻
略
で
 

き
な
い
。
 キ
ミ
が
 

雑
草
の
 

よ
う
な
 

根
性
の
 持
ち
主
な
ら
、
 
ぜ
ひ
 挑
戦
し
て
 
く 

れ
。
〃
 |ブ イ

ズ
 
ア
ウ
ト
の
 
星，/ 

は
 遠
い
 
ゾ
！
 

★
 
 ★
★
★
 
 

(
C
)
 

ニ
 ブ
イ
。
 
バ
ヵ
。
 
救
い
ょ
う
 
が
 無
い
。
 ア

 
ホ
。
 

ク
ズ
 

。
あ
—
 

ん
 

、
こ
、
 

っ
い
う
 

こ
と
 

を
 

言
わ
れ
た
 

く
な
 

か
っ
た
ら
、
 

ラ
イ
 

ズ
ア
 

ゥ
 

ト
は
 

I
 

人
で
 

や
る
 

も
ん
だ
。
 

M
S
X
 

マ
 

ガ
 

ジ
ン
 

2 
月
 

号
の
 

攻
略
 

法
を
 

読
み
な
が
ら
、
 

ル
ン
 

ル
ン
、
 

ど
ん
な
 

も
ん
ょ
。
 

や
や
っ
、
 

こ
れ
は
 

困
っ
た
、
 

の
 

レ
ベ
ル
 

6。
 

こ、
 

っ
い
 

、っ
 

時
は
 

仕
方
な
い
 

か
ら
、
 

や
さ
し
い
 

お
に
 

い
さ
ん
に
 

聞
 

い
ち
や
 

う
ん
だ
 

も
ん
ね
。
 

し
 

か
し
、
 

レ
ベ
ル
 

II
 

が
 

キ
ビ
 

シ
イ
 

。
も
う
こ
 

こ
ま
で
 

く
る
と
、
 

肩
は
 

バ
リ
 

バ
リ
に
 

こ
つ
 

ち
 

や
っ
て
、
 

指
先
は
 

汗
で
す
 

べ
っ
ち
 

や
う
 

し、
 

頭
は
 

ガ
ン
ガ
ン
、
 

タ
イ
ミ
ン
グ
 

が
な
 

か
な
 

か
つ
 

か
め
な
い
。
 

両
手
を
 

思
い
き
 

り
 

振
っ
 

て
 

走
る
 

姿
が
 

な
ん
と
も
 

り
り
し
く
て
、
 

や
っ
と
 

鍵
を
 

手
に
入
れ
て
 

長
い
 

梯
子
を
 

昇
 

り
 

出
し
た
 

時
な
ん
 

て
、
 

思
わ
ず
 

手
を
 

た
た
 

い
ち
ゃ
っ
た
。
 

彼
は
 

梯
子
の
 

$
 

で
 

考
ぇ
 

込
ん
で
 

し
ま
つ
た
 

わ
。
 

ご
免
な
さ
い
。
 

と
に
か
く
 
大
変
な
 
ゲ
—
ム
 
で
す
。
 
歯
が
 

立
た
な
い
 
し。 

で
も
 
あ
き
ら
め
た
 
訳
で
は
 

な
い
か
ら
 
ね
。
 
忍
者
 
君
'
 
 い
つ
か
 
必
ず
 
20 

面
の
 
あ
の
 
長
い
 
梯
子
を
 
昇
ろ
う
 
ね
 ̂
 

奥
が
 
深
い
ゲ
 
—
ム
だ
 

こ
れ
は
 

な
か
な
か
 

离
か
 

深
い
 

ゲ
—
ム
 

だ
ね
。
 

|
 

見
、
 

ど
こ
に
 

で
も
 

あ
る
 

『
は
 

し
ご
 

昇
り
 

j 
タ
イ
プ
の
 

ゲ
—
ム
 

と
 

『
迷
 

路
 

j 
ゲ
—
ム
 

の
 

ミ
ッ
ク
ス
 

版
み
た
い
 

な
 
感
じ
 

だ
け
れ
 

ど
、
 

そ
れ
だ
け
 

じ
 

や
な
い
 

ん
だ
 

よ
ね
。
 

ま
ず
、
 

千
両
箱
に
 

隠
さ
れ
た
 

扉
の
 

力
 

ギ
。
—
 

面
、
 

2 
面
 

あ
た
り
 

だ
と
 

千
両
箱
 

の
 

数
 

も
 

そ
れ
ほ
ど
 

多
く
な
い
 

か
ら
、
 

全
 

部
 

探
せ
ば
 

な
ん
と
か
な
る
 

け
ど
'
 
 

だ
ん
 

だ
ん
そ
う
は
 

い
か
な
く
な
る
 

よ
。
 

次
に
'
 
 

岩
の
 

溶
か
し
 

方
。
 

雷
り
 

次
 

第
に
 

溶
か
せ
ば
 

い
い
と
 

い
う
 

も
の
 

じ
 

や 
な
く
て
、
 

溶
か
す
 

順
序
 

や
 

タ
ィ
ミ
ン
グ
 

も
 

問
題
に
 

な
っ
て
 

く
る
 

ぞ
。
 

そ
れ
か
ら
、
 

う
ま
く
 

20
 

面
目
ま
で
 

行
 

け
た
 

人
に
は
 

き
っ
と
 

新
し
い
 

ゲ
—
厶
 

の
 

楽
し
み
 

方
が
 

発
見
で
 

き
る
 

よ。
 

各
面
の
 

終
わ
り
に
 

出
て
 

く
る
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ
 

を
ち
 

や
ん
 

と
 

見
と
 

ど
け
て
 

お
く
 

こ
と
。
 

後
で
 

き
っ
と
 

役
に
立
つ
 

か
ら
。
 

こ
の
 
ゲ
 ー 
ム
の
シ
 
チ
 
ユ
エ
 
I 
シ
 
ョ
ン
 

自
体
は
 
か
な
り
 
メ
 チ
ャ
 
ク
チ
ャ
で
、
 

あ
 

る
 組
織
の
 
人
間
が
 
忍
者
の
 
秘
密
を
 
盗
み
 

出
す
 
た
め
に
 
大
阪
 
城
に
 
忍
び
込
む
。
 

そ
 

し
て
 
岩
 崩
し
の
 
マ
シ
ン
ガ
ン
を
 
駆
使
し
、
 

忍
者
と
 
対
決
す
 
る。 

脱
出
へ
 
向
け
て
…
 

… 
。
と
い
う
 
具
合
。
 
な
ん
と
も
 
い
え
な
 

い
 舞
台
 設
定
 だ
け
れ
 ど
、
 
ゲ
—
厶
 は
お
 

も
し
ろ
 
い
ぞ
。
 

73 
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ゴ 淡 

囊 

き _ ン^^ 
 ' 

力
の
 
際
に
、
 
食
品
の
 
頭
文
字
、
 
た
と
え
ば
 

0
 と
 入
力
 
P
 を
 押
す
 
と、 

食
品
 
名
の
 
頭
 文
 

字
が
 
ァ
の
 
食
品
の
 
デ
—
 
夕
が
 
次
々
 
に
 表
 

示
さ
れ
て
 
き
ま
す
、
'
 
 こ
れ
で
 
必
要
と
 
す
る
 

食
品
の
 
デ
 I 

夕
を
 
知
る
 
こ
と
が
で
き
る
 
わ
 

け
で
す
'
 
 こ
の
 時
、
 
表
示
さ
せ
る
 デ
—
 夕
 

を
 $
 
で
 停
止
 
さ
せ
た
い
 
時
に
は
 
S
T
O
 

P
 
キ
—
を
 
押
し
ま
す
。
 
そ
こ
で
 
表
示
は
 
|
 時
 

停
止
し
 
ま
す
。
 
命
令
を
 
解
除
す
 
る
 場
合
い
 

は
も
う
 

|
 度
 S
T
O
P
 
キ
—
を
 
押
せ
ば
 
〇 

K
 
で
す
。
 

こ
う
し
た
 

M
 
を
 
も
と
に
 

料
理
 

を
 作
れ
ば
、
 
栄
 

も
 バ
ッ
チ
 
リ
 。
ダ
ィ
 

エ
ツ
 
ト
 
•
メ
ニ
 
ユ
—
も
 
簡
単
に
 
作
れ
る
 
と
 

い
う
 
わ
け
で
す
。
 

©
べ
る
の
 
恐
い
 

★  ★  ★ 
?
 ) 

普
段
は
、
 
な
ん
に
も
 
考
え
な
い
で
 
食
事
 

し
て
る
 
け
ど
、
 
こ
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
で
 
新
 発
 

見
/
食
 
べ
る
の
が
 
恐
く
な
 
っ
ち
 
ゃ
う
。
 

だ
っ
て
、
 

想
像
 

以
上
に
 

ヵ 
ロ
リ
—
 

を 
取
 

っ
て
る
 

の
が
 

わ
か
 

る
ん
だ
 

もん
。 

そ
れ
に
、
 
記
入
し
て
 
い
く
 
メ
ニ
ユ
 

I が
 

だ
い
た
い
 
同
じ
 
も
の
が
 
多
い
 
っ
て
の
 
も
 問
 

題
が
 
あ
り
 
そ
。
 
き
つ
と
 
栄
養
の
 
バ
ラ
ン
ス
 

が
 と
れ
て
 
な
 い
ん
だ
と
 
思
う
。
 
さ
つ
 
そ
く
、
 

今
日
 
か
 

. 
b 利
用
し
て
 
み
る
 
こ
と
に
し
ま
す
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
 
デ
—
 夕. の

 量
が
 多
い
 

の
に
は
 
ビ
ッ
ク
 
リ 
し
ち
や
つ
 

た。 
中
で
 
も、 

お
 魚
類
が
 
多
い
 
け
ど
、
 
き
つ
と
 
プ
ロ
 
グ
ラ
 

の
)
 
の
 重
量
 
(
グ
ラ
ム
 
数
)
 
を
 打
ち
込
み
 

y
 
を
 
押
し
ま
す
。
 
こ
れ
で
 
入
力
の
 
欄
に
は
 

各
 デ
—
 
夕
 
に
よ
り
 
計
算
さ
れ
 
た
 数
値
が
 
表
 

示
さ
れ
ま
す
-
こ
こ
で
 

確
認
の
 
た
め
に
 
〇
 

K
(
Y
/
N
)
 
が
 
問
わ
れ
ま
す
 
の
で
、
 
正
解
 

時
は
 
Y
 
 (
大
文
字
)
 

を
 入
力
、
 
P
 を
 押
し
 

て
 下
さ
い
。
 

擱
に
 
打
ち
込
ん
だ
 
食
品
 

の
 栄
養
価
が
 
表
示
さ
れ
 
ま
す
。
 
以
上
の
 
よ
 

う
な
 
作
業
を
 
く
り
 
返
す
 
こ
と
で
、
 
そ
の
 
日
 

に
 摂
取
し
た
 
食
品
す
 
ベ
て
の
 
栄
養
価
を
 
知
 

る
 こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

も
う
 
|
 方
の
 
デ
 I 

夕
 
•
サ
—
 
チ
は
 
日
常
 

的
な
 料
理
を
 作
る
 時
に
 必
要
な
 食
品
 
(
 306 

種
類
)
 

の
 各
々
 
の
 栄
養
価
を
 
知
り
た
い
 
時
 

に
使
用
し
ま
す
"
こ
こ
で
は
、
 

|00 9
あ
た
 

り
の
 

デ
—
 

夕
と
、
 

80 
キ
ロ
 

カ
 ロリ
—
 
 

(
I
 

点
 分
)
 
あ
た
り
の
 
デ
—
 
夕
の
 
2 通

り
で
 
検
 

索
を
 
す
る
 
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
 

各
々
 

を
 

食
品
 

名
と
 

食
品
 

群
 

(
四
 

群
 

占
 

i
 

法
に
 

よ
り
 

分
類
さ
れ
 

た
 

食
品
 

群
で
、
 

第
-
群
は
 

卵
*
 

乳
 

•
乳
 

製
〇
鼕
 

\
 

第
 

2 
群
は
 

魚
介
類
 

•
肉
類
 

•
豆
 

•
豆
 

製
品
 

等
 

第
 3 群

は
 
s
 
 
•
芋
 類
 
•
果
物
 
等
，
 
第
 

4 
群
は
 
穀
物
 
•
砂
糖
.
 
油
脂
.
 
嗜
好
品
 
等
と
 

い
つ
た
 
具
合
い
に
 
類
似
し
た
 
栄
養
分
を
 
持
 

つ
た
 
食
品
 
ご
と
に
 
分
類
さ
れ
 
て
い
ま
す
)
 

と
の
 
両
方
か
ら
 
ザ
—
 
チ
で
 
き
る
 
よ
う
に
な
 

つ
て
い
 
ま
す
。
 
こ
れ
ら
 
2 
つ
の
 
メ
ニ
ユ
 

I 

の
 セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
'
 
 

各
々
 m
 II] の

キ
—
 

を
 押
す
 
こ
と
で
 
選
択
す
 
る
 
こ
と
が
で
き
 
ま
 

す
。
 ま
た
、
 
第
 2 

の
 メ
ニ
ュ
 

I 
の
 食
品
 
名
 入
 

糖
分
と
 
〇
 過
ぎ
て
 
い
ま
せ
ん
 
か
 !? 

栄
 

養
の
バ
ラ
ン
ス
は
大
丈
夫
 

»? :
家
族
全
具
 

の
 食
事
を
 
あ
ず
か
る
 
お
母
さ
ん
、
 
み
ん
な
 

の
 健
康
を
 
十
分
に
 
考
え
た
、
 
美
味
し
い
 
料
 

理
を
 
作
つ
 
て
あ
げ
て
 
下
さ
い
ね
。
 

こ
の
 
ソ
 

フ
ト
は
 
手
 II に

 食
品
の
 
力
 
□
リ
—
 
が
 分
析
 

で
き
ま
す
。
 

偏
食
、
 
暴
食
の
 
防
止
に
。
 

ま
 

た
 ダ
イ
エ
ッ
 
ト 
に
も
 
応
用
で
 
き
ま
す
。
 

© い
 

方
 

ま
ず
は
 
テ
—
ブ
 
を
 レ
コ
—
 
ダ
—
 
に
 入
れ
 

C
L
O
A
D
 
0
 
と
 
押
し
、
 

ロ
 
ー
 
ド
 
さ
せ
 
ま
 

す
 
や
が
て
 
F
O
U
N
D
 
 

" エ
イ
 
ヨ
ウ
々
 

と
 表
示
が
 
出
ま
す
 
の
で
、
 
そ
の
ま
ま
 
し
ば
 

ら
く
 
お
待
ち
 
下
さ
い
 
「
口
—
 
ド
が
 
終
わ
る
 

と
 
〇
 
 K
 
と
い
ぅ
 
表
 
7JV と

共
に
 
カ
 
ー
 
ソ
ル
が
 

現
わ
れ
ま
す
。
 
そ
こ
で
 
R
U
N
S
 
と
 押
せ
 

ば
 こ
の
 
ソ
フ
ト
の
 
タ
イ
ト
ル
が
 
春
 
不
 さ
れ
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
実
行
さ
れ
 
ま
す
。
 

タ
イ
ト
ル
に
 
引
き
続
き
、
 

メ
ニ
ュ
 

I が
 

現
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
 
ソ
フ
ト
で
は
 
栄
 

算
と
 
デ
—
 
夕
の
 
検
索
が
 
で
き
る
 
よ
ぅ
に
な
 

つ
て
い
 
ま
す
の
で
、
 

そ
の
 
ど
ち
ら
 
か
を
 
選
 

祈
し
て
 
下
さ
い
-
 

栄
 P
 
算
は
 
そ
の
 
日
に
 
食
べ
た
 
食
品
 
名
 

と
そ
の
 
重
量
を
 
入
力
し
て
 
行
く
 
と
 

各
々
 

の
 群
 別
で
の
 
点
数
 
(
エ
ネ
 
ル
ギ
 
— 

80 キ
ロ
 

カ
 
ロ
リ
—
 
を
一
 
点
と
 
換
算
し
た
 
四
 群
 点
数
 

法
を
 
使
用
し
て
 
い
ま
す
)
 

と、 
キ
ロ
 
カ
ロ
 

リ
 
I、 

さ
ら
に
 
そ
の
 
<0;^ が

 S
 不
 さ
れ
 
ま
 

す
。
 
こ
の
ム
 
許
 
値
を
 
も
と
に
 
栄
養
の
 
バ
ラ
 

ン
ス
 
や
、
 
カ
 
ロ
リ
—
 
の
 過
不
足
を
 
検
討
す
 

る
 
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

操
作
 
方
法
は
 
次
の
 
通
り
で
す
。
 
栄
 P
 

算
の
 
選
択
 
キ
—
を
 
押
す
 
と
 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

に
は
 
食
品
 
名
 
•
グ
ラ
ム
 
別
に
 
分
類
さ
れ
 
た
 

表
と
 
質
問
 
綱
 か
 表
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
 
質
問
 

欄
で
 
初
め
に
 
問
わ
れ
る
 
の
は
 
食
品
 
名
で
す
 

カ
タ
 
カ
ナ
で
 
入
力
し
て
 
下
さ
い
 

_: 記
入
 
後
 

B
 
キ
—
を
 
押
す
 
と
、
 
点
数
の
 
欄
に
は
 
そ
の
 

食
品
の
—
 
点
 
(
 80 キ

ロ
 
カ
 ロ
リ
—
 
 )
 あ
た
 

り
の
 
数
値
が
 
現
わ
れ
ま
す
」
 
続
い
て
 
食
べ
 

た
も
の
 

(
ま
た
は
 
こ
れ
か
ら
 
調
理
す
 
る
 も
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今月の 評論家 

プロフィール 
なんと いっても、 MSX マガ 

ジンの 親分： 顔に 興味の 友) る 

人は！^ 1纖奶 こと： 

msx マガジン 纖 

ひたす ら^^かな 人 ± を もっ 

て 美と したい。 

広^ 7) リーダー。 原 

稿 ま 広告 部^ 員て 省いて くれ 

たと か。 mi 

A 誌^  L 誌 も 御 照 t という、 

名 カメラマン （_ 声 あり)。 

ァ ッブ_ 豬ご 

MSX マガジンの アルバイト c 

今は まだ 大学^ もうす ぐた 

だの 0L になる （？)。 

歌って おどれる、 スー バーデ 

ザ イナー。 最近は、 な セ かボ 

ウ リングに こって いる。 

この 人 も、 今' {ままた プ^。 

もうす ぐた だの サラリーマン 

になる け)。 

某 女子大の 匕 キビ キ G  A  L。 

本当は 新 くの TV 局の、 

才 ー ル ナイ ト… に 出たい とか。 

C 

F 

K 

S 

さて、 受験生の 皆さん、 いかが 

でした か。 当たる も八圭 k 当たら 

ぬ も/^ 卜て 受けた 人、 絶対 自信の 

あった 人、 いまだに 結果の 出ない 

人、 いろいろ あるで しょう けれど、 

世の中 (涛。 ちょっと 明るく いき 

ましょう。- 

MS  X のソフ トは ますます 充実 

してきました 家^きの ソフト 

は 増える 一方。 いよいよ ホーム コ 

ン ビュー タの 本^ ̂  軍 

ホーム ユースの 人の ため 

の ソフト か# ぞくぞく 登場 
しています。 

リ ビング ルームの 上役は 

MS  X に 決まり. グ 

取
し
て
 
い
た
 
こ
と
に
 
気
づ
く
 
は
ず
。
 

そ
こ
で
'
 
 

こ
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

利
用
し
 

て
、
 

バ
ラ
ン
ス
を
 

整
え
る
 

と
い
い
で
 

す
ね
 

0 

に
な
る
 

ま
え
に
 

も
 
食
べ
 
ま
し
よ
う
，
 

ア
レ
、
 

ソ
フ
ト
の
 

評
価
で
 

し
た
ね
。
 

つ
 

ま
り
、
 

上
手
に
 

利
用
 

す
れ
ば
、
 

健
康
管
理
 

を
り
 

つ
ば
に
 

や
つ
て
 

く
れ
る
 

ソ
フ
ト
と
 

い
 

え
そ
う
 

で
す
。
 

ユ
—
 

ザ
—
 

次
第
と
 

い
つ
た
 

と
こ
ろ
 

か
な
。
 

★
 
 
★
 
 

(
C
)
 

や
つ
た
 

ね
、
 

待
ち
に
 

待
つ
 

た
 

カ
 

ロ
リ
—
 

計
算
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
。
 

「
好
き
な
 

だ
け
 

食
 

ベ
て
 

瘦
 

せ
る
」
 

な
ん
て
 

■
信
用
で
 

き
な
い
，
 
ダ
ィ
エ
ッ
ト
の
 

基
本
は
 

や
っ
 

ば
 

リ
カ
 

ロ
リ
 

—
計
算
 

今
日
の
 

献
立
は
 

チ
キ
ン
 

カ
レ
—
 

ト
リ
肉
サ
サ
ミ
 

|〇
〇 

9
、
タ
マ
ネ
ギ
 

30
 

9、
 

ニ
ン
ジ
ン
 

40
 

9
、
カ
レ
|
粉
 

…
…
 

っ 
、っ
つ そ
 

カ
レ
—
 

の
 

デ
 

ー 
タ
が
 

無
い
/
 

気
を
 

と
り
 

直
し
て
 

ハ
ン
 

バ
—
グ
 

に
し
よ
 

つ
ブ
 

夕
 

肉
 

12
0 

9 
、
タ
 

マ
ゴ
 

80
 

9、
 

ハ
ン
 

粉
…
'
 

ゲ
ッ
 

無
い
、
 

無
い
/
.
 

何
を
 

食
べ
た
ら
 

い
 

い
の
 

!?
 

絶
対
 

瘦
 

せ
る
 

こ
と
 

受
け
合
い
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

? 
.)
。 

カ
 
ロ
リ
—
 
計
算
 
だ
け
で
は
 
な
く
、
 
「
四
 群
 

点
数
 法
」
 
で
、
 
栄
養
の
 
バ
ラ
ン
ス
が
 わ
か
 

る
と
 

い
う
の
は
、
 

よ
く
 
考
え
ら
れ
 

て
い
て
 嬉
し
い
？
 
こ
れ
な
ら
、
 
最
近
 
お
腹
を
 
気
に
 

し
 出
し
た
 

パ
パ
 

や
'
 
 

お
ば
 

あ
ち
 
や
ま
の
 

献
 

立
 も
 
I
 工
夫
で
 
き
 る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

シ
ュ
 
—
ク
リ
 
I 
厶
の
デ
 
I 
夕
 は
な
い
け
 
ど
、
 

魚
類
は
 
か
な
り
 
充
実
し
て
 
る
み
た
い
。
 
「
デ
 

I
 
夕
の
 
片
寄
り
を
 

直
せ
ば
 

か
な
り
の
 

ス
グ
 

レ
 モ
ノ
」
 
マ
マ
の
 
意
見
で
し
た
 

Q 

示 た 

ム
 

し
た
 

人
つ
 

て
 

お
 

魚
が
 

好
き
な
ん
 

じ 
や
な
 

残
念
な
が
ら
、
 

私
つ
 

て
 

お
 

1 ガ
 

テ
な
ん
 

で
す
 

ゲ
—
ム
 
と
 違
っ
て
 
ユ
—
 
ザ
—
 
範
囲
は
、
 

女
性
 
中
心
に
 
な
り
そ
ぅ
 
だ
け
ど
、
 
ひ
と
り
 

暮
 し
の
 
男
の
人
 
も
こ
れ
 
で
 健
康
管
理
し
て
 

も
い
 
い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
な
：
 

エ
ツ
、
 

め
ん
 

ど
く
さ
い
？
 

• 

お
医
者
さ
ん
に
 

行
っ
 

て
 

辛
〜
 

い
 

思
い
を
 

す
る
 

よ
り
は
 

ラ
ク
で
す
 

よ
 

★
 
 
★
★
★
 
 

(
J
)
 

デ
—
 
夕
は
、
 
よ
く
 
集
ま
つ
 
て
い
る
 
け
ど
、
 

現
在
の
 
私
に
は
 
必
要
な
い
 
か
ら
、
 
あ
ま
り
 

興
味
が
 
わ
か
な
い
 

病
弱
で
 
も
な
い
 
し、 

肥
満
 
体
で
 
も
な
い
 
し
ね
 

肥
満
 
体
の
 
人
が
 
使
 ぅ
ん
だ
 
つ
た
ら
、
 

た
 

だ
 カ
 
ロ
リ
—
 
計
算
す
 
る
 だ
け
 
じ
 
や
な
く
、
 

栄
養
の
 
バ
ラ
ン
ス
を
 
考
え
て
 
ほ
し
い
、
 

低
 

カ
 
ロ
リ
—
 
だ
か
ら
 
瘦
せ
 
る
と
は
 
限
ら
な
い
 

の
で
す
'
 
 栄
養
の
 
片
寄
り
、
 
つ
ま
り
 
好
き
 

き
ら
い
が
 
肥
満
の
 
最
大
の
 
i
 
に
な
る
 
か
 

ら
 で
す
一
 
力
 月
ぐ
 
ら
い
 
デ
—
 
夕
を
 
と
つ
 て
み
 る
と
、
 

必
ず
 片
寄
つ
 た
 食
べ
物
を
 摂
 

f
i
 

ヘ
ル
 シ
 I ソ

フ
ト
 

今
や
へ
 
ル
シ
—
 
の
 時
代
'
 
 エ
ア
 
ロ
ビ
 

ク
ス
に
 
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
 

じ
瘦
 
せ
る
 
食
べ
 

物
に
 
自
然
 
食
；
 
つ
い
に
 
登
場
と
 
い
う
感
 

じ
で
 
発
売
さ
れ
 

た
の
が
、
 

こ
の
 

カ
ロ
 

リ
—
 
計
算
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

バ
ッ
ケ
 

—
ジ
は
 

な
か
な
か
 

1
 
 

策
ら
 

し
 

い
 

イ
ラ
ス
ト
 

だ
か
ら
、
^
-
^
 

も
、
.
 

と
 

思
 

っ
た
 

け
れ
ど
、
 

ソ
フ
ト
 

自
体
は
 

以
外
に
 

堅
い
 

感
じ
 

だ
ね
 

昔
'
 
 

小
学
校
の
 

こ
ろ
 

家
庭
科
だ
っ
た
 

か
 

何
 

か
で
 

栄
養
の
 

こ
と
 

を
 

習
っ
 

た
 

時
を
 

思
い
出
し
ち
 

や
つ
 

た
な
-
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
、
^
!
 
 

ま
れ
て
 

い
る
 

デ
—
 

夕
に
 

少
し
 

片
よ
リ
 

が
 

あ
る
よ
う
 

な
 

気
が
 

す
る
な
。
 

例
え
ば
-
タ
チ
 

ゥ
オ
 

(
魚
 

の
 

名
前
)
 

な
ん
て
い
 

う
の
が
 

あ
る
か
と
 

思
え
ば
、
 

シ
 

ユ
—
ク
 

リ
—
厶
 

が
な
い
。
 

け
れ
ど
 

シ
ョ
ー
 

ト 
ケ
—
キ
 

は
 

あ
る
と
 

い
っ
た
 

具
合
い
：
 

こ
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

扱
 

う
の
は
 

栄
養
士
で
 

あ
 

何
で
も
な
い
 

素
人
 
な
の
 

だ
か
ら
、
 

そ
の
 

あ
た
り
を
、
 

も
う
 

少
し
 

考
え
て
 

デ
—
 

夕
を
 

用
意
し
て
 

ほ
し
 

か
っ
た
 

な
。
 

た
だ
し
、
 

検
索
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
は
 

な
か
 

な
か
 

良
く
で
 

き
て
い
る
 

み
た
い
だ
 

ね
 

カ
 

ロ
リ
—
 

当
り
の
 

グ
ラ
ム
 

数
で
 

も
、
 

グ
 

ラ
ム
 

当
り
の
 

カ
 

ロ
リ
—
 

数
で
 

も
 

調
べ
ら
 

れ
 

る
し
、
 

名
前
の
 

入
力
が
 

め
ん
ど
う
な
 

人
に
は
、
 

一
文
字
 

だ
け
の
 

入
力
で
 

も
 

調
 

ベ
て
 

く
れ
る
 

し、
 

使
い
方
 

次
第
で
は
 

役
 

に
 

立
ち
そ
う
 

な
 

ソ
フ
ト
 

だ
ね
 



f 棚の  MSX 対応 
VIDEO  GAMES 

★MSX マー クは マイク 〇 ソフト 社の tfitt です 

八イ パー オリン ビック 1 形式 RC710  ¥4,800( 阴 発売 予定) 

癱 100 m ダッシュ  •走 0 幅 飛び 

八イ バーオ U ン ビック 2 形式 RC711 ¥4,800( 阴 猶^ 定) 

bsHBAUIKHI 
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*1 500m 競走 
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コナミ 株式 合 社 >〒102 肇 東京都 千代 田 区 九 段 南 2 丁目 3-14 鵁国九 段 南 ビル 
HEL  03-262-9 11 1 (ft) 



プロ フ イ- 

マ ジカ ノレ  《ワー MAKO 

1956年1.15:' 静岡県 修善 寺に 生ま れ る- 
山羊座. 血 趣は A 軋 

197 阵  上京し バンドを つくる： 

1976 年  N  H  K  FM ラジオ ドラマで 

イタリア 賞 グラン フリ 受賞 

1 980¢  修善 寺に L  5 スタ ジオ をつ 
く リアル バム 制 乍 

1 983^  4 月 一 丨 1 月 ロサンジェルス 
で 音楽 活動. イギリス 女 1 生 

アレ ッ .クスと L  5 という バ 

ン ドを つくり、 その マ テリ 
アルと して YAMAHA の 

MS  X を 使用し、 現在 レコ 
ー ド、 ソフト、 ビデオの 同 

時 発売を 進行 中 

企画 構成 OBASUN  撮影 石 井宏明  イラスト. 鈴 木 真 由 美 

MAK0S 
\\ おいでよ コンピュータミュージック •センターへ〃 

COME COMPUTER  MUSIC CENTER 

わしく; > 

MSX で ミュージック 
どん 増えて いる。 そこ 

outer  Music) に 熱を あげ 

K 〇〃 が 読者の ために 

<り、 今回から 活動 開 

器たち がそろ つてい な 

される けど、 インター 
めに 今から お 勉強を し 

く〃  から ” 弾く" にな 

を 楽しみ だいと 

て 本誌 編集部と 

ている  u マジ カ 「 C  C  C 」 とい 

始 する ことにな 

いだめ、 当分は 

フェイ スガ 登場 

て おこ ラ。 C 〇 
つ だの だ。 

い ラ 人が どん 

COM  U  (Com 
ル パワー M  A 
ラ ページを つ 

つた。 周辺 機 

▽シンが 限定 

しだと きのた 

M  U は、 w 聴 

い
な
い
 
も
の
が
 
あ
る
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
 
ア
ッ
 
ブ
ル
と
 
並
ん
で
 
人
気
が
 

あ
り
、
 

「 64 」 
専
用
の
 
音
楽
 
ソ
フ
ト
が
 
出
て
 
い
 

て、 
中
に
は
 

「 64 シ
ン
セ
」
 
と
い
つ
 
て
 画
面
に
 

ア
ナ
ロ
グ
の
 
コ
ン
 
ト 

ロ I 
ラ
 I が

 出
て
、
 
そ
れ
 

を
 K
E
Y
 
コ
ン
ト
 
ロ
—
 
ル
す
 
る
な
ん
 
て
の
 
が
 あ
 

つ
て
 
と
て
も
 

楽
し
い
。
 

そ
し
て
 

「
フ
ェ
ア
 

ラ
イ
 

卜」 
な
る
 
数
千
 
万
円
 
も
す
 
る
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
タ
ミ
 

ユ —
ジ
ッ
 ク
マ
 シ
ン
が
 出
た
り
 し
て
'
 
 ち
ま
た
 

で
も
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
タ
ミ
 
ユ
ー
 
ジ
ッ
ク
 

(
以
下
 
コ 

厶
)
 
熱
が
 
高
ま
っ
て
 
来
た
の
 
が
—
 
9
8
2
 
年
 だ
 

つ
た
の
で
 
あ
る
。
 
そ
し
て
 
8
3
 年
 4 月

に
は
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 
音
楽
 
状
況
を
 
探
る
べ
く
、
 
 
ロ サ

ン
 

ゼ
 
ル
ス
へ
 

行
き
 

レ
コ
—
 

デ
 
ィ
ン
グ
 

や
 
ラ
イ
ブ
な
 

1
1
1
 

ス—
 

々
参
 

I
T
4
A
_
I
 

ポ
ク
が
 

初
め
て
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
な
る
 

も
の
 

を
 

手
に
 

し
た
の
は
'
 
 

今
か
ら
 

約
 

4 
年
 

前
の
 

こ
と
 

で、
 

「
コ
モ
 

ド
—
 

ル
 

社
の
 

V
I
C
I
O
O
I
J
 

だ
っ
 

た。
 

そ
の
 

頃
 

ポ
ク
は
 

4 
枚
 

目
の
 

ア
ル
バ
ム
 

「
ウ
 

エ
ル
 

カ
ム
 

•
ト
ウ
 

•
ジ
 

•
ア
 

—
ス
」
 

の
 

制
作
 

中
 

で、
 

シ
 

I 
ケ
ン
 

サ
 

I 
や
 

ポ
リ
 

フ
ォ
 

ニ
ッ
ク
 

シ
ン
 

セ
 

サ
イ
 

ザ
—
 

を
 

使
っ
て
 

レ
コ
—
 

デ
 

イ
ン
グ
し
て
 

た
ん
だ
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
で
 

音
楽
で
 

き
る
 

っ
て
 

聞
い
て
 

や
っ
て
 

み
た
け
 

ど、
 

イ
ン
プ
ッ
ト
に
 

手
間
が
 

か
 

か
る
し
、
 

音
 

も
 
あ
ま
り
 

良
く
な
 

か
っ
た
 

の
で
、
 

結
局
 

レ
コ
—
 

デ
 

イ
ン
グ
に
は
 

使
わ
な
か
っ
た
。
 

も
っ
ぱ
ら
 

オ
セ
ロ
 

や
—
 

C
B
 

M 
な
ん
か
し
て
 

遊
ん
で
 

た
ん
だ
。
 

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
「
コ
モ
ド
|
ル
 

64
 

」 

が
 

出
て
、
 

そ
の
 

デ
ジ
タ
ル
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

の
 

機
能
に
 

魅
せ
ら
れ
て
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

作
り
に
 

熱
 

中
す
 

る
ょ
ぅ
 

に
な
っ
 

た。
 

「
コ
モ
ド
|
ル
 

64
 

」 

の
 

シ
ン
セ
 

機
能
は
 

V
C
F
 

フ
イ
 

ル
タ
—
 

や
 

A
D
 

5
0
:
:
.
波
形
選
択
な
ど
：
5
$
>
<
に
は
備
わ
っ
て
 

77 



国産 初の シンセサイザー Roland  -  S  H  1000 

ど
を
 
行
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
当
時
、
 
日
本
で
は
 
す
で
 

に
 終
わ
っ
た
 
テ
ク
 ノ
ブ
—
 
ム
が
 
、
ア
メ
リ
カ
で
は
 

全
盛
で
、
 

み
な
 
日
本
製
の
 
シ
ン
セ
 
や
 楽
器
を
 
使
 

っ
て
 
演
奏
し
て
 
い
た
わ
け
 
。
や
は
り
 
日
本
は
 
電
 

化
 製
品
 
王
国
、
 
エ
レ
ク
ト
 
ロ
ア
 
イ
ラ
ン
 
ド だ

な
 

あ
と
 
思
っ
 
た
も
の
 
だ
っ
た
。
 

8
3
 
年
 II 月

に
 
帰
国
し
た
 
の
 だ
け
ど
、
 
そ
の
 

と
き
 
特
に
 
ア
メ
リ
カ
で
 
盛
り
上
が
っ
 
て
い
た
の
 
が
、
 

C
D
 
 
(
コ
ン
パ
ク
ト
 
デ
ィ
ス
ク
)
 

と
 
ヤ
マ
ハ
の
 

D
X
 
 
7
 
で
し
た
。
 
時
を
 
同
じ
く
 
し
て
 
日
本
で
 

盛
り
上
が
っ
て
 
た
の
が
 
M
S
X
 
だ
っ
た
 
の
で
 
あ
 

る。 
そ
し
て
 
ヤ
マ
ハ
の
 
F
M
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

ユ
ニ
ッ
ト
の
 

こ
と
を
 知
る
 や
、
 
「
こ
れ
 だ
」
 と 

思
い
、
 

) 
S 開

発
 
室
の
 
N 氏

に
 
お
願
い
し
、
 

ま
だ
 
発
売
 
前
の
 
ソ
フ
ト
の
 
モ
ニ
タ
—
 
な
ど
を
 
さ
 

せ
て
 
い
た
だ
き
、
 
そ
の
 
驚
異
の
 
性
能
に
 
啞
 然
と
 

し
て
し
 
ま
つ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
お
ま
け
に
 
M
S
X
 

コ
ン
 
ト
 
ロ  —

 
ル
 す
る
と
い
 
つ
て
も
、
 
そ
れ
 
ぞ
 

れ
 好
み
の
 
音
が
 
あ
る
は
 
ず
 だ
か
ら
、
 
好
み
の
 
音
 

を
 出
す
 
た
め
の
 
お
 勉
強
が
 
必
要
に
 
な
つ
て
 
く
る
 

マ
ガ
ジ
ン
な
る
 
ナ
ウ
イ
 
誌
面
の
 
専
門
 
誌
 も
 出
て
 

い
て
、
2
$
>
<
に
関
す
る
ハ
|
ド
ソ
フ
ト
の
二
 

ユ ー 
ス
を
 
知
る
 
こ
と
か
で
 
き
た
の
で
 
あ
る
。
 
当
 

然
の
 
な
り
ゆ
き
の
 
ご
と
く
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
タ
ミ
 

ユ
—
 
ジ
ッ
ク
 
セ
ン
タ
—
 
を
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
で
 

聞
き
た
い
 
と
 
思
い
、
 

ア
 
ス
キ
—
 
さ
ん
の
 
ド
ア
を
 

ノ
ッ
ク
す
 
る
ま
で
に
 
そ
う
 
時
間
は
 
か
か
り
 
ま
せ
 

ん
 でし
た
。
 

マ
ガ
ジ
ン
の
 

編
集
部
は
、
 

み
ん
な
 

気
 

さ
く
で
 
明
る
い
 
人
だ
っ
た
 
せ
い
 
も
 あ
り
、
 
ポ
ク
 

の
 意
向
 
も
す
 
ぐ
 
わ
か
っ
 
て
 も
ら
え
た
。
 

始
ま
っ
 
た
ば
か
り
 
の
こ
の
 
分
野
 
だ
け
ど
、
 

ミ 

ユ —
ジ
ッ
 
ク
フ
 
ア
ン
の
 
み
な
さ
ん
、
 

ヨ
ロ
 
シ
ク
。
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 
の
 歴
史
 

って、 
ま
だ
 浅
い
 /U だ

 

C
O
 
M
 
U
 
を
 
開
始
す
 
る
 
前
に
、
 
シ
ン
セ
 
サ
イ
 

ザ
—
 
の
 お
 話
を
 
し
て
 
お
く
 
必
要
が
 
あ
る
ね
。
 

む
か
し
、
 
そ
う
ね
 
6
 
〜 

7 
世
紀
 
ご
ろ
 
だ
け
ど
 

ヨ
—
ロ
 
ッ
バ
で
 
「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」
 

と
い
う
 

当
時
と
 
し
て
も
 
ス
 ゴ
〜
イ
 
楽
器
が
 
誕
生
し
 
た
ん
 

だ
け
ど
、
 
そ
の
 
音
色
に
 
憧
れ
た
 
人
た
ち
 
が
 
シ
ン
 

セ
 サ
イ
 
ザ
—
 
と
い
う
 
も
の
を
 
考
え
 
だ
し
た
 
わ
け
 

な
ん
で
す
。
 

そ
の
後
、
 
い
ろ
ん
な
 
経
過
が
 
あ
リ
 
1
9
5
5
 

年
に
 
ア
メ
リ
カ
の
 
コ
ロ
ン
ビ
ア
 
大
学
で
 

「
ザ
.
 

マ
—
 
ク
 
n
 

• 
R
c
 
A
 
•
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
.
 

サ
ウ
ン
ド
 
•
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
」
 
な
ん
て
 
長
い
 

名
前
の
 
も
の
が
 
製
作
さ
れ
 
た
わ
け
 
だ
け
ど
、
 

パ
 

ン
 チ
カ
—
 
ド
 
(
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
な
ど
に
 
使
わ
れ
た
 

穴
の
 
あ
い
た
 
テ
—
 
プ
)
 
で
 音
を
 
作
っ
て
 
い
た
ん
 

で
、
 
と
て
も
 

じ
 
や
な
い
 
け
ど
 
楽
器
と
は
 

い
え
な
 

か
っ
た
 
ね"'  お

ま
け
に
 
バ
カ
で
 
か
く
て
 
実
用
的
 

で
は
な
か
っ
た
 
の
で
す
。
 

丨
 
9
 
 
6
 
 

ロ
バ
 
ー
 
ト
 
•
ム
 
—
ブ
 
博
士
 

と
い
/
っ
 
違
〜
 
い
 人
が
、
 
「
ミ
ニ
 
•
ム
 
ー
 ブ
」
 
を
完
 

成
し
、
 

初
め
て
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

に
 キ
—
ポ
 

I 

ド
を
 
つ
け
 
世
に
 
送
り
出
し
た
 
の
で
し
た
。
 

「
ム
 

—
ブ
 
•
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
」
 

は
 
|
 躍
 有
名
に
 
な
 

る
が
、
 

|
 台
数
 
百
万
 
円
 も
し
た
 
の
で
、
 
そ
れ
 
こ
 

そ
 
シ
ン
セ
 
狂
者
し
 
か
 手
に
入
れ
る
 
こ
と
が
で
き
 

な
か
っ
 
た
ん
だ
ょ
 
ね
。
 

1
9
7
3
 
年
、
 
日
本
で
は
 
口
—
 
ラ
ン
ド
が
 
国
 

産
 初
の
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

「
S
H
 
 
I
O
O
O
J
 

を
 発
表
。
 

マ
コ
 
も
 
田
畑
を
 
売
り
払
っ
 
て
 手
に
入
 

れ
 た
ん
だ
。
 
そ
の
後
は
 
い
う
ま
で
も
な
く
、
 

小
 

型
 化
、
 高
性
能
 化
、
 低
価
格
化
が
 

進
み
 シ
ン
セ
 

サ
イ
 
ザ
—
 
ミ 
ユ
—
ジ
 
ッ
ク
の
 
普
及
が
 
始
ま
っ
た
 

の
で
し
た
。
 シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 
の
 音
色
を
 
聞
い
た
 
こ
と
が
 

あ
る
 
人
は
 
ょ
く
 
わ
か
る
 
と
 
思
う
 
け
ど
、
 
ボ
タ
ン
 

操
作
 
ひ
と
つ
で
 
ピ
ア
ノ
 
や
 
フ
ル
—
 
卜
の
 
音
色
で
 

演
奏
す
 
る
 
こ
と
が
で
き
 
る
ん
だ
。
 
そ
の
"
 
音
"
 

な
ん
だ
 
け
ど
、
 
ふ
つ
う
は
 
3
 
つ
の
 
要
素
に
 
分
か
 

れ
 て
い
て
、
 
音
の
 
高
低
、
 
音
色
、
 
強
弱
を
 
コ
ン
 

ト
ロ
—
 
ル
す
 
る
 
こ
と
に
よ
 
つ
て
 
出
て
 
く
る
 
音
が
 

違
っ
て
 
く
る
わ
け
。
 

そ
の
 
コ
ン
 
ト
 
ロ  — 

ル
を
 
M
 

S
X
 
で
 
や
つ
て
 
し
ま
お
う
 
と
い
う
の
 
が
 
C
C
C
 

な
の
で
す
。
 

ね。 

マ
コ
は
、
 

そ
の
 

手
助
け
と
 

し
て
 

自
作
の
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

紹
介
し
な
が
ら
 

c 
 

c 
 

C 
を
 

進
め
て
 

い
 

く
こ
と
 

に
し
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
 

み
ん
な
は
 

そ
れ
を
 

も
と
に
 

ど
ん
ど
ん
 

自
分
の
 

音
楽
の
 

世
界
を
 

/ 5
 

け
 

て
い
っ
て
 

ほ
し
い
ん
だ
。
 

最
初
 

か
、
 

b
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
を
 

組
も
ぅ
 

な
ん
て
の
は
 

ム
リ
 

だ
か
ら
、
 

少
し
 

ず
つ
、
 

覚
え
て
 

い
っ
て
 

く
だ
さ
い
ね
。
 

そ
の
ぅ
ち
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
 

•
ミ
ユ
 

ー 
ジ
シ
ャ
ン
が
铁
^
?
の
 

中
か
ら
 

誕
生
す
 

る
か
 

も
し
れ
 

な
い
 

ね
。
 

と
に
か
く
 
C
O
M
 
 
U を

 単
に
 
楽
し
む
 
だ
け
、
 

ハ
イ
 
コ
ス
 
ト 
パ
フ
 
ォ
丨
 
マ
ン
ス
を
 
持
た
せ
る
 
だ
 

け
で
な
く
、
2
$
>
<
を
使
っ
て
ょ
り
多
く
の
人
 

た
ち
に
 
音
楽
を
 
創
造
す
 
る
 喜
び
を
 
味
わ
っ
て
 
ほ
 

し
い
つ
 
て
こ
と
 
な
ん
だ
。
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會 ミュージック ハーモナイ ザ ー 3。 メロ ディを 入れる と 

I、 くつ 力、 の## 力く つく  ROM  PACK¥4,800 

會 音感 ト レーニング。 ゲームを しながら 音感を レベル ア 
ップ させる という もの。 ROM  PACK¥4,800 

會 パソコン 作曲家。 次から 次と 出て くる メロ デイと リズ 

ムを セレクトし 作曲を する c  ROM  PACK¥4,800 

M
A
K
O
 

の
 

ミ
ユ
 

I 
ジ
ッ
ク
 

• 

ソ
フ
ト
 

•
レ
ビ
 

ユ 
ー 

ミ 
ュ
—
ジ
 

ッ
ク
 

ハ
—
 

モ
ナ
 

イ
ザ
—
 

0
0
 
 

音
感
 

ト
レ
 

I 
ニ
ン
グ
 

今
回
は
、
 

と
り
あ
え
ず
 

リ
ッ
ト
—
 

ミ
ユ
—
 

ジ
ッ
ク
 

さ
ん
か
ら
 

出
て
 

い
る
、
 

3 
本
の
 

ソ
フ
ト
を
 

何
の
か
ら
 

み
 

も
な
 

く 
独
断
と
 

偏
見
で
 

も
つ
 

て
 

紹
介
 

し
ち
や
お
う
。
 

総
評
と
 

し
て
は
、
 

ノ
—
グ
 

ツ 
ド
な
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
と
 

プ
ロ
、
 

ア
マ
、
 

子
供
の
 

ど
の
 

層
を
 

夕
—
 

ゲ
ッ
ト
と
 

し
て
い
る
 

か
が
 

わ
か
ら
な
 

い
な
ど
'
 
 

ち
よ
つ
 

と
も
の
 

た
り
な
 

さ
を
 

感
じ
た
 

ね
。
 

も
つ
 

と
 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
 

あ
る
 

セ
ン
ス
の
 

い
い
 

ソ
フ
ト
を
 

ヨ
ロ
 

シ
ク
、
 

と
い
つ
 

た
と
 

こ
ろ
 

か
な
。
 

作
曲
と
 

い
っ
て
も
 

自
動
 

演
奏
が
 

つ
く
も
の
で
、
,
 

メ
ロ
 

デ
ィ
を
 

自
分
で
 

入
れ
る
 

と
、
 

た
よ
り
な
い
 

自
動
 

演
奏
が
 

つ
い
て
 

く
る
ん
だ
 

よ
ね
。
 

ソ
フ
ト
の
 
シ
ス
テ
ム
は
 
い
い
ん
だ
 
け
ど
、
 

自
 

動
 演
奏
の
 
2 
V
C
O
 
の
う
ち
、
 
な
ぜ
—
 
つ
を
 
リ
 

ズ
厶
 
に
し
な
か
っ
た
 
の
か
 
残
念
で
す
。
 

3
 

V
C
O
 

で
き
つ
 

い
の
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

け
ど
 

3
V
C
O
 

だ
か
ら
 

こ
そ
、
 

リ
ズ
ム
を
 

し
つ
 

か
り
 

し
な
い
と
 

た
よ
り
な
い
 

音
に
 

な
つ
て
 

し
ま
 

う
ん
 

だ
よ
 

ね
。
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
は
、
 

今
回
 

紹
介
す
 

る
 

リ
ッ
 

ト
—
 

の
 3
 
つ
の
 
ソ
フ
ト
の
 
う
ち
、
 
|
 番
 グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
 

ス
が
 
悪
く
、
 
ア
マ
チ
ュ
ア
が
 
作
っ
た
 
か
の
 
よ
う
 

に
 感
じ
ら
れ
 
る
ね
。
 
カ
タ
 
カ
ナ
 
文
字
の
 
表
示
と
 

い
う
の
 
も
 見
に
 
く
い
で
す
 
ね
。
 

ソ
フ
ト
 

自
体
は
 

そ
ん
な
に
 

悪
く
な
 

い
ん
だ
け
 

ど
、
 

も
う
ち
 

よ
つ
 

と
 

作
曲
す
 

る
 

雰
囲
気
と
 

い
う
 

も
の
を
 

大
切
に
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
 

ほ
し
い
 

も
の
 

で
す
。
 

も
う
 
I 歩
'
 
 と
い
う
と
 こ
か
な
。
 

ミ
ユ
—
 

ジ
ッ
ク
 

ソ
フ
ト
が
 

出
た
 

の
は
 

う
れ
し
 

い
け
ど
'
 
 

完
全
に
 

お
子
様
 

用
 

ソ
フ
ト
 

だ
ね
。
 ピ
ア
ノ
 

教
室
に
 

で
も
 

通
っ
 

て
い
る
 

3
 

歲
 

児
な
 

ん
 

か
に
は
 

い
い
 

か
も
し
 

れ
ん
が
、
 

マ
コ
た
ち
 

プ
 

口
に
は
、
 

チ
 

ト
 

も
の
た
り
な
 

い
ね
 

(
当
然
と
 

い
 

え
る
 

か
な
)
。
 

で
も
、
 

音
痴
で
 

ど
う
し
よ
う
 

も
な
い
 

人
が
 

お
 

勉
強
す
 

る
に
は
 

い
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ッ
 

ク
ス
は
、
 

時
間
表
 

示
と
 

得
点
が
 

メ
—
 

夕
—
 

に
 

な
つ
た
り
、
-
 

E
N
K
 

に
わ
け
 

の
 

わ
か
ら
な
 

い
お
じ
 

さ
ん
が
い
 

た
り
す
 

る
ん
だ
 

け
ど
、
—
 

か
ら
 

始
め
 

よ
う
と
い
 

う
 

人
は
 

ト
 

ラ
ィ
し
て
 

み
る
の
 

も
い
 

い
 

だ
ろ
う
。
 

単
音
 
ト
 
レ
—
 
ニ
ン
 
グ
と
 
和
音
 
ト
 
レ
—
 
ニ
ン
 
グ
 

に
 分
か
れ
て
 
問
題
が
 
で
て
 
く
る
の
で
、
 
ど
ち
ら
 

か
を
 
セ
レ
ク
ト
し
、
 
な
お
か
つ
 
ス
テ
ッ
プ
の
 
レ
 

ベ
ル
を
 
選
ん
で
 
進
め
て
 
い
く
の
で
す
。
 

音
に
 
自
信
の
 
な
い
 
人
、
 
自
信
を
 
も
っ
て
 
音
痴
 

の
 人
 以
外
に
は
、
 マ
コ
と
 し
て
は
 お
す
す
め
で
 

き
 
一よ 

ハ 
7
 
フ
ト
で
 
t
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

作
曲
家
 三
本
の
 

ソ
フ
ト
の
 

中
で
、
 

こ
れ
が
 

|
 

番
 

気
に
 

入
っ
 

て
し
 

ま
つ
た
。
 

決
し
て
 

プ
ロ
と
は
 

い
え
な
 

い
け
ど
、
 

せ
ん
べ
 

食
べ
な
が
ら
 

遊
べ
る
 

っ
て
 

感
 

じ
が
い
い
 

ね
。
 

と
に
か
く
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
の
 

質
 

問
に
 

答
え
、
 

リ
タ
—
 

ン
キ
—
 

を
 

押
す
 

だ
け
で
 

16
 

小
節
の
 

曲
が
で
 

き
て
、
 

ヵ
 

セ
ッ
 

ト
 

セ
—
 

ブ
 

し
て
 

お
け
る
。
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
ス
 

も
 

シ
ン
プ
ル
で
 

見
や
 

す
い
ね
。
 

そ
し
て
 

ロ
ム
 

パ
ッ
ク
の
 

箱
の
 

裏
に
 

書
 

い
て
 

あ
る
 

文
句
が
 

い
い
。
 

「 
M
 

S
X
 

が
 

次
か
ら
 

次
へ
 

と
 

色
々
 

な
 

曲
を
 

示
し
ま
す
。
 

そ
の
 

中
か
ら
 

お
気
に
入
り
の
 

メ
ロ
 

デ
イ
、
 

リ
ズ
ム
を
 

選
ぶ
 

だ
 

け
で
、
 

何
と
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

抽
が
 

作
れ
て
 

し
ま
ぅ
 

の
で
す
。
 

作
っ
た
 

あ
と
は
 

フ
ァ
イ
ル
し
て
 

ワ
ン
 

タ
ッ
 

チ
で
 

プ
レ
イ
 

バ
ッ
ク
が
 

楽
し
め
ま
す
。
 

こ
 

の
 

中
か
ら
 

ヒ
ッ
ト
 

曲
が
 

生
ま
れ
る
 

か
も
し
れ
 

ま
 

せ
ん
。
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕
 

時
代
の
 

作
曲
を
 

お
 

楽
し
 

み
 

下
さ
い
」
 

—
—
 

そ
、
 

っ、
 

確
か
に
 

こ
の
 

中
か
ら
 

ヒ
ッ
ト
 

曲
が
 

生
ま
れ
る
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

悲
し
く
 

も
、
 

日
本
の
 

音
楽
 

状
況
の
 

的
を
 

得
た
 

ソ
フ
ト
で
 

あ
る
。
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[ROM)  FM  VOICING  PGM  7,800円 

[ROM!  FM  MUSIC  Composer  7,800円 

[ROMJ  FM  MUSIC  Macro  7,800円 

- ^  YIS  503( 本体）  64,800円 

- >  FM サウンド シンセサイザ-ユニット 19,800円 

- ラ ミュージック キーボード  17,800円 

合計 125,800円 

そ I 

►ヤマハ MUSIC  COMPOSER f  ヤマハ 「FM  VOICING  PGM」 •マコの VOICING  DATA 

MSX  BASIC 

ミュージック マクロ 言雖用 

CCC では この 2 つを 

重点的に プレイ 

PLAY  文 

(カラオケ ディスコ 参照) 

SOUND 文 

(より 高度な 音 出し） 

各社 内蔵 ソフト 
を 使って プレイ 

日立 HB- H 1 など 
1  YAMAHA 

.1 システムを 使って 

[ 曲づ くり 

1 

法
で
 
あ
る
が
、
 
少
し
で
 
も
 楽
譜
の
 
わ
か
る
 
人
は
、
 

数
字
の
 
ィ
ン
プ
ッ
ト
よ
り
 
楽
し
い
 
と
 思
う
よ
。
 

さ
ら
に
 
ミ
ユ
 
—
ジ
ツ
 
ク
マ
 
ク
ロ
な
る
 
ソ
フ
ト
 

も
 現
在
 
製
作
 
中
で
 
M
S
X
B
A
S
I
C
 
に
よ
り
 

F
M
 
シ
ン
セ
を
 
コ
ン
 
ト
 
ロ
ー
 
ル
で
 
き
、
 
グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 
ク
ス
と
の
 
シ
ン
ク
ロ
 
や、 

な
ん
と
 
音
声
 合
 

成
 も
で
 
き
て
 
し
ま
う
 
の
 だ
。
 

ポ
ク
は
 
ヤ
マ
ハ
の
 
研
究
所
で
 
実
際
に
 
そ
の
 
声
 

を
 聞
い
て
 
み
た
が
、
 
今
ま
で
の
 
よ
う
な
 
た
ど
た
 

ど
し
 
さ
が
な
 
く、 

と
て
も
 
美
し
い
 
コ
ン
ビ
 
ユ
子
 

さ
ん
の
 
声
で
し
た
。
 

と
に
か
く
 
こ
の
 
先
が
 
楽
し
み
い
 

つ ぱ
い
な
 

コ 

ン
ピ
ュ
 
I 
タ
ミ
 
ュ
—
ジ
 
ツ
ク
の
 
世
界
、
 
M
A
K
 

〇 
の
 C
C
C
 
も
 新
し
い
 
ニ 
ュ
—
ス
 
を
 ド
ン
ド
ン
 

紹
介
 
し
ち
や
い
 
ま
す
よ
〜
。
 

シ 

■7 

C
O
M
U
 

の
た
 

め
の
 

4 
ス
テ
ッ
プ
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

マ
 n の

 お
 気
に
入
 
〇 

ヤ
マ
八
ド
：
2
シ
ン
セ
シ
ス
テ
ム
 

M
s
 
 
X
 
の
 
周
辺
機
器
が
 
ま
だ
 
確
立
さ
れ
 
て
い
 

な
い
せ
い
 
も
 あ
る
け
 
ど、 

マ
コ
が
 
今
 
一
番
 力
を
 

入
れ
て
 
い
る
の
 
が
 ヤ
マ
ハ
の
 
シ
ス
テ
ム
。
 

あ
の
 

デ
ジ
タ
ル
 
シ
ン
セ
 
「
D
X
 
 
7」 

で
 大
人
気
の
 

F
 
M
 
音
源
を
 
M
S
X
 
で
 
コ
ン
ト
 

ロ
 
 —
 
ル
、
 

4
8
 音
 

色
 ？
 
音
色
 
同
時
 
演
奏
 
可
能
)
 
 8 重

奏
と
 
い
う
 
ビ
 

ッ
ク
リ
 
シ
ス
テ
ム
 
だ
。
 

F
M
 
音
源
と
 
い
う
の
は
、
 
ヤ
マ
ハ
が
 
独
自
で
 

開
発
し
た
 
も
の
で
、
 
バ
イ
オ
リ
ン
の
 
弦
を
 
擦
る
 

音
、
 
フ
ル
 I 卜

の
 息
の
 音
な
 ど
を
 リ
ア
ル
に
 再
 

現
し
'
 
 よ
り
 自
然
な
 音
を
 表
現
 す
る
と
い
 う
 も
 

の。 
要
す
る
に
'
 
 音
源
と
 
な
る
 
信
号
に
 
対
し
 
周
 

波
 数
 変
調
を
 
か
け
る
 
こ
と
で
、
 
い
ろ
ん
な
 
波
形
 

を
 作
り
出
そ
う
 
と
い
う
 
わ
け
な
ん
だ
。
 

全
部
 
そ
ろ
え
て
も
 

12 万
 5、 8

0
0
円
 
の
こ
の
 

シ
ス
テ
ム
か
ら
 
出
て
 
く
る
 
音
を
、
 
別
の
 
シ
ン
セ
 

で
 出
す
 
と
す
る
と
'
 
 
7
0
0
 
万
円
は
 
か
か
る
 
と
ヤ
 

マ 
ハ
 関
係
者
が
 
言
っ
 
て
い
る
 
通
り
、
 
少
な
く
 
見
 

て
 も
 今
ま
で
の
 
シ
ン
セ
の
 

50 分
の
—
 
の
 
コ
ス
 
ト 

パ
フ
 
オ
ー
 
マ
ン
ス
を
 
持
つ
 
て
い
る
 
と
い
え
る
。
 

こ
の
 
シ
ス
テ
ム
の
 
す
ば
ら
し
 
さ
は
 

I 言
で
は
 

言
え
な
い
 
の
で
 
次
回
か
ら
 
少
し
ず
つ
 
解
説
す
 
る
 

こ
と
に
し
よ
う
。
 

「
D
X
 
 7 」 

の
 音
を
 
知
ら
 

な
い
 人
は
、
 
お
 店
で
 
ミ
ユ
—
 ジ
ッ
ク
 キ
—
ボ
 
I 

ド
に
 
さ
わ
つ
 
て
 音
を
 
出
し
て
 
み
る
と
 
い
い
ね
。
 

と
て
も
 
ク
リ
ア
—
 
な
 音
な
ん
 
だ
。
 

F
 
M
 
シ
ン
セ
 

サ
イ
 
ザ
—
 
ユ
ニ
ッ
ト
の
 
プ
リ
セ
ッ
ト
 
音
は
、
 
ポ
 

—
タ
 
サ
ウ
ン
ド
 
的
に
、
 
や
や
 
お
と
な
し
く
 
な
つ
 

て
い
る
 
が
、
 
F
M
 
音
 

フ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
使
っ
て
 プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

す
れ
ば
 「
D
X
 
 7」 並

み
 

の
 音
を
 出
す
 
こ
と
が
で
き
る
。
-
 

い
ろ
い
ろ
な
 
ア
—
テ
 
イ
ス
 
ト
の
 
音
色
 
デ
—
 
夕
 

が
 ソ
フ
ト
と
 
し
て
 
発
売
さ
れ
 
る
の
 
も
'
 
 そ
う
 
遠
 

く
は
な
い
だ
ろ
う
 
ね
。
 

F
M
 
ミ
ュ
—
 
ジ
ッ
ク
 
コ
ン
ポ
—
 
ザ
—
 
は
、
 
基
 

本
 的
に
 
8 
パ
ー
 
ト 

8 音
色
 
シ
—
 
ケ
ン
 
サ
—
 
の
ソ
 

フ
ト
 
で
'
 
 そ
の
 
表
現
は
 
楽
譜
と
 
い
う
 
古
典
的
 
手
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
ミ
 

ユ
—
 

シ
ッ
ク
を
 

楽
し
む
 

に
は
 

い
ろ
ん
な
 

手
が
 

t
 

ゾ
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10 行か、 b 30 行は REM 文で、 プログラム 

名
と
 
コ
ピ
ー
 
ラ
イ
 
ト
で
 
あ
る
。
 

40 行
か
ら
 

100 行
は
 グ
ラ
フ
 
ィ
ッ
 
ク
ス
。
 

4
0
 行
 
画
面
 
消
去
。
 
画
面
に
 
R
U
N
 
な
ど
 
残
る
 

文
字
を
 
消
す
 
命
令
。
 

5
0
 行
 
ブ
リ
ン
 
ト
 
文
。
 
s
p
c
(
 
 
1
2
0
)
 
は
ス
ぺ
 

—ス 関
数
と
 
い
い
 120 文

字
 分
の
 空
白
を
 

出
力
す
 

る。 60 行、 70 行、 80 行 も 同 

様。 

90 行
 
ラ
ン
ダ
ム
 
関
数
で
、
 

RN  D
o
)
 
で
 0 

か
ら
 
I ま

で
の
 
の
と
 

一 を
 含
ま
な
い
 
乱
 

数
を
 
発
生
し
て
 
い
る
。
—
 
N
T
 
関
数
は
 

実
数
を
 
整
数
に
 
す
る
 
関
数
で
、
 
小
数
を
 

切
り
捨
て
 
て
い
る
。
 
こ
こ
で
は
 
2 か

ら
 

1*5 ま
で
の
 
乱
数
を
 
出
し
た
い
 
の
で
 
こ
の
 

よ
ぅ
な
 
式
に
な
る
。
 

1
0
0
 行
 

9
0
 行
で
 
発
生
し
た
 
乱
数
を
 
ボ
—
 
ダ
—
 
力
 

ラ
ー
、
 

バ
ッ
ク
 

グ
ラ
ン
ド
 

カ
ラ
—
 

に
あ
 

、
.
て
は
 
め
る
。
 
こ
れ
で
 
画
面
の
 
色
が
 変
わ
 

る。 
カ
ラ
—
 
文
は
、
 

フ ォ
ア
 グ
ラ
ン
ド
 

カ
ラ
—
、
 
バ
ッ
ク
 
グ
ラ
ン
ド
 
カ
ラ
—
、
 

ボ
—
 
ダ
—
 
カ
ラ
—
 
の
 順
に
 
数
値
を
 
指
定
。
 

110 行
い
よ
 
い
よ
 音
 出
し
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

三
 

声
を
 
使
用
 す
る
と
き
 
は、 

文
字
列
 
処
理
 

を
す
 る
と
 便
利
。
 

T  100 
と
は
 
テ
ン
ポ
 

の
こ
と
 
で
 32 か

ら
 
255 ま

で
 1
 
で
き
、
 

省
略
 

値
は
 

120 
で
あ
る
。
 

L 16 とは
 

at 
艮
付
 

の 長
さ
で
 

16 分
立
 忌
 付
に
な
る
。
 
し
た
が
 

つ
て
 
4 分

 音
符
を
 
指
定
し
た
 
け
れ
ば
、
 

L
 
為
と
 
す
れ
ば
 
c
t
.
 い
。
 
0
 
 I
 は
オ
 
ク
タ
 

—
ブ
を
 
指
定
し
て
—
 

か
ら
 
8 ま

で
 
指
定
 

でき、 
省
略
 
値
は
 
4 で

あ
る
。
 

c= 
ド、 

レ =D' 
ミ=11-| と

な
つ
 て
い
る
。
 
で 

は F は
な
ん
で
 
し
よ
う
。
 

そ
う
 
フ
ァ
で
 

すね。 

120 行、 130 行 も 同じ。
 

ここで
 

気を
つけ
る 

こ 

とは、
 
テンポ

 
缉疋 する 場合、

 
3 つ 

とも 

缉疋 

しな
いと
 

バラ 

バラに
 

なつ 

てし 

まう 

とい
う 

こと。
 

音 
| 付の 

数 
も 

そろ
うよ
 

うに 

考え
て 

みよ、
 

っ。 

140 行
 
こ
れ
は
 
P
L
A
Y
 
文
で
、
 

ミ 
ユ
—
ジ
 
ッ 

ク
マ
 
ク
ロ
 
言
語
で
 
音
を
 
出
す
 
命
令
文
で
 
あ
る
。
〃
，
々
 

で
 区
切
り
、
 

3 和
音
を
 同
 

時
に
 
出
し
て
 
あ
る
。
 

G
O
T
O
 
 
9
0
 
で
 9
0
 行
に
 
も
ど
り
、
 

く
 

り 返
す
 
の
で
 
あ
る
。
 

全
体
の
 
説
明
と
 
し
て
は
、
 

と
り
あ
、
 
^
 す
 音
 だ
け
 

出
し
た
い
 人
は
 110 行か

ら
 140 行を

 タ
イ
プ
 イ
ン
 

し
て
、
 
G
O
T
 
〇 
S
 
を
 G
Q
T
O
 

二 0 に 変
え
 

て
 ほ
し
い
。
 
し
か
し
、
 
色
の
 
変
化
が
.
 つ
く
だ
け
 

で
も
 
雰
囲
気
が
 
違
う
 
の
で
 
全
文
 打
ち
込
ん
で
、
 

プ
リ
ン
 
ト 文

を
 

-? LOVE  You、、 
に 変

え
た
 

り
し
て
 
恋
人
に
 
見
せ
た
ら
 
感
激
さ
れ
 
る ゾ

。
，
 

じ 
や'  み

ん
な
 
カ
ラ
オ
ケ
 
デ
ィ
ス
コ
で
 
楽
し
 

く
や
つ
 
て
ち
 
よ
う
だ
い
ね
/
 

ど
の
 

M
 

S
 

X
 

マ
シ
ン
 

で
 

4
P
O
K
/
 

い
よ
い
よ
 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
 
お
 勉
強
 
だ。 

今
回
は
 

I 回
目
な
 
の
で
 
簡
単
な
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
つ
 
く
っ
て
 
み
た
。
 

も
ち
ろ
ん
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
な
ら
 
ど
の
 
メ
ー
カ
 

I
 
の
 
も
の
で
 
も
 
O
K
/
.
 

始
め
て
 
キ
 ー 

を
 打
ち
込
む
 
人
で
 
も、 

こ
の
 
長
 

さ
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
だ
と
 
時
間
が
 
か
か
ら
な
 
い
よ
。
 

慣
れ
て
 
い
る
 
人
で
 
も、 

短
い
 
と
い
っ
て
 
バ
カ
 

に
し
て
 
は
い
け
 
ま
せ
ん
 
よ。 

け
つ
こ
う
 
イ
イ
 
線
 

い
つ
て
 
る
ん
だ
 
か
ら
ね
。
 

長
 〜 

い
 プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 
つ
ま
ん
 
な
い
 
音
を
 
出
 

す
よ
り
は
、
 

は
る
か
に
 気
が
 き
い
て
 る
と
 思
う
 

よ。 
名
 づけ
て
 

「
カ
ラ
オ
ケ
 

デ
ィ
ス
コ
」
。
 

| 小
節
を
 
く
り
 
返
す
 
だ
け
な
ん
 
だ
け
ど
、
 
継
 

ぎ
が
い
 
い
か
ら
、
 
け
つ
こ
う
 
ノ
ッ
 
て
け
 
る
ん
だ
。
‘
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
の
 
解
説
 
も
 読
ん
で
 
ね。 

次
回
は
 

も
う
 
少
し
 
長
い
 
も
の
を
 
つ
く
つ
 
て
み
 
る
か
ら
 
ね
。
 

マ
シ
ン
 
片
手
に
、
.
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I タ

ミ
 
ユ I 

ジ
 

シ
ヤ
ン
を
 
目
指
し
て
、
 

い
ざ
、
 
キ
 —
ボ
ー
 
ド
に
 

挑
戦
/
 

81 



マイコン •タウン 

面白 あんな こんな _ パ
ソ
コ
ン
 
W
 使
 〇 た

 1 1 ュ
—
シ
 
ヨ
ッ
プ
 
0
 1 1 ュ—

サ
 

■ 

|
_
 

乖
で
 

初
め
て
 

I
 
ヴ
—
プ
 

□
で
 

遊
べ
る
 

喫
茶
 

塵
 ピ

—
も
 
店
内
で
 
販
売
さ
れ
 
て
い
る
 
し、 

保
 

存
用
 
で
な
け
れ
ば
、
 
貸
し
出
し
 
も
 
O
K
。
 

会
員
に
 
な
れ
ば
 
フ
ロ
ッ
ピ
—
 
の
 キ
—
プ
 
も
 

で
き
る
。
 

喫
^
 
5
 で
ワ
ー
 
プ
ロ
が
 
使
え
る
、
 
と
い
 

ケ
試
 
み
は
、
 
日
本
で
 
初
め
て
。
 

I
 度
は
 
行
 

つ
て
み
 
る
 価
値
の
 
あ
り
そ
う
な
 
店
 だ
。
 

買
い
物
 

も
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

I 
夕
 

: X
 

ず
る
 

時
代
 

1?
 

: 

T
 ' ノ
ー
ズ
 
•
ス
テ
—
 
シ
 
ヨ
ン
 

ニ
 
ュ
—
ヨ
 
—
ク
こ
 
フ
イ
 
ト
 
•
ギ
ヤ
 
ラ
リ
—
 
 
〈
渋
 
谷
〉
 

•
ヮ
 
I
。
 フ
ロ
 
喫
茶
 
ゼ
ロ
 

〈
池
 袋
 
 >
 
 (
9
8
5
:
 

近
頃
、
 
街
 中
 や
 雑
誌
で
 
よ
く
 
目
に
 
す
る
、
 

ワ
—
 
プ
ロ
 
教
室
 
や
 カ
ル
 
チ
ャ
ー
 
セ
ン
タ
—
 

で
の
 
講
習
会
。
 

ヮ
—
 
プ
ロ
が
 
使
え
る
 
人
つ
 

て
 最
近
 
じ
 
や
 珍
し
い
 
こ
と
じ
 
や
な
く
な
 

つ 

た
け
 
ど、 

生
活
の
 
中
に
 
ワ
ー
 プ
ロ
を
 
取
り
 

入
れ
て
 
フ
ル
に
 
活
用
し
て
 
い
る
 
人
は
、
 

ま
 

だ
ま
 
だ
 少
な
い
、
 

と
 思
つ
 
て
い
た
ら
、
 

ま
 

ん
 ざ
ら
 
そ
う
と
 
ば
か
り
は
 
言
え
な
 
か
つ
た
。
 

ヮ
ー
 プ
ロ
 •は 

I
 部
の
 
専
門
家
の
 
も
の
、
 

と
い
う
 
イ
 メ
—
ジ
 
を、 

も
つ
 
と
 楽
し
く
'
 

遊
び
 
咸
发
 見
で
、
 

I
 般
の
 
人
に
 
も
 受
け
入
れ
 

ら
れ
 
る
イ
メ
 
ー
ジ
に
 
変
え
て
 
い
こ
う
と
、
 

作
ら
れ
た
 
の
が
 
こ
の
 
「
ワ
—
 プ
ロ
 
喫
茶
 
ゼ
 

口
」
。
 
こ
こ
に
 
来
る
 
の
は
、
 
も
ち
ろ
ん
 
会
社
 

で
の
 
書
類
 
作
成
と
 
い
う
 
人
 も
 多
い
 
が
'
 
 学
 

生
や
 
主
婦
が
、
 
趣
味
 
や
 楽
し
み
で
、
 
お
茶
 

を
 飲
み
な
が
ら
 
ワ
—
 
プ
ロ
で
 
遊
ぼ
う
と
 
訪
 

れ
る
 
こ
と
 
も
 多
い
。
 

ワ
 ~~ ^ プ

ロ
て
 
イ
ラ
ス
ト
 
入
り
の
 
手
紙
を
 

書
い
た
り
、
 

力
—
 
ド
 や
 案
内
状
を
 
作
つ
 
た
 

り。
 

中
に
は
、
 

一
日
ね
ば
 

つて
 

小
説
を
 

書
 

い
て
い
る
 
人
 も
い
 
る
と
 
い
う
 
話
で
 
な
に
し
 

ろ
 話
す
 
の
と
 
同
じ
 
速
度
で
 
文
字
が
 
書
け
る
 

の
 だ
か
ら
、
 
思
い
つ
い
た
 
こ
と
を
'
 
 
書
い
 

て
い
る
 
う
ち
に
 
忘
れ
て
 
し
ま
う
 
と
い
う
 
こ
 

と
も
な
い
 
わ
け
 
だ
。
 

「ワ
 

ー 
プ
ロ
、
 

使
つ
 

た
こ
と
 

が
な
い
」
 

と 

い
う
 

人
に
 

オ
ス
 

ス
メ
な
 

の
が
、
 

店
内
で
 

I 

日 
三回
、 

10
 

時
と
 

3 
時
と
 

6 
時
か
ら
 

一
時
 

間
す
 

つ、
 

毎
日
 

行
わ
れ
て
 

い
る
 

「
ヮ
丨
 

プ
ロ
 

基
礎
 

講
習
会
」
。
 

好
き
な
 

時
に
 

好
き
 

な
 

だ
け
 

受
講
で
 

き
る
 

の
が
 

魅
力
。
 

I 
時
間
 

5
0
0
円
 

で、
 

| 
応
ワ
 

I。
 

フ
ロ
に
 

さ
わ
れ
 

る
よ
う
 

に
な
る
。
 

使
え
る
 

よ
う
に
な
 

つ
た
 

ら 
、
あ
と
は
 

お
好
き
な
 

よ
う
に
。
 

ワ
—
プ
 

口 
使
用
料
は
 

30
 

分
で
 

I 
〇
〇
円
 

也。
 

店
内
に
は
 

20 台
の
 
ワ
 1 。

フ
ロ
が
 
設
置
 
さ
 

れ
 、
順
番
を
 
待
つ
 
人
 も
 多
い
。
 
開
店
 
以
来
 

か
な
り
の
 
反
響
で
、
 
都
内
 
だ
け
で
な
く
 
千
 

葉
や
埼
 
玉
、
 
神
奈
川
 
あ
た
り
か
ら
、
 

わ
ざ
 

わ
ざ
 
出
か
け
て
 
く
る
 
人
 も
い
 
る
。
 
「
ワ
|
 

プ
ロ
を
 
買
う
 
ほ
ど
 
じ
 
や
な
い
 
か
ら
、
 

30 分
 

I
 〇
〇
 
円
は
 
安
く
て
 
便
利
」
 
と
か
、
 

「
持
っ
 

て
る
け
 
ど、 

違
う
 機
種
 も
 使
い
た
く
て
」
 

と
い
う
 
声
 も
よ
 
く 
聞
か
れ
る
。
 

ま
た
、
 
こ
こ
で
は
 
販
売
の
 
取
り
次
ぎ
 
も
 

行
つ
 
て
い
る
。
 
富
士
通
 
•
キ
ヤ
ノ
ン
.
 

東
芝
 
•
シ
 
ャ
—
プ
 
な
ど
'
 
 各
 機
種
 
揃
っ
て
 

い
る
の
で
 

「
買
う
 
前
に
 
使
い
 
比
べ
て
 
み
た
 

い
」
 
と
い
う
 
人
 も
 結
構
 
利
用
し
て
 
い
る
ら
 

し
い
。
 

必
要
な
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
入
っ
た
 
フ
ロ
 
ッ 

ア
メ
リ
カ
 
で
は
も
う
 
、
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

で
 買
い
物
を
 
す
る
 
時
代
な
 
の
 だ
。
 
N
Y
 

に
あ
る
 

「
カ
タ
 
ロ ギ

ア
」
 
と
い
う
 
お
 店
。
 

店
内
に
は
 
、
商
品
は
—
 
つ
も
な
い
。
 

そ
 

の
 代
わ
り
に
、
 
ズ
ラ
ッ
 
と
な
ら
ん
だ
 
カ
タ
 

ロ
グ
が
 
あ
る
。
 
そ
の
 
カ
タ
ロ
グ
の
 
中
か
ら
、
 

商
品
を
 
選
ん
で
 
買
い
物
を
 
す
る
と
い
 
う
わ
 

け
だ
が
、
 
そ
の
 
商
品
 
選
び
に
'
 
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
が
 
使
わ
れ
て
 
い
る
。
 
 

• 

使
用
 
目
的
と
 
使
う
 
人
の
 
タ
イ
プ
、
 

商
 

品
の
 
リ
ス
 
ト
な
 
ど
を
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

に
 イ
ン
プ
ッ
ト
 
す
る
。
 
そ
う
す
る
と
、
 

そ
 

の
 条
件
に
 
合
っ
た
 
商
品
の
 
カ
タ
ロ
グ
が
 
出
 

て
く
 
る
 と
い
う
わ
け
だ
。
 

買
う
 
人
は
 
そ
の
 

中
か
ら
、
 
目
的
に
 
合
っ
た
 
も
の
を
 
選
べ
ば
 

ょ
ぃ
。
 

そ
れ
と
 
同
じ
 
シ
ス
テ
ム
を
 
採
用
し
て
 
い
 

る
 店
が
、
 
惠
眾
 
に
あ
る
。
.
 
し
か
も
、
 
結
構
 

そ
れ
が
 
人
気
 
i
 
め
て
 
い
る
、
 

と
 
言
っ
た
 

ら
オ
 
ド
ロ
 
ク
 か
な
。
 

「
シ
 —
ズ
 
•
ス
テ
—
 
シ
ヨ
 
ン
 
•
ニ
 
ュ
—
ヨ
 

f  4
6
 
3
}
 
 
8
3
6
3
 

—
ク
 
•
ラ
イ
 
ト 
•
ギ
ヤ
 
ラ
リ
—
」
 
と
い
う
、
 

ち
ょ
‘
 
い
と
 
長
い
 
名
前
の
 
店
が
 
そ
れ
。
 
N
Y
 

の
 
「
カ
タ
 
ロ ギ

ア
」
 

と
 同
じ
 
カ
タ
ロ
グ
が
、
 

約
 4  5

0
 
冊
 そ
ろ
え
て
 
あ
る
。
 

フ
 
ア
ッ
 
シ
 
ヨ
ン
、
 
イ
ン
テ
リ
ア
、
 

キ
ツ
 

チ
 >- 用

品
は
 
も
ち
ろ
ん
、
 
レ
コ
ー
 
ド、 

ポ
 

ス
タ
—
、
 
雑
誌
、
 
ゲ
ー
厶
 
か
ら
 健
康
 機
器
 

ま
で
、
 
あ
ら
ゆ
る
 
も
の
が
 
約
 7 

万
点
、
 

力
 

タ
 
ロ
グ
に
 
載
っ
 
て
い
る
。
 

当
然
、
 
全
部
 
メ
 

I
 
ド
 
•
イ
ン
 
.
U
S
A
 
と
 
思
っ
 
た
ら
、
 

ヨ
 

丨
ロ
ッ
 
パ
 や
 日
本
製
の
 
も
の
 
も
 中
に
は
 
あ
 

る
ら
 
し
い
。
 

7 万
点
と
 
い
え
ば
、
 
百
貨
店
 

と
 同
じ
 
商
品
 
数
と
 
い
う
か
ら
 
ス
ゴ
イ
 
ね
。
 

そ
れ
が
、
 
歩
き
 
ま
わ
っ
 
て
 疲
れ
る
 
こ
と
 
も
 

な
し
に
、
 
座
っ
 
た
ま
ま
で
 
欲
し
い
 
も
め
が
 

さ
が
せ
る
 
わ
け
 
だ
か
ら
、
 

モ
ノ
 
グ
サ
な
 
人
 

に
は
 
最
適
？
 
 
い
や
い
や
、
 

こ
の
 
カ
タ
 
ロ 

グ
 
•
シ
ョ
ッ
プ
の
 
良
さ
は
 
そ
れ
だ
け
 
じ
 
や
 

な
ぃ
。
 

才
 I ダ

 I 
す
れ
ば
、
 
誰
も
 
ま
だ
 
日
本
で
 

手
に
 
し
た
 
こ
と
の
な
 
い
も
の
 
だ
っ
て
、
 
手
 

に
 入
れ
る
 
こ
と
が
 
で
 

き
る
。
 

た
と
え
ば
 

レ
 

コ
|
 ド。 

輸
入
盤
の
 

シ
ョ
ッ
プ
に
 も
な
か
 

つ
た
 
レ
コ
—
 
ド
を
、
 

こ
こ
で
み
 
つ
け
た
と
 

い
う
 
ケ
 I 

ス
も
 
多
い
 

ら
し
い
。
 

輸
入
品
 
だ
か
ら
 
値
 

段
は
 
少
 々
高
め
 
だ
け
 

れ
ど
 、
去
年
の
 10 月
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—
 
i
 
 ̂

 —
 

H
i
 

に
 O
P
E
N
 
し
て
 
以
来
、
 
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
 

人
が
 「
そ
れ
で
も
 

欲
し
い
/
」
 

と、 人
気
 

は
 上
々
。
 
カ
ッ
プ
ル
で
 
デ
—
 
卜
の
 
つ
い
で
 

に
 立
ち
寄
つ
 
て、 

肩
を
 
な
ら
べ
て
、
 

カ
タ
 

ロ
グ
を
 
パ
ラ
パ
ラ
 
と
い
ぅ
の
 
が
 最
も
 
多
い
 パ
 タ
—
 
ン
 。
遊
び
 
威
 M
 見
で
 利
用
し
て
 
欲
し
 

い
 店
 だ
ね
。
 

こ
こ
の
 
企
画
 
•
管
理
を
 
し
て
い
る
 
博
 報
 

堂
で
 
も、 

も
つ
 
と
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 有
効
 

な
 使
い
方
を
、
 
い
ろ
い
ろ
と
 
実
験
 
中
。
 

今
に
、
 

I
 般
の
ぉ
 
店
で
 
も
 カ
タ
ロ
グ
 
販
売
 

が
主
流
、
と
い
ぅ
時
代
が
来
る
か
も
 

|? : 

I
 ■コ
ン
の
 
近
未
来
を
 
予
感
 

1 さ
せ
る
 「
本
の
 デ
—
 夕
ぺ
 

零 
八
重
洲
 

フ
ッ
ク
 

セ
ン
タ
—
 

〈
惠
眾
 

駅
 

八
重
洲
 

口 
 

>
 
 

(
2
8
1
)
 
 

—
8
 
 

!
 

「
本
の
 

デ
 

I 
夕
べ
 

I 
ス
」
 

が
サ
 

I 
ビ
ス
を
 

始
め
た
 

と
 

聞
い
た
 

の
で
 

さ
っ
 

そ
く
 

出
か
け
 

て
み
 

た
。
 

場
所
は
 

東
京
 

駅
 

八
重
洲
 

口
前
 

の
 八
重
洲
 
ブ
ッ
ク
 
セ
ン
タ
—
 
。
入
っ
て
 

す
ぐ
 

左
手
'
 
 

フ
ロ
ア
が
 

一
段
 

低
く
な
 

つ
た
 

と
こ
ろ
が
 

サ
 

ー 
ピ
ス
コ
—
 

ナ
—
 

に
な
つ
 

て
 

い
る
。
 

長
い
 

カ
ウ
ン
タ
 

丨
の
 

一
番
 

奥
に
、
 

な
る
ほ
ど
、
 

8 
イ
ン
チ
 

フ
ロ
ッ
ピ
 

— 
 

2 
ド 

ラ
イ
ブ
の
 
パ
ソ
コ
ン
が
 
鎮
座
し
て
 
い
る
。
 

は
は
 
あ
'
 
 あ
れ
が
 
夕
—
 
ミ
ナ
 
ル
 だ
な
。
 

パ
ソ
コ
ン
は
 
音
響
 
ヵ
プ
 
ラ
で
 
電
話
に
 

つ
な
が
つ
 
て
い
る
。
 
電
話
線
を
 
通
じ
て
 

東
販
 
(
大
手
の
 
書
籍
 
取
次
店
)
 

の
 大
型
 
ホ
 

ス
ト
 
•
コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
に
 
蓄
積
さ
れ
 
た
 
二
 

〇
万
冊
 
以
上
の
 
本
に
 
関
す
る
 
情
報
を
 
呼
び
 

出
す
 
と
い
う
 
仕
掛
け
。
 

も
の
は
 

た
め
し
。
 

さ
っ
そ
く
 

係
の
 

女
性
 

に
 

M
S
X
 

に
関
す
る
 

本
の
 

検
索
を
 

お
願
い
 

し
て
み
 

た
。
 

C
R
T
 

画
面
に
 

「
次
の
 

パ
ラ
メ
—
 

夕
を
 

入
力
し
て
 

下
さ
い
」
 

と プ
ロ
ン
プ
ト
 

•
メ
 

ツ
セ
ー
 

ジ
が
 

出
て
 

い
る
。
 

「 
8
5
\
F
I
N
D
 
 

T
I
M
S
X
 

」 
と
 

入
力
す
 

る
と
 

無
情
に
 

も
 

結
果
は
 

ゼ
ロ
 

件
。
 

そ
ん
な
 

は
ず
は
 

な
 

い
ん
だ
け
 

ど
ね
 

え
。
 

I
 

瞬
 

あ
 

せ
つ
た
 

も
の
の
、
 

英
字
は
 

直
接
 

入
力
せ
 

ず
 

カ
タ
 

カ
ナ
で
 

読
み
を
 

入
力
す
 

る 
方
式
で
 

あ
 

る 
こ
と
が
 

判
明
。
 

「
T
 
 

I 
 

=
H
A
H
W
H
-
y
 

v>
 

W
J
 
 

で
讓
 

に
 成
功
し
た
。
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0
0
R
 

と
ま
 

あ
、
 

お
お
む
ね
 

こ
ん
な
 

ィ
 

メ
ー
ジ
 

で
 

情
報
が
 

表
示
さ
れ
 

る
。
 

著
者
 

名
か
ら
 

著
作
 

名
の
 

I
 

覧
を
 

出
力
し
た
り
、
 

十
進
 

分
 

類
に
 

従
っ
て
 

特
定
の
 

分
野
の
 

全
て
の
 

本
を
 

調
べ
た
り
 

も
で
 

き
る
 

と
の
こ
と
。
 

料
金
 

さ
え
 

安
く
な
 

れ
ば
 

、
自
分
の
 

パ
ソ
 

コ
ン
を
 

こ
の
ょ
ぅ
な
 

デ
—
 

夕
べ
—
 

ス
 

に
つ
 

な
い
で
、
 

居
な
が
ら
 

に
し
て
 

さ
ま
ざ
ま
な
 情
報
を
 

検
索
で
 

き
る
 

ょ
ぅ
に
な
る
 

だ
ろ
 

、っ
。 

テ
レ
コ
ミ
 

ュ
ニ
 

ケ
—
シ
 

ョ
ン
 

社
ム
 

衣
の
 

到
来
 

近し
、 

を 
実
感
 

さ
せ
る
 

取
材
だ
っ
た
。
 

111 右
が
 
反
対
/
 

ソ
 
ニ
—
 
の
 

T
>
 
「
ど
ん
で
 
ん
が
 
え
し
 
J
 

普
通
、
 

テ
レ
ビ
の
 

画
面
が
 

さ
か
さ
ま
に
 

映
っ
た
ら
'
 

「
あ
っ
 

放
送
局
が
 

ミ
ス
っ
た
 

な」 と 思う でしよう。 
ところが 

ど 

つ 
こ
い
 

こ
い
つ
は
 

違
う
 

の
 

だ
。
 

わ
ざ
と
 

画
面
の
 

左
右
を
 

さ
か
さ
ま
に
 

映
し
ち
 

や 
う
の
 

だ
。
 

そ
の
 

名
 

も
、
 

「
ど
ん
 

で
ん
が
 

え
し
」
。
 

今
度
 

ソ
 

ニ
—
 

か
ら
 

発
 

^:
儿 

さ
れ
た
 

14
 

型
 

ト 
リ
ニ
 

ト 
ロ
ン
 

カ
ラ
—
 

テ
レ
ビ
の
 

お
 

話
。
 

こ
の
 

テ
レ
ビ
、
 

そ
も
そ
も
の
 

起
 

こ
り
は
 

同
社
 

名
誉
会
長
で
 

お
ら
れ
る
 

井
深
 

大
巧
 

か
い
き
つ
 

け
の
 

理
髪
店
で
 

散
髪
さ
れ
 

て
い
た
。
 

テ
レ
ビ
を
 

見
た
い
 

が
 

画
面
は
 

目
の
前
に
 

あ
る
 

大
き
な
 

鏡
の
 

中
し
 

か
 

も
 

画
面
は
 

当
然
 

左
右
 

さ
か
さ
ま
。
 

ど
う
に
 

か
し
て
 

テ
レ
ビ
を
 

正
常
に
 

見
る
 

こ
と
は
 

で
 

き
な
い
 

か
と
 

考
え
'
 
 

こ
れ
は
 

い
つ
そ
の
 

こ と
 

画
面
を
 

さ
か
さ
ま
に
 

し
て
し
 

ま
え
ば
い
 

い、
 

と
い
ぅ
 

ま
さ
に
 

逆
転
の
 

発
想
。
 

い
や
 

い
や
 

ソ
 

ニ
—
 

と
い
ぅ
の
は
、
 

会
長
 

自
ら
が
 

た
い
へ
ん
な
 

ア
イ
デ
ア
 

マ
ン
な
ん
 

で
す
 

ね
。
 

と
は
い
う
 

も
の
の
 

こ
の
 

テ
レ
ビ
、
 

最
初
 

か
 

ら
 
逆
転
し
て
 

い
.
 

る
 
わ
け
で
は
な
く
て
 

付
属
 

の
 

ワ
イ
ヤ
レ
ス
 

•
リ
モ
コ
ン
を
 

使
い
 

ワ
ン
 

タ
ッ
チ
で
 
反
転
 操
作
す
 
る
 わ
け
。
 
だ
か
ら
 

も
ち
ろ
ん
 
普
通
の
 
画
面
 
も
 見
ら
れ
る
。
 

ま
 

た
 放
送
 
終
了
後
、
 
ま
も
な
く
 
電
源
が
 
切
れ
 

る
才
—
 
ト
シ
 
ヤ
ツ
 
ト 
オ
フ
 
機
能
 
や
 
<
H
i
 

t> 
端
子
 
(
前
面
 
入
力
 
端
子
)
 
な
ど
 
機
能
 

も
 充
実
。
 
理
髪
店
 
や
 美
容
院
は
 
も
ち
ろ
ん
 

の
こ
と
、
 

一
般
の
 
家
庭
で
 
も
 使
い
方
は
 
イ
 

ロ
イ
 
ロ。 

例
え
ば
'
 
 お
 目
当
て
の
 
ア
イ
ド
 

ル
の
 
新
曲
の
 
振
り
つ
 
け
 
•
ボ
デ
ィ
—
 
ア
ク
 

シ
 
ヨ
ン
を
 

| 早
く
 
覚
え
ち
 
や
う
。
 
普
通
の
 

テ
レ
ビ
 
だ
と
 
ど
う
し
て
も
 
左
右
 
逆
の
 
動
き
 

で
 な
か
な
か
 
•
覚
え
に
 
く
い
。
 
で
も
 
画
 1
 か
 

逆
に
 
な
れ
ば
 
歌
手
と
 
同
じ
よ
う
に
 
動
き
を
 

マ
ネ
す
 
る
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
れ
か
ら
 

83 
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—
ボ
—
 
ド
に
 
触
れ
る
。
 
こ
の
と
 
き、 

一
番
 

困
る
 
の
が
、
 

キ
 ー 

ボ
 I 

ド
の
 
ど
の
 
ボ
タ
ン
 

を
 押
せ
ば
 
い
い
の
 
か
、
 
と
い
ぅ
 
指
使
い
の
 

問
題
で
す
。
 

へ
 夕
に
 
触
つ
 
た
ら
'
 
 
壊
れ
 

ち
 
や
う
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
し
ら
と
 
ビ
 ク
ビ
ク
 

し
つ
つ
、
 
そ
れ
で
も
、
 
生
ま
れ
て
 
初
め
て
 

の
 
/ \° ソ

 
コ
ン
 
体
験
に
 
胸
は
 
ワ
ク
 
ワ
ク
—
 

四
月
ぐ
 
ら
い
か
ら
、
 
東
芝
 
系
の
 
デ
ン
 
キ
 

屋
 さ
ん
の
 
店
頭
に
'
 
 
M
s
x
 

- i パ
ソ
 
ピ
ア
 

I
Q
J
 
用
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
 
お
 
目
見
え
し
 

ま
す
。
 

と、 
こ
れ
 
だ
け
 
だ
つ
 
た
ら
、
 
別
に
 

驚
く
 
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
 
ね
え
。
 
し
か
し
、
 

で
す
 ゾ
 。
東
芝
さ
ん
 
が
、
 
現
在
 制
作
 中
の
 

こ
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
 
そ
ん
じ
ょ
 
そ
こ
ら
 

の
 マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は
、
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
 
違
 

う
の
で
す
 
ョ 。

こ
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
 

ナ
、
 

ナ
 

、
何
と
、
 

ビ
デ
オ
で
 

で
き
て
 

い
る
の
で
 

ぁ
る
。
 

た
だ
で
さ
え
、
 
専
門
的
で
 
わ
か
り
 
ず
ら
 

い
 パ
ソ
コ
ン
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
 

そ
の
 
難
解
 

さ
は
、
 
哲
_
 
を
 上
回
る
 
と
さ
え
 
言
わ
れ
 

る
 ほ
ど
。
 
仕
事
に
 
使
お
う
と
 
思
っ
て
、
 
高
 

級
 機
を
 
買
っ
て
 
は
み
 
た
も
の
 
の
、
 
い
ざ
 
使
 

つ
て
み
 
る
と
、
 
ア
リ
ヤ
 
リ
ヤ
 
、
こ
り
 
や
わ
 

か
ら
ん
。
 

エ
|
 
と、 

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
 
…
…
 

0 

ゲ
 ゲ
ゲ
ゲ
 

H、 
ど
こ
を
 
見
れ
ば
 
い
い
の
 
だ、. 

お
—
 
つ
と
！
 

こ
れ
 
か
。
 
—
—
 
う
わ
つ
'
 

専
門
用
語
 
ば
っ
か
り
で
 
理
解
で
 
き
ん
 
ゾ
。
 

こ
の
ょ
う
 
に
し
て
、
 
い
ま
ま
で
 
い
つ
た
 

い
 何
人
の
 
お
父
さ
ん
、
 
お
兄
さ
ん
 
た
ち
が
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 
前
に
し
て
 
倒
れ
て
 
い
つ
た
 
こ 

と
か
 
…
…
 
。
思
わ
ず
、
 

合
掌
。
 

特
に
、
 
M
S
X
 
で
 パ
ソ
コ
ン
に
 
入
門
す
 

る
 人
の
 
多
く
は
、
 
生
ま
れ
て
 
初
め
て
、
 

キ
 

テ
レ
ビ
 
ゲ
—
厶
 
。
同
じ
 
ソ
フ
ト
で
 
も
 正
 逆
 

2 バ
タ
 
ー 

ン
 に
な
り
ま
す
。
 
何
回
も
 
や
つ
 

て
し
ま
つ
て
、
も
ぅ
あ
き
た
 

|| :
と
い
ぅ
 

ゲ
—
厶
 
で
も
 
左
右
が
 
違
え
ば
 
案
外
 
厶
ズ
ヵ
 

シ
イ
ゾ
 
。
他
に
 
も
 バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
 
フ
 
ォ
ー
 

ム  や
 ゴ
ル
フ
 
 
ス
イ
ン
グ
 
な
ど
 
 い
ろ
い
ろ
な
 

ス
ポ
—
 
ツ
フ
ォ
 
—
ム
の
 
徹
底
 
研
究
な
 
ど
な
 

ど、 
使
い
方
は
 
あ
な
た
の
 
ア
イ
デ
ア
で
 
無
 

限
に
 
広
が
り
ま
す
。
 
世
の
中
 
み
ん
な
 
ひ
つ
 

く
り
か
え
し
ち
 
や
お
、
 つ。 

「
ど
ん
で
ん
が
え
し
.
」
 
1< >

|
 
|4 0

0
:
3
)
 

価
格
 
7
2
、
 
8
0
0
 
円
 
詳
し
く
は
 
ソ
ニ
 
1 

広
報
室
 

16| (4  4
8
)
2
0
5
4
ま
で
 

_
芝
 さ
ん
が
 
M
S
X
 
の
 ビ
デ
オ
 

• 

1 fy ニュ 
ア
ル
を
 
つ
く
っ
て
 
い
る
 
v 

心
の
中
は
 
恐
怖
と
 
安
 ̂
 か
 入
り
混
じ
る
、
 

ト
 
ワ
イ
 

ラ
イ
 

ト
ゾ
 

I
 
ン
 

/
.
 

東
芝
さ
ん
 
の
つ
 
く
つ
て
 
い
る
'
 
ビ
デ
オ
.
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
 
こ
ぅ
し
た
 

I
 連
の
 
操
作
 

手
順
を
 
バ
ッ
チ
 
リ i
 
化
し
た
 
も
の
。
 
ど
 

う
 操
作
 
す
れ
ば
 
良
い
 
か
が
、
 
文
字
通
り
、
 

目
で
 
見
て
 
わ
か
る
 
の
 だ
か
ら
、
 
こ
れ
は
 
素
 

晴
 し
い
。
 
た
だ
 
残
念
な
 
こ
と
に
'
 
 
こ
の
 
ビ
 

い
ま
や
、
ど
ブ
の
会
社
の
会
議
室
や
学
 

校
な
 
ど
に
 
も
'
 
 黒
板
に
 
代
わ
っ
て
 
ホ
 ワ
ィ
 

ト
ボ
—
 
ド
が
 
置
か
れ
て
 
い
る
の
 
だ
け
れ
 
ど、 

ボ
—
 
ド
に
 
書
か
れ
た
 
内
容
を
 
ノ
—
 
卜
に
 
書
 

き
 写
す
 
の
は
 
黒
板
の
 
時
代
か
ら
 
も
 同
じ
 
こ 

と。 
誰
で
も
 
一
度
は
、
 
ポ
ー
 
ド
の
 
内
容
が
 

即
座
に
 
手
元
に
 
渡
さ
れ
た
ら
 
良
い
だ
ろ
う
 

な
 あ
、
 

と
 考
え
た
 
こ
と
は
 
あ
る
は
 
ず
。
 
し
 

か
し
、
 
そ
れ
 
も
も
は
 
や
 夢
で
は
 
な
く
な
つ
 

て
し
 
ま
つ
た
。
 沖
 電
気
工
 
業
 株
式
会
社
で
は
、
 

ホ
 ワ
イ
 

ト
ボ
—
 
ド
に
 
害
い
た
 
文
字
 
や
 図
形
を
 
そ
の
 

デ
ォ
 
•
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
 
店
頭
で
の
、
 

デ
 

モ
用
 
な
の
 
だ
そ
う
 
で
、
 
当
面
 
市
販
は
 
さ
れ
 

な
い
 
と
い
う
 
こ
と
。
 
し
か
し
、
 
こ
の
よ
う
な
 

わ
か
り
や
す
い
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 
つ
く
る
 
試
 

み
に
は
 
拍
手
し
た
い
。
 

も
つ
 
と
も
つ
 
と、 

い
ろ
ん
な
 
ア
イ
デ
ア
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
 
登
 

場
を
 
期
待
し
て
 
い
ま
す
。
 

場
で
 
A
4
 
判
に
 
縮
小
、
 
コ
ピ
—
 
し
て
し
 
ま
 

ぅ
と
い
 
ぅ
 新
製
品
、
 

オ
キ
 
•
コ
 
ピ
—
ポ
 
I 

ド
 
「
か
わ
ら
 
版
」
 
を
 発
売
し
た
。
 

ポ
—
 
ド
を
 
囲
ん
で
 
意
見
を
 
た
た
か
わ
せ
 

た
り
、
 
ま
と
め
た
 
り
し
て
、
 
そ
の
 
結
果
を
 

即
時
に
 
メ
モ
と
 
し
て
 
残
す
 
と
か
、
 
学
校
で
 

絵
画
 
や
 習
字
な
 
ど
の
 
お
 手
本
 
も、 

そ
の
 
ま
 

ま
 教
材
に
 
す
る
 
こ
と
が
 
可
能
。
 
ま
た
、
 
両
 

手
が
 
使
え
な
い
 
料
理
教
室
 
や
、
'
 V
I
 
卜
に
 

気
を
 
と
ら
れ
な
い
 
授
業
、
 
そ
の
他
に
 
も' 

デ
 パ
—
 
卜
で
 
実
演
 
セ
—
 
ル
ス
の
 
説
明
®
、
 

ラ
グ
 
ビ
 I、 

サ
ツ
 
カ
 ー 等

の
 
作
戦
 
確
認
な
 

ど、 
あ
ら
ゆ
る
 
方
面
で
 
使
い
方
に
 
よ
っ
て
 

さ
ま
ざ
ま
な
 
利
用
価
値
が
 
で
き
る
 
と
 
思
、
 つ
。
 

こ
の
 
「
か
わ
ら
 
版
」
 
は
、
 
書
か
れ
た
 
内
 

J
O
X
 
-
 

f
 
m
 
'
 
 K
A
G
E
、
 

ィ
エ
 

口
|
惠
眾
放
送
局
、
$
-
^
ド
2
、
2
0
0
8
.
 

F
 
 M
 
8
6
 、 K

 
I
 
D
 
 s
、
 
F
M
S
t
a
t
i
o
n
 
2
K
2
 、 

F
 
^
 
 
S
A
S
'
 
 
し
 
a
-
K
e
e
p
、
 

R
a
d
 

i
o
 
 
S
K
Y
、
 
ペ
リ
カ
ン
 
ラ
ジ
オ
、
 
v
o
¬
 

c
e
 
 
o
f
 
 
し
 
一
 
b
e
r
t
y
 
.
 

o 
書
き
出
 

し
た
ら
 
キ
リ
が
 
な
い
や
。
 
こ
こ
に
 
あ
げ
た
 

の
は
、
 
現
在
 
大
 流
行
の
 
ミ
ニ
 
F
M
 
局
の
 
中
 

の
、
 
ほ
ん
の
 
一
部
分
。
 
ミ
ニ
 
F
M
 
は、 

こ 

の
 
I
 年
 位
の
 
間
に
、
 
ア
ツ
と
 
い
う
 
間
に
 

広
ま
っ
て
、
 
現
在
で
は
 
全
国
 
四
 二
 都
道
府
 

県
に
、
 
あ
る
 
わ
 あ
る
 
わ
、
 
二
 五
〇
局
 
以
上
/
 

こ
の
 
ミ
ニ
 
F
M
、
 
も
と
も
と
は
、
 

ヨ
—
 

-

 
1 84 

容
を
 
そ
の
 
場
で
 
n ピ

—
 
で
き
る
 
の
は
 
も
ち
 

ろ
ん
、
 

い
ま
ま
で
の
 

ホ
ワ
イ
ト
 

ポ
 ー ドと
 

同
じ
よ
う
に
'
 
 
害
い
た
り
 
消
し
た
り
 
で
き
、
 

ま
た
、
 

I
 台
に
 
5 面

 分
の
 
シ
—
 
卜
が
 
あ
り
、
 

そ
れ
を
 
電
動
で
 
移
動
で
 
き
る
 
の
 だ
。
 
そ
の
 

う
ち
—
 
面
か
ら
 
4 
面
ま
で
は
 
コ
ピ
 
I 
が
で
 

き
る
。
 
そ
の
 
シ
—
卜
 
移
動
、
 
コ
ピ
—
 
等
、
 

す
べ
て
の
 
機
能
の
 
操
作
を
 
本
体
 
前
面
の
 
パ
 

ネ
ル
 
上
の
 
ボ
タ
ン
 
操
作
で
 
簡
単
に
 
で
き
る
。
 

日
常
の
 
消
耗
品
 
コ
ス
ト
 
も、 

A  4 判
—
 
枚
 

約
 8 円

の
 
紙
 代
 だ
け
で
、
 
議
事
録
 
作
成
の
、
 

コ
ス
ト
を
 
考
え
る
 
と
 
コ
ス
 
ト 
パ
フ
 
ォ
—
マ
 

ン
ス
の
 
高
い
 
商
品
と
 
い
え
よ
、
 
っ。 

会
議
の
 
「
効
率
化
」
 

= 
「
I
 
性
の
 
開
 

発
」
 
と 時

代
の
 
強
い
 
要
請
に
 
こ
た
え
て
 
登
 

場
し
た
、
 

オ
キ
 
•
コ
ピ
 
—
ポ
—
 
ド 

「
か
わ
 

ら
 版」。 

こ
れ
か
ら
は
、
 

速
記
 

大
会
の
 

よ
う
な
 

大 

学
の
 

ゼ
ミ
な
 

ども
、 

共
に
 

考え
、 

英
会
話
 

教
室
で
は
、
 

聞
く
 

こ
と
に
 

$
 

して
…。
 

こ
れ
で
 
ま
た
 
僕
た
ち
 
日
本
人
は
 

「
効
率
 

的
」
 
に
 頭
が
 
良
く
な
 
つ
て
し
 
ま
う
 
の
で
し
 ょ
う
か
。
 
会
議
室
か
ら
 メ
モ
 帳
の
 消
え
去
 

る
 日
 も
 近
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先
：
 
沖
 電
気
工
 
業
㈱
 

〇
 
A 営

業
 
本
部
 
営
業
 
第
-
部
 

T
E
L
 

〇
三
 

(
四
 
五
 
四
)
 
二
 
|
 
 |
 
 |
 

ロ 
ッ
バ
で
'
 
 
海
賊
 
的
に
 
広
ま
っ
 
た
、
 
自
由
 

ラ
ジ
オ
 
放
送
の
 
日
本
 
版
。
 
小
さ
な
 
出
力
 
数
 

だ
か
ら
、
 街
 中
 だ
と
 五
〇
〇
 m 〜 

|
 〇
〇
 

〇
 
E ぐ
ら
い
し
 
か
 届
か
な
い
 
け
れ
ど
、
 

そ
 

れ
 で
も
、
 
地
元
 
地
域
の
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 
シ
 

ョ
ン
に
は
、
 
こ
れ
で
 
十
分
。
 
逆
に
、
 
そ
の
 

場
所
に
 
居
な
く
て
 
は
 聴
け
な
い
 
と
い
ぅ
 
こ
 

と
で
'
 
 そ
の
 
街
へ
 
出
か
け
て
 
行
っ
て
、
 

F 

M
 
ゥ
 
オ
—
ク
 
マ
ン
で
 
リ
ス
ニ
ン
グ
 
.
 
な
 

ん
て
 
現
象
 
も
 起
つ
 
て
い
る
。
 
有
名
な
 
の
は
'
 

六
本
 
木
の
 
K
I
D
S
、
 
代
官
 
山
の
 
T
w
o
 

&
H
A
L
F
、
 

そ
し
て
、
 
新
 宿
 
•
原
 宿
 

• 

六
本
 
木
と
 
ミ
ニ
 
F
M
 
の
ネ
ツ
 
ト
ワ
—
 
ク
を
 

_
 

ピ
 

I 
が
 

と
れ
る
 

ホ
 

ワ
イ
 

, >
 

ボ
—
ド
 

『
か
わ
ら
 

版
』
 

大
流
 

行
/
ミ
ニ
 

F
M
 

局
の
 

本
 

1 

"
ブ
レ
 

ゼ
ン
 

ト
 
 

，
_
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コナミの MS  X ソフト 「ハイ パーオリン 

ピック」 が 3 月 中に 発売され るが、 この 

ソフ トを 使った ゲーム 大会が 4 月から 始 

まるの だ。 オリンピックの 競技 種目は 8 

種で、 総合 スコア、 種 Slj スコアで 高 得点 

を 競う というから、 ゲームに 自信の ある 

人は、 ぜひ 応募して みよう。 ゲーム 大会 

の 内容は 以下の通り。 

ゲーム 大会 主旨/ M  S  X ソフト • ハード 
の 普及 

主催/コナミ エ業 (株)、 コナミ （株） 

後援/ (株) アスキー、 工学 社、 電波 新聞、 

小学館、 コンブ テイー ク、 M  I  A 

協賛/松下電器、 ソ ニー'  東芝、 

三菱、 日立、 キヤノン、 

競技 方法/ 8 種目の 総合 スコア、 種目 別 

(8 種目） で 競う 

応募 方法/自分の 参加した t 

合 または 種目 別： 

己の 最高 得点を 写真に 

応募 券を 添 个 

業まで 
応募で き る 本数/ 

0  K 

期間/昭和 59 年 4 月 丨 日〜 同 7 月 30 日 ま での 消印 有効。 

結果 発表/ 59 年 8 月 20 日 ごろの 各 雑誌 誌 

上 。 

イ パー オリンピック 賞 (優勝） 

、 3 位、 4 位、 5 位、 6 位 

S 品を 進呈。 

!> て 先、 応寡券 など 詳しくは、 「MSX マ 

ガ ジン」 5 月 号 か# インフォメーション 

展
開
す
.
 る A  D

A
D
 
な
ど
。
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 

全
国
放
送
 

局
 

リ
ス
 

ト 
も
つ
 

い
て
い
る
 

『
ミ
ニ
 

F
M
 

局
の
 

つ
く
り
 

方』
 

を、
 

五
名
の
 

方
に
 

プ
レ
 

ゼ
ン
 

卜
し
ま
す
。
 

編
集
部
 

「ミ
 

ニ 
F
M
 

局
の
 

本
」
 

係
ま
で
、
 

•ハ
 

ガ
キ
 

で
ご
^
 

t
 

下
さ
い
。
 

R 

福
 タ
 
カ
ナ
で
 
入
出
力
で
 
き
 
る
 

〃
電
子
 
手
帳
 
ム； 

:
シ
オ
 
デ
—
 
タ
 パ
ン
ク
 

■  F
 
—  5

0
0
 
 
0
 

あ
い
つ
も
う
 

帰
つ
 

て
る
 

か.
；^
— 

よ
い
し
 

よ
つ
 

と 
開
け
て
 

入
つ
 

た
 

ボ
ッ
ク
ス
は
、
 

も 

は
や
お
な
 

じ
み
 

緑
色
、
 

カ
ー
 

ド 
テ
レ
ホ
ン
。
 

ふ
と
 

目
に
 

入
つ
 

た
 

メ
モ
 

•
ス
タ
イ
ル
は
、
 

デ
 

ー 
タ 

バ
ン
ク
 

電
卓
。
 

- -
 

ん
？
 

.
と
ピ
 

ッ
ビ
 

ツ
ビ
 

ッ 
、
呼
び
出
し
 

キ
—
を
 

叩
い
て
 

み
る
。
 

表
示
 

部
を
 

流
れ
る
 

意
味
 

不
明
の
 

力 

タ 
カ
ナ
。
 

暗
号
？
 

•
と
 

テ
レ
フ
ォ
ン
 

•
ナ
 

ン
バ
—
 

と
お
 

ぼ
し
き
 

連
 

数
 

{
干
 
 

ン
？
 

何
だ
か
 

事
件
の
 

予
感
 

…
…
 

に
ゃ
 

あ
ん
て
 

シ 

—
ン
も
 

全
然
 

$
 

小
説
の
 

中
 

だ
け
で
は
 

な
 

く
な
 

つ
て
し
 

ま
い
つ
つ
 

あ
り
ま
す
 

ネ。
 

て
な
 

わ
け
で
 

こ
の
 

カ
シ
オ
 

•
デ
ー
 

タ
パ
 

ン
ク
電
 

卓
 

P
F
i
 

5
0
0
0
 

。
前
の
 

だ
と
 

ア
ル
フ
 

ア
ベ
 

ッ 
ト
と
 

数
字
し
 

か
 

入
ら
な
 

か
 

っ
た
ん
だ
 

け
ど
、
 

今
回
 

め
で
た
く
 

カ
タ
 

カ
 

ナ
 

ま
で
 

憶
え
て
 

く
れ
る
 

コ
ト
 

に
な
 

リ 
ま
し
〆
 

|
 

た。
 

そ
り
 

や
い
 

く
ら
 

_
社
会
 

つ
た
つ
 

て、
 

お
ば
—
 

ち
ゃ
ん
ち
 

の
 

住
所
が
 

英
語
で
 

出
て
 

来
た
ら
 

わ
か
ん
 

な
く
な
つ
 

ち 
ゃ
う
 

わ
け
よ
 

ね。
 

2 
世
 

じ 
ゃ
な
 

い
ん
だ
。
 

山
河
 

燃
 

ゆ
 

じ 

ゃ
な
い
 

か
ら
。
 

断
じ
て
 

の
 

住
所
は
 

日
本
語
で
 

教
え
て
 

欲
し
い
 

ノ
ダ
 

。
と
い
つ
 

て 
も
ま
 

だ
 

カ
タ
 

カ 
•ナ
 

の
み
。
 

い
ざ
 

判
つ
 

た
 

.^
 

い
い
け
 

ど、
 

あ
れ
'
 
 

こ
れ
 

漢
字
で
 

ど
—
 

か
く
ん
だ
 

づ
け
？
 

と
か
な
 

つ
た
り
 

結
構
 

笑
え
そ
う
？
 

微
笑
ま
し
 

い
な
 

あ
/
 

ゥ
グ
 

。
け
、
 

け
ど
 

こ
つ
ち
 

な
ら
い
—
 

よ。
 

デ
ン
 

ヮ
帳
 

。
彼
女
の
 

名
前
を
 

ピ
 

ッ
ビ
 

ッ
と
 

や
つ
て
、
 

ツ
ツ
ツ
 

と 
現
れ
る
 

ナ
ン
パ
—
 

を
 

横
目
で
 

追
い
つ
つ
 

ピ
ッ
ポ
 

ッ
バ
し
た
な
ら
、
 

何
だ
か
 

声
ま
で
 

ス
ツ
 

キ
リ
 

引
き
締
ま
 

リ
そ
 

I
。
 

こ
れ
が
 

レ
シ
—
 

卜
の
 

裏
な
ん
 

ぞ
に
書
 

い
た
 

自
分
の
 

汚
い
 

判
読
 

不
能
 

文
字
 

だ
つ
 

た
り
し
た
ら
 

必
然
、
 

彼
女
の
 

出
る
 

の
は
 

四
 

畳
 半
 ア
バ
—
 
卜
の
 
呼
び
出
し
電
話
、
 

あ
あ
 

同
棲
 時
代
と
 
な
ら
ざ
る
 
を
 得
な
い
。
 
そ
の
 

他
 約
 50 人

 分
 も 入

る
 から'、 

淋
し
い
 
夜
中
、
 

ピ
 
ッ
ピ
ッ
 
や
つ
て
 
次
々
 
出
て
 
来
る
 
ヒ ト

の
 

名
 確
認
し
て
 
る だ

け
で
 
も、 

あ
ー
 
ォ
 レ
は
 

ひ
と
り
 
ぼ
つ
ち
 
や
じ
 
や
な
い
/
ナ
ン
 

テ、 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
と
 
ニ
ン
 
ゲ
ン
の
 
熱
き
 
交
流
 

i 

シ
—
ン
 
で
は
な
い
 
か。 

何
 や
よ
 く
わ
 か
り
ま
 せ
ん
が
、
 
他
に
 メ 

モ 機
能
 も 充実。 標

準
で
 

9
6
—
 文字、 

オ
プ
シ
ョ
ン
の
 

増
設
 

R  A  M を
つ
な
 
ぐ
と
 

300  
0 文
字
ま
で
 
も 記

憶
 
OK。 

バ
リ
 

.
バ
リ
 
•
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
 

ス
ケ
ジ
 
ユ
—
ル
 

から、 
ア
イ
ツ
へ
の
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ 、
町
の
 

達
観
 
俳
人
の
 
ピ
ッ
ピ
 
、
小
春
 
日 
•
今
朝
の
 

| 句
ま
で
 
全
面
的
に
 
任
さ
れ
て
 
く
れ
ま
す
。
 

タ
テ
 
|5 、

ョ
コ
 

253 項
目
ま
で
の
表
\
フ
ァ
 

イ
ル
も
 
内
蔵
。
 
分
類
 
集
計
 
や ゲ

—
ム
 
成
績
 

計
算
 
(
自
動
で
 
ラン 

:け も
し
て
 
く
れ
る
)
 

は 勿論、 
工
夫
 
次
第
で
 
も
っ
と
 
遊
べ
そ
ぅ
。
 

昔
の
 
「M の 6/.J 

「
あ
た
り
」
 

の 魚
雷
 
戦
 

ゲ
—
ム
 
とか、 

ヒ ミ
ツ
の
 
メ
モ
リ
—
 

を
キ
 

I
 
ワ
 
ー
 
ド
で
 
守
る
 
シ
 
ー
 
ク
 
レ
ッ
 
ト
 
機
能
 
も
 

つ
い
て
 
！
 

、8 
0
0
円
 
。
要
は
 
あ
な
た
の
 

使
い
方
と
 ぅ
れ
し
 ィ 気

分
の
 電
子
 手帳。 

國 

画
 

r
 

ク 

?/ f 

I 

0
 

0 
 

a 

3
 

益
 

85 



klCOMTOWN マイコン •タウン 
固
く
な
っ
 
た
お
 
客
を
 
〈
趣
味
と
 
実
益
を
 
兼
 

ね
て
〉
 
と
い
う
 
キ
ャ
 
ッ
チ
 
フ
 レ
—
 
ズ
で
海
 

辺
へ
 
お
び
き
 
出
そ
う
と
 
し
て
い
る
 
の
 だ
。
 

こ
の
 
結
構
な
 
催
し
の
 
お
 値
段
は
 
シ
—
ズ
 

ン
 に
よ
っ
て
も
 
違
う
 
が
、
 
週
 
I
 人
 あ
た
り
 

4
5
0
 

〜 
8
5
0
 
ド
ル
で
 
あ
る
。
 
(
 |
 〇
万
 

〜
二
〇
 
万
円
)
」
 

こ
の
 
記
事
に
 
よ
る
と
'
 
 
ク
ラ
ブ
は
 
ド
 
ミ 

二
 力
の
 
バ
カ
ン
ス
 
村
に
 
全
面
的
に
 
コ
ン
ビ
 

ュ
—
 
夕
を
 
導
入
し
て
 

「
二
十
 
一
世
紀
の
 
リ
 

ゾ
ー
 
ト
」
 
を
 
実
現
し
て
 
い
る
ら
 
し
い
。
 

「
テ
 ニ
ス
コ
—
 
卜
で
は
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
が
 

プ
レ
ィ
ヤ
ー
 
の
 実
力
を
 
判
断
し
て
 
卜
—
 
ナ
 

メ
ン
 
ト
の
 
組
み
合
わ
せ
を
 
決
め
 
記
録
を
 
取
 

り、
 

ョ
ッ
ト
 

教
室
で
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕.
 

シ
 ミ
ュ
レ
—
 
シ
 ョ
ン
で
 
レ
—
 
ス
の
 
ル
—
 
ル
 や
 

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
 
教
え
、
 
ス
キ
ン
 
ダ
イ
 
ビ
ン
 

グ
に
 
出
か
け
る
 
人
た
ち
 
は、 

ど
こ
に
 
ど
ん
 

な
 魚
 や
 サ
ン
 
ゴ
 が
い
る
 
か
'
 
 ど
ん
な
 
S
 

に
 気
を
つ
け
 
な
け
れ
 
ぱ
い
け
 
な
い
か
を
 

コ 

ン
ピ
ュ
 
I 夕

に
 尋
ね
る
。
 
こ
の
 バ
カ
ン
ス
 

村
 全
体
が
、
 
ア
タ
リ
の
 
開
発
し
た
 
エ
レ
 
ク
 

ト 
ロ 
ニ
ッ
ク
 
•
メ
ー
 
セ
—
ジ
 
•
シ
ス
テ
ム
 

に
よ
つ
 
て
 カ
バ
—
 
さ
れ
て
 
い
る
。
 
客
は
 
こ 

の
 ネ
ッ
ト
 
ワ
—
ク
 
を
 通
じ
て
、
 
〈
本
日
の
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〉
 

や
 夕
食
の
 
メ
ニ
ユ
 
1 

を
 調
べ
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
 
し、 

友
人
に
 
伝
 

言
す
 
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
。
 

ク
ラ
ブ
 
•
メ
ッ
ド
で
は
 

『
誰
も
 
一
週
間
 

の
 コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 
•
ワ
 
—
ク
 
シ
ョ
ッ
プ
で
 

有
能
な
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
に
 
な
れ
は
 
し
な
い
 

だ
ろ
ぅ
』
 
と
 認
め
て
 
い
る
。
 
『
し
か
し
 
こ
れ
 

か
ら
ま
す
 
ま
す
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
が
 
生
活
の
 

中
に
 
入
り
込
ん
で
 
来
る
 
時
代
に
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
に
対
す
る
 
誤
解
 
や
 ア
レ
ル
 
ギ
—
を
 

取
り
除
く
 
役
に
 
少
し
で
 
も
 立
て
ば
 

か
 

あ
る
と
 

思
つ
 

て
い
る
。
 

J」 

遠
か
ら
ず
 
日
本
に
 
も
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
.
 

バ
カ
ン
ス
 
村
が
 
出
現
す
 
る
の
で
 
は
な
い
 
か
 

と
 期
待
さ
れ
 
る
と
 
こ
ろ
で
す
。
 

し
か
し
、
 

考
え
て
 
み
る
と
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
 
民
宿
な
 

ん
て
 
の
が
も
ぅ
 
す
で
に
 
伊
豆
 
あ
た
り
に
 
あ
 

つ
た
り
 
し
て
。
'
 

「ユ ー ザ I  •フレンドリ 
I  •コン ヒ 

ュ 
I 

夕
 

用
語
集
」
 ま

た
ま
た
 
出
ま
し
た
 

〈
用
語
を
 
知
れ
ば
 

恐
く
な
い
〉
 
で
あ
り
ま
す
。
 
ど
ん
な
 
コ
ン
 

ピ
 
ユ
—
夕
 
雑
誌
 
(
英
語
で
 
書
か
れ
た
 
雑
誌
 

で
す
 

よ
、
 

も
ち
ろ
ん
)
 

に
も
 

必
ず
 

「
用
語
 

解
説
」
 

の
 コ
—
ナ
 
I 
が
 載
っ
て
 
い
ま
す
。
 

英
語
を
 
母
 

. 
11 語

と
 
す
る
 
人
た
ち
 
に
と
 
っ
て
 

も
こ
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
用
語
と
 
い
う
の
は
 

よ
ほ
ど
の
 
難
物
 
だ
と
み
 
え
ま
す
。
 
ま
し
て
 

我
々
 
日
本
人
に
 
お
い
て
 
お
や
。
 

「
ア
プ
リ
 

ケ
 

I 
シ
 

ョ
ン
」
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
 
や
ら
せ
る
 
こ
と
の
で
 

き
る
 
さ
ま
ざ
ま
な
 
仕
事
の
 
こ
と
。
 
ワ
—
プ
 

口
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
や
 パ
ッ
ク
マ
ン
の
 
力
—
 

ト
リ
 
ッ
ジ
な
 
ど
が
 
ア
プ
リ
 
ケ
—
シ
 
ョ
ン
.
 

ソ
フ
ト
で
 
あ
る
。
 

「
イ
ン
タ
 

ー 
フ
ェ
イ
ス
」
 

『
ハ
イ
 
ア
ッ
ト
 
•
ホ
テ
ル
で
 
3 時

に
 
イ
ン
 

夕
—
 
フ
ェ
イ
ス
 
し
よ
、
 
っ
』
 
な
ど
と
 
い
う
 
お
 

か
し
な
 
^
 打
 語
が
 
あ
る
が
 

(
訳
者
 
注
 
•
へ
 

え
、
 知ら
な
か
っ
た
)
 

そ
の
 
§
 の
 意味
 

は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
•
シ
ス
テ
ム
 
の
各
馎
 成
 

要
素
が
 
互
い
に
 
情
報
を
 
受
け
渡
し
 
す
る
 
そ
 

の
 方
法
の
 
こ
と
。
 
機
械
に
 
よ
っ
て
は
 
全
く
 

情
報
の
 
や
り
取
り
が
 
不
可
能
な
 
こ
と
 
も
 あ
 

る
」
 

海
の
 
向
こ
う
の
 
皆
さ
ん
 
も
 用
語
で
は
 
苦
 

し
ん
で
 
い
る
ん
で
 
す
な
 
あ
。
 

「
ギ
フ
ト
 

•
ガ
イ
ド
」
 

で
は
 

ソ
 

ニ
—
 

の
べ
 

— 
夕
 

•
ム
 

ー 
ビ
 

I 
か
ら
 

カ
シ
オ
の
 

腕
時
計
 

T
V
'
 

エ
プ
ソ
ン
の
 

H
X
I
 

2
0
 

ハ
ン
ド
へ
 

ル
ド
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

至
る
 

ま
で
、
 

高
価
な
 

商
 

品
は
 

ほ
ぼ
 

日
本
 

メ
—
 

力
—
 

の
 

独
占
 

状
態
。
 

ま
た
ま
た
 

貿
易
摩
擦
が
 

気
に
な
り
 

出
し
 

ま
 

し
た
が
'
 
 

と
り
あ
え
ず
 

今
回
は
 

こ
の
辺
で
。
 

お
な
じ
み
 

/
 

海
外
 
雑
誌
 
ひ
ろ
い
 
読
み
 

今
回
は
 
「
ホ
—
 
ム
.
 
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
.
 

ア
ン
ド
 

•
エ
ン
 
タ
 I 

テ
 

ィ
メ
ン
 
ト
」
 
誌
を
。
 

隔
月
刊
 
8 

2 頁
の
 
小
 雑
誌
で
す
 
が
 $
 

は
い
つ
 
も
な
か
な
 
か
 充
実
し
て
 
い
ま
す
。
 

最
新
 号
は
。
 ハ
 •ソ コ

ン
 特
集
。
 

「2 台
 目
の
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
ど
ぅ
や
っ
て
 
選
 

ぶ
か
」
 
な
ど
と
'
 
 
さ
す
が
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
I 
テ
 

ィ
ン
グ
 
先
進
国
 
ア
メ
リ
カ
 
ら
し
い
 
記
 寒
が
 

載
っ
 
て
い
ま
す
。
 

エ
プ
ソ
ン
の
 
Q
x
 

lo '  N
E
C
 
の
 P 

C
 
8
2
0
1
 
な
ど
 
日
本
 
メ
—
 
力
—
 
の
 
製
品
 

も
 お
す
す
め
 
品
 リ
ス
 
ト
に
 
入
っ
 
て
い
ま
す
，
 

ほ
ん
の
 

I、 
二
 年
 前
に
は
 
日
本
製
 
品
が
 
取
 

リ
 上
げ
ら
れ
る
 
こ
と
な
 
ど
め
 
っ
た
に
 
な
か
 

っ
た
わ
け
 
で、 

最
近
の
 
日
本
 
メ
—
 
力
—
 
の
 

健
闘
は
 
心
強
い
 
こ
と
で
す
。
 

同
時
に
、
 

ま
 

た
も
 
や
 貿
易
摩
擦
 
か
？
 

と
い
ら
ぬ
 
心
配
 

も
し
て
 
し
ま
い
ま
す
。
 

「
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

•
ビ
レ
ッ
ジ
 

—
—
 

ク
ラ
 

ブ
 

•
メ
ッ
ド
 

風
」
 

南
海
の
 
リ
ゾ
—
 
卜
で
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
 

入
門
し
 
よ
う
と
い
 
う
お
 
話
。
 
ク
ラ
ブ
 
•
メ
 

ッ
ド
 
と
い
え
ば
 
ド
ミ
ニ
カ
、
 
ニ
ユ
—
 
カ
レ
 

ド 
ニ
ア
な
 
ど
 世
界
 
各
地
に
 
海
辺
の
 
バ
カ
 
ン
 

ス
 施
設
を
 
持
つ
 
リ
ゾ
—
 
卜 産

業
で
す
 
が
、
 

ア
タ
リ
が
 
こ
こ
と
 
組
ん
で
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 

入
門
 
教
室
を
 
開
い
て
 
い
る
の
 
だ
そ
う
 
で
す
。
 

「
こ
の
 

(
の
ん
び
り
し
た
 

バ
カ
ン
ス
)
 

気
 

分
が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

楽
し
く
、
 

気
軽
に
 

学
ぶ
 

の
に
 

最
適
 

だ
と
 

ア
タ
リ
と
 

ク
ラ
ブ
 

メ 
ッ 

ド
は
！
^
 

し
た
。
 

…
…
 

今
や
 

マ
レ
—
 

シ
 

ア
 

か
ら
 

グ
ア
 

ド
ル
—
。
 

フ
に
 

至
る
 

ま
で
、
 

ク
 

ラ
ブ
 

•
メ
ッ
ド
の
 

バ
カ
ン
ス
 

•
ビ
レ
ッ
ジ
 

の
ど
 

こ
に
 

も
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

•
ワ
ー
 

ク
シ
 

ョ
ッ
プ
 

が
 

置
か
れ
て
 

い
る
。
 

…
…
 

濡
れ
た
 

水
着
の
 

上
に
 

T 
シ
ャ
ッ
を
 

着
た
 

女
性
が
 

コ 

ン
ピ
ユ
 

I 
夕
 

•
ミ
ユ
 

I 
ジ
ッ
ク
 

を
 

鳴
ら
し
 

て
い
る
 

か
と
 

思
え
ば
 

エ
ビ
 

の
よ
う
に
 

赤
く
 

日
射
け
 

し
た
 

オ
ジ
 

さ
ん
が
 

ロ
ゴ
で
 

描
い
た
 

三
角
形
を
 
動
か
そ
う
 
と
し
て
 
苦
闘
し
て
 
い
 

る、 と
い
つ
 た 具
合
い
で
 ある。 

も
ち
ろ
ん
 
主
^
?
 
側
に
 
も
 思
惑
は
 
あ
る
。
 

ア
タ
リ
は
 
自
社
製
品
の
 
宣
伝
を
 
狙
っ
て
 
無
 

料
で
 
機
器
を
 
提
供
し
て
 
い
る
の
 
だ
し
'
 
 
ク
 

ラ
ブ
の
 

方は
、 

不
景
気
で
 

財
布
の
 

ヒモ
の 
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i 
音
 

一 

i  睏、？ ： 

z. l  卜 

な
 

m
 

こ
 ̂
 

U
 
踊
 会
 

風
 

都
 

な
ヌ
 

今大
 

H ルボ
 

ゥ.
 

ポ 
-ン
ズ 

&.
 

T 
ラ ケッ
ティ
 

ア丨
ズ 

「
ナ
イ
ト
 

•
イ
ン
 

•ニ
 

ユ 
—
m
l
 

ク
 

j 

■
キ
ッ
ド
.
 •
ク
レ
オ
 
1 ル

 こ
と
、
 
才
 I ガ

 

ス
ト
 
•
ダ
—
 
ネ
ル
が
 
N
Y
 
は
 ホ
テ
ル
 

•
プ
 

ラ
 
ザ
の
 
ボ
ー
 
ル
ル
 
ー
厶
 
で
の
 
パ
—
 
テ
ィ
 

の
 席
で
 
見
つ
け
た
 
バ
ン
ド
ら
 
し
い
で
す
 
ネ
 

★
そ
れ
以
来
'
 
 

キ
ッ
ド
が
 
気
に
入
つ
 
ち
ゃ
 

つ
て
、
 
プ
ロ
 
デ
ュ
—
 
ス し

て
 
こ
れ
が
 
出
来
 

上
つ
 
ち
 
や
つ
た
 
ワ
ケ
：
 
で、 

音
の
 
方
は
？
 

★
今
風
 

ダ
ン
 

サ
ブ
 

ル
.
 

ビ
ッ
グ
 

•
バ
ン
ド
 

と
 

申
し
 

ま
し
よ
ぅ
 

か
、
 

何
年
 

か
 

前
に
 

キ
ッ
 

ド
が
 

参
加
し
て
 

い
た
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

•
サ
バ
 

ン
ナ
 

.
バ
ン
ド
の
 

音
 

に
似
て
る
：
 

じ
 

や'
 

少
し
 

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
、
 

少
し
 

ス
ノ
ッ
 ブ
で
 

、
そ
れ
で
い
て
 

下
町
し
て
 

い
る
 

ワ
ケ
 

で
す
 

ネ
 

★
な
に
せ
、
 

大
都
会
の
 

イ
 

ル
ミ
ネ
 

丨
シ
 

ヨ
ン
と
 

感
じ
る
 

音
。
 

魅
力
的
で
す
 

と
言
う
と
、
 

大
人
し
て
 

る
ん
で
 

す
 

ネ
责
 

Y
M
O
 

「
ア
 フ
タ
 
I 
•
サ
 — - ヴ

 
イ
ス
 
j 

「
サ
 

—
ヴ
 

イ
ス
」
 

と
ゆ
ぅ
 

ス
タ
ジ
オ
 

録
 

音
の
 

ア
ル
バ
ム
を
 

最
後
に
 

散
開
し
て
 

し
ま
 

つ
た
 

Y
M
O
 

の
 

二
 

枚
 

組
 

ラ
イ
ブ
 

•
ア
ル
バ
 

ム
 

で
す
 

ネ
 

★
題
し
て
 

「
ア
 

フ
タ
—
 
 

•
サ
 

I 
ヴ
 

イ
ス
」
。
 

シ
ャ
 

レ
て
 

ま
す
。
 

こ
れ
は
 

, 83
 

年
 

の
 

12
 

月
 

12
 

日、
 

13
 

日
の
 

武
道
 

館
で
の
 

コ
ン
 

サ
—
 

卜
を
 

収
録
し
た
 

も
の
で
す
.
 

三
人
の
 

五
 

$
 

の
 

音
楽
の
 

歴
史
が
、
 

こ
の
 

二
 

枚
に
 

凝
縮
さ
れ
 

て
る
 

ワ
ケ
 

で
す
 

ネ
 

★
や
っ
ぱ
り
、
 

ス
ゴ
イ
 

グ
ル
—
 

プ
 

で
し
た
。
 

マ
シ
ュ
ウ
 
•
ワ
イ
ル
 
ダ
|
 

「
想
い
出
の
 
ス
テ
ッ
プ
」
 

.
こ
れ
、
 
二
 三
 歲
の
武
 
新
 吾
と
 
ゆ
ぅ
 
日
 

本
人
が
 
プ
ロ
 
デ
ュ
ー
 
ス
 し
た
 
事
で
 
話
題
に
 

な
っ
て
 
る
ん
で
 
す
ネ
 
★
そ
れ
 
も、 

全
米
 
チ
 

ヤ
—
 
卜
で
 
ベ
ス
 ト 10 
入
り
 
し
ち
や
つ
 

た
ん
 

で
す
：
 
や
リ
 
ま
す
 
ネ
 I。 

ヒ
ッ
ト
し
た
*
 
想
 

い
 出
の
 ス
テ
ッ
プ
*
 

も
キ
 ヤ
ッ
 チ
ヤ
—
 

な
メ
 

ロ
デ
イ
—
 
ラ
イ
ン
で
 
憶
え
 
易
い
で
す
 
ネ
 
★
 

M
 
 
•
ワ
イ
ル
 
ダ
 
ー
 
の
 
ヴ
オ
—
 
カ
ル
 
も
、
 
ち
 

よ
つ
 
と
 高
く
て
 
甘
い
 
声
な
 
の
で
、
 
女
性
な
 

ん
 か
に
き
 
つ
と
 
受
け
そ
う
 
で
す
。
 

J の
 

三
枚
 

も"
 

気
に
な
る
 

I 枚"
 

に
 

入
^
!
 

い
ほ
 

ど
の
〃
 

気
に
な
る
 

三
枚
"
 

で
す
。
 

プ
リ
 

テ
ン
 

ダ
—
 

ズ
 

「J
PJ
g 

の
 

ロ
ッ
ク
 

•
口
—
 

ド
 

j 

色々 あつた、 プリ テン ダ— ズの復 

活第 
1 弾です 

ネ ■★ハイ、 
色々 

ありま 

した。 

メンバ— 

の 
死、 

紅 

一 
点ク 

リツ 

シ—の 

出産、 

結婚と 

…… 

ネ： 

去年の 

X 

マス 

用の 

シングル" 

2000 

マイ 

ル" 

も 
収録して 

あります 

ネ 
★あれは 

名曲です。 

美しい 

曲です。 

でも 

他の 

9 

曲 
も 
力作 

ぞ 
ろいです： 

そんなに、 

ホ 

メルと 

レコ— 

ド 
会社の 

回し者に 

思わ 

れ 
ますヨ 

★結構です。 

私 
好きです。 

N
 

E
 

N
 

A
 
 

(
ネ
 

—
ナ
)
 

「
プ
ラ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
 

•
ド
リ
—
 

ム
ス
 

」 

ク
ラ
フ
ト
 ワ—
ク
 以来、 ド

イ
ツ
語
の
 

曲
が
 
ビ 
ル
ボ
—
 

ド 
誌
を
 
賑
わ
し
て
 

いる 
事
 

で 
話
題
の
 

ネ
—
ナ
 

、
本
邦
 

初 登
場
で
す
 

ネ 

★
そ
の
 

ヒ
ッ
ト
 

曲
ゥ
 

ロ
ッ
ク
 

バ
ル
—
 

ンは 

99 * 
な
か
な
か
 

いい 
曲で、 

あ
の
 
ド
イ
ッ
 

語
の
 

ト 
ゲ
ト
ゲ
 

し
い
と
 

こ
ろ
も
 

あ
ま
り
 

無 

く、 
日
本
で
 

も 
そ
こ
そ
こ
は
 

行
 
く
ん
じ
 

や 

な
い
で
す
 

か
？
：
 

何
し
ろ
、
 

紅
 I 点ネ
—
 

ナ 
•ケ 

ル
ナ
—
 

の 
ル
ッ
ク
ス
が
 

い
い
で
す
 

★アレ" 
日
本
人
 
ウ
ケ
 
し
ま
す
。
 

キツ 
ト。 

マ
テ
リ
ア
ル
 

「
メ
モ
リ
！
 
サ
 —
プ
ス
 

J 

ン
遂
 
に、 

あ
の
 
H
V
 
ハ
ン
コ
ッ
ク
の
 
ヒ
ッ
 

卜 
曲
，
，
 
ロ
ッ
ク
 
イ
ッ
 
ト
々
 
で
 話
題
に
 
な
つ
 

た
 
マ
テ
リ
ア
ル
の
 

レ
コ
 
ー 
ド
が
 
日
本
で
 
も
 

発
 
冗
に
 
な
り
ま
し
た
 
ネ
 ★
こ
れ
は
、
 

8! 年
 

に
 発
表
さ
れ
 
た
 
マ
テ
リ
ア
ル
の
 

フ
ァ
—
 
ス 

卜
な
ん
 
で
す
 が
 ' 
今
 聞
い
て
も
、
 
か
な
り
 

イ
ン
 
パ
ク
 
ト
あ
り
ま
す
：
 
な
に
し
ろ
、
 

今
 

や
 時
代
を
 
リ
—
 
ド
す
 
る
 最
も
 
ク
リ
エ
 
イ
テ
 

イ
ブ
な
 
音
 

で
す
か
ら
 
ネ
 
★
マ
ニ
ア
 

だ
け
 

じ
 
や
な
く
'
 
 

i
W
 

も
 
ぜ
ひ
 

ド
ウ
 

ゾ
 

// 

ク
リ
ス
 
テ
ィ
ン
 
•
マ
 ク
ヴ
ィ
 
I 

「
恋
の
 
ハ
—
 卜
 
•
ビ
—
 
卜
」
 

:
フ
 
リ
—
ト
 
ウ
ッ
ド
 
•
マ
ッ
ク
の
 
紅
 二
 点
 

の
 ク
リ
ス
 
テ
ィ
ン
の
 
ソ
ロ
 

* 
ア
ビ
 
ユ
—
 
 • 

ア
ル
バ
ム
で
す
 
ネ
 ★
も
ぅ
 

|
 点
の
 
ス
テ
 
ィ 

丨
ヴ
ィ
 
I が

 既
に
 
二
 枚
の
 
ソ
ロ
を
 
出
し
て
 

ガ
ン
 バ
ッ
テ
ル
か
ら
、
 

負
け
 じ
と
 ば
か
り
 

こ
の
 女
 も
 ソ
ロ
を
 発
表
 し
ち
や
つ
 
た
：
 
こ
 

の
 女
の
 
方
が
、
 
あ
の
 
マ
ッ
ク
の
 
ト
レ
—
 
ド 

マ
—
 
ク
 と
も
 
言
え
る
 
ク
リ
ス
タ
ル
 
•
ボ
ツ
 

ブ
 
•
サ
ウ
ン
ド
の
 
夢
の
 
よ
う
で
す
 
ネ
 ★
そ
 

う
で
す
。
 
こ
れ
を
 
聴
け
ば
 
納
得
し
 
ま
す
。
 

E
P
O
 

X
 

ポ
)
 

「
h
!
t
o
u
c
h
—
h
!
t
e
c
h
j
 

X
 
ポ
の
六
 
枚
 
目
の
 
ア
ル
バ
ム
で
す
 
ネ
*
 

も
ぅ
、
 
し
っ
か
り
 
彼
女
の
 
ス
タ
ィ
ル
 
築
い
 

ち
 
や
い
 
ま
し
た
 
ネ
 .
そ
ろ
そ
ろ
、
 
ま
つ
た
 

く 
違
っ
た
 
モ
ノ
を
 
演
 
っ
ち
 
や
っ
て
も
 
い
い
 

ん
じ
 
や
な
い
で
 
す
か
？
 
 
★
そ
ぅ
で
す
 
ネ
、
 

歌
は
 
上
手
い
 
し、 

声
 も
 
ハ
リ
が
 
あ
る
し
.
 

例
ぇ
ば
、
 
昔
、
 
雪
 村
 い
づ
み
が
〃
 銀
座
 力
 

ン
 ヵ
ン
 
娘
，
 な
ん
か
 
演
 
っ
て
い
た
 
名
盤
 
「
ス
 

I
 
パ
 
1
 
•
ジ
ェ
ネ
 
レ
 
1
 
シ
 
.
3
 
ン
 
J
 の
よ
う
 
な
 

ア
ル
バ
ム
 
ネ
 ★
そ
れ
い
 
い
'
 
 実
に
 
イ
イ
。
 

広
 

瀬
 

か
お
る
 

N
W
j
 

し
の
ビ
 

カ
ソ
 

J 

•
、
テ
レ
ビ
 

の
々
 
T
O
K
I
O
 
 
ロ
ッ
ク
 

T
V
 
々
の
 
司
会
を
 
や
つ
て
 
る
広
瀨
 
か
お
る
 

嬢
の
 

三
曲
 

入
り
 

12 
イ
ン
チ
 

•
シ
ン
グ
ル
 

登
 

場
 // :  ★

外
見
 
も
 素
敵
で
す
 
け
ど
、
 
音
 も
 結
 

講
イ
ヶ
 
マ
ス
：
 
A 面

の
 
ア
ル
バ
ム
.
 

タ
イ
 

ト 
ル
 曲
は
 
ギ
タ
リ
ス
ト
の
 
大
村
憲
 
司
の
 
曲
 

で
す
 
ネ
 ★
な
か
な
か
 
ド
ラ
イ
ブ
 
感
あ
つ
 
て
 

い
い
で
す
。
 
し
か
し
 
B 面

の
 
二
 曲
の
 
方
が
 

彼
女
の
 
カ
ラ
—
 
が
 出
て
 
い
て
 
好
き
で
す
.
 

日
本
の
 
モ
ダ
ン
 

•
ミ
 
ユ
—
 
ジ
ッ
ク
 
で
す
 
ネ
 

87 



こ
の
 
前
 友
 だ
ち
 
の
た
ん
 
じ
よ
う
 
会
に
 
行
 

っ
た
。
 
そ
う
す
る
 
と
そ
の
 
友
 だ
ち
 
が
、
 

マ
 

ッ
ビ
—
 
と
 パ
ッ
ク
マ
ン
の
 
ソ
フ
ト
を
 
も
つ
 

て
い
た
。
 
む
ち
 
や
く
ち
 
や
お
 
も
し
ろ
 
か
っ
 

た
 〇
 
 | 月

 
号
で
 
発
売
さ
れ
 
た
と
 
ち
ら
つ
と
 

書
い
て
 
あ
つ
た
け
 
ど、 

こ
ん
な
 
お
も
し
ろ
 

い
も
の
と
は
 
思
わ
な
 
か
っ
た
。
 
こ
の
ご
ろ
 

は
、
 ア
 ク
シ
 ョ
ン
ゲ
—
 

ム
 は
す
ぐ
 あ
き
る
 

か
ら
、
 
ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ャ
—
 
や
 オ
セ
ロ
な
 
ど
 

の
 ほ
う
が
い
い
 
と
ほ
か
の
 
友
 だ
ち
 
は
い
っ
 

て
い
る
 
が
、
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 
も
 お
も
し
ろ
い
 

な
〜
 
と
 思
つ
 
た
。
 

鳥
 取
 i
 
伯
 郡
 
石
 田
 昇
 
一( 12 歳

)
 

©みん なで ワイ ワイしながら ゲ 
—
ム
 
f
 
る
の
 
っ
て
 架
し
 
い
ん
だ
 

よ
ね
。
 
友
 だ
ち
 
の
 涎
 1-: 会

が
、
 
あ
っ
と
い
 

う
 問
 に
 ゲ
ー
ム
 
人
 八
 •ム に

 ,!, • 変
わ
り
し
た
 

っ 

て
い
う
 
の
 も
 お
か
 
U
 
い
ね
。
.
 

)] ： »/ の
 デ
 

—
ム
ハ
 

I 
テ
ィ
の
 

が
 役
立
っ
 
た
ん
じ
 

や
な
い
 か
な
。
 
W- •

ク
ン
は
、
 

ゲ
—
ム
 が
 

奸
き
 
そ
う
だ
か
ら
、
 

ソ
フ
ト
 
イ
ン
フ
ォ
 
メ 

—
シ
 
ョ
ン
 
や
 レ
ビ
 
ユ
ー
を
 
衣
 多
 ノ に

し
て
 
ね
。
 

そ
こ
で
 
ひ
と
つ
 
ア
ド
バ
イ
ス
。
 
ゲ
—
ム
 

の
 h
 
達
 法
は
，
 な
ん
と
い
 

っ
て
^
^
 ^
 あ
 

る
の
 
み
。
 
ド
 

' 
-T- な

 友
 だ
ち
 と
 遊
ぶ
 
よ
リ
も
 

L
 
手
な
 
人
を
 
つ
か
ま
え
て
 
争
っ
た
 
ほ
う
が
 

絶
対
に
 
§
#
 

v- い
よ
。
 

ポ
ク
は
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
組
み
合
わ
せ
て
 

お
も
し
ろ
く
 
す
る
 
の
が
 
大
好
き
で
す
。
 

だ
 

か
ら
 
2 月

 号
の
 
ジ
ャ
ン
 
ケ
ン
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

や
さ
い
 
こ
ろ
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
よ
う
な
、
 

シ
 

ョ
—
ト
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
と
っ
て
も
 
気
に
入
 

つ
て
い
 
ま
す
。
 
こ
れ
か
ら
 
も
 楽
し
い
 
プ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
、
 
た
く
さ
ん
 
載
せ
て
 
下
さ
い
。
 

静
岡
県
 
沼
 津
市
田
 
中
英
樹
 
(
 13 歳

)
 

Q
 

フ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
組
み
 
八：： わ

せ
る
な
 

ん
て
楽
 
し
そ
う
 
だ
ね
。
 
さ
い
こ
ろ
 

の：：：： 
が
"
 

グ
|
\
 

チ
ョ
 

キ
\
バ
 

I, 
な
ん
 

て
 出
て
 
く
る
の
 
か
な
。
^
 
H
 ク
ン
 
も
 お
も
 

し
ろ
い
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
が
 
で
き
た
ら
、
 

編
 si 

部
 宛
に
 
送
っ
 
て
ね
。
 
で
も
尤
 
：
き
の
 
リ
ス
 

卜
な
ん
 
か
じ
ゃ
 
ダ
メ
だ
 
ゾ
 /
 

必
ず
 
テ
 ー 

ブ
に
 
セ
—
 
ブ
 し
て
、
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
の
 
説
明
 

も
つ
 
け
て
 
送
っ
て
 
ね
。
 

あ
る
 
日、 

マ
イ
コ
ン
を
 
使
っ
 
て
い
た
ら
 

大
人
た
ち
 
が
 こ
ん
な
 
も
の
で
 
何
が
 
で
き
る
 

ん
 だ
と
い
 
っ
て
き
 
た
。
 
こ
の
 
言
葉
は
 
ひ
じ
 

ょ
う
に
 
腹
が
 
た
っ
た
。
 
大
人
た
ち
 
は
、
 

マ
 

イ
コ
ン
は
 
ゲ
—
ム
 
の
で
き
 
る
た
 
だ
の
 
箱
 だ
 

と
か
い
つ
 
て
い
る
。
 

ポ
ク
の
 
通
っ
 
て
い
る
 
エ
_
 
校
に
は
、
 

合
計
 
10 台

の
 
マ
イ
コ
ン
が
 
あ
る
が
'
 
 
こ
れ
 

を
 何
に
 
使
っ
 
て
い
る
 
の
か
 
大
人
た
ち
 
に
教
 

ぇ
て
 
や
り
た
い
 
気
分
 
だ
。
 

千
 

旭
市
 

川
上
 
滋
之
 
(
 16 歳

)
 

マ
イ
コ
ン
は
 
ゲ
ー
ム
 
機
 だ
っ
て
い
 

一
^
う
 

人
が
 多
 い
ん
だ
け
 

ど、 し
っ
か
 

リ と：：； 的
を
 
持
つ
 
て
購
 
人
し
た
ら
、
 

そ
ん
 

ハ
 ̂
 姑
 兄
は
な
く
な
る
 
と
 思
い
ま
す
。
 

ゲ
 I 

ム
 を
し
た
く
て
 
入
 

- 
T- し

た
の
 
な
ら
 

そ
れ
で
 
良
 
い
と
 

rrl やっ
し
、
 
A
 分
で
 
ブ
ロ
 
グ
 

ラ
ミ
ン
グ
す
 
る
の
 
な
ら
 

一 ̂-: け
ん
 
命
'
 
 ブ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
の
 
お
 勉
強
を
 
す
る
 
の
 も
い
 
い
し
 

ね
。
 
マ
イ
コ
ン
に
 
賴
 
っ
て
い
 
る
 だ
け
 
じ
 
ゃ、 

決
し
て
 
良
い
^
^
に
は
 
な
ら
な
い
で
 
す
よ
。
 

つ、 
つ
い
に
 
や
り
ま
し
た
。
 
H
X
 

丨 10 
D
 
を
 
弟
と
 
父
と
 
私
と
、
 

1
1
1
 人
で
 
購
入
し
 
ま
 

し
た
。
 
早
速
 
創
刊
号
の
 
ス
ネ
ー
 
ク
 ゲ
—
ム
 

を
 入
力
し
 
ま
し
た
が
、
 
バ
グ
が
 
い
る
 
わ
い
 

る わ
、
 虫
と
 
り
に
、
 
合
計
し
て
 
2 時

間
 
ぐ
ら
 

い
か
 
か
つ
て
し
 
ま
い
ま
し
た
。
 

あ
れ
 
だ
け
 

苦
労
し
た
 
の
に
 
P
L
A
 
Y
 し
て
い
る
 
の
は
 

も
っ
ぱ
ら
 
弟
 …
…
 
。
ど
う
し
た
 
も
の
で
 
し
 

よ
う
 0 

惠
眾
都
 
八
 玉
子
 
市
 
吉
井
春
 
江
 (
 16 歳

)
 

初
め
て
 
触
れ
た
 
コ
ン
 
ヒ
ュ
 
—
夕
は
 

ど
う
だ
っ
た
？
 

思
い
通
り
に
 
a
 

い
て
 
く
れ
た
 
か
な
。
 

2 時
 問
で
 
虫
と
 
リ
 {
 /U 

广
 と
は
 
vr 派

。
 
才
へ
レ
 
I 
夕
 と
し
て
の
 
^
 

打
 が
 あ
る
か
 
も
ね
。
 

八
 人 M
 フ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 

打
ち
込
む
 
と
き
は
、
 

^
 と
 組
ん
で
 
•
.
人
で
 

や
っ
て
 
ご
ら
ん
。
 
交
 R
 で
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 

説
み
 
あ
げ
れ
ば
、
 
人
^
 
S
 IHI も

グ
 
—
ン
と
 

減
少
。
 

•
度
 お
試
し
 あ
れ
。
 
僕
は
 
「
ス
—
 パ
—
 
ド
 リ
ン
カ
—
」
 

の
 全
 

て
の
 
面
を
 
ク
リ
ア
し
 
た
の
で
 
報
告
し
 
ま
 

す
。
 
バ
タ
—
 
ン
は
 
家
の
 
形
か
ら
 
は
じ
ま
っ
 

て
 電
話
、
 
恐
竜
、
 
巾
 雲
、
 
ひ
ょ
ぅ
た
ん
 

ね
こ
、
 
ヨ
ッ
ト
、
 

ベ
ル
、
 
木
、
 
カ
 
ニ、 

ゾ
 

ゥ
 、
リ
ン
ゴ
、
 

つ
り
が
ね
、
 
自
転
車
'
 
 
ァ
 

ヒ
ル
、
 
飛
行
機
、
 

コ
—
ヒ
 
I 
カ
ッ
プ
、
 

U
 

F
O
、
 

車
、
 
か
た
つ
む
り
と
 
全
部
で
 
二
〇
 

面
あ
り
ま
す
。
 

コ
—
ヒ
 
—
カ
ッ
プ
ま
で
は
 

簡
単
に
 
行
け
ま
す
 
が
、
 
そ
こ
か
ら
 
先
は
 
よ
 

ほ
ど
 
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
 
く
や
ら
な
い
 
と
ダ
メ
 

で
す
。
 
二
〇
面
 
ク
リ
ア
す
 
る
と
、
 
元
の
 
パ
 

夕
—
ン
 
に
 戻
り
 
ス
ピ
—
 
ド
が
 
早
く
な
 
り
 ま
 

す
。
 
ち
な
み
に
 
僕
の
 
墨
 咼
 点
は
 

| 七
三
'
 

二
〇
〇
 
点
で
す
。
 
編
集
部
の
 
人
 も
 ガ
ン
バ
 

ッ
テ
 
下
さ
い
ね
/
 

名
 古
 屋
市
瑞
 
穂
 区
 
匿
名
 
希
望
 
(
 18 歳

)
 

Q
 

あ
っ
、
 
や
っ
だ
 
あ
—
。
 
ぇ
 ば
っ
て
 

る
で
 
し
ょ
？
 

- し：：、 
二
 〇
 〇
 

点
ぐ
 
ら
い
 

,, 
1*, た

か
ら
っ
 
て
 何
 だ
。
 
「
コ
ー
 

ヒ
—
カ
 
ッ
プ
 ま
で
は
^
^
に
 
行
け
ま
す
」
 

と
い
ぅ
の
 
も
 ̂
 に
な
る
 
し、 

fc 刖
今
条
 ：： か

 

な
い
 
な
ん
て
 
も
っ
て
の
ほ
か
。
 

別
に
ね
、
 

恐
竜
さ
ん
 
の
 光
ま
で
 
い
っ
た
 
こ
と
が
な
い
 

か
ら
っ
て
、
 
ひ
が
ん
で
 
る
 わ
け
 
じ
 
や
な
い
 

も
ん
。
 
ふ
〜
 
ん
 、
か
た
つ
む
 
リ な

ん
て
 
大
 

き
ら
い
だ
 
も
ん
ね
。
 

パ
ソ
 
ビ
ア
—
 
Q
 を
 買
っ
 
た
け
 
ど、 

ド
 初
 

心
 者
な
 
の
で
、
 
あ
あ
〜
 
わ
か
ら
な
 
い
な
 
あ
。
 

先
日
'
 
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
—
 
つ
て
 
ど
れ
で
す
 

か
と
 
電
話
で
 
質
問
し
て
 
笑
ら
 
わ
れ
た
…
。
 

で
も
 
親
切
に
 
お
し
え
て
 
下
さ
つ
 
て
、
 
ど
 

う
 も
 あ
り
が
と
う
 
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

神
奈
川
県
 
大
和
 
市
 
最
上
 
幸
 子
 

23 歳
)
 

^ブ ログ ラムに 関する 問い 合わ 
せ
は
 
数
 あ
れ
 
ど、 

こ
の
 
ユ
 ニ
—
 
ク
 

な
 i
 
だ
け
は
 
し
っ
か
り
と
 
頭
に
 
焼
き
付
 

い
て
い
ま
す
。
 
ど
ぅ
や
つ
 
て
 フ
ロ
 
グ
ラ
ム
 

を
 打
ち
込
ん
だ
 
の
か
、
：
；
 
ま
だ
に
 
編
染
部
 

頭
 冬〕 悩

 ̂
 • せ
て
 
い
ま
す
。
 
や
は
 
リ
カ
 

1 
ソ
ル
 
キ
 ー 

で
ス
べ
 
I 
ス
を
空
 
け
た
の
で
 

す
か
？
—
 
で
す
。
 

ち
な
み
に
 
問
い
 
八
 n わ
せ
で
 
•
番
 多
い
 
の
 

が、** 111 egal  function  calls。 
こ
れ
は
 

D
 
 A
 
 T
 
 A
 
文
の
 
打
ち
 
問
 
違
い
が
'
 

• !
 • 
な
 
原
 
w
 

で
す
。
も
ぅ
；
度
リ
ス
ト
を
ょ
〜
く
 
£
 商
 

し
て
 
下
さ
い
。
 

い
ま
、
 
ぼ
く
は
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
持
つ
 
て
い
 

ま
せ
ん
。
 
ど
う
に
か
し
て
、
 

父
に
 
バ
ソ
コ
 

ン
を
 
買
わ
せ
る
 
方
法
は
 
な
い
で
 
し
よ
う
 
か
。
 

宮
 i
i
l
H
 呂
 崎
市
植
 
地
卓
郎
 
(
 12 歳

)
 

分
で
、
 
お
こ
ず
 
か
い
を
 
貯
め
て
 

n
 
ぅ
の
が
 
•
岙
 
い
い
ん
だ
 
け
ど
、
 

お
こ
ず
 
か
い
の
 
) ii リ

な
 
い
 人
は
、
 
や
は
 
リ 

お
父
さ
ん
を
 
説
む
 
す
る
 
し
か
 
あ
リ
 
ま
せ
ん
。
 

そ
の
 
場
 八：；、：：：： 的

 (
た
と
え
ば
、
 
べ
ー
シ
 

ッ
ク
の
 
勉
強
、
 
お
^
 
I
 き、 

ミ
ユ
 
ー
ジ
ッ
 

ク
 、
ゲ
 
—
ム
な
 
ど
)
 を
は
つ
 
き
リ
 
さ
せ
て
 

叹
士
 01: 1^- に

 lr つ
て
 
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
 
も
ら
 

い、 
ち
 
や
〜
 
ん
と
ド
 
調
べ
を
 
す
る
 
こ
と
が
 

人
 切
で
す
。
 
M
 の
 カ
タ
ー
 
ィ
 
お
父
さ
ん
に
 

は、 
M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
利
 占
 

明
し
 
ま
 

し
ょ
、
 
っ
。
 
ソ
フ
ト
の
 
瓦
 
換
 
性
、
—
 
格
、
 

多
数
の
 
ソ
フ
ト
が
 
出
て
 
い
^
 -
 

1^ょ ど
で
 

す
。
 
あ
と
は
、
 

並
 段
の
 
キ
ミ
の
 
■
咬
が
 
欺
 

要
な
 
ボ
ィ
 
ン
ト
 
に
な
り
ま
す
。
 



♦アク ティ ビジョンの ワッペン 0  50 名 さま。 

米で 流行って いる アク ティ ビジョンの ソフ トの 高 

得点 者に 送られる、 名誉 ある ワッペン。 米 CES 

取材 時の おみやげで〜 す。 

今月の プレ ゼン ト で〜 す 

會 MS  X  BAS  I  C 演習 （日本 マイコン 学院) 

初級、 中級、 上級を I 組で 10 名 さま 3 
會ァ スキーシール （  2 枚 1 組) 50 名 さま 0 

4 月の スケジュール 

拳 SU
N  - ィ

ブ リル フ-
ル 

Z  MON 

3  TUE 

4  WED 

5  THU 

6  FRI 

7  SAT 

8  SUN 

9  MON 

IOtue  i 
‘ ソフト ビア’ 84 東京 サンシャイン 

|  |  WED 

12  THU 

13  FRI  , r 

14  SAT 

f5  SUN 

16  MON 

1  7  TUE  ̂ 
k  0  A ショー 関西’ 84  大阪 マー チャンダ イズ 

マ ー ト 

18  WED 
発明の 日 

I9THU ， r 

20  FRI 

Z  1  SAT 
ll  SUN 

23  MON 
J EM モデル ショー 大阪 国際見本市 会館 

24  TUE  ̂ 
k  Computer  Graphics  Tokyo  :84 東京 流通 センター 

25  WED 
26  THU 
27  FRI ， r 

28  SAT 
サンフランシスコ 講和 記念日 

?9  SUN 
< 天皇誕生日 

30  MON 

峰
よ
 
い
 子
の
 
歌
謡
曲
 
(
冬
 蓉
 
) 10 名

 さ
ま
。
 

近
年
'
 
 ア
イ
ド
ル
 
歌
手
の
 
移
り
変
わ
り
に
は
 著
し
い
 
も
の
 

が
 あ
る
。
 
昔
な
 
つ
か
し
い
 
ア
イ
ド
ル
か
ら
、
 

今
 話
題
の
 
ア
 

イ
ド
 
ル
ま
で
 
一
冊
に
 
ま
と
め
て
 
あ
る
 
ユ
 ニ
ー
 
ク
な
 
本
。
 

プ
レ
 
ゼ
ン
 
ト
 

応
募
の
 
あ
て
 
先
 

〒
 170 惠

眾
都
 
港
 区
 南
 青
山
 
五
—
 
ニ
ー
 
五
 

住
友
 
南
 青
山
 
ビ
ル
㈱
 
ア
 ス
キ
|
 

「
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 

」 プ
レ
ゼ
ン
ト
 

係
 

(
官
製
 
ハ
ガ
キ
 
に
、
 
ご
 希
望
の
 
品
名
、
 
住
 

所
、
 
氏
名
、
 
年
齢
を
 明
記
の
 上
 お
送
り
く
 

だ
さ
い
。
 

ア
ン
 
ケ
—
ト
 
ハ
ガ
キ
 
で
は
 

で
き
ま
せ
ん
)
 

〆
 
切
は
 
毎
月
 
2
0
 日
、
 
発
表
は
 
発
送
を
 
も
つ
 

て
 か
え
さ
せ
て
 
い
た
だ
き
ま
す
。
 

の
が
 

M
S
X
"
 

も
 

選
ば
れ
る
 

に
ア
ス
 

「MSX 統 I 規格」 は、 •読者 も ご 承 

知のと 

おリ 

'さまざまな 

経路を 

歩ん 

できました 

が、 

このほど 

「日経 

•年 

間 
優秀 

製品 

賞」 

に 
選ばれ、 

その 

表彰 

式が 

二月 

六日に 

行われました。 会
場
は
、
 

惠
眾
 

•
虎
ノ
門
に
 

あ
る
 

ホ
 

テ
 

ル
オ
—
 

ク
ラ
で
、
 

当
社
 

ア
 

ス
キ
—
 

か
ら
は
 

代
表
取
締
役
 

で
あ
る
 

郡
 

司
 

明
郎
が
 

出
席
し
 

そ
の
 

_
 

を
 

受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
 

賞
は
、
 

日
本
 

経
_
 

聞
 

社
が
 

主
催
 

し、
 

毎
年
 

I
 

回
、
 

と
く
に
 

優
れ
た
 

新
製
品
 

を
 

顕
彰
す
 

る
 

も
の
で
、
 

今
回
は
 

最
 

優
秀
 

賞
 

I
 

六
 

点
、
 

優
秀
 

賞
 

三
 

六
 

点
が
 

選
出
さ
れ
 

ま
 

し
た
。
 

年
間
に
 

出
さ
れ
る
 

数
多
く
の
 

新
製
品
の
 

中
か
ら
 

M
S
X
 

が
 

選
ば
れ
た
 

と
い
う
 

こ
と
 

は
、
 

当
社
 

だ
け
で
は
 

な
く
 

パ
ソ
コ
ン
 

業
界
 

の
—
 

つ
の
 

ス
テ
ッ
プ
 

と
も
い
 

え
、
 

今
後
 

M
 

S
X
 

が
 

発
展
す
 

る
た
 

め
に
 

も
 

重
要
な
 

評
価
 

と
な
る
 

で
し
ょ
、
 

っ。
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MSX スクール 開校 

オムロン マイコンべー ス では、 M 

S  X をより 良く 知っても らうた めに 

下記の 要領で M  S  X スクールを 開校 

する。 コンピュータと 友 だち になり 

たい ボーイ ズ & ガール ズは大 集合 だ。 

EVENT 

•開校 日時  問い合わせ先 03 — 535 — 3381  (代） 
3 ノ  17(  土) 3/18(0) 3/24(  土） 3  25(0) 3/31  (土） 4 /  1  (0) 4/7  (±) 4/8(0) 

親子 M  S  X 教室 
10:30-12:00 
13：30~15：00 
15:30  —  17:00 

10:30 〜 12:00 
13:30-15:00 
15:30 〜 17:00 

10:30 〜 12:00 

13:30 〜 15:00 
15:30 — 17:00 

10:30 〜 12:00 

13:30 〜 15:00 
15:30-17:00 

M  S  X  -  BASIC  教室 17:00—19:00 17：00~19：00 

MS  X 活用 教室 14：00~16：00 14:00 〜 16 :〇〇 14:00—16:00 14:00 〜 16:00 

ま
た
、
 

ミ 
ハ
ソ
 

コ
ン
メ
 

イ
ト
々
 

の
 

入
会
 

も
 

受
け
付
け
て
 

い
ま
す
。
 

▼
ニ
ノ
 
ミ
ヤ
 
厶
 セ
ン
 

大
阪
市
 
浪
速
 
区
 日
本
 
橋
 4  — 

11 —  4 

0
6
 

へ
 6
4
3
)
 
 
2
0
3
—
 

M
S
X
 

入
学
 
進
学
 
フ
ェ
ア
 

▼
エ
イ
コ
ー
 
高
 松
 店
 

他
、
 
各
 パ
ソ
コ
ン
 取
扱
 店
 68 店

 

▼
 
 3
 
月
 
2
0
 日
〜
 
4
 
月
 
1
0
 日
 

▼
現
在
 
発
売
さ
れ
 
て
い
る
 

M  s  X 
マ
シ
ン
 

が
 全
 機
種
 
展
示
さ
れ
 
る
の
で
、
 
ど
れ
を
 

買
お
ぅ
 
か
 迷
つ
 
て
い
る
 
キ
ミ
は
'
 
 
ぜ
ひ
 

足
を
 
運
ん
で
 
ほ
し
い
。
 
月
々
 
2
0
0
0
 

円
か
ら
の
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
 
も
 O
K
 
だ
か
ら
 

お
 小
遣
い
で
 
も
 買
え
ち
 
や
ぅ
 ゾ
！
 
 
M
 

S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 

i
l
j
：
#
 す
る
と
、
 
特
別
 

割
引
し
て
 
く
れ
る
 
か
ら
 
ウ
レ
 
シ
 イ
ネ
。
 

▼
エ
イ
コ
—
 

高
 松
 市
 丸
 亀
 町
 2
—
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担
当
一
森
 
藤
 

高
 知
 店
 
 
0
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(
 23 )

 
 2
2
3
—
 

担
当
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飯
 沼
 

千
^
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0
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7
5
—
 
担
当
—
 
管
 野
 

▼
 
 J
 
 &
 
 P
 
 
•
ジ
ョ
 
I
 
シ
ン
 
全
店
 

▼
 
 3
 
月
 
1
7
 日
 
〜
 
4
 
月
 
I
 
日
 

▼
フ
ェ
ア
 
開
催
中
に
 
マ
シ
ン
を
 
購
入
す
 
る
 

と
、
 
寸
&
卩
特
選
の
：
2
$
>
<
ソ
フ
ト
テ
 

—
 
^
プ
 3
 
本
が
 
も
ら
え
る
 
ゾ
 
！
 

ア
 
フ
タ
 

I
 
ケ
ア
 
も
 
万
全
で
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
 

長
〜
 
い
お
 
付
き
合
い
 
を
し
た
い
 
キ
ミ
に
 

•
お
ス
 

ス
メ
 

だ
。
 

カ
タ
ロ
グ
で
 

あ
れ
こ
れ
 

思
い
悩
ま
ず
に
、
 

こ
の
 

機
会
に
 

ぜ
ひ
 

I
 

度
、
 

シ
ョ
ッ
プ
に
 

出
向
い
て
 

キ
ミ
の
 

手
 

で
 

マ
シ
ン
に
 

触
れ
て
 

み
よ
う
。
 

▼  J
&
P
I
 
本
部
 

0
6
(
6
4
 
 
4
)
 
 5
5
5
0
 

M
S
X
 
祭
り
 

▼
オ
ム
ロ
ン
 
マ
イ
コ
 

•> ベ
—
 
ス
 I
F
 

(
地
下
鉄
 
京
 橋
 駅
 下
車
)
 

▼
 
 3
 
月
 
2
2
 日
〜
 
4
 
月
 
1
6
 日
 

▼
す
べ
て
の
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
 
お
よ
び
 
ソ
フ
 

卜
を
 
展
示
。
 
人
気
 
ソ
フ
ト
の
 
デ
モ
 
も
 あ
 

る
か
ら
、
 
自
分
で
 
触
れ
て
 
楽
し
め
る
/
 

ま
た
 
ユ
—
 
ザ
—
 
の
 
提
案
に
 
よ
る
 
M
S
X
 

の
オ
 
モ
シ
 
ロ
イ
 
活
用
 
法
 や
、
 
各
種
 
コ
ン
 M
 S
 X
 バ
 v
 n  ン

 

入
学
 進
学
 
フ
ェ
ア
 

►
マ
ィ
コ
ン
 
ラ
ン
ド
 
西
宮
 

(
西
宮
 駅
 下
車
)
 

▼
 
 3
 
月
 
2
0
 日
〜
 
4
 
月
 
1
0
 日
 

▼
フ
エ
 
ア
期
 
間
中
に
 
マ
シ
ン
を
 
購
入
す
 
る
 

と、 
キ
ミ
の
 
好
き
な
 
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 

ツ
ジ
が
 
2 本

、
 
タ
ダ
 
で
も
ら
 
え
る
 
ゾ
！
 

そ
の
上
 
M
s
x
—
B
 
A
s
—
 
C 

ス
 ク
ー
 

ル
の
 
無
料
 
受
講
 
券
ま
で
 
付
い
て
、
 
 
コ
ン
 

ピ
ュ
—
 
夕
に
 
触
れ
る
 
の
が
 
初
め
て
で
 
も
 

大
安
 
心
 だ
ね
。
 

ま
た
、
 
マ
シ
ン
を
 
購
入
 

し
た
人
|
 

50 名
様
に
限
つ
て
、
2
5
 

X
 
マ
ガ
ジ
ン
 

4
 
月
 
号
を
 
持
参
す
 
る
と
、
 

5  acajr が
 も
ら
え
る
 
と
い
、
 つ 特

典
ま
で
 

付
い
て
い
る
。
 

▼
ミ
ド
リ
 
電
化
 

西
宮
市
 
両
替
 
町
 7
1
 
17 

0
7
9
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(
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8
 
丨
〇
 

担
当
—
 
松
 井
 

春
の
 
M
S
X
 

ソ
フ
ト
 
祭
 〇
 

▼
中
 
川
 無
線
 
日
本
 橋
 店
 

(
地
下
 響
 
奏
須
町
 
駅
 下
車
)
 

他
、
 
各
 中
 川
 無
線
 
マ
ィ
コ
ン
 
フ
ロ
ア
 
29 

店 

▼
 
 3
 
月
 
2
0
 日
〜
 
4
 
月
 
1
0
 日
 

▼
寄
つ
 
て
ら
つ
 
し
や
い
'
 
 
見
 て
ら
つ
 
し
や
 

い。 
古
<
黃
 
西
の
 
M
S
X
 
ソ
フ
ト
が
 
大
 

集
合
 
だ
。
 
キ
ミ
の
 
欲
し
い
 
ソ
フ
ト
 
も
必
 

テ
ス
 
ト も

 開
催
さ
れ
 
る
か
ら
、
 
ゥ
デ
自
 

t
s
 の
 キ
ミ
は
 
ド
ン
ド
ン
#
^
 
し
て
 
く
れ
。
 

▼
オ
ム
ロ
ン
 
マ
イ
コ
ン
べ
—
 
ス
 

惠
乐
都
^
^
^
区
銀
座
 
-
 

8 

0
3
 

へ
 5
3
5
1
3
3
8
 

丨
 

ホ
 I ム

 n ン
ピ
ユ
 
ー タ

 

M
 S
X
 
大
 集
合
 

▼
東
 
急
 百
貨
店
 
渋
 谷
-
^
 57  F 

(
渋
 谷
 駅
 下
車
)
 

▼
 
 3
 
月
 
2
3
 日
〜
 
2
8
 日
 

▼
互
換
性
を
 
持
た
せ
て
 
登
場
し
た
 

M  s  X 

ら
ず
 
見
つ
か
る
 
ゾ
 /
 

▼
中
 
川
 無
線
 

大
阪
市
 
浪
速
 
区
 日
本
 橋
 5
—
 
13 !

 

0
6
 
(
6
4
 
I  -

6
2
2
 

I 

担
当
—
 
太
 田
 

春
の
 
バ
ソ
コ
 
ン
 

B
I
G
 
フ
ェ
ア
 

▼
せ
い
で
ん
 
三
 宮
^
 
S
6
F
 
催
事
場
 

(
三
 宮
駅
 
下
車
)
 

▼
 
 3
 
月
 
9
 
日
〜
 
1
3
 日
 

▼
塾
 
目
と
 
遊
び
の
 

て
で
、
 
コ
ン
ビ
 

ュ
—
 
夕
の
 
活
用
 
法
を
 
大
研
^
 
■  M

S
X
 

か
ら
 
16 ビ

ッ
ト
 
機
ま
で
'
 
 
レ
ベ
ル
に
 
応
 

じ
た
 
お
勸
め
 
セ
ツ
 
ト
も
 
用
意
し
て
、
 

キ
 

ミ
の
 
二
—
 
ズ
に
 
も
ピ
ツ
 
タ
リ
と
 
答
え
て
 

く
れ
る
。
 
希
 着
に
は
 
予
約
制
で
 
縝
 

と
 子
の
 
パ
ソ
コ
ン
 
教
室
"
 

も
 開
催
 
予
 考
 

▼  ±J  い
で
ん
 
 
C  •  S

P
A
C
E
 

神
 戸
 |
0
^
<
区
三
 
宮
町
 
1
 
5
1
8
 

0
7
8
(
3
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丨 

7  I 

春
の
 
M
S
X
 

ソ
フ
ト
 
祭
り
 

▼
ニ
ノ
 
ミ
ヤ
 
ム
 セ
ン
-
一
^
 

(
地
下
 馨
奏
須
 
町
 駅
 下
車
)
 

他
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

取
扱
 

店
 

13
 

店
 

▼
 
 3
 
月
 
2
4
 日
〜
 
4
 
月
 
8
 
日
 

▼
ソ
フ
ト
 
お
 買
 上
げ
の
 
方
に
、
 
ゾ
ウ
の
 
マ
 

I
 
ク
^
^
め
 
る
と
 
ニ
ノ
 
ミ
ヤ
 
厶
 
セ
ン
 
特
 

選
の
 
お
楽
し
み
 
商
品
が
 
も
ら
え
る
"
 
ソ
 

フ
ト
 
フ
レ
ン
ド
リ
—
 
力
—
 
ド
々
 
を
 進
呈
。
 

マ
シ
ン
。
 
で
も
 
各
メ
 
 — 

力
—
 
独
自
の
 
機
 

能
が
 
あ
る
 
こ
と
 
も
 W
I
T
 
そ
の
 
辺
の
 
違
 

い
を
、
 

全
メ
 
 ー 

カ
 ー 

の
 マ
シ
ン
を
 
集
め
 

て
'
 
 ド
〜
 
ン
と
 
紹
介
し
て
 
く
れ
る
。
 
従
 

来
の
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
の
 使
用
法
 
だ
け
で
 

な
く
、
 
何
か
オ
 
モ
シ
 
ロ
ィ
 
使
い
方
は
 
な
 

い
か
な
〜
 
な
ん
て
 
思
つ
 
て
い
る
 
キ
ミ
に
 

絶
対
の
 
ォ
ス
 
ス
メ
 
だ
。
 

▼
株
式
会
社
 
東
 急
 ィ
ン
フ
ォ
 
メ
—
シ
 
ョ
ン
 

シ
ス
テ
ム
ズ
 

i
 
足
 都
 
渋
 
谷
 
区
 
道
玄
坂
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•サン ヨー ライ ト ペン 付 MS  X マ 

シン， W  A  V  Y  KT で 描いた 作 pano 

MESSAGE 
MSX ユーザー 必見 ノ メッセージ ボード 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

ア
—
 

ト
コ
—
 

ス
 

—
 

ラ
イ
 

ト 
ペ
ン
 

お
よ
び
 

ラ
イ
 

ト 
ペ
ン
 

ソ
フ
ト
の
 豊
富
な
 

機
能
を
 

生
か
し
、
 

ニ
 

ユ
—
ア
 

I 

卜
と
 

し
て
の
 

新
鮮
な
 

息
吹
き
が
 

感
じ
ら
 

れ
る
 
作
品
。
 

ラ
イ
 

ト 
ペ
ン
 

お
え
 

か
き
 

コ
—
ス
 

—
—
 

ラ
 

イ
ト
 ペ
ン
の
 自
由
な
 タ
ツ
 チ
を
 生
か
し
、
 

•
の
び
の
び
 

と
し
た
 

表
現
力
が
 

感
じ
ら
れ
 

る
 作
品
。
 

•
貧
 

品
 

サ
ン
 

m
l
n
 

フ
イ
 

ト
 

ペ
ン
 

ア
—
ト
 

コ
ン
テ
ス
ト
」
 

^
i
s
.
/
 

サ
ン
 

ョ
—
の
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

付
 

M
S
X
 

マ
 

シ
ン
の
 

ユ
—
 

ザ
ー
 

に
は
 

耳
よ
り
 

な
お
 

話
。
 

毎
日
、
 

お
讓
 

き
に
 

専
念
は
 

し
て
い
る
 

も
の
の
、
 

自
信
の
 

作
品
を
 

誰
に
 

も
 

見
せ
な
 

い
で
 

終
わ
つ
 

て
し
 

ま
つ
て
 

は
、
 

も
つ
 

た
い
 

な
い
。
 

i
 

工
夫
を
 

凝
ら
し
た
 

傑
作
を
 

世
 

に
 

送
り
出
し
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

ア
—
 

卜
の
 

輪
を
 

広
け
 

よ
う
と
い
 

う
お
 

i
 

き
 

大
好
き
 

人
間
 

に
は
'
 
 

ぜ
ひ
 

f
 

し
て
も
 

ら
い
た
い
 

コ
ン
 

テ
ス
 

ト
が
 

開
催
さ
れ
 

て
い
る
。
 

以
下
、
 

そ
 

の
 

内
容
を
 

紹
介
し
 

よ
う
。
 

•
対
象
 

「
W
A
V
Y
」
 

購
入
者
と
 

そ
の
 

家
 

族
'
 
 

友
人
。
 

容
 

W
A
V
Y
 

の
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

機
能
を
 

使
っ
て
 

描
い
た
 

作
品
。
 •
 

部
門
 

「
ラ
イ
 

ト 
ペ
ン
 

ア
—
 

ト
コ
—
 

ス
」
 

は
 

以
上
、
 

「
ラ
イ
ト
ペ
ン
 

お
え
 

か
き
 

コ
—
ス
 

」 
は
 

小
学
 

六
^
 

H
H
 

以
 

下
の
 

二
部
 

門
。
 

•
 

準
 

グ
ラ
ン
プ
リ
 

賞
 

一
 

^
 

部
門
 
 

I
f
 

つ
に
、
 

M
S
X
 

ソ
フ
ト
 

5 
巻
。
 

優
秀
 
賞
 一
 
各
 
部
門
 
三
 f
 
つ
に
、
 

M
 

S
X
 
ソ
フ
ト
 
3
 
巻
。
 

特
別
 
賞
 _
 
^
 部
門
 
五
 f
 
つ
に
、
 

M
 

S
X
 
ソ
フ
ト
—
 
巻
。
 

法 

ラ
ィ
 

ト 
ペ
ン
で
 

描
い
た
 

絵
 

を 
カ 

セツ
 

ト 
テ
—
 

プ
に
 

セ
—
 

ブ
 

して
、 

住}
 

T
 

氏名
、 

年齢
、 

職
業
 

(学
年)
、 

電
話
番
号
を
 

明
記
の
ぅ
 

え 
郵送
。 

#1
^1
1 

期
間
 

昭
和
 

59
 

年
 

3 
月—
 

日
か
ら
 

5 
月 

31
 

日 
(当
日 

消
印
 

慕
)
。
 

〒
 

57
0 

大
阪
府
 

守
 

口 
市
 

大
日
 

東
 

町
 

I 〇
〇
 

番
 

三
洋
 

電
機
 

株
式
会
社
 

営
業
 

本
部
 

p 
A 

企
画
 

部
 

ラ
ィ
 

ト 
ペ
ン
 

ア
—
ト
 

コ
ン
テ
ス
ト
 

係
 

(
i
 

作
品
の
 

著
作
権
は
、
 

三
洋
 

電
機
 

に
 

f
 

し'
  

誌
上
 

発
表
 

以
外
に
 

作
品
を
 

使
用
す
 

る
 

際
は
'
 
 

11
1 

洋
 

電
機
 

規
定
の
 

印
 

税
を
 

支
払
い
ま
す
。
 

な
お
 

し
た
 

テ
 

—
プ
は
 

返
却
し
 

ま
せ
ん
。
)
 

日
立
 パ
 ソ
 n
 ン
ラ
ン
 
K
 

三
月
の
 
ス
 ケ
ジ
ユ
 
I ル

 

♦ 
 

3 
月 

II
 

日 
(日
 

, 
H
—
 

♦で
 

テ
ニ
ス
 

ト
—
 

ナ
メ
ン
 

ト。
 

13
 

時
 

30
 

分
〜
 

15
 

時。
 

♦
3
 
月
 13 日

 (
火
 

. H
J
 
セ
ミ
ナ
—
 
開
催
。
 

12 時
 15 分  1 12 時

 55 分。 

♦
3
 
月
 15 日

 (木)" H
I
*
 
セ
ミ
ナ
ー
 
開
催
。
 

12 時
 15 分

〜
 12 時

 55 分。 

♦
 

3 
月
 

25
 

日 
(
日
 

, 
H
J
 

の
 

ゲ
—
ム
 

で
 

遊
 

ぼ
ぅ
。
.
 

♦
3
 
月
 2
5
 日
〜
 
3
1
 日
ま
で
は
、
 
春
休
み
 
特
 

別
 週
間
と
 
し
て
 
親
子
 
ロ
ゴ
 
教
室
 
や
 H
—
 

大
 研
究
 
教
室
が
 

あ
る
。
 

時
間
は
 

毎
日
 
12 

時〜 15 時。 ふるつて#^ 
しよ、 つ。 

問
い
合
わ
せ
先
 

T
E
L
 

〇
 

三
—
 

五
六
 

ニ
ー
 

|
 

三
 

四
〇
 

ス
タ
ッ
 

フ
 S
 

ガ
 ジ
ン
で
は
、
 

グ
ラ
マ
な
 

ど
の
 

M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 

編
集
、
 
編
集
 

i
、
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
 

な
ど
の
 

ア
ル
バ
イ
ト
 

を
 募
集
し
て
 
お
り
ま
す
。
 

ご
 

希
望
の
 

方
は
、
 

屜
歴
害
 

(P
IH
C 

添
付
 

の
こ
と
)
 

を
 

同
封
の
 

上
、
 

編
集
部
ま
で
 

お
 

送
り
く
 

だ
さ
い
。
 

わ
れ
 
こ
そ
は
 
と
 思
ぅ
 
方
、
 
ビ
シ
 
バ
シ
ご
 

i
 
 
く
だ
さ
、
 
い
ね
。
 

MS
X 

マシ
ンの
 

M
S
X
 

ユ
 

I
 

ザ
 

ー
 

か
ら
の
 

お
便
り
 

も
 

多
 

く
な
 

つ
て
き
 

ま
し
た
。
 

そ
こ
で
 

本
；
^
 

で
は
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
を
 

使
つ
 

た
感
於
 

、
あ
る
い
 

は
 

「
こ
ん
な
 

使
い
方
を
 

し
て
い
る
 

よ
」
 

て
 

な
 

具
合
い
に
、
 

原
稿
 

4
^
1
8
*
 

し
て
い
ま
す
。
 

採
用
 

者
に
は
、
 

小
社
 

規
定
の
 

原
 

i
 

を
 

差
し
上
げ
 

て
お
り
 

ま
す
の
で
 

ど
し
ど
し
 

お
 

寄
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

形
式
は
 

自
由
で
す
。
 
ブ
ロ
 

ク
ラ
ム
 

大
 

IW
K 

M
S
X
 

編
集
部
で
は
、
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

を
 

使
つ
 

た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

募
集
し
て
 

い
ま
 

す
。
 

投
稿
す
 

る
 

場
合
は
'
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

セ
—
 

ブ
 

し
た
 

カ
 

セ
ツ
 

ト
と
 

内
容
、
 

操
作
 

方
 

法
を
 

軎
 

い
た
 

原
稿
を
 

お
送
り
く
 

だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
 

ご
 

投
稿
い
た
 

だ
い
た
 

も
の
は
 

原
則
と
し
て
 

返
却
で
 

き
ま
せ
ん
 

の
で
、
 

必
 

要
な
 

場
合
は
 

コ
ピ
—
 

を
と
 

つ
て
 

お
い
て
く
 

だ
さ
い
。
 

採
用
 

分
に
は
、
 

小
社
 

規
定
の
 

原
 

_
 

を
 

差
し
上
げ
 

、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

販
 

売
を
 

行
、
 

r
#
 

に
は
 

印
税
を
 

お
支
払
い
 

し
ま
 

す
。
 

ま
た
、
 

他
者
の
 

著
作
権
の
 

侵
害
に
 

つ
 

な
が
る
 

も
の
、
 

他
社
 

•
誌
と
の
 

二
重
 

投
稿
 

は
 

固
く
 

お
断
り
し
 

ま
す
。
 蜜
の
 

あ
て
 

先
は
 

す
べ
て
 

こ
ち
ら
 

〒
 

10
7 

褢
眾
都
 

港
 

区
 

南
 

青
山
 

五
—
 

—
五
 

住
友
 

南
 

青
山
 

ど
 

ル
㈱
 

ア
 

ス
キ
—
 

「
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 

〇
 

〇
〇
〇
 

」 
係
 

(
お
た
よ
り
 

以
外
、
 

ア
ン
 

ケ
—
ト
 

ハ
ガ
キ
 

で
は
 

ご
 

で
き
ま
せ
ん
)
 ア
 

フ
タ
—
 

ケ
ア
 

2 月
 8 日

 発
売
の
 

M  s  X 
マ
ガ
ジ
ン
 
3 

月
月
の
 
内
容
 
お
よ
び
 
文
 

に
 誤
り
が
 
あ
 

り
ま
し
た
。
 
左
記
の
 
よ
ぅ
に
 
訂
正
い
た
 
し
 

ま
す
。
 

☆  P 32 …
…
 二 段
 目 18 行、

"
 II 行， は', 21 

行〃 
の 誤
り
で
す
。
 ☆ 

 
P 

I2
2 

.
 

三
段
目
 

「
も
ぐ
ら
た
 

た
き
 

キ
 

I
 
ボ
—
ド
 
練
習
」
 
の
 価
格
は
、
〃
 
三
、
 
〇
〇
 

〇
 円
，
 
の
 誤
り
で
す
。
 

以
上
、
 

心
か
ら
 

お
詫
び
い
た
 

し
ま
す
。
 



プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
組
ん
で
、
 
自
分
な
 

り
に
 
遊
ぶ
 
つ
て
い
 
う
の
 
も
 
パ
ソ
コ
ン
 

の
 利
用
 
方
法
 
だ
け
ど
、
 
せ
っ
か
く
 
作
 

っ
た
 
自
慢
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
 
世
間
の
 

人
に
 
ァ
ピ
 
ー 
ル
す
 
る
の
 
も
 悪
く
 
は
な
 

ぃ
ね
。
 

M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 

そ
ん
な
 

自
作
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
に
も
 
ス
ポ
ッ
ト
 

ラ
イ
 
ト
を
 
浴
び
せ
ょ
う
と
、
 
「
M
s
 
X 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

コ
ン
 テス
 ト
」
 を
 開
 

催
し
、
 
み
ん
な
の
 
力
作
を
 
募
集
す
 
る
 

こ
と
に
な
 
つ
た
の
で
 
す
。
 

楽
し
い
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
作
っ
 
て
、
 

賞
金
 
も
ら
っ
て
'
 
 
全
国
の
 
ユ
—
 
ザ
—
 

に
 遊
ん
で
 
も
ら
、
 
〇 —

—
 
な
ん
て
 
ス
ゴ
 

イ
 ょ
ね
。
 
ひ
と
り
 
じ
 
や
 心
細
い
 
と
い
 

う
 人は
、
 

グ
ル
—
 

プ
 でも
 

iSi# 
で
き
 

る
か
ら
、
 

友
 だ
ち
 を
 誘
っ
て
 が
ん
ば
 

つ
て
 
ほ
し
い
。
 

氺 

主
 
 
催
㈱
 
ァ
 
ス
キ
！
 
 
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 

囊
 
内
容
 

M
S
X
 
使
用
の
 
ゲ
—
ム
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 
未
発
表
 

の
 オ
リ
ジ
ナ
ル
 
作
品
に
 

限
る
。
 

募
集
 
期
間
、
 
応
募
 
方
法
、
 
賞
金
な
 
ど
 

コ
ン
 
テ
ス
 
ト
の
 
詳
し
い
 
内
容
は
、
 

4
 

月
 
8 
日
 発
売
の
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 

5 

月
 号
で
 
紹
介
す
 
る
 予
定
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

〒
 107 東

京
都
 
港
 区
 南
 青
山
 
5 

II —5 
住
友
 
南
 青
山
 
ビ
ル
㈱
 

ァ
 
ス
キ
—
 

「
M
S
X
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

コ
ン
 

テ
ス
 

ト」
 

係
 

T
E
L
 

〇
 

11
 

丁
 

四
 

八
 

六
-
七
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内
線
 
六
 三
〇
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3/21 〜 4/20 

★今月の ^土 羊 座は 表と いうより 裏、 派手と いうより 地味と 

いう 運勢です ね。 中旬 以後は 元気 も 回復して くるので、 そ 

れ までは 期待し ないように。 先月 頑張った 分、 休ませて あ 

げま しよう。 ただでさえ スト レスの かたまり とイ 匕して いる 

のです から、 いらぬ 期待は プレッシャーになる ばかり。 中 
旬 以後の 活力^! 期に 爆発 させない ために も、 今は そっと 

しといて。 いじめる と、 しっべ 返し 力 <コ ワイ そ; > 

M 4/21 〜 5/21 

★夢と 希望の 前半と 一人よ がり の 後半一  2 つの 様相を 示 

す 今月です。 本人の 心の中では 変化は ない のです が、 後半 

になって 何と なくう まく 意志 i 凍 通が できな くな りそう なの 

です。 ただし、 周囲の 危惧を よそに、 本人は いたって 元 贪〇 

パー テイと か 人の 集まる 場所では 大 活躍。 こんなに 明るい 

牡牛座 も 今年は 珍しい のです。 •周り が 盛り たてて やれば、 
実力 以 と の 力を 出す はずです よ a 

圓 双子座 mfM  5/22 〜 6/21 ★双子座を 中心と して 友情 面での 変化が あ りそう てす。 や 

たらと 頭に きて たり、 他人の 意見を きかなかった りで、 周 

り では 双子座ぬ き で 話を 進めた 方が よ さそう なのです が、 

本人は そのこ とに ショック を 受ける かも しれません。 仲間 

に 入れ れば 話は 進まず、 入れない と ひがん じ やう 今月の 双 

子 座 0 要は コミュニケーションを どこまで 円滑にで きる か 

です ね 0 後半は 面白い ことの 中心に なりそう です。 

蟹 座 

6/22 〜 7/23 

廳
_
 

★一足先に 春、 気力 充実して 勉強家に なって しまう 蟹座で 

す。 頭が; 牙え まくって る 感じです ね。 こんな 人が グループ 
にいれば 心強い かぎり。 その上、 落ち着き も あって、 うる 

さく 感じない という、 まさ に 神様み たし 、な 蟹座なん です。 

こんな 時は すべて 任せて しま って 吉。 別に 資 任を 押しつけ 

ると いうので はなく、 リーダーシップを とっても らうと い 

うこと です。 愛情 面で も 周りに いい 影響を 与えそう。 

★はっきり いって、 あなたが 頼りと いう 感じです。 一 人で 

は 何もで きそう にない グループ 依存 型に なって し まってい 

るので す。 ここでは つきはな すと、 本当に どこか 遠くへ 行 

ってし まいます。 ただでさえ、 非現実的な ものへの あこが 

れが 強く なって いるので すから。 芸術的な センスは; 牙え ま 

く ってます から、 創作 活動を している グループな どでは、 
お 互いに 助け合える でしよう。 

乙女を 
18/23-9/23 ★周囲の 影響が 今月の 乙女座を 決定し ます。 つき あってる 

人間で 判断して みたら どうで しよう。 幸運への 鏺も 不運 も 

他人の 情報から 得る のです。 当然、 本人の 思慮 深さが すべ 

てを 決める こと になる のです が。 イラ イラして るみたい だ 

っ たら、 近 よらない 方が 得。 八つ当たり される だけです よ。 

時間が たてば、 安定 期に 入ります 6 ただし、 つき あってて 

面白し 、時期は 今です。 事件の 好き な 人は どうぞ。 

10/24 〜 11/22 

靈 射手座 
11/23 〜 12/22 

★今月 最高の パー ト ナ ー。 リーダー シ ップ をと っ て 進む ほ 

どの 運勢では ない のです が、 好 サボー ト をして くれそう で 

す。 そして、 後半には 立場が 逆になる かも。 その 時は うま 

く フォローして やってく ださい。 また、 友 だち としても 最 

高の 相手です が、 恋人と しては ち よっ と 物 足り ないか もし 

•れ ません。 严 外での スポーツが、 お 互いを リフレッシュ/ 

★春です。 遊びが、 ロマンスが、 何故 力'! 歌 座に 集中して ま 

す。 運勢 自体が いい 時な ので、 華やかな の も 無理から ぬと 

ころ。 こんな 人たち と 遊ばな L 咩 はありません。 仕事 や勉 

強の パー トナーなら いざ しらず、 こと 遊び や 恋の 相手と し 

ては 最高です ね 0 ただ、 ゆったり と 2 人で くつろぎ たいと 

いう 要求は 無理 0 目 いっぱい 忙しい のです から c 青春し ち 

ゃ いたい 人は の 周囲に いて 損は ないで しよう。 

★特に 家族と 

兄弟麟 のし 

足と の 関係で 色々 ありそう な 気 です。 射手座の 

象の いる 人は、 何かと 気苦労を 強いられる かもしれ 

ません。 本人と しては 素直な つもりで いる 分、 大変な ので 

す。 気分転換を させて あげ ましよう。 考え方が 直線 的す ぎ 

るので すから、 せめて 環境を 変える ことを すすめて みまし 

よう。 « 面目に 文才応 して 反^ 見を 言っても、 ライハ リレ視 
される だけで 損です。 後半の 平和に 期待です ね。 

0
A
 

12/23 〜 1/20 

★中旬す ぎまでは、 あま り 近づきに ならない 方が いいで し 

よう。 トラブルの 可能性が 大 です。 特に 金銭 問題には メー 

夕  ッチが 原則です。 買物の パートナーと しても よく ないで 

すね。 ことお 金に 関する 限り、 山羊座とは 別行 動を。 後半 

に 入って、 華やいで きます。 本人は ロマンチック したいみ 

たいな ので、 協力で きたらし てあげ ましよう。 積極的な 人 

の 方が、 今月は 運勢が いいと 見て 間違いありません。 

水瓶座 
1/21 〜 2/1 9 

J\\\ 

2/20 〜 3/20 

tk 

★本人の 気分は イラ だってい るので すが、 頭の 方は 冴えて 

います。 ユニークな アイデアに 恵まれて ますから、 おだて 

れ ばいい パートナーぶりを 発揮して くれます。 しかし、 心 

身と も 非常に 疲れて いて、 あまり いい 狀 tre ない みたい。 

こんな 時は うまく つきあわな いと、 せっかくよ くいって た 

のに、 ほん i 押しし 過ぎた ために 全部 ダメ なんて ことに 

もな り かねません。 過 劇な 期待は 慎む こ とが 大事です。 

★最高の 時を 過して います。 多少の^ i も 可能に してし ま 

ういき お し 、が あ ります。 今月の 匕 一口 一だ と 思って あがめ 
るし かないで すね 0 まあ、 確かに それだけ のことは ありま 

す。 頭は; 牙え てるし、 やる 事な す 事 みんな 成功と、 少し 嫉 

妬した くなる ほど。 1984 年、 全 星座の 中で一 番 幸運な 星 

座の、 その 中で も一 番 いい 月です。 いつかは 他の 星座に も 

訪れます。 広い 心で 他人の 幸運を 喜んで あげ ま しょう。 

占い 

自分の 運勢は もちろん、 親しい 人の®^ もやは リ 
気になる ものです その上、 この 世は 色んな 人と 

の 関わりで 成立して るんで すね 一人 だけ 幸運な 
ん て、 ずるい と 思いません か- 星占いの 民主主義 

対人関係 星占い みんな、 うまくいけば いいね _3月1阳~仴阳 

m  p 

対人関係 

占
い
師
/
 
サ
イ
コ
.
 
デ
ル
 
•
ソ
ル
 

93 



め
つ
き
り
 久

美
ち
 
や
ん
 

00
 

3
 

0 
0 
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そのさん 
そのに 

95 



集成 電路/ 1C 

を 用いての、 うんちく 雑学 辞典です。 

そのうちに、 中国語 （？） による、 コンピュータ用語 事典 

幺っ <  U かいな あ- とりあえず、 今回は これで ガ マン！？ 

電脳/コンビ ユー^ 

ROM 的 薬 筒/ ROM カー ト リッジ 

- ボード 

磁盤 駆動装置/ディスク ドライブ 

印字 卓/ ブ1 J ンタ 

. 

1
C
、
 
つ
ま
り
 
集
積
回
路
 
の
こ
と
。
 

パ
 

ソ
 
コ
ン
の
 
1
C
 
に
は
、
 
現
在
、
 
L
S
I
 
が
 

多
く
 
使
わ
れ
て
 
い
る
 
(
L
S
—
っ
て
何
 

!? : 

と
言
ぅ
 
人
は
、
 
前
号
の
 
「
ソ
フ
ト
 
マ
ン
 
養
 

成
 講
座
」
 
を
 見
よ
ぅ
)
。
 

「
集
成
 
電
路
"
—
 
C
」
 
の
 集
ま
り
が
、
 

「
装
 

集
成
 
電
路
 
的
®
;
#
:
 板
 = 
ボ
—
 
ド
」
 
だ
。
 
日
 

本
名
で
は
 

「
基
板
」
 

と
 呼
ん
で
 
い
る
。
 

こ
 

れ
が
 
い
わ
ば
、
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
本
体
 
だ
。
 
パ
 

ソ
 
コ
ン
の
 
本
体
 
機
能
は
、
 
「
中
央
 
処
理
 
装
 

置
 
H
C
P
U
」
 

と
 
「
記
憶
装
置
 
=
M
E
M
 

O
R
Y
I
 

の
 
2
 
つ
に
、
 
大
き
く
 
分
け
ら
 

れ
る
 
。
要
す
る
に
、
 
思
考
と
 
記
憶
 
だ
ね
。
 

だ
か
ら
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

は
 

「
電
脳
」
 

な
 

ん
 だ
。
 

最
近
で
 
こ
そ
、
 

ぺ
 
I
 
パ
 I
 
レ
ス
 
•
オ
フ
 

ィ
ス
と
 
い、 っ こ

と
が
 
言
わ
れ
て
 
い
る
 
け
れ
 

ど
も
、
 
紙
は
 
大
切
な
 
人
類
の
 
資
源
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
で
の
 
お
 仕
事
で
 
も
、
 
紙
は
 
な
く
 

て
は
 
な
ら
な
い
 
重
要
 
品
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
つ
く
り
 
ま
す
ね
。
 
バ
グ
 

が
 出る
。
 

そ
こ
で
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

リ
ス
 ト
 

を
 プ
リ
ン
 
ト
 
ア
ウ
 
ト
し
ま
す
。
 

赤
 ペ
ン
で
 

間
違
い
を
 
チ
ェ
ッ
ク
。
 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 
上
 

に
 先
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
リ
ス
 
ト
を
 
表
示
し
て
、
 

バ
グ
を
 
修
正
し
て
 
い
き
ま
す
。
 

こ
の
 
作
業
 

を
、
 
デ
バ
 ツ
グ
と
 言
い
ま
す
。
 

最
近
で
は
、
 

マ
ル
チ
 
タ
ス
ク
、
 
マ
ル
チ
 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
 
と
い
う
 
機
能
が
 
付
い
た
 
ス
—
 

パ
！
 
パ
ソ
コ
ン
が
 
登
場
。
 
こ
れ
は
 
複
数
 

の
 仕
事
を
 
同
時
に
 
実
行
、
 
ひ
と
つ
の
 
画
面
 

を
 分
割
し
て
 
表
示
し
て
 
く
れ
る
。
 
こ
う
な
 

る
と
、
 
ひ
と
つ
の
 
画
面
の
 
中
で
、
 
同
じ
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
を
 
二
 本
 走
ら
せ
て
、
 
画
面
の
 
右
 

側
で
 

デ
バ
ッ
グ
、
 

左
側
で
 

実
行
と
 

い
う
 

こ
 

と
も
で
 
き
る
。
 
プ
リ
ン
タ
に
 
リ
ス
 
ト
を
 
打
 

ち
 出
し
て
 
修
正
を
 
す
る
と
い
 
う
 
手
間
が
 
大
 

幅
に
 
短
縮
さ
れ
 
ま
す
。
 
こ
れ
は
、
 
ス
 、
ス
 ゴ
イ
。
 

と
に
か
く
、
 
プ
リ
ン
タ
は
、
 
基
本
的
に
 

大
切
な
 
動
き
を
 
し
て
い
 
る
ん
だ
 
よ
。
 

も
ぅ
す
 
ぐ
、
 
M  s  X

 
 D  O  s  &  D  i  S 

k
 
 
—  B
A
S
I
C
 

が
 
登
場
し
て
 

く
る
。
 
安
 

く
て
'
 
 
高
性
能
な
 
デ
ィ
ス
ク
 
•
ド
ラ
イ
ブ
 

が
 欲
し
い
 
ね
。
 

メ  — 
力
—
 
の
 皆
さ
ん
、
 

ヨ
 

口、 W
 ク
 ね
。
 デ
ィ
ス
ク
 
に
よ
っ
て
、
 
ゲ
—
ム
 
も
 幅
が
 

広
ま
る
。
 

口
 I
 
ル
 
•
プ
レ
イ
ン
 
グ
 
•
ゲ
 
ー
 

ム
 、
シ
 
ミ
ュ
レ
 
I 
シ
 
ョ
ン
 
•
ゲ
 
I
 
ム
 。
単
 

な
る
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 

•
ゲ
 
I 
ム
を
 
超
え
る
、
 

奥
の
 
深
い
 
ゲ
—
ム
 
の
 世
界
が
 
待
っ
て
 
い
る
。
 

ゲ
—
ム
 
以
外
で
 
も
、
 
D
O
S
 
と
共
に
、
 

M
 
s
 
X
 
の
 
機
能
が
 
拡
張
す
る
 
こ
と
に
よ
 

つ
 

て
、
咨
ち
の
2
$
>
<
と
リ
ン
ク
(
接
続
)
し
 

た
り
で
 
き
る
 
だ
ろ
、
 
つ。 

使
い
方
は
'
 
 
キ
ミ
 

の
 ア
イ
デ
ア
 
次
第
 
だ
よ
。
 

•
 
 M
S
X
 
の
キ
 
I
 
ボ
 
I
 
ド
は
、
 
A
S
C
I
 

I
 
配
列
の
 
英
数
字
と
、
 

J
I
S
 
規
格
 
ま
た
 

は
 ア
ィ
 
ゥ
エ
オ
 
順
の
 
カ
ナ
 
配
列
に
 
な
つ
て
 

い
る
。
 
テ
ン
 
キ
 I
 
(
数
字
 
入
力
 
専
用
の
 
キ
 I
 

ボ
—
 
ド
)
 は
 別
売
。
 

こ
の
 
テ
ン
 
キ
—
 
も
、
 
実
は
 
二
通
り
 
あ
つ
 

て
、
 
電
卓
 
•
バ
ソ
コ
 
シ
 な
ど
に
 
採
用
さ
れ
 

て
い
る
 
も
の
と
、
 
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
に
 
採
用
 

さ
れ
て
 
い
る
も
の
 
と
で
は
 
配
列
が
 
違
ぅ
。
 

単
な
る
、
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
で
 
も
、
 
実
に
い
 

ろ
い
 
ろ
な
 
方
式
が
 
あ
る
。
 

ユ
 
ニ
—
 
ク
 な
の
 

は
、
 
富
士
通
の
 ヮ
—
 ブ
ロ
 

「
オ
ア
シ
ス
」
 

シ
リ
—
 
ズ
の
キ
 
—
ボ
ー
 
ド。 

よ
く
 
使
う
 
文
 

字
 
(
カ
ナ
)
 
が
ヨ
コ
 

ー
段
 分
に
 
集
ま
つ
 
て
い
 

る
の
で
、
 
ち
よ
い
 
と
 触
れ
て
 
み
れ
ば
 
以
外
 

と
す
ぐ
 
に
 打
て
る
 
よ
う
に
な
 
る
よ
。
 

R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
と
 
い
ぅ
か
、
 

力
 

I
 
ト
 
リ
ッ
ジ
 
•
ス
ロ
ッ
ト
の
 
使
い
方
 
も
、
 

い
ろ
い
ろ
 
あ
る
。
 
例
え
ば
、
 
拡
張
 
R
A
M
 

パ
ッ
ク
を
 
差
し
込
む
 
こ
と
に
よ
 
つ
て
、
 
容
 

量
が
 
増
大
す
 
る
の
は
、
 
み
ん
な
 
知
っ
て
い
 

る
 通
り
。
 
ほ
か
に
 
も
、
 
い
ろ
い
ろ
な
 
シ
ス
 

テ
ム
 
•
カ
 
ー 

ト 
リ
ッ
ジ
を
 
差
し
込
め
ば
、
 
先
 

に
 書
い
た
、
 
D
O
S
 
と
 通
信
 
ソ
フ
ト
 

- f 音
 

響
 カ
 ブ
ラ
を
 
使
つ
 
て
、
 
テ
レ
コ
 
ン
ピ
ユ
 
I
 

テ
 イ
ン
グ
 
も
 
可
能
だ
ろ
う
。
 

友
 だ
ち
 
と
、
 

パ
ソ
コ
ン
で
 
お
し
や
べ
 
り
が
 
で
き
る
 
ぞ
。
 

M
S
X
 
の
 
周
辺
機
器
 
に
も
、
 
注
目
し
て
 

お
い
て
 
損
は
 
な
い
。
 

中
国
語
で
 

「
電
脳
」
 

は
、
 
コ
ン
 
ピ
ュ
ー
 

夕
 
と
い
ぅ
 
意
味
。
 
な
か
な
か
 
い
い
 
名
前
 
だ
。
 

ち
な
み
に
 
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
 

「
ア
ン
 
フ
オ
 

ル
 
マ
テ
イ
—
 
ク
」
 。
こ
れ
は
、
 
英
語
の
 

「
イ
 

ン
フ
 
オ
メ
—
 
シ
ヨ
 
ン
」
 
と
 
「
才
—
 
ト 
マ
テ
 

イ
ツ
 
ク
 J 

を
 合
わ
せ
た
 
造
語
。
 
こ
れ
 
も
 
か
 

な
り
 
イ
イ
 
線
 だ
ね
 
(
で
も
、
 
日
常
 
的
に
は
 
フ
 

ラ
ン
ス
の
 
人
た
ち
 
も
、
 
や
っ
ぱ
り
 

「
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
」
 
と
 言
っ
 
て
い
る
 
そ
ぅ
で
す
。
 

国
際
 
用
語
 
だ
か
ら
ね
)
。
 

現
在
、
 
日
本
で
 
開
発
 
中
の
 
第
五
 
世
代
 
コ 

ン
ピ
ュ
 

I 
夕
は
、
 
自
然
言
語
を
 
理
解
し
、
 

三
段
論
法
 
に
ょ
る
 
推
論
 
推
理
の
で
 
き
る
、
 

ヒ
ユ
—
 
リ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
 
•
ア
 
ル
ゴ
 
リ
ズ
 
ミ
 

ツ
ク
 
•
マ
シ
ン
 
だ
。
 
現
実
が
 
こ
こ
ま
で
 
き
 

て
い
る
 
い
ま
、
 
中
国
語
の
 

「
電
脳
」
 

は
、
 

と
て
も
 
リ
ア
リ
テ
ィ
の
 
あ
る
 
響
き
に
 
聞
 
こ
 

え
て
く
 
る
ね
。
 

「デ
 

イ
ス
 

ブ
レ
イ
」
 

と
は
、
 

「ハ
 

ソ 
コ
ン
の
 

T
V
 
の
こ
と
 
だ
よ
」
 
と
言
わ
れ
れ
ば
'
 
 
そ
 

ぅ
か
、
 
な
る
ほ
ど
と
 
ぅ
な
ず
け
る
。
 
け
れ
 

ど
も
、
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
デ
 イ
ス
 
プ
レ
イ
は
、
 

文
字
 
や
 絵
が
 
映
る
 
だ
け
の
 
T
V
 
で
は
な
い
。
 

デ
 

ィ
ス
 

プ
レ
イ
は
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

操
作
す
 

る 面 板 (画面)、 パソ
コ
ン
と
 

対話す る 

た
め
の
 
環
境
 
だ
。
 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
 

パ
 

ソ
 
コ
ン
が
 
自
分
の
 
意
志
を
 
映
し
出
す
 
ス
ク
 

リ
—
ン
 
だ
と
 
思
え
ば
 
良
い
。
 

ユ
—
 
ザ
ー
 
は
、
 

そ
れ
を
 
見
て
、
 
パ
ソ
コ
ン
へ
の
 
指
令
を
 
キ
 

I
 
ボ
 
I
 
ド
か
ら
 
入
力
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
I
 
夕
と
 

人
間
の
 
対
話
を
 
媒
介
す
 
る
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 

シ
 
ヨ
ン
 
環
境
；
 

そ
れ
が
 
デ
 ィ
ス
 
プ
レ
イ
。
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會フリ ンタ コネクタと 電源 コンセント 會 前面に ある コネクタと A  V 系 切り換え スイッチ 

峰 L  D  7000 と 組み合わせが できる コ ンホ サイズ。 

映像、 オーディオの 新しい エンジョイの しかたを 常に 考える パイオニアが MSX に 参入。 ニ ュー ビジ ュア ル 

な コンピュータ として、 オーディオ、 ビデオ 業界に 初めて 提案す る コンピュータ •コンポーネント 〇音や 映 

像を 加工、 制御、 処理して 今までに ない 効果を 生み出す MS  X マシンの 登場で ある。 本体の 裏面を 見ても わ 

かるが、、 各種 端子の 配列は、 まるで オーデ ィオ 機器 そのものと いえそう である。 

オ
ー
デ
 ィ
オ
、
 ビ
デ
オ
の
 
世
界
を
 
拡
張
 

パ
イ
オ
ニ
ア
 
 P
A
L
C
O
M
〈
p
x
l
7
>
 

「
音
と
 
映
像
」
 
の
メ
—
 
力
—
、
 
パ
イ
オ
ニ
ア
 
も
 

い
よ
い
よ
2
5
>
<
に
参
入
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
 

と
い
え
ば
、
 

最
近
で
は
 

半
 i
 レ
ー
 ザ—
 匕
ッ
 

ク
 ア
ッ
 ブ
塔
 載の
 ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
を
 

発
売
し
 

話
題
を
 
呼
ん
で
 
い
る
が
、
 
M
S
X
 
の
 商
品
 
コ
ン
 

セ
 プ
ト
も
 
新
し
い
 
楽
し
み
 
方
を
 
提
案
し
 
よ
う
と
 

い
う
 
も
の
で
あ
る
'
 

愛
称
の
々
 
P
A
L
C
O
M
,
,
 
と
は
'
"
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
仲
間
，
 
と
い
う
 
意
味
 
だ
が
、
 
第
 
I 歩
と
 

し
て
'
 
 映
像
の
 
す
ば
ら
し
 
さ
や
 
レ
—
 
ザ
—
 デ
ィ
 

ス
ク
 
と
の
 
組
み
合
わ
せ
に
 
重
点
を
 
置
い
て
 
い
る
 

大
き
な
 
特
長
は
 
3 
つ あ

り
、
 
ま
ず
、
 
レ
—
 
ザ
ー
 

デ
ィ
ス
ク
 
(
同
社
の
 
L
D
-
l
o
o
o
、
L
D
 
 
7 

0
0
 
〇) 

を
 直
接
 
継
い
で
 
イ
ン
タ
 
I 
ア
ク
 
テ
イ
 

ブ
ゲ
 
I- 1 が

 
エ
ン
ジ
ョ
イ
 
で
き
る
 
イ
ン
タ
—
 
フ
 

H
 
イ
ス
が
 
内
蔵
さ
れ
 
て
い
る
 
こ
と
。
 
次
に
、
 

ス
 

I
 
パ
—
 
イ
ン
ポ
—
 
ズ
 
機
能
が
 
内
蔵
さ
れ
 
て
い
る
 

た
め
'
 
 
レ
—
 
ザ
—
 
デ
ィ
ス
ク
と
 
パ
ソ
コ
ン
 
画
面
 

を
 重
ね
合
わ
せ
る
 
の
が
 
可
能
で
 
あ
る
 
こ
と
"
 

そ
 

し
て
 
本
体
に
は
 
2
 
つ
の
 
ス
 
匕
—
 
力
—
 
が
つ
 
い
て
、
 

バ
ソ
コ
 
ン
ゲ
 
—
厶
が
 
ス
テ
レ
オ
 
感
 あ
ふ
れ
る
 
音
 

で
 楽
し
む
 
こ
と
が
で
き
る
 
な
ど
で
 
あ
る
 

8
0
2
容
量
は
、
基
本
の
 

32 ド
に
加
ぇ
、
ハ
ィ
 

オ
 
ニ
ア
 
独
自
の
 
p
 
 B
A
S
I
C
 
が
 8
K
 
で
、
 合
 

計
 4〇 :

^
バ
ィ
ト
？
0
0
<
5
|
〇
で
は
、
各
種
 

の
 コ
ン
ト
 
ロ
—
 
ル
が
 
可
能
で
、
 
ス
テ
レ
オ
の
 

コ 

ン
ト
 
ロ  — 

ル、 
S
E
E
D
(
T
V
)
 
コ
ン
 
ト 

ロ  r 

ル
な
 

ど
は
、
 

こ
こ
に
 

定
義
さ
れ
 

て
い
る
 

も
ち
ろ
ん
'
 
 
コ
ン
 
ホ
 ー 
ネ
ン
ト
 
サ
イ
ス
な
 
の
 

で
、
 
才
—
デ
 ィ
オ
 機
器
、
 
ビ
デ
オ
 機
器
と
の
 積
 

み
 重
ね
 
も
 自
由
。
 

メ
カ
 
大
好
き
 
人
間
に
は
、
 

欠
 

か
せ
な
い
 
マ
シ
ン
に
 
な
り
そ
う
 
だ
ね
 

ソ
フ
ト
に
 
関
し
て
は
、
 
ゲ
—
厶
 
か
ら
 
H
 デ
ュ
 

ケ
 I 

シ
 
ョ
ン
、
 

レ
 I 

ザ
 I 
デ
ィ
ス
ク
 
ソ
フ
ト
な
 

ど
 巾
 広
く
 
計
画
 
中
と
 
い
う
か
ら
 
期
待
し
て
 
ほ
し
 

い
 
周
辺
と
 
し
て
 
タ
ブ
レ
ッ
ト
 
(
ベ
ン
 
タ
ッ
 
チ
で
 

缉
疋
 
す
る
 
シ
—
卜
 
板
)
 を
 使
い
、
 
お
 絵
描
き
 
や
ア
 

ニ
 メ
^
:
、
 
V
T
R
 
編
集
が
 
簡
単
に
 
で
き
る
 
よ
 

う
に
な
 
つ
て
い
 
る
の
で
、
 
キ
—
ボ
 
I 

ド 
ア
レ
ル
 

ギ
—
 
に
は
 
も
つ
 
て
こ
い
だ
。
 
気
の
 
早
い
 
メ
カ
 
マ
 

ニ
ア
に
は
 
残
念
 
だ
け
ど
、
 
発
売
は
 
4 月

下
 
旬
 ご
 

ろ
'
 
 価
格
は
 
9 
万
円
 
前
後
に
 
な
り
そ
う
 
だ
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富士通 FM シリーズに 登場した MSX マシン 0 
大胆に 造形され た マシン シェ イプ、 斜めに 切 

られた 放 無ス1 J ット など、 独®! 的な 外観。 
ユニークな キータッチは 好ぎ 吉 らいの 八 ッキ 

リ すると ころ だが、 軽快な フィ ー リンクで 扱 
える ことは 確か。 

コマーシャルで おなじみの FM -7 との 接綣 

には 専用 インターフェイスが 必要。 
接続 後の 操作は パソコン に対する 理解と 少し 
ばかりの 勉強が MUST。  ^ 

富士通 フアン 待望の MSX 

FUJITSU  FM-X 



會 フロント 下部の i 凡 用 I  0 ホート 

會 底面に ある 専用 拡張 スロット 

會 非常に シン ブルな 外観 斜めに 切った スリット が ポイント 

會 右 側面。 大胆な 造形 かよく わかる 

側面 中心に あるのは カー トリ ッ ジス ロット 

F
M
 
 

7
 

と
の
 

接
続
に
は
 

F
M
 
 

7
 

イ
 

ン
タ
 

I フ
ェ
イ
ス
、
 

M
B
 

2
2
4
 
 

5
0
 

*<
 

必
要
と
 

な
る
 

(
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
'
 
 

R
G
B
 

ヶ
ー
 

ブ
ル
、
 

取
扱
説
明
書
 

付
、
 

I
 

四
、
 

八
 

〇
〇
円
 

r
 

接
続
は
 

イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
 

の
 

装
着
、
 

コ
|
 

ド
の
 

接
続
な
 

ど
、
 

ハ
—
 

ド 

的
な
 

部
分
に
 

つ
い
て
は
 

そ
れ
ほ
ど
 

S
 

で
 

は
な
い
 

が
、
 

そ
れ
に
と
 

も
な
、
 

っ 
具
体
的
な
 
操
作
に
 

つ
い
て
、
 

い
ま
こ
の
 

限
ら
れ
た
 

紙
 

面
で
 

説
明
す
 

る
の
は
 

か
な
り
 

む
ず
か
し
い
。
 

な
に
し
ろ
 

イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
 

付
属
の
 

マ
 

ニ
ユ
 

ア
ル
 

だ
け
で
 

も
 

70
 

ぺ
—
ジ
 

も
 

あ
る
し
、
 

F
M
 
 

7
 

側
で
 

使
用
す
 

る
 

ソ
フ
ト
 

も
、
 

拡
 

張
 

F
 
 

B
A
S
I
C
 

と
い
う
、
 

従
来
の
 

F 
B
 
 

A
 
 

s
 
 

—
 
 

C
 

に
 

拡
張
 

機
能
を
 

加
え
た
 

も
 

の
に
な
る
 

の
 

だ
。
 

も
し
も
、
 

手
元
に
 

F
M
 
 

7 
 

+
 

カ
ラ
ー
 

C
R
T
 

デ
 

イ
ス
 

ブ
レ
イ
と
 

い
う
 

シ
ス
テ
ム
 

が
あ
リ
 

、
そ
れ
と
 

F 
M
 

X 
 

+
 

カ
ラ
—
 

T 

V
 

の
 

シ
ス
テ
ム
を
 

組
み
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
 

と
い
う
 

想
定
で
の
 

接
続
を
 

考
え
て
 

み
よ
、
 

っ 

ま
ず
 

F
M
 
 

7 
イ
ン
タ
 

I 
フ
ェ
イ
ス
の
 

セ
ツ
 

ト
か
ら
、
 

F
M
 
 

X 
イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
 

イ
ス
 

カ
—
 

ト
リ
 

ツ
ジ
を
 

と
り
 

出
し
、
 

F
M
 

X
 

本
体
 

低
 

部
の
 

専
用
 

拡
張
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 

挿
入
す
 

る。
 

次
に
 

同
じ
 

セ
ッ
 

ト
の
 

中
に
 

あ
 

る、
 

F
M
 
 

7 
イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
 

カ
ー
 

ド
を
 
 

F
M
 
 

7 
 

の
 

本
体
 

内
に
 

セ
ッ
 

ト
。
 
 

F 

M
 
 

7
 

側
か
ら
の
 

フ
ラ
ッ
ト
 

ケ
 

I
 

ブ
ル
を
 

F
M
 
 

X
 

側
の
 

力
—
 

ト
リ
 

ツ
ジ
の
 

コ
ネ
 

ク
 

夕
に
 
接
続
す
 
る。 

も
し
も
 
こ
の
 
時
に
、
 

I
 

台
の
 
カ
ラ
—
 
C
R
T
 
デ
 イ
ス
 
ブ
レ
イ
、
 

ま
 

た
は
 
家
庭
 
用
 T
V
 
を
 両
方
で
 
使
用
し
た
い
 

場
合
に
は
 
F
M
 
 
7 
の
 R
G
B
 
出
力
を
 
F 

M
 
 
X
 
の
 R
G
B
 
入
力
に
 
接
続
し
、
 

F
M
 

X
 

か
ら
の
 

R
G
B
 

あ
る
い
は
 

R
F
 

の
 

出
 

力
を
 

カ
ラ
—
 

C
R
T
 

デ
 

イ
ス
 

プ
レ
イ
 

か
 

|
 

般
の
 

T
V
 

に
 

接
続
 

す
る
と
い
 

う
 

形
に
な
る
 

た
だ
し
、
 

R
G
B
 

出
力
を
 

使
用
し
た
 

場
合
 

は
 

F
M
 
 

X 
の
 

16
 

色
 

表
示
が
 

8 
色
 

表
示
と
 

な
つ
て
 

し
ま
う
 

し、
 

一
般
の
 

T
V
 

を
 

使
用
 

し
た
 

R
F
 

出
力
の
 

場
合
は
 

F
M
 
 

7 
か
ら
 

の
 

映
像
が
 

階
 

調
 

付
の
 

モ
ノ
ク
ロ
に
 

な
る
と
 

い
う
 

制
限
を
 

そ
れ
ぞ
れ
 

う
け
る
 

こ
と
に
な
 

る。
 

映
像
 

源
の
 

切
り
換
ぇ
は
 

F
M
 
 

X 
本
体
 

後
 

面
に
.
 

あ
る
 

映
像
 

源
 

選
択
の
 

ス
イ
ッ
チ
を
 

使
用
す
 

る
 

わ
け
 

だ
。
 

む
ろ
ん
、
 

F
M
 
 

7、
 

F
M
 
 

X
 

そ
れ
ぞ
れ
に
 

C
R
T
 

デ
イ
 

ス
フ
 

レ
イ
、
 

一
般
 

T
V
 

を
 

接
続
し
て
 

使
用
す
 

る
 

場
合
に
は
 

こ
の
 

操
作
 

や
 

R
G
B
 

ケ
—
 

ブ
ル
 

の
 

接
続
は
 

不
要
 

だ
。
 

接
続
が
 
終
了
し
た
ら
、
 
F
M
 
 
7、 

F 

M
 
 
X
 
を
 そ
れ
ぞ
れ
 
起
動
し
、
 
付
属
の
 
テ
 

1 
フ
を
 使
用
し
て
 

F 
M
 

7 
に
 拡
張
 F 

B
A
S
 
 
—
 
 C
 
を
 
口
 
—
 
ド
す
 
る
。
 
続
い
て
、
 

F
M
 
 
X
 
の
 
拡
張
 
M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
 

を
 起
動
す
 
る
 
(
F
M
 
 
7 
の
キ
 
I 
ボ
 I 

ド
 

か
ら
"
 
P
O
K
E
 ★
命
令
を
 
使
、
 つ)。 

こ
の
 拡
 

張
 M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
、
 
残
念
な
が
ら
 

ど
ん
な
 

世
界
に
 

も
 

あ
る
 

特
定
の
 

メ
 

I 
力
 

I 
の
 

熱
烈
な
 

フ
ァ
 

ン
 

、
エ
ン
ス
—
 

ジ
ャ
ス
 

ト
と
 

呼
べ
る
 

よ
う
 

な
 

人
た
ち
 

が
い
る
 

も
の
 

だ
。
 

そ
れ
 

も、
 

自
 

動
 

車
 

や
 

才
—
デ
 

ィ
オ
な
 

ど
、
 

個
人
的
な
 

嗜
 

好
が
 

そ
 

-<
7)
 

製
品
を
 

選
ぶ
 

基
準
の
 

多
く
を
 

占
 

め
る
 

も
の
で
 

あ
れ
ば
 

あ
る
 

ほ
ど
、
 

そ
の
 

傾
 

向
が
 

強
い
。
 

そ
れ
が
 

極
端
に
 

な
り
、
 

メ
—
 

力
—
 

に
 

こ
だ
わ
る
 

こ
と
 

だ
け
が
 

あ
る
 

種
の
 

流
行
の
 

よ
う
に
な
 

つ
て
し
 

ま
う
 

と
'
 
 

い
わ
 

ゆ
る
 

ブ
ラ
ン
ド
 

指
向
な
 

ど
と
 

い
う
 

_
が
 

起
こ
つ
 

て
し
 

ま、
 

っ。
 

パ
ソ
コ
ン
を
 
購
入
す
 
る
 人
た
ち
 
の
 間
に
、
 

こ
の
 
ブ
ラ
ン
ド
 
指
向
な
る
 
も
の
が
 
あ
る
か
 

ど
う
か
に
 
つ
い
て
は
 
別
と
 
し
て
、
 
W
 一士 通

 

と
い
う
 メ
—
 力
—
 の
 フ
ア
ン
、
 
エ
ン
 ス
ー
 

ジ  ャ
ス
 
ト
が
 
少
な
く
な
 
 
い
こ
と
は
 
確
か
 
だ
 

ろ、 っ。 

昭
和
 

56
 

年
に
 

発
売
さ
れ
 

た
の
が
 

F 
 

M 
8。
 

現
在
の
 

F
M
 

シ
リ
—
 

ズ
の
 

基
本
と
 

な
 

る
 

パ
—
 

ソ 
ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

だ
 

漢
字
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
 

R
O
M
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
の
 

充
実
、
 

オ
プ
シ
ョ
ン
で
 

用
意
さ
れ
 

た
 

パ
ブ
 

ル
 

メ
モ
リ
な
 

ど、
 

当
時
と
 

し
て
は
 

か
な
 

リ
 

先
進
 

的
な
 

設
計
だ
っ
た
。
 

そ
の
後
'
 
 

昭
和
 

57 年
の
 
後
期
に
は
、
 
F
M
 
 
8 
の
 上
位
、
 

下
位
 機
種
に
 
あ
た
る
 
F
M
 

II 、 
F
M
 

7 が
 i
 冗
さ
れ
、
 ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
 パ
—
 ソ
 

ナ
ル
ま
で
、
 一
応
の
 ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
 

が
で
 

き
 あ
が
っ
た
。
 

さ
て
、
 

今
回
 

発
売
さ
れ
 

た
 

F
M
 
 

X 
は
 

位
置
づ
け
 

と
し
て
は
 

F
M
 
 

7 
の
 

弟
分
と
 

い
う
と
 

こ
ろ
 

だ
が
、
 

そ
の
 

内
容
、
 

使
用
法
 

な
ど
を
 

考
え
る
 

と、
 

従
弟
と
 

で
も
 

表
現
す
 

る
の
 

が
 

適
当
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

軽
い
 タ
ッ
チ
の
 キ
—
 外
観
は
 
か
な
り
 
独
特
 
だ
。
 

ち
よ
う
 

ど、
 

な
 

ク
レ
イ
 

(
粘
土
)
 

の
か
た
 

ま
り
を
 

ナ
イ
フ
で
 

け
ず
っ
 

て
 

作
っ
 

た
よ
う
な
 

感
じ
を
 

う
け
る
。
 

斜
め
に
 

切
つ
 

て
 

あ
る
 

放
熱
 

ス
リ
ッ
ト
が
 

特
徴
 

的
 

だ
。
 

基
本
的
に
は
、
 

他
の
 
F 
M
 
シ
リ
—
 
ズ
、
 

特
に
 
F 
M
 

7 
と
 似
た
 
よ
う
な
 
イ
 
メ  —

ジ
 

を
 持
つ
 
よ
う
に
 
考
え
て
 
あ
る
の
 
だ
ろ
、
 
っ。 

使
っ
た
 
感
じ
'
 
 持
っ
た
 
感
じ
で
は
、
 

か
 

な
り
 
コ
ン
パ
ク
ト
に
 
ま
と
め
ら
れ
 
て
い
る
 

印
象
を
 
う
け
る
。
 

キ
 I 

の
 ス
ト
ロ
 
I 
ク
は
 
短
い
。
 
こ
れ
は
 

好
み
の
 
分
か
れ
る
 
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
 

キ
—
は
 

薄
い
"
 

キ
—
 

自
体
の
 

厚
さ
は
 

普
 

通
の
 

キ
 

I 
ボ
 

ー 
ド
の
 

半
分
 

ほ
ど
だ
ろ
う
 

か
。
 

こ
の
 

キ
—
 

タ
ツ
 

チ
、
 

い
わ
ゆ
る
 

タ
ツ
 

チ
キ
 

I
 

タ
イ
プ
の
 

も
の
と
 

も
 

フ
ル
ス
ト
 

ロ
 

I
 

ク
 

タ
イ
フ
の
 

も
の
と
 

も
 

違
う
 

I
®
 

気
 

だ
。
 

押
 

圧
は
 

軽
く
、
 

押
し
込
む
 

と
い
、
 

っ 
感
じ
で
 

も
 

な
く
、
 

ま
た
 

タ
ツ
 

チ
キ
—
 

の
よ
う
に
 

カ
 

チ
 

カ
 

チ
と
 

い
う
^
!
 

の
す
 

る
 

も
の
で
 

も
な
い
。
 

素
早
く
た
 

た
く
と
 

チ
 

ヤ
ツ
、
 

チ
 

ヤ
ツ
、
 

チ
 

ヤ
ツ
、
 

チ
 

ヤ
ツ
」
 

一
と
い
、
 

っ、
 

軽
い
 

フ
イ
 

I
 

リ
ン
グ
で
 

扱
え
る
。
 

キ
 

ー
 

ト
ツ
プ
は
 

ゆ
 

る
 

や
か
な
 

湾
曲
を
 

も
っ
 

て
い
る
 

か
ら
、
 

指
 

に
し
っ
 

く
り
と
な
 

じ
ん
で
く
れ
 

る
だ
ろ
う
 

I
 

般
キ
—
 

は
 

ホ
ワ
イ
ト
'
 
 

シ
フ
 

ト
キ
—
、
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
—
 

な
ど
が
 

グ
レ
ー
 

と
 

い
う
 

さ
っ
ぱ
り
し
た
 

キ
 

—
ボ
ー
 

ド
は
 

ツ
|
 

ト
ン
カ
ラ
—
。
 

直
線
 

的
な
 

構
成
の
 

ポ
 

デ
イ
 

シ
 

H 
イ
ブ
と
 

組
み
合
わ
さ
れ
て
、
 

シ
ン
プ
ル
 

な
 

印
象
を
 

与
え
る
 

の
に
 

成
功
し
て
 

い
る
と
 

い
え
る
 

F
M
I
7
 

と
 

接
 

鋳
 

こ
の
 

F
M
 
 

X、
 

T
V
 

の
 

コ
マ
—
 

シ
ヤ
 

ル
で
 
御
嘉
の
 
方
 も
 多
い
 
と
 思
う
 
が
、
 

F 

M
 
 
7
 
と
 
接
続
す
 
る
 
こ
と
が
 
可
能
 
だ
 

3 



# 力一 ト リッジを 本体に 装着した とこ 

ろ， 左側 面に コネクタ がくる： 

會 FM  X ざ 虫 持の RGB 入出力。 

入力は FM  7 から 受け、 出力は 專用 

CRT へ。 SW は 映像 i 默〇り 換え.， 

酴 ボリューム 付 ミニ ジャックの 音声 出力、 

會 *FM  7 インターフェイス* 中の FM  X 個 1 力ー トリ ツジ 

: VAV  ニー 

mm 

& 

女 これ も 上の 写真と 同じ セツ トの 中に 含まれる F  M  7 側の ボード， 

壮 様  '  こ 

: 式 会社  MB 25150  (略称 FM  X) 

CPU Z  80A 

ROM MSX  BASIC  ROM  32K バイ ト 

RAM I6K バイ ト 

VRAM I6K バィト 

表 

示 

文字 3 坟字 X  2 桁 

40^X2 桁 

グラフィックス 256X192 ドット 

カラー 

16 色 

スフ ライ ト 
32 枚 

ィ 

1 
フ 
エ 
イ 
ス 

カー ト リッジ スロット 1 スロット MSX 規格 

ビデオ 出力 

オーディオ 出力 モノラル 丨 Ch  (VR 付、 ミニ ジャック） 

R  F 出力 有 

カセット 1  0 1200 /2400 ボー  FSK 方式 

ジョイ ス ティ ツク 2 備妾綱 

ブリン タ 出力 

卜拡猨 バス 

丨キ ー ボ ー ド. ASCII 配列 (英 •数 • グラフィックス） 

JIS 配列 (ひらがな •カタ カナ） 
一 i 

源 
100V  50/60HZ 

消費 電力 55W 
すき さ 380  x  80  x  245  (mm  :幅  X  高  X  奥行） 

一: i さ 
2.65Kg 

—吾一 アイボリ  ー イ エロ ー オ ー カ ー のツ ー トン 

価格 49,800円 

付^ Si 操作 手引書 

MSX  BASIC 文法書 

RF ケーフ 0 レ 

その他 RGB 出力 (TTL レベル、 中間色 不可） 

本体 底 部に 専用 拡張 スロット 

普
通
の
 
M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
 
と
 完
全
な
 

互
換
性
を
 
持
つ
 
て
い
る
 
わ
け
で
は
 
な
い
た
 

め
、
 
M
S
X
 
甩
 フ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
使
用
す
 
る
 

た
め
に
は
 
拡
張
 
M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
 
を
 

シ
ス
テ
ム
か
ら
 
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
 
な
ら
 

な
い
 
場
合
が
 
あ
る
 

(
た
だ
し
、
 
後
で
 
述
べ
 

る
 R
A
 
M
 
の
 拡
張
は
 
さ
れ
た
 
ま
ま
 
残
る
)
。
 

ま
た
、
 

F
M
 
 

7 
の
 

フ
リ
ン
 

タ
ポ
 

ー 
ト 

を
 

使
用
す
 

る
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
 

プ
リ
ン
タ
の
 

使
用
 

も
 

可
能
に
 

な
り
、
 

R
S
 

2
3
2
 

C 
ィ
 

ン
 

タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
 

カ
—
 

ド
を
 

装
備
し
て
 

い
 

れ
ば
立
 

カ
ブ
 

ラ
な
 

ど
の
 

使
用
 

も
 

可
能
に
 

な
る
。
 

マ
ニ
ア
に
 

と
つ
て
 

は
い
じ
り
 

が
い
 

の
 

あ
る
と
 

こ
ろ
 

だ
ろ
、
 

つ。
 

拡
張
 M
s
x
 
 B
A
S
I
C
 
 
マ
ニ
ア
 
向
け
 
か
 ?
 

J 

先
 ほ
ど
か
ら
 
何
回
 
か
 出
て
 
き
た
〕
‘
 
拡
張
 

M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
:
 
一
に
つ
 
い
て
 
少
し
 

述
べ
て
 
お
こ
、
 っ。 

基
本
的
に
は
 
M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
 
に
 

い
く
つ
か
の
 
機
能
を
 
つ
け
 
加
え
た
 
形
に
 
な
 

る
 わ
け
 だ
が
、
 
そ
れ
ぞ
れ
の
 
b
a
s
i
c
 

の
 割
り
込
み
 
処
理
 
等
が
 
違
っ
て
 
い
る
た
 
め
'
 

前
述
し
た
 
よ
ぅ
に
 
完
全
な
 
互
換
性
を
 
持
っ
 

て
い
る
 
わ
け
で
は
 
な
い
。
 

が
、
 
F
M
 
 
7 

に
 装
備
さ
れ
 
る
 プ
リ
ン
タ
 
ポ
ー
ト
 
や
 R
S
 

2
3
2
 
C
 ポ
ー
ト
 
(
オ
プ
シ
ョ
ン
)
、
 

R 

A
M
 
 
(
 I6
 K
 
バ
ィ
 
ト
)
、
 
キ
—
ボ
 
I
 
ド
が
 
使
 

用
 1
 
と
い
ぅ
 
お
も
し
ろ
く
 
拡
張
さ
れ
 
た
 

シ
ス
テ
ム
 
と
な
る
。
 

メ
モ
リ
の
拡
張
は
合
計
 

32 心
ハ
ィ
ト
と
な
 

る
。
 
F
M
 
 
>
<
内
部
の
 
|6 ド

バ
ィ
ト
と
1
1
.
2
 

7
の
 
|6 :

^
バ
ィ
ト
を
使
用
す
る
ゎ
け
だ
。
 

F
M
 
 
X
 
の
 ポ
リ
シ
—
 
は
か
な
り
 
明
確
 

だ
と
い
 
う
べ
き
 
だ
ろ
う
。
 

な
ん
と
い
 
つ
て
も
 
F
M
 
 
X と

い
う
 
ネ
 

I
 
ミ
ン
 
グ
が
示
 
す
よ
う
 
に
、
 
F
M
 
シ
 

—
ズ
 

で
 パ
ソ
コ
ン
を
-
覚
え
た
 
マ
ニ
ア
の
 
人
々
 
が
 

ど
う
や
つ
 
て
 M
s
 
X を

 楽
し
む
 
か
と
い
 
う
 

と
こ
ろ
を
 
十
分
に
 
考
え
ら
れ
 
て
い
る
 
マ
シ
 

ン
 で
あ
る
 
こ
と
は
 
確
か
 
だ
。
 

い
わ
ゆ
る
 
マ
ニ
ア
と
 
呼
ば
れ
る
 
人
々
 
の
 

心
理
は
 
そ
の
 
世
界
に
 
の
め
り
込
ん
で
 
い
か
 

な
い
 
と、 

な
か
な
か
 
わ
か
ら
な
い
。
 
今
 か
 

ら
は
胡
 溪
 
で
き
な
い
 
こ
と
 
だ
が
'
 
 昔
の
 
マ
 

ィ
コ
ン
 
マ
ニ
ア
の
 
人
々
 
は
、
 

A 
の
 キ
—
を
 

押
し
た
 

時
に
 

A と
い
う
，
 

字
が
 

画
面
に
 

現
 

れ
た
 
、
あ
る
い
は
、
 
マ
イ
コ
ン
が
—
 

+  1 

を
 計
算
し
て
 
く
れ
た
と
 
い
う
 
こ
と
に
さ
え
 

一
喜
 
I
 憂
し
た
 
も
の
 
だ
。
 

今
、
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

関
し
て
は
 

そ
う
い
、
 

っ 

時
代
で
は
 

な
い
 

に
せ
よ
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

同
士
 

を
 

接
続
し
た
り
'
 
 

手
 

も
と
の
 

キ
—
ボ
 

I 
ド 

で
 

離
れ
た
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

コ
ン
 

ト 
ロ
—
 

ル
し
 

た
り
、
 

自
分
 

だ
け
の
 

個
性
的
な
 

シ
ス
テ
ム
 

を
 

構
築
し
た
 

り
す
る
 

こ
と
は
 

マ
ニ
ア
に
 

と
 

つ
て
 

最
も
 

楽
し
い
 

仕
事
の
—
 

つ
で
 

あ
る
 

こ
 

と
は
 

確
か
だ
ろ
う
’
 

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
拡
張
性
を
も
つ
た
：
^
㊀
 

X
 
マ
シ
ン
。
 
そ
れ
が
 
F
M
 
 
X
 
だ
ろ
う
。
 

10? 



u  ：  *；  .  ， •.一' ns 腿 

ゼネ ラル PAXON 

着実に 家庭 電化製品を 作？) 縞け て 杏た セネ ラ 

ルが、 ニュー メ ティア 時代に 対応すべく 登壩 
させた、 MSX テレビ 0 

キー ポー ドを オプション とした 設定は ユ ニー 
クな 設計 思想。 
パソコン 部の RGB 出力を テレビ 部の RGB 

回路へ 鏖接 入力す る ことで、 画質の 向上を は 

かる。 • より 手 e に パーソナル コンピュータ ライフを 

楽しむ ための 一台。  • 

MSX/  \°ソ コン 内蔵 テレビ 

GENERAL PCT-50 

103 



會 コネクタ 上は J スティック、 下は カセットと キーボード 

1 2m  *受  ht •  db  •  A  C  •  C  ••  f  篇 H  *■* 

l*  ̂   • 

る
 

特
に
、
 

ビ
 

テ
オ
 

入
力
を
 

持
た
な
い
 

T 

V
 

に
 

R
 
 

F
 

出
力
で
 

接
続
す
 

る
 

場
合
な
 

ど
、
 

決
し
て
 

む
ず
か
し
い
 

作
業
で
は
 

な
い
 

が
、
 

T
V
 

の
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

チ
ユ
 

ー
 

ニ
ン
 

グ
も
電
 

I 

気
屋
 

さ
ん
に
 

お
願
い
 

す
る
と
い
 

う
 

人
に
 

と
 

つ
て
は
 

ち
ょ
つ
 

と
じ
た
 

仕
事
に
 

な
つ
て
 

し
 

ま
う
 

だ
ろ
う
。
 

次
に
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

部
か
ら
の
 

映
像
®
 

1 T 

を、
 

直
接
、
 

T
V
 

部
の
 

回
路
に
 

入
力
が
 

可
 

能
 

だ
と
い
 

う
 

点
が
 

あ
げ
ら
れ
る
。
 

M
S
X
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

多
く
は
、
 

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
 

出
 

力
、
 

あ
る
い
は
 

R
F
 

出
力
と
 

い
う
 

形
で
、
 

R
G
B
 

の
 

色
 

信
号
を
、
 

一
般
の
 

T
V
 

に
 

入
 

力
し
 

や
す
い
 

形
に
 

直
し
て
 

出
力
し
て
 

い
る
。
 

そ
の
®
 

一
 

T を
 

受
け
た
 

T
V
 

は
、
 

も
う
 

|
 

度
 

R
G
B
 

の
®
！
 

P
 

に
 

直
し
て
、
 

ブ
ラ
ウ
ン
管
 
に
 

映
像
を
 

う
つ
し
 

出
す
 

わ
け
 

だ
。
 

普
通
の
 

T
V
 

放
送
は
、
 

そ
の
 

$
が
1
 

に
な
つ
 

て
い
る
 

と
 
考
え
れ
ば
 

よ
い
。
 

そ
れ
ら
の
 

変
 

換
を
 

省
略
 

す
れ
ば
、
 

ノ
イ
ズ
 

や
 

f
i
r
 

の
な
 

ま
り
な
 

ど
も
 

少
な
く
な
る
 

は
ず
な
 

の
 

だ
が
、
 

こ
ん
ど
は
 

|
 

般
の
 

T
V
 

に
 

入
力
で
 

き
な
 

く 

な
る
 

(
最
近
の
 

ニ
ユ
 

ー 
メ
デ
ィ
ア
 

対
応
 

型
 

の
 

T
V
 

に
は
 

R
G
B
 

入
力
 

可
能
な
 

も
の
 

も
 

あ
る
)
。
 

こ
の
 

P
C
T
 

50
 

の
 

場
合
、
 

パ
ソ
 

コ
ン
 

部
か
ら
の
 

信
号
を
 

直
接
 

T 
 

V 
部
の
 

R 

G
B
 

回
路
へ
 

接
続
し
て
 

あ
る
た
 

め
、
 

非
常
 

に
 

良
好
な
 

画
質
を
 

得
る
 

こ
と
に
 

成
功
し
て
 

い
る
。
 

そ
の
他
に
 

も、
 

T
V
 

と
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

切
 

リ
 換
え
が
 
簡
単
な
 
こ
と
 
や
、
 
コ
ス
 
ト 的

に
 

す
ぐ
れ
て
 

い
る
 
(
同
様
の
 画
質
を
 
前
提
と
 

し
た
 
場
合
)
 
こ
と
な
 
ど
も
 
あ
げ
ら
れ
 
る
が
、
 

こ
の
 P
C
T
 

50 が
 出
現
し
た
 こ
と
に
よ
 

つ
て
、
 
ホ
 I 

ム
 パ
ソ
コ
ン
が
、
 

よ
り
 
身
近
 

か
な
も
の
に
 
な
つ
た
 
こ
と
は
 
間
違
い
な
い
 

だ
ろ
う
。
 

本
体
 
+
 シ
ヨ
 イ
ス
 テ
イ
ッ
 ク
 

P
C
T
 

5
0
 の
 
本
体
と
 
い
う
の
は
、
 

ま
 

っ
た
く
 
の
 本
体
の
 
み
で
、
 
キ
—
ポ
 
ー 
ド
は
 

ジ
ョ
イ
ス
 テ
ィ
 ツ
ク
と
 同
様
、
 

別
売
り
 と
 

な
る
‘
 

も
っ
と
も
 
手
っ
取
り
早
く
'
 

こ
の
 

『
パ
 

ソ
 
コ
ン
テ
 
レ
ビ
」
 
を
 楽
し
む
 
た
め
の
 
組
み
 

合
わ
せ
は
 
'
本
体
 
+ ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
 

い
う
と
 
こ
ろ
だ
ろ
う
 
か
 
(
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 

ッ
ク
 
P
C
J
 

50 /
 三
、
 
五
〇
〇
 
円
)
。
 

本
体
 
電
源
 
ス
ィ
ッ
チ
の
 
下
に
 
あ
る
の
 
が
、
 

力
—
 
ト リ

ッ
 
ジ
ス
 
ロ
ッ
ト
、
 
右
下
に
 
2 
つ
 

並
ん
で
 
い
る
の
 
が
、
 
汎
用
—
 
 /
 〇
ポ
—
 
卜、 

つ
ま
り
'
 
 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
 
用
の
 
コ
ネ
 

ク
タ
 
だ
。
 
そ
の
 
下
の
 
カ
バ
—
 
を
は
ず
 
す
と
、
 

カ
 セ
ツ
 
ト 接

続
 
コ
ネ
ク
タ
と
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
 

接
続
 
コ
ネ
ク
タ
が
 
現
れ
る
。
 

さて
、 

M
S
X
 

用 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

中 

には
、 

キ
—
ボ
 

I 
ド
な
 

し
で
 

操
作
の
で
 

き 

そ
の
後
、
 
情
報
^
 
y
 会
と
 
い
わ
れ
る
 
現
代
 

に
 至
る
。
 そ
の
 間
に
、
 真
 ! 7t? 眷
は
ト
 ラ
ン
 

ジ
 ス
タ
と
 
な
り
、
 
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
 
L
S
 

I
 
と
な
り
、
 
や
が
て
 
そ
の
 
多
く
は
 
V
L
S
 

•I に
な
つ
 
て
い
く
 
だ
ろ
う
。
 

ゼ
ネ
 
ラ
ル
は
 
そ
ん
な
 
時
代
の
 
流
れ
の
 
中
 

で
 家
電
 
製
品
を
 
作
リ
 
つ
づ
け
て
 
来
た
 
メ
 ー 

力
—
 だ
。
 
ラ
ジ
オ
の
 普
及
 期
、
 
テ
レ
ビ
の
 

黎
明
期
、
 
ゼ
ネ
 
ラ
ル
は
 
大
 活
躍
だ
っ
た
。
 

<フ、 ホ
—
 厶
 パ
—
 ソ
 ナ
ル
 コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 時
代
 か
お
と
 
ず
れ
よ
う
と
 
し
て
い
る
。
 

•
こ
の
 時
期
に
、
 
ゼ
ネ
 
ラ
ル
は
 
ど
ん
な
 
マ
シ
 

ン
を
 
見
せ
て
 
く
れ
る
 
の
だ
ろ
う
。
 

ユ
 ニ
—
 ク
な
 
設
計
 
思
想
 

•
カ
ラ
—
 

テ
レ
ビ
の
 

正
し
い
 

使
い
方
 

j 

と
い
う
 

バ
ン
フ
 

レ
ツ
 

ト
の
 

付
属
す
 

る
 

M 
 

S 

X
 

マ
シ
ン
は
 

現
在
の
と
こ
ろ
、
 

こ
の
 

P
C
 

T
 

5
0
 

の
み
 

だ
。
 

そ
う
'
 
 

こ
れ
は
 

n
 

ア
レ
 

ビ
 

j 
な
の
 

だ
。
 

家
庭
 
用
 T
V
 
と
 接
続
で
 
き
る
 
こ
と
が
、
 

M
 
S
X
 
規
格
の
—
 
つ
の
ね
 
ら
い
だ
っ
た
 
わ
 

け
だ
が
、
 
こ
の
 
P
C
T
 

50 は
{
®
 
用
 T 

:
>
に
2
5
>
<
パ
ソ
コ
ン
を
内
蔵
さ
せ
る
と
 

い
う
 
手
法
を
 
と
っ
た
。
 

こ
れ
に
よ
 
る
メ
 
リ
ツ
 
ト
は
 
い
く
つ
か
 
あ
 

る
。
 

ま
ず
、
 

モ
ニ
タ
 

T
V
 

と
 

M
S
X
 

バ
ソ
コ
 

ン
—
続
 

す
る
と
い
 

う
 

作
業
が
 

不
要
に
 

な
 

ユ ビ ン n で 囹 レ テ の く た つ ま 

、と、 

る 見 す れ こ 

幻 

-£ 5 〇 ヴ 

卜 
00
 

け
 

> ツ
 

〇
 
 

K
 

ス
 

30
 

セ 8 ,  K, ィ 50 

レ
 

2
 

ー スァ 

デ 

S
 
 

〇 
イ
ー
る
 

1
3
 

，
円
 

m
 
ラ
い
 

フ
 )
(
 
p
 ジ
 0
 ( 0
0
 ジ
 カ
て
 

.  
5 
 

5 
 

b 
と
れ
 

: 50 

⑽
 C
J
 I53, 
-
K
 
I
 

で 
キ 

P
C
T
 

r
s
f
 

,
 
 

H
 
 

計
'
 

4
 

ネ J の
 マ
シ
ン
が
 

発
表
さ
れ
 たと き、 少

な
か
ら
ず
 驚い 

たのは、 

決
し
て
 

私
た
ち
 

だ
け
で
は
 

な
か
 

つたろ' 
っ。 
な
に
し
ろ
 

目
の
前
に
 

現
れ
 

た
の
は
 

『MSX 

テレビ』 

だっ 
たの 
だ 

から 
。 

ゼ
ネ
 

ラ
ル
と
 

い、
 

っ
 
 

の
 

歴
史
は
 

戦
前
 

か
ら
 

始
ま
っ
 

て
い
る
。
 

当
時
は
 

『
八
 

欧
無
 

線
』
 

と
い
ぅ
 

名
前
だ
っ
た
。
 

そ
の
後
 

A
 

欧
電
機
 

，
を
 

経
て
、
 

現
在
の
 

. ■
! 

セ
ネ
 

ラ
ル
 

卩 

に
な
る
。
 
 

• 

ラ
ジ
オ
は
 

そ
の
 

昔、
 

最
新
 

鋭
の
 

家
庭
 

電
 

化
 

製
品
で
 

あ
り
、
 

ま
た
、
 

印
刷
物
 

以
外
の
 

も
の
と
 

し
て
は
、
 

初
め
て
 

{
®
 

.l
z 

普
及
し
 

た、
 

い
わ
ゆ
る
 

ニ
ユ
ー
 

メ
デ
ィ
ア
 

だ
っ
た
。
 

そ
の
 

長
い
 

ラ
ジ
オ
の
 

時
代
が
 

終
わ
る
 

と、
 

こ
ん
ど
は
 

白
黒
 

テ
レ
ビ
の
 

時
代
だ
っ
た
。
 そ
し
て
、
 

日
本
の
 

高
度
成
長
 

期
と
 

歩
を
 

合
 

わ
せ
る
 

ょ
ぅ
に
 

カ
ラ
—
 

テ
レ
ビ
の
 

時
代
、
 



峰 本体 裏面に ついている、 

プリンタ 用 コネクタ. 

本^ 7) 裏側は 一見した と 
ろ まったくの TV だが、 

れ だけ 力 うと ころ。 

屬， い へ， （ 

TBIBI5 へ 

•キーボード PCK  50 

シン ブル だが 良い 作り 

1 卞:淡 r  rr 

峰 ジョイスティック PCJ  50, 

攀 g 居常に コン バク トに つく られ 
ている。 

使わない ときは、 このように 本 

体 上部の く ぼみ にお さめて おく 

ことか^ 11〇 

E 

仕様
- 

メーカー •品名 •型式 薄 

会社 ゼネ ラル PCT  50 
CPU 

Z  80A 
ROM MSX  BASIC  ROM  32K バイ ト 

RAM 

K バイト 

VRAM I6K バイ ト 文字 

3 坟字 X  2 桁 

表 
破 字 X2 桁 

グラフィックス 
256X192 ドット 

示 

カラー
 

16 色 

スプラ イト 
132 枚 

カートリッジ スロット 1 スロット MSX 規格 

ブ 

ビデオ 出力 
— 

1 

オーディオ 出力 

R  F 出力  • 

フ カセット I/O 1200 /2400 ボー  FSK 方式 

イ ジョイ ス テイ ック 
2 讎额 

ス プリンタ 出力 有 

拡張 バス 

— 

キ ー ボ ー ド 
別売 (PCK  50) 18,500円 

源 100V  50/60HZ 

消費 電力 
94W  (TV のみ 使用 時 8 IW) 

大きさ 418X369X388  (mm: 幅 X 高 X 奥行） 

重 さ 

!3Kg 

色 

赤 又は シルバー 

価 格 128,000円 

付属品 75Q/300Q 接続 器、 チヤン ネル シール キーボード PCK  50 

^ — ボ ー ト ASCI  1 配列 (英 •数 • グラフ ィッ クス） 

JIS 配列 （u ら がな •カタ カナ） 

'大きさ 

410X52X200  (mm: 幅 x 高 x 奥行） 

m さ 

1.5  Kg 

付属品 

1  ー ザー ズ マニュァル、 リファレンス マニュアル 

月 号 ハードニュー ス P5I、 色は… アイ ポリ   - は シルバーの 誤りでした 0 

る
 も
の
 
も
 発
 1  几さ

れ
 
て
い
る
。
 
そ
ん
な
 
ソ
 

フ
ト
 
ウ
ェ
ア
を
、
 

こ
の
 
本
体
 
+
 ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 
ッ
ク
の
 
組
み
合
わ
せ
で
 
使
用
す
 
る
 
こ 

と
を
 
考
え
て
 
み
よ
、
 つ。 

ま
ず
、
 

R 
 

O 
 

M
 

パ
ッ
ケ
 

—
ジ
の
 

場
合
は
 

簡
単
 

だ
。
 

電
源
 

O
F
F
、
 

R
O
M
 

パ
 

ッ
ケ
 

—
ジ
 

挿
入
、
 

電
源
 

O
N
」
 

こ
れ
は
 

他
の
 

M
 

S
X
 

マ
シ
ン
と
 

ま
っ
た
く
 

同
様
の
 

操
作
で
、
 

何
ら
 

問
題
は
 

な
い
。
 

そ
れ
で
は
、
 

テ
—
 

プ
の
 

5
N
 

口
は
 

ど
う
な
 

の
か
。
 

実
は
'
 
 

そ
の
た
め
に
 

1
 

L
0
A
D
1
 

ポ
 

タ
ン
、
 

1
^
1
 

ポ
タ
ン
が
 

用
意
し
て
 

あ
る
 

の
 

だ
。
 

こ
の
 

ボ
タ
ン
は
 

M
S
X
 

B
A
S
I
C
 
 

の
 
 

C
L
Q
A
D
I
^
E
n
M
I
 
 

に
 

当
り
'
!
^
 

ポ
タ
ン
は
 

RU
N 

【R
ET
UR
NI
 

に
 

相
当
し
て
 

い
る
。
 

具
体
的
に
は
、
 

テ
|
 

プ
を
 

セ
ツ
 

ト
し
て
、
 

一
 

lo
^5
i 

を
 

押
せ
ば
、
 

テ
—
ブ
 

か
ら
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

口
—
 

ド
が
 

開
 

始
 

さ
れ
、
 

ロ
ー
 

ド
が
 

終
了
し
た
ら
、
 

1
 

を
 

押
す
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

実
行
が
 

始
ま
る
、
 

と
い
う
 

形
に
な
る
。
 

ど
う
し
て
も
 
キ
—
ポ
 
ー ド

に
は
 
触
れ
た
 

く
な
い
と
 
い
う
 
人
に
は
、
 

こ
ん
な
 
操
作
 
法
 

は
う
 
つ
て
つ
 
け
だ
ろ
、
 
っ。 た

だ
、
 

11
:5
^1
 

ボ
タ
ン
は
、
 

あ
く
ま
で
 

も
'
 

0 
1_
0>
 

°,
 

に
対
応
し
て
ぃ
る
だ
け
な
 

の
で
ゴ
广
0
>
 

°,
 

(
マ
シ
ン
語
)
ゃ
 

^
 

0>
 

0.
 

(
ア
 ス
キ
—
 
型
式
の
 
フ
ァ
イ
ル
)
 

を
 必
要
 

と
し
た
 
場
合
に
は
、
 
使
用
で
 
き
な
い
。
 

キ  I
T
 
 ド  P

C
K
-
 50 

こ
の
 

|^| 5
>
<
テ
レ
ビ
、
0
.
0
丁
 

50 に
 

は、 
当
然
の
 
こ
と
な
 
沉
ら
 、
オ
プ
シ
ョ
ン
 

で
 キ
—
ポ
 
I 
ド
が
 
用
意
さ
れ
 
て
い
る
。
 

P 

C
K
 

5
0
 が
そ
れ
 
だ
。
 

英数、 ひらがな、 カタ カナ、 すべ 

て 
JIS 

配列に 

準
拠
し
た
 

73 キ 
—のキ 

1 
ポ— 
ドで、 

色は 
本体に 

合
わ
せ
た
 

2 

色が 
用
意
さ
れ
 

ている。 

テ
ィ
 
ッ
ク
 
自
体
に
 
ト 
リ
ガ
—
 
ボ
タ
ン
は
 
な
 

く、 
台
 部
に
 
2 個

の
 
ポ
タ
ン
が
 
付
く
。
 

こ
 

れ
 は
、
 
大
き
さ
 や
 形
状
か
ら
 も
 わ
か
る
 よ
 

、っに、 
片
手
で
 

持
っ
た
 

ま
ま
 

操
作
す
 

る
の
 

が
 基
本
の
 
よ
う
で
、
 
机
の
 
上
な
 
ど
に
 
置
い
 

て
 操
作
す
 
る
の
は
 
む
ず
か
し
い
。
 
そ
れ
に
 

こ
の
 ス
テ
ィ
ッ
ク
は
、
 

『
握
る
』
 
よ
り
も
 

『
つ
ま
む
.
 
〖
ほ
う
が
 
適
当
 
だ
。
 

I
 般
 的
に
 

は
'
 
 左
手
で
 台
 部
を
 持
ち
、
 
右
手
で
 ス
テ
 

イ
ツ
 
ク
を
 
つ
ま
む
 
と
い
、
 っ 感

じ
に
な
る
 
だ
 

ろ
う
。
 
 

. 

ま
た
、
 
こ
の
 
P
C
 
 J 

- 50 は、 
本
体
 
P 

C
T
 

5
0
 の
 
背
中
の
 
く
ぼ
み
に
 
す
っ
 
ほ
リ
 

と
お
さ
；
 
w
 
る
よ
う
 
に
な
っ
 
て
い
る
 
の
で
、
 

使
用
し
 
な
い
 
場
合
 
も
'
 
 比
較
的
 
ス
マ
—
 
卜 

に
 収
納
し
て
 
お
け
る
。
 

さ
て
、
 

こ
の
 

M
S
X
 

テ
レ
ビ
 

P
C
T
 

5
0
 

。 
キ
—
ボ
 

I
 

ド
の
 

P
C
K
 

5
0
 

と
 

セ
ッ
 

卜
で
 

I
 

四
 

六
、
 

五
〇
〇
 

円
と
 

な
る
。
 

フ
リ
ン
 
タ
 イ
ン
タ
 
I 
フ
 
H  V

 ス
 内
蔵
。
 

分
離
 型
 キ
—
ボ
 ー ド。 

そ
し
て
、
 R
G
B
 

に
よ
る
 ク
ツ
 キ
リ
と
 し
た
 画
像
"
 
こ
 

れ
ら
の
 
ス
ペ
ッ
ク
に
 
魅
力
を
 
感
じ
る
 
人
に
 

と
つ
て
、
 

I
 四
 六
、
 
五
〇
〇
 
円
と
 
い
う
 
値
 

段
は
 

高
い
 

も
の
で
は
 

な
い
か
 

も
し
れ
 

な
い
。
 

一
般
 キ
—
は
 
ブ
ラ
ッ
ク
、
 

シ
フ
ト
、
 

リ
 

夕
—
ン
 
な
ど
 
両
端
の
 
キ
—
が
 
白
と
 
い
う
 
色
 

分
け
と
 
さ
れ
、
 
シ
ン
プ
ル
な
 
感
じ
を
 
与
え
 

る
。
 
本
体
/
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
 
分
離
 型
 マ
シ
ン
 

ら
し
く
、
 
キ
—
ボ
 
I
 
ド
 
自
体
は
 
薄
く
 
つ
く
 

ら
れ
 、
机
の
 
上
な
 
ど
に
 
置
い
た
 
場
合
、
 
手
 

首
が
 
つ
か
れ
な
い
 
よ
う
に
な
っ
 
て
い
る
。
 

ま
た
、
 
キ
 I ポ

 I ド
を
 
か
か
え
た
り
、
 

ヒ
 

ザ
の
 
上
に
 
乗
せ
て
 
操
作
す
 
る
ク
 
セ
の
 
あ
る
 

人
に
 
と
っ
て
も
 

(
あ
ま
り
よ
 
い
 姿
勢
で
は
 

な
い
 
が
)
、
 
こ
の
 
分
離
 
型
 
ス
タ
イ
ル
は
 
気
 

に
 入
っ
 
て
 も
ら
え
る
 
だ
ろ
、
 っ。 

キ
—
の
 
タ
ッ
チ
 
や、 

操
作
 性
に
 
つ
い
て
 

は、 
ま
ず
ま
ず
 
と
い
う
と
 
こ
ろ
 

価
格
を
 

考
え
れ
ば
 

(I 
八、 

五
〇
〇
 
円)、 

上
の
 
部
 

類
に
 
入
る
 
だ
ろ
、
 
っ。 

た
だ
、
 
残
念
な
 
の
は
、
 

リ
タ
 
I
 
ン
キ
 
I
 
が
 
や
や
 
小
さ
く
 
感
じ
ら
れ
 

る
 こ
と
 
だ
が
、
 
こ
れ
 
も
 慣
れ
て
 
し
ま
え
ば
 

そ
れ
ほ
ど
 
問
題
に
は
 
な
ら
な
い
 
だ
ろ
う
。
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 

ち
 

発
売
 

P
C
T
 

5
0
 と
と
も
に
 
、
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 

ィ
ッ
 
ク
 
P
C
 
 
J  - 

50 も
 発
売
さ
れ
 
て
い
る
。
 

色
は
 
キ
—
ボ
 
ー 
ド
と
 
同
じ
よ
う
に
 
本
体
 

と
 あ
わ
せ
た
 
2 色

が
 
用
意
さ
れ
、
 

ス
 テ
ィ
 

ッ
ク
 

、
ト
 
リ
ガ
—
 

ポ
タ
ン
と
 

も
に
 

黒
、
 
ス
 

105 



I 

円 

K 
□ 
ン 

ピ 
ユ 

ソフト インフォメーション 

春 爛漫、 いまや 桜 も 真っ盛り。 ご 入学、 

ご 卒業、 み〜 ん なまと めて おめでとう。 

心ウキ ウキ、 お 目々 も パッチ リ。 MS  X 

ソフト も、 新作;^ ドッと 発売され る 季節 

だよ。 あれこれと 目移りす るの も、 また 

楽し。 お 小遣いと 照らし合わせて、 ハラ 

ハラ ド キドキ する の も、 これ また 楽し。 

MS  X の ソフトの ことならなんでも 分か 

っ ちゃう、 この コーナーを 上手に 利用し 

ておくれ。 さあ、 今月 も パワフルな 新作 

が' どっと 目白押し だよ 一。 お 花見 気分で、 
お立ち合い、 お立ち合い。 

ラ 
八 
ラ 
パ 
▼  ▼ 

ル 

お
馴
染
み
の
 
『
お
か
あ
さ
ん
と
 
い
つ
し
ょ
』
 

シ
リ
—
 
ズ
最
 
新
作
。
 
今
回
の
 
案
内
 
役
は
 
ネ
ズ
 

ミ
の
 
ポ
 
ロ
リ
で
す
。
 

ポ
 
ロ
リ
が
 
船
長
を
 
す
る
 

貨
物
船
に
 
い
ろ
い
ろ
な
 
荷
物
が
 
積
み
 
こ
ま
れ
 

ま
し
た
。
 

で
も
'
 

荷
物
は
 

全
 
8
^
 

の
 
中
に
 

入
つ
 

て
い
る
 
の
で
、
 
な
に
が
 
ど
こ
に
 
あ
る
の
 
か
、
 

ち
ょ
つ
 
と
 外
か
ら
 
見
た
 
だ
け
で
は
 
分
か
り
 
ま
 

せ
ん
。
 
そ
こ
で
 
ド
 
コ
に
ナ
 
ニ
が
 
あ
る
の
 
か
、
 
キ
 

ミ
に
 
当
て
て
も
 
ら
い
た
い
 
と
い
ぅ
 
ワ
ケ
 
な
の
 

で
す
。
 
レ
ベ
ル
は
 

4 
段
階
に
 
分
か
れ
て
 
い
て
、
 

初
心
者
 
向
け
の
 
も
の
 
だ
と
'
 
 
置
か
れ
た
 
荷
物
 

の
 種
類
 
も
 場
所
 
も
 
正
し
い
 
場
合
に
は
 
ソ
ノ
 
荷
 

物
'
 か
 赤
く
 
変
わ
り
'
 
 場
所
 
だ
け
が
 
正
し
い
 
時
 

に
は
 
黄
色
く
 
荷
物
の
 
色
が
 
変
わ
る
 
の
で
、
 
比
 

較
的
 
カ
ン
 
タ
ン
に
 
答
が
 
分
か
る
 
よ
う
に
な
つ
 

て
い
ま
す
。
 

で
も
、
 

こ
れ
が
 

上
級
 

者
 

用
に
 

な
 

る
と
 
大
変
。
 
ヒ
ン
ト
は
 
種
類
と
 
場
所
 
•
種
類
 

別
に
、
 
数
量
 
だ
け
 
出
て
 
き
ま
す
。
 
少
な
い
 
ヒ
 

ン
 ト
の
 中
で
、
 

キ
ミ
は
 果
た
し
て
 何
 問
 正
解
 で
き
る
 
か
な
？
 
こ
う
な
る
 
と
、
 も
う
 
お
 父
 さ
 

ん
に
 
手
伝
つ
 
て
 も
ら
わ
な
 
く
つ
ち
 
や
 あ
 出
来
 

な
い
か
 
も
し
れ
 
な
い
 
ね
。
 
で
も
、
 
そ
の
 
お
 父
 

さ
ん
 
も
 出
来
な
 
か
つ
た
り
 
し
て
 
…
…
 

。 

こ
の
で
 

や
え
 
も
 

'
る
 
ま
ち
 
答
リ
 

て
い
 
回
っ
て
 

口
 

さ
て
 

5
 
セ
し
 
ポ
 

m
 
さ
ぃ
 。
で
 
推
 
だ
 
ゾ
 • 

ん
二
な
 

き
っ
。
 

く
 

並
ナ
 

や
で
 

ゆ
ぅ
で
 

に
に
 

き
ジ
 
 

'
.
よ
ん
 

庫
 

コ
な
ン
 

い
け
 

喜
 

倉
 

ド
て
 

レ
な
 

つ
に
 

め
の
 

当
ャ
け
 

見
-
 

51
5 

脉
れ
か
 

チ
い
 

を
 

-
 J
 

•
テ
—
 
プ
 
 
2
、
 
8
0
0
円
 

ラ
ン
ド
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

最
近
『
に
こ
に
こ
ぷ
ん
』
の
フ
ァ
ン
に
女
 
±
 "问 

生
が
 
増
ぇ
て
 
い
る
と
 
か
。
 
や
っ
ぱ
り
 
キ
ヤ
 
ラ
ク
 

夕
が
 
可
愛
い
 
か
ら
、
 

番
組
と
 
知
り
つ
つ
 
も
、
 

つ
い
つ
 
い
 見
ち
 
や
う
ん
だ
ろ
う
 
ネ
 。
そ
の
 
可
愛
 

い
 ピ
ッ
コ
ロ
 
や
じ
 
や
じ
 
や
 丸
、
 
ポ
ロ
 

, V
 た
ち
の
 

バ
ラ
 
バ
ラ
に
 
な
つ
た
 
轻
を
 
、
•
一
つ
ず
 
つ
ず
 
ら
し
 

て
、
-
 几
の
 絵
に
 
し
よ
う
と
 
い
う
の
 
が
 
こ
の
 
ゲ
 ー 

ム
 

。
初
心
者
は
 

9 
つ
に
 

分
解
さ
れ
 

た
 

絵
を
 

完
成
 

さ
せ
れ
ば
 

い
い
ん
だ
 

け
ど
、
 

上
級
 

者
 

向
け
の
 

も
 

の
は
、
 

絵
が
 

な
ん
と
 

25
 

に
も
 

分
解
さ
れ
 

て
、
 

し
 

か
も
 

メ
 

チ
ャ
 

ク
チ
ャ
に
 

動
か
さ
れ
て
 

い
る
の
 

だ
 

/ 
•
そ
れ
を
 

7C
 

に
も
 

ど
す
 

の
は
 

大
人
 

だ
つ
 

て
 

太
 

弯
さ
て
、
キ
ミ
は
何
分
間
で
元
の
絵
に
直
せ
 

る
か
な
？
 



籲 テープ 2,800円 ランド コンピュータ 

もう 少しで でき 上がり だ。 がんばろう/ 

ドラ ネコの じ やじ や 丸 くん。 パラ バラに なっても キ チンと 修 

複し てあげて ネ。 実は ドラ ネコの じ やじ や 丸 くんです。 

ど
う
 
行
け
ば
 
い
い
の
 
か
 4
 : か
ら
な
い
 
時
は
 
ヒ
ン
ト
を
 

見
ち
 
や
お
う
。
 

ヒ
 ン
ト
办
 
地
図
は
 
3 回

 見
ら
れ
る
 
よ" 

'
ロ
リ
と
 
デ
—
 
卜
の
 
約
束
を
 
し
た
 
ピ
ッ
コ
 

ン 
や
ん
。
 

で
も
 

待
ち
合
わ
せ
の
 

場
所
が
 

わ
 

か
ら
 
な
く
な
つ
 
て
、
 
あ
つ
ち
に
 
ウ
 
ロ
ウ
 
ロ
、
 

こ
つ
ち
 
に
 キ
ヨ
 
ロ キ

ヨ
 
ロ
。
 

と、 - > と
う
、
 
迷
 

子
に
 
な
つ
て
 
し
ま
い
ま
し
た
。
 
か
わ
い
そ
う
 

に
 

ピ
ッ
コ
ロ
ち
 

や
ん
 

は
 

今
に
も
 

泣
き
出
し
 

そ
 

、っ
。 

さ
あ
、
 

な
ん
と
か
 

ピ
ッ
コ
ロ
ち
 

や
ん
 

を
 

ポ
 

ロ
リ
の
 

い
る
と
 

ご
ろ
ま
で
 

連
れ
て
行
 

つ
て
 

あ
げ
ょ
う
 

。
ヒ
ン
ト
の
 

地
図
は
 

3
 

回
 

見
る
 

こ
 

と
が
で
 

き
ま
す
。
 

チ
ラ
つ
 

と
 

見
た
 

そ
の
 

地
図
 

を
し
 

つ
か
り
 

if
 

見
え
た
ら
、
 

い
ざ
 

出
発
/
 

世
間
に
は
々
 

方
向
音
痴
"
 

つ
て
 

人
 

も
 

多
い
 

け
 

ど
、
 

そ
ん
な
 

人
が
 

方
向
咸
 

这
見
を
 

身
に
 

つ
け
る
 

に
は
 

|
 

番
の
 

ゲ
—
厶
 

。
な
に
せ
 

こ
れ
な
ら
 

家
 

の
 

中
で
 

で
き
ち
 

や
う
の
 

だ
か
ら
 

安
、
；
^
。
 



ス
。
 

へ
—
 

ス
ゲ
 

ー
ム
は
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
の
 

恐
ろ
 

し
い
 

ゲ
—
ム
 

が
 

多
い
 

け
ど
、
 

フ
ラ
 

ッ
ビ
—
 

君
 

は
 

万
人
に
 

愛
さ
れ
る
 

宇
宙
 

少
年
。
 

か
つ
て
 

天
 

に
 

輝
い
た
 

美
し
い
 

星
 

ブ
ル
—
 

ス
タ
—
 

の
最
 

後
の
 

生
き
残
り
 

と
し
て
、
 

ひ
と
り
 

ゼ
ビ
 

ラ
ス
 

星
に
 

逃
れ
た
 

と
い
う
 

暗
い
過
去
を
 

背
負
っ
て
 

い
る
の
 

だ
。
 

荒
涼
と
 

し
た
 

大
地
を
 

さ
ま
ょ
う
 

フ
 

ラ
ッ
ピ
—
 

の
 

耳
に
 

何
者
か
の
 

声
が
 

響
く
。
 

「フル— スタ— は 細かく 碎 けて ブル— 

スト— 

ンと 

なり、 

この 

大地に 

散らばつ 

ている 

おまえは 

その 

ブル— 

スト— 

ン 

をす 

ベて 

集める 

の 
だ」 

とまどう 

フラッ 

ビ— 

君。 

「ブル— 

スト— 

ンを 

集める 

そ 

れで 

I 
体 
どうなる 

のだろう 

か？」 

やが 

てフラ 

ッビ— 

は 
歩き 

始めた。 

ブル— 

ス 

夕 
I 
のか 

けら、 

「ブル 

ー 
スト 

I 

ン」 

を 
探 

し 
求めて。 

謹い 

来る 

敵の 

数々 

縦横 

無 

尽に 

勝手な 

動きで 

攻めて 

くる、 

ェビの 

怪物 

ェビ— 

ラ 

恐ろしき 

一角獣の 

ユニ 

ど
の
 

道
を
 

行
け
ば
 

い
い
の
 

か
 

悩
ん
 

じ
 

や、
 

つ
 

な
？
 

よ
く
 

考
え
て
 

進
路
を
 

決
め
よ
う
 

コ
|
 ン 。

フ
ラ
 ツ
ビ
—
 君
 唯
 I の

 武
器
は
 催
 

眠
き
 
の
こ
 
だ
け
な
 

の
 
だ。 

宇
宙
空
間
に
 

構
成
 

さ
れ
る
 

不
思
議
な
 

迷
路
 

岩
石
を
 

上
手
に
 

移
 

動
す
 
る 

n 
卜
が
 
キ
 
I 
ポ
イ
ン
ト
。
 

キ
ミ
の
 
勇
 

気
が
 
フ 
ラ
ッ
ピ
—
 

君
の
 
命
運
を
 

握
る
"
 

も
ぅ
'
 

立
ち
止
ま
 

つ
て
は
 
い
ら
れ
な
い
。
 

き
つ
と
 

何
 

か
が
 
起
こ
る
。
 

と
て
つ
も
な
く
 

恐
ろ
し
い
 

こ 

と
が
…
。
—
 

面
 
ク
リ
ア
し
て
も
 

次
々
 
に 現

わ
 

れ
る
 難問
。
 な
ん
と
 驚異
の
 57 画面
 ダ // : 

•
テ
—
 
プ
 
 
3
、
 
8
0
0
 
円
 
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
 
ソ
フ
 

L 

迷
信
 
だ
つ
 
て
 わ
か
つ
 
て
い
て
も
、
 
な
ぜ
か
 
5
1
 

に
な
る
 
の
が
 
占
い
。
 
新
聞
 
や
 雑
誌
を
 
H
 
つ
た
ら
 

す
ぐ
に
 
占
い
の
 
ぺ
ー
ジ
 
を
 a
 
る
 入
 も
 
多
 
い
ん
じ
 

や
な
い
 
か
な
？
 

そ
ん
な
 
人
た
ち
 
に
オ
ス
 
ス
メ
 

な
の
が
 こ
の
 ゾ
フ
ト
 。
お
 lF.. n (: お

参
り
 {: 行

 

つ
た
ら
 
必
ず
 
ri つ

ち
 
や
ぅ
 
あ
の
"
 
お
み
く
じ
"
 

の
 M
S
X
 
版
な
 
の
 ダ
。
 
テ
ー
 
プ
の
 
口
—
 
ド
が
 
終
 

わ
る
と
 
タ
ィ
ト
ル
が
 

,, 
I1, る

。
 
こ
れ
 
(: ま

ず
 
ビ
ッ
 

ク
リ
 。
赤
い
 岛
 K
 と
 神
社
が
 バ
ッ
ク
 
{: 映
つ
 
て
 

い
る
の
 
ダ
。
 
や
が
て
 
ジ
ャ
 
ラ
ジ
 
ャ
ラ
 
と
い
ぅ
 
音
 

と
 

- «: ハ (: お
み
く
じ
 
箱
が
 
出
て
 
米
る
。
 
こ
こ
で
 
祈
 

り
を
 
込
め
て
 
ス
ぺ
ー
 
ス
キ
—
 
を
 押
す
。
 

と
、
 
箱
 

か
 •し 番

号
 
礼
が
 

,, 
h
 
て
 米
る
。
 
こ
の
 ̂
 : .

化
 
の
 お
 

み
く
 
じ
を
 ̂
 广
さ
ん
 
が
 侍
つ
 
て
 米
て
 
く
れ
る
。
 

ま
ず
は
 

こ
れ
は
 
人
 吉
 
•
小
 

- l-r rl •
古
 

•
人
 ^
 

I 
の
 5
 通
り
。
 他
 (: 願

い
 

談
 •
金
 運
 

•
什
 事
 
•
失
せ
物
 
•
转
 
A  • 旅

 行
 
{: 分

か
れ
て
 

い
て
、
 
気
に
な
る
 
こ
と
は
'
 
 
応
 す
べ
て
 
占
え
る
。
 

と
い
う
 
わ
け
で
、
 

こ
れ
 
さ
え
 
あ
れ
ば
、
 

も
う
 
わ
 

ざ
 わ
ざ
 
神
社
に
 

fr く
 
必
要
は
 
な
い
。
 
キ
ミ
の
 
M
 

S
X
 
が
 
こ
れ
か
ら
は
 
神
サ
 
マ
な
 
の
 ダ
/
.
 

ブル— スト— ンは あんな 所に !? •まずは 

キノ 

コ狩リ 

だ。 

それから 

活動 

開始 

だ。 
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•  ROM  4、 500円 ナムコ 

時には ワープを 利用して、 ある 時 

は 点滅す る パワー エサで 立場を 逆 

転 させて。 キミは 腹 ペコの パック 
マン。 さあ 次から 次へ と エサを 食 
ぺ まくる の だ/ 

MS  X の ゲームに も 怪獣を 主人公に した ものが 多い けれ 

ど、 怪獣と いったら 忘れち ゃならない のが T V の ウル ト 

ラマン シリーズ。 ウルトラ Q の 時代から 考えれば 15 年 

間に わたり 8 作、 全部で 372 のエビ ソー ドが 作られて いるっ 

ていうん だから、 まさに 日 本の 彳圣獣 モノ の 代表です な./ 

で、 この ウル ト ラマン シリーズから 名場面 ばかりを 

: C3? 

も
う
 
今
 さ
ら
 
言
う
 
こ
と
 
も
な
い
だ
ろ
う
。
 

キ
ミ
が
 
ゲ
—
ム
 
セ
ン
タ
—
 
で
 全
 財
産
を
 
失
つ
 

た、 
あ
の
 
パ
ッ
ク
マ
ン
の
 
登
場
な
 
の
じ
 
や。 

ス
コ
ア
ー
 

万
点
が
 

越
え
ら
れ
ず
、
 

み
ん
な
 

か
 

ら
 白
い
 
目
で
 
見
ら
れ
た
、
 

あ
の
 
ツ
 ラ
い
 
日
々
。
 

不
遇
の
 時
代
を
、
 今
 こ
そ
 思
い
出
す
 の
 だ。
 

獅
子
は
 

わ
が
 

子
を
 

崖
 下に
つ
 

き
 落と
し
'
 
 

試
 

練
を
 
与
え
る
 
と
い
う
。
 
あ
ま
り
 
関
係
は
 
な
い
 

が
、
 
臥
 薪
 i
 
の
 例
え
に
 
も
 あ
る
よ
う
 
に' 

秘
か
に
 
力
を
 
た
く
わ
え
て
、
 
見
返
す
 
の
 だ
。
 

も
ち
ろ
ん
 自
宅
で
 思
う
存
分
 や
れ
る
 から、 

実
カ
 
アツ 

ブ
も
 
努
力
 
次
第
と
 

い
う
 
わ
け
さ
。
 

迷
路
に
 

並
ん
だ
 

エ
サ
を
 

ど
ん
ど
ん
 

食
べ
て
 

い 

こう。 
反
射
神
経
の
 

銳
 さ
が
 
勝
負
の
 

分
か
れ
 

目。 
ジャ 

マす 
る 
モン 

ス
タ
—
 

た
ち
と
の
 

手
に
 

汗
 握
る
 
追
撃
戦
。
 

点
滅
 

. 
T 
る 
パ
ヮ
—
 

エ
サ
で
 

立
場
は
 

大
逆
 
転
 だ。 

に
つ
く
 

き
イ
 
ジ
ケ
 
モン 

ス
タ
—
 

を 
退
治
す
 

る
の
 
だ。 

ユ 
カ
イ
な
 

パ
ツ
 

ク 
マン 

シ
ヨ
—
 

ま
で
つ
 

い
て
る
 

し、 
また 

パ
ツ
 

クマ 
ニ
ア
に
 
な
つ
て
 
しま、 

つ •事 間
違
い
な
 

し。 

•
 R
O
M
 
 4、 5

0
0
 円
 
ナ
ム
コ
 

I
K
 遜
 
感
あ
ふ
 
れ
 
る
.
.
 儿
 氣
 
な
 
ポ
リ
ス
"
 
マ
ツ
 

ピ
 1 

«
 。
知
つ
 
て
た
 
か
な
？
 
 

マ
ッ
 ピ
 1 

/•; は
 科
へ
 r- 技

術
 館
の
 
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
 

人
 

八. ムや
令
 围
の
 
ロ
ボ
ッ
ト
 
イ
ベ
ン
ト
 
人
 会
で
 

人
 活
躍
の
 
沐
路
脱
 
出
 fli ロ

ボ
ッ
ト
。
 

つ
ま
 

り 
{犬 在

の
 
人
 ̂
 キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
な
 
の
 だ
。
 
さ
 

あ
少
平
 
少
夂
の
 
ア
イ
ド
ル
 

= 
マ ッ

ビ
—
 
パ
 

を
 人
 活
躍
 
さ
せ
ょ
う
。
 
秘
密
の
 
作
 館
で
 
盗
 

"i 
さ
が
し
て
、
 

®
 

打
 
ニ
ヤ
—
 

ム
コ
 

た
ち
と
 

行
つ
 
た
り
 
米
た
り
。
 
«
 し
い
 

- H 
に 八

 M わ
 

せ
て
 
追
い
 
か
け
つ
 
こ
の
 
始
ま
り
 
だ
い
。
 

う
 

ろ
う
ろ
 
し
て
い
る
 
と、 

ニ
ヤ
—
 
ム
コ
 
た
ち
 

(: つ
か
ま
る
 
ぞ
 。
探
し
 
Ini れ

ば
、
 
sr fiv の

 中
 

.は 盗
 品
 の
 III な

の
 
だ
。
 
あ
る
 
わ、 

あ
る
 
わ、 

金
 W
 に テ

レ
ビ
、
 ラ
ジ
オ
 (1 -K 物。

 ス I 

。
ハ
ー
 ド
ア
を
 
く
ぐ
り
 
抜
け
て
、
 

JE つ
て
く
 

る
 
ニ
ヤ
 
ー
ム
コ
は
 
^
 返
 一 >  よう

。
 

ト
 
ラ
ン
 

ボリ ンのジ ヤン プを L 手 (: 利 川す る 

ことが、 

r*.* 19 
£ 点の 

コツ 
。追つ 

て 
追わ 

れ
 て、 

C
A
T
 
 •  C

H
A
S
E
 
だ
よ
。
 

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
 
目
指
す
 
階
ま
で
、
 

I 気
に
 飛
 

び
 
上
が
ろ
ぅ
。
 

男
の
子
は
 

も
ち
ろ
ん
 

女
の
子
に
 

も 大
人
 51 の マ ツ

ビ
—
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リアルタイム. アニメーション 処理を 採用した 画期的 画 

面 甦る ロマンと 冒険の 世界へ、 さあ 出発し よう// 

逃け •る 前には、 地図 や 宝を 奪わなければ ならない  謎の 美女 この 先 キミを 助けて くれる ことになる 

テ ヒルズ ヘブン 
•ROM  4,800円 ゼネ ラル ジョイスティック 使用 

• テ— プ
 
 4、 8
0
0
円
 

ス
ト
ラ
ツ
 
ト
フ
 
オ
—
ド
 
•
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
—
 
セ
ン
タ
—
 

「
ギ
ザ
の
 
地
に
 
人
る
 
^
 ょ
、
 
獅
 f
 
{: 光

を
 

/; V- ぇ
 時
 

の
 )4 (: 乘

れ
。
そ
の
理
力
に
ょ
り
、
す
べ
て
を
以
 

ん
 。
ク
フ
は
 ギ
ザ
の
 地
の
 人
々
 (: 永
遠
に
 宿
る
」
 

砂
漠
の
 
屮
の
 
ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ヤ
 
ー 
は
、
 
こ
の
 
謎
の
 
メ
 

ツ
セ
—
 
ジ
か
ら
 
始
ま
る
。
 

運
命
を
 
切
り
拓
 
い
て
 
ゆ
 

く
の
は
、
 
キ
ミ
の
 
知
力
と
 
勘
 
{: か

か
つ
 
て
い
る
。
 

悪
漢
 
ど
も
と
の
 
壮
烈
な
 
戦
い
。
 
そ
し
て
 
芡
夂
 
と
の
 

出
会
い
、
 
猛
獣
た
ち
 
の
—
。
 

胃
 険
、
：
 I I-J 険

ま
た
 
1 E 

険
 の
：
：
：
々
 
が
 始
ま
る
。
 
森
を
 
抜
け
、
 
海
を
 
渡
り
、
 

ク
フ
 
王
の
 
秘
密
を
 
追
い
求
め
る
 
壮
大
な
 
ア
ド
 
ベ
ン
 

チ
ヤ
 
ー 
の
 旅
は
 
今
日
 
も
 続
く
。
 
隠
さ
れ
た
 
財
宝
は
 

果
た
し
て
 
ど
こ
に
？
 

そ
し
て
 
そ
の
 
宝
と
は
 
一
体
 

何
 か
？
 

牛
 •き 抜

く
 
た
め
の
 
条
件
は
 
厳
し
い
 
が
、
 

財
宝
を
 
探
し
 ̂
 
て
る
た
 
め
 
(: は

 明
晰
な
 
推
理
 
力
が
 

要
求
さ
れ
 
る
。
 
第
 

回
 ア
ド
べ
 
ン
 チ
ヤ
 
ー 
ゲ
 I 

ム
 

•
コ
ン
テ
ス
ト
 
最
 優
_
受
 
賞
 作
品
。
 
フ
ル
グ
ラ
 

フ
イ
 
ッ
ク
_
而
 
の
 本
格
派
 
ゲ
—
ム
 
が
、
 
つ
い
に
 
M
 

S
 
X
 
で
 
発
売
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
 
ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
の
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
 
設
定
に
 

は
、
 
ひ
と
つ
の
 
基
本
的
な
 
バ
タ
—
 
ン
が
 
あ
っ
た
の
 
だ
。
 

つ
ま
り
、
 
自
分
の
 
操
作
す
 
る
 
メ
イ
ン
.
 
キ
ャ
 
ラ
 
ク
タ
 

は
 
可
愛
く
、
 
そ
し
て
 
親
し
み
が
 
持
て
 
^
 
そ
の
 
反
対
 

に
、
 
襲
っ
 
て
く
 
る
 敵
は
 
ど
ち
ら
 
か
と
 
言
え
ば
 
憎
た
ら
 
し
 

い
 キ
ャ
ラ
ク
タ
に
 
す
る
。
 
敵
が
 
恐
く
て
 
巨
大
で
 
あ
れ
 

ば
 あ
る
 
程
、
 
闘
争
 
心
 も
 湧
く
 
と
い
う
 
も
ん
で
、
 
ひ
と
つ
 

の
 基
本
 
だ
っ
 
た
ん
だ
ょ
 
ね
 
と
こ
ろ
が
、
 

そ
の
 
辺
の
 
発
 

想
を
 
ま
っ
た
く
 
逆
転
 
さ
せ
た
 
の
が
'
 
 
こ
の
 
ソ
フ
ト
な
 
の
 

だ
"
 
君
の
 
操
作
す
 
る
 
メ
イ
ン
 
•
キ
ャ
 
ラ
ク
 
タ
は
 
デ
 巴
 

ル
 
足
を
 
た
く
さ
ん
 
持
っ
た
、
 
あ
の
 
黒
い
%
 
な
の
 
だ
 

よ
そ
し
て
、
 
襲
っ
 
て
く
 
る
 敵
は
 
ケ
—
キ
 
や
 チ
ョ
コ
 
レ
—
 

卜、 
は
た
ま
た
 
鳥
の
 
大
群
な
 
の
じ
 
ゃ
そ
れ
 
な
ら
 
戦
わ
 

ず
に
 
食
べ
た
い
 
と
言
う
 
御
 方
 も
い
 
る
だ
ろ
う
 
が
、
 
そ
れ
 

で
は
 
ゲ
—
ム
 
は
 始
ま
ら
な
い
 

こ
こ
は
 
暗
黒
の
 
大
宇
宙
 

空
間
 

飛
来
す
 
る
 お
菓
子
の
 
群
れ
を
 
次
々
 
に
 撃
ち
落
と
 

し
な
が
ら
'
 
 
果
て
し
な
い
 
旅
を
 
続
け
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
 

い
の
 
だ
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 
操
作
の
 
巧
み
 
さ
が
 
高
 

得
点
の
 
ホ
 イ
ン
 
ト
に
な
る
 
だ
ろ
う
 

無
気
味
な
 
星
雲
を
 

通
り
抜
け
、
.
 
は
た
し
て
 
宇
宙
の
 
彼
方
に
 
あ
る
と
 
い
う
へ
 

ブ
ン
 
(
天
国
)
 
に
た
 
ど
り
 
着
く
 
事
が
 
で
き
る
 
だ
ろ
う
 
か
？
 

デ
ビ
ル
の
 
旅
は
 
今
日
 
も
 続
く
 
の
 だ
 

や
や
 
!? 

襲
つ
 
て
 来
る
 
の
は
、
 
な
ん
と
 
チ
ヨ
コ
 

レ
ー
 
4
 
ケ
—
キ
 
だ
 

こ
れ
は
 
目
の
 
錯
覚
 
か
？
-
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頭は すでに 大混 5 し!？ コレを やって 
も 詰まない し、 アレを 動かしても 結 

果は 同じ I 題に こ ん なに 時間 かか 
ってい いのかしらん？ 深呼吸で も 

して、 韵寺 ちを 落ち着けて サア、 

最初から やり直す の だ r 

•ROM  4,800円 ゼネ ラル ジョイスティック 使用 

迷路の 中には チャー ミー 君の 敵が いっ 
はい r ロ ポッ トや ぞう リ 虫、 うさぎに 力 
ラス， そして 管？ 1A のオジ さんまで 向 

かって 来る ではない か： チャ ー ミー 君 
の 武器は 日夜き たえた、 その 脚力と す 

ば しっこ さ だけな のた, _ マンホールの 
上手な 利用が ハイ* スコアの ポイント 

だよ f 変 足を 生かして 逃け"® ろう- 

将
 棋
界
の
 
こ
と
は
 
よ
く
 
分
か
り
ま
せ
ん
 

が
、
 内
 藤
 国
 男
 九
 段
と
 い
え
ば
、
 泣
く
 子
 も
 

黙
る
 
ツ
オ
い
 
人
。
 そ
の
 
先
生
が
 
キ
ミ
た
ち
 
を
 

泣
か
せ
に
 
新
作
 
詰
 将
棋
を
 
出
題
し
て
 
く
れ
 

ま
し
た
 
ゾ
。
 
こ
の
 際
 ハ
ツ
 キ
リ
 
言
つ
 
て
 お
こ
 

ぅ
。
 
と
て
も
 
難
し
い
、
 
並
み
の
 
頭
で
は
 
解
 

け
な
い
 
の
で
は
な
い
だ
ろ
ぅ
 
か
'
 
 将
棋
に
 

自
信
 あ
る
 ア
ナ
 タ
、
 
ぜ
ひ
 挑
戦
し
て
 下
さ
 

い
。
 
気
持
ち
を
 
ビ
リ
 
ピ
リ
と
 
引
き
し
 
め
て
 

チ
ヤ
 
レ
ン
ジ
し
 
ま
し
よ
う
。
 

ま
た
、
 
将
棋
 

に
あ
 
ま
り
 
自
信
 
は
な
い
け
 
ど
、
 
大
好
き
 
だ
 

と
い
う
 

方
。
 ご 安
心
 あ
れ
。
 分
か
ら
な
い
 

時
 

に
は
、
 
内
 藤
 先
生
が
 
暖
か
い
 
ヒ
ン
ト
を
 
与
え
 て
 く
れ
る
 
ょ
 

ヒ
ン
ト
 
ボ
タ
ン
を
 
押
せ
ば
 

「
飛
車
の
 
動
き
が
 
ポ
ィ
ン
ト
/
」
 
な
ん
て
 

ち
ゃ
ん
と
 
教
え
て
 
く
れ
る
 
の
 だ
 
間
違
っ
 

た
 手
を
 
打
 
っ
て
も
 
指
示
し
て
 
く
れ
る
 
し
、
 

バ
ス
 
や
 手
を
 
戻
す
 
こ
と
 
も
 
可
能
 
だ
し
、
 

ま
 

さ
に
 
至
れ
り
 
つ
く
せ
り
 
の
 ソ
フ
ト
た
 
だ
 

し
、
 
も
ぅ
 

|
 度
 言
っ
 
て
 お
こ
、
 
-1 

そ
れ
で
 

も
 相
当
に
 
手
強
い
 
の
 だ
 
見
事
に
 
詰
め
た
 

ら
 
キ
ミ
の
 
実
力
は
 
か
な
り
の
 
も
の
 

自
信
 

を
 持
つ
 
て
い
い
 
答
 だ
よ
 

も
し
 
か
 -L た

ら
、
 

明
日
の
 
名
人
、
 
王
将
は
 
キ
ミ
 
か
も
 
知
れ
な
 

い
ぞ
 

さ
あ
、
 
フ
ロ
の
 
詰
 将
棋
に
 
レ
ッ
ツ
 

チ
ヤ
 
レ
ン
ジ
/
.
 

〆 

食
い
意
地
の
 
張
っ
た
 
ネ
ズ
 
ミ
の
 
チ
ャ
 

I
 
ミ
—
 
く
ん
、
 
大
好
物
の
 

チ
—
 
ズ
が
ア
 

ッ チ
コ
 
ッ
チ
に
 
落
ち
て
 
い
る
 
迷
路
に
 
住
 

ん
で
 
い
る
 

だ
が
'
 
 
こ
の
 
迷
路
に
は
 
恐
 

ろ
し
い
 
ロ
ボ
ッ
ト
 
や
 ウ
サ
ギ
、
 
管
理
人
 

の
ォ
ジ
 
さ
ん
な
ん
 
か
が
 
ウ
 
ロ
ウ
 
ロ 

安
 

心
し
て
 
チ
—
 
ズ
を
 
食
べ
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
 

な
い
。
 
迷
路
は
 
4
 
階
 建
て
に
 
な
っ
て
 
い
 

て
、
 

一
番
 上
の
 
階
か
ら
 
一
番
 下
の
階
 
ま
 

で
 直
通
の
 
マ
ン
 
ホ
—
 
ル
が
 
通
っ
て
 
い
る
 

こ
の
 
マ
ン
 
ホ
—
 
ル
を
 
利
用
し
て
 

4 
階
 か
 

ら
—
 
階
ま
で
は
、
 
直
通
で
 
飛
び
降
り
ら
 

れ
る
 

け
ど
、
 

登
る
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
"
 

ま
っ
た
 
く
、
 
大
好
物
を
 
手
に
入
れ
 
る
っ
 

て
い
う
 
の
は
、
 
大
変
な
ん
 
だ
ょ
 
ね
 

各
 

面
を
 
ク
リ
ア
 
す
れ
ば
 
す
る
 
程
、
 
敵
 も
 多
 

く
な
 
っ
て
く
 
る
 

ぞ
う
 
リ
虫
 
な
ん
て
の
 

も
 
出
て
 
来
て
、
 
せ
っ
か
く
の
 
登
 リ
ロ
を
 

ふ
さ
い
で
 
し
ま
う
 
し
、
 
天
井
 あ
た
り
に
 

は
 恐
い
 
ヵ
ラ
ス
が
 
飛
び
 
か
っ
て
い
 
る
。
 

そ
れ
で
も
 
チ
ャ
—
 
ミ
 
ー 
君
は
 
チ
—
 
ズ
が
 

大
好
き
 

命
を
 
か
け
て
 
男
 
|
 匹
'
 
 今
日
 

も
 戦
い
を
 
続
け
る
 
の
 だ
さ
 
あ
、
 
走
り
 

ま
く
る
 
ゾ
：
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右から 左から、 次々 と！！ い 来る エイ リア 
ンの 大群 t 反射神経を 銳 くみが くの だ 

飛来す る エイリアンを 翠墜 できない と、 

いつまで たっても ス テ ー ジクリ アは 望め 

ない。 キミは ギャラ クシ アン •プロと な れ るかな？ 
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•
テ
—
 
プ
 

3、 8
0
0
円
 

ス
ト
ラ
ツ
 
ト
フ
 
ォ
—
ド
 
•
コ
ン
 
ピ
ユ
 
-T 夕

 
I 
セ
ン
タ
—
 

算
数
が
 
苦
手
っ
て
 
人
に
は
 
神
サ
 
マ
み
た
い
 
な
 

"
パ
ソ
コ
ン
 
家
庭
教
師
 
シ
リ
—
 
ズ
 "
の
 
小
学
 
2 

* 

年
生
 
(下) の

 ソ
フ
ト
が
 
出
た
 
ぞ
〜
才
 

/ 

こ
こ
で
 
学
習
で
 
き
る
 
の
は
 
小
学
 
2 年

生
で
 
学
 

習
す
 
る
た
 
し
算
 
•
ひ
き
 
算
 
•
か
け
 
算
 、
そ
れ
に
 

単
位
と
 
図
形
。
 
特
に
 
単
位
 
や
 図
形
は
 
グ
ラ
フ
 
ィ 

ッ
ク
 も
た
く
 
さ
ん
 
使
っ
て
、
 
分
か
り
や
す
く
 
お
勉
 

強
で
 
き
る
 
よ
ぅ
に
な
っ
 
て
い
る
。
 
も
ち
ろ
ん
 
ほ
 

か
の
 
学
年
の
 
算
数
の
 
学
習
 
ソ
フ
ト
と
 
同
様
に
、
 

し
っ
 
か
り
 
学
習
を
 
や
り
 
終
わ
つ
 
た
ら
 
今
度
は
 
テ
 

ス
ト
で
 
ど
れ
 
だ
け
 
実
力
が
 
つ
い
た
 
の
か
、
 
確
認
 

が
で
 
き
る
。
 
分
か
ら
な
か
っ
た
 
問
題
を
 
テ
ス
 
ト
が
 

終
わ
っ
た
 
後
で
 
復
習
 
す
れ
ば
 
ま
た
 
覚
え
が
 
早
く
 

な
る
 
の
は
 
確
実
 
だ
ネ
 
。
パ
ソ
コ
ン
 
家
庭
教
師
と
 

い
つ
て
 
る
け
 
ど、 

現
実
に
は
 
こ
れ
 
だ
け
 
親
切
に
 

め
ん
ど
う
を
 
見
て
 
く
れ
る
 
家
庭
^
^
 
な
ん
て
い
 

る
 わ
け
は
な
い
。
 
f
 
に
 有
難
い
 
便
利
な
 
ソ
フ
 

卜
な
 
の
で
す
。
 

厲
 .： 

こ
こ
で
は
 
四
角
形
の
 
お
 鬚
 

四
角
形
 

の
 特
徴
が
 
バ
ッ
チ
 
リ
と
解
 
説
さ
れ
 
て
い
 

る
 

こ
れ
で
 
正
方
形
と
 
長
方
形
と
 
を
 間
 

違
う
 
こ と

も
な
く
 
な
り
、
 
成
 嫌
 も
 グ
ー
 

ン
と
 
ア
ッ
プ
し
 
ち  や

う
の
 
ダ
。
 

お
 次
は
^
 
g
e
-
 
辺
と
 
か、 

頂
 1
 と
か
*
 

面
な
ん
 
て、 

新
し
い
 
こ
と
ば
^
#
 
え
な
 

け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 

こ
れ
 
も
 ビ
ジ
 
ユ
ア
 

ル
で
 
見
な
が
ら
 
i
 
す
る
 
の
 だ
か
ら
 
力
 

ン
 タ
ン
に
 
覚
ぇ
ら
れ
る
-
 

あ
の
 
大
 
ヒ
ッ
ト
 
作
 
「
ギ
ヤ
 
ラ
ク
 
シ
ア
ン
」
 

の
 M
S
X
 
ゲ
 ー 

ム
化
だ
 
よ
ん
。
 
ス
ぺ
ー
 
ス
.
 

ィ
ン
べ
 

ー ダ
 ー 

の
 改
良
 
型
。
 
襲
い
 
来
る
 
エ
ィ
 

リ
ア
ン
に
 
飛
行
 
能
力
を
 
加
え
て
、
 

ス
ピ
ー
 
ド
 

感
 タ
ッ
 
プ
リ
の
 
ゲ
 ー 

ム
に
 
仕
上
げ
た
 
例
の
 
ア
 

レ
で
す
 
よ。 

ゲ
—
ム
 
セ
ン
タ
 
ー で

、
 
こ
の
 
ゲ
 

丨
ム
に
 
大
金
を
 
投
じ
た
 
キ
ミ
は
 
さ
ぞ
 
悔
し
 
か
 

ろ
う
。
 
な
に
せ
 
自
宅
で
 
思
う
存
分
、
 
力
一
杯
 

や
れ
 
る
ん
だ
 
も
ん
ね
。
 

こ
の
 
ゲ
 ー 

ム
は
 
、
や
 

つ
ば
り
 
大
勢
で
 
占
 i 数を

 
競
い
合
う
 
の
が
 
ピ
ッ
 

タ
リ
 
だ
。
 
上
達
 
す
れ
ば
、
 
面
白
い
 
程
 点
数
が
 

伸
び
て
 
い
く
。
 
画
面
は
 
ゲ
—
ム
 
セ
ン
タ
 
ー
に
 

出
回
つ
 
て
た
 
も
の
よ
り
、
 
明
る
く
て
 
目
も
疲
 

れ
な
 
い
み
た
い
 
だ
。
 
ナ
ム
 
コ
ッ
ト
 
•
ゲ
 
ー 

ム 

セ
ン
タ
 
ー 
シ
リ
 
ー ズ

の
 
侍
ち
 
に
 待
つ
 
た
^
:
 

1
 W ぞ
 。
買
う
 
つ
き
 
や
な
い
 
ね
。
 

テ
—
 
ブ
 
 
3、 

8
0
0
 
円
 

ス
ト
ラ
ツ
 
ト 
フ
ォ
—
 
ド
 
•
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
—
セ
ン
タ
—
 

数
 あ
る
 
学
科
の
 
中
で
 
も
 難
解
な
 
の
が
 
英
語
。
 
と
に
 

か
く
 
日
常
 
的
に
 
使
ぅ
 
機
会
が
 
少
な
い
だ
 
け
に
'
 
 よ
っ
 

ぽ
 ど
し
つ
 
か
り
 
勉
強
を
 
し
な
け
れ
ば
 
身
に
 
つ
か
な
い
。
 

だ
け
ど
 
こ
れ
か
ら
の
 
国
際
化
 
社
会
を
 
考
え
る
 
時
、
 
英
 

語
ぐ
 
ら
い
は
 
し
や
 
ベ
れ
 
な
く
て
 
は
ダ
メ
 
だ
よ
 
ネ
 。
ま
 

あ、 
単
語
ぐ
 
ら
い
は
 
日
本
語
に
 
も
 数
多
く
 
取
り
入
れ
 

ら
れ
 
て
い
る
 
か
ら
、
 
比
較
的
 
ど
う
に
か
 
な
る
と
 
思
う
 

け
れ
ど
"
 
ど
う
に
 
も
な
ら
 
な
い
 
の
が
 
文
法
。
 
こ
れ
に
 

は
 誰
も
が
 
悩
ま
さ
れ
る
。
 

イ
ン
 
デ
イ
 
ア
ン
 
じ
ゃ
あ
る
 

ま
い
し
々
 
日
本
人
 
ゥ
ソ
 
ツ
カ
 
ナ
イ
"
 
な
ん
て
み
 
つ
と
 

も
な
い
 
英
語
は
 
し
ゃ
べ
 
り
た
く
な
 
い
も
ん
 
ネ
そ
ん
 

な
 文
法
に
 
弱
い
 
人
が
 
泣
い
て
 
喜
ぶ
 
ソ
フ
ト
が
 
発
売
 
さ
 

れ
た
ゾ
 
。
中
学
 
必
習
 
英
文
法
 
だ
。
 
練
習
と
 
テ
ス
 
ト
の
 

2 本
立
て
に
 
な
つ
て
 
い
る
か
ら
、
 

| 度
 学
習
し
た
 
こ 

と
が
$
 
に
 身
に
 
つ
い
た
 
か
ど
ぅ
 
か、 

す
ぐ
 
テ
ス
 
ト 

で
 調
べ
る
 
こ
と
 
も
 出
来
ち
 
ゃ
ぅ
の
 
ダ
。
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000000 

f
 

で
 

正
し
い
 

文
法
の
 

使
い
方
を
 

し
つ
 

か
り
 

身
に
 

つ
け
て
、
 

そ
の
後
で
 

テ
ス
ト
 

こ
の
く
 

り 
返
し
で
 

実
力
は
 

バ
ッ
チ
 

リ。
 

f
 

の
 

ア
ツ
 

フ
は
_
 

た
ネ
 

I
 
月
 
号
の
 
H
A
L
 
研
 
ソ
フ
ト
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
 

i
 

ハ
 ガ
キ
が
 
ド
ッ
 
サ
リ
の
 
大
反
！
 
r
 
グ
ッ
と
 

気
を
 
良
く
し
た
 

H  A  L
 研
が
 
今
後
 
も
プ
レ
 
ゼ
ン
 

卜
を
 
ド
〜
 
ン
と
 
出
し
て
 
く
れ
る
 
こ
と
に
な
 
つ
た
。
 

嬉
し
い
 
ニ
 
ユ
—
ス
 
だ
ね
」
 
さ
て
 
<roi： は

 グ
ラ
フ
 

ィ
ッ
 
ク
も
 
手
軽
に
 
楽
し
め
る
 
"
ト
ラ
ッ
ク
 
ボ
—
 

ル
 C
A
T
 
•
を
 
2 名

に
。
 
そ
し
て
 
ゲ
—
厶
 
ソ
フ
ト
 

*
ス
|
 
パ
—
 
ピ
リ
ヤ
—
 
ド
％
 
へ
 ビ
—
ボ
 
ク
 
シ
ン
 

グ
タ
を
 
各
 5 名

に
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
 
だ
。
 
葉
窨
に
 
欲
 

し
い
 
商
品
を
 
ひ
と
つ
 
«
 
い
て
 
ド
 
シ
ド
 
シ
^
 
V
 

る
べ
シ
/
#
宛
先
〒
 ||0 8

足
都
台
東
区
台
 

東
 2 の

 19 の
 10 

木
村
屋
 ビ
ル
 
4
F
 
 H
A
L
 

研
究
所
*
 
M  S

X
 
マ
ガ
ジ
ン
 
•
プ
レ
ゼ
ン
ト
 
係
々
 

ま
で
 

(
3
 月
末
 
日
 消
印
 
有
効
)
。
 

※
岗
 

—01: 01 T の
 当
選
者
は
 
下
記
の
 
通
り
で
す
。
 

各
 ソ
フ
ト
と
 
も
 i
 
者
 多
数
の
 
た
め
、
 
当
選
者
 

数
を
—
 
人
ず
 
つ
 増
や
し
 
各
 3 名

と
 
し
ま
し
た
。
 

敬
称
は
 
省
略
 
さ
せ
て
 
い
た
だ
き
ま
し
た
"
 
今
後
 

と
も
 
ふ
る
つ
て
 
ご
§
 
下
さ
い
。
 

★
フ
ル
—
 
ツ
サ
—
 
チ
^
^
 
戸
市
.
 
阿
 

部
 健
 俊
 
大
分
 
市. 

阿
部
 
哲
也
函
 
館
 

市
.
 
本
 間
 二
郎
 
★
ド
ラ
ゴ
ン
 
ア タ

ッ
 

ク
-
宝
 
塚
 市
.
 石
 原
 大
輜
仙
 
台
 市. 

安
斉
 
久
勝
鎌
 
倉
 市
.
 
谷
 合
 あ
ゆ
み
 

★
ス
テ
ッ
プ
 
ア
ッ
プ
 
=
豊
 
中
 市. 佐

 藤
 

祐
樹
志
 
木
 市
 
•
芳
*
 
信
 行
 
江
戸
川
 

区
 •平 松

 都
 志
 子
 ★
ピ
ク
 
チ
ヤ
—
 
バ
ズ
 

ル
 = 三 腹

 市
 •
樋
 P 詠

 子
 
名
古
屋
 
市. 

岡
 田
哲
夫
 

旭
川
 市
 
•
逢
 藤
 竜
 太
 

次
々
 
に
 改
良
を
 
重
ね
た
 
ス ぺ

—
ス
 
•
ゥ
 
ォ
ー
 

ゲ
ー
ム
 
も
つ
 
い
に
 
光
速
 
ス
ピ
 
I ド

に
。
 
ま
さ
に
 

そ
ん
な
 
感
じ
を
 
抱
か
せ
て
 
く
れ
る
 
ソ
フ
ト
が
 

こ 

れ
だ
。
 
{
i
 
空
間
 
や
 襲
っ
て
 
く
る
 
敵
機
 
も
 立
体
 

感
バ
ツ
 
グ
ン
。
 
そ
し
て
 
速
い
/
と
て
つ
も
な
 

く 速
い
。
 
平
面
 的
な
 こ
れ
ま
で
の
 ス
ぺ
 ー
ス
ゲ
 

1 
ム で

も
 
苦
労
し
て
 
い
た
 方
に
は
、
 

や
や
 荷
が
 

重
い
 
の
で
は
 
な
い
か
な
？
 

映}！; 
「
ス
タ
ー
.
 

ゥ
ォ
 
ー ズ

 」 
の
 立
体
的
な
 
§
シ
 
—
ン
を
 
思
い
 

出
し
て
 
く
れ
た
 
ま
え
。
 
ま
さ
に
 
ア
レ
な
 
の
 だ
よ
 

0 

こ
の
 
ソ
フ
ト
で
は
 
ジ
ョ
ィ
ス
 
テ
ィ
 
ツ
ク
 
操
作
と
、
 

反
射
神
経
を
 
か
な
り
 
訓
練
し
 
な
い
し
 
敵
の
 
基
地
 

内
に
 
侵
入
す
 
る 
こ
と
は
 
ま
ず
 
不
可
能
。
 
基
地
 
内
 

に
や
つ
 
と
た
 
ど
り
 着
い
て
も
、
 
そ
こ
か
ら
 
が
ま
 

た
 大
変
。
 
立
体
 
迷
路
を
 
素
 f
 
通
り
抜
け
な
 
く 

て
は
 

な
ら
な
い
 

の
 

だ
。
 

得
点
は
 

遠
く
の
 

敵
を
 

撃
 

墜
 す
る
 
ほ
ど
 古
 項
 分
 点
。
 
た
だ
し
、
 
ア
ツ
と
 
い
ぅ
 

間
に
 
襲
っ
て
 
く
る
 
ゾ
 。
基
地
 
内
の
 
i
 
も
 突
然
、
 

左
右
に
 
分
か
れ
る
 
し。 

1 ゲ
ー
ム
 
終
わ
る
 
と、 

肩
は
 
こ
る
 
し、 

目
は
 
痛
い
。
 
オ
ジ
 
さ
ん
に
は
、
 

や
っ
ぱ
り
 
無
 珲
 な
の
か
 
し
ら
？
 

^
 
ス
ビ
—
 
ド
で
 

年
の
 
彼
方
ま
で
 
走
り
ぬ
 
け
 

ろ
/
 

キ
ミ
は
 
サ
ク
セ
ス
 
号
の
 
艦
長
な
 
の
 だ
 // 



クラシック 名曲 
# テープ 3,500円 リット ー ミュージック 

mSBB 

ク 

•ソ 

ジ 

テ
 

-r •
テ
シ
 
n
N
-
ゥ
 
 V
T
 
i» v  ラ

フ
 
0
 7
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
 

u
l
i
i
 

2 ン *7- ゼ 

••
7 

1 
 

も 

I 

レ
 

か
 

n 

グ
ん
 

エ 
にな
 やら

 

色 

才さ
音 

1 1, 子、 

ス音翳 

M
S
X
 
で
 名
 曲
、
 
ヒ
ッ
ト
 
曲
を
 
演
奏
 
さ
せ
て
 

鑑
赏
 
し
ょ
ぅ
。
 
そ
し
て
、
 
曲
の
 
デ
ー
 
タ
を
索
 
材
 

，に、 
自
分
な
 
リ
の
 
感
性
を
 
中
 か
し
て
、
 

オ
リ
 
ジ
 

ナ
ル
 

• 
ア
ー
タ
 
集
ま
で
 
作
っ
て
 
し
ま
 
お、 っ。 

そ
 

ん
な
 
、
ぅ
れ
し
い
 
ソ
フ
ト
が
、
 

こ
の
り
 

ッ ト
ー
 

の  マ
イ
 
 •ミ  ユ

—
ジ
 
 
ッ
ク
 
 •
ソ
フ
ト
 
 
.
シ
リ
—
 

ズ
な
の
 
だ
。
 「
ト
ル
コ
 
•
マ
 
ー 
チ
」
 「 G

 線
 上
の
 
ア
 

リ
ア
」
 
や
 
「
エ
リ
—
 
ゼ
の
た
 
め
に
」
 
な
ど
 
ご
 存
 

知、 
ttt 界

の
名
 
曲
を
 
14 曲

 収
録
。
 
キ
ミ
 
だ
け
の
 

サ
ウ
ン
ド
 
•
メ
ー
 
キ
ン
グ
を
 
楽
し
も
う
/
 

円 プ I テ 

こ
ち
ら
は
、
 

3 声
で
 
ア
レ
ン
ジ
 
さ
れ
た
 
ポ
ビ
ユ
 

ラ
—
 
 •
ヒ
ッ
ト
 
曲
を
 
集
め
た
 
も
の
 

C 「
ラ
イ
 
デ
イ
 

I
 
ン
 J
 「
イ
エ
 

ス
タ
 
デ
イ
」
 

か
ら
 

「
第
三
の
 男
」
 

「
ス
タ
！
 ウ
ォ
 1 ズ

 J な
ど
 全
 14 曲

収
 3
T
 

大
好
き
な
 
映
画
音
楽
 
や
お
 
馴
染
み
の
 
ヒ
ッ
 
ト. 

ソ
ン
グ
を
 
勝
手
 
気
ま
ま
に
 
ア
レ
ン
ジ
し
て
 
し
ま
 

ぅ
の
 
だ。 

音
楽
 
的
な
 
知
識
は
 
い
ら
な
い
。
 
大
切
 

な
の
は
、
 
感
性
な
ん
 
だ
よ
。
 
ウ
ン
。
 

マ
イ
コ
ン
 
家
計
 薄
 

•
テ
—
 
プ
 
 
2、 8

0
0
 
円
 

ア
ポ
ロ
 
テ
ク
 
ニ カ

 

パ
ソ
コ
ン
は
 

も
う
す
 

ぐ
"
 

| 
家
に
—
 

台
"
 

< 

か
ら
"
 

ひ
と
り
—
 

台
々
 

の
 

時
代
に
な
る
 

は
 

ず
。
 

そ
う
な
 

つ
た
ら
 

お
母
さ
ん
が
 

い
ち
ば
 

ん
 

初
め
に
 

ヤ
 

ル
だ
ろ
う
 

と 
思
う
 

の
が
 

家
計
 

薄
の
 

整
理
 

だ
。
 

な
に
せ
 

ア
レ
は
 

大
変
ら
 

し
 

い。
 

キ
ミ
 

も
ネ
 

ジ
リ
 

鉢
巻
き
で
 

ソ
ロ
 

バ
ン
 

を
 

入
れ
な
が
ら
 

ヒ 
ィ
ヒ
ィ
 

泣
い
 

て
る
お
 

母
^
-
^
 

さ
ん
の
 

姿
を
 

見
た
 

こ
と
が
あ
 

る
ん
 

じ
 

や
な
^
 

J
 

い
か
な
？
 

そ
ん
な
 

お
母
さ
ん
に
 

素
 

晴
ら
 

し
い
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

M
s
 

X 
対
応
の
 

家
計
 

簿
が
 

発
表
さ
れ
 

た
の
 

ダ
。
 

記
入
，
 

可
能
な
 

デ
 

I
 

夕
は
 

1
5
 

種
類
。
 

こ
れ
 

だ
け
 

あ
れ
ば
 

普
通
 

の
 

家
庭
な
ら
 

ば
 

十
分
 

コ
ト
 

足
り
る
。
 

毎
日
 

コ
レ
に
 

記
入
を
 

し
て
 

お
い
て
、
 

I 
力
 

月
 

分
 

の
 

統
計
を
 

出
す
 

な
ん
て
 

こ
と
 

も
 

カ
ン
 

タ
ン
 

テ
—
 

プ
を
 

使
っ
て
 

| 
年
分
の
 

記
録
 

も
 

残
せ
 

ち
 

や
う
の
 

ダ
。
 

た
ま
に
は
 

お
母
さ
ん
 

孝
行
 

し
て
、
 

後
で
 

タ
ツ
 

プ
リ
と
 

オ
ネ
 

ダ
リ
し
 

ち
 

や
お
う
/
.
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アニマル •ケア テ-*-/ ザ •セブン ス •テイ 
アド ベンチ ユー 太 

明るい 農園 

r アニマル ー j の ほうは、 牛 

泥 梅を やっつけながら 牛を 

立派に 育て上げる ゲーム。 
r ザ •セブン ス •デイ j は 七 

次元の 空間に 迷い込み、 お 

まけに エンジン カ ラバ ラ 

になった 宇宙船を 修 5 里して 

元の 宇宙空間に もどす とい 

う ゲーム.， ひとつの ソフト 

で 2 通りの 楽しみ/ _ROM  4,500円 オーク 

ダイヤモンドを 5 互って 悪魔 

の 城に 忍 @ んだ 勇敢な チ 
ュー太 》 中には 悪® の 手先 

の カエ ルが ウ ヨウ ヨ。 つぼ 

の 中に も 巨大な クモ 、へ ビ、 

サソ リカ ザュ ー太に II いか 
かろうと 待ち構え ている。 

十字架を たてに、 早く ダイ 
ャを 見つけなければ ならな 

い r 頑張れ チュー 太 t_ROM  4,800 円 M  I  A 

B 田んぼを 荒らす 熊 や 

カラ
スを
 

やっ
つけ
て 

その
 
fi-4

 
••
雖 
えを
 
や 

っち
 
やお
うと
 
いう
 
ゲ ーム

。 
でも、

 
お 百姓

 

さん
の 

武器
は 

石 コロ 

だけ。
 
正確
に 

当て
な 

けれ
 

や カラ
スが
 

擎っ
て 

来る
 
ゾ。 やら

れな
 

いう
 

ちに
 
田植
えを
 

すま
せち
 

やお
う/
  

r ファ
イア
 

ーボ
 

ー ル j 併錄
 
■テ
ープ
 

2,8
00円

 

ハド
ソン
 

イ  U — ガス  Episodeiv 
雨の 日は 大 忙し 

あ 一み だ 一く じ  アニメ ェテ イタ WEDD  YM 

■ここは 三次元の 迷
路 の 中。 キミ

は 
カー
 
ソ ル •キ

ーを
 
頼り
に 

こ 

こを
 
脱出
し 

なけ
れば
 

なら
ない
。 

周囲
の 

状 

況 をシ
ッ 

V3 リ把
 
握し
 

て 進ま
なけ
れば
  

迷子
 

にな
つ 

ちゃ
う 

ゾ。 しか
も 

突然
 
エイ
リア
ンが
 

出て
 
来 

たり
す 

るの
で 
気を
つけ
なけ
れば
 

いけ
ない
。 

怖い
 
ゲ 

ーム
 
なの
 
だ t  _R

0M
  

4,
80
0円
 

アス
キー
 

相 雨 時の 6 月、 ビル 

の 谷間の ボ ロア パー 卜に 引越して きまし 

た。 ネズ ミが 屋根裏 

を 走り まわる と、 ク 

ギが 抜けて ボタ ボタ 
雨 もりが…。 ネズミ 

を 退治して クギを 修理す るの だ。 毎年 雨の 日は 忙 

しくて tt しくて イヤ /  r スーハ •ー  ドアーズ 併 紙 
■テープ 3,800円 ハドソン 

PONYCA  一一一  •.け— •'ニー 

•オ レたち ひよう きん 族" で 

お 郾 染み、 あみだ ばばあの 
唯一 〇 武器の アミ ダを MS 

X にしち ゃった ゲーム。 あ 
みだと いっても、 その] m 

で いろいろと トラブル カ 速 

発 e  I 度 プレイを した 人 も 
その オモ シロ さに 思わず 二 
ヤリ とさせられち ゃうの ダ。 
■テープ 2,800円 ポニカ 

MS  X を 使って イラ 

ス ト や 作図を する に 

は、 この ソフトが と っても 便利。 円、 楕 

円、 四角形の 作 @ か ら ドロ ー 、ライン、 

ペイン トまで メニュ 

一は 豊富に 22 ネ劃頃 色 も カラフルに 15 色 0 もちろ 

ん文字 も OK。 ■ROM  14,800円 （ト ラック ポ 
ー ルと セットに なって いる〉 HAL 研究所 

MSX-S1 
MSX ダ-ビー 

エ クス チェンジ ヤー  ウ オー リア 

■カード • ゲームの
 中 でも

い 
ちば
ん 

ポビ
ュ 

ラー
な、
 

ポー
カー
と 

ブラ
ック
 

• ジャ
ック
 

が 楽し
めち
 

ゃう
の 

だ a 

これ
 
さえ
 
あれ 

 
灯 カー

 

ド も、 対赌
も 

探す
 

必要
がな
い 

ので、
 
プレ
イを
 

した
いと
 
思っ
たら
 
時 も 

場所
 
も 選ば

ずに
 

楽し
む 

こと
が 

出来
る。
 
なん
なら
 

賭 

けて
 
でも
 
…… / BR

0M
  

4,8
00円

 

アス
キー
 

C3  ここ は 芝生の 緑が まぶしい 

MSX 競馬場。 ズ ラリ 揃つ 

た 名馬が まもなく ゲー トイ 
ン しようと しています。 才 

ッズを 見れば 本命 無き の 混 

戦 模様 c 勝# lj を おさめる の は どの 馬 か!？ キミ も 連勝 

複式で 予想して 下さい。 手 

持ちは 3,000 円、 倍になる 

か オケ ラになる か!？ ■  ROM  4,800円 ア スキー 

MSX ター ビー 

-  もし キミが^ ろしい 

多元 宇宙に 飛び込ん 

でし まったら ドース 
ルワ 相手の 宇宙に 

突然 出現して しまっ 
た 青 エイ リアンと 黄 
エイリアン 。飛来す る 

ブラック ホール と ホワイト ホール を 使っ て 入れ 替 

えて あげよう。 宇吉 •の 混乱を キミの 機転と 知恵で 

救う の だ： IR0M  4,800円 ァスキー 

ョ ロイ 兜 (方を 固め、 

青 竜 力を 片手に 持て 
ば、 気分は まるで ギ 
リシ ャ • 口ーマの 戦 
国 關士。 迷路の 中に 

いる 怪物と 戦って 力 ワ ユイ お 姫様を 助け 

出せば キミは 英雄に なれる の だ。 迷路は さまざま 

な 方向に 分かれて I ベ:'  どの 道を 選ぶ かで 戦士の 

運命 も 変わって くる。 _R0M  4,800円 アスキー 

音感 ト レー ニンク 
音楽が まるっきり わ 
からな いって 人 も、 
こ: h 力、 ら はち 9 安 

この ソフ ト で ゲーム をして いるう ちに、 

知らない間に 音感が 

パッチ リ身 について 

き ちゃうから ネ。 おまけに 音符 も 符面も 読める よ 

うにな っ ちゃう c なんとも 便利な ソフトな の ダ/ 

■  ROM  4,800円 リット ー ミュージック 

おてんば ベッキーの 大 冒険  MSX-BASIC 演習 
エイ リアンの 住む 家 

を、 おてんばで くい 

しん 坊の ベッキーち ゃん が _ しちゃう 

という ゲーム 〇 べッ 
キー ちゃんは 逃げな 

がら も 落とし穴を 掘 

つて、 そこに エイリアンを 落とし ちゃう。 そうす 

ると あ ~ら 不思議、 エイリアンは リンゴに 変身し 
ち やうの ダ/ _R  0M  4,800円 MIA 

この ブラ グラムは、 

これから MS  X の B AS  I  C の 勉強を 始 

めようと いう 方に、 

画面 上で わかりやす 
く 説明した 実に 有難 い ソフトな のです。 

理解で きた かどう かも その 度に キ チンと チェック 

できます。 （カ セッ トは初 M •中級 •上級で 各 2 本 
組です） ■テープ 2,980円 日本 マイコン 学院 

II ラ 



カエ ルシェ ルター fmom おみくじ 

■タ マゴ カ、 ら オタ 
マジ ャ クシ

、 
そし
て 

カエ
 

ルに
 
と 変身

して
 

いく
 

エイ
リア
ンを
、 

ミサ
 

イ ルで
 
射ち
 
落 こし

て 

いく ゲー
ム。
 
離は
 
可 

愛い
 
いけ
れ 

ど、 見と
 

れ てい
たら
 

ダメ
 

/ もの
すご
い 

ス ピー
 
ドで 襄っ

て 

来 るん
だ 

から
、 

うか
う 
かし
てた
ら 

コッ
 
チカ0

^ 
られ
 

ちゃ
う 

ゾ / ■テ
ープ
 

2,8
0 
OR 日本

 
ソフ
トバ
ンク
 

，砂 ■漠の 中の 冒険は 謎 

j のメ ッ セージから 始 

| まる。 悪漢との 戰 い、 美少女との 出会い、 

| 猛獻 の!!^ 森を 抜 け、 クフ 王の 秘密を 

追い求める 壮大な ア 

ド ベンチャーの 旅 _ 第丨 回ア ド ペンチ ャー ゲーム 

最 優秀 赏 受賞 作品： ■テープ 4,800円 

スト ラッ ト フォード • コンピューター センター 

■ 
■HBRB 

な？ 良い 緣談が 来る かもしれ ない, 病気 (よしない 
だろう か？ マイコン おみくじで 5^ を 占おう/ 

■テー プ 3,800円 チャンピオン ソフト 

カラー ホール カラー* トーチカ 
カップル  化学 •元素 記号 マスター 

イタ ズラ 好きの エン 
ゼ ルが'  雪の 上から 

落とす ポールを; St 去 
の フライパンで 受け 

止めて、 空に帰して 

あげよう という ゲー 
厶。 フライ ノくン で受 

ける たびに ポールは 色を 変え、 最後は 白く なって 

空に 帰って 行き ます。 ロマンチック な厶 ，ー ドが あ 
ふれて る： HROM  4,80 0R ハドソン 

■m?* にかけ ては ピカ 

イチ c キミの いる トーチカ 
めがけて 攻め寄せる 敵を 檨 

離て一^^/ リア 
クシ ヨンは ない ものの、 銃 

声が リアル。 これ だけで も 

気! 寺ち が 良く なって しまう 

ゾ3 敵の 大将を 射殺し ちゃ 一を 押さなければ ならない。 正確 かつ ̂  嫌に モノ 
うと 兵隊たち は 皆 降^して を 判断す る 感覚を 身に つけよう。 カツ ブ; ルで ぜひ 

しまう の だ。 _ROM  4,800円 マジック ソフト 楽しむべし。 ■テープ 4,800円 アート サプライ 

いろいろな 種類の 力 

タチ や 単語. 遊び 道 

具が アトランダムな 
カップルで ディ スブ 
レイ (こ 現われて 来る 

から、 キミは 同じ 仲 
んで狂 早く キ 

pgj| イ1^7) お 勉強を する 上で 最 低 限 身に つけて おきた H 
• -  しい 元素 15 号を バッチ リ記 

I 憶す るた めの ソフト。 ゲー 1 ム感覚 で MS  X を 楽しんで - . いる うちにい つの 間に か あ 

1 の 覚えられずに 頭を いため 

I た 元素 記号が 記憶 出来る の 

■ダ/  ■テープ 3,800円 
ストラツ トフ オード • コン ビュー ター センター 

ギヤ ラ クシ ー • ト ラへ ラー ガンマン  カ □リー 計算の プ □グラム カラー •ミツ ドウ エイ 

すでに おなじみ 「スターべ 
-ス 」 の M  S  X 版の 登場 だ。 

銀河を 旅する キミは、 ロケ ッ 
卜 を觀 して 總 の： tife 

を 寅い、 次々 と ペース （基 
地) を 建てて いきます. 長編 

ス トーリーの スペース 版す 

ごろく ゲーム。 持ち 金を よ 

く 考えて 宇宙の 大金 持ちに 

なろう/  ■テープ 2,980円 日本 マイコン 学院 

大 西部 れたキ 

ミは ひとりの ガンマ 
ン だ。 テント や 木立 
ちの 陰に 隐 n ながら、 

或いは 馬の 上から 次 

々に 期って くる イン 
ディアンと 戦う の だ。 

特に 酋長の 功 摩は 猛烈。 生きる 力«的、 は 全て キ 

ミ の 勇気と ガン さばき にか かってい る。 》 ■サブ マリ 
ン シューター j 併録 ■テープ 3,800円 ハドソン 

やせた •'■•い、 いえいえ 食べ 

た ~ い。 こんな 悩みを 持っ 

てる 人は 多い はず。 でも 目 

的 達成への 努力は とっても 

ブ3乙 そんな 方に ビッ タリ 

な ソフトが これ。 MS 父で 

栄養を コントロールして、 カロリー 計算で イキ イキ 生 

活を 広げよう。 さあ 健康 ラ 

イフを 実現 だ t  _ROM  5,800円 オーク ■  ROM  4.800円 

男の子な らばたい て 人 
が ft 争 ごっこは 大好き だっ 

たはず。 そんな 人 向けの ソ 
フ トが コレ。 たった 3 機の 

飛行機て 食_ を ドンドン 
爆弾 攻擎 していこう。 味方 

の 飛行機 も'  敵 棚 E の 型 も 

動き もま さ (:^私 物ソ ックリ のウォ ー ゲ ー ムの 決定版 0 
マジック ソフト 

ク レイジ ー ト レイン キラー ステーション キ ヤンク •マスター  ギ ヤングマン 

蘇 手が 剧 民り をし 
てし まった のか、 そ 

れと も 整備に ミ ス计 

あった のか!？ とに 

かく 乗客を 満載した 
歹 をして し 

まった a さあ、 一 大事 
だ。 この 危機を 救う には クレイ ジー トレイン か 脱 
線. 錄 しないよう ポイント を 次々 と 変える しか 
方法は ない の だ。 HROM  4,500 R  SONY 

空中に 浮かぶ 鞠 基 

»  "  M  ぇリ d 

てゾ 

&y  :  ン 

觸渾は 砲台し 力'^ 

'  " •，.  一: . つてい ない。 誘 動で 

きる ミサイルを 駆使して 敵 ステーションを 破壤し 

よう。 _ の 危機を 救える のは キミ だけ!？  r バイ 
オ テック _； 併^  ■テープ 3,800円 ハドソン 

銀行に 押し入って 金を 奪い 

取り、 警察に つかまらない 

よう 逃げ るって いう ゲーム なんだ けど、 別に 誰か;! ?S§ 
いかけて くるわけ じ やない。 

次々 に 出て くる コマの 色と 

場所を 当てて いく  •マスタ 
ー マインド* ゲームと いう 

ワケ。 無事に 脱出す るた め 

には カン も必 、要 だ/ _ROM  4,800円 アスキー 

ご ー ド を 競う とい 

I うよりも、 _醉 

との 教 いに 力点
を 

置 

いた カー
レー
ス 

•ゲ 

-厶。
 
相手
は 

銀行
 
ギ 

ドング
。 

$ 袋と ダイ 

ヤを
满 
載し
た 

ギ ヤン 

グ たち
の 

車を キミは
 
車で 追い かける

。 
近づく

 
とギ 

ヤン
グた
ち 

力^ {包し
て 

くる。
 
反擎 して 廠を 倒す と 

100 点 入る ゾ 。■
テー
プ 

2,8
00円

 
日本 ソフ ト パンク

 

けっきょく 南 極大 冒険  クレージー ブレット 
コメット テイル 

しては いけない。 

<1  LOVE  im> 

日本 生まれの ペン ギ 
ン くんが、 一4¢ の 地 
図を 頼りに 南極^^ 

一周の 旅を するとい 

う ゲーム。 ゲーム だ 
からといって バカに 

厶 をして いるう ちに、 

知らず知らず 地理の 勉強が 出来 ちゃうと いう 仕組 

みに なって いるの ダ/ _ROM  4,800円 コナミ 

実戦 さながらの iil 車と 戦車 
の 戦いた％ 発射した ミ サイ 
ルは キミの 誘 動し だいで 敵 

の戰 車め がけて 飛んで 行く。 

でも、 ここで ミサイル^ 行 

方に ばかり 目をやって いた 
んじゃ アブない r 敵 だって 
キミの 戰車 めがけて ミ サイ 

ルを 発射して いる。 ヒット 

& ウェイて ijft え/ _ROM  4,800円 アス キー 

コ メッ  トとは 彗星の 

こと。 キミは 長い 尾 

をネ 寺った i 荒れ 星に な 
って 宇宙を 飛 W け 

なければ ならない。 

唯一 の エネルギーは 

宇宙を 漂う 應 なの だ。 
自分と 同じ 色の 塵を 食ぺ ると、 ほうき ま ド 
ン ドン 長くなる。 頭の 部分を 壁 やほうき にぶつ け 

たら ジ •エンド だ。 _ROM  4,800円 アスキー 

コンピュータ •オセロ コルフ ケー 厶 

I オセロは わずか 10%  CS3 
ほど 前に 日本で 考案  zWT^-dx 
された ゲーム。 それ 

が 今や プレイヤーの 
数は 世界中に 数 億 人 
もい ると いう。 もち 

ろん マイコン ゲーム 
にも なって いて、 MS  X 対 应 が コレ。 初^、 者から 
有段者まで、 誰もが 楽しめる よう 難易度が 4 段階 

に 分かれて いる e  _ROM  3,50 OR  SONY  _ROM  4,800円 

クラブ の^から 力の 入れ 

具合い、 そして 方向まで ブ 

レイヤー 自身て •選べる。 お 

まけに 本物 並みの バンカー や ウォーターハザード、 そ 

して 立 木まで もズラ リ そろ 

えて ある <• なかなかの 難コ 
— スぞ ろいだ。 ホー ノ K7) 数 

は 9、 これ も 本物 並み だネ。 

ァスキー 

コン ドリ 

I 高い 崖に 巣を 作って 

いる
 
コン ドリ くん。

 

悩み
の種
は 

卵を
 
盗み
 

にや
って
 

くる 人間
 
や 

猫が
 
後を
 
たた
ない
 

こ と。 だか
ら 

巣に
 
気球
 

で 近づ
いて
 

く る 人間
 

や、 猫を
 
擎 しな

けれ
ば 

なら
ない
。 

気球
から
 
射 か 

けて
 
くる 矢に

 
気を
 
配り
なが
ら、
 

口 ばし
 
でつ
つ 

き 落 

とす
の 

だ。 _R
OM
  

4,0
00円

 

クロ
ス 

トー
ク 

116 



ザ •ドッキング 
ザ -スパイダー 

CAR  RACE 

: 遊びながら 英単語の 
暗記が できる、 実に 

■い ゲームな の だ。 

マイコン ゲームの 一 
番 ベーシックな 型. 

, ブロック 崩しと 英単 
語の 勉強 力 ̂  緒に な 

つてい る。 つまり ドッキングされ ている ワケ だ。 

摩 語の 内容から 考える と 中学生 向け だネ〇 

■  ROM  4,800円 アート サプライ 

凑 まじい スピードで キミの ロケ ッ トに向 

かって 来る 謎の U  F 

0 を 片っ端 力、 ら、 ¥ 
って 擎 って擎 ちまく 

る アクション • ゲー ム。 とにかく 敵より 

も 早く 行動して、 その 赖を やっつける ためには、 

ゲーム 馴れした 俊敏な 動きが jZ 要 だ： 難しい ゾ / 

■テープ 2,800円 日本 ソフトバンク 

… XI 

■  ROM  4,800円 

普通の 力 ー レ ー スゲ ー ムに 燃 置 雛と いう 新 要素が 加 
わって いる。 キミは 泣く 子 

も 熬る迷 ドライ ハ •一 (？k ま わりの 車を 追 L 嘥 いて 走行 

距離を のばして いこう。 ポ 

イン ト は 他 車と クラッシュ 
しないよ うに 気をつけて 給 

油す る こと だ/ アンプル ソフトウェア 

3 才 児からの ノ  \°ソ コン 学習 サブマリン シューター 

スカイ タイ ハ ー 

■飛行機て 空を 飛
びな 

がら
 
向っ
て 

来る
 
敵を
 

片っ
端か
ら 

擊ち
 
落と
 

して
いく
 
ゲー
ム。
 

で 
も、 赖は

 
飛行
機 

だけ
 

じゃ
あな
い。
 

鳥 や 風 

讎
単
 
•エ
イリ
アン
 

から
 
カミ
ナ 

リ坊
 
やま
で 

が 向っ
て 

来る
 
の ダ。 うか

う 

かし
てた
ら 

ヤ ラれ
 
ちゃ
う。
 

さあ、
 
がん
ばろ
う.
 

グ 

■テ
ープ
 

2,8
0 
0R
 

日本
 
ソフ
ト 

パン
ク 

ザ •ブレイン 

专 ミの 音感の ほどが 一発で わかって しまう ゲーム だ。 コンピュータ がまず 音を 出 

すから、 キミは その 音を シ 
ッカと 覚えて'  音が 決めら 

れ ている カーソル キーを 押 
す。 ドレミなら 3 回 押す こ 
とになる ワケ。 最初は 簡単 

だけど、 どんどん II しくな 

る。 耳 次第の ゲーム。 _ROM  4,800円 ァスキー 

3D ゴルフ シミュレーション 

怪獣 大 行進 

■テープ 2,980円 

画面の 隅に 12 匹の 怪揪 たち 
がズ ラリ 勢ぞ ろい する。 さ 

て、 その 中で コンピュータ 
力 堪んだ 4 匹の 怪獻 は-^ どれだろう？ さあ 頭を ひ 
ねって さがし 出して みよう。 

何度 目に 正解を 出せる かな- 

ゲームの 世界に 

きみ も チヤ レンジ だ/ 日本 マイコン 学院 二 ぶん コンテナ クイズ 

コンテナ 線に、 自動 

車 や 自転車を 積みた 
いけど、 何処に 積ん 
だら いい か、 さつ ば 

り わからない。 いつ 
もは 親切な ポロ リ船 
長さん も、 今日は そつ 

ぼを 向 t 、たま ま。 さあ、 大変/キミ の銳 L 推理と 
ヒントで バッチ リ 答を 見つけて ね 3 

■テープ 2,800円 ランド コンピュータ 

クラシック 名 ffilVD し 1 

お母さんと 一緒に M 
SX をい じりながら 
いろいろ とお 勉強が 

できち やう ソフト c 

律、 へ リコ 
プ ターの 正しい 音 や 
ピアノ を^った 音感 

教育、 そ して 信号の 正 しい 渡り 方なん かが コレー 

本で 学べち やう。 ハ* ソ コン もこの ぐらいの 頃から 
親しみたい ネ。 ■テープ 5,200円 オ ニク 

ジグ ソー セット 

■恐ろしい 海底 洞窟
を 

あな
たは
 

ドコ
迄 
進め
 

るだ
ろう
 
か？
 

失わ
 

れた
 
アト
ラン
ティ
ス 

帝国
の 

謎を
 
さぐ
 
令た
 

めに
 
終わ
りな
 

き 旅に
 

イザ
 
出発
す 

るの
 
だ ̂ 

せま り 来る 幾多の 物を 避けながら 果たして 生 

き 残る ことは 可能 か!？ ’ガンマン」 m 
■テープ 3,800円 ハドソン 

3D テニス 

やり 始めたら 病みつ 
きになつ ちゃうの が ゴルフ なんだ よね 0 

でも お金 も 服 も 無 か 

無 かとい う 方は、 こ の ソフトで 楽しもう。 

コ ー ス 全景と ポ ー ル 

の ある 場所が 同時に 映 し 出さ れる 臨場感は バ ツグ 
ン。 しかも クラブ や ショットの 角度、 強さな ども 

まま/ _R0M  5,80 OR  T&  E  SOFT 

小学生の 算数 

3 声で アレンジされ 

た クラシックの 名曲 

を収 I 象. _ はもち 
ろん 曲の 速さ や、 

調子、 音色な どを 曲 の 細 培 P にわ たって 自 

由に 変イ 匕させる こと 

がで きます。 曲は 「トルコ •マーチ 」 や 「エリー ゼの ために」 など 御存知の 名曲 14 曲を 収録 

■テープ 3,500 円リ ，ジトー ミ ュージ ック 

ギヤ ラク シアン 
コアラ •風景. 蝶の パ ラバ 
ラに なった 絵を もとに 復元 

する ジグソーパズルの M  S 

X 版。 6~96 まで ビースの 
数は 選択で きる ので、 初^ 
者から 上級 者まで 誰も 力滦 

しめる。 でも、 時間までに 

完成 させない と 爆発す るか 

ら 気をつけな くつち や/ 

■  ROM  4,800 円  M  I  A 

立体的な デ イス プレイで、 

本格的な テニスが 楽しめち 

やう ゲーム。 なにせ ボール 
の 高さまで 正確に 理^して 

いなければ 打ち返す こと も 

出来ない の だ。 考え方に よ 

つては 本当の テニスよりも 

ムズ カし いぞ •••!？ 雨の 日 
にも これなら バッチ リ 楽し 

めます， _ROM  4,800円 ァスキー 

30 テニス 〈かけ 算 •わり 算- ひき 算 •たし 算 •図 形 •分数 I.IWi 嚼 

1,11>づ 辞 校て 学習 

しなければ ならない 

算数の すべてを、 ア 
イ テム 別に プロ グラ 

ム。 だから ニガ 手な もの だけを、 くり 返し 学習す 

る ことが 出来る： まさに •マイコン. 家 
といえる ソフト。 ■テ-: プ 各 3,600円 オーク 

^ 「エイリアンを 

_ せよ. グ」 宇宙 空 

間を ひた 進む エイ リ 
アンの 大槪 愛機 

ギヤ ラク シップで 追 

轚 しよう。 次々 に猛 

反擎 をし かけて くる 
エイリアンを 巧みに かわし、 コズミック •ミ サイ 

ルで 擎 破す るの だ。 ゲーム テクニシャン をうなら 
せる スペース ゲーム „  IR0M  4,500円 ナムコ 

シ _ ホン ハ ー シヨ ー キンク マン  SQUISH’EM シ ュノフ アース ト 

I キミは 水中 深く 潜行 1 する 狐 独な フロッグ 

マン (_ 夫) なの だ C 

I 海の 中には、 根の 暗 
いネク ラゲ や サメな 

ど 恐ろ LA 嘞 がウヨ 

ウヨ。 ダイ バー ガン 
を フル 活用しながら 戦 L 嘥こ う。 もちろん 酸素が 

なく なれば アウト だゾ /  rHELPj  \m, 
■テープ 3,800円 ハドソン 

いたずら 好きって い 

うのは 好奇^、 にあ ふ れ てるって 事なん た％ 

だから 気が 向いたら 

危険を かえりみずに 
どこへ でも 忍 IT 込ん 

じ やう。 キミは いた 
ず ら 好き の 少年 だ: 監視 員の 目 を 盗んで 工場に 侵 

Ac 点検 ロボット* 領を 出したら ハンマーで一^ 
お見舞いた、 IROM  4,80t)R クロス トーク 

I お金の いっぱい 入っ 

た カ ハへ ノが
 
置き
つ 

ば 

なし
にさ
れ 

てい
る 

ビ ルの
 
48P 皆に

まで
 
忍び
 

込み、
 
その
 
カ ハ •ンを

 

手に
入れ
 
てく る ゲー

 ム。 でも、
 
この
 
ビル
 

には
 
エイ リア ンが

ウ 
ヨウ ヨ いる

から
 
気を
つけ
よう
。 

なに
せ、
 
つか
まっ
たら
 

落と
され
 
ちゃ
う 

もん ネ / 

■  ROM  4,800円 シリウス 発売元： ァスキー 

B 原子カ ターボを 搭載 

し、 四次
元へ
 

もワ
ー 

プ か/
出来
る©
 

華 機 ジュノ ファース 

卜を 駆イ 吏して'  敵 基 

地 マグネ ツ トス テ ー 

シ ヨンを 攻擎 すると 

いう ゲーム c 銃声 も リアル だし、 軸 機の スピード 

も 早く、 気がついた 時 キミは もう スペース ••ウ ォ 
ーズ のまった だ 中 だ/ _R0M  4,000円 SONY 
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スーパードアーズ 

迷路の なかで、 エイ 
リアンと バッ タリ/ 

さあ 大 宝: だ。 ドアを 

動かして エイリアン 
を 閉じ こめなくて は 
いけません。 泰 早く 

ワナを 作って、 ドア 

を バタン/ ま ちがっても 自分を ドアの 中に 閉じ 

こめないで ね^ 彌 の 日は 大忙 し: 併録 C 

■テープ 3,800円 ハドソン 

スーパー スネーク  SUPER  COBRA 

スパー キー 
四角い オリに とじ 込 

めら れた 食い意地の 

張った 2 匹の 蛇が 主 
どちらが 多く 

の 食べ モノを 食べ、 

長い 時間 生きる こと 

_  _  がで きる か!？ それ 

で 勝負が 決まる と いう、 これが 本当の サノ  くイ バル. 
ゲーム。 オリ や 相手に チ ヨット でも 触れた ら 負け 

1i、J ROM  4,800円  HAL 

■映画 「ブ ルー.
 サン 

ダー
』 

に 出て
 
来た
よ 

うな
 
高性
能 

ヘリ
 
コブ
 ター

を 
唯一
^ 

武器
に 

軸の
 
基地
を 

攻擎
 
する
 

とい
う 

ゲー
ム。
 

敵 基 

地の
 
攻擎
力 

もな
かな
 

かの
 
もの
 
だか
ら、
 

うか
つに
 

近づ
く 

こと
は 

出来
ない
 

ゾ- おま
けに
 

謎の
 
UF
0 

も攻
擎 

して
 
来る-

, 
がん
ば 

れ スー
パー
. 

コブ
ラ/
 

_R
OM
  

4,0
00円

 

コナ
ミ 

主人公は 炎と 闘う ダイナ マ 

イ ト ボーイの スパー キ ー く ん。 彼は 部屋の 中を あばれ 

まわる 炎 や ライター、 tm 
を 相手に 戦う ワケ なんだ け 
ど、 なにせ 彼 自身 も ダイナ 

マイト。 うかう かしていた 
ら火 がつ いてし まう： 火が 
つく 前に 水て  1 敬を 退治し ち 

やおう/ _ROM  4,500円  SONY 

SUPER  DRINKER 

SUPER  DRINKER 

こめ！  _R0M 

無類の 酒好きが あちこちの 
酒を かすめて、 ほろ 酔い 加 

減て •フ ラフラと 歩いて いま 
す。 と、 追い かけて きた お 

巡りさん と 街角で/ <ッ タリ 0 
さあ、 つかまらな いうちに 

逃げろ や 逃げろ r 早い うち 
に 全部の ボトルを 飲み 尽く 

して 次の 街へ一目 散に 逃げ 
4,800円 アンプル ソフトウェア 

スーパー ピリヤ ー 

B ； 

ビリヤード にも イ a 
イロな 楽しみ 方が あ 

る けれど、 なかで も 

I いちばん 難しい とい 
われて いるの が 7 つ 

の ボールを 使う* プ - ル' という ゲーム。 

この ゲームで テクニックを バッチ リ身 につけて、 

今度は 本当の ピリヤー ドに 挑戰 してみ てはい かが 
かな？ _ROM  4,800円 HAL 研究所 

セ □ファイター 
■■ 

日本を 代表す る戰關 

| 檐 口ぎ を使っ 
て®! 機を 次々 に擎ち 

落と じ C いく ゲーム。 でも、 普通の ア クシ 
ヨン •ゲームみたい 

に カン タンでは ない 

ゾ。 敵と 同じ 高度に 合わせて 操縱 しなければ なら 

ないから だ- でも、 その 分 リアルで オ モシ ロ さも 

满 点/ ■テープ 2,800円 日本 ソフトバンク 

スペース メイス アタック 

I 無限に 背く 広がる 迷 

路爾
雲 

これ
は 

星で
 

作ら
れた
 
巨大
な 

迷路
 

なの
 
だし 宇宙

船に
 

乗 

り 込ん
で、
 

この
 
迷路
 

を 通り
抜け
 

秘宝
 

「フ 
ォ ルス

 
』 に たど

りつ
 

くこ
と 

が、 プレ
イヤ
ーに
 

課せ
られ
た 

使命
 
だ c  16 面 

を クリ
ア 

しな
いと
 

「フォ
 
ルス
 

j には
 
たど
りつ
けな
 

い乂
  

IR
0M
  

4,8
00円

 
HAL

 
研究
所 

ステップ •アップ  _ スター コマン ト 
ス クラン ブルエ ツグ  サクセス 光速 2000 光年 

ック だ/ _R0M 

生か、 死 か/恐怖の ビルに 

挑む、 君は 孤 3 虫の クライ マ 
一 •ひとりぼっちの 宇宙人 C 

落ちたら 最後、 硬い 地上に 

叩きつ けられて、 命は ない。 
次々 に 襲いく る 怪物 どもの 

攻擎を かわし 宇宙船に 救出 

される まで、 絶え間ない 緊 

張の^ 高所恐怖症 パ ニ 
4,800円 HAL 研究所 

大宇宙を 舞台に'  宇宙船を 

駆使して 行なわれる スター 
ウォー ズの シミ ユ レー シヨ 
ン. ゲーム ; 敵の 攻擊に 気 

をつ ける 一方、 自分 <7> 宇宙 

船の 燃料 や パワーに も 十分 
気をつけよう。 ガス欠て 宇 

宙船が 動かなくなる こと も 
あるから 要注意な ので あり 

ます。 HR0M  4,800円 アスキー 

スクランブル エック 

漆黒の 宇宙空間に なぜか^ 
か 不気味に 飛び交う： きみ 

は オン ポロ 宇宙 般ポ ロ  ロン 
号の 操 枝 士， 鳥が 次々 と 生 
み 落として いく 固 HP を擎 

ち 落としながら 進行して い 
こう c 卵に ぶつかれば 宇宙 

給は 爆発、 ゲームは オシ マ イ、 宇宙の 果て 迄 行ける か 

な？ _ROM  4,800円 アンプル ソフトウェア 

宇宙空間を 光速で 走 
り 抜ける 最新 迎擎 M 
ザク セス 号， 乗り込 

む キミの 操縱 テク ニ 
ツクに 命運は かかつ 
ている。 立体感 あ ふ 

れる 画面は、 まさに 
リアル そのもの。 あらゆる 方向から 攻め込ん でく 

る 敵を 次々 に _ し、 敵の 基地 内に 侵入す るの だ。 

■テープ 3,800円 デービー ソフト 

楽しい 算数 (小 2 〜 6 .各 下）  大ミ 羊の 神 •オ ケア ノス _ タイヤ モン ト アト ベンチ ヤー 
ニガ 手と いう 人が 多い 算数 

を、 学習と テス トを くり 返 
す ことによって、 より 良く 

確実に 身に つける ための 学 

習用プ a グラム、 テス トは 
理解 度に 順 じて 難易度を 変 

える ことができ るので、 ど 

ん なん だって 使える ゾ / 

| テープ 各 3,800 円 スト 

ラット フォード. コン I： •ユー ター センタ¬ 

つ いに、  あの  ヒッ  卜 作の 「ス 
マイル」 が 堂々 MS  X 版で 

登場です ョ 海の 無法者た 

ちと 戦うた めに スマイル 君 

は 海底の 奥深く へと ドンド 
ン 入り込んで いくのた％ さ 

て、 この 錐敏を どのように 
して やっつけ るか。 相手は 

ずいぶん 手 ごわい ゾ。 

■テープ 2,980円 日本 マイコン:？ 院 

深夜の ビル。 この ビ ルの一室に なんと 時 

価 数價円 もの ダイヤ 
モン ド か 得されて い 
るの だ。 キミの 使命 

は 誰に も 気づかれず 
にこの ビルから ダイ 

ャを 盗み出す こと。 謎が 出て くるから 次々 に 解い 
ていこう c ヒント は 忍び込んだ 部屋の どこかに あ 

るゾ ✓■テープ 2,800円 マイクロ キヤ ビン 

TURMOIL 
中学 必修 英単語 〇+3) ヸ 

TIME  PILOT テ ビル ズ •ヘブン 

宇宙を 舞台に した 戰 
閼 ゲームには、 ス < 
ー ド感の あふれる も 

のが 多い けど、 とり 

わけ 凄い のが この ゲ 
ーム。 ひっきりなし 

に 迫って くる 宇宙船 

を破壤 しながら、 キミは エイリアンの 卵を 回収し 

なければ な ら ない。 アメリカ で大 好評の ゲーム だ。 

■ROM  4,800円 シリウス 発売元： アス キ- ス  トラ  ツ  トフ  才ード • 

短時間で 英単語が 暗記で き 

るよう に ハ‘ ッ チリと ブ a グ 
ラムされ た 便利な ソフト。 

英米人の 日常会話で 使う 単 
語の 90% は 中学 3 年間て 激 

えられる ものなん だ。 大切 

な 英語の M を 効果的に 覚 

える には これ さえ あれは  X 

ッ チリ ■テープ 各 3,800円 

コン ヒュー ター センター 

ら 人力 飛行 

機、 ヘリコプターな ど さまざまな _ の 
飛行機/) 澄 場す る。 
キミの 愛機は 見る か 
らに 性能の 悪そう な 
オン ポロ 機， しかし 

キミは こ <7涨 行# を 操^し、 飛び交う 各« の 飛行 

機を 射ち 落としながら、 少しで も 前へ 進まな けれ 
ばなら ない の だ。 _R0M  4,800円 コナミ 

I デビルは 長い 足を 持 

つた 黑い スパイ ダ ー 0 

I つま りクモ なの だ。 
暗黒の 宇宙空間を 何 

処ま でも 進んで ゆ こ 

ぅ。 祝福の 池 ヘプ 
ン 沃 国） を目ネ rr 

の だ。 行く手には、 ケーキ や チョコレート、 鳥の 
大群め 特ち 受け、 陳 あらは 期い かかって くる ぞ / 

■  ROM  4,800円 ゼネ ラル 

ドラコン •アタック 
中学 必修 英文法 中 1 

■宇宙の かなたから
 攻 

め 寄せ
て 

く る 巨大
な 

ドラ
ゴン
を 

擎ち
 
落と
 

す ゲー
ム。
 

しか
し、
 

生命
力 

力 兜 な ドラ ゴン
 
は頭
以 

3^ を 華た
 

れ ると、
 
次々
 
に 分裂

 

これからの 国際 ft 社 

会を 生き抜く ために 

是非 身に つけたい の 力； 語。 しかし、 そ 
の 英語は 難しい 〇な 

かで も 手 こずるの が 

文法 だ。 その 文法を 
を 続け、 数が どんどん 多くなる おまけに UF0  学習と テス トの 2 本立てで、 カン タンに 身に つけ 

が エイリアンを 落 どして 行ったり する c  t 柩^を 救 られる 学習用 ソフト ■テープ 2,800 円 スト 

うのは キミな の だ/ _ROM  4,800円 HAL 研究所 ラツ トフ オード •コンピューター センター 
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NYORO し S 

時は 醒 2IXX 年: 21 世紀の 

栄華は すでに 巧ち 果てて、 

地^ h は 巨大な へビ Y 

OROLS" の 住み家と 化し 
ている。 広大な _ に は隐. 

れる 場所 もな く、 なぜか 人 

魂まで も 現われる c 君の 任 

務は 悪魔 達を 次々 と 絶命 さ 
せて いくこと なの だ。 

■ROM  4,800 円  MIA 

忍者 くん 

^  I  
1-1 -I 

=1 

—
I
 

_ 

ハイ オ テック 

ピコ ピコ 

NC. 

ビコ ビコと 竹刀を 振 

り 回しながら お 城に 
忍び込んだ 忍者 くん。 

行く 手に 立ちはだか 

る 恐ろしい 役人たち 

を ふりきって 無事に 

最上 階へ たどりつく 

ことができ るか！？ すべては キミの 腕 次第 だ。 スリ 
ルと 興奮を タツ プリと お届けし ます ぞ / 

■ROM  4,800円 マイクロ キャビン 

ハイ ウェイ スター 

う/ ■テープ 2,800円 

大挙して 押し寄せる 昆虫 か 

ら 身を 守る ゲーム。 こちら 
の 武器は 機雜 だが、 なに 

せ 敵は 数が 多い。 おまけに 
ナマ イキに も 敵 も 銃を 荦つ 

てく るワケ で、 虫 だと 思つ 

て 甘く見て いたら 大変 だ。 

ブロック や スト ッ パー、 そ 
れに 虫の 死体を 上手く 使 お 

イク ロ キヤ ビン 

NERVOUS (ナーバス） 
画面に ヒッ ソリと 隠れて い 
る I 礙 X 各 4 匹の 怪獸 達の 

中から、 同じ 怪歡 同志を 合 

わせて いく ゲーム。 記憶力 

と 決断力が 勝負の 分かれ目 

になる そ; キミは コン ピュー 夕を 相手に 記憶力を^ 本 ど 
こまで 発揮で きる か!？  IQ 

64 程度で コンピュータに 勝 
とうなんて、 キミ 甘い ゼ。 

■テープ 2,980円 日本 マイコン 学院 

にこに こぶん 

N  H  K テレビ 「お母さんと 

いっしよ」 でお訓 染みの ど 

ら箱 1(7) じ やじ や 丸^ ベン ギ 
ンの ピッコロ、 ネズ ミの ポ 

ロリが 案内す る ★ バソコ ン 

絵^ シリーズ。 — おみせ やさん/なんだ ろな j「 いけ 
るかな d の 3® 頁が あって、 

お母さんと  一^に 遊 ぺるゾ 

ランド コンピュータ 

南極 物語 

テープ 各 2,800円 

まっ 赤な ボディの 卜 

マト 号を 駆り、 マッ 
ブの 指示に 従って 白 

旗を 次々 に クリアし 

ていく レース。 ただ 

し、 黒い 車が キミの 
トマト 号を つけ 狙っ 

ている から 要注意。 こいつら は トマト 号に 体 i た 

りを してく るの ダ/さ 、 レースの スタート はも 
うすぐ だゾ /_ROM  4,800円 ウェイ リミット 

■新製品 開発の 苦労
は 研究

者 
じ ゃな

けれ
ば 

分か
らな
い!
？ 

ここ 

は バイ
オ 

テッ
ク 

社の
 

スー
パー
 

ドリ
ンク
 

エ 

場の
 
ブラ
ン 

トの 中。 ド 

リン
クを
 
つく
る 

には、
 

良い
 
菌を
 
沢山
つ 

かま
えて
 

ビン
に 
詰め
なけ
れば
 

なら
 

ない
 
の だ。 ガン

バ 
レ パ キラ

ー 
ステ
ーシ
ヨ 

ン 』 併録
 

c 

■テ
ープ
 

3,8
00円

 

ハド
ソン
 

パ ト ル シップ •クリプトン II 
さあ キミは 最新 迎擎 

| 機 「ク リプトン II」 の 操級士 だ。 攻觸 

始 / 敵は すさまじ 

1 い スピードて  1 句って 
くる 5 衡 重の 宇宙 戦 

' 議なの だ。 5 赚 6¢ 

壤 後、 ついに 母船が 出 ̂  してく る ぞ3 画面 下に 消 

えた 葡魄の ビーム 弾の 逆襲には 注意が 必要 だ。 
■  ROM  4,800円  T&E  SOFT 

るだろう か？ 

キミは 碎氷^ 「宗 谷」 の 船 
長。 任務は 南搠 S 和 基地 ま 

で大 置の 物資を 届ける こと 
である。 しかし 途中に 待ち 
かまえて いる 数々 の 難関 

その 状況 下、 播荷 • 犬の 状 
態に 気を 配りながら 前進し 

なければ ならない， さあ、 
キミ は 船長の 費 任を 果たせ 

■テープ 2,800円 ボニカ 

パ イナ リイ •ランド 

左右が 対称な 迷路に 
迷い込んだ 仲の イイ 

恋人 どう しが、 いろ 
んな 冒険を しながら 

[I その 迷路を 脱出して 
いく という ゲーム。 
でも、 そこには イジ 

ワ ルな 細 株が いて、 見知らぬ 人を っかまえち ゃう 

'/, そんな 時には つ レン ルンガス* を使っ ちゃ お 
う./ ■テープ 2,800円 日本 ソフト パンク 

内 藤 国 雄の 

I ついに 登場した i 睫！ 

の 詰 m あの _ 

醒九
 
段の 新作 詰将 

棋が キミ
たち
 
の 抛^ 

を あて
い 

る 0 か なり 

手強
い 

賦。1
 
ぞ ろいだ

。 

韵寺 ちを 引きし
 
めて レッ ツ チャ

レン
ジ/
 

見事に
 
詰めた

 
ら 、キミ

 
の 実力 

は 相当
の 

もの。
 
明日
の 
名人は

 
キミ かも

しれ
 
ない。

 

■テ
ープ
 

2,8
00円

 
アポロ

 
テク ニ カ 

パソコン 作曲家 

たとえ 音符 奶壳 めない 人で 
も、 この ソフトを 使えば お 

好みの テンポ • リズムの 才 
リ ジナル 曲が 作れち ゃう/ 
おまけに 好きな 楽器で 伴奏 

付きの 演奏まで して くれる 
つてい うんだ からま さに プ 
口の 作曲家 泣* セの ソフト 
なのです。 

■  ROM  4,800円 リット ー ミュージック 

パス ホール 

ピクチャー パズル 
ブタ 君、 ゥマ 君、 ヮ 
二君、 ゾゥ 君、 ネコ 君、 

数字から ひとつを 選 
んで 16 分割の 画面に 
入れよう。 意地悪な 

コンビ! ユ ータに バラ ハ* ラに されて しまつ 

た 絵を、 君は 何分で 復元で きる かな？ 刻々 と 時間 
は 過ぎて ゆく。 世界記録を 目指して サア 急ぐ の だ。. 
■  ROM  4,800円 HAL 研究所 

日本史 年表 

ゴロ 合わせで 暗記して いた 

日 本史の 年代 も コレで パッ チリ 暗記で き ちゃう、 学習 

用 ブロ グラム c 各 事件 別の 

ほかに 年代 別の 歴史的 事件 

を 調べる こと もで きる c テ 

ストと 学習を く り 返しな が 

ら 歴史を 学ん じ ゃおう/ 
■テープ 3,800円 スト ラ 

ツ トフ ォ ー ド. コンピュータ ー センタ ー 

は 

パイ ハ ニック 

MS  X のためにつ くられた 
ル— 用、 お 情け無 用の ハ* レー ポール、 それが この 

2 人 制 パスボール だ。 デュ 

-スや ドリ ブルな どの ルー 
ルは 全くありません。 どち 
ら かが ミスを する まで、 立 

体 的に 飛び交う ボールを レ シー ブ、 スパイクし 続ける 

のです。 流せ 熱い 汗を/ _R0M  4,800円 アスキー 

ひつじ や一い キミは かわい L 年 飼 

いの 少年 だ。 牧場に 

いる 羊たち を 太 嫌の 

沈む 前に 柵の 中に 入 
れ てあげなければ 才 

才カ ミに さらわれて 

しまう。 でも 羊を 柵 

に 入れる こと だけを 考えて いると 才 才カ ミ が 柵を 

開けに くる。 i 趙昕^ のメノ h ン ゲーム だよ。 
■ROM  4,800円 ハドソン ソフト 

ビデオ ハスラー ビリヤードの 中で も 

いちばん ベーシック 
な 池つ 玉 •を、 本 
格 的な 雰囲気で 楽し 

むことの 出来る ゲー ム。 * 四つ 玉 # を マ スター しちやえ (ず あ 

ら ゆる ビリヤードに 応用す る ことが 出来ち やう。 

ピリヤ ー ド •ファンなら 是非とも ほしい ゲームの 
ひとつ だ/ _R0M  4,500円 コナミ 

牌を つもる だけで も 

M な 苦労が いる 麻 雀 ゲーム。 キミの 手 

となり 足と なり 牌を 

つもったり 並べ かえ 

たりして くれる 「ジ 

ヤン 吉 くん」 を 上手 

に コント ロールして 流れて く る 牌を どんどん 打ち 

落とそう。 飛んで く る 邪 a 物を 避けて 沈着、 冷 除 

に。 _R0M  4,800円 ァスキー 

パワー フェイル 

ン テリーから « こ 助を 送る H 
所に 電力を 送る 回路 

を 切断す る 悪い オジ サン* <ウ ヨウ ヨ して 

いる。 キミは この 才 
ジ さんを 気絶 させ、 

断線 箇所を 修理して 
無 寧 電気を 研究所に 送る のが 任務 だ。 トン カ チ や 
ベンチを フル 活用して 願る の だ。 電気に 強い 人 

にビッ タリの ゲーム。 _R0M  4,800円 アスキー 

ヒッキー 

•;；-VYvj エスパー 少年 r ビッ 

' キー 君 j が 主 \ 公 

^  この ゲーム。 小柄で 

かわいい ビッキー 君 
#  には、 自分の まわり 

の 岩を 近づけたり 遠 

- ^ さけたり する镪 邑力 

があります。 この 武器を 使って 悪者の 「デビ ノレ E 

グラ j を やっつけよう。 宇宙 的 アクション ゲーム。 ■  ROM  4,800円 HA し 研究所 
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まんてん くん 

♦二 こに こぶん 

八 ラバ ラ パズル 

フ アイ ヤー ポール  フ アイ ナル 麻雀 

部屋の 中を 不気味に 

飛び回る フ アイ ヤー 

ボール （人魂） を 水 

鉄 5 包で ねらい 擊 ちし 

よう。 当たったら り、 さく なって 冷凍室へ 
逃げ込もう とする 瞬 

間を 待って 入口の シャッターを 閉めて、 発射 口 か 

ら ジャン プ すれ 台で き ち ゃう/  1 ■明るし 、農 国 L 
併録〇  _ テープ 3,800円 ハドソン 

メ ンパ ー を 4 
なくても 大好きな 麻 

雀が 思う存分 楽しめ 
るの が MS  X 版の こ 

のゲ ー ム 。ル ー ルは 

普通の ゲームと ほと 

んど 同じ。 ビギナー 
の 方で も しめます。 丨局 ごとの 精算 方式を 

と れば 複数の 人と でも プレイで き る 決定版の 麻雀 

ゲーム。 BR0M  4,800 円  MIA 

ブレーク アウ ト ぶた 丸 パンツ 
子供の 頃から シ ツカ 
リ と 算数の 基本を 身 

につけて いこうと い 

うのが この シリ ーズ 

てす。 数の 導入 (3~ 

6 才 用) 計算 力 1 (4- 
7 才 用) 計算 力 II  (5~ 

7 才 用） と それぞれ 分かれて いるので どこから でも 

入って いける。 初めは HftiU こ徐 々 に レベルアップ。 

■テープ 各 3 巻 各 9,800 円 ランド コンピュータ 

NHK テレビ1 ■おか あ さんと いっしょ j で 

お SI 哚 みの ピッコロ. 
ジャ ジャ九 • ボ ロリ 
の 顔が バラ バラに な 

っ ちゃった/さあ 大 

IW -ム 』 の 要 
領で みんなの 顔を 元に もどさなくて はならない。 
さて、 キミは 何分 間 で みんなの 顔を 直せる かな？ 

■テープ 2,800円 ランド コンピュータ 

CSS  嫌 抑 ■  たかが ブロック 崩しと 思つ 

て なめては いけない。 ブロ 
ックの パターンは なんと 120 

面まで。 そして ブロックの パターンには ある 秘密が 隐 

されて いる。 それを 発見し 

た 者 だけが の オリ ジ 
ナル •バター ンを 自分で デ 

ザイ ン する ことができ るの 

だ/ _R0M  4,800円 ァスキー 

主人公は 子踩 ¢7) ぶた 

丸。 いじわるな 「雷 

の パンツ 君」 が 落と 

す 卵を どんどん 受け 
とめて、 赤 なら 

投げ返して やっつけ 
よう/でも 卵に 熱中 

している と 横から 「ちりと リオ ジ サン j が •••。卵 
の カラと 一緒に 掲 除され ないように ジャンプ だ/ 
■ROM  4,800円 HAL 研究所 

ミ ユージ ツク •八 _モ ナイ ザ ー 3 
自分 だけの オリ ジナル 曲を 

作りたい。 メロ デイ ぐらい 
はなん と* 作れる けれど、 

伴奏と なると 中々 できる っ 
て もんじ ゃ あない。 そんな 

ときに 使う と 便利な のが こ 

の ソフトな の ダ： メロ デイ 

を 入れる だけて •伴奏を つけ 
て くれち やう/ 

■  ROM  4,800円 リット ー ミュージック 

フラツ ピー ブ スター 星の 唯 

き 残り、 フラ 
ッ ピー^ 年は 天から 

の お告げに よ り バラ ノ< ラに 碎 けた の 

カヶ ラを 集めな けれ 

ならない。 全ての 
カケ ラが 集まった 時、 ナニ カが 起きる というの だ 

が、 その カケ ラは 不気味な 怪默 が^って いるの だ 

っ た…。 ■テープ 3,800円 デービー ソフト 

ペアーズ  FROGGER 

ちょっと 見る と 迷^ 

だけど、 実は これ 裏 

返しに なった カード です。 お化けに 捕ま 
ら ないよう に 逃げな 

がら カードを 次々 に 
めくって いこう。 同 

じ 礼を 選べば、 そこで 薄 点 迷路は なくなって いく 
よ。 ハラハラ そして ドキ ドキの リアルタイム 神経 

衮 弱。 _ROM  4,800円 ァスキー 

日 
f 眉 

■■ 

塞の 世 孕 

I 物 達の 世界で も 同じ 1 こと。 車の ビ ユン ビ 
1 ■ン 走り まく る 危な 

1 路て 迷子に なつ 

てし まった カエ ル 君。 
この 道路を 無 ♦渡ら 

せて、 大自然の 住み家へ 連れ戻して あげよう。 力 

エル 君の 武器は 唯一、 ビヨン ビヨ ンのジ ヤン プカ 

だよ。 _R0M  4,000円 コナミ 

もぐらた たき キ- ボ-ド 練習 
MS  X は 買った けれ 

ど、 キーボード のど 

こに どんな 文字/) < あ 
るの か 中々 覚えられ 

なくて 苦労して る 人 

多 いんじゃない？ こ 

のソフ トは キー ボー 
ドと 同じ 野|』 でモグ ラが 出て 来て、 その キーを 叩 

けば もぐら も バッチ リ 叩ける。 ■テープ 3,800円 
ストラット フォード. コンピューター センター 

パ w マン 

どんどん 食へ 6 餘 
い/ < ック マン。 それ 

をジャ マす る 4 匹の 
モンスターとの 手に 
汗 ニギ; Uiim 点 

滅 する ハ °ワ ー エサで 
立場は 逆赶 さあ、 モンスターを やっつけろ/ 
ア メリ カで も 大人 筑の バソコ ン. ゲームの 決定版 
がつ いに 登場/  BR0M  4,500円 ナコ 厶 

IPFPFWWWT  一 

ピラミッド •アド ベン^ I7  —  BEE  &  FLOWER 
ピラ ミツ ドの 中に 潜 

入して その 中に ある 
1610(7) 部屋から ダイ 
ヤ モン ドを 探し出す 

の だ。 ただし ビラ ミ 

ツ ドの 中には 吸血 コ ウ モリ や サソリ 、恐 

ろしい ミイラ 男 達が しっかりと 宝を 守って いる ゾ。 

さあ 君は 無事に 秘密の 宝庫に たどりつ くこと がで 
きる かな!？  BROM  4,800円  T&E  SOFT 

ポカポ カと いい 天 51 
の お 花畑て 笼 蜂は 今 

日 も 長って 働き ま 

す。 邪魔を しに 来る トンボ や スズメ 蜂、 

てんとう 虫、 捕虫ア 

ミを 持った 少年な ど 

を 避けながら 日の 暮れる 迄に ノルマを 果たし まし 

よう。 ゲームは 時間 制。 太 限の 移動で 画面 も 美し 

く 変化し ます。 _ROM  4,000円 シンク ソフト 

モン太 君の いち •に •さんすう  八ツス ヤー ヘビー ポク シング  ブギウギ ジャングル 

く丨 LOVE 算数） 

お 猿の モン太 くんは 

数学の 天才。 だから 

問 M を 見れば すぐに 

答えの 隱 された ロー ル 目が けて 走って 行 

く。 でも、 そこにた 

どり つく ま でには いろいろな 敵 もい る わけで…。 
ゲームを しながら お 勉強を しちゃおう という 学習 
用 ソフトな のです BR0M  4,800円 コナミ 

迷路に 住んで るネズ 
ミの チャー ミー くん、 

今日 も 大好物の チー 
ズを 食べようと _ 

をウロ チョロ。 とこ 
ろが チーズの まわり 
•には 口、 ポッ トゃ 管理 

人の オジ さんがいて 近づけない 0 さて、 チヤ ー ミ 
一 くんは いくつの チーズを 食べる ことができ るか 

な？ _ROM  4,800円 ゼネ ラル 

Q

 言 

I 
t 
r 

I 試^ 立娜ぁ 

ふれ
る 

リン
グ 

上に
 
激 

しい
 
フ ァイ

 
トが
 
始ま
 

る/ 右左
、 

ポ ディ
、 

顔面
、 

使え
る 

パン
チ 

は 多種
 
多彩
、 

フッ
ト 

ワー
ク 

やダ
ッ 

キン
グ 

を 駆使
して
、 

カウ
ンタ
ー 

バン
 
チを
 
決め
よう
/は
た 

して
 
君は
 
何 ラ ウン

 
ドで
 
相手
を 

倒す
 
こと
がで
き 

るか
。 

■  RO
M 
 
4,8

00円
 

HAL
 
研究
所 

キミは 食いしん坊の 
ハラ ペコ 少年。 ジヤ 

ン グルの あちこちに 

置いて ある ケーキ や 

ロース ト チキン、 キ 

ヤン デイなん かを 次 

力、 ら次 へと 食へ まく 

ろう。 もちろん 追い かけて くる オジ さん 達を ふり 

切りながら だよ。 食べ物の 好き嫌いは なくして ね。 
■  ROM  4,000円 アンプル ソフト 

ミツ ドナイ ト コマン ダー 

真夜中の を テーマに し 
た ゲーム 軍艦 や 飛行 部隊 

を レ ー ダ ー を 基に 操作して 

敵軍を 全滅 させれ は 勝ちと 

なる わけ だが、 なにせ この 
ゲームの 舞台 となって いる 

のは 真夜中の 藏 敵が どこ 

にい るの かわから な ̂ 、ので 
攻擎を 加える の も 大変 だ/ 

マイクロ キャビン 

ポピュラー. ヒット し 1  HELP フルーツ サーチ 

■  -3 声で アレン
ジされ 

た ポピ
ュラ
ーの
 

名曲
 

を 収^
 

逸赏
 
はも
ち 

ろん
、 

曲の
 
速さ
、 

調 

子、 音曲
な 

どを
 
自分
 

の 好み
で 

アレ
ンジ
す 

る こと
 
もで
 
きる
。 

曲 

は r シル
クロ
ード
 

j 
 
「イ
エ 

スタ
 
デイ
」 

「ロ
ツキ
ー 

の テ—
 
マ」
 
など
、 

ご存
知の
 

名曲
 

I 細を
 
奴録
 
/ 

■テ
ープ
 

3 ,50
0 
円 リッ

ト 
ー ミ ユー

ジ 
ツク
 

とっても 可爱い キミ 
の 彼女が 助けを 求め 

ている ゾ。 rHELP/ 
早く 来て/ろ。 彼女の 
頭の 上には ま っ 赤な 
リンゴが。 急がな け 

れ^ と*、 ら 落ちて く 

るの だ。 君 (域の キュー ビット、 蛇を かわして 木 

に 登る の だ/  •■シー ボン バー 併録〇 
■テープ 3,800円 ハドソン 

どの 女の子 <75 お 皿に 
どの フルーツ* 載つ 

ている か？ ヒントを 

手がかりに、 銳い推 理て側 を 探し出 そ 

う/順序 よく 考えて いかない と、 もう 頭 

の 中は メ チャ クチャ。 これて 頭の 訓練 すれば 成 嫌 

もどん どん アップ/楽しく てた めになる ゲーム。 
■  ROM  4,800円 HAL 研究所 

IZ0 



幼 兜の えいご 

ス トラ ツ トフ オード • 

語学は やわらかい 子# 

のうちに 身に つけち ゃった 

ほうが 楽 一 という 考えに 
もとづいて 作られた 幼児 用 

の 英語 学習 プログラム。 ゲ 

一厶 感覚の 学習を つんで い 
くう ちに、 気づかぬ 閜に英 
語 力が ついていく ようにな 

っ ている。 ■テ- ブ 3,800円 

コンピューター センター 

マリンバ ト ル 

海洋/': トロー ル 中の msx 号は、 

の 爆 am と u ボート 艦から 

の攻擎 をう けた。 し 力、 もソ ナー には、 怪しげな 幽霊船 

の 影が 一。 MSX が お届け 
する 一大 スペクタクル、 空 

中から 海」!、 ら 海中 
への 大 5EM。 生き残る こと 

がで きる 力'/ _ROM  4,800円 アスキー 

m  ROM  WCK 

マリンバ ト ル 

S ステ IJ- 八 ウス 
家の 中に かく された 宝石を 

やはり 家の 中に 置かれて い る イロ イロな 道具を 使いな 

がら 探し出して 行く アドべ ン チヤ ー •ゲ ー 厶。 必' 要な 
道具 力” とつで も 欠ける と、 

宝石を 探し出す ことは 出き 
ない。 さて、 キミは 何日 間 

で 宝: 石を 発見で きる かな？ マイクロ キャビン 

ランダム •ソーン ミュージック ェテ イタ MOLE 
ランダム ゾーンに 迷い こん 

だ 寺3® 船 チャンピオン 电 ま 
亜 空間よ り 未知の 射に 攻擎 

された。 攻擎 には 単相 度 反 

応 弾し かなく、 軸は 対 ミサ 

イル システムを 使って いるら 

しいの だ。 おまけに 地上で 

は 正^ a 月の© 

往 している。 君は どこまで 

行 (する か？ ■テープ 2,980円 日本 マイコン 学院 

音楽が 大好き だから 
作曲して みたい。 で 

も 楽器は 弾けない し 

譜面が 読めない レ-。 
そんな 君に ビツ タリ の ソフトが これ 〇 画 

面の 5 揉 紙に 音符を 

f 出して、 

，ツ ブ。 未来の 大 作曲家 も 夢 じ やない ゾ / 
■  ROM  4,800円 HAL 研究所 

C!^3 ゲーム センター などです つ 

かり お勒 染みに なって いる 

もぐらた たき ゲーム。 8 つ の 穴から ビョコ ビョコ 顔を 

出す もぐらを 素早く ハン マ 
一で 叩く。 ただし ハン マー 
の 色と  同  じ 色の もぐら を nu 
いてし まう と大® 咸点 だ。 

I 人で も グジ u- プ でも 楽し 

める お 手軽 ゲーム。 _R0M  4,800円 ァスキー 

ラダー ビ /レ デイ ング  ライ ズ アウ ト 

liH  W  ltTTfP1i アポロ キャップと 半 ズボンに 身を 固めた 

キミは 少年 探 憤 だ。 

指令を 受けて 謎の ビ 
ルに 灌入 しなくて は 

ならない。 中に 入っ 
てみ なければ 何が あ 

るか 分からない 秘密の ドアを 開けて いこう。 ビル 

の 中には コ ワーイ 刃物を 持った ヤク ザもウ ヨウ ヨ〇 

目指す は 屋上 だ/ _R0M  4,800円 ァスキー 

大阪 城の 地下に ある 

巨大な 連® に 落とさ 

れた ひと りの 忍者 力 < 
キミ だ。 白 に 

身を 固めて 上へ 上へ と 登リ統 けなければ 

ならない。 赤 忍者の 
追跡を かわし ながら 行く 先々 に 落ちて いる 千両箱 

をいた だこう。 パズル 的 要 索 も 加わって 忍者 気分 

满 点の ゲーム。 HROM  4,800円 アスキー 

ロン サム •タンク 進擊  リア J1/51 ニス 
広大な 迷路の 中に た 

5 - つた丨 台と り 残され 
た 君の 戰 車は 孤立 無 

抜の ロン サム • タン 
ク。 行く手には 手 ご 
わし 谢戦 車と 地雷の 

恐！ 布が 待ち受け てい 

る。 づ哩 レーダーで いちはやく 敵戰 車を 探知し、 
先制攻撃を かければ、 キミに も 活路 《糊 ける かも 

しれない。 ■テープ 価格 未定 M  I  A 

フットワーク も 軽快に、 サ 
-ブ、 レシーブ、 スマッシュ 0 

コートの ヒー □一に キミは 

なれる か!？  _、枏¥ を 倒 

すには 少 々 ト レーニングが 
必要 だけど、 その 分 やりが 

いの ある ゲーム だ。 キヤ ラ 
クタの 動き も、 色 具合 も 中 
々の モノ。 さあ チヤ レンジ 

してみ よう。 IR0M  4,800円 タカラ 

ワン パク •アスレチック 

今や 体育 だって MS 
X を 使って 室内で 勉 

強で き る 時代な ので 

す。 さあ、 わん ばく 

坊やたち ヶガ をし な 

いように 気をつけて、 

飛び石 や 一 亦 橘、 網 
上りと 次々 に チヤ レンジし よう。 さて 体カ アップ 

になる かな？ お父さん も 負けて いられません よ。 
■  ROM  4,800円 コナミ 

■ン ランデ インク 
ROM 

ムー インク 

■  ROM  4,800円 

「ロケット' 2 秒 間 噴射、 更 

に 毎秒 17m で 降下 中。 右 

45 度 回転/ 燃料 <7) 残*: を 

全て チ:！: ック せよ…」 君 {访 
ん ぼろ 月 蒲 陸 船の パイ ロツ 
卜 だ。 完全 手動に よる 姿勢 

制御と ロケ ツ ト 噴射 だけで 

月 着陸 般を 目標 地点に 軟着 
陸させる のが 君の 任務 だ/ 

アスキー 

(« •一 

メイ ロ テート 
ボ ロリと デートを す 
る ことに なった ピッ 
コロち ゃん。 ところ 

乃 W で 道に 迷って 

しまい、 なかな 力'^ ち 合わせの 場所に た 
どり つけません c な 

ん とか ビッ コロち ゃん をポ ロリ のい る ところまで 

道案内して あげて 下さい- 難 かしい かな!？ 

■テープ 2,800円 ランド コンピュータ 

マウ ト 

とっても 可愛い 小 

猫 クン。 大好物の サ 
カナを いただきに ビ 
ルの 中へ ffA いたし 

ます。 走り回って 食 ベ まくろう。 でも 気 

をつ けない と イジ 悪 

な ネズミ 逢が 上の 階から 花 びんを 投げつ けて くる 

ぞ〇 フットワークを 生かして 右へ 左へ 素早く 飛び 
回る の だ。 _ROM  価格 未定 SONY 

MUSIC 

演奏を やって みたい 
けど、 楽器は ないか 
ら 練習 もで きないな 

_ あ、 こんな 悩みを 
M 持って いる 人 も 多い 

SBflSlSE ハズ。 でも この ソフ 

师财 _ 卜が あれば ガ夫 

MS  X が 楽器に なっ ちゃうんだ。 C の キーを 押せ 
ば ドの 音と いった 具合。 レッスン もブ ログ ラミン 

グ されて るんだ a  ■テープ 3,600円 オーク 

マツ ピ
ー 

ミッドナイト ビ听 インク 

正義感に あふれる 元 

気な ポリ スのマ ツビ -君 。盗品 さがして、 

行ったり来たり 追い 力、 けつ こ。 うろうろ 

している と ニヤ ーム コ たちに 追いつかれ 

るぞ。 かわい くって 楽しくて、 マツ ビーは 男の子 

はもち ろん、 女の子に も 大人気/， 
■ROM  4,500円 ナムコ 

キミは 閣を 走りぬ け 

る 孤 (虫な スパイ だ。 

真夜中の ビルに 忍び 
込み、 丨階 にある 重 

要 書^を 盗 そう 0 
各 P 皆に 3  M 回して いる ガードマンに 才甫 

まらない ように 気をつけて 進み、 下の フロアに 降 

り て 行き、 観を 盗み出す のが 与えられた 指令な 
の だ。 ■ROM  4,800円 ウェイ リミット 

マイコン 家計 薄 モニタ •ア セ:/ 7 ラ/クラ フイ ックエ テ イタ 

I 毎月、 家 it で を 悩 

ませ
て 

いる 全国
の 

お 

母さ
ん 

c 家計
簿は
 
マイ コン

で 
バッ
チ 

リの
時 

代で
す 

よ。 丨力月
 
単 

位て
 
他 跡で

 
き、 I 

日に 記入
 
出来
る 

デ ー 夕は 15 デー
タ 

も あり ます。
 
お父
さん
 
やお
 
子さ
ん 

たち 

から 尊^
の 

目で 見ら
れ 

ますよ
。 

さあ 今日
から
 
ムダ
 

のな
 
L 生活

を。
 
■テ
ープ
 

2,8
00円

 
アポ
ロ 

テク ニ カ 

MS  X で 独自の ブロ 
グラムを 作って みた 

人には 待望の ソフ マシン 語を フル 

に 活用して リア ルタ 
イム ゲーム もプ ログ 
ラムで きる の だ。 既 

ュ だ。 絵 が^れる グラフィック •エディタ もつ いて 
いるの だ。 ■テー ブ 4,800円 M  I  A 

m 



S
M
 
 •
 
 
パ
ソ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
 
お
も
し
ろ
 
マ
 

ッ
プ
 、
北
璧
 
か
ら
 九
州
ま
で
 
各
地
の
 
パ
 ソ
コ
 

ン
 シ
ョ
ッ
プ
を
 
紹
介
。
 
北
 S
、
 
東
北
 

$
足
、
 

九
州
の
^
 
IK 都

市
に
^
^
 
パ
ソ
コ
ン
 
シ
 

そ
れ
 も
 M
S
X
 
の
 ソ
フ
ト
 
•
ハ
 ー ド

 

を
 扱
つ
 
て
い
る
 
と
こ
 

占 I 的に
 
イ
ン
フ
ォ
 

メ
 

シ
 
ョ
ン
し
^
^
 
つ
 ◦
新
た
に
 
始
ま
る
、
 
デ
ィ
 

ス
ク
 な
ん
で
 
i
 
座
で
は
、
 
デ
ィ
ス
ク
に
 
関
す
 

を
 毎
回
 紹
介
 〇
ソ
フ
 
ト
 イ
ン
 
フ
 ォ
メ
 
ー 

，シヨ 
ン
 、
ソ
フ
 
ト
 レ
ビ
 
ユ 1
_
 
々
充
実
、
 
新
 

作
 ソ
フ
ト
 
や
^
 
c ソ
フ
^
^
 
一
つ
て
^
!
、
、
 ソ。 

▼
子
供
の
 
頃
は
 
獣
医
に
 
な
り
た
く
て
、
 

動
 

物
が
 
好
き
で
 
な
ん
て
 
思
っ
て
 
い
た
の
が
 

15 

年
 も
 前
に
な
る
。
 
今
は
'
 
 雑
誌
の
 
編
集
な
 

ん
て
 
や
っ
て
 
い
て
、
 
子
供
の
 
頃
に
 見
た
 夢
 

と
は
、
 全
々
 違
つ
 た
こ
と
 を
 や
つ
て
 い
る
 

自
分
に
 
ふ
と
 
気
が
つ
く
 
と
き
が
 
あ
る
。
 
考
 

え
て
み
 
る
と
、
 
僕
ら
は
、
 
し
ら
ず
し
ら
ず
 

の
う
ち
に
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
と
 
I
 緒
に
 
育
つ
 

て
 来
て
 
い
る
。
 

15 年
の
 
間
に
 
n 
ン
ピ
 
ユ
ー
 

夕
は
、
 
 通
常
で
は
、
 
 考
え
ら
れ
な
い
よ
う
 

な
 _
 
を
し
て
 
来
て
 
い
る
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 

夕
は
 
人
間
の
 
数
 10 倍

の
 
速
度
で
、
 
我
々
 
の
 

生
活
に
 
入
り
、
 
な
に
が
な
ん
で
も
、
 

人
間
 

の
 生
活
に
 
な
く
て
 
は
な
ら
な
い
 
i
 
を
 確
 

立
し
 
よ
う
と
し
て
 
き
た
。
 
人
間
の
 
生
_
 

境
を
 
は
る
か
に
 
超
え
た
 
と
こ
ろ
に
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
が
 あ
る
よ
う
 
な
®
 
見
に
 
お
ち
い
る
。
 

58
 

年
、
 

59
 

年
に
 

生
ま
れ
て
 

く
る
 

子
供
に
 

と
つ
て
 

n 
ン
ピ
ュ
 

—
夕
が
 

n 
ン
ピ
 

ユ
—
夕
 

で
な
く
な
る
 

日
が
 

い
つ
か
 

来
る
。
 

▼
秋
 葉
 原
に
 
行
く
 
と
 小
_
、
 

が
 

い
つ
 

ぱ
い
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

シ
ョ
ッ
プ
に
 

出
入
 

〇
 し
て
い
る
 
が
'
 
 ど
の
 
顔
を
 
見
て
も
、
 

同
 

じ
よ
う
な
 
顔
に
 
見
え
る
 
の
は
 
ど
う
い
う
 
わ
 

け
だ
ろ
う
と
 
考
え
た
 
こ
と
が
あ
る
。
 
彼
ら
 

に
は
、
 
あ
る
 種
の
 共
 f
r
 か
 あ
る
。
 
そ
れ
 

は、 メ
ガ
 ネ
を
 か
け
、
 脇
に
 コ
ン
 ピュ
—
 

夕
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
入
っ
た
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
 

—
プ
を
 
持
ち
'
 
 ま
た
は
、
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
 

を
 カ
バ
ン
に
 
入
れ
、
 

各
。
 ハ
ソ
 
コ
ン
 
シ
ョ
 
ッ 

プ
を
 
一
日
中
 
回
つ
 
て
い
る
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
を
 
や
つ
て
 
い
る
 
こ
と
が
、
 

彼
ら
に
 
と
つ
て
、
 
唯
 
I
 の
 楽
し
み
に
 
な
つ
 

て
い
る
 
こ
と
 
も
 共
通
点
の
 

1 
つ
に
 
上
げ
ら
 

れ
 る。 

コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
を， 学

ぶ
 
に
は
、
 
や
は
 
〇
 

若
い
 
方
が
 
早
い
 
の
は
 
確
か
 
だ
と
 
思
う
 
の
 だ
 

が
、
 
小
さ
い
 

こ
ろ
か
ら
、
 

頭
で
 

つ
か
ち
 

に
 

な
る
 
の
 も
 考
え
 
も
の
で
あ
る
。
 

▼  M
S
X
 
の
 出
現
に
 
よ
っ
 
て、 

コ
ン
 
ピ
ュ
 

—
夕
に
 
縁
の
 
な
か
っ
 
た
 人
た
ち
 
に
も
、
 
コ
ン
 

ピ
ュ
 
—
夕
が
 
楽
に
 
触
れ
る
 
よ
う
に
な
つ
 
た
 

こ
と
が
、
 

|
 番
の
メ
 リ
ツ
 ト
に
 な
つ
た
 と
 

勝
手
に
 
思
つ
 
て
い
る
 
の
 だ
が
。
 
こ
れ
か
ら
 

は、 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
を
 
知
ら
な
け
れ
ば
、
 

世
の
中
に
 
取
り
残
さ
れ
 
る
と
 
思
つ
 
て
い
る
 

人
が
 
多
い
 
よ
う
で
 
あ
る
が
、
 
ま
つ
た
 
く
の
 

マ
チ
 
ガ
イ
で
 
あ
る
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
を
 
知
る
 
の
で
は
 
な
く
 
使
 

う
こ
と
 
に
よ
つ
 
て
 起
こ
る
 
n ン

ピ
 
ユ
—
夕
 

の
 便
利
 
さ
が
 
重
要
に
 
な
つ
て
 
く
る
は
 
ず
で
 

あ
る
。
 

ど
ん
な
に
す
 

ご
い
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 あ
つ
て
も
 
使
う
 
tntg な

し
で
は
、
 

ど
う
 

に
も
な
ら
 
な
い
 
こ
と
に
な
る
。
 
宝
の
 
持
ち
 

ぐ
さ
れ
 
に
な
る
 
よ
り
は
'
 
 
必
要
に
 
な
つ
た
 

と
き
に
 
必
要
に
 
応
じ
た
 
使
い
方
の
 
で
き
る
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
を
 
選
ぶ
 
こ
と
が
 
大
切
で
は
 

な
い
か
と
 
思
う
 
の
 だ
が
 
…
…
 

。 

用
、
 

ホ
ビ
—
 

用
と
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
^
 

BE
 

目
的
は
 

あ
る
の
 

だ
が
'
 
 

い
ざ
 

自
分
 

が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
を
 

買
う
 

段
に
な
る
 

と 
何
 

に
 

使
っ
 

の
か
は
 

つ
き
 

〇 
し
な
く
な
 

つ
て
く
 

る。
 

こ
れ
で
は
'
 
 

ど
う
し
よ
う
 

も
な
い
 

と 

わ
か
つ
 

て
い
る
 

つ
も
り
な
 

の
 

だ
が
。
 

目
的
 

も
な
 

し
に
 

n 
ン
ピ
ユ
 

—
夕
を
 

知
ろ
う
と
 

し
 

て
 

も、
 

長
つ
 

づ
き
は
 

し
な
い
。
 

か
え
つ
 

て
 

い
や
に
な
る
 

こ
と
の
 

方
が
 

多
い
 

は
ず
 

だ
。
 

な
に
も
 
あ
わ
て
る
 
こ
と
は
 
な
い
 
の
 だ
。
 

じ
つ
く
 
り
と
 
腰
^
 ̂

 ち
つ
け
 
て、 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
を
 勉
強
し
 
ま
し
よ
う
。
 
い
ま
さ
ら
 

じ
た
ば
た
し
て
 
も
ど
う
 
に
も
な
 
〇 
ま
せ
ん
。
 

世
の
中
に
 
取
り
残
さ
れ
 
る
な
ん
 
て
こ
と
 

は
 あ
 〇
 ま
せ
ん
。
 
た
だ
し
'
 
 
ま
つ
た
 
く 興

 

味
の
 
対
象
外
に
 
し
て
し
 
ま
う
 
と、 

な
に
が
 

な
ん
だ
か
 
わ
か
ら
 
な
く
な
つ
 
て
し
 
ま
い
 
ま
 

す
よ
。
 

みんな
で' 

 

明る
く 

コン ピユ —夕
を 

エン
ジョ
イし
 

ましよ
う。 

MSX
 

は老 

女の 

良^！
^ 

だち 

になつ
 

て 
くれ
る 

はずで
す。 

\n 



▲2 本で"! 組 MSX 力す 2 倍 楽しい. グ _ 定価 各 ¥3,800 g 
シ 

I 

ガンマン テント や 木立ち 

に嗯れ ながら、 弓を 武器に 

インディアンが M ってく る。 

死ぬ か、 生きる かは 君の ガ 

ン さばきに かかって いる。 

右に 左に 攻擎を かわし、 相 

手を 倒せ/ 君は 最高 得点 

を 出せる かな？ 

サ V マリン シュー ター 海 
底 深く 没した 謎の 大陸 アト 
ラン テ イス。 その 謎を 解明 

する のが 君の 使命 だ。 行く 

手を 塞 ぐ 障害物を 上手に か 

わし、 急に 狭くなる 洞窟の 

壁に ぶつからな いように 用 

心 深く、 さらに 勇敢に 攻擊 

をし かけて 進んでくれ。 

MX- 1006 

スーパー ドアーズ 次々 と 

增 えて ゆく 怪物を 君の 指先 

と 頭脳で 部屋の 中に 閉じ込 

めて 窒息 させて くれ。 ドア 

の 動きに 熟知 しないと 自分 

自身を 閉じ込める ことにな 
ります から ご用 心。 

雨の 日は 大 忙し ビルの 谷 

間の ポロ アバー トに 引越し 
たら 突然 大雨が 降り出して 
ポロ アパートは あっち こつ 

ち 雨 もり だらけ。 さあ 大忙 

し/  あなたは コッ プーつ で その 雨 もりを 受けと めな 

ければ なり ません。 

シ 1/% 
C 

Jj  wx-«003 バイオ テック/キラー ステーション 

画 
ノ< イオ テック ここは、 / 

イオ テック 社の ス ー パ ー 
リ ンク エ場の ブラン トで*! 

スーパー ドリ ンク をつ く 七 

ためによ ぃ菌 （スーパ ーX 

をつ かまえて 取 出口 まで- 
れ てきて  ください。  培養] 

には 悪い 菌 もうじゃ うじ』 

いる ぞ。 

■キラー ステーション と- 

とう
 
宇宙
 
戦争
が 

始ま
って
 

I 

まっ
た。
 

その
 
戦争
 
も 終わ

1 
に 近づ

いた
 

今、 基地
は'
 

ーン
 
ベー
ス 

ペー
タ"
 

だけ
 

t 

なっ
て 

しま
った
。 

ミ サイ
 

J 

を コン
ト 

a—
 
ノレ
して
、 

キ‘ ー ステ
ーシ
ョン
を 

破壤
 

し- 

ほ  しい
。 

MX-I0M  HELP// シー ポン バー 

HELP/  黄色、 青色 : 
色のへ ビが 下から ニ ヨキ、 
ニ ヨキと 出て 来ます」 靑 1 

のへ ビ にぶつ かると 死ん • 
しまいます。 木の 枝に へ I が 並ぶ と、 リンゴを 落と 

て、 君の 大好きな ガール- レン ドの 頭に、 ぐつ 力、 り ま_ 
守って あげて/ 

シー ボン パー ネク ラゲう 

やっつける ために; 毎の 中べ 
シー ボン パーを しかける。 

素早く やらない と 海 
はネク ラゲに 破壙 されて I まう ぞ。 

6 
I  MX- 1005  フ アイ ヤー ボール/明るい 雇 ■ 

フ アイ ヤー ポール 大き， 

火の玉、 フ アイ ヤー ボーノ を 水鉄砲で 小さ くして く/ 

さい。 すると ボールは 壁 C 

穴を 通りぬ けて 下の部屋/ 

上の 部屋へ もどらない よ- 

に、  いそいで 穴を ふさい- 
く  ださい。  火の玉は 次々 2 
出て きます。 

明るい 農園 まず 上手に g 

を 植え ましょう。 いたず*^ カラスに じゃまを されな L 

ように カラスが 出て きた 6 

石で 追い払って ください。 

でも 気をつけて/  恐い ク 
マが 居る 時は 石を 使えな t 

し、 石を 落とす カラス も 2 
羽 出て き ますよ c 

參 この カ セツ トは、 の マークが ついて いない 
/  \ ーソ ナル コ ン tT ユー ターでは 使用で きません。 

*msx マークは マ イク □ソフ トの 商標です。 

HUOSON  GROUP  hhhmmw 

HUDSON 
ハドソン 礼榥 〒〇 62 礼 « 市 豊平区 平 岸 3 条 5 丁目 4 番 17 号 

コ Q ナード 平 岸 H20I  PHONE：OII-82I-I538 

ハ ド ソ:屬 台  PHONE： 0222-65-7031  ハ ドソ A 沢  PHONE： 0762-23- 126- 

ハ KV ン 東京  PHONE： 03-234-4996 ハドソ 阪  PHONE：06-25I-I945 

ハ KVMJSA  PHONE：4l5-845-l4l6 



YES 

费、
 

，心を 明る
 〈する 

::’ 我'.. で. 

id— 

、卜: •》 

HM-007 定  *4 

,8。 〇円
少 

上 人 公は f- 豚の ぶた 丸!？ い 

じ わるな r 茁の パンツ が 落とず 卵を どんどん 受け 
とめて、 赤い 卵なら 投げ 也 
して やっつけよう / でも 卵 

に热 中して いると 今度は « 
から r ちりと*) オジ サン j が ••… • 卵の 效と 姑に M 

除され ないように ジャンプ/ ハラハラ ドキ ドキの ギャグ 

ゲーム* 

宇宙に 飛
び出せ 

八0 へ 

)  〇 

B^P^i msammmmMm 
HM-006 定俪 4,800円 

ス A- スメ YX ア外ク •i ク 山-エネルギーを 女紀 する 

«：*ii  r フォ ルス j それは 迷 

路の 奥^く.  W 斯ポに 守ら 

れ ている。 右は ス ベー スシ ッブに 乘リ. に めげ ず 

に 秘卞に边 れ /  1 ■フォ ルス 

の «j を 深せ/ 16 曲の 迷路 1 

がれを はつ/迷 灿神 経と 报: 

押 乃を 妓う メイ ズ ゲーム •乂 

: べんしゃい/
 HM-00? 定獼 4.800円 

フル _
 

ヲサ-^ 

どの 女の f の お 皿に. ビの フルー ツか 故って いるか？ 

ヒン トを T がか りに. Sit い 
椎押で iKW を 採し m そう/ 

«uy: よく 芩 えてい かないと. 
もう 地の 中は/チャ クチャ。 
これで 泊を j«i 練 すれば、 7 

校の 农站 もどん どん I .がる？ 
栾 しくて ためになる， おも 

しろ 推邱 ゲーム a 

皿回し 瞒王 をめ ざせ/ 

ミスター チン 

中国人の チンさん は 今日 も 

肌 回しに 大ハッ スル/ 5 枚、 
6 枚なら まだ 余裕。 でも そ 

れ からが 大変、 ハレ ホ レ、 

ハレ ホ レ、 皿は 落ち かける 

し、 悪漢は じゃます る し…。 
みごと 全部 回し 終えました 

ら、 おなぐさみ。 スリルた 

つぷ りの コミ カル ゲーム 決 

定 版だョ /  C.  HAL 研究所 

HM-012 定価 4.800円 

勝負師の 君には 

；7 層/霞 ノヤ— f：  HM-010 定価4,8 00円 
銳く 狙って ミラクル ショッ 

卜/右は もう ハス ラーの 気 
分/知的で、 AA^)A-  K 
あふれた ビリャードが 、実 R  ； 

に リアルに、 本格的に 楽し ■.麵 
める のが この ゲーム。 沒雑 匯\/ 
に 跳ね返り、 ぶつかり あう 

7 個の ボール、 どこまで 推^1 翁 

理 できる かな？ 劾に S じ！^  %■§.. , て、 難 •雜を 愛え て 遊んで ■ 

作曲の 才能が あな! r ら 

術， 謙 掛麻自 

hv  -vbv  mm  mi  wm  wm  ^  m  -mr  mm  m 
^  w  mm  m  mmmmmm  -mm  ^  屬響  《.  • 

5ユ麵 ジツク Z デイ タ繼 

&楽が 人好き だから、 作曲 
してみたい。 でも 楽器は 弾 

けない し、 諮面 が 読めない 
し…。 そんなれ に ぴったり 

のソフ トが コレ /_ 曲の 5 

線譜に 皆符を 人力して いけ 
ば、 即吨 にサ ウン ドが 跳び 

出して、 芯の 皆感は どん ど 
ん アップ/これ さえ あれば、 

未 米の 大作 曲 家 も 夢 じ ゃな 

V、/  HM-011  c  HAL 研究所 

定価 4,800円 



ネコが ネコの 手 

マークの 付いている 

ソフ トに 使えます。 
V/////A 

((limit 

(CAT 付属 ソフト） 

イ ラス トを 描 <、 作図を する、 そんな 君には こ 
の “EDDY” が 最高/メニューは 璧 富に 22 種類。 

円、 惰 円、 四角形の 自動 作図から、 ド □一、 ラ イン、 ペイン トまで、 何でも 描ける/カラフル 
さが 嬉しい 15 色、 もちろん 文字 も 0K。 できた 作品 

は、 そのまま でも Basic に 直して ち セーフ 可能。 

いよいよ スタート した MSX/ 
HAL 研究所は、 ごれ にあわせ 

て ゲーム ソフト、 アブリ ケー 
ション ソフト、 そして 入力 機 
器“ CAT” などを、 全力で 開発 

してきた のです。 もう MSX 対 
応 パソコンを 手に入れた 君 も、 

まだ 「考え 中 j の 君 も、 右 ペー ジの 「MSX ソフ ト 診断」 で、 自 

分に ピッタ リの ソフト を 占な 
つてみ よう/ 

CAT 
キーを 叩いて いる だけ じ や、 

もろつ まらない/ト ラック 
ボールで 自由自在に コン ト 
□ー ルして みよう < 

この、、 «▲¥ 〃は、 ゲームに、 

ミュージックに、 アニメ ー シ ヨンに… etc、 何に でも 
使える 万能 入力装置 なの だ/ 

飞 DDY" 付 定価 14,800円 

借りる なんて、 

何だか 変 だ ニ ヤン… 

，マ X-  /ぶ 

x 



ストラット フ ̂  ド •コン ビュー タ— センター 株式会社 ホビー 畢 菜 那 t336 浦 和 市 南 浦 和2 ぷ-巧 fi0488(85)5222( 大代 表） 
★購入 綠 望な さ讲 合は 上記の プログラム 名 •機 8L, 話 番号 を 明記の 上、 現金書留で 当社 MS X マガ ジ 冷 まで ご注文 下

さい。 （郵送料は 不要です > ) 

★当社 ソフト アエア 総合 カタログを こ节 望な さ掷 合は' 住所 •氏名 •年齡 •職業 糊 記の 上、 資料 請求 券と 切手200 円 分を 同封して 当社 カタ
ログ 係まで ご 嫌 求 下さい。 

スタッフ 募集 中/ 



，ノフ トに なつ だ 人気 ト リオ 
0  .  ̂  

家団 らんに 楽し さを ひろげ、 知カ アップに も 役立つ 「お茶の 間ソフ ト」 

パソコン 絵本 
フ アミリ ー ゲーム 

零， 

.零 “ 

とまと 

いけ s 抑 
岛 から 島へ、 提を かけながら ェッコ 

ラ、 ヤッコ ラ 渡って いきます。 海に 

うかぶ 島の 数は 全部で 9 つ。 うれし 

く なったり、 ハラハラ， ド キドキ し 

たりで、 思わず) S 援 したくな るよう 

な 動く 絵本です。 

6 ん た: 33 な 
まるで 動物園の ように、 お 子 さまの 

大好き な 動物たち が I 、ろい ろ 出て き 

ます。 でも、 くるくる _ 力く もよう 力< 
じゃまを して、 形が はっきり わから 

ないよう になって います。 さて、 ど 

んな 動物でしょう。 

ft みせや 在ん 
お買い 物 遊びの 動く 絵本です。 いろ 

いろな 野菜が ならんで いる じ ゃじゃ 

まるの お 店で、 あれこれ 選んで いた 

びっころ が 買った 品物は、 さてなん 
でしょう。 

コンテナ クイズ 
コンテナ 船に、 自動車 や 自転車な ど 

を 正確に 褚み 込んで いく ゲームです。 

何を、 どこに 積む かば 决っ ている の 

です が、 スタートの 時点では、 それ 

がさ っ (f リ わかり ません。 ヒントと 

するど V 、推理 力 だけが 味方です。 

バラ バラ パズル 
コンピュータに いたずら されてば 

らばら になった キャラクターを、 

根気よ くもとの 姿に もどして いく 
パズルです 〇 目 や 口を入れ かえる 

だけ だから 簡単、 と 思って やって 

みると、 さあ、 これが たいへん。 

メイ ロ テ ー ト 道に 迷って いる びっころ に、 正しい 

道案内が できれば 0K。 ゴールは ほ e ろり が 侍って いると ころです。 池 や 

家の ある 方向を さ けなければ あとは 

自由 びっころ を 歩かせられます 。自 

分 も 道に 迷つ てし まわない ように。 

各卷 ¥2.800  (カセットテープ） 

幼児 用 学習 ソフト 《知力》 が 芽 ばえ て 伸びる 大切な 時期に 効果的です。 

子どもの 興味と 能力に 合わせて 楽し  <  学ぶ 習慣を つける まんてん  <  ん。 

i"M27g  QB9E 1=  へ n  lu  二—1  R 
#  nlEB  ■■■  a  ■_ 

計算 力 I  ■  3 計算 力 II 14 記憶力  |5 思考力  ■  B 反射 性 

1 .数える ことの 学習  1 •合成. 分解.  1.S 形に よる 合成. 分解 1 •神経衰弱  1.0 形に よる 演算 I  1 .数に よる 反射 性の 問題 
2.10 の 合成 •分解  2 .計算 式に よる 加減  2 .数の 大小 比 R と 数列  2 .数と アルファ ぺツ トに 2. 囡 形に よる 演算 II  2 .アルファ ぺツ トに よる 
3.120 までの 数  3 .—定 数からの 減法  3 .表に よる 加減  よる 記憶力の 問題  3 .座標  反射 性の 問題 

3. 0 形に よる 記檐 力の 問題  3. 0 形に よる 相関 

_FM-7( カセットテープ） ■ベー シンク マスター MARK-S (カセットテープ） _SMC70/777( フ a ッビ ー ディスク; ■パソ ビア 7( カセット テー フ〉 _MSX  (カセット テー ブ） 各 声 ¥9  800 

_  
■  _  (カセット 3 巻 •説明 - 付） _ 

代理店 募集 当社 CAI ソフト ウェァー ライブラリーを あつかって いただく 販売代理店を 全国的に 募集して います。 詳細は 電話で お 問合せ 下さい。 
通信販売は ソフト 名を 銘記の 上、 パソコン システム 部まで 現金書留で お送り 下さい。 （送料 無料） 

IS 
お 問合せは = 東京都 渋 谷 区 神 南 卜 19-4 日本 生命 ア ネック ス ㈱ ランド コンピュータ 

パソコン システム 部 003 (462)5858( 直通） -03(462)2211  (代表） 



侍って たんだ、 僕の パソコン と 仲良くつ き 合 

る こんな プリ ン ター。 サイ ズ は、 ほぼ A 4 週 

誌 大と超 コンパクト。 しかも 乾電池 駆動 

から、 ハンドへ ルド 型の パソコン とともに 

诗ち 運び も ラク ラク。 まさに、 僕たちの ため 

の プリンター、 新登場。 美しい 印字で 定評の 

ブラザーから。 

■主な 仕様 

• 印字 方式： 熱 転 慜热式 （ノン イン ハ •外 ドット マト!; クス） 
•印字 ヘッド：  9 ェレメント 

• 文字 棟頌： JIS159 文字 種 + グラフィック 63 

• 文字 怵 成： 通常 文字一 9  X 9 ドット マトリクス レ 、一 7K ット 4 > 

グラフ {ッ クー 8  X 6 ド ツ トマ トリ クス 

ビット イメージー パイ カ 8  X  480( 標準 密度〉、 ェリート 

8  x  576 (標明 密度〉、 パイ カ 8  X  960 (倍 密度） 
離 印字 速度： 約 30cps 

• インターフェイス： セントロ ニク スバ ラレ ル、 RS232C 

• 用紙： A4 蒈通紙 または サー マル ペーパー 

• 窀淞： 迤 流 6V  ( 蝌 乾:; 6 池 4 本)、 AC アダプター (別売） 

參 外形 寸法：  303(W>  x  174(D)  x 65(H) 咖 

籲 座姑： 約 1.6kg (屯 池 含まず） 

ブラ ザ 転写 プリンター 

HR-5 新発売 現金 価格 39*800 円 

ブラ ■販売 株式会社 
情報機器 事業部 
東 京〒 104 東京都 中央 区 京 橋 3-3-8  TEL  (03)274-691 1  / 

名古屋 〒牝〇 名古屋 市中 区大淇 3-46- 15  TEL (052)263-581 1/^ 

大 阪 亍 542 大阪市 南 区 心斉橋 筋卜丨 TEL (06)251 -7265 



Canon 

標^ Tf 
•MSX マークは、 マイクロ ソフト 社の 商 

钱 3 
MSX マークの ついている ソフト ウ ヱ アや 周辺機器が すべで 利用で きま す: 

グッド フェイスで お茶の 間へ/  0A メーカー •キヤノンの MSX 仕様 ホーム コンピュータ 《V-I0》。 キヤノンなら 

ではの デザインに 数々 の 本格 機能を 搭載。 お茶の 間の テレビに 接続して、 カー ト リッジを ボン。 これ だけで 家族 中 ど 

なた にで も 使いこなせます。 テレビ や ステレオ 感覚で、 ホビー、 学習、 自宅での ビジネス にと 幅広く 活用で きる 新しい 

ホーム コンピュータの 誕生です。 參 MSX 仕様の ソフト や 周辺機器が 自在に 使えます。 •拡張 性を 高める 2 スロット 

方式。 ^RF モジ ュレータ 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続で きます。 *16 色 カラー表示の グラフィック 機能で 256X192 
ドット 32X24 文字の 美しい 画面。 •使いやすい j|S キーボード。 •迫力の 8 オクターブ 3 重 和音 サウンド 機能。 

HOME  COMPUTER 
標準価格 ¥54, 800 (本体) 

JISE 列 準拠 7 并- ■表示 テキスト®® 32 文字 X24 行 (40 又 字 X24 行). グラフィック 画面 (2S6XI92 ドット） ： カラ- 16 色. ビデオ 馆号 .RF 信号 _1  〇ポ -ト ブリン タイン タ- 

^^^^ 仕 枝  • カセノ トイ/ 夕-フェイス FSK 変調 方式 1印0  ■  2400 ボー (ソフト 切換）. MSX 力-トリ フン 用ス ロ， ノト 2 ポート： ジョイスティック 2 ポート ■サウンド./  8 オクターブ .3 重 和音. 特殊効果 音檐能 •オ- ディ オ 出力 嫌 子 ■サイズ KKx 奥衍 I.8X 高さ 62nw ■重さ.. W3.Sk 

計算機 常 業 部 ~~ • 東京/ 〒 I。8  Jfi ポ 都 港 区」 W3-11-28  0(03)455-9761-9609 ~ ♦人 •阪 /〒530 大阪市 北 区 中之岛 3-2-18 住友 中之岛 ビル 0(06)444-1761 叫し 槪 011>23 卜 1313 
キヤノン 販売 株式会社 嚣溫 严 2 ぱ^^ 



TOSHIBA 

W の 差で 選べ/  . 

64K バイ ト (DEH3 対応 機 〇 
•ズバ ぬけた 実力 派、 RAM 容量 64K バイ ト。 

MSX-BASIC による 統一 言語で、 ソフトの 互換性を 実現。 ゲーム、 作曲、 グラフ 作成、 ビジ ネ 

スな どに 巾 広く 対 芯。 RAM 容量は 実装 64K バイト。 普及 タイプの 16K バイト 機 も 同時 発売。 

•最初から 慣れて おこう。 JIS 配列の 本格 キーボード。 

•目に も 鮮やか 16 色、 迫力の 8 オクターブ *3 重 和音。 

•  RF 出力 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続 0Ko 

•面白さ だんぜん、 2 本の ジョイスティック 端子 付 0 

•システム アップで 即 ワープロに。 群を 抜く 先進の 拡張 性。 

増設 スロット、 ブリン タイ ンタ フエ ー スカ ー トリ ッジ などの 周辺機器 も 豊富で、 目的に 

合わせて 抗張も 思 し 、のま ま。 

さすが パソ ピア IQ。 システム アップ すれば、 すぐ ワープロ  ( 

31 ベる 2 タイプ。 ボデ ̂  カラー も それぞれ 2 色。 

例えば、 ドット プリンタ II と 

漢字 ROM 力ー トリ ッジを 
組み合わせれば、 日本語 
ワードプロセッサに 早 変わ 

り。 宛名 書き や、 簡単な 文 

章 作成な ども こなします。 

|P^|| 
來 MSX マークは マイク ロソフ 

卜 社の 商標です。 
HX-10D(64K  バイト）  65.800円  HX-10S(16K  パ イト）  55,800円 
*ボ ディ カラーは ブラックと レッドの 2 色。  豪 ボディ カラーは ブラックと レッ ドの 2 色。 

參 資料の ご 請求は…〒 104 吏 京都 中奂 銀座 5-2-1( 東芝 ビル） 東京 芝 浦 電気㈱ ホーム コンピュータ 事業 推進 部 削3 (574)5359 

資料 請求 券 PASOPIAIQ 

MSX マガジン 定 
価 

I ネル ギ-と I レクト K クス 

先端技術を くらしの 中に… E&E の 東芝 
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